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1 日本レクリエーショy協会編 レクリエーシ冨::.'lCf.到する文献リスト(1) jl200(含送料)

職後の維誌より

2， 同 上 レク'!エーシ冒ン陀関する文献リヌト(H) jl200(含送料)

職後の寿喜主主より

問 上 貧金 計 画

西独の νヲリエーショ y施設 事30Q(含送料)

同 上 人間Kとってνジャーとは何か? "'350(色送料)

同 よ 協会 20年史 i'600(吉送料)

6， 日本レタ'!エ-ンヲン研究会 レタリエ-'iヨンの定義 jl200(含送料)

辞典， Encye I oped i aより

7 同 上 レク'!エーショ~!llI究 1 号

第 1固研究大会発表抄録 t'250(含送料)

8 同 上 レクリエーション研究 2号

第 2回研努大会発表抄録 官300(含送料)

同 上 レタ'!エーシヨン研究3号

第 3回研究大会発表抄録 i!f400(含送料〉

10 同 上 νクリエ-'-"司ン研究4骨

努14回研究大会発表抄録 jl600(含送料)

11 同 よ レタリエーシ宮ン研究 5号

第 5回研究〉合 -;t表抄録 jl600(含送料)

12 同 上 レクリエーション研究 ι 7合併号

第 6回研究大企うしパ紗脅 V600(含送料)

研究発表

13 日本レタ'!エショY協会 全国レタ'!エ-'/冒ン大企

也 D テ マ別研究会発表静訂 書各 150(送料)

訓 o指呼者講習会百科 併各150(送料)

。 o自主 1問~第四回までの"己録号 歩各150(送料)

学会活動への提案
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事幹

o 学会が莞足してすで"'1ク月。現実Kは

旧研究会からの引きつぎで追われる中で.1日

も早〈学会を執道Kのせなくてはなりまぜんね。

ととるでこの学会ですが，会員の方々の期待を

背負って，どういづた問fll><対処してゆく必要

があると恩いますか 9 初めに学会の核ともい

うべき， レタリェ-'/ヨンをどうおさえるか，

といった問題ですが。たとえば現代は余曙の時

代であって， レクリエーγ2ンの必要性が強調

されているとも言われてますね。

s いらんな領敏から人が集まっている ζの

学会は，レクリエーシヨンについてかなり"同

床異夢"の感じがするなあ。これまでの研究者

の中><，九レクリエ γ ョンをその教育的な側

面から考える人が多かったと思うんです，けれ

ども各領域からの参加者が共同作業を進める上

では， より客観的な，没値直前な考え方を採用

した方がい込んじ eないか。たとえば「生活の

変化を求め，人間位の解放をめざして行なわれ

る行為」ぐらいK考え，それが人間Kとってど

んな憲司味をもつか，そうしてレクリエ シヨン

が現代の社会的条件の中で" ~、かなる状態にあ
るかを明らかにすることがレク'!エーγz

ン学"の使命ということにならな、でしょうかつ

o ょく言われることですか，僕はレクリエ

ーシ zンへの価直的な観点といったものを大切

陀したいと考えます。勿論その価値基準といっ

たものは，時代や文化状担Kよって変化するも

のだと患いますが。余曜K象徴される時代を迎

えれば迎える程，こうした観点が重要視される

んじ eないでし占うか? た主学会として，研

究の対象として費える場合，没価値的というよ

り客観的とレった点で，これまでと異なった，

例えば"再創造のハターン"と L勺た，レタ'!エ

γ 宮ンめ織金を主眼Kしずこ定義も考えてみる

価値はあるでしょうが。

s そのへんをいずれまた， もう少しつ勺こ

んて輔討してみたL、ですね。

O ところでレクリエー γ ヨンの価値観Kか

hわらず，これから学会として発展してゆくた

めには，科学的，客観的な研究方注が必要にな

ると恩レます" ，うなればレクリエーシヨン学

というべき応用科学の諸領域を体系化する必要が

あるんではないでしょうか 9 これは学会の分

科会のあり方ともか与わる問題でしょうカうい

. ，での研究会のように，職場とか学校とか地

域といった別け方では駄目だと里うんです。研

究の水準を高めるためKも，たとえば行政官哩

的，自然科学的，社会，じ理的臨床向教育肱

哲学的な各々の7プローテ等を考えて，分科会

を把握する必要があると思います。

S まったく賛成ですね。どう L寸分科会か

組み立てられるか><.学会の成果の大きな部分

がかふっていると思います。た X先ほどの"核?

か確立しなければ，分科会も作りょうがないわ

けて，当面はこれらの問題に対決した討議を，

積極的Kつみ上げる必要があ老と思います。レ

タ学会の後づくりセ εナーでもやってみたいで

すねb

o とれからできるだけ具体的な，現実的な

方策というものをいろいろ考えてみなくちゃい

けまぜんね。

S 学会員で東京の周辺にいる方は約半数ぐ

らい。あとはこの日本K散在しているわけです。

その人たちを」、かKつなげていくかということ

も大変重要な課題てーす札。この機関晴はそのた

めの つの武器であるわけです。

今後はできる限h 各地の会員の意見を入れ

て編集してL きたL ですね。

O 僕もそう患います。この対談を見て，学

会便りを私物化するな，なんて批判が来れば

うれしいて寸ね。出来るだけ早く分科会が

つ〈られp 場合によっては地方支部まで出来る

よう Kなって欲しいですね、

S いきさか古、けれど「初心忘るべからで口

を堅右銘にして，この新鮮な子 マにたちむか

っていきたL と思います。

学会事務局は会員の柱建業畳付の窓口です。
良き研究仲間をつくるため，よりよい研究
をす込める上で，御利用下さ丸、。

(財)日本 ν クリエーシヲ y協会気付

日本レク'!エーシヨン学会事務局
(Te I )460-5464 

⑬ 紘理府青少年対策本部 レクリエーションの実態とその野署K関 jl300(送包料送'料 ) 

する研究

@綜理府背少年局 職場Kおけるレタリエーシ冒ンの実態'"日OO(送包料送'料 } 

閉する調査

16 日本νクリエ日ンョン協会 世界の νタリエーシ宮ンめぐり "500 (含送料〕

世界レクリエーション大会より

17 日本νク'!エーン冨ン協会 R."，回tionin Ja阿 n t'450(含送料〕

。第1田レグリエ γ ョy学会大会で研究の成果を発表しよう/

第 1回νクリエーシヨン学会大会を 1閉 K北九州市Kおいて開催する予定で

す。この大会はνクリエーシヨン全国大会(11月5日-7日〕の前日K行な

われるものです。

詳しい報告や企蔚は，今後の学会だよりでいたしますh 会員の皆僚には，

どしどし研究の成果を発表していたどきた<.今から衡坤備下さるよう Kお固

いいたします。

会そのためKもーと記資料(先行研究)を参考犯して下さL、。

。旧研究会話「νクリエ γ ョン研究」 第 6' 7 合~号をス用の方は 事

務局まて，お申し込み下さい0(1部 500円〕

にごコエムー次………~
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。 きる 4月128午後 5時 30分より埠記念会鎗 (8本レク 'Jエーション協会)の会議室で，第

l固理事会か開催され，その折次のよう K在員の事務分担がなされました。

1l庶務 録原五 (神奈川県立相模原妓術高等学絞〕 長谷川純三(東京教育大学)

高橋和敏(東海大学 3
2)会計 最折迫太{国立武蔵療養所) 小)11長治郎{日本レクリエ シヲン棋会〕

金塚伶弘{三#掬品111工場}

3)編集 粂野 豊(文部省体育局) 木下静子(東京教育大学)

浅田隆夫{東京教育大学〕 出口 一重(出口コンサルタ y ト事務所)

4)研究 巻 正平f消費者問題研究所) 前野淳一郎(ル←足立ンサルタンジ醐)

連絡 田村喜代 f東京学芸大学)

。 また鈴事として次の方々が書嘱きれました。

深町一青(昭和空圧惨柑)，宮下経治(領夫堂大学)，薗図 碩哉(日本νクリエ

シヨン臨会)，岡田 優子(東京女子巨大)，窪田 恭子(光滋学園短期大学)

小回切政一(日本レタリエ ツョン協会)

鴎 rv:7 1)三五ヨ日間五日
。 機鴎昔、め発刊は年 2"とし，色勺あえず第 1 集を 11~K予定しています。

会員の方aはふるって応募して下さし、。原稿〆切は 8月末です。

r"'''''''''・--.-.--・.............--*-.-.........・-'-'-'-'-'-'-'-'-'-'-'-'-'-'-'-'-'1
レクリエーション研究」投稿規定 ; 

i 1 輔副酬として柏会員であること。 1
， 2 論文は他誌に未役椅のものに限る。 l
; 3 論文は新かなづか、、，衛担混漢字使用を原則とし 積書き "'0字詰原稿用紙を使用する。欧 L
l 文はタイプライターによるか， または特K明瞭Kか く。!

14 論文はカシラ K論文田資料・その他(事評・妙録・学校紹介等)を朱書する。 I
i 5 論文資料の原稿にはかならず欧文の表題・ローマ字書きフ吋ームの氏名および国晦・ 1
1 写真の欧文説明をつける。 i
守 6 邦文献には欧文相(Resume)をつけ，欧文論文には和制調ー氏名および80昨 1
1 以内の邦文摘要をつ片ること。17 国版はかならず白紙K墨書きとし，図版写真類は上下の腕時刊と。 i
I 8 論文の原稽Kは第 1頁下ま穏に勤務先 f職名)を記すこと。 I
19 論文は 1篇につき400字詰Kて30枚分〈図版・写真品駅り上り 5頁)以内を原買1)とする。7

専の他の原靖は5枚以内とする。若し長篇のもので上記規定を超えるものKついては，投 7
- 摘に先立ち編集要負会時打合せのこ h なお刷り上り 5買以上の葺昼分は実質にて執筆者て

よ 持ちと寸る。 ー
110 編集垂員会は編集の都合κより，捕者の承諾を得て，原稿の 1部を省略 訂正すること J
J ができる。 I
;11 献の輔は編集委員会K唱のこと

i 12 投稿期限(略
を口論文の送う先及び逮絡先 東京都渋谷区押南 1-1-1 器記主体育館内 で

財)日本νクリエーシヲ Y 協会気付 よ
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すでに学会;，ース 1号でお知らせした である。

通り， 5月 22臼同，午桂4時より，岸記 とζ ろで毎日すこしずつの余暇を得てい

念体育館で，第 1固定倒研究会が開曲され る場合と，吏Kまとまった余暇を与えられ

た。話題径供者と LてNHK置法文化研究る場合とでは，余曜はその意味を変えてく

所の藤竹暁氏を招き，その話題を中心に熱| 国|る。たとえば休みが長くなれば，その時間

むな簡齢、合唱された。藤竹氏はすで"' 1 民|は休息Lまかりでな<，吏忙積極的な余暇刺

'962 "，"" rテレピ・コミュニト;-.1 生1用の活動をも含んだものになり得る。従っ

ンの基醜劇で第5回域時太郎貨を畳 i 活iて仕事[労曲〉の倫匁と分離した新しい

賞しており，その盈もマスコミニユク シ 1 1，，1 rレジセ の倫理」を考えなくてはならな

曹ンやテレピK関する詰理論を尭表 されて; 1ぃ。

いる。レγ 々 に関した著書としては昨年| 五| こうした尭埋から聾察されるレジャーの

4月の「個性あるレヅマー(白煙新酌17] 1昂 ;ιl倫理は，なKよりもまず詑来のレジャ 論

がある。今回の話題(国民生町4みたレ| ι|のよう K，摘量的な人間と刷、かわりあ、、
IIillレl

-・レクリエー γ ョン)も，基本的"'1申 :!1て踊るものではあり待ない。そしてまたと

はこのレγ ャー論から幽尭したものとなっ 1;詰γ|の倫理は社会的活動への芸参加というこ kと

た。研究会当日民Kよって提供された話題 l話 ヤ|結びついて考えられる。

め概富岡およそ次の通りである。 I呆11 "'''話はここから具体的な、、く骨の対象

こんにちのわれわれは堆たする余暇によ|開レ!とその生活サイクルK言及した。たとえば

勺て，いわば揖聴を畳げているといえる。 1催ク!家庭生活の余暇の重要性をとりあげ， ζ う

こうした時代にあっては，余暇にどのよう |さ リ|した余匝がさらK人μ の各段階Kおいて別

剛造性閥均これを臨すべきか， Iれ土lの掛融持つことが説明された。この説明

髄醐はまれのような輔の受けとめ|モ 1Iは従って老人ホム同問社会径の鵬

抗措ばめられたa そして第'"'，生| ム|酬や，老人の余暇状況にまで進められ，

時庄の単位をI 1 B ( 24時間〉と考え l 二1，時間近く"'&ぶ話題担供時制宜イヒあ

てきたこれまでの間町、わって，恥し| 三!るものとし，われわれ問多何時をも

く一畳間単世で生活を把握する必要性が強"''1たらした。

詞きれた。 ζのζとはたとえば，週休2日 話題提供量s 討論K入ったが，時間の都

t紅移行しようとする企業の畳もすすんだ 合で中途で切りあげなくてはなーらない程で

状担K目をやる場合K明白である。すなわ あ勺た。特に在日す〆き論点としては.レ

ち週休 2日制とは産主能率を下げることな シャ とレクリエ-:/ヲンをどう泣置づけ

く(仕事の宮宜を高め l，一貫した長い休 理解するか，と L、う問題があった。とりわ

みを取ろうとする動向(とれは現代を象徴 け藤竹氏のいうレγ マーの倫理内容につい

するものである}の所童と考えられるから て，激しいやりとりがあ。た.

[~~~三日
3月21臼に学会創立式を終って約 1ヶ月た

とうとしています。学会事務局には毎日学会入

会自込み院関する問、、合わせが，殺到していま

す。そとで中間報告として，その概況をお知ら

せします。レクリヱーシヨン研究を志ぎす会員

の皆きんに，なにかのお役K立てば黍わせです。

会員総数 204名(4月 15B現在〕

北海道 o 
東北地区 3名

関東地区 143名(東京 77名)

中部飾区 18名

関西地IR 31名(大阪 5，京都7)

中国地l2i名

九州ー四国地区 l名

ととろで会員の職業は大ざっぱ/C，幼稚函か

ら大学にいたる先生方が最も多<，全体の 4割

程度。教育垂員会や社会教育関係の仕事Kたづ

きわって、る会員が 1割弱。その他公務員，官

庁，観光や福祉夢業団体，病院なと K明係する

方h。そして学生会員という枠てま乞められま

す。

次に申し込み用紙に書込九てL た「閣iじのあ

る研究テーマ」を分類すると， 4月9日現在!x

の通りです。

1 λr .. "!存在とレクリエ シヨ~ (遊びの

入品開的考察，主主とレクリヱーンヨン， レクリ

エ γ ョンの文化史， レクリエーシヨン行動の

成立要因等 ) 回答 28

2 レクリェ-'/ヲン教育(人間形成と ν

5 レクリエーシヨ~!iIi設の開発 ( vグャ

←・ピル， レクリエーシヨン・リゾート筆の開

先 レクリエ γ ョンをする環境J 広範観光開

発事市計画之の関係争奪 ---) 

白書 23

6 レク 'Jエーγ ョンの治療的効果その他

(健康との関民身体砂衝とレクリエ グ""'，

レグリエ シヨン療法等 〉図書 15

7 現代社会陀おける Vタリエ γ ョン(レ

ク'Jエーシ宮ンのネ士会学的研究 νクリエ γ 

ヨンと社会心理，人間関係とレクリエ グ百円

非行少年とレクリエーシヨン，マス レy .y

左Vクリエー γ ヨン，都市 -a山村田家庭のレ

クリエーシヨン，職場のレクリエーシヲン等

) 回答4s

8 レタリエーγ ョン活動(種目)(νク

リエーシヲン妓筑簡易スポ ツ・グ ム，つ

どいの穫出，野外活動等 〉田署 25

9 その他(レジャ 産業:， 111:費社会とレ

クリエーγ ヲン，経済との関係等 〕

回答5

以上

。 第 1固定例研究会のお知らせ

5月 22日{土) 午後4時より，岸記念館会

議室Kて開催、たします。是非御出席下さ

t 、。

話題提供はNHK放送文化研究所の益事竹氏

"お履いし，Ycの後討論の場"'します。

お話し「国民生活からみたレグセ ， レタリ

エーシ宮ン」

c IB研究会員の方で，聞朝4s年度の会費来

納の方は，至急学会事務局宛Kお送り下さ

学会活動への期待 | 
会員発言高橋和敏 l

東構大学体育学習s・歓控

あまりむずかしいととはわからない。レク |な気がするr それには，学会自体が，絶えず-， 1-

リヱーシ."学会6丸新しい学会である.い

わば.時代の喪請に対応して生れたもの。だ!

から，との時代つまり現代から将来への学

会だろう。現代とひとくちに、、っても，その

中味は複紘そのなかでも，忘れてならない

ものは・人間"。レクリエーシ ，y学会4丸

一見レクリエージヨ Yを追求するかKみえる

が，そうではないと且ち。人閉そのものの追

求こそ本命だろう。そのために νタリエ『 γ

司ンがあるのである。学会員カーその対量た

るレクリヱーションだけしか追い求めなか勺

たら，学会活動叫入閣不在の活動である。

l'ζんな学会1<:1丸まずなりたくない。

1 掌会't.学問研究者の集りであると、、ぅ。

}だからきびしいものであるという。そのとお

りには通いな、、しかし，こればかり大上置

にふりかぶっていると，やがてホ・Jえができ，

みにくい錦争社会にもなりかねない.他人の

研究をけなし，ぁ若いは目を向けないようなl-… Y特 Kあ て
はならない。学会員のなか1<:'丸国際的にも

すぐれている研党者もいれ."，とれから敬え

を受けよう主している人もいる。いろいるな

領域がからみ合っている.これらの人たちが，

いっしょに問題需品研究K向かう姿勢が必

要なのだ。連帯屈のある共同社会として育っ

ていく学会でありたいもの。

人間の制捜は控*"，1:111.、え，学会員ひとり

ひとり札業績至上主曜だけからの般捕で研

究するなら止した方がいい。その桔条として

業績があがるものであり，つみかさねが必要

個人のため，社会のため，オーバーにいうな

らば人掴のためにあろこと。そしてそれに対

する揖能がなければならな、、だから，専門

分化した研究が，学舎で統合化される必要が

あろう.そのためKは，本当の意味での共同

研究カw必要であろうし，それを錐進するプ首

ジ多クト・チーム1I¥いつでも動き出すよう

な体制でありたい.個々人の研質成果をもち

寄るだけでなし学会としてのまとま。た方

向づけ的新しい学会活動であろう。

vクリエーシ宮ンヨ士会は，いろいろな韻域

の人たちKまたがっている.そして，とれら

の人たちを結ぶものi九レクリエージヲンで

ある。これだけ考えていればよいというもの 1，

ではなかろう。学会自体が，、、かK学会員K

サーピス精神を発揮できるか，そLてそれを

実践するか叫益力ある学会をつくりあげる

蝿になりそうだ。とく陀地方会員を受身で待

っていたのではどうにもならない。有形Kせ

よ，離形にせよ，学会員ひとりひとりが，勘

ましをお互K期待している。

掌間研吹は科学であるという。しかし，科

学Kは思担が必要である。且哩の担幹は，人

間の幸福がある。われわれは，何が幸福なの

かbからない。しかし，それを求める欲求が

ある L，追い求めるべきであるう。とするな

ら''''νクリヱ ションを推進する選動体と，

有理的Kつながらねばならな、、。学会の虚果

か，はーヲきりと運動Kつながるチャネルが，

レクリヱ シ割ン学会にはたいせつなような

気がする。
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ともあれ，新生の学会への期骨は大きい. I学会民われわれの手で育てていきたいもの

日本の枠から超える必要もあろう.国際γ ン|である.
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昭和46年度定例研究会年間計画の変更

喪会」の機担

22日fi)，第 2園理事会が開櫨 Kよる売先もし〈はとれまでの

.その折定問研究会のもち方が 再発表を希望する声が強いものを

自由尭膏会の僧想が明確κされ の場をもとうとするものです." 

自発表会とは会員の発表希望者 きれ，号表をして下さい。申し迫

合は繍悩いたしません.
の定剖修閉会の延期J

業計画案で7月K予定していた びして町正させていただきます.

同研究会叫融K輯患ながら 9 年の事業予定は次のようになりま

ざるを得なくなりました。おわ

6月 自由轄表会 C24日} 東ぶ

7月 '〆 東京

8月

9月 職場レタザエ』ション研究の実情と問圏点 大臣市

10月 諸外国忙おけるレタリエ『 γ ョン研究の現状 東 B

11月 学金大会 北九州市

12月 自由発表会 東京

1月 νク'}エーショ>'f.!法(研究と実情} 東尽

2月 自由尭表会 東草

5月

きれ

論議

先行研究で

(，1<酎論

どし多加

のない場

今年 って今年

大匝

月K延期ぜ

。 今後も定冊按間会を各地方でやりたいと |甜庁る事院会阿ま，近世地訟の会員の方の積極

考えています。各地方の先生方でこうした |的な多加をお願いいたします。

悔しに師意見をお待ちの方は是要民事務局 l 
までおよせ下きい。さしあたり， 9月使関 | 
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三三三三三ヨ2年自
?年目

(あなたの希望する行串集団は〕

1年目

。寮単位のもの

定主喜
1.研究資料量擾供いたし曹す。

。協会ではとのたび海外資料シリーズとし

て系統的K資料を描えていくことになり

ました。そのはじめとして下記の資科が

できま Lたので，お知らせいたします。

t "国家青年官軸雷融掌院'i250 

-ーシンガボ ル社会教育活動の報告

2，"黄金計画と第2の道'1500

一一酉ドイツにおける社会体育活動の

1 0年聞のまとめ

・なお送料(その他)として 10 0円を

そえて事務局宛て申し込み闘います。

(学会ニzース必 1で提供した資料も

ひきつ Xいてお申し込み下さい。)

2 第 2回定例研究会!こ御出席下さい。

6月 24日同午桂6時より停者E意館会

謹窒(田4)1<て「自由尭表会」を行な、、ま

す。

①松林揖圭「企業内Kおける νタ活動の

実際例」

②朝倉・守野江橋「横浜市職員の余暇

利用K関する調査」

ネなお自由発表会前K理事会を開憧Lて

おりますので，おまちが、、のないよう

に。会員の答碍の多数の霊参加をお待ち

しています。

4 融関誌「レクリエーション研究」第1号の

控稿〆習は 8月末日です。おわすれなくグ

(控稽規定は学会ニュース""1<のぜた通

りです内〉

5 学会大会C11月刊}の研究時間頃(

の成果を充分κ発樺き叫多くの方々がお申

し込み下き、、。

〆切臼は9月 15 Bです。詳細は学会=，

B ス"'3て吟参集、、たしますが，今から着々と

調型軽葡下さい。

旧研究会員の方で，昭和45年度の会費末制

の方は，至急学会事昔局宛にお送り下さい。

学会事務局は会員の相談受付の窓口です。

良い研究仲間をつくるため，ょ ηよい研究を

すふめる上で.調制周下きい。

{財) B本レクリヱ ツョン協会荒付

日本νク'}エーション学会事務局

3 牢会入会状，ltC6月 10日現在

iii(;告訴〕 ;ii|凶ド三淳各
東京 103名しづらいず~九可欠二屯封捻館

ii若干Ljji|民LJ縄訪」

一第1回日本レク 'Jエーショーン学会大会のご案内

第 1回日本νクリエーシ aン学金大告の要項が次のように決定いた Lました

りで，お知らせいた Lます。今から御串備下さい。

日時 昭和46年 11月 4日制 13 : 00.......1 8 : 00 

会 場 北九州市戸掴文化ホ}ル

住 所 北九州市戸畑区千防町

支 通 鹿児島本品百個駅より，徒歩5l子

研究発表

1) 発表資格 昭和 46年直会後を 9月 15日までに嗣入した正会員。

2 ) 発表形式 臼扇発表。

3) 畳壇回数 共同研究もふ〈めて1人 1回K障ります.

4) 尭褒

"時間 一届10分(2分間の質疑応答を含む)。プログラム作成上の都合に

より若干変吏することがあります。

b. 資斜 里表用紙を徒出する(後述)。

'.スライト・フィルム映写を必要とするものは，申込みのとき明記してください。

5 ) 研究発表申し込み

'. ~し込み手続き。 演題1届ごとに湾臨の申し込み用紙陀記入し.返信用封筒

と50円切手をそえて，事務局K申し込む。申し込みと同時κ事務局から発表用

紙を送付します。

b. ~し込み妓出うゆ 8月 15 Bから 9月 15日.9月 15日の消印があるものは

有劫です。

'. ..し込みの取消し，変豆。

1) 申し込み挫の取り摘し変更は至急学会事混同K連絡してくださL、。

[ t 大会当日の取りf脅し変更1'1.~島大会本部に申し出.本留の承諾なしに

尭表会場での取り消し，変東をしないでくださ、、。

6) 発表用紙の提出。 学会大会後のI1iII究抄録号jの発子府ましません。資料として後出

される発表用紙を製本し，学会当日配布します。

'.用紙。 用紙は事務局で送付するものK限ります。原稿はタイプまたは棺寄に

よる手書(黒字)で晴香Kします。

b.提出師浪。 尭表用紙の提出は 10月 15日とします。との日までに事務局に

着かないものは，発表を認めません. (厳守)

酬研究亮表

研筑豊走表掛終ったあと・福岡教育大学の秋吉高記氏の特別研究発表を予定しています.

大会護参加の申し込み 序廷の申し込み周紙K記入のうえ，事務局あて9月 15臼までにお珪

り下さ、、後日プログラム等をお送りします。宿自などのあっせんはいた

しかねをす。
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U
 



参枕費

1) 正会員 会，は 500円(学生会費 300円〕て寸。

置科は当日お渡しいたします。

2) 当 日 会 負 会費は入場料として 500円(学生会費 300円〉です。畳斜費は

30 0円{希望者のみ)です。なお参制のしかたはあ〈までオ7ザー

バーとしてであり，会彬での発言は認められません。

発農用紙の申し込み 学会大会K欠席されるかたで，尭表用紙(抄脅)が必要なかたは，所

定の申し込み用紙K記入し，用紙代350円を同封の上. 9月15日ま

でK事務局あてお送りくださ、、

{詳細は全国レタリエーグ宮ン大会の事務局にお問い合わせくだき、、。)

TEL 468-4381 

=一日本レクリエーション学会総会のご案内ー=

下記により日本レクリエーション学会艇会を開催いたします。衡瞳加くださL、。

日 時 昭和46年 11月 A日係l. 学会研究発表終了後

会場 北九州市戸畑ホル

( 北 丸 州 学会大会事務局側設 )11

学会関儀ヤてそなえて現地北九州では，学会大会事務局を院段しました。学会陀関する現地

の情報K御法目下さい。お問い合わ位をおまちしております。

北九州学金大会事務局 福岡教育大体育学研究室内

福岡県家個官宗像町赤間 729 TEL094Q3(2) 2381 

事務局担当責任者 秩 宮 高 範
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Z 櫨闇誌「レクリエーシヨン研究」第1号の

投稿〆切は 8月末日です。おわすれなく 1/

f設制規定は字会ニ A ス瓜1にのせた通

η で~一一一一

1 研究貰料砂聾供いたします。

学舎ニュース(..tii1，Ai:2)でお伝え

した研究資料の申し込みをお待ちしてい

ます。

No. 4 

学会=ユース
September 1宮71

日本レクザエーション学会

〈はじめに〉

この報告は，機浜市車員厚生会合唱和45

"'9月に実施した「会員事司調査Jの余曜

刺用K揮する部分の結集の揖要である。調

学会に想う

会員尭冒福岡韓育大助教壇

秋吉嘉範

学会第1聞大会を北九州市がひきうけ，そ | たい。今回の人事をみると， νタに闇遣する

の準備を完了した。第1固という名誉ある大 | 巾広い領波の専門家を選んでいる点は出色で

会をjj¥>).めさぜるため11:.できるだけの努力を l ある。しかし，もっとも新しい学会.ユニー

したいと思っています。きて.準備や主担保の | クな学会であるのだから もっと落手層から

m習で，学会の話しK多くの人逮がけげんな | も涼んでいただきたかったと思う。掌会が今

顔をします。 rνタリエーシヲンとは，とん l までにない「何かを」ねらうならば よりフ

なととですか ?J r滋広ことでも研究がいる j レプシ F なメンパ も必要であると思う。ま

のですか?J rレタリエーγ ョンの学会は何 i た，ぃ4れ全国各地K学会主部が誕生するだ

の研究をす7.ので守か ?Jなどいろいろの売 i ろうが，全国各地の意見をE映するようは宮

見をききますc 私は私なりの妥えを言 L ます | 員人事も考えて欲しい。

が，なかなか理解してくれない。 I 九州そは北九州布を白心にすでに 10名

レジセーや. vクリエーシ望ンという言 [ 近くの入会希望者が、、るので，九州主部を桔

棄は旅行語として多くの人K却られておりま i 威しようと，哩っている。次K学会がいつまで

すが，ぎて，レγ ャーとは向か， νクとは何 | もレク協会に甘えていふかどうか考えねばな

か，と問われると，それぞれの人rよって異 | らない。協会Kいつまでもおんぶされるこ止

なった解答をするのが現状です。 Iはa 学会の抽立と、、う点でよくないと思う。

私は!素直に言司て，年程度の準備期間 | 同制て学会大会も，レク大会の協指南と L

では学会尭Eは!時期阜商と考えていた。 Iて行なうととがよいかどうか蛤味の余地があ

と、寸のは世来の研究会で， もっと検 l ろう。
討し問題点を明らかKしなければならない点 1 最待に，私は他の会員の皆さんと同様11:，

があった之変えたからである。だから内界的 i 学会を置するものの 1人である。今後 ζの学

Kは研究会の名称を苧会K寸りかえただけで | 会が尭展するととを折志したL、。そのための

はないかという， うがった意見もでてくるの l 労力はおしまないつもりである。いろいろ勝

である。 I手二な意見をのべたが，ピy トはづれの点があ

学会は学問。〉発達主流を震ぷ場で書、る。学 | ればおゆるしいただきた!、 {完〕

聞の研究には情熱がなくてはならないのは守-ゅeψ--ー-伊ザぜ申d叫甲守由--一

宮ろまでもない内しかし!一方では冷静さや Il日研究会債の方で 府和 45会E/l(の会資朱納

けんきょきも必子手なことを忘れてはならない [1の方丸ーを色学会事務局坊にお送り下さい。

と支える。窓会が時代の流れや，時代の要請 11学会事務局ま会長の花酷畳付の窓口です、

K対応オると !:a.， rltきた学問，研究」とし It良 敵視仲間をつ〈るため よちよ、研究を

て当然必習なことであ'.しかし，時代の流 Itす与める土で 智刑周下さ 。

れVて残されたり，レゾ守 プ ム，ムードの I! 蜘 日本レクヱ~ョン古島会気付

中で学問の本質やE質問を見失なうようなとと [1 

があ内てはならないと思う。 I! 日本レクエーペゾ賓ン学会事務局

次に学舎役員人事Kついて希F習を述べてみ Il (Tt>I) 468-4381 

いう社会的ステータヌの尭生Kよるものとい は '0才代且上の柵成員の比率の低下が目立

える。 っている。世陀女子の「加入特盟なし」では，

何回'!U入，加入希望なしjでも久男予は年 既11:，"才11:おいて 50鳴を置K睡えてい為。

令階閉的tぞ少しの差はあるが，全体的眠は30 女子のサークル加入への梢極性を打破すあ方

#抽とL寸 j七当事で掴めるととができる.女子 途が研究されるバきであろ恥

50(鳴 【男干
「ー r-....-------，--

【女子) 50!姉

仁コ-，問

問吋け

尽~-4 9才

昌 5吋』

〈図 3>年令別サータル加入

〈加入サークル叩額制〉

表 1陀夢1女犯お仲る1りロ入サークル判別の上

位6位を元寸。一見してわかるよ，11:.事j子

ではスオ ッrf，動を主体とすちザータル，女

子では文化的な市耐を主とするサークルが上

位を占めている。[金サークルは 40余ηあ

る。)加入率的*1噛ヲ変化に想日すると j 表

2および同 h 図 5のkうりである.制

く表，>開!別"'-，幹陪聞耳加入サザクル順位(.~位 6fi居室 C)

{明子}

司，9.t I 30-.39才|小川 I50 ト~竺~~竺えほ主主I 50ド

-，fl'7ワシグ
8.3 

...:..--

107 



(幼

50ト ・一一

-2叶 -5叶吋昨 51玲-Q叶~るけ吋廿 50:ト

〈図，>年代別サークル加入車{男子<図 5>毎代別サークル加入車(女子}

(在〉岡久間5のサークル，~，年令骨骨のうち5晶令隅冒弘上で土並6世陀入。ているサータλのみを担っていも

図， (男子について}によれば「野球」は，

は勺きりと佐代上昇ととも忙加入率が低下し

てお均，その盟問「つ句Jである. rポウ '1

Yグ」は年刊泊qな昨縛があまりみられないF

図 5(女子Kついて)をみると， r脅渇j

は 20才代以上&てもま，勅 25 ~の加入庫の
蓋がみられ，lE代上昇k共に加入率が増加す

るサークルの典型である.

'"吹 11Yグ邑いち，主主軸轍しい活動でた(，

しかもヌ J'-:;Iとしての特徴を備えていると

の余咽情動は世，年令を貧富えて一定の人気の

も左 W定婚していZ民主いってよいであろう、

〈おわりに〉

以 b 主としてサーク A加入K焦点を合わ

せて虹白した。との「会員意向調査Jの割問・

レクリエ--/'I'IY柁閣す事問査項目は，たと

えば，切(山荘九慰安懐聾舎の運営，選動

会の;a;常， ~号制{略物<tタエ子持， スキー学校v

順刷会)への意見など多舷陀直っていて，と

とて市主スベ スの聞係でとても全曲を報告す

るととはできなL、。しかし，横浜市職員厚生

会では，との調査にも色づ〈結果の上K立。

て吏陀レタリヱーシ，，:/1(:関するより詳細な

申旬開査へと里畳させてい〈考えである。~
k支ば，会員の居酎也と動務地主の距服，通

却用聞と余曙活動kの聞の関眠の究明，しグリ

エーν.y.リーダーの餐且基盤確立上の酎聖

衆，行政的には予型機闘の方怯などであろ。

企業や首公庁の余曙対策ないしは指導が人

事管理の睡畏線上1<乗。た， J棋な不小手先の

ものであ。てはならないし.またそう、、ち内

容のものは挫して畏続きのす為ものではない.

労働と余帽と、、『生活の 2つのカテプりーが

現代社舎においてより明確舵分離 対聞きれ

てい〈耐て沖ま，人間のf¥f官Hを巾心Kすえると

とな LI<あらゆろ他の問題ほ解決を見出し得

かいといえる。

横浜市!撃生舎が世飛の佑吋行政的内特の事

業から脱皮しうるのも，とのような点への衡

が先決であるが，われわれはその今挫の活動

舵大いK期待すろものである。

(なお，との意向岡査の群嗣については，

横浜市職員厚生舎から申間報告が凶ているこ

とを付記します.)

降三苧Z自=岩田一一軍.~曹司 学会=ユース 3'号で明連絡したj画り，学会

E述@ 絡 ⑨ 版 1 の発表・酬を附し込み中です. 9月， 5日

『晶一-，，-..，---司-一環..，ーーー までに所定の用紙花街記入月うえ，雪解輯局あ

<D ~乙日ーと .0二今Ijき包括主主主担全 てにお送り〈ださh

!弘坐墨江主 一一一← 一一一一一* b:fio笠空会主~~:!比三ヱーι 一一

一一一
レクリエーション研究情報I!)

一一アメサカ・イギワスのレクリエーションiilfJCのために一一

- との軟骨ま会員の智機の板間忙a参考にしていただくため，

従来の研究成果の一部を報告するためのものです.

師意見をお苦手ぜ〈ださい内

アメリカ陀;1:;サるレクリエー νョ Y研究の動向

昭和， '''''2月の池田勝氏{大阪体育大学肺教授

=現在アメ'1ヵ・イリノイ犬学へ留学中)の線告より.

I 噛ilEにおけるレクリヱーション

研費 申発 展要 因

(1)社会問題として由余曙ヘ自注目

第一陀，余暇がひ色つの社会問聞とし

て注目きれるようになり，その問閤隅快の

ためK各方而からアプローチされるように

な勺た。命問時間の増加L所得の上昇，労

醐内容の質的壮変化陀伴い，人悔のレタリ

ヱー γ 冒 Y 活動への欲求がますます増大し

ていく一方，態勢佐化陀よる都市への人口集

中， 白熱費糠の破演など陀よ 4 てνク'1エ

-./守ンの場が不足していく。とうした状

況がνタリヱー ν.>'研究への大きな刺激

2となうずこ色、、えよう、

また，駒大する余暇と掛かな鞠質文明を

背無左して生まれた「マス・レジャー J状

視の中で，外聞の創造的な余曙利用という

ことが問問bてきれる一方，教育年散の延長

と掬命の{申ぴ陀よ 4 て生じた今臼の新たな

「有閑噌紐ー背少年主老人J.きら Kは

現在アメリカのもう kも大舎な問問である

黒人の余帽のすどし方がこれまで品L上舵注

目きれるよう忙な令た，これらの問回K町

し，各学問分野が領事雇的陀取組みはどめる

ととも陀，厚生摘祉省，都市住宅開発省な

どの政府間惜閣の砂明への財政的後助が珊

閥的に増大Lた.

(2) 野外レクリエーション局町田置とその

研究闘への援助

第二K，195昨 6月男邦政府内に野外

レタリヱ シ.>'資源晴雀雰員会旧I.Itdoor

Recreation Res凹 rcesReview Comm is-I 

sion}が刺殺されたととがあげられている.

との委員会は

(1) 現在ならぴk:1976年.2000年にお

けるアメリカ人のレクリヱ シヲンの要

求は何台、。

12) ζ の要求を満たすκ有効な圏内のν

クリヱ γ.>'俊源問どうか.

(3) 現在ならび陀将来の堕求が有効かっ

効果的K満たされるため陀は，いかなる

施策指よぴ剖画がなされるべきか。

の三点のS栗田陀寄えるべ〈世{奄きれたもの

で" 1962年1月町ま5勾半の腐月 k約5億

ドルの貸用をかけて実施された調査書員会

の報告書 fアメリカの野外レタリエーシ，

Y(OlJl由。rRecreation for America)J 

が時のクネデ 4大統領ならぴK醜会K提出

された.

との宅~J司会の勧告"'"り. 1962，{J!4月内

務省陀野舛νクリヱー ν;1/局(Bureau 

01 Ouldoor Recr回tiOIl)台、設問され，と

108 

@ 学会構関匙「レタリエーシ，ン研究LI 瞬閤鍵供

"jg童三盟主2"-ニエ旦 瀬口軍彦氏(同窓社大学教世)

『ν:7'Jエーシ.>'研究jの控輔は， B月 rV9リx.-"/，Yの眠企をめ〈。て(仮題)J
末日をも。て一応〆切回をしていました杭 l 。術本定彦氏(大阪大学噛担)

輔手融制都合土， 2 週間'UIIi跡、たし東亜のゆり;r.-;';!l Y~ してp舶用{田島」
ます.控輔もれの方もま犬至急事務局誓で嗣違 | 。弛

絡下さい I (i)研究費料{機外資料 γ りーズ)を橿棋

@館5画定同研究会(大阪)を左記のと|と:主主主主。

おり開催いたしますaおきそい合わせのうえ . .国家青年額抽都練学院(250円)

塑且亙三主主と。 I νyガポール社会教育活動の報告

期日 9月， 78同午後 1時より 黄金計画と鱒2の週 (500円}

場所大阪大学本田 | ー西ドイツ における社会体育情動の

(大阪市jts中ノ島 '0年間のまとめ

=学会の質への希望-ー
大阪産業大学教世 1

〈会員の声〉 西山勝次|

なんと去っても，大匝から東京で行bれる

研究発表会R 研修会K防て行くととは，国

離です。との前1<，なんとか東京以~(の地棋
でも研究会が開傭きれればよいと去うような

ととを剛し入れ邑して嗣顕いしましたととろ

本嘩の行事予定K近綾地方で尭表舎を行うこ

とが腐り込まれていて，大変うれしか。たの

ですが， 日本休育会学舎の支部の事や，大学傑

世体育協議会近8慢の田舎の事で追われている

うち民近般の方の膳立てを帽のきれ愛した

時は，今更おかしい事ながらあわて金して，

学会本部の小国切さんや，大阪大学の高橋さ

ん陀大変桐主務曹をおかげしました。あらため

て僻わびいたしますの νクリエーγ 担ン学会

として発足した裏犯は，皆樺の大変な努力が

あり突ったものと思い~す。しかし.九州の

秋脅さんも述べておられま Lたように fレク
リヱーγ .Yを科学的に冊兜する」とは一体

どんな著書をするのか色云う韓問はあるようで

す。

また. r生活の体育」の理輔の基本的なも

のと，レタリエーシーンの存在主はどのよう

な聞係柁あ~か，体育文化と去われるが，概
$の暖聴きは私自身の中陀焦揮を覚えながら

確立していないので，ますます梶乱しており

ます。とれからの νクリエーシ留ン学会の大

;え 1壬曲目，このような基本を つ一つ解明

"九ャとも つであると考えており宇す。さ

れまで政府各省局でJξ ラパラk:tTながれて

いたレタリヱ ツ9 ン政策を暗合ならびに

調司睦ーすると ιもに， νクリヱ ν"Yi't関

する調査砂問を駿続的に助成するよう陀な

'一。九.

但}研究者ならびに研究揖閣の禿実

第三め要悶として，研司輔副のt!i本的

な問題hである研常者ならびK研究拙問の買

情両面の充実があげ内れ kう。碑在アメリ

カ陀付いてレクリニt:-'/ヨン醐係の大学院

コースをもっ研究柵閣11， 39 (うち問士

相理をもっ楠聞は， 5 )で，レタリエ シ

司ンを専攻する大学院r割引967&1持Ktdい

て9B 0名{うち博士輯符 175名】であ

る~) 1967年1月kワシントン c(レクリヱ

シ司ン専攻コ ス町大学院カリキュラム

改善芥員会Jがもたれて削乳同習科目な

ど陀木情的な耐究者倭成への考委勢が強〈う

かがわれるよち陀なった。研究機聞につい

てみると，大学~t ;tol.、てレクリェーシ雪ン

卑均ヨ スは教育学部や体育挙綿花聞かれ

て、、~ところが夢、、が，ノース・カロライ

ナ大学においては社会学科の中". 、シガ

ン大?では白熱fi樽学科の中陀噂攻つース

が街かれているといったよ弓なク -Y.もみ

られあ η 会た， I~近開柑されたグリーンぺ

イの州立ウ fスヨ yγy大学では余帽問閣

を陪合的陀研究 jる余暇場向(Dcp:trtment 

of Lei刊 reS口ence)が殻けられたF と

の4¥i崎川抑制丸資源掌，ヨミュエク“シ 9

Yザ，智理掌字額学の凹つのコースから

なり，その成果がづたい陀終目されているn

レクリ J;.-:/'"y研究者のための団体主

しては「全米公明レクリヱ‘ γ ヲン学会

(American Park and Recrealion S~l

cietr)J e rtクリヱ シヲ Y専門終育

者連合(Nalional Federation fOf Re-

crealion Educalors)Jの二つがあり，両

間体とも全米公lii!レタ '1ェーシヨン協会

"陀秋宵さんは，学会人事や， νタ協会主の

関係忙ついても車紋した意見をのペておられ

ます.熱心な研究者が全国陀漏られると kが，

との学舎の強味でもあり， との力を育てると

とが大明だと考えます。さいわい1<，本俸は

学会犬舎を北九州市で定例研究会が大阪で

行われますととは，学会活動の連帯と，研開

活動の発展を意味するものと思、、，きらK次

々と忽を重ねる修""，会員の意志がみのるよ

う陀して行きたL ものです。私の知る限り舵

おいても，大恒で木学会陀入会希望者もおら

れます。おそらく近俄55名の方々の他にも

梱存知でなかった人もおられるでしょ h
会員の増加も学舎の一つの勢いであります。

しかし後らに人数が増加するだけでは，学問

の発適宜過はできません. ，人の人が5年か

かった研究を奨罰されるとき， '0人おれば

突のある研究が， 0年協いて罪表されます。

勿論1年"'"題の発表としてですが。

6月， 0日現在 t:246名もおられますの

で2'6年も瞬きます.(極端な表現ですが〕

それだけ置の向上を望まなければならないと

考えています。

また，休力医学会と国体の関係のよう t
レタリエーツ写ン大会とレク '1ヱーシ E ン学

会聴会が聞係づけられる ζとも考えなければ

ならない事と思います。借越で河まありますが

竺竺主と三七主主ヱ竺三しとj

(Nalional Recreation and Park As-

同 cia!ion)の外部団体となっている.

余曙やνクリヱ νョン脅悦民間する大

規模な金問会舗も多く聞111きれるようにな

り，これらの会識の内容Kついては.いず

れも立派な報告脅が公刊されているω
なお，全米剖謝レクリヱ シ.>'協会で

は， レクリエーシヨン研究の陣門横倒誌

「余帽子}栄 (Jollrnal 01 L引 sureSci-

C!1ce)Jが今存はじめより発刊されるtの

ととであり，とれ陀 Zって，アメリカのレ

タリヱ匂 γ 掃ン研究がい q そろ促進される

ことが予想きれるの

(4) 行動科学ならびに情報剥学白型選と研

究への週周

~l三の型悶と関連しているが，行動科

学， きちには情報科常の多量拠陀より，余昭

やレクリエーシ司ンの問閣が多方面からア

フロ m テされるようになうた。 H I'C，ロ

ンピュ ターの行動科学への適用網開がき

わめて広くなったと k陀より，現代人の織

令官な嗣般行動を品確K分析し， 予剛す~こ

とが"J時忙なうてきた。

I;J.上今日，アメリカのレクリエ シヲン

研究が急連陀時Hをして者ている製r~Jlr.つい

て，四点について指摘したが，その具体的

な研究の中味陀ついてながめてみる前K，

とれまでの7メリカにおけるレクリエ-"/

，y研究の流れ陀ついて簡蛾忙擬り逗うて

みよう a

E レクリエーション吋明申直史的な三

つ申持展段滑

日)滋び回心理的教育的意嶋田強調

第一の時J棚ま， 1 9幽紀末から 20償

杷初鳴にかけて[並び場設贋運動 (PI町

g，叫ηd島<O"'m四， ~が展開された時期で

あるa 当時アメリカは，移住民の都市への



集中等により，都市問題のひとつ主して子

ども陀自由な避ぴ場を揖供する運動がひろ

〈おとなわれたd189M宇陀最初の児貴公梱

がホ・スト"，てでき. f 906年陀は現在の全

米公岡レタリエーν."協会の前身である

「全米遊間地協会 (Nalional Playgro山 d

Association )J が刺立されるに及んで，

との避ぴ場殻間連動は担融化されるのであ

るが，この3電動を支える到1自柚甘背景となっ

たの合う迫害ぴの心烈学的，教育学的意換を

強調した当時の羽生ぴの理繭ならぴK学説で

あ勾た。

とく陀，生活主議の立場から子どもの遊

びの教育的伝義を強調したデ三ーイの遊戯

理域内らぴ陀避ぴのむ処学的意轄を説い

たトイツのグロ m スの=つの名磐({l合‘耐択

制介きれて以後，，0J噌学お，教育学者た令J

Kょうて地曲師が盛ん忙帥じられた。今日

の遊醐な'0ぴ陀 νタリェー γ 司ン理論の慈

置はこの時期陀形成きれたk冒ってよい。

リーf')ヵーチス;.6)，y.o1. リヅク[，)γ円 習 y ソ

ンi
杜金巡a勘Jのひ色勺としての燐ぴ輔殻置の社

会的な分桁を試みたレインウ苅-タ _U⑬刷'吋Iや

子どもの遊ぴを悶守奇をし'件，年令，人権グ

ループ，知時指数などによって干のちがい

を明らlかKした νーマンUo)色ウイヴティの

研究も見.J.J~せないものがある n

白恐怖聞における余時対策論

純二の時比駒ま， 1930年代円恐慌期陀

おいてであるp すなわち，興需輯勺た隈済

持f民それ忙主勺てもたらきれた大麻の失

ヲ震と，強制的な余咽の増大ゐ衛関の租!Il!.

i¥'少年の非行，地方行聞に初ける νクリエ

グ，ンf喝係予貨の削B民映画・ラヅ汁な

どのマス・メディアの急速な瞥且，フロ・

スポーツの艶腫など余暇陀問する1Ii:獲な問

廟が生れたのであヲた.と円ような社会の

奥常な状祝の中での剰咽問題は，道徳的な

O~ NE川 meyer. M.H. & E.S.， Lei-
sue and Recrealion. N. Y.・Bams.

1936. 

同 Larrabee. E. & Meyersohn. R.， 

陥 58 Lei担 re，111: The Free Pre$s， 

1958目

刷清水鍵太郎「現代思想J下，岩波金書

1966. 

観点から「健全な余暇の寸どし方」が盛ん

に楠じられる一方，行官的陀も青少年や失

業者などの余暇をいか陀~"トロールする

かが大きな問題となり，その対策のための

恭礎的なデ タが必要之された句

との社会的な嬰耐に答えるべ<.余暇時

間やレクリェー γ 国ン情動K閲する社会開

査がζの期K飛間的K持展するので?あるが，

なかでも掛けい ，;.-..y協会.0')ラン

ドパーク伊リント仰の三つの調査は方陸

踊的陀もレクリエーシ冒ン胡在四先駅的な

ものであり，きわめて興味例ある研究であ

る。

恐慌という社会の判来な時酬における ν

クリエーシヲンの問題は，社会臼弘縄開的

な学時万立h脅からはもをうろん，行政的時点 U
からもたしか陀大きな課聞である。この時

期叫申々の切開ならび"附抑，たん陀歴

史的な価簡をもつのみならず，今日の，あ

るいはあすのレタリヱーシ雪ン泊繁忙大ぎ

なオ時を与えるも円である。そうした意味

からも，当時の状況の巾で，余曜陀閲する

繍々の研究怯合指摘したスタイナー04)の研

究ノート「恐縮副知jのレクリ;t:-:--..Y!t:聞

する俳年!メモJは費電な摂料である。また

後は.傘〈の賢科を臨映して当時的アメリ

カ人めレクリヱーシ .yt1)耐向を調べ，ま

とめているQ~ t"，.しの!.川のテキスト・

フックとして有名な二忌 マイャ(胸)円

「余咽企レクリヱー γ 可 Y.Jの初阻が出版

きれたのもとの時間限村いてである。

(四大衆余帽脆

第三の時期は，第二次他界大輸ならび

陀その後に師、、た「大衆帝暇Jの時代であ

るd1958年， γカョ大学の余曜研究セン

ターのララピーとマイふーソ y01)が古今の

余暇K関するJ<!It勅 40周 り 90咋以降の

詳細な文献目録からなるー柵の本を踊集し，

そのタイトル'"rマス νジャー J<つけ

【阿i) Internal 何回IS ludy GrollP 00 

Ihe Sci凹 cesof Leisure. Evalulti明

。rIhe Forms and Needs of Leisure 

UNESCO Publication Center. 1960 

~) AFL-CIO. The Shorter Work 

Week. Washing何回 PublicAUairs 

Press. 1957 

イギリスUて事サる「フィジカノレレク中央協議

会 (CCPR)Jの活動レてついて

昭和 22年 2月の浅田隆夫氏(東京教育大学

助教裡}の報告より.

主回餓繍団体

まずイギリスのフ 4ジカル・レタ・サ ピ

ス・ォーガナイゼ'シ."陀含まれる組職忙

ついてて・すが，非常K複雑多樟で，文郁翁，

公園欝員会，地方当局，地方教育署員会，法

的問民地方，金闇的νペル陀ある自尭的団

体等がありますの問冒ーロッパて:11.，余帽は
スポーツが般大の問民的安寧を恨遜グるかぎ

り必要であるとの考えが閣民ひ邑りひとりに

捜査しています。イギリスでも金自由続時団体

として.スポーッ統柑団体(GBS)--tl本

の体育協会陀あたるーーと野外活動協会(OA的
が高い地位を占めています。ユースホステル，

費山，キャ y ピング，サイタ 1)Yグ，カヌ

イン'グ等のll'遵情動を金盟国的に靴 Lて，各

種の団体主慣の連絡を ξ り協調的に行な 9 て

います司その他タ Y..，;eリズム運動協会

( ORMA)背伊サーピス団体 (YS0)な

Eがあり，後者はエ γyパラ公の奨励財団の

援助をうけています。学綬がある施置を利用

して野外活動をする資金をつくるのが，アウ

トワードバウ Y ド・トラストです。

全悶銑竹田bはこれら令ま kめて技術的サ

ービス，安全i果護法宣伝合立法化ずる問坦 貧

伝世惜を色とのえコーチング計画をたてる

など重要な控制りをはたしています.たいせ

つな点は財政商k世備面で各種間体の管理槽

怖の強化が冒われています，

混成団体

混成団体では全英オリンピタタ協会但OA)

があり，その目的はアマチ， 7スポーヅの公

共利投K聞係ある人・ k協議し意見を調整し

たりする国際的チャネルkなるととです.と

の場合は全英共和国ゲーム協盟会，イングラ

ンド，スコヲトラント，ウエールズの障循で

中陀含まれます門金圃運動場働会(NPFA) 

は子ども・青少隼のための施殻を地践する乙

L 宣伝や財政的俊助を他から謂う働きが主

ですd 1925年ロYドンて世立されました.回

ンド y"，本開，スヨットラ Y ド.;tアイルラ

ンド陀支部があり金す。協会は， 6稲田の統

絡団体とその他種目団体で， BQAゃCCPR.

教育問民自発的青少年間休等の代表者から

控員が遇制されており，ほか><:5'名の会員

が加わり金蝿の運動場づ〈りを推進していま

す。需品内等は週間唱の融倒・デザイン，維

持と同時に間間的サ・ピスにも応じ，研究貴

たととから始まる。?停水現太郎氏申1)(1)と k

ばをかりれば. rマスjと「レヅャー J左

いう本来嗣びっくはずのなかったこつの名

詞を輯びつけること Kよヲて，この藩容は，

まきに析しい時守宅を智朗したのであった。

との著書と前後して， 1956年アムステル

ダムでの国際社会守合で「余曜K閣する国

際研究クル フJが作られ，ユネスヨの援

助の下"'.フランス，ベルギー，デンマー

ク，ユーゴスラピアそして7メリカなど東

西 1，-1.，..;司陀わたる大規模な余鰻の比般協

同研究也、なされた¥0)，円市.AFL-crd殉

が労糊時間の短縮kそれ陀対する問策をま

色めてレる。同年ロ ゼンパークとホワイ

ト円共繍で「マス・カルテ z ア lが事行き

れてレるの

宮た，社会科学関係のの問柵l到轄にも余

暇やレクリヱ γEンが特集として取りあ

げられたn とれらの特集号K掲載された輪

文の多〈は，今日 Kおいてもなおその生命

力を持ち隅け.多〈の僻究者Kょうて引用

されている。

き~><:.カフランの「アメリカの余醐 J.

7 ンターゾンの「労耐と余咽J.フライト

ピル円「メ聞と余帽jな左の，この分割で

町ヲキスト・ブックとなる軍慰物がタイミ y

グよくとの時期に出版されて、る。

口参書官献

('l S町田ms，H.D. "回ucatioll ll)r 

Recr白川00 and Park Professio同 Is".

Park 3nd ~eacr同H∞ 1967，12.24-一目

。)Universily of Michigan， National 

Conference on Ouldoor Recreation 

R"明日h1a63， Annals ofんnerlc;m

Academy of PoJilical: Lcisure in 

Americ:::: Blessing or Cnrse? (地~
graph4) 1964 AAHPER， R~crea

lion Research. 1965 

(3) De¥..ey.l..υrmocr訂 yartd Educaω 

軍:惜楠提供の部門もあります.文部省，州

地方自治休からの控助金はあり愛ぜん。経世

は"出年度で酎"蛍 400万円. こ伺うち寄

付金・ 4，200万円，車重量・け 00万円，利

子配当・ t50 0万円，その柚・ 2，700万円，

It 9， 5 0 0方向で大蔵省からはわずか570 

万円が究付きれているだけですが，とれは締

役をつくるのに用いられていますn

CC PRの横綱ですが，本郷はロンドYに

あり，小中学崎体育指稼曹町団側、り Yグ休

育協会，金間体育組織化協会.その他休宵指

呼者団体が発展的解消し 1935年CCPRを設

立した円です。内容は，技術，酬性全国テ

スト，職場体育，梅代情報喧伝，資料，出

IW，金耐の 9部からなり."ヨットランドK

2 .イ Y グランド陀 h ウエールズ陀?支部

があります。職場開係でほ倉敷繍祉問休，工

業補祉委員会，政府間保では克鉱労伺L厚

生，本間&共和閣の綱民地も含み舛究関係部

局もはいq てい愛す。融l'Il亜休明併は大学・

専門学恨の健康民間係ある組靖国体の掴職者，

綿師，教授. リーグーの協会が含まれていま

す。地方当局は教有害員会，脅少隼書貝会，

公1司公衆衛生，繋紘民政濁甥があり，グ

ーム，スポーツ，野外活動組織問f.t. BOA. 

Xポーツサ ".ス委員会，自発問体聞係では

金問背少年自発間体質問会，地方支部背少年

成人組職団体等があります町レクリヱー γ ，

ン花関心をもっ間伎関係で刊，スポーツ尭展

開問署員会，刑格所関1f，物理産現金調係岬医

療体育の研究支部会. NPFAもとと Kはい

勿ます。諸外闇明係では英国州議会，外国大

公使，広報構成新聞，写真などの報通凹院

もこと ><:1まいります.

政府の下付金については， 19，引等1陀は文部

省が中心で金闘の自発的団体制E定紺論旬虻行な

われており.その額ほ 2自，~却0 万円です。

これから CCPIHま1館町田万円をうけ，他

けアマチュア々技述理，馬術明ft.栗it'Y'1t，

!.-'原暗号企，カヌー同盟，パドミ Y トン協会等

-109-

lio11: Inlroducti相 thePhil同 opl1y

。fEducalion， N. Y. Macmillan 19M. 

(.)島田s.K，. Play o{ Animals. 

1898. Play of Man. 1901. N，Y，: 
ApPleton 

。) Lee. 1.， Play i11 Educalion. N. 

Y.: l¥:tacmi Ilan 1915 

。)Curtis， H. S..聡lucation Thr曲 gh

Play. N.Y.: Macmillat11915 

。，) Gulick. L.H.， A Philosophy o( 

Play. N.Y.: Charles Scribner's 

Sons. 1920 

(11) j"hoson. G.C..血 ucationby 

Play and Games ，80s100: Ginn & 

Co.， 1907 

(9) Rain咽 ler.C.， The Playmovenemt 

in the Uni led Slales・AStuby of 

COffilnunily Recreation. Chicago・
U何iv. of Chicago Press. 1922 

00) Lehm聞 .H.C.& Willy. P.A .. 

The Psychology of Play Activilies， 

N.Y.: sarns.1927. 。1) Nalional Recreatioo A問。cjalion.

The Leisur宅 H肌Irs of 5000 People. 

N.Y..1934 

02) Lundberg. G.. Komarousky， M.. & 

M"田 roy.M. Leisllre: A Suburbao 

Study. N. Y.・ColumbiaUniversily 

Prss. 1934. 

Q3) Lynd，R.S.& H.M.. Middle-

t町 o. 1929. MiddJet!7Ml in Tradト

tion. 1937. N. Y.， Ilarcourt B日 00.

ti4) S teiner. j.. Research Memoran-

dum on Recreatinn in Ihe Depres 

引叩 (Tbe Social Sci聞 ceResearch 

Council Bulletin 32 )1937. 

胸 Steiner.J んnerican at Play: 

Recenl Trends in Recreatioll and 

LeisuH' Time AclJvitJes. N. Y. 

McGraw-Hi 11. 1933. 

に配分されます.地方自治体陀は 4億 2，770

万円が与えられますから. ft 6<<1 6 ， 0万円

が下付金の棺掴といえます.地方自治体で陪

食村のピリッヂホ』ル 2， 6陀2傭 5.曲0万

円， ヨ~ :l :.テ 4ーセ ;/1'-. 28tcS80万

円，種動場その他ス1fl'-:Y細殴"'¥由江研型

な。ています.中央からの下付金のだし方は，

中央よりも地方の県監噌に集中しています。

スョ，トラントて吋刻時"手，スポーツと射鍛

酬輔の立法ltができ.施般の慣進をきせまし

た.イ Yグラ Y トも将来融育への接続が1帽，

S事にできて1961年から 62年陀かけて下付金

の輯稿 6.000万円が計上きれています.スコ

タトラ YドCCPRが 2.帽。万円.そ町他 1

3.200万円の 75婦はピリヲヂホール建世に

あてられています，北アイルラ Y ドほ円相俸

の下付金合同.旬。万円です.

CCPR田活動について

CCPRの情動は窃業組陪は前述の連絡調

整槽閣主協調して行ない，暗問サーピス，技

術提供サーピス，胞椴サーピスの三つがー与え

られますの一般市民への PR，7'ログラムと

術導者穂摘のヨーチY グとのこ本の柱で，前

者は大きな国立νクセンターが全国K五つあ

り，それを休日利用をしピスハムアペ・ホリ

デーとの名称である釧羽対象を定めて開設し

愛す"た左えばイースター休曙の一週間は叩

才-25才までの男丸つぎの一週間はM才

-， B才の女子k定め，フログラムはCCPR

が〈み，按櫛はスポ ツ続伸開休から提供き

れますo .$.月 -9月は帯通，タリクタト，

ロー y テエス. 7タトポ白ル，ホヲクー，カ

ヌー，自ーラースケー人博弓，フ zンシン

グ，パス 7'7 f-，陸上のよう忙多種目をいた

しますの指導は阻上の場合，ナν，ナルョー

チがおり，世は政府からサラリーの B0婦を

傑旺きれ舶の 20婦は被指導者側が宜tJ.¥、ま
す。文部省の綬削ヨ斗スや t聞耳~掌伐とか，

そQ"l l!l!伊習会の ![K.~ さわしいも円品〈りか



えし対象をかえて開{置されます.大学数民.

'喝のチ皐 m タ ，助手などの研修，ヵ νタジ

教員.自尭V畑Il'トダー嘗成きら陀帽の

広いユスサ ピスりーター，め養成ョースな

J:'も宮支れます.他の四つの国立セ Y ターで

も陪ぼ阿織と思います"

1941年剣立のアウトワードハウンド が・

エント・マウン品 y 又タール，つまり野舛学

校ですが， ζれは，1噌綬商学年から中高校生

を Tカ丹問徹底的に野外で捌l陣ずる学挫で，

e加者は 1人あたり， ，000円を負掴し，他は

ーさい文帰省，地方自治体から町喫用でまか

なわれます.軟弱な最近向青少年を冊〈背戚

寸るbては雌ーのスポ-';1荷目ではむずかしく，

山軒や梅でや.>'プや水此スポ ツをし共

同生瞬間中から IJ-~.ーツ J プのたれる人間

をつ〈ろと 101<意鶴があり，将来カウンテ 4

カレァヂ，純生大学，，1($大学へ移行する

のではなレかと考えちれ安寸"/)(の鼎岬者の

計画は押40隼ナシ，ナル・ブ 4 ヲトネス・テ

ストがつ<"1-日本の一世宵少年K閉する

スポーッテスト左は異なり，ヨーテが何織円

レベル陀相当するか脅テストします.これは

')ーターの棺術向上の叱め10')ーターシヲプ

の刊を稿める乎Il'であると憤っていますn 年

々内特はかわうていま寸が， 19甜句作ごろ町内

符では 1伺円のョ チはスポーツ統柑同体陀

礎献すると同時にccPRKも骨蝿します。

止とえば 5網目喰 kり.ナグ'ブルヨ チ&

して毘定されると，ナ Y 司ナル'ーター オ

ヲ・フ 4 ゾカルヱデs ケーグ潤 ;.，t'(1)免許状主

パヲヂが与去られま1"0 これはそれぞれの専

門科目は略目団体が行なうほか.理論の前蹟

があり去す.との資格は商ヨ一回ッパではド

イツ，スウェーデン，オ ストリア等どとで

も殉じるフリーパスのような形吋哩定繍付け

きれていちこ kが特徴で寸.科目もま. )軍動の

ねらいと効果，指導とヨーチングの原理， tt

軸にあることもイギリスの特徴のようです.

有名置字よりも技栢の多角的砂慣をした指導

法の置れた人が望まれており.認定もその方

向で行なわれています。ナシ，ナルヨーチは

個人的ではな〈公的に教育在員会等が開〈ユ

ースリーグー，ポラ y タ')ーリーダー等の集

会K技術揖供を行ないます。技術提供のしか

たは管理的プログラムを〈むととぞ連絡調整

はCCPRが行ない抜術のみコーチがひきう

け告す.との調鞍はうま〈い司ているようで

す。

国立νタセyターは常K曲が雄持する向で

はなく，スポータ統柑閉院青少年団民聴

場クラフ，地方世宵当局がその摘離を使ろか

否かというと}:.iJ~.~ンターが措持できるかど

ろかの Hイ>'，であるとい~ています.その

ため啓尭連動も求目、ぜつで. CC  PRのフ 4

Pカル・ νクリヱージヲン活動K対するJtff

は置犬ですn

CCPR小史ー一一一一一ー

CCPRが発足した抑制の歩みは，およそ

/!:.めような過寝をたど司ている。

CCPRは， ')ング休11栴会 (LillgPhy-

sical Eduncation As~ociatior.) e全国体

育指鞠音速唖 (National A目。ciationor 

0'..刑判問。fPhysical F.tfIucation) ell. 

嗣可して， 3万円をき a金し.19$年制E段t

された.やがて文部省から法人として臨めら

か」ジ，ーゾ五世10マリ -'!.c.王とを臨書誌とし

て瞬き，初代会畏Kウzールズ王手を，事務

周葺としてアストル卿・:;-"ージ..=.，，"-マ

Yを迎えた。荷動を開愛合するため， との年め

秋，町IY!Jical Recr目"加に関心をもっ

82の自発団体会、この也組会わ構成メンバ

ーとなり，第1回会輯を聞いた。

康教脊，教晶民フ 4クカ'"レクの組融日など 1 1円6益事ら医学協会 (British抽出，，'

ビ竺丘三ι竺之"ではな〈アマの統 IAuonciati旬、)也、保健省の酬陀より，特

学会ニュース
J幅 5

January 1972 

日本レクリエーション学会

会員約皆様

Z書け」まし?ふ、ElでをうごさいJます. 民ー晶

タキ喝よる弘ーふ検判事lあげミt.~~ 
「レジ守 -Jという言葉が，人々の生活体1 1ったレシャ ではあるが，それは主体性の芝

融Kもとづいて使われるようになってからど|レ|し、ものであヲた.νジ守一産業Kよってお

の位Kなるであるうか。山鰭進先生を中心1<1'ジ|だてられ.かれらに計画されたコ スK乗せ

「レシャー時代」といわれる名和三出版され 1:"1られて，はこばれていた.いわば， rすえ膳J
たのは昭和37年のことであるが，そのころ¥..'..¥を食べ口、た酎tであ。た.そして，国民11，

l時 lは. まだνジ令ーが体融からKじみでるまて 10;;;1敏生手の間.このすえ躍を食べつづけてきたの

同I. 't.:.~ ていなかった・ M意味では，ま|代|である.この傾向附して駒足りなさを感ず
だ観t的であ q たのである.ところが.それ I~Iるようになったのはど〈献である.それは
から数年もたたないうちに，まさにその予言|エ 1rレジャー時代Kおけるレタリエーシ冒 >'J
が適中して.わが国でも「νジャー時代J1< 1 il 1の睦融であるといえよう.つまり，マスコミ

入。たような慮じがするめである。¥土 iやνジ，ー童集め宜伝にのつがって，すえ臓

しかし，このレシ守一時間丸働く人々が 111を食べている聞に人聞か，自らの要求によ

血みどろKなって，っくり出したものではな|シ|って，他からの拘束や家蝿なし1<，自由1<，

かった。働〈人々は，まだ世賃金の故1(，時|ョ|しかも，人間性の回復のためにレシ守 をい

間外の動務までも求める帽向Kあった.レν1;/1かしていこうとする動きとなってあらわれた

や』時代の到来などときわぎたてはじめたの 1 1のである.戦後，フ aータダンス里νタリエ

は，マスヨミと νジ守一産業位であった。そ]-:?"ンなどと使われてもたのが，本当Kν

れから暫くたって.働く人々の賃金も次第1<1宮lタ')トションを理解し，それをまめるよう

高くなり，同時にレ川ーをもっと唱すべき nになったのであるから，この意味でたしかt
であると主張される使いたったのである。則前|レクリエーシ冨ン時代の本格的な事明けとい

f匂杓には.昭和， 0年をすぎてからであり， 1，，， 1'、たいのであるn 今後，レシ守ーの時r週量は
IJIII 

GNPが世界で伺香目だなどとさわぎ出して 1"'1まだまだ鉱大しよう.人間性の回復を求めて，

からである。そして，このころから，レジャ|轟|自主民立体的なレクリエーション括働の量

一時代が，まさし〈国民の実感となって受け 1 1開が期体される時代を週えつつある.

とられるよう忙な。た。 1雄

しかし，上述のように国民の実感とまでな

別体育吾員会を龍立したーとの特体暑のおも l謹会を指導するようにもなった.

なねらいは，lえのようであ勺た 1939年，畠語会6丸 7月，スト 7 クホルム

WPbysicaJ Recreation を通して圏実の| で開かれた Lingi3d !'c代表者を道ヲた. 9 

鍵獲を改善するζと. (2)BMAは，玲嘩創設 1月，世界大噛の勃尭Kより，全国連性協議会

されたこの嵩議会(Central CoUltci 1 of の活動は中止の止ななき陀至今た。しかし畠

Recreatlon Pbysical Training)が，共通 l語会は，文部省からの下付金の増加と掴まう

の直貸で，文部省と多くの自発ヨ体の活動を| て.ヨ糊された教師をレクリエー，;...-"，;;活動

費ーするというプランを勧告，仙このプラン l にさし向けていくため，貴重な仕事を縄橿的

犯も，全国的な続僕において，託存の謹喰と | κ続ナていった。

気揖をひき出すことができると考えられるこ 叫0年. CC  PRi為政府の依曹をうけて，

100 労働者向毘渇甘徴的ための雪線ヨース「適性

H.m岡町却が事務局長となりGeorge'sI事業計画Jを.フ 7 トポール遠望と共周して

Jubllee Trusl と全国選動協会 (National ! 量げられること Kな勺な。 7月末までに A万』

P/ aY1l1g F ieds Ass山 ation)とから，そ !人の青少年が，こ乃計画K参加した，またこ i
孔ぞれ百万円子つ計二百万円円下付金を畳け， 1 の計画は，我争への惰えとなったし，身体訓 i
2人向喧街者を活用。 8月.ハンプルグて明 i練とレクリエー γzンのための施設を建てる{

かれた「余曜と νクリヱ-~ヲンの鐙界会議JI ことにもなった。

IC'I議会は代表者を送うた。月!'Ci:t， 1) ターの資績を改善し，迫時

竹37~. r身体罰臓とンタ lエー γ.>'J 1審査の規準をつくるために，身体的νク.)エ

i Phvsical T問問''''' ，同R.ecreation) ージョン指導宣絡拭漫(Nati明 ai Test for 

とL う省存を4日行，その中で，全国適性唱選 I Leaders of PhYSiC;J! ]:t;Creatt冊〉が，丈

会 (N.:tionaJ F1tness CJuncilの講武宏提

案した。必議会は，このため陀文部省から稽

均金をうけた。

主う亭〈事議会の事業も諸外車K知られる

よう陀なり，およそ 30融カ畠から克漢が求

められに句

1937 i互の rt体的νクリエー νョンと劃暗

記到する条令J( Phvsical aecreati叩 2同

Tral.'lIng Actいえ施設に潤する財位前提

坊をヨ副清ぜること花なった。験時中的青少年

事業障策fi.， iJーターン 7 フ陀強調点がおか

れ，副会・地方の法的自体と自発自体とが密

接に室内司するようになった。

19担名詰議会の号事詰局は箸しく拡大し，

5人の男子と女子誼揮者合、新しく車われた。

そして金量適性盟議会町山誼要員と密接な共

働が持なわれたが，全国的な婆請に蓄える吃

ー
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1941年，軍需省は，文書事省，労曲省とは刻

1園前"ヲサ曲者の安寧のために援助の手を差し

のベるべきだとし，内務省は，新設の毘問防

空'"ポーァ署員会 (Civil Def町，.s凹'"

Committee】をCCPRの管望昼下院おνすこ。

1942年， CCPRIC民。 2人の技荷者と

は余りにも手うすであヲた.他面，重要旨労由 1 5人のバートタイムの職場リーターが雇われ

が莞遣したので，産業福祉会が百貨立され，晶 |た.

旅とレクリエーションに想う

一一著書紹介と関連して

〈全員の声〉

東抽象大学造園学問宣進士 五十八

紹介著書 | 私北過去の日本人のレクリエーシヲン活動

NHKプヲタ;;t143 r庶民と旅の歴史 1 1<注目してきたが，レクリエーシーンが臼常

著者 新城 常三(成棋大学教授・主皇居|のもの陀なるのは"喰う心配"が大巾K脚 P

発行日 嗣 46.6.25 して以降のと主であるう。

尭行所 日本放送出版修会 | 中でも日常生活圏内で行なわれた祭礼など

価格 360円(P.P. 213 B 6版]

レクリエーグ 2 ンと近倒した言葉札レγ

ヤ とか観光とかの言い方が在るn 昭和 44

年 4月の親光政置審議会の詰問第 9号K対す

る第 1次答申では，とれを区別して次の様に

の年中行事や，圏外で行なわれた雲出への畳

山，書官などの「旅」としての当時の日本人

のνクリエーシヨン行為を度外視できないと

考える。

ことで私は，軒減?者三氏の「庶民と銀の涯

史」をおすすめした、、。というのもこの本は.

表わした。レゾャー(レク 'Jエーシ書ノー-1札上述べてきたような意味で，胎去のレグリ

問先とそうでないものーーとそうでないものん! ェージョン史を考える時，避け符ない「旅J
また矢野的伺法としてレ γセ 〈観丸レタ 11<ついて，或る程度の具体的事制を掲げ，数

i 1)エ-Y':;Iン，そヲでないもの)ι している。|畳的κも明らかにされた一面があるからであ| 十均叫叩一な枇山…わ柿吋ち吋自一己伊の吋自胡叩吋問町(

ヤ一 巧中で鐘貰，知i誠稜，休験，活'飴訟'休養， 1 本省はまず，掠を生活手段ξして旅と'自

i霊多参加，精神の酷舞等，生活の変化を求める人 l砲な旅とに分けて ~'~a 前者は人類発生と同

|陶の盆柑肱求を芋且するための行為が「レ|時K曲まったものであり，聾者は陸済力，時

|タリエーショ.~.~り，その中 日常生活 l院oa'J余裕などが前提条件となって生じたと、、i甲守れて汀なう行…観光と呼山 |えよれとと…自吋は現掛

る局きらK観光の副惜の京慢を形成するもの !亜，朝光，参詣，揚宗谷，量急避療などを含

は「移動J即ち「派JI<あると言えよう。 1 んでいる。こうした旅が，いわゆるレタリエ

我*が，高僧和敏氏(学会エ A ス ...2 1 ω ヅョンと結ぴつくのは，そこ K解放感~快

1971)の言われるように，人間存在を肯定し， 1楽的な要素が入って来て以降のことであるう。

人間生活でのνク')エー γ ョン活動を追求し l まじめな医療や信仰のためでなく，楽しむ

ようとする場合，二つの系統K分けて考際寸 iための旅は，本書Kよれば江戸時代以降のと

べきであろう k思うa 人々の日常生活圏内で|とである。所諦観光銀行として独立し形慣は

の現象，例えば地主実社会活動として，或いは iとり得なかったが，なによりも文通条件の静

スポーツ活動，犠.~活動としての νタリヱー i転と?背負生活の向上が，一般庶民の旅を名目

シヨン行為と，前述した観光旅行を中心之す l上の多詰旅行に変質させた。それに伴なう，

る非日常生活闘でのレクリェーシ 2 ン行為IC 1依の対象となる寺径の畳人体制の変化につい

分ける ζともそのひとつをある。 Iては，本書でもっとも興味深〈書かれている.

nu 



とのようにして本書は.LI!兵と旅とのかか| た宗教色も.今ようやく色あぜようとしてい

わりあいを.時代的変化の中でながめている.1る」と述べている。過去の日本人の旅と宗教

最桂の部分では，日本交通公社の昭 41.4 3 1 との密接さはいうまでもない。本書は，言葉

年の調査結集(家臨旅行の目的は第ーイ立が自 | をかえれば，旅の近代位里脱宗教性への聞い

酷風景をみる旅行.第二位が温泉旅行，第三 lかけをしたものといえよう.レクリヱ ショ

位が量山海水浴旅行，範囲位が名前旧蹟をめ 1"の頓誠から蹴をとりあげようとするK当つ

ぐる怠詣旅行〉を噛後的現量としてとらえ， 1 ても， ζのような背景をふまえることが必要

「日本人の僚に葺く畠厚にまつわりついてい! とされよう。

匡二ヨ
RECREATION RESEARCH 

AND PLANNING 

一一T.Burtn編

本書は，イギリスのパーミンガム大学の都

市及び地域開需研究センターでなされた畳粗

の研究課題報告をまとめたものである。イギ

リスにおいても. 1955 年頃より，大衆レタ

リエーシヨンが畠激に成長し，著しく膨慢し

た多種なレク 'Jヱ シーン需要と土地や自然

資源の確慢の問題が里色の課題となってきた。

そして，このよう K急激K憎大する圏民の野

外レタりエー γ ョン需要の解決をはかるため

に出現実の分析と将来司需要予聞にもとづ

〈計画的な封策の必要が痛感されてE そのた

めの研究が行なわれたのである。

毒事は全体で4都 12君主からなっており，

第 1郡では，現在のレクリヱー γ 寄与〆橋要の

動向について述べられ，特lC， lを固における

野外レタリエ νョン需要の実情と将来の予

醐が述べられ，将来に向。てH唱Eの解決のた

め忙νタリエ ションの調査研究が晶唖であ

ると指摘され，第二部ではレクりエーシヲン

の調査研究というととで

1.レタリエ -;""3;/llf隅のための枠組

2 レクザエ シ賓ンにおける社会学的研

究

3 レクリエー γ 冒ン活動の経占的側面

4 地方計画局Kよ勺てなされている調査

研究

の4論文がおさめられている内

第 3部は， レクリエーシヲンのための計画

と題して，図園地方でのνクリエ シヨンの

ための計画，都千戸近郊地械における野外レク

リエーシ q ンのための計画?旅行のための計

画，レクリヱ γ ョン計画のための姐喰の4

論文がの勺て、、る内

そして，第4部は，レクリエーシヲン計画

にあたってり現在の問題をいうのであり， ζ

ζ削丸レクリヱーションの質的向車地方

行政当局におけるレクリエーシ冨 Yの機構，

将来に向勺て憎想という 4 輸がのっている。

編者. T. Bunln氏は，カナダ・オンタ

リオ州ワオタール大学の地域開尭研究所助教

慢で，名論文は，ハーミンガム大学の都市及

び地韓関尭研究所の研究員その他が介担執筆

してL唱。本号眠、，、、わぱアメリカの野外

レクりエーシヨン調査に刺橡きれて，イギリ

スという国土に即してす寸められ，さらに研

究結県をど1置貨にうつしていくかにつ、、て

まで論ぜられている点が控目される。

George AlIen a回日間n.London 

レクリエーション研究情報(2)

ーー盆国学会大会より

| 一 一11月4白山間一ールで開催…と金をj大t会じI
当日発費された研究は後頁の通りである。ととでは皆揮の研究のa参考忙なると

つつ 2， 3の墨書更の内容を紹介したい。

(A) Stanley ParkerのlWorkー

LeisureJ 論に闘する一考察

発表高橋健夫く大匝大会誌〉

社会的矛盾と人間疎外阜地大K平行して， 明し，且K現代産業社会での労働と余曜との|

余暇への期待が拡大し，オプテ 4ξ ステ" 問日系事実を，多彩な調査によって実証してい l

タな余暇訪の昼間とは盟IC，労曲の人間的価 る。そしてまず./)Zの 3升額(バター y)を

値の奪匝がある。とれ忙はある種のぺνZズ 試みているー申The Exten t i on (労働と

ムを伴なっている。 余暇括劫との問IC，明維なE介のある人)

s . '、ーカーは.こうした風潮を批者泊-:'11: 申 The Qppos i ti on怯曜活動は労働活動

kらえ，次のように述へ口、る。 r労曲と余 と金〈異っており， 2つの間忙明確な区分を

曜のそれぞれの分野の最大の人間的尭遣はー 持つ人J QThe Neutrali ty (一舵K

方悼とみ師団山ので肌相 l労働と時った鍋活馴ら障はつ吋

互に補いあうととを要求するものでありJ. が，それは絶対的なものではない。 方を他

f余暇の問題は同提に労闘の問題」である。 方の不在のもとに考えるのではなしニつの

ここでは特K①置が労働と余曜とを概志の 活動の間の相実を認める人〉である。さらに

上でどのような関係[ておいて把置したか， とれらの三つのパターンが，由Workー

②歴史的，社会的祭実をふまえて，現代理主提 Leisure relationship 窃 Work

社会における人聞の労働と余暇の関係樟式を， 由 Non-¥'品 ckの Variablesの申で考

どのように把握したか，をゆ心K事描してみ 察される(表略)。

たい。

まず①Kついて。笹は労働と余暇との語定
図 1

後を分析するなかで，次の 3つの結論を導き
活 動

だした。@時間と活動とは「生活空周」のす

べてのカテゴリー K襲われる町民元"である。 抱東 E 3自由

@抱東的活動と自由陀選択される活動との間 時仕
仕事び及時問のそ 理仕駈K解寸伴る3務間義時動活且ぴ . 事仕の中曜及ぴの稽動IC.義務をもゥたいくつかの活動があるn

@余曜は民草的選択の自由を持つことを意味 事

L，それ故余曜時間K働くことも向樺である。

間 基での工的須生な理必問時及活動ぴ 事仕でないも伴の随するに義持時且間ぴ動活 曜間余睦1 及ぴ動話

右図は労働と令曜との相互橿看的関係を許容

する伺嶋田式であるa

次ドr.@f!':ついて。桂は歴史的考察や未調社

会の卦析を過して.労骨と余曜との図面を究

レクリェーション

区二二百
渡辺俊F 著

本奮は. J:l塵「健康の生理掌J会， 0巻の

中の一書である。したがって，著者がはLが

きKもととわ勺ているよう IC. r個々のレク

リエ γ ョン活動の方怯を説明するものでは

なくJ. rレクリエーション活動は時閣の面

でも，ヱネルギ の薗でも消費的活動ではあ

りながら，人間回復の融能をもっているものJ
と規程し， とのような「レク t).:r._'/ヲン活

動に尖ililC内在する価曜にたいして生理学的

根艶をあたえよう」として執筆されたもので

あう，この点でユニ タな書であるというこ

とができょうt

まず，本書の僧成をみてみるとa 次のよう

E νク 'Jエーシ .yの金書学的基礎

E 遊びながらはじまるレタ 'Jxーγ ，ン

IV νタ'Jヱーシ咽ンの意味づけ

V 生活の多胡甘変化

VI レタリエー γ 冒ンの活動

理 婦人・青少年とレクリヱーシ，ン

慣 自棋と νタリエーシ君ン

特に第二2障でνタリエ&シヨンの生理学的

基礎Kついて述べ，レクリエーシヨン行動を

人の大脳皮質のはたらきに即してわかりや寸

く説明している。

本書全体を通じて単K レタりエーシ冒 Y活

動ばかりでなく，人の生活全体をとらえて，

労働，疲労，休息，リラクセ e シヲン，運動，

遊ぴなどについての生翌的考察を行な勺てい

る。そして，最桂の寧では，人の生活の中に

おける 'Jズムを，生体のはたらきの中Kある

リズムとの興需でとらえ，人の生括における

る
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バ カ は，今日セグメンタリズムとホリ

ズムの 2つの脅掌があるとし，諸費震の障理を

分析する中で，次のように述べている. r社
会罪逮の現最措では，労働と婦の続ーを示|針。

{すような社会情瞳や，それに相応する文化的

なパタ ンはない。せいぜいある少叡者の，

ある生活パタ ンの中で，統一を可能にする

個人的態度や行動を見い出し得るだけである.

それ故，労働と余暇の統一の上での人聞の漕

在的能力{血JmaD Potentialitica )の広範

囲Kわたる実現は，あきらかに長期的目舗で

• Stanley Parker.・T出Futureof 

Work and Leisute .. 

Mac Gi出on& kee Ltd. 

(B)ゲーム指導法の実検的考察
一-GSH.による分析を中心に

発表者高橋和敏く東海大学体育学轍担〉

グループ νタリェ γ ョン活動Kおいて，

グームは重要な控劃りを来たす活動のひとつ

である。グ『ム自体のもつ興味性K加えて，

いかKそのゲームを指導するかということが，

グームK参加寸る人遠の楽しみの犬小に影聾

してくる。

それゆえ，グ ムの指導法は， νクリェ，

シ雪ンの場Kおいて.採く考えられなければ

ならないが，世来みられる指導法は，指導法

というよりも，むしろ指導上の留意点に止ま

っているものが多、、。

グーム指尋Kおける醒蜘丸当慎重視され

なければならないが.それを科学的に追究し，

普遍化させ，グー令指導法の体系づけがなさ

れなければならないように思われる。

との研究は，グーム指導曜の体系化の一環

としての実験酌研究といえる。それ故，その

終局の目的は，グーム指導法の体系化であり，

より多くの人たちがグ目ム K参加し，楽しむ

ことができるようにすることである。

その第一ステタプとして，ゲーム中の参加

者の情動霊化が，指導の仕方Kよってどのよ

うに変化するかを明らかにしたい。そしてリ

ーグーが，どのような仕方の窃合K特K多く

の情動費化が現われるかを明らかにしたい.

くとの実顧の方佳〉

(lJ実験の項目.次のような三つの条件を

設定し，その条件における後厄惜の精神電

流現象Kついて考察した。

①グームのリ グーが，グムを熟知

し，メ司岳を見ないで，表情強かにデモン

ストレ -V9;/をおりまぜて指導してい

るのを見る場合{A)。

@ グームのリーグーが，無費情で，ゼ

スチャーを余り入れないで指導している

のを見る場合冊。

① グー崎のリーダが，大きめのメモ

( B S阪大のノート)を持ってa それを

見ながら指導しているのを見る湯割c.
(2) 実験の手続

① あらかじめ，ひとりのリーダー{本

研究Kたずさわ勺たもの)が，上記3場

面を熟知L，実際指導を行な η ていると

ころを 8ミリカメラによって揮監した。

@被験者を A・B'Cの3群K分け，

1名ずつGSRの間定を行なった。 ζ の

ときAグループは. ABCの順K測定し，

Bグループは BCAの順， Cグル プは

CABの願K醐定し，できるだけかたよ

りを少なくしようとした。

(j) GSRの現j定桂，ただちに快・不

快の置応を明らかKするため，あらかじ

め作成されたチェヲタ周帽に 5段階法

でチ.ァクさせた。

(3) 被 験 者

織影制Eおけるゲーム搾障の多加者は，ヨド



学社会体育研究室三年次学生である.GSR I し，合計 15名の制定を行なった.

測定の被敏者は，直接グームに加わらなか l 
l 会実離の結果且ぴ考察は省略します.

った一年次学生とした.各グループ5名と ! 

(C)精神病院におけるレクリエーション療法
ー一一理論的背景

今日では，多くの精神病院で，精神科治療

の-1置として， レタリエ-:/'"ン療法が実lfI

されてきている。しかし治像法としてのνク

療法はまど確立されているとはいえなL、。こ

れはその理論的根拠が霊味で，劫集評定がむ

づかしいこと。またこれK専従できる駿種民

今臼の特縛病院の中Kは確立されていない為

11:，身体的治療等の業務の余暇tてだけ， レタ

|療法泊三実曲されざるを得ない，などの理由K

よるものと息われるa

現字はレク療法の対象として，柑神病錠入

院者叩半分近くを占める.長崩入院の世性患

者が，その主担てある。調為で自謂的蘭向に

陥りがちな檀らを動かし，自尭牲を回復きせ，

社会性をつ〈るぎっかけをつくるようにもっ

ていく為には， r遊び」の要素を，精神力動

を量現さぜるよう K利用していく必要があろ

う。

しかし精神明院K於る νク療法は，従来と

もすると，娯楽的な年中行事として j マンネ

リ忙した，あるハタ ンのくり返しに陥りや

すL暗南を強く持っている。こうした間同Jの

中で，本当の意味でレク様正を必要とする患

者連がこぼれてしま、、治療的努力の対象外

におかれがち忙なる。そしてレク置法は，患

者一人人の個性{生活運動歴・体力・興

味〕を無視した"画一化"の同向を強くする。

われわれは約 I年半前から，こうした庄省

Kたち， rいかにして精神科治療の有力な手

段として，レクリェ γ 冒ンを活用できるか」

を，実瞳を過して樟討を加えてきた。レク療

法が，治療としての劫果を持つためKは，創

意と計画性が必要となる。形式的治療を打敏

発表者浅井正昭く臼本大学助教担〉

した，治績者の側でのキメ細かい，十分な検

討が要求される。

われわれはこの解答として，広務の νク療

法の中でも，体育療法{または運動樟法)と

よばれるものを，主として精神分裂病者を中

心11:，機軍的に行なってきた。

まづ ん人の患者の生活4;)'脊---，'I!;，

連動歴，身体計開催(肥満度など)，基健体

力，選動能力，病気の特徴などの情報を，一

社の個人副ハンテカ ドを作成して，個々の

患者の特徴と全体像を把笹した。これ1<基づ

いて，集団方動を考慮して，ある時弘意図的

K， !12~、は自尭的に グループわけを行な勺

て指導してきた。

われわれの最も注意したのは，体力や技柑

にこだわらないで，一人一人がその人なりの

活動能力を発揮できるように，動槽づけて，

興味を持併させることであり. 人ーへの患

者のが悲惨を見極め，集団性を考撮して，そ

れぞれの患者やグル プに適した運動を工夫

することであった。

この試みは，まだ超過ゅで，現時点で著し

い成果をみることはむづかしLυ しかしなが

ら， レクリエー γ ョンK対する睦庄(患者の

自発性，持続性，運動能力の向上など)1ても，

吉で活気と明るさがみられるよう Kなった。

過去一年間における退院者も，従来の退院率

の約1.4倦となっており，レク療法が，こう

した問題K明確な妻子事嘗を亙ぼしている。

4以下略ー一ー〉

学会二ユース
J拓 6

June 1972 

H本レクリエ ション学会

日本レクリエーション学会

近畿支部会結成さ一れる

すでK昨年9月大阪大学教を安部で定例研究

会を開偏した時以来，近畿鉱区に学金支部を

結成したいという間唱かのた。以後，豹半

年にわたって紡喰埠怖のための会合が聞かれ

ていたが.去る 4月 8日，大F友市の大国峻E王
女子短制大学で近考文部設立準備委員会，ひ

きつづき設立総会が開かれ.会~lIJ.t，;よび役員
を選出して，ここにE 本レクリヱーション学

会丘衆文部か発足したr 学会理事会ではこれ

を正式κ承認し，今後より充実した学会活動

を進めるため11:，密接に胃，カするととを端会

で確認した.以下は支部学会からよきられてき

た・尭且K聞する報告"で忘る。

・日本νクりエーション字会近与を支部発足の

ため最終発記入会を開催し午後2時より克

足鋲 1回総舎を開催、、たしました。時点を

報告しますn

・省参加人員 '1名
悲惨 事

{役員選出〕

会長休修信一(大阪成局女短大}

郎会長背木事三(大阪府大)

H 瀬口 修(問五年社 大 )

H 松園 捻(大在府臨合背少

与野外活動C)

理全房長西山勝次(大阪産大}

理事

大阪図ロ守睦(大体大)

育園繍一郎(堺市民会館〉

商山勝次 ( A 更を 大)

斯波昭宜〈会社人事部)

京都河島健次(京都市役 所〉

H比街期的(京府大)

請さ鉱 泉(大成属女短大)

兵庫絵図*子〈兵'"女短大〉

同衛官次(神戸女大)

門歌山松本-'Il(住吉盆属J
2義持品(保張所)

説良篤街敏夫{奇異戸、教育大)

その他1<1名

滋賀草川一校(議賀大)

清水源太郎(大#市役所〉

監事馬場太郎(桃 山 大)

小川発-l大阪成蹟k短大)

[行寧予定]

1 研究発表会(年2回) 2. 毒演会

三東京近嘩合同研究会

【本記曹司区の逸品]

本都より本都港穫に 5名主部より選出し

てほしい色の饗皇~り下配の 5 氏に決定

佐着信信一氏 背 木 泰 三 氏

西山務次民

(会宮]

鋭的により窓部会費 2，000円，支部会

Jt 5 t1 0円，計2，500円を文部医納入す

るaヨド郁Kは支出からまとめて送付するの

禽近銭主部事括局下配の様に決定いたし委し

た.

大阪府東淀川区相川l中通 2-.5 

大臣成雄女子短副大学

体育学研究重 (γ533)

電話 06・327-1515

内線 80番 81香

前記以外に発表された諸研究の一覧

樋口 修.他l名 (同志社文学} エェー・ディール政策とレクリエーショ y

青木泰三 {大阪帝立大学) 遊びの考察

園鶴様子.他2名 {成慣犬繁〕 わが国K於ける地被フ a クダンス回帰及び指

噂者の意畿と活動

川口文子 (日本青年館) 青年団におけるレクリエ ション活動の現状と

問題点

斉麗定雄 (願天堂大学} 地繊社会のレクりエ シヨンK対する大掌の寄

与

野間口実敏 (東海大学} 職場Kおけるレクリエ ，;/"， y実施の影響K聞

する研究

音成彦始直玄海脅年の家) 社会教育!Ii量κおけるレクリエーション指導K
ついて

一一ー北九州市立宝梅青年の家Kおける

現状と聾題

麿義弘.他6名 (沼岡教育大学} わがKおける体育・スポ シ鈎霞寿周の社会学

的分析

斉藤仲次 (明治学院短大) キャンプκおける野外教育のプログラム舵つい

て

鈴木孝雄 〈麻布酷医科大学} キ守ンプ生活tておける実証的研究

富士山麓・山中期鮮のキャンプ場を中

心托して

宮下桂治，他3名 〔願天童文学) キャンプの教育合糟能K関する研究

社会的感受性訪韓としての可能性Kつ

いて

井上忠夫，他3名 (願天童文学) キマンプの教育的檀龍K聞する研究

社会的感受性書練としてのオリエンテ

ーリングの効県Kついて

古賀正宏，他2名 (へ帽厚生病院) 生活指導としての病院レクリエー γ 冒ンについ

て

武井正予，他7名 (順天童文学) 精神病院Kおけるレクリエ γ ョン療法 K閤す

る研究

浪睡信九他5名 (順天童文学} 帽神病院κおけるレクリェ-，ノヲン償法の新し

い試み(その 2) 

一ー一一個人の体力・運動能力およびレク

要求K応じたレクリヱ ソヨン療

法の実際

S案内三二，他5名 (横井街院) 精神病院におけるレクリヱーシヨン療法の新し

い試み(その 3)

一一一_.，ノクリエー γ :;r;/i'(対する態度調査

学会委託研究委員会 東京.!JI野外スポ匂シ・レクリェーション総量計

画のための調査研究(報告)

特別研究発表

秩音嘉I!.福岡敬育大学〉 帳場生活とレクリヱーγョン活働Kついての研究

一一一ーとくK公積良わい/ャー生活の!J!I犬Icr.皐E点

亡戸レクリエーション学会総会糊される「

去る 5月 20日比L 日本都布センター虻おいて総会と

ae:念シylt!ジウムが行なわれた。ここでは特に臨会の結

果を報告したL、。

|総会内容

昭和 46年度事業相告

酬 41年度鞘同

昭…融問告
4 昭和41'字予算言語
5 その他

1 臨調4O年度事確報告

111 定例研究会"開催(年 6回)

①珍物瞬民 "国民生活からみたレジ

々 ・レクリエーシヲ"'"

5月 22日{様記念体育会館〕

@ 守野信次氏 "繊浜市職員円余曜利用

に聞する調査・

絵綜謙至氏 周職場Kおける νタリェ

ーシ冒ンの役割り"

611 2 4自(様記生体背会館}

@曙ロ 彰氏 ・レクリエシヲノの概t
続定をめぐる問題"

婚本定彦氏 ・レタリエーγョンとしてのス

キ指導をめ〈る問題・

9月 17日(大阪大学教撃部〉

④ 醐 植 民 ")持金蒔と大規模摂光・

レクリエ ション事地の

脅す函Kついて・

1 0月 19日(岸配念体育会館)

@ 却を初麹コu:: ・レタリエーシ担ン・セ

ラピイの現状 R

V月 27日(岸記念体宥会館)

岳、 "芸者のレクリエーシヨン研究意機

各大学学生率酷紹介"

5月 24日(岸記念体育全館}

\2) 学会ユ品->Cの刊行{削刊号から妻~ 5号

まで)

ra)学金融問誌 fレクリエーション研究」

第 1号の尭刊

(4) iJI，'国学会人会の開催

猟研究発表 20竃，特別研究発表第 1哩
抄録作成

11月 4自(北九州市戸畑

文化ホール}

(創出和 46年度肱会の同悩

(6) B本レタリエ ション学会会員名修作成

( 11月)

{別委託研究調査 "長野県人少岳山麓高原

野外レクリエー γ ョン・

スポ ツ施設κついて'

3 東京都教育委負会体

菅碑より η

2 健i和47年度申事君事計閣について

定例研究会〈東京)-1ヲが屯宣Kおける
5只臨会 レク行政の現状

と課題
学会エユース

6月 食朝関誌「レクリエーシ:!I/'ij1符u"2発刊

7月定問研究会(東京)

8月 学会エユース

9月定例研究会(大限)

10丹 学会ユ品目ス

11月学金大会(東京}

12月 学会ニムース

1~ 5.E問研ぞ会(東京}

Z丹時間誌「レタリエ γ ョン研究J
A広5莞刊

学会会，¥""(847年Ilt追加分}

明定例研究会(東京}ー唱者のレタ研究
の意畠〈各大学
の卒酷から〉

つ臼

- ・・・・・・.....・2・e・4・・・・....... 
:@記念シンボ5ウムについては，次回Z
Z で〈わし〈逗絡いたします
・.........'・".."............



4 昭和 47牢度予草案

収入の項 (単位円〕

項 日 予算領 内 容

前年度障越金 18&405 

入会金 100.000 1.00QXl GO(名)=-100，000

会 費 93即日日 2.000X 400 (名)=8DO，OOQ(正)

1，OOOX 30(名)=30.00Q(学)

2U，QOQXS(名)=1ua，OOO(磐)

大会参加収入 200，000 1.00QX20Q{名)=200，000

縛収入 100.000 荊息，畳料代など

し←号1 1，518，405 」

五出の高

目予算編 内 容

賞 130，000 交通貨20，日 00，アルパイl'30，000.情品 40，000

消耗品 40，000

費 80，000 理事会 5.00QX7=35，QOO.幹事会 2，OQQX10=20，000

その他季員会 5.000x5=25，aoo

貸 120，000 輔醐誌，学会エュ へその他の通知発送

6=120，000)その骨il，C1 Q，QOQxl0=1 00，000) 

債 50.000 謝本L 借用料

! 費 20凹~会場費50，000. .71ログ比槻作成100， 000柑50，000
費 50，000 会場免印刷脅

成金 刊 000 近後文部

査タ 50.000 調査貸，印刷など

費 148，405

1，518，405 

3 曲抽4b年度収支壊事報告

収 入の項 (単{立円)

項 目 予 算 決算
韮窓i

内 容
μ埠Jiま滅)

入 会 金 23凪000 212，000 ム 18，000 1，凸oJaX212A=212，OOO

会 費1.300，000 531，000 6789， 000 草聖書員1'h.正会員249人

寄付金 61.19日
吾員長 出向-学9生会且長よ1り6名

大会参加収入 200，000 38，800 6161.200 正会員68名

日 空 立j里会式受

目 九州藍L孟日ゴ雑 収入 100，0001 93，8421 D. 6.158 

研究会より繰越金 01 219，897! 21引897

L 計 1.830，000と竺7，7291

項 目 予悌 l 決算 |差額 | 内

云今一一一一1寸
拳 務 後 250，000 83，1 E516 46.815 通告貸， 7ルバイト料

13，200! J:!.. 52.800 会 議 費 65，000 室代

大 会 受 200，000 60.750 o13空2号。 プログラム尭送，会場貸

「研究会
200，000 43.93日

6156，070 円けl趣掛そ意嬰代書，義会n武員得師名z肴晶m抜礼ニ3印ース島砂が輔~':費 770，000 607，日 80 61 62，9?' 0 

仁*=~設立発会式 G 231.179 231，179 趣意書発送，若者証，

研究 調査畳 200，000 日，も200.000

雑 E妻 50.000 0 ム 50.000I 

予 備 費 95，000 日ム 95，000

計 i 1.8ヨ0，000 1.039，324 

今制決算 1.227， 729司1.03呪324=188，405

(収入) ( 王 出次邦雄軸金}

く別造会計〉

項 目 費用 テ

東京都より委託研究 600，000 東た京め都の野調外査ス」ポー ";/.νクリエーシ雪 1施量計画の

(報告J

〈日本レクリエーション学会3月定例研究会〉

若者のレクリエーション研究意識
一一46年度書大学卒聾蹟文よりーーー
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和

四

六

年

度

最

後

の

定

例

研

究

会

を

行

な

っ

軍

一

一

一

¥

玖

守

円

た

。

内

容

は

各

大

学

の

卒

業

諭

文

の

い

く

つ

か

ヴ

一

動

一

動

一

角

一

を

話

題

と

し

て

提

供

し

て

い

た

だ

き

、

若

者

の

小

一

恥

活

一

ウ

¥

ス
鋤
一
流
一
ツ

-
b
|
-
L
¥
¥

レ
ク
リ
エ
シ
冒
ン
に
対
す
る
研
究
意
震
を
学

b
責
一
一
J
J

一
「
寸

l
一
ポ

h
i
l
l

ぽ
う
と
い
う
も
の
で
あ
る
@
研
究
会
当
司
会
削
配
一
暇
一
二

4
1
一

此

/

/

お

余

一

一

一

ポ

一

一

戸

る

/

…
場
は
著
者
の
割
引
気
で
む
せ
か
え
り
、
活
発
な
質
じ
と
一
余
一
J

一
一

/
1
i

疑
応
答
が
な
さ
れ
た
。
こ
こ
で
は
各
々
の
給
文
眠
求
一
一
F
一
一

1
v

余
欲
一
「
|
」
一

/
ι
J
J
V

の

綾

容

を

お

知

ら

せ

し

た

い

。

一

I
一

/PS

I
l
l
i
-
-
l
i
l
i
-
-
1
1
1
1
1
1
1

一

一

/

九

時

務

勤

労

者

の

余

暇

に

お

け

る

ス

ポ

図

I

l

l

-

-

L

/

/

タ
活
動
参
加
要
因
に
関
す
る
分
析

的

研

究

労

働

形

態

の

相

逮

裕

一

鉱

山

肘

剖

ス

ポ

l
y
余
暇
活
動

l
l給
付
に
労
働
彩
態
の
相
遣
を
中
心
と
一

l
l
:
:
l
i
l
-
-

し
て

2

一

事

務

精

神

的

労

働

工

身

体

解

放

欲

求

一

上

ス

ポ

フ

活

動

一

~

葉

大

学

書

室

図

下

汗

肉

体

的

労

働

工

喰

1
1
1
1

了

一

片

山

ピ

白

一

従
来
労
働
形
態
と
余
眼
活
動
の
関
係
に
つ

…
い
て
は
社
会
階
植
の
相
違
を
媒
介
変
数
と
し

て
鼠
明
さ
れ
る
こ
k
が
多
か
っ
た
a

今
回
は
.
し
と
し
て
の
テ
レ
ピ
視
随
時
間
が
短
か
か
っ
た
・
際
の
活
動
を
規
定
す
る
要
因
し
と
し
て
作
用
し

図
ー
に
み
る
よ
う
に
、
ス
ポ
ー
ツ
活
動
参
加
欲
ス
ポ
ツ
活
動
参
加
欲
求
で
は
計
図
項
目
に
顕
し
か
も
周
一
の
欲
求
段
階
で
あ
っ
て
も
事
務

叩
求
を
媒
介
と
し
て
労
働
形
剣
勝
の
相
違
と
ス
ポ
警
な
相
違
が
み
ら
れ
し
か
も
、
そ
れ
ら
は
他
と
作
業
で
は
、
活
動
と
の
結
び
つ
き
に
お
い
て

ー
ツ
活
動
参
加
と
の
関
係
を
!
と
ら
え
る
立
場
に
の
主
項
目
と
明
ら
か
に
質
的
な
距
躍
を
有
し
て
は
異
な
っ
た
関
連
構
造
を
示
す
こ
と
が
明
ら
か

U

立
っ
た
・
具
体
的
に
位
、
健
反
体
力
意
織
六
慣
例
い
た
.
す
な
わ
ち
身
体
の
積
纏
的
、
活
動
的

L

と
な
っ
た
。

自
‘
余
暇
三
項
目
の
計
九
項
目
を
設
定
し
た
.
な
函
に
関
す
る
意
践
で
あ
り
身
体
的
余
取
活
と
の
結
集
労
働
形
態
の
相
違
一
ぷ
余
暇
に

分
析
の
結
果
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。
事
務
動
へ
の
志
向
で
あ
る
。
以
上
か
ら
図
2
の
回
式
お
け
る
ス
ポ
ツ
活
動
参
加
欲
求
を
媒
介
と
し

織

と

作

業

械

で

は

過

去

の

ス

ポ

ツ

経

験

、

が

想

定

さ

れ

た

@

て

、

勤

労

者

の

余

暇

に

お

け

る

ス

ポ

ツ

活

動

リ
ス
ボ
ツ
愛
好
に
差
が
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
そ
の
為
、
ス
ポ
ー
ツ
活
動
参
加
欲
求
と
余
暇
参
加
を
個
規
定
す
る
と
い
う
本
研
究
の
仮
設
は
肯

事
務
機
の
方
が
余
暇
の
ス
ポ
ツ
活
動
参
加
が
の
ス
ポ
ー
ツ
活
動
、
テ
レ
ピ
視
聴
の
関
濯
を
み
定
さ
れ
た
e

高
〆
ヘ
質
的
に
そ
れ
し
と
対
極
に
位
置
す
る
活
動
る
と
.
欲
求
は
単
な
る
意
織
に
と
ど
ま
ら
ず
、
実

113 

く
、
他
人
左
の
協
寝
性
に
富
ん
で
い
る
・
ア
レ
わ
れ
わ
れ
の
論
文
は
、
今
日
盛
ん
に
い
わ
れ
今
の
よ
う
な
方
向
で
レ
ク
リ
ー
ダ
ー
を
養
成

ア
志
向
者
は
、
余
暇
志
向
の
傾
向
に
あ
る
が
、
て
い
る
職
場
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
に
つ
い
て
す
る
な
ら
ば
、
リ
グ
は
単
な
る

w
遊
ぽ
せ

現
代
男
子
高
校
生
の
生
活
の
実
態

活
動
そ
の
も
の
は
券
常
に
受
身
的
で
あ
る
@
自
そ
の
実
体
を
知
る
た
め
に
調
べ
て
み
よ
う
と
い
屋
u
k
な
っ
て
も
止
む
を
得
な
い
・
リ
ー
ダ
ー

と
ス
ポ
ツ
青
山
識
に
つ
い
て
分
本
位
で
消
極
的
な
函
が
強
い
ロ
イ
リ
ン
ク
ス
う
し
乙
こ
ろ
か
ら
始
ま
っ
た
・
そ
こ
で
日
本
レ
ク
は
も
っ
と
あ
ら
ゆ
る
方
向
で
活
動
し
な
け
れ
ば

志
向
者
は
、
余
暇
志
向
の
傾
向
に
あ
り
、
活
動
リ
エ

i
シ
ヨ
ン
協
会
の
動
け
を
か
り
で
、
レ
な
ら
な
い
し
も
自
ら
の
貨
を
高
め
る
よ
う
努
力

カ
イ
ヨ
ヲ
の
「
遊
び
の
基
本
的
カ
テ
ゴ
り
そ
の
も
の
を
主
体
的
に
行
な
い
舘
に
何
ら
か
ク
リ
ダ
が
ど
ん
な
屠
の
、
何
歳
ぐ
ら
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
痛
感
し
、
結
論
と
し

1
」
か
ら
み
た

l
l

の
刺
激
を
求
め
て
い
る

B

ミ
ミ
ク
リ
i
志
向
者
い
の
、
"
ど
ん
な
学
歴
を
持
っ
た
、
一
体
ど
の
よ
て
結
ん
だ
わ
け
で
あ
る
ロ

京
U
A
教
育
大
学
体
育
学
郡
大
江
種
夫
は
勉
強
志
向
の
傾
向
に
あ
る
・
余
暇
活
動
を
う
な
集
積
で
仕
事
を
し
て
い
る
人
か
を
で
き
駿
玉
川
上
水
沿
線
環
境
惇
全
整
備
基

主
体
的
に
行
う
が
ス
ポ
ツ
へ
の
関
心
は
非
常
る
限
り
詳
し
く
関
ぺ
て
み
た
。
そ
し
て
そ
の
調

に
低
い
。
自
己
主
張
が
強
く
積
極
的
に
物
ど
ど
査
と
並
行
し
て
実
際
に
会
社
に
行
き
、
レ
タ
・
本
計
菌

こ
れ
か
ら
の
高
校
教
育
に
お
い
て
、
遊
ぴ
ゃ
に
と
り
く
む
反
面
、
協
調
性
に
欠
け
る
a

リ
ダ
の
口
か
ら
活
威
内
容
や
そ
の
他
レ
ク
東
京
農
業
大
学
進
国
計
画
第
一
研
究
室

ベ
ポ
l
ツ
を
ど
の
よ
う
に
方
向
づ
け
指
導
し
て
こ
れ
ら
を
参
考
に
、
今
後
、
遊
び
ゃ
ス
ボ
!
リ
ェ

l
シ

ヨ

ン

観

を

聞

い

て

回

っ

た

・

そ

し

て

結

集

幼

進

い
く
か
を
考
え
る
に
あ
た
っ
て
、
ま
ず
、
高
校
ツ
の
方
向
づ
げ
を
脅
え
て
い
く
わ
け
で
あ
る
が
ま
た
、
わ
れ
わ
れ
の
調
室
に
般
も
影
響
を
与
え

務
中
高
層
集
合
住
宅
に
お
け
る
ア
メ

h
J
泊
や
ス
ポ
ー
ツ
意
識
の
現
在
の
問
題
点
を
ふ
高
校
生
の
努
建
的
特
性
か
ら
み
て
、
ア
ゴ

1
ン
た
と
思
う
L

と
こ
ろ
の
組
合
に
も
回
り
.
同
じ
よ

よ
え
る
た
め
に
‘
東
京
都
内
の
男
子
高
校
生
を
特
に
ス
ポ
ー
ツ
活
動
の
正
し
い
喧
噂
に
留
意
す
う
に
活
動
内
容
と
レ
け
り
エ

l
シ
ヨ
ン
観
点
定
問
ニ
テ
4
の
研
買

バ
象
に
実
態
調
室
を
行
な
っ
た
。
特
に
、
今
回
る
と
と
も
に
カ
イ
ヨ
ワ
の
指
摘
す
る
よ
う
い
て
回
っ
た
。

1
i特
に
そ
の
造
園
学
的
考
察

よ
ス
ポ
ー
ツ
や
遊
び
に
対
す
る
意
識
の
相
違
が
な
、
ァ
レ
ア
イ
リ
ン
ク
ス
、
ミ
ミ
ク
リ
l
の
そ
の
結
果
稜
々
は
必
ず
し
も
、
機
レ
ク
が
職
東
京
農
業
大
学
造
園
計
画
第
一
研
究
室

l
d
態
度
や
ス
ボ
ツ
活
動
の
考
え
方
に
ど
の
重
質
に
注
意
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
ろ
っ
。
舗
に
不
可
欠
な
も
の
か
ど
う
か
わ
か
ら
な
く
な
以
上
の
ニ
つ
は
い
ず
れ
も
ス
ペ
ー
ス
倫
の

ゅ

う

に

彰

響

す

る

か

を

中

心

に

考

察

を

す

す

め

っ

て

し

ま

っ

た

。

つ

ま

り

企

業

は

、

こ

の

人

領

域

か

ら

レ

ク

リ

エ

シ

ヨ

ン

の

環

境

に

触

れ

。

綴

職

場

に

お

け

る

レ

ク

リ

エ

I
シ
ヨ
間
性
を
磁
慶
さ
れ
て
い
る
社
会
の
中
で
レ
ク
た
も
の
で
あ
る
・
前
者
は
特
に
面
的
な
レ
ク

ス

ポ

ー

ツ

や

遊

び

に

対

す

る

意

践

の

相

違

ン

と

は

何

か

を

過

し

て

人

間

性

を

回

復

し

な

け

れ

ば

な

ら

な

ス

へ

i
ス
を
線
ハ
縁
道
日
遊
歩
道
等
〉
で
結
ぶ

ー

カ

イ

ヨ

ワ

の

遊

び

の

分

類

に

基

弓

い

て

、

ど

、

う

・

し

か

し

、

あ

る

組

合

で

は

、

人

間

地

繊

計

聞

論

で

あ

り

、

後

者

は

高

層

化

し

密

維
名
と
み
子

L
v
l
ν

ゴ

ン

〈

旗

争

〉

志

向

、

ア

レ

ア

ハ

偶

然

〉

志

性

を

回

復

し

ょ

7
れ
ま
よ
ら
£
い
磁
場
や
社
会
室
化
し
孤
独
化
し
て
、
一
見
快
適
に
装
わ
れ
た

日

本

女

子

体

育

短

期

大

学

鈴

木

正

敏

弘

1

6

;

j

f

ー

イ

り

ン

ク

ス

ハ

舷

窓

》

志

向

、

ミ

ミ

ク

リ

永

井

町

代

自

体

お

カ

し

い

、

と

い

う

の

で

あ

る

。

確

か

に

住

宅

の

問

題

を

批

判

的

に

受

け

と

め

た

も

の

で

(

機

擬

)

志

向

の

回

つ

の

タ

イ

プ

に

分

け

て

そ

う

で

あ

る

・

レ

ク

が

失

わ

れ

た

も

の

を

繍

う

あ

る

固

y
り
ふ
し
た
結
果
次
の
よ
う
な
特
時
か
み
ら
れ
卒
諭
を
書
き
あ
げ
た
今
、
い
や
書
き
あ
げ
た
も
の
で
し
か
な
い
の
な
ら
非
鴛
に
悲
し
く
巴
総
日
本
に
お
け
る
肱
体
不
自
由
児
キ

今
だ
か
ら
こ
そ
、
わ
れ
わ
れ
の
中
に
大
き
な
疑
う
。
レ
ク
が
、
マ
イ
ナ
ス
面
で
人
間
性
を
同
似

ャ
ン
プ
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
考
察

全
体
的
傾
向
と
し
て
は
ア
ゴ
ン
志
向
者
間
の
輸
が
広
が
っ
た
a

ま
さ
し
く
H

到
達
し
た
す
る
の
な
ら
ば
、
本
来
の
人
間
性
同
従
と
は

2

・

3

U
U
川
合
が
最
も
高
く
〔
四
二
六
%
、
つ
い
と
こ
ろ
そ
こ
が
出
発
点
H

と
な
っ
た
わ
け
で
え
な
い
し
、
本
来
の
レ
ク
リ
ヱ
ン
ヨ
ン
で
は
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
分
額
と
分
析
を
中
心
に

東
海
大
学
石
井
爽
一
行

一
ア
レ
ア
ハ
一
八
口
%
V
イ
リ
ン
ク
ス
門
ニ
あ
る
a

な
い
の
で
は
な
い
か
・
レ
ク
は
も
っ
と
プ
ヲ

六
%
)
ミ
ミ
ク
リ
〈
一
六
九
%
)
わ
れ
わ
れ
の
諭
文
は
、
粗
末
で
未
熟
な
も
の
ス
函
で
人
間
性
を
引
き
出
す
事
の
で
き
る
も
肢
体
不
自
由
と
い
う
特
殊
な
対
象
に
対
し
て

」
な
っ
て
い
る
。
タ
イ
プ
別
の
特
性
で
は
、
ァ
で
あ
っ
た
が
、
結
蛤
釣
に
は
現
在
の
職
場

ν

の
だ
と
寂
々
は
考
え
た
・
そ
こ
で
我
々
は
現
な
さ
れ
る
キ
ャ
ン
プ
プ
ロ
タ
ラ
ム
を
分
析
し
そ

ン
志
向
者
は
勉
強
志
向
の
傾
向
が
強
く
、
ク
リ
エ
シ
ヨ
ン
へ
の
さ
ま
ざ
ま
の
疑
問
が
在
の
様
レ
ク
に
は
無
理
が
あ
る
と
言
わ
ざ
る
を
の
あ
り
方
を
問
い
か
け
た
も
の
で
あ
る
a

《後

方
余
暇
活
動
に
は
主
体
伎
を
も
っ
て
と
り
く
一
種
の
批
判
の
か
た
ち
で
残
っ
た
。
そ
れ
は
何
得
な
い
結
果
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
者
三
論
文
に
つ
い
て
は
内
怒
を
割
愛
さ
せ
て
い

ル

で

い

る

・

ま

た

、

ス

ポ

ー

ツ

へ

の

関

心

が

高

散

で

あ

っ

た

か

ヲ

そ

し

て

そ

の

無

理

を

克

服

す

る

た

め

に

は

た

だ

き

ま

す

。

)
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。昭和"年産学会会貨を早""納入して〈

だき L、。挙務の都合上8月末日までに事務

局時お送りください。〈近畿支部会会員の

方は主部会宛お送りください。)

会渋谷区神南 1-1 -1 岸記念体育会苗

日本レクリェ γ 宮ン協会気付

E本レクリエーション学会務結局

く近道支部会〉

大丸反市東酎11区相川中通2-5 

大阪成践女子姐期大学 体育研究室

岨 06-327-1515が180

22-11 やまき在B棟 B号

〈東京 23匝〉

間 一献住所(千194岡田市木曾町

1250-2イ21-208

羽鳥直之 (勤務先)YMCA

電話 0472-27-0266

調子議代子4鞠子美代子

く東京机下〉

小笠原悦子東京女子大学短期大学部

〈住所〉立川吉若葉町 1-13-2

けやき台台地 9-5 0 8 

加.1> 陣 (住所〉世田谷区後上水'-1

盤上水団地 16-102咽刊.3-3047

索開江磐牧 (住所)八王寺市上重fllf3TE!

106-1 

問咽 英;1.f.-ー・困畑貞脅

守野信次 (勤務先)東京YMCA

電話 03-293-1911

(住所)滑瀬市中里 1-733 

。第2園学会大会の発表申し込みを受け付け 1<神奈川県〉

中です(〆旬開浪8月末日 )0 民家 実 〔勤務先)愛川中学校教諭

ふるってお申し込みくださ L、 1<愛 知 県 〉

ぺ学会会員名簿の訂正κついて

おてもとの会員名簿を次のように直してく

ださい。

く福島県〉

英 勲(生所}岩城市常盤工場長谷

町絹ノ内"

〈崎玉県〉

中倉教14t共立竜雄工業眠同事部

包括 0429(34)614 5 

〈千業県〉

浅井邦彦電話 04755(2)2810

神山彊真 (住所)東大和田 1丁自

はいかな、、。人聞には，考える(思考)つ〈

る〈労働}遊-，， (νタりエ -Y./.スポ，

y ・娯楽}の 5つの面が，ハラパラ Kでなく

1つにな。て同居している。特に青少年の掛

合也，大人と異なった特性を持勺ている。即

ち「青少年は，主ぴと心う生r告の中で，集団

化し乍ち.釦性 el憲性をつくり上げるのであるd

と言うのである。この得合の遊v:t~'5 生r~
が，ここで言う健全な心タ hェー γ.>"と同

意睡である。

このような考えから，団体育成者や指樽者

!の考えるレクリエーシ al/.に対して，務 K 

車問事実凶哩慢を，地敏の広がりや時代

の変毒事之の凋係から明らかIt:L，:t"二K遊之官

の本質を追求し，どのような配慮をも左 Uに

どのような指導をすべきか全検討し.;粍ぶこ

とこそ， 墨ましく. 1叫造力量豊かな青少年を育

てることだというととを具体的K示そうとし

た.

1 遭びの事実とレクリエーションの必要性

きてレタリヱーシ，ン(遊び)は.?>:.のよ

うな条件を倫えなければならないp

a 簡素な薮境;¥'件で怒しむことが. I設大

な事ぴとえkるものである。(例・同然)

b 術単な締役，設備であるために，絶え

ず析しい桂演と創意工夫の槽会合、与えられ

る。

c 日常の生tliを反省し，人生花析しい憲

議を見出す軒舎が与えられる内

d 日常生t~ の解放により，自分の今まで

気づかなか勺た陣炭，間じ，出力などが~
出されるn

e 災I!!;n品&"1.'1'(より，同外のなおさねばな

らない役副を学び，その後術を身陀つける

ことができる。

f 非同情動をするととにより，失向佐治

のあり芳L それがどのように計画され，

運営されるか，計副から実行の斜集までを

通じて全体的に体験することができるれ

西垣宏晋一・西垣完彦

〈奈良妙、〉

堀内保夫{住所パ守410-24)朝司製図

方郡修各寺町熊坂稲村台 伊豆白井ユ

スホステル電話 0558ー(72)ー1738

く大匝府〉

俊信信一 (同務先111;舌 )06..，.327守515

〈兵庫県〉

野口 (勤務先)三豊電掛蛸，伊丹

製作用，教育専け部長

(住所電話)r78-411-1 980 

とのような祭晴らしい効来を待つ νタリエ

-'l"1Iンが，級代社舎で師伺に大切なもので

あるかは詳述されているとおりだが，一般の

大人と異なり，青少年Kと司てレタ 9エーシ

守 Y が如何K大切Jかは.X特別な重要な必安

伎と意瞳がある.今の教育は，ルyーやペス

タロヲチ，ヱレ"'..イ等め帽える新教育論で

あるが，その中でW少年の特性を. r曹長牛

止.士人4古典主走査寅~興産毛舟もJ 品自
の生鼻止生命し，とゐ圭t~を註士晶，;，てi>占
大人になるのだ。 Jと首っている。この中で

述べている特別な資質，特別な興味，独自な

生界に適応した正"'生活体般のためKは，

とれK応じた適切なレクリエ γ ョンが必要

である。ここで述べて、る資質とは，大人に

は何時の間にかなくな勺ているもので. r骨
少牛;i，集白止し乍ι，逸品k~'、 5 壬市の中
で，応性Aト畠住を占<~上止を行し J とい
う大切な特性が..るE この遊び主いう生活が

レタリエーシ Bンそのものであるからである。

とζでは大人が，大人の立場で考えた教官きがJ

なレクリヱーシ zンや施世，畳具s場等を与

えさえすればそれで宜しとする風潮もみるが，

とれは官成者や指導者にと勺て余程心、しなけ

ればならない。脊少与には青少年特有のレク

リヱーシ，ンとしての遊びがなければならな

い内そしてそれが経対必喰なのである。この

こξは菅古い時代: 子どもとは大人の翁少

されたものだという走えがあづた。この考え

では大人の教育に用いられるものを育少年に

強制iY~k圧し込むことで，立8誌なメ間形成が

行なわれると信ずるのである。こんな古臭い

毅宵泌が，実は今もなお. ，ちくの親子の聞で

は償行しており，子どもへの愛情は，高価な

続具や遊具をふんだんに与え，沢山の小遭い

を療費きぜるこ kで鳴且れりとする殺が多い

ことでも明らかである。青少年Kは宵少年特

有の欲求に声づいた.大人とは全く異なった

資質の興味を萎に，特有の環境のゆで行なわ

れる.広義の遊びが，レクリエーシ冒ンとし

-114 
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青少年とレクリエーション

背少年育調理良品昨議員社甜時鳴 島 森太郎

，. Iま じめに i の場合のレクリヱ ションの効果は，一つは

五年の文明の進歩と，社会の移り変りのは | 緊張のリラックスと生活へのうるおい〈消極

げLさは大変なもので?あるが，それに伴って | 的意義)と健康を手る(積極的意義)という

最近の白内科学の恐るべき色歩や大賞E莱の尭 ! ことであるが，育少年の場合は，更にまだ大

却が，私共の社会の入品γA係をずたずたK阻 ! きな意鏡を内政しているの

害している。 19世紀イギリスの社会運動家ラスキンは，

こ弓したM拍勺な自然と社会の変携は，背少 突は花のためにある」と賃った。花の方が

年自身を変えて行きつつあるのは当然、なこと | 実より大事だと百うのである。これはどう L、

であろう。然し脅から今日 κ至るまで，テレ l うことだろう。たぶんラスキンは，実となっ

ピや暁函のないころの青少嘩L 会日の脊少 l て人聞の投に立ったり，種子""って子孫を

年との同1<ある安らぬ人聞の族長のきまりの | 弊やすよりも.花の美しさや香りκ，七を引

よ Rなもののほかに，自然や社会の変化と;共 | かれたのであろうの

i亡家宅わるものがあることも持かである。この i 労曲と休息，あくせくした生活と遅ぴ，学

時代を棺え，空間を越えて，なお変わちたい | 宮左レクリエー γ2ン，了直この花と突の聞

ものと. 1買わるものの疹点，いやこの対立寸 | 係K似ている。労柚が大事であるか，休思が

る両者を 2つながら自分の内に秘めて，ま寸 | 大事か浩ぴが大事か，学習が大事かレクリエ

支す尭長の原動力を働かせているメ間の事笑 | シヨンが大事かと言えばどちらも大事でt.
K白を向けて行くことが，同体育成指導者の l る。労墳のない休患は考えられないし，休怠

心酔ナるさを育の仕事だと恩九人間を育てる | の郎、労働も不可能であるa

教育をその本貴から明らかにしようと寸るc.，! 17世紀フランスの物号学者であり，哲学

どう Lてもこの矛盾しているようにさえ思ゎ | 君であるパスカルは. r人間は考えるまであ

れるλ1.. 'の心の奥深いところまで円ぞかねば

ならないρ それ; 火仇の行動を炉き明すとと

に手がかりを求めるしかない書である。

とのように湾えて来ると，青少包の素朴な

行動から，大人の積殺な行動までを介析しな

ければならない。そしてその成長と発達のた

め陀大切な生活活動としてのレクリヱ シ 9

ンを，学習と共に大切な条件として考えるパ

きである内青年や成人'"学習は.学習だけで

成立寸るのではなく，学習とスポーッ.レク

リエ シ冨ンが結合する。つまり精神的発遥

と身体的発達が訪問を保って行くとと Kよゅ

て，より大きな効乗をもたらしてくれる。 ζ

て，どうしても必要なものであり，本当に世

K立つ立旅な大人となるために絶対不可欠な

青少年の生活条件である。

従コてとの条件に過したレクりエ ション

は，大人の殺しむレクりエーシ，ンの縮小さ

れたものであったり，模倣であってはならな

い。明日の大人への生活の刷待と可能位をも

たら寸であろう最かな卸造性に満ちたもので

なくてはなちな1.'..JlIJち港びの軒造性こそ背

少年に最も求めちれるべきレクリエ シ看ン

の真の姿である。創造性のないレタリエ ジ

ョンは，青少年にと勺てむしろ包主婦と可能性

を冷却きせる有害なものと考えても過言では

ない。この点は売をも禽意すべき点である。

3. j;j造性豊かなレクリヱーシヨンの本賓と

緒導の方法

子ども遂の瑳ぴの生態を白色めて見ょう F 子

ども遠の遊び戯れる姿は，ヲ長tて楽しそうでゐ

る。そこには大人従長られる煮間的な宮俗的

虚飾もなく.l¥'怒哀援金素直"!It去っLつつも，

いつも.事びが充省略しているa 遊びは自然で

あり，自由であり，本省きであり， しかもあく

まできれしいものでなくてはならない。畳ぴは

子ども建Kとq ては，大事な生活の 片であ

り，到底子ども遂の生活から切り隊しては考

えられないものである1温度ぴが子ども逮にと

って，それ句大刊なものであるならぽL 子

どもの理想倹を繭きな0 ら，勝手な親のそラ

ルで，遊びK何らかの目的を与えようとする

ととは，却って遊びを鎖してしまうことにな

るの 「理びは，それ白身白歯であり h 目的が

なく療しまれ，面白い権助である」と言われ

る.目的を持って行なわれるものであっては，

遊びとは言えないということにもなる筈であ

る。子ども遣は，気に入った所があれば，ど

んな所でも，どんな相手でも，そしてどんな

書在的危険があっても.Xどんな成長K役立

つ教育的要素があっても，そんなことは考え

もせず民楽しく遊ぶというのが子どもの実

るjι言勺た。ホモサビエ Y ス(考える人

間}と L寸言~は，普から~って，それが

(考えることが)人r，，']K:t:。て一番大事なこ

ととされてきた。しかしホ毛 ファーベル

(つくる人間〉と L寸言奨らある。との思想

では物をつくり出すことが一番大事なことだ

と考える。ところがホモ・ルーデンス(遊ぶ

メ間)という言予告もあるのこれはオラングの

歴史学者のヨハン・ 2土4νyグ(187ト -1945)

というメが唱え出したもので，遊びの中Kと

そ人聞の本当の姿があるとL、う考え方である。

とれらも花と突の関係と同じで，どれか一つ

だけを，人聞の唯一の本置であると言う訳K

1il'である。

以上述べた2つめ遊びの傑件を巧みに備え

たものが，背少年に必養なレクリエーシヨン

の型であって，このような工喪素を持ったレ

クリエーションを会昨J"上手κ指導し， こな

して行くかということは，宵少年団体の指場

者・育成者Kとって大切な仕事であるa

次K宵少年比とって野乏しい必びとしての

レクリエーシ胃ンを効果的Kする朱件を考え

て見ると 5つの条件がある。それは道ぴ仲間

と主む主具と htJ~詰同 3 つで紺立てられてお
り，どれも大ぎな制約力を持っている。従今

て，県いνクリエーシヨ Y を育てるというこ

とは，この5つの祭件犯深い湾解と協力のた

めに努力するととが大切なのである。

〈略〉

4 むすび

育少年は，大人とは免ど持なった生界κお

り.本能的に大人よめはるかに勝れたfiUJ電力

を持っている。それをどう生かしてやるかが

大人併設自であり，その大切な紘体がレクリ

エーションである。徒って大人のレクリヱー

γ ョンとは全〈似て非な創造力量かなもので

なくてはならない。

持
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日本レクリエーション学会

ーー本号の内容~

o 9月定例研究会(大阪で開催)11:つhて

。 第二回学金大会"'~参加しよう

。 自然保謹からみた野外レクの陪簡 (7月定問研究会の報告)

。 rレタ研究誌j第3号の原和串集

。 新入会員の紹介

。 レクリエーション行政の現状と展望(5月学会シンポジウムの務告)

@9月 に定例研究会が

大阪で開催されます

学会理事会では， 47年度第3回日本νタ

リエーション学会定問研究会を大阪で開催す

するととに決定しさした。すでに学会エ aー

ス5号勺b伝えしをしたよう""学会の近畿

支部会も結成され.活動を開始しています。

今回は特K近蔵文部会の先生方の卦骨折Pで，

下記のようK開催されるととK左bました.

ど出席〈ださい.

1 期日 昭和47年 9月28日{木}

1時-4時

2 会場 大阪庇属女子彊期大学第ー告

議室

3 会場への路願

・低急京都線相川駅下車5分

・東京方面よbは新大草駅下車し，国鉄

吹図(スイタ)駅までもど"パスで

1 0分相川下車

4 会場住所大阪市東淀川区相川中通2-

5 大阪成蹟女子彊期大学

電話 06-327-1515番

5 話題提供

A νジャ ・レクリエーシ冨ン・ツーリズ

ムの相間関係(特Kトライアングルアプ

ローチ}を探求して相乗劫果を場幽する

亜笈
大臣成蹟女子彊期士学小 JII 寿一

我々のライフ・サ クルK占めるレジャー

アワーは，機械化，情報の中で，そのスペー

スを拡大してい九もともと閤帽→研究とい

う畿のギリシヤ語から出たラテン距 schola 

から 8ehooX学校】と念。た語源をも考漕

せらねば走ら念い。 νジャーの直義が b.

allowedで参るととも銘記したい。

"νクリエーシーン"がポピsラーな冨麗5
辞典。中断巴解説せられたのは，職後の ζ とで，

"楽しみや喜び忙よ t，精神的・肉体的K新

しいカをも bかえすとと"(昭和30年前後}

とされ，やがて"休養や毎暁によ t，糟禍9・

肉体的K回復ナるとと"(問調 40年代}と

ぃ。たとと忙変わる。即也楽しみや喜びは休

自然保護からみた野外レクの諸問題

日本レクリエーション学会7月定例研究会よりー

話題裡供者 江山正美(東京鹿業大学教担) 常藤恒良[東京YMCA)

司会者 巷 正平(消費者問題研究所}

日本レクリエー ，;，'" y学会では， 7月 14

S(金}午後 6時ょ 9，岸記念体育会館会議

室"，""，て定例研究会を実施した。

自然破壊が問題化ずる昨今l 特K野外レク

リエーション情動陀今後検討が必要とされる

問Eは何か? 今回の定判晴究会では札上の

よう念命題のもと""まず自然保誼協会会員

でもある江山氏と l さらK長い間背少年のキ

ャyプ活動を指導されてきた常藤氏""話題

を鑓供してhただいた。

自然保績と必要な意置の革命=江山氏

私はですね，レクリエ ツョンというのは

個人的企もむだと思っとるんですよ。まあ皆

様を前忙してとんなととを言っては攻んです

が，集団を指導ナる念んてもって@ほか，レ

クはメ同の本能K基づ〈ものだから，指導し

念〈ても良hのじゃ念hだろうか 。

私.'なぜζんなととを言うかと"''''ますと

ね。白熱波療の問題がレシャーやレクとの関

連で去々される原因はですね，レγマー産業

ヘ畳本を設資させるように在っているととで

ナよ。そしてとの閉向は.大した?訟導もでき

ない人陀(とれは皆様方のよう念人たちKは

あたら念いんですけれど〉集団をまとめさせ，

野外忙〈多出させるよう K作用する

とんにちの環境破療は.あと 10年ζのま

まいけば地球はだめに在るととろまで来てる

んです，ローマクラフの報告じゃあり霊せん

が，生産を 5年間ストフプするととの意義も

再検酎せざるを得なh。たとえば人類が生き

残るためKは，今後物を作るととが価値が念

hとh ラ転換が必暫じ令左いでしょうか?

『修理がかんたんで耐久年散が宏がい」とh

，ととは，禍貨の讃美Kかわ勺て必要とされ

ると思5んですよ。

レクとの関川系で私が主張したいととは"生

物としての人JT1k.目覚める"必ト要があるとh

うとと衣んです。とれ語らは心、の時代ですよ，

物の時代じゃ念h。キャンプ場の衛生Cため

にヘリコプターで夢穫を散布する*んて感覚じ

ゃ在しに ，蚊K食われて，鍋の声をき〈。

ζれが自問念んですよ 。さ Lあたっては

指導者の若調革命が必要ですね。

私は自然保践とレタリエ ションとは総本

的Kは結びつか老いと患っていますけれど有

能宏指導者"'X~て，自鼎の中でなにをやっ

たらよhか判ら左hょう孝子供を，白熱にふ

れさぜ，レクリエーシ冨ンを単念る週末のセ

ンセmγ，ンで念〈ならぜるととは重要だと

里、っていますよ。

哲学のある指導者が必要巴常藤氏

私は長い間子供たちのキャンフ情動を指導

してきましたけれど，やはり江山さんがど指

摘のよう注目時置に心を痛めてhます。とうし

た状況に対しては，たとえばキ守ンプの雑踏

を防くために定員置'1托するとか.場合Vてよっ

ては国の政策も必要になると思います。 トイ

レがたb念〈在って.かつて指導を受けた方

法で自分でトイレを作る。それも他人が使え

ないよう企包末左，その場かぎりのものを作

らざるを得念いとh った現状。とれでは「マ

ナーを考え，自莞的K行動するキ守 Yア」は

望め左hと思います。

さてとれからのキャンブ:活動は，1.0う言で

も~( r自棋のままのととろで，人聞の自然

のそのままを生かしたものJ， r単K集団行

動を中，むとしたもので念〈錫々に行左うものJ
K注目が向けられると思います.とうした活
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養，娘楽と具体化する。なをも進んで，レク | 左らぬJという精神から， r今日畳刑者を刑

リエ ションの施設が，追求ぜられる現状に | 詰所K収容するととは，削まや単在る処罰の

到達する¢である。 Iためでな〈再教育・社会再適応の手段として

ツ リズムは，ツアーから， turnを原義 | である」と考えられてhる。したがって行刑

とする。世来町 ghtseeingが}世的方 | とは.すべてかれらの新しいメ問形成を目途

向とされていたのであるが，とれまた doing I としてなされているものといえるでるろう。

(行為をする)を加味し観光レタリェ l 収容者がメ間らしさをとタもどすためにも j

γョン"とhったものを，その祝告のうち IC I 労働で消耗したヱネルギ の回哩を補充する

推進し来ったのでちる。¥ ためKも， νクリヱーシ zン活動の果たす控

レジャーを圏点(国)とする世来の観点は | 割は大きい.健全会 νクリエーシヲンをする

改められ.その相間関係の持つ相乗効果を高 | ζとは，新しい時代K生き彼〈ため""責任

めしめる函数(果}を見出した"'0 を果たす民主的全人聞を形成するととにも通

1 じる。人間限活を目標とする矯正教育とレク

B 行刊とレクリエーション 〈その 1) ¥ リエーシ賓ン活動止の調整は相反するもので

「滋賀"曹所にがけるレクリエ-Y，，;，教育ゴ | 念いといえよう.ととでは滋賀刑務所記念け

滋賀大学 草川一枝 | るレクリエーシーン教育の実践の場を分析し

新しい矯正教育では， r収容者も人間であ j てみたい。

9，その入居IIC希望と向上の過をひらかねば

。 第2回学会大会に参加しょう

すでKお知らせした 1う10(， 11月 10日

(金).午前9時n，日本都市センタ K 

て，第2回日本レタリエ γ ョン学会大会が

開催されます。

大会内容

喧珊究発表。会員が日頃から研究してhる

も¢の成果発表。

②シンポジウム。東京教育大数彊浅関陣夫

備中です.

今回の学会大会は第 26回全回レクリエ

γョン大会の前日 K行念われます.学会大会

も東京大会をきっかけに大き〈飛田したいも

のです。会員の皆輔の積極的衣b出かけをb

待ちしてなbます。

※会員の大会参加畳 1000円(学生会員
600円)，当日会員の大会参加費 1500
円[学生会員 1000円〕です。当日大会畳
料(研究抄録}をb渡しします。

疑日本都市センター(会場)までの略図
〈住所〉千代田区平河町 2丁目 6番地

。地下鉄赤坂見付下車徒歩 5介

動のほうが，子供の世界の畠がPをもたらす | る例なんですが。

と思hます。 I 食事を奈でつ 0，テントで休めばキャン

白熱への探究心が高まった海のキャ Yフの | フとhう考え方は，今後自然との融合，自鼎

事例として，たとえば自然のままの姿を水そ | 理解という観点から多いに匡省され，克服さ

うの中K再現しようとした子世たちがひ | れ念ければ念ら念いと思hます。先ほども話

とで，が"るさり"を食べるという事件を偶 | 題K念タましたが生物としてのメ間K自

慎みて，自分たちで研究をはじめたという聞

がちタをした。との場合，単に動催物の名前

を覚えるといった程度では念(.本当の意味

で自棋の理解Kつ念かったと思ラ。子供たち

は相観して.最桂K水そうの中の生物を海K

返すととるまで，自分たちでやのてのけまし

た。とうした例は，1.0わば指導者紗利Kっき

堅苦
「レクりエージョン研究J第 3号の原稿の

応募は次の通りです.苦捕方の控積をか待ち

して"Tをす.

1. i受稿者は原則として本会会員であるとと。

2 論文は他葺K来控稿のものに限る。

3 論文は新か念づかい，制限漢字使用を原

則とし，検書き 400字品原稿用紙を使用

する。欧文はタイプライタ-"，よるか，ま

たは特に明時陀か〈。

4 論文はカシラK論文・資料・その他{書

評・抄録・学校紹介等)を朱書する。

5 論文・資料の原稿にはか傘らず欧文の表

題・ローマ字書きフルネ ムの氏名bよび

図胆・写真の眠文説明をつける。

6 邦文論文には欧文摘要(R.思ume)をつ

け，欧文論文陀は和文の表題・氏名bよび

800字以内の邦文摘要をつけるとと.

7 図版はか走らず白紙"，!l!書きとし，図版

覚める"というととは，従来の入と人との倫

理学から，自酷と人間との倫理学が必要とさ

れるとh ラととだと思います。とうした意味

で哲学のある指導考が，今桂のキャンプ活動

でますます必要とされると思います図具体的

たキャンプの設営や準備の方法ももちろん必

要ですが。

写真担は上下の別を明記のとと。

8 論文の原稿Kは第 1頁下端K勤務先〈職

名)を!cすとと a

9 論文は 1摘につき 400字詰Kて 30枚

会(図版・写真共，刷b上り 8頁 3

以内を原則とする。其の他畑原稿は5枚

以内とする。若し長篇のもので上記規定を

超えるものKついてはl 投稿K先立ち編集

署員会克打合せのとと。なか骨B上t5頁

札上の超過分は実費にて執2護者持ちとする。

10 簡集署員会は編集の都舎によタ，執筆者

の承諾を得て，原稿のー習を省略・訂正す

るζ とができるa

口 論文の取捕ま編集署員会K一世のとと.

12.役稿期限第5号原穐メ切目

昭和47年 12月末日(呈ltJ

13 論文の送b先及び連絡先

東京都渋谷区神南 1-1-1簿記意体育館内

(財}日本レタリエーシ.0/協会気付

日本レクリヱーション学会 網棚郁



住所 電話

三府市下連雀 2悶 21の6東大井 0422 
。頭学療 43-4722 

大販府衷木市鳴の内 3丁目 14 0726 
-28 35-5095 

'2140W.Olympic slvd ・
Room401 
Los Angero ，Colifornia 
90006 

先

濃部宏英|大学院学生

他 民 勝|大阪体育大講師

Edwin f I~ecrea~ion.and 
Staley IYouth Senvjce 

Planning Council 

輯動名氏

321 2757 

電話

函野磐介j時建築研究所[建築家) 1凶匡方向 1-1ト 16
1403-3551 1@J168 

佐藤 剛|九州 'Jハピリテ ション大学|北九州市小倉巨耳源 522-2 I 
|校作業療法学科謂師 |九州りハピリテ ν口大学桂147-7912

清水良隆I(財)日本レタ協会 l府内調r326 1~.!2~ 1"".'....，........，...-- 164-8456 

所

新入会員の紹介
s 47. 4月-8月まで

勤 務先 t 佳氏名

一(くがねがい

昭和 47年度学会会貨の納入について

鰐2回学会文会もせまり，学会事務局も忙しさを憎しておりますが，なにはさ

ておき，金欠病では充分な活動ができかねます。学金大会を成功に終らせるため

にも，是非会費を納入願います.

年贋会費は 2.000円です。おまちがえのないようご孟奪〈ださL、。現金封街

その他どんな方法でも結俗です。ご送金〈ださい。

416-6361 

34-2658 

催国谷区砧 3-30-14

沖縄県那覇市古畠 272

知念一郎|教員

島問昭治|沖縄YMCA

曾 回昭一郎 11衰筑計画及び造園置計家

おわび 先日会活タ した「会受納入・未納」の連絡が，ー官室ちがっ

てl.'!)，ど迷惑を公かけし重した。なわび申しあげま.，.。

0463 
55-4848 

018 
751-0360 

ETC. ETC. ETC 

合学会事務局では，会員の管樟のと意見や

世相を幸子待ちしてhます。段近「日本レクリ

ェ γzン指導者クラブjと当学会との両方

K所属してhる会員の方々の聞から j 明学会

活動はもうと実擦の場 tたとえば指導}と結

びつ〈べきだ"という意見があがってい1ます。

理論と実践を融合させて， νタリエーν，ン

運動の真の推進力と念るよう κ，皆様の積彊

酎念働きかけを幸子願hし愛す0/1

460-1517 

名古屋
611-4775 

659-0665 

078 
341 7711 

事島区南大塚 2-2ト日021i'1"o，....，..."'-...，.- -~ ... ~v..1944-29GO 

柳田 画|国民生活センター調査研究部|国立市西ト30一時 186 !~t~~561 
井 桜久次和歌山県有 図 郡 金 庄 町 大 字 中 井

原 37

乾 遁作|五吋FZIFr7F青学|哩「宮iiT 脚本町 1411;i-3086

鈴木秀雄|ヰ悼大学教安部・体育科教員|神・平塚市兵士 1261の1
1 0427-78-8038 1<i>254 

広瀬元良lrt:苛ttfF?? |詐骨子東雲押了中道通

金崎良三|オリンピヲク記念青少年聴合|渋谷区西原 1の 21-5
lセンタ~坦蛍郁467-7201 ¥:木野内荘 ⑤ 151 

安埠 明l・学生会員 |名古屋市南区元柴田東町 4ー
I 82竹内計二万

江戸川区南'J唱 3-22-3

神戸市生田区下山者且 5-1

霊知県尾張旭市東大道町原因
2672-214 

名古屋市中村区広イ曲酉通P
3の9

北条明美 1(財)目本レタ協会

高 田勝次l兵庫県生活部余暇揖

神代古典1:1'1知工業大学

052 
586-2231 

791-6448 

0775 
24-8558 

398-2147 

399-2364 

京都市左京区北白川仕伏町 3

大事者市南滋賀町 3TI3431の4

杉並区天沼 2-29-11
~>一天沼マンシ."

彰並区上井草，，-21-7 

中山辿介lレタ開発研究所

部

町一
普転

凡
退

1

全

6
安
ト

阻

6
本

5
東

弘
通

園

田
輔

西

秦 芳江|同志社女子大

岩井富子|県立体育館主事

467-2723 目黒区.¥11場 4-3-47吉国蜘ヲミ

崎・JI闇市中原町 2-2 2 稲吉惇

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
行
政
の
現
状
と
展
望

ー
!
日
本
レ
ヲ
リ
エ

l
シ
ョ
ン
学
会
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
か
ら

也

d
k

労

働

省

文

部

省

司

会

前

川

れ

刊

行

小

A

Q

前

田

正

夫

佐

藤

好

粂

野

長

谷

川

純

三

笥
会
レ
ク
リ
エ
1
ン
ヨ
ン
は
錨
窓
的
に
は
シ
ヨ
ン
が
広
般
化
し
て
き
で
い
る
現
在
‘
医
家
出
川
水
調
で
は
-
人
あ
た
り
六
平
方
メ
ー
ト
ル
凶
ニ
平
方
メ
ー
ト
ル
と
九
一
ヲ
こ
と
で
‘
現
在

個
人
の
も
の
で
あ
る
わ
け
で
す
が
・
レ
ク
ヲ
エ
的
規
慌
で
の
施
策
が
求
め
ら
れ
る
段
階
に
な
っ
で
す
が
、
現
状
で
は
=
・
八
平
方
メ
ト
ル
の
猛
滑
に
も
遣
し
な
い
わ
け
で
す
が
・
現
在
の

シ
ヨ
ン
を
行
な
う
た
め
の
さ
ま
ざ
ま
な
条
件
て
き
て
い
る
と
思
わ
れ
ま
す
・
そ
こ
で
各
省
の
し
か
い
っ
て
い
な
い
わ
け
叫
す
。
鉱
字
泊
あ
ま
リ
に
低
す
ぎ
る
の
で
五
年
間
で

の
象
備
は
、
m
拠
地
や
地
域
で
金
鶏
や
地
方
公
共
方
か
ら
・
各
省
で
す
す
め
ら
れ
て
い
る
レ
ク
リ
五
ヵ
年
計
画
の
ス
タ
ー
ト
に
あ
た
っ
て
は
.
は
こ
の
く
ら
い
ま
で
で
し
か
た
の
た
い
と
ζ
ろ

日
除
等
に
よ
っ

dt-り
く
ま
れ
る
必
要
が
あ
る
早
シ
ヨ
ン
行
政
の
実
態
に
つ
い
て
お
聞
き
し
ま
ず
こ
の
笠
防
水
港
カ
は
た
し
て
妥
当
な
も
の
だ
と
恩
三
、
お
ワ
ま
す
・

と
思
い
ま
す
・
余
暇
の
同
大
局
モ

l
々

リ

ゼ

た

い

と

思

い

ま

す

・

か

と

う

ム

つ

を

も

う

一

度

炉

問

し

て

み

ん

一

わ

け

で

都

市

公

閣

と

い

っ

て

も

い

く

つ

か

の

楠

類

が

ン
ヨ
ン
の
持
及
な
ど
に
よ
3

て

、

レ

タ

リ

エ

!

す

・

掠

理

府

の

「

国

民

の

庖

外

レ

ク

リ

エ

l
シ
あ
ヲ
ま
す
・
ま
ず
-
暑
身
近
た
近
鴎
竹
町
民
、
こ

ヨ
ン
虐
動
に
つ
い
て
の
世
鋪
調
査
」
と
か
、
私
ど
れ
ほ
面
積
一
平
方
キ
ベ
人
口
-
芳
人
ほ
ど
の

都

市

公

悶

整

備

五

カ

年

計

画

|

|

建

政

省

も

の

調

盆

を

も

と

に

ν
た
徒
大
休
日
の
レ
タ

P

単
位
で
す
が
三
こ
に
見
放
公
園
宙
m
而
m

ェ
l
シ
ヨ
ン
人
ロ
予
測
と
か
の
向
日
U

仰
を
使
っ
て

0
・
二
五
ベ
ク
タ
!
ル
》
を
阻

n所
近

隣

公

附

図

《

出
Z
M
H
ヘ
司
川
北
町
小
ぜ
私
ど
も
の
公
こ
れ
ま
で
政
治
の
か
な
す
み
に
お
か
れ
て
い
昭
和
六
十
年
昨
夜
で
の

R
外
レ
ク
リ
エ
シ
ヨ
回
〈
標
a
m
ニ
へ
タ
タ
!
ル
〉
を
-
ヵ
所
間
墜
す

園、
d
他
県
で
は
.
レ
ク
リ
エ
シ
ヨ
ン
の
う
ち
た
a

必
要
性
は
わ
か
っ
て
い
た
が
成
長
追
及
型
ン
の
需
要
予
測
ご
い
う
の
を
立
て
て
み
た
わ
け
る

E

次
日
‘
三
た
い
し
四
つ
の
近
間
住
区
に
地

日
坤
り
ま
で
の
比
終
的
縫
い
も
の
を
枝
っ
て
い
の
政
治
の
中
で
‘
そ
の
埋
設
に
菅
示
這
が
れ
た
で
す
園
そ
し
♂
箆
外
レ
タ
の
m
M
別
の
公
団
刊
区
公
団
苫
侃
泊
四
へ
ク
タ
ー
ル
》
を
帥
備
す

る
こ
と
に
な
る
と
思
い
金
十
e

そ
レ
て
日
常
生
ー
と
ま
言
い
難
い
わ
け
で
す
・
そ
れ
が
徐
々
に
生
用
亭
を
認
定
し
、
そ
こ
Y

3
郡
市
公
園
の
必
要
る
も
こ
れ
は
防
災
慢
発
地
c
u
d
J
U
有
刻
々
広

冶
閣
で
の

ν
ア
リ
エ

l
ν
ヨ
J

「
刈
こ
し
て
の
語
講
盤
董
m
w
型
の
吹
治
〕
勺
わ
っ
て
い
こ
う
と
国
噴
き
計
出
し
て
み
ま
ど
一
そ
三
、
一
応
さ
司
あ
る
わ
す
で
こ
の
日
的
J

，
m
ね
F

い
ま

郁
市
公
団
の
炉
内
を
い
判
γ』
レ
て
い
る
わ
け
で
し
て
お
リ
・
そ
れ
を
背
景
己
玄
吻
年
計
ι
酬
な
る
一
人
あ
た
九
甲
山
げ
4
1
ル
，
一
う
こ
た
え
す
z
ま
た
れ
市
会
作
に
}
な
い
し
こ
倉
初
登

す

・

も

の

が

出

て

き

て

い

る

わ

け

で

す

e

都
市
公
閣
を
尚
三
日
た
こ
れ
を
川
和
六
二
h

寸
で
の
長
期
仰
す
る
も
の
と
し
て
‘
佐
合
公
闘
お
よ
び
運
動

昭
和
四
十
七
年
度
き
初
午
岐
乙
し
J

都
市
公
の
現
代
芯
法
二
し
て
-
三
-
五
五
吻
所
.
円
怖
と
し
よ

y
と
日
う
わ
け
で
す
ι
玄
a
H

年
計
公
聞
か
一
考
え
ず
い
ま
す
・
附
者
は
臼
比
谷
公
園

間
程
仙
の
五
ヵ
年
J
凶
と
〉
も
の
を
始
点
る
一
一
m
情
一
い
し
て
二
万
三
千
ヘ
ク
タ
ー
ル
で
す
B

昭
一
向
で
-
R
J可
u
z
z
内
力

U
を
見
込
ん
で
い
ま
の
よ
う
だ
も
の
で

-ot五
G
へ
タ
タ
ー
ル
ぐ

こ
と
に
た
リ
ま
し
た
=
郡
市
公
闘
と
い
ヲ
の
拾
昭
三
十
一
年
に
制
定
さ
れ
た
都
市
公
司
ド
出
の
艶
ナ
五
占
年
計
百
円
ド
f
昨
内
山
和
五
+
一
年
一
ら
い
の
広
さ
の
も
の
で
す
a

体
息
、
散
歩
、
遊

目白書
斤

谷

忠

笠

博

116 
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政
連
動
な
ど
に
利
用
で
き
る
都
市
の
中
心
的
成
的
な

νク
リ
エ
シ
ヨ
ン
に
対
応
す
る
「
レ
を
策
定
し
こ
れ
に
も
と
づ
い
て
さ
ま
ざ
ま
な
面
積
は
総
計
二

0
0万
ヘ
ク
タ
ー
ル
で
国
土
の

々
な
同
で
ナ
・
俺
者
は
、
住
民
の
運
動
の
た
め
ク
リ
エ
ン
Z

ン
都
市
」
を
全
国
に
一

0
9
0
結
伎
を
作
っ
た
日
民
間
の
ホ
手
ル
に
対
し
て
5
%
を
ー
占
め
て
い
ま
す
・
回
定
公
閣
は
知
事

に
作
ら
れ
る
も
の
で
一

o

j
七
五
へ
ク
タ
ー
ル
倉
所
殿
前
す
る
こ
と
も
考
え
て
い
ま
す
・
こ
れ
建
肢
の
犠
所
を
『
こ
こ
に
作
れ
」
と
い
っ
た
指

n
幽
閉
し
出
に
も
と
づ
い
て
周
か
溜
定
す
る
も
の

く
ら
い
の
広
さ
を
考
え
て
い
ま
す
・
は
中
炎
こ
都
市
公
園
を
設
け
、
あ
と
民
営
の
休
導
を
し
て
き
て
い
る
わ
げ
で
す
.
で
.
管
理
費
傍
は
知
事
に
あ
円
ま
す
・
喝
在
回

ま
た
・
公
害
防
止
の
た
め
の
健
衝
緑
地
の
差
油
値
段
や
保
全
繕
設
砂
鐙
備
し
一
ヵ
所
あ
た
私
ど
も
は
レ
ク
リ
エ
シ
ヨ
ン
と
い
う
も
四
方
所
で
一

O
O万
ヘ
タ
今
ル
同
士
の

備
も
J
闘
の
中
に
は
い
っ
て
H

ま
す
・
そ
の
ぼ
り
一

O
O
口
ヘ
ク
タ
ー
ル
程
度
の
面
績
を
見
て
の
ま
一
「
日
曾
体
験
で
き
な
い
も
の
を
得
て
、
心
3
%
に
あ
た
り
ま
す
・

か
物
殊
公
園
〈
自
他
vh
地

を

そ

の

ま

ま

生

か

し

た

い

ま

す

・

身

を

リ

フ

レ

ッ

シ

ュ

す

る

こ

と

」

だ

と

考

え

て

都

道

府

県

立

。

R

m

公

団

は

廻

在

二

九

九

a
M

凶
国
放
公
団
、
動
植
物
図
、
恒
史
公
幽
な
ど
》
お
以
上
め
よ
う
な
各
樋
の
公
置
を
こ
の
五
か
い
る
わ
け
で
す
が
、
そ
の
場
合
、
も
勺
と
も
た
所
‘
前
積
は
こ

O
O方
ヘ
タ
タ
ル
‘
国
土
の

よ
ぴ
大
国
司
低
公
団
〈
都
市
よ
リ
さ
ら
に
大
き
い
年
聞
に
祈
た
に
-
万
七
千
ヘ
ク
タ
ー
ル
作
ろ
つ
い
せ
つ
な
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
の
も
と
に
な
る
も
の
5
8
0
で
す
.
以
上
三
つ
を
あ
わ
せ
る
と
国
土
の

地
勿
生
絹
閣
を
対
象
と
す
る
一
ヵ
所
あ
た
り
五
ー
と
い
ヲ
の
が
こ
の
計
雌
で
す
・
そ
れ
に
要
す
る
は
「
自
然
に
も
と
づ
〈
多
慢
性
」
で
は
な
い
か
一
三
%
が
自
然
公
団
に
な
っ
て
い
る
わ
け
で

O
へ
タ
タ
ー
ル
以
上
の
公
団
》
を
盤
備
す
る
こ
費
問
は
入
千
位
向
と
算
定
さ
れ
て
い
ま
す
・
と
恩
い
ま
す
・
た
と
え
ば
・
グ
ラ
ン
ド
キ
ャ
す
.

ご
に
わ
弘
三
』
い
ま
す
・
さ
ら
に
大
規
慌
で
広

v
J
7
ン
の
永
島
忌
観
を
見
て
漂
い
感
銘
を
う
げ
国
立
公
胞
の
中
に
は
レ
イ
ン
ジ
ャ
ー
と
呼
ば

る
・
あ
る
い
は
た
だ
単
に
「
い
い
な
あ
」
と
思
う
れ
る
指
尊
民
が
い
て
、
医
立
公
司
か
そ
れ
に
ふ

自

然

環

境

保

全

法

を

め

ざ

し

て

l
l
l環
望

庁

ぐ

ら

い

の

こ

》

E
あ
り
ま
し
ょ
う
.
い
ず
れ
に
さ
わ
し
〈
慣
わ
れ
る
よ
う
に
利
用
の
し
か
た
に

し
て
も
自
然
は
限
切
な
い
多
後
性
の
あ
る
こ
と
っ
し
て
指
事
を
し
て
い
ま
す
・
国
立
公
閣
の
中

町
谷
《
門
川
町
庁
関
伏
保
環
局
〕
私
ど
も
は
日
自
供
保
讃
局
で
は
国
立
公
置
国
定
公
罰
・
が
人
工
の
犠
と
の
ち
が
い
だ
k
恩
い
ま
す
・
コ
に
闘
が
直
僚
に
値
段
勘
定
備
を
す
る
の
は

Ne要

常
生
品
川
団
よ
り
も
遣
い
場
所
の
レ
ク
リ
エ
!
シ
都
道
府
県
自
然
公
団
と
い
う
三
種
の
自
然
公
園
ン
ク

p
l
ト
の
家
と
い
う
の
は
金
〈
多
在
性
を
最
少
限
の
施
段
、
案
内
筏
と
か
近
縄
開
と
か
が
中

ヲ
ン
列
附
と
い
う
も
の
を
柿
切
っ
て
お
る
わ
け
で
に
つ
い
て
そ
の
区
械
の
中
の
自
供
の
状
態
を
失
っ
た
も
の
で
す
・
同
じ
壁
で
も
自
然
の
木
な
心
で
年
間
+
億
円
程
度

E
T
gム
ど
使
っ
て
い
ま

す
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
に
は
い
く
つ
か
の
周
保
護
す
る
こ
と
・
ま
た
そ
の
区
援
を
自
然
公
園
ら
ぱ
ひ
と
つ
ひ
と
つ
の
木
目
が
つ
い
て
い
て
、
す
-

期
が
あ
り
一
院
の
う
ち
に
も
休
実
は
必
要
で
と
し
て
適
正
に
利
用
す
る
『
計
画
』
を
つ
く
る
そ
れ

a安
ら
ぎ
を
生
む
も
と
に
な
っ
て
い
る
の
国
立
e

周
定
公
閣
の
利
用
義
組
と
し
て
は
、

十
し
湿
末
に
も
必
要
で
す
.
月
に
二
度
は
ゴ
こ
と
・
箱
肢
を
建
前
す
る
こ
と
を
仕
事
に
し
て
で
は
な
い
か
と
恵
予
の
で
す
・
自
然
は
人
問
に
国
民
休
暇
村
が
作
ら
れ
て
い
ま
す
@
こ
れ
は
政

ル

ブ

に

い

っ

た

り

年

に

-

度

は

旅

行

を

し

た

お

り

ま

す

・

と

っ

て

量

大

に

し

て

長

後

の

レ

タ

リ

エ

シ

Z

府
の
融
資
を
う
け
て
財
同
法
人
国
民
休
暇
村
脇

り
し
て
お
り
ま
す
・
段
逗
は
.
一
生
の
う
ち
に
こ
の
計
伝
聞
は
保
護
の
計
画
と
詞
周
の
計
画
と
ン
空
間
だ
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
と
患
い
主
会
が
建
て
る
結
設
で
す
・
玄
た
厚
生
年
金
の
還

何
広
か
海
外
線
行
を
す
る
と
い
う
こ
と
も
珍
に
わ
か
れ
て
お
り
ま
す
・
保
護
の
方
で
は
・
撮
す
・
そ
こ
で
こ
の
自
然
を
で
き
る
だ
け
そ
の
ま
元
融
資
で
建
て
ら
れ
て
い
る
国
民
前
合
も
・
国

F
、
は
な
く
な
り
ま
し
た
.
こ
れ
ら
は
す
べ
て
所
カ
ら
に
応
じ
た
さ
玄
ざ
ま
な
規
制
を
行
な
い
ま
の
状
態
で
残
し
肉
《
の
ま
ま
で
使
え
る
よ
立
公
園
内
中
に
作
ら
九
て
い
る
も
の
が
い
ろ
い

人
川
3

し
い
生

J
を
し
て
い
〈
た
め
に
必
要
な
ま
す
.
土
地
を
と
り
怨
ち
得
議

l
lた
と
え
ば
う
に
す
る
こ
と
が
政
灼
の
共
本
に
た
っ
戸
、
い
る
ろ
あ
リ
ま
す
.

レ

ク

リ

エ

シ

ヨ

ン

で

お

る

と

剛

す

こ

と

が

で

そ

の

場

所

の

木

は

一

さ

い

切

っ

て

は

い

け

な

い

わ

け

で

す

.

私

と

も

は

こ

の

冒

会

に

「

向

吹

椅

阿

保

全

法

き
る
ヒ
思
い
ま
す
巴
と
か
三
口
〆
1
セ
ン
ト
ま
で
は
い
い
と
か
!
1
1
自
然
公
聞
は
先
に
あ
げ
た
三
つ
れ
種
釘
が
あ
案
』
を
提
出
十
3
m
備
を
し
て
お
り
、
環
在
そ
の

国
が
伐
駆
と
し
て
レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン
問
題
を
つ
く
り
ま
す
・
全
た
・
公
園
内
に
は
私
有
地
り
ま
す
が
国
立
公
園
は
‘
わ
が
国
を
代
突
す
し
ご
と
に
忙
殺
さ
れ
て
い
る
わ
げ
A

た
ん
で
す
.

を
と
り
あ
げ
9

一
番
大
き
な
課
題
と
い
う
の
は
も
道
路
も
産
業
施
設
も
あ
る
わ
け
で
す
が
、
公
る
自
然
景
観
を
も
っ
と
こ
ろ
で
、
直
彼
図
示
菅
自
伏
環
勾
川
市
A
T正
案
の
ね
ら
い
は
ひ
と
つ

ν
ク
リ
エ

l
シ
ヨ
ン
の
場
の
確
保
と
提
悌
で
は
闘
を
公
園
と
し
て
利
用
す
る
の
に
必
要
々
施
般
理
す
る
も
の
で
、
現
在
一
一
回
泊
所
〈
沖
縄
返
還
は
出
場
に
景
色
が
よ
い
と
い
う
よ
う
た
川
所
で

巴
L

ー

な
い
か
と
考
え
ま
す
。
は
何
か
‘
と
い
う
一
こ
と
を
考
え
た
「
利
用
叶
瞬
」
と
と
も
に
酉
愛
国
立
公
開
治
加
わ
リ
ま
し
た
〉
は
な

0424 
23-3222 
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4

市
川
は
山
し
て
、
ー
そ
の
た
め
の
保
全
の
益
フ
い
フ
資
で
あ
っ
た
自
然
の

K
時

l
i
こ
れ
ば
中
小
企
業
の
従
業
員
に
使
三
、
も
ら
フ
こ
と
そ
う
ニ
ζ

を
同
僚
に
・
指
穆
を
し
判
決
込
町

9

4
か
一
屯
め
で
お
く
む
玄
二
、
も
つ
ひ
と
つ
は
、
も
う
少
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
台
、
ま
つ
め
ざ
し
て
い
ま
す
・
娘
張
問
話
輩
格
運
動
植
あ
る
い
沈
レ
ク
リ
エ
!
ノ
ヲ
ン
♂
一
閃
す
る

H
唄

“4引
内
内
公
同
で
は
、
保
護
が
必
対
と
い
う
た
〈
の
ば
鮒
境
と
い
う
も
の
を
将
来
の
た
め
に
段
な
ど
が
よ
く
使
わ
れ
ま
す
・
個
別
別
利
用
で
す
き
担
当
し
て
い
ま
す
.

わ
J
で
は
な
い
・
公
共
的
ピ
立
掛
か
ら
の
保
護
残
し
て
お
が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
・
し
と
い
う
こ
が
・
利
用
者
が
集
ま
ヲ
て
グ
ラ
ブ
所
助
を
行
な
こ
れ
は
得
道
府
県
が
そ
の
ほ
慨
を
よ
び
か
け

ニ
両
川
ヲ
河
室
を
芯
h

る
区
成
で
あ
る
わ
け
で
と
で
す
・
こ
の
区
続
法
、
レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン
う
こ
と
は
大
い
に
奨
扇
し
て
い
ま
十
.
退
任
さ
れ
た
人
に
対
す
る
次
官
会
全
実
絡
し
て

r・
し
か
し
そ
れ
で
ほ
足
リ
な
い
・
こ
こ
は
倫
の
た
め
の
区
械
で
は
な
〈
従
っ
て
均
所
に
よ
ま
た
雇
用
促
選
事
業
凶
の
資
注
に
よ
三
、
つ
い
ま
す
・
こ
と
し
は
ほ
と
ん
ど
金
術
力
県
で

対
に
浅
さ
な
け
れ
ば
な
り
な
い
と
い
う
区
成
を
つ
て
は
立
入
制
限
も
し
よ
う
一
と
い
う
区
協
で
く
る
動
労
脊
少
年
体
育
縮
紋
と
い
う
の
も
あ
り
こ
の
練
習
会
が
も
た
れ
る
は

f
で
ナ
・
こ
の
悩

d
定
し
よ
う
と
い
う
ね
ら
い
が
あ
り
ま
す
・
と
す
・
ま
た
、
都
道
府
県
が
条
令
を
作
っ
て
司
自
ま
す
・
と
れ
は
今
年
度
末
で
三

λ
ヵ
所
に
な
る
祉
推
選
著
を
中
織
に
し
て
、
全
案
内
の
レ
ク
9

れ
を
ほ
生

am環
境

保

全

地

域

と

育

っ

て

い

ま

然

環

涜

の

保

全

を

行

な

う

こ

と

が

で

き

る

よ

う

予

定

で

す

.

エ

シ

富

ン

を

や

っ

て

も

ら

う

一

よ

う

に

考

え

て

r・
人
間
の
手
が
加
わ
る
前
か
ら
も
と
も
と
そ
に
す
る
こ
と
も
も
D
こ
ま
れ
て
お
り
ま
す
.
さ
ら
に
同
じ
〈
雇
用
促
進
事
業
出
で
、
中
小
い
ま
す
・

:

;

:

企

業

レ

ク

リ

エ

ー

シ

ョ

ン

e

セ
ン
タ
J
と
い
う
ま
た
仕
事
を
は
な
れ
た
余
暇
の
有
効
活
用

勤

労

青

少

年

に

レ

ク

リ

エ

ー

シ

ョ

ン

を

l
l
l労
働
省
の
を
作
っ
て
い
ま
す
.
こ
れ
は
保
薬
品
、
ス
ポ
ー
と
い
う
点
か
ら
み
ま
す
え
そ
の
憐
長
と
し
て

:

:

ッ

、

研

修

な

と

が

で

き

る

待

以

で

、

現

在

六

9

勤
労
脊
少
年
ホ
ー
ム
が
場
え
ら
れ
る
わ
け
で

住

磁

《

η訓
青
年
少
刃
叫
吊
》
労
働
省
で
の
な
い
」
と
い
ヲ
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
す
・
そ
し
て
所
で
き
て
い
ま
す
・
そ
の
他
動
労
者
総
合
晶
祉
す
・
そ
し
て
ホ
ー
ム
に
集
ま
る
人
た
ち
に
対
す

レ
ヲ
リ
ヱ

i
シ
ヨ
ン
行
政
と
い
う
こ
と
で
す
が
各
企
業
に
お
か
れ
る
「
福
祉
機
咽
看
」
の
業
務
セ
ン
タ
ー
が
大
工
業
地
帯
を
中
心
に
作
ら
れ
・
る
側
面
の
栂
助
と
し
て
・
ク
ラ
プ
e
d
鋤
の
茨
杉

内
任
の
と
こ
ろ
「
鋤
万
台
の
協
怯
」
ー
と
い
う
見
の
中
に
・
あ
る
い
は
勤
労
膏
少
年
の
た
め
の
施
今
年
度
末
ま
で
に
+
ヵ
所
に
な
リ
ま
す
・
を
行
な
っ
た

9
・
ホ

l
ム
に
指
導
口
を
お
い
て

也
、
P

ら
ど
}
ゐ
ゴ
て
い
る
わ
け
で
す
.
た
だ
、
設
と
し
て
の
『
勤
労
背
少
年
ホ

f
ム
」
の
椅
龍
ま
た
、
東
京
の
中
野
に
勤
労
青
少
年
セ
ン
タ
さ
ま
ざ
ま
月
助
言
掃
海
を
提
供
で
き
る
よ
う

こ
い
ル
令
長
一
的
二
快
う
局
地
な
な
〈
・
そ
れ
ぞ
の
中
に
「
レ
タ
ヲ
ェ
ー
ン
ヨ
ン
』
が
霊
楊
し
て
ー
を
柁
工
焚
六
D
億
円
で
作
っ
て
い
ま
す
・
来
に
し
て
い
ま
す
・
ホ
ー
ム
の
指
導
員
の
研
修
で

れ
、

A
Z、
沼
々
レ
ク
リ
エ
シ
ヨ
ン
対
策
を
い
る
わ
け
で
す
・

νタ
リ
ェ

l
シ

a
ン
と
い
う
年
一
月
に
完
成
の
予
定
で
す
・
注
、
そ
の
三
分
の
一
か
ら
半
分
く
ら
い
を
‘

ν

や
っ
て
い
る

η
け
で
す
・
私
の
等
合
主
・
年
少
こ
と
ば
が
出
て
〈
る
の
は
、
労
働
省
の
法
律
で
勤
労
青
少
年
の
レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン
と
い
っ
ク

3
エ
シ
ヨ
ン

m噂
に
あ
て
て
い
ま
す
・
動

力
削

A
で
す
の
で
・
効
投
舟
少
平
刀
余
暇
の
活
ば
今
の
と
こ
ろ
こ
れ
が
唯
一
の
も
の
で
は
な
い
て
も
・
企
業
の
中
で
行
た
わ
れ
る
も
の
と
・
全
労
背
少
年
ホ
ー
ム
の
利
用
に
つ
い
て
は
レ
タ
リ

m
i
l劫
リ
万
川
リ
一
民
d

川

に

冷

危

暇

が

あ

る

わ

け

で

か

ー

と

思

い

ま

す

・

〈

倒

人

と

し

て

行

た

わ

れ

に

る

も

の

と

が

あ

る

エ

l
シ
ヨ
ン
が
と
く
に
首
脳
突
な
役
川
を
は
た
す

す
か
ら
ー
ー
と
い
う
見
地
か
ら
お
請
し
す
る
こ
勤
労
膏
少
年
*
l
ム
で
す
が
‘
こ
れ
ば
勤
労
わ
け
で
す
が
・
前
者
に
つ
い
て
は
、
A

抗
議
に
.
と
努
一
え
ら
れ
る
か
ら
で
す
・
こ
の

ν
タ
指
導
は

と
ニ
な
リ
玄
す
.
青
少
年
の
指
導
や
相
談
を
行
な
い
ま
た
・
鋤
「
勤
労
骨
少
年
福
祉
推
進
者
」
と
い
う
も
の
を
お
レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン
協
会
に
お
ね
カ
い
し
て
や

昭
和
伺
十
五
年
に
「
到
力
青
少
字
福
祉
法
」
労
脊
少
年
の

ν
タ
リ
エ

l
シ
ヨ
ン
，

tラ
プ
透
い
て
、
勤
労
背
少
年
が
職
埼
に
事
九
す
る
と
い
っ
て
も
ら
っ
-
い
る
わ
け
で
ナ
.

と
い
う
法
律
が
作
お
れ
ま
し
た
が
・
こ
の
中
に
動
の
場
所
を
提
供
す
る
一
も
の
で
も
あ
り
ま
す
.

ほ
じ
空
、
「
レ
タ
リ
エ
ン
Z

ど

と

い

う

用

語

主

と

し

て

市

戸

補

助

金

を

闘

し

て

帰

っ

て

も

ら

フ

ィ

ジ

カ

ル

・

レ

ク

の

定

着

を

は

か

る

|

|

文

銅

省

が
悔
わ
札
ま
?
と
3

こ
の
第

μ
条
芯
余
暇
の
有
ラ
て
お
天
本
隼
麿
求
ま
で
に
全
国
各
地
ロ
ニ

油岳山

mmこ
つ

い

て

述

ベ

「

閣

お

よ

び

地

方

公

共

ニ

九

分

所

伝

な

る

予

定

で

す

.

象

野

会

A

一ι省
1

ソ
叩
dv

私
ζ

も
は
・
計
審
局
舎
の
巾
問
答
申
を
却
材
に
お
必
を
し
た

な
品
川
と

ν
タ
リ
エ

l
シ
ヨ
ン
そ
乃
他
、
川
事
業
皮
の
耐

mm労
働
者
を
対
象
a
t
個
別
刊
府
さ
せ
な
レ
ク
り
エ

i
シ
ヨ
ン
に
ザ
イ
ン
ト
を
お
い
て
ま
ず
行
政
の
あ
J
方
が
、
か
つ
て
の
監
督

炉
実
揺
さ
れ
る
よ
つ
に
つ
と
カ
な
け
れ
ゴ
な
っ
豆
一
地
設
で
.
使
用
の
目
的
な
自
由
で
す

J
-〈
こ
い
る
わ
け
で
す
ョ
そ
こ
で
先
こ
ろ
出
?
函
館
体
行
政
か
ら
指
導
持
政
で
さ
ら
に
福
祉
社
会
と

、
2
ニ
シ
一
語
い
わ
れ
る
中
で
、
得
導
行
政
か
ら
を
日
常
生
活
凶
械
に
作
る
な
ら
、
最
少
慢
こ
れ
リ
ス
ポ
ー
ツ
教
室
全
数
多
く
開
い
た
ヲ
し
て
う
こ
こ
ば
今
内
部
で
諸
し
あ
わ
れ
て
い
る
段

r
!
ピ
ス
行
政
へ
と
日
換
を
迫
ら
れ
つ
つ
あ
る
く
ら
い
は
必
要
だ
.
ー
と
い
ヲ
議
場
A

，
ニ
示
し
た
わ
抱
設
に
は
リ
つ
い
た
タ
ル
フ
を
育
♂
て
い
こ
碕
で
す
が
、
少
な
く
と
も
半
分
ば
川
内
主
吋
九
州
必
要

と

い

っ

て

よ

い

ゴ

思

い

ま

ナ

一

・

何

他

正

育

審

議

げ

で

す

.

フ

と

J
ヲ
一
こ
と
で
す
a

だ
ろ
フ
と
思
い
ミ
マ
固

ヘ
号
、
士
、
，
ナ
ビ
ス
行
政
己
織
す
る
M

と

い

ま

た

三

一

二

D
Dあ
る
市
町
け
を
人
口
句
院
第
三
~
指
持
者
、
建
慣
と
徹
均
一
ト
4
1
1
の

誌

立

今

年

皮

の

2
7
n
I
巾
間
対
日
円
民
階
で
す

j
u
k
d
F
ご
打
ち
出
し
た
い
!
と
考
え
て
ん
い
る
と
・
別
に
わ
け
、
ま
た
結
訟
を
屋

A
・
畏
内
に
わ
け
と
い
う
こ
と
で
す
が
市
町
村
に
出
育
主
管
課
が
、
そ
れ
で
も
前
半
の
主
的
に
'
ら
、
十
王
位
に

少
民
く
と
も
紅

d
Mじ
て
い
ろ
わ
?
で
す
・
て
そ
れ
ぞ
れ
必
要
な
指
摘
を
也
市
っ
た
わ
け
で
を
お
き
、
奇
怪
の
社
会
ア
山
育
但
当
の
総
員
を
お
培
え
‘
こ
と
し
立
こ
れ
に
よ
っ
て
初
的
企
の
恥

こ
川
答
巾
の
日
本
的

t
或
品
川
り
よ
向
自
宅
前
、
す
・
さ
ら
に
、
学
佼
お
よ
び
野
菜
所
に
つ
い
て
く
よ
う
に
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
e
総
誌
価
ア
ッ
プ
に
選
出
を
お
こ
う
ー
と
い
う
こ
と
に
な

H
T
的
な
ス
ポ
ツ
の
グ
ル
プ
を
施
設
中
心
も
そ
れ
ぞ
れ
規
模
に
応
じ
た
範
設
芯
傘
を
示
し
に
も
指
茸
担
当
の
専
門
職
以
を
お
く
、
と
い
三
、
い
ま
ナ
・
本
等
附
は
七
月
中
に
は
出
る
ま

一
円
三
じ
き
た
い
と
い

2
7一
で

す

・

わ

均

ま

し

た

.

う

一

方

向

を

打

ち

出

す

必

要

か

あ

り

ま

す

・

ま

た

ず

で

す

の

で

、

こ

れ

を

待

3

て
、
来
年
度
の
予

川

ω
こ
札
仁
で
の
会
弓
ど
つ
も
行
作
中
心
次
に
ク
ル
!
プ
作
り
の
問
題
で
す
が
自
ら
民
間
団
体
の
指
導
者
を
社
会
的
に
信
傾
さ
れ
る

η均
」
を
め
ざ
そ
う
1
孟
2
2、お
}
E
ず・

し
か
も
グ
ル
プ
を
作
三
、
も
フ
ラ
ン
チ
ヤ
イ
賀
川
し
て
会
員
と
な
っ
た
メ
ン
パ
シ
ッ
プ
指
導
者
L

と
し
て
活
用
す
る
た
め
に
司
指
導
者
の
一

Ill-

ヌ

と

し

て

の

品

引

勺

号

を

む

た

な

い

、

そ

こ

で

の

し

っ

か

り

し

て

い

る

会

員

を

も

っ

グ

ル

フ

設

飽

検

定

制

度

の

磁

立

を

試

み

て

い

き

た

い

.

一

討

議

一

A
引

b
u
J
iれ

E
て
占
苦
し
な
い
、
乙
い
を
育
て
る
こ
L

と
は
た
い
へ
ん
露
宴
な
烈
題
だ
と
同
時
に
民
間
団
停
の
行
な
っ
て
い
る
指
導
す
驚
「

l

i

l

i

-

-

L

1
2
-ど
っ
た
と
思
い
ま
ナ
@
そ
れ
な
ら
、
お
思
い
ま
す
・
体
育
協
会
は
市
町
村
の
八
割
に
作
成
へ
の
持
助
と
役
助
も
必
要
で
し
ょ
う
。
大
会
費
削
と
討
議
に
は
い
り
参
加
者
か
ら
さ
ま

一
に
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ズ
と
し
て
の
也
ぷ
を
作
ヨ
ら
れ
て
い
ま
す
が
・
そ
の
う
ち
会
民
が
明
確
な
や
飽
伎
会
に
向
げ
ら
れ
て
い
る
多
舗
の
勺
求
を
ざ
ま
な
意
見
が
幽
さ
れ
た
が
、
と
〈
に
各
省
に

活
動
の
拘
的
五
件
を
つ
く
J
出
す
・
そ
し
て
京
の
は
一
一
割
ど
け
、
あ
と
は
役
員
だ
け
の
組
織
と
も
っ
と
こ
れ
ち
の
芳
則
へ
む
げ
る
よ
う
た
指
呼
分
散
す
る
レ
ク
行
政
を
一
本
化
す
る
必
要
に
つ

ご
に
施
設
き
中
心
に
グ
ル
ー
プ
を
育
て
る
・
第
い
う
の
が
現
状
で
す
・
こ
れ
ら
の
恨
々
し
立
体
の
方
向
も
打
ち
出
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
い
て
の
論
議
が
多
か
っ
た
・
担
当
の
省
斤
が
ち

=
一
に
そ
れ
に
必
挺
乍
折
」
持
者
を
滝
川
内
ナ
る
・
こ
附
を
一

λ
O度
転
換
さ
せ
、
さ
ま
さ
ま
の
ダ
ル
こ
う
し
た
方
向
に
対
応
し
て
大
学
の
コ
ス
カ
っ
て
も
・
実
際
に
管
制
以
主
使
う
人
た
ち
は
み

の
三
つ
の
課
祉
を
し
脅
え
一
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
わ
プ
を
胞
設
と
む
す
び
つ
け
て
作
っ
て
い
く
.
に
も
、
教
員
を
め
ざ
し
た
も
の
だ
け
で
な
く
，

h
同
じ
で
あ
る
・
湾
設
述
認
を
も
っ
と
ま
と
め

け

で

す

・

将

来

篇

設

が

滑

え

て

〈

れ

ば

、

そ

の

維

持

管

社

会

体

育

の

ヨ

l
ス
が
作
ら
れ
る
こ
と
を
期
待
て
有
効
に
行
な
う
方
策
を
考
え
包
べ
き
だ
、
と

こ
れ
が
ら
の

u
dづ
〈
り
は
池
辺
行
の
お
話
事
ど
す
べ
て
周
か
ま
か
な
う
わ
け
に
は
い
か
な
し
た
い
と
思
い
ま
す
.
い
品
山
見
・
主
た
公
営
施
設
の
符
理
が
た
い
へ

に
も
あ
リ
主
し
た
よ
う
」
わ
れ
わ
れ
の
日
常
く
な
る
・
そ
の
と
き
締
役
の
管
理
運
吾
を
民
最
後
に
お
カ
字
の
問
凶
で
す
が
、
中
間
報
告
ん
宵
惚
的
で
低
い
に
く
い
.
符
瑚
辺
哲
を
民
間

9
7仙
の
エ
リ
ア
と
そ
の
戸
タ
!
ン
を
お
さ
え
て
問
の
そ
う
し
た
グ
ラ
ブ
に
委
託
ー
あ
る
い
は
委
に
お
け
る
住
居
設
の
照
愉
話
市
を
速
成
ナ
る
た
め
人
に
委
託
し
て
は
ど
う
か
と
い
う
意
見
・
ま
だ

そ
札
一
」
あ
わ
せ
ご
け
パ
体
的
言
動
を
考
え
そ
識
し
て
い
く
方
向
も
級
制
し
て
い
る
わ
け
で
に
ば
土
地
確
保
全
の
ぞ
い
て
詳
刊
だ
け
を
み
て
ま
だ
符
湖
肱
作
行
政
は
強
烈
で
あ
る
と
い
う
意

こ
か
ら
必
要
な
施

d
を
円
じ
き
出
し
て
い
か
な
す
。
ま
た
、
自
宛
的
に
生
ま
れ
た
グ
ル
ー
プ
カ
も
八
六
三
五
仰
丙
の
カ
ネ
を
必
要
と
し
ま
す
.
見
た
ど
が
則
さ
れ
た
・
そ
し
て
レ
タ
リ
ェ
ー

け
札
ば
な
ら
な
い
レ
一
mu
い
ま
す
.
施
設
と
む
す
び
っ
く
こ
と
が
で
き
な
い
た
め
に
こ
れ
は
日
常
生
崎
山
口
け
で
こ
れ
に
野
外
♂
刷
ン
ヨ
ン
行
政
を
且
に
同
誌
の
た
め
の
サ
ピ
ス

川
市
位
体
育
審
の
山
中
間
報
告
で
は
.
だ
い
た
い
多
〈
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
抱
段
探
し
に
と
ら
れ
て
動
植
設
を
加
え
る
と
ゅ
う
に
一
兆
円
は
こ
す
だ
と
し
て
定
沼
さ
せ
る
た
め
に
レ
ク
聞
係
者
の

中
戸
川
波
駅
以
区
の
大
き
さ
を
日
常
牛
活
財
伎
の
し
ま
っ
て
い
る
現
状
を
み
る
と
そ
れ
ら
の
グ
ろ
う
と
閉
じ
い
ま
す
.
も
ち
ろ
ん
こ
れ
ば
全
部
国
役
割
が
軍
大
で
あ
る
こ
と
を
蹄
認
し
た
・

F

Z

二
ザ
ト
と
し
て
お

3
え
て
い
こ
ー
と
い
う
ル
プ
と
総
設
と
む
す
び
つ
け
て
や
る
こ

k
も
と
他
方
公
共
国
語
で
凶
す
と
い
う
の
事
法
占
く
司
ハ
こ
の
ン
ン
ポ
ジ
ワ
ム
は
本
年
五
月
二
十
日
東
-

汚
え
ガ
を
も
ヲ
て
い
ま
す
・
昭
和

ω年
を
メ
ド
温
雇
な
こ
と
で
し
ょ

-Z

民
間
資
本
の
導
入
h
¥
企
業

η
分
自
と
い

z-
田
京
ホ
絞
の

U
本
都
市
セ
ン
タ
ー
で
行
な
わ
れ
-

い
宝
仙
主
主
上
外
的

出町"-JC Vタリエー γ ョン療法1<:甘する新

しい試み(ダンス セラヒイを中

."として〕

鈴木定精神病院におけるレク 'Jヱーヅ百

ンに関する研究(その 2)

井上忠夫キャンプ フログラムの研究

オヴ>'Tィア・ラリベD効果について

宮下桂治 人間関係訓練としてのキ守ンプの

方法論について

斉藤仲次 7メリカi乙おける私晶組織的教育h

ンプの佐官に聞する実思乙ついて

吉水トシ子 フz クダンスの普及に騎Tる夜間停

学牧における F'D指導について

池間博之国際空間の揖におけるフaークタ

ンス・民踊についての考察

秋吉嘉iIl レクリエ-y，，;'指導者l乙関する研究

J2Jー犠場レク・リータい由養成状況に

ついて

川口文子 ，、ーソナリティとレタリエン冒ン悟動

との相関について

千葉和夫 レクリエーγョン講習会の効果lζ闘す

る研究

大北文デ グーム指導法の実験的考察IUJー

0・S・Rによる分析を中山に

鈴太秀雄ゲ ムに対するペメ ジの比較考

察 SD法によるグループヨD比鮫

浅井正昭 モータリゼーー γ../'!乙闘するナシ

冨ナル ロンセンサスのE成と新

しU弓E過去固

稲吉博新しい焚過去閣とその役割り

鈴木辰雄 新しい交通告圃における具体的な

システムについて

杉尾邦江 新しい子供の遊ぴ場の計画とそ<E

利用実智について i 

第 2 回 学 会 大 会 報 告

第 2回日本レタリエー γヲン学会大会は |換を行なった。

11月 10日(金 )1ζ日本郡市センタ 会議 | また三笠宮股下も衡事加くださり、当日の

室で開催された。会場には全国から 13日名 |研究発表や γンポジウムに興味ぶかく耳をかた

ほどの会員がつめかけ、熱{1な研究成果の交 |むけられた。大会の概祝は次の通りである.

〔研究発表白部ー発表者とテーマJ--子Y工でぐ-一一←~~--ー-~

(i) A 会場

管フk泰三選ひの考察〈その 2) 

池国 勝 レクリエー γ ョン理論の妥当世に

関する研究

薗田碩哉 レクリエーシヲンの意味論的検討

'J晋邦罰 スポーツとピューリタニズム

片岡暁夫スポーツ意識の社会的背景

山市孟 個人の属性ーからみた青少年のスポ

ーッ意識の特性

111ロ 貢スポツ意識とクラプ活動の問題

荘司正徳 スポーツ意識とスポーツ種目の闇

連

浅田隆夫綜括スボーア教育試論(中ー高

校生のスポーツ意識調査の結果)

金略良三 レγ ・一研究における M ・カフラ

ンの也置

中村要 レジャー瞳に関する調査研究

森部宏美地域におけるスポ ツ普及に腐す

る一考強

大森雅子 主婦のレクリエーション括動の動

向について

佐藤幸子主婦の自由時間利問について

佐瀬夫福島市内の職場νクリェ γョン

クラプの実態について

鈴木孝雄主婦のスポーツクラブ出現伏と10'冨点

② B 会初

未吉光彦精神病院内にお什る νクリエーシ

ヲン活動指導の考察

武内三二 レクりエ← γ ョン療法I乙対する新

しい試み(短期間集中運動療漣の

効果について)
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第 2回 学 会大会を終つて

一一一一理事故酷(¥ 2月、 5臼<D!il省会主") 

先日第 2回特大会を終わった柑ですが、|学会大会的冷勺こした。その点は良かった

ζ とで今後の活動の展望も含めて、いろいろ| が、内容的には思うように塵聞しなかった。

崎見をうかがいたいと思います。 I酎針る時間も少なかったように.'1''50

まず大会の反省ですが.ニ会場に分か| 一一シンボシウムをやる場合、もっと基本

れて研究発表を行なったのは良かった・参加! 的な問題を考える必要もある。たとえば、学

者が全部の発表を聞きたいのはやまやまだと i会活動との関連で、テ マが設定されるべき

思いますが、今鮮会の輝とともに、研究| だ。こうしたれは、学舎の一貫した研究方

発表世も多くな。てい〈と思いますので。 I針のようなものが、目確にされないと 。

ただ発表円分けかたは検討を要するo I その点。L 今待じっ〈り検討していき

たとえばセラヒイなどの.いわば特榛な輯域| たい問題て寸ね。たとえばよく"レクリエー

をプログラミングする場合、そのために多加! シヲ 運動"などといいますが‘それを学会

者のがたよりを生じないように。多少の噌減| 吊動同市にどう具体化すべきかなど

はやむを得ないと思うが 。 I 会員の方々の繍極的なと意見を蝿かせ

尭表やり方も、ずし、分うまくなった lていただけるといいんですが ・。

ですね. 1 5升という時間も良かった 学会活動もhよいよ三年自を迎えるわ

一一ーただ静録庫補η置をもっとふやせない| けですが、今年4ま控員改置の時期でもあk

だろうか? 特に若有》研究者を餐属するた l忙しい年にたりそうです払全置各地で罷発

めは 、せっかく研究した内容も充分に| 注研究活動が展開するように、われわれも努

番参加者に伝わらない。 I力をb しま企いよう Kしましょう。

一ーー今年はシンポシヴムをや q て.いわば

学会 ニュ

あけましてjシめでとうございます。

一一本号白内容一一一

。 第2回学会大舎を持って、(謬事放設)

。 大会報告 (γンポゾウム、研究発表〉

。 レクリエーγ gン研究情報

。 連絡版(会鋳納入について、構関誌5号の原稿募
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〔シンポジウム〕

都市化する社会にjシけ る地域レクリエーションの発展のため』こ

地域住民のレクリエ シヲ Y意織と生活綱造

司会者 浅田隆夫(東京教育大学}

百貨 国

1 地繊の住民意艶にIi¥づいた組織{タラフ)づくり

会田昭一郎(国民生活センター〕

2 公営体育施置f体育曹)の利用実態からみた地被住民のνクリヱーγ冨シ電識と生活構造

三原忠雄(東京都府中市教育委員会1

5 都市化地域における生活の変容とレクリエ-'lg ン意織

斎藤定縫{順天堂大学)

〈概容〉

地域住民の生活構造は、その地域社会の人| 都市におけるレクリヱーシ g ンの直接参加

口得成や産業構造などに左右される。そして| を曲げている問題はいろいろ考えられる。た

地域社会が都市化するにつれて、住民の生活| とえば、住民のレクリエーシヨンへの要求や.

構造は複維になり.そこでの生活範囲も多線| そこから生まれる νタリエ F シ言ンに対する

化し、広指定化し、流動化も恒進される。 I認識の程度を知仏住民の側にどれ阜の能動

いうまでもな〈都市理境は人工的で、欲求 l的な働きかけや実蹟がなされているかを把握

の多樟化にともなう緊彊関係も、新たな問題 lし、それに応じた対策をたてていくことが何

となる。したがって住民の健康、体力、 νγi よりも必要である。

ャーの方向づけ、人工と自然とのバランスな| 府中市(東京効外)のある体育館で。え来

どを考えたレクリエーシ冒ン活動の計画的世| 館目的によって住民意識を、句鍾車志向型、

進カL必要になる。 I①授爾志向型、③余暇利尉型、④生活向上型

一般に都市は食村にくらべて、 νクリエー | と区分し、また体育館の利用形患を、の日常

ンヨン活動へ由志向性が強い。これは青少年 l化且喧〉ー時期型、@断続型、③，'a.1t、っき型

層が多〈、融械化した労働の密度が高〈、自| として、著参加実智を把握しようとしている.

由時間にめくま才、施設や、専門家にもめく |そしていづれの来館目的を持った人でもーそ

まれ、野外活動への欲求が高い などとい| の利用形態を R 日常化型"にしむけるべきだ

った諸条件をみても明らかである。けれども | と考えて街導を進めているo

これは決して満足すべき状惣ではない。 I このように地域レクリヱ ションの実態調

たとえば"生命や健康"回L 国民の大多融| 査や体験の結果に基づき、それぞれの地域社

が高い関bを示しているが、積極的に白骨の| 会の生活情遣や立地条件などを配慮しながら、

生活に、レクリエー一 γ ヲ〆をとり〈んでいる l地法生民のレクリヱー γ 冒Y意書虫色、クラブ

人は少ない。ある会員制の団地@スボー |多加者へ活動状況や施設の利尉のしかた、お

ツクラフでは、マット運動やトランポリン! よび住民の階層(ライフサイクル】などとの

を用いた、サーキ g ト・トレ{ニングを実1IIii I闇係から、住民のレクリヱーシヨンの志向性

しているが、昭和45年 5月開設以来、延べ | を導き出す必要がある。そしてそのような志

25 7名が入会した。けれども現在 B0名昌 | 向性を示す生民に対して、どのようう島方や

置が残っているにすぎなb、そしてや詑止ものの |条件を具備させていけばよいかを明らかにす

97ハ一セントが5カ月以内の会員となっている。|べきである。

I!加 l
仮 定 的 状 況

欲求度 代 償 | カ担ルシス リラク七 、/ヲン 余剰エホ岬 汎 イヒ

友人と雑談 ゴロ寝、散歩 ゴロ寝、散歩
鋲とツド錐( 拘猟.友人

友人と雑談ーパ
経味活動 的，狩猟 友人と錐説 談スポー

仕抗-事7狩関4、札連指読動、書釣、狩猟 ハ-ー7'、アー レ 1人で)、
ピ、 dヨY キン スポーツ(他人

n い グ、庭いじりな と)、パーティ、
ど家で晩酌 ジコンョタブキクント、グ、ス

ポ-";1、トヲイプ

テレビ、庭いじ ハ T '、7 レ 仕事関連活動、
仕読ゴ事書ロ寝、間、違テ君活レ愛歩動ビ、、

アレピ、ゴロ寝

仕り事な由ど連活動、 九ピナ、 趣ッ味h活動、 コンタクト凡ポ-";1 散歩
低い 他人と) 凡;f'-y(他人と〕

パーティー読書
庭k友d人い日じとツ錐り(一訪な人どで)

経味活動
':/3'7キング ドライブ

精神病院におげるレウリエーションに闘する研究{その 2 ) 

O 鈴木定 河野信弘 武井正子 矢島幸子 井上忠夫 神 山 須 直

〈琶ク谷病院) (順天堂病院) (販売堂病旋) (唖ケ谷病院) (順天堂病院) (順天堂病院)

研究の目的 ! 
我今が、レク療法の中で意図してきたこと で身体的な動きも不活発で他人との接触のあ

は、無為で自閉的に陥りやすい慢性分裂怠者 まりないもののチーム。

の社会化をはかることであった。本研究はス B 、砲企な窮状を示すものの混合グル プ

1'") 7対患者という働きかけをさらに拡大、 (比敏的経症のものを含む)

多直化するために、グループをつくることに C 、Bチームと同じ混合テームに男看謹人

よって、同じ社会的経験を意識させ、これら を含む。

の梓験を通じての患者同志のコミニュテーγ D、同じくパレーポール経酷のある看護婦

ヨン!こより、患者の社会化をはかろうとした を含む.

ものである。 文、グループごとにキ守プテンを選ばせ、

研究の方埠 氏のような動きづけを行なった白

グループ及びグル 7.内の個人を意識し、 (112カ月後の 7月中旬iι院内パレーポール大

白升の役割を判断して行動するという患者l乙 会を行なう。 121チームでの練習は、随時戸外

とョては、むずかしい人間関係を基盤とし、 にでて行なうことができる。

コミニュケーションのとれやすい空間でグー 又、 J患者の社会化がどのように行なわれる

ムが進行すること。人との接触が、ポールを かを観察するために、技術的指導は‘ノ'Aと

緩介としていること、発展性があり、興味を サーブのみにかぎった。期間は‘昭和 47年

持続しうることなどの理由でバレ←ポーんを 5月 17臼-7月 19日であり練習の経過を

とりあげた。グループ1<レク参加可能者のう B皿フィルムにおさめ、患者個人に対しては、

ちからバレーがールのグループに入ることが レク 言己録カードに行動記録をとり、終了後に

可能と考えられるもの約40名を選び、妓術 患者の意識調査を行なった。

的にはパランヌのとれた男女ill合の4チーム 研究の結果と考察

を編成した。 Aチームは、チームとしてのまとまりがみ

A、分裂病の世性的経過をたどり感情鈍麻 られず、練習にもでてこず自室ιとじこもっ
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レクリェーション研究情報

学会大会の研究先表よ P、と ζでは皆躍の研究の多考になるととを志じながら 2、 5の発

表畑内容を縦叶しますa

レウリエーション理論の妥当性に関する研究

他 団地図 勝(大阪体育大学)

[白 的 ーティに行く"などの具体的な15の活動を

本研究は、社会人の余聞行動のパターンを !あらかじめ列挙し、それらの悟動に対するそ

労働に対する適応のメカエズムからとらえよ lれぞれの場面での参加へ¢欲求の度合を5監

うとするもので、従来より論議きれてきた i措尺度でたずねたa

「余剰エネルギ説Jr代償説Jrカタルシ I(結果〕

ス説Jrクラクセ ション説Jr乱化説」の | 下の表は、仕事における仮定的状担と余暇

5つの労働と余曜に関透した「避凪学説Jあ |活動への志向との関係を示したもので、参加

るいは「レクリエーション学説Jを、直定的な |欲求匿の「高いJr低い」は5量階尺度によ

日常生活の場面で分析し、現代社会における |る各活動の平均値がる 5以上もしくは 25以

これらの学説の長当性を検討しようとするも |下の基場で区分し、この基準直に該当する活

のである。 I動だけを値の高い{あるいは世い}臓に列挙

[ 方浴した。

米国イ 'Jノイ州ディクーター市に生主「腔 1 表からもわかるように、余暇活動への志向

勤労者から層化抽出した 261人に対して |は仕事におけるそれぞれのE定的状況に応じ

「余曜行動質問調査察(L B I )を配布し、 |て劃むし、将徴ある対応を示している。すな

面接調査を実施した.. L B Iは上述した 5つ Ibち、これまでのレクリェー γ ョン学説から

の「レタリエー γ ョン学説」に対応すると考 |恒説的に推定されてきた活動形態がこの結果

えられる直定的な 10の伏配もし〈は場面 !からうかがわれる。たとえば、 「リラクセ

(81 t乱ati 0也、ーを説定して、その伏配の |シヲン状況」においてはあまり悟動的でない

後に選択するとEわれる余暗活動との関係を |家躍的なものに対する参加への強〈、また

明らかにするために作成されたものである。 1 r余剰エネルギー伏況」においてはスポーッ

10の仮定的な状配は、いずれも対象者が8 Iなどの括慢な括動円の志向が強くみられる。

常の仕事の場面で睦験すると考えられるもの I rカタルγス状況」においては、参加欲求度

で、たとえば、 f金曜日の夕方.今週を短り |の[高いj活動が少なく「抵い」活動が多く‘

返ってみると息をつく岡もないほど忙がしか !この状況に於叶る余暇への回畳間向が推察さ

った J (!Jラクセーシ軍ン状況)とか |れる。 r代償状況Jに関しても向後の聞向が

「仕事のことで話をしたとき、同僚はあたか |みられる。 r乱化状配Jにおいては、 ・友人

も自分を揖視したようなイヤな麿度をとっ剖 |と維説開"読省聞など仕事に関連した活動を

{カタルγス状況}といった質問彰式である。|援択しており.この説と一致している。

余聞活動については、"テνピをみる、

ているものが唱画あったため、こちらからの| 者が中心にな。て、制乙重要なボシ γ ，ンを

働きかけを楕極的に行ない看護企滑にも応提を|示め、一都のもののみが活躍し、 E面とりの

たのみ、まわりからの力ぞえを行なったが 6 ¥ こされるものがでてきた。これらめ暗向は.

月中匂になっても、どんなポ}ルでもわきめ|怠識調査にも見るととができる。

もふらずに一本でかえすような現象ができえ | 以上、 2カ月間の観察、意識調査、行動車

ず、他人を意識して行動することがなかなか |録などから、次のようなことが考察される。

できなかったが、 7月に入。て時々、ポシシ I(ト定閥、同じ経験を通じてグループに所

ヨン チェンシを行なったり練習にもどうに|属することは、患者の社副同跡る上に有

か参加することができるようになった。これ|効であると考えられる。喝グル プは、患者

に対してBチームは、はじめはAテ ムと司 |のみのグループよりも、理告チームの方がよ

じような傾向であったが、 6月に入るとキャ | い額向がみられる。③無為自閉的帽向にある

フテンを中心に男子が女子にハス.サーフ、 !患者のみのグル ブにおいても、外傷跡らの

νシ フを教え、ミーティングを行ない、グ i多面的働きかけによっては、生活面での改善

一ム中にも、タイムをとったり簡単なチ ム|が期待できる00グル プのリ ダの人選

プレーができるようになった。 Iは臨合的な観点A‘らなされるべきである。

c 、Dチームは、パレ の上手なものと看謹

人間関係訓糟としてのキャンプ白方法論について

0宮下桂治 井上忠夫

(順天草大学脹天堂大学)

キャンプの研究はこれまでに歓多くなされ | 人間闇悟のみの訓練に止まらず K.Man出れE

ているが.キャンフを人間関係訓練の場とし | が云っているように、自己、自発性、創造性

て意図的に仕組み、その効果を考唱した論文 |の回程等人間性を豊かにするためにも世立て

は少ない。 Iょうとした。過去5年間実験的にこの研究を

この種の研究川、キ守ンフ以外では‘ K. 経験し、メ間関係を主題としたキャンフの方

Lawinを中心とする Groupdynamicsの 1法を整理してきた。

基礎的研究に始まり、巌近ではLaboratoryI 次に方法上特に問題となった点について明

Training in !i.'阻anRalation白や I JIする。
s，回目ivityTraining 1n Human f a)主体を誰におくか

Relations I乙至る訓練が世界各国で実施さ l 回復設定やグループ分けを教師カ吟すな。

れている。著者等がキャンプを人間関係訓練 | た場合は. feed backの場面において教

の場としてとりあげ、そこへ、意図的に教育 | 師と生徒の身分的序列や価値観にとらわれ

を仕込んだ理聞は、キ守ンプの準備開始崎に、! 共感酎理解に立てない倒が多い。従って共

「あなたはこのキャンプにどんな目揮をおき | 感的相互理解関係や対等人格理企に基づい

ますかJの質問に対して約 7割までがJ 間関 | て主体的洞察発見を生み出す新しい民主的

係に係わる問題を埋起し.キ守ンフを過して | 教育方法によって可能になる。

よりよい人間関係への助長を望んでいること I b) カウンセラーの世翻

が明らかになったからである。人間関係訓晴 | 各グループにカウンセラ←をつけない場

の方法としては sensユtiv1tyTraining I 舎は、在劃を待。ているリーダ のみが変

の原理を応筒して仕組んだ.この原還は単に | 草するのが目立ち、グループが尭麗しない



のに対し、カウンセラーをつけた場合は、心 より‘グループ内のヨミュニク-'/ョンが

の探きを知り， Self concept1onを打 発展する傾向がみられた。

破することもカウンセラー介入によっては 吋体験の整理とその一般化

可能とな古た。提ってグループの尭展はカ 8.n白ralizatiDnlC.よって理論と行動

クンセヲーの能力次第にかけられることも の普遍化や一般化が必要になる、初期の頃

同時に明らかになった白 はキ守ンプ中1回で終うたが、 1回よりも

け話し合いと会識の重視 2回、 2回よりも 5回に分けて宅建錯した方

行動プログラムにおける対人接触上の諸 が壇解度は高iJ.った。

問題をはじめ、このキ守ンプ生活展開中lζ generaliZationの内容は

生起する全ての事柄を題材として「グルー Com皿unicat10n

プの話し合い」ゃ、会議で意見や感情を交 feed back 

換し合って、柔歌かっ的確に捉え行動修正 L申ader日hip

をしていく、いわゆる feadbackを体験 について行hS白na1tlvityの閣蔀乙務母止。

するという傾向がみられた。置にメ yパー 以上Sans1tivi ty Trainingの庫理を

から出た一つの問題もリ-，-一会議にかけ 意図的に仕組み実施してきたが‘その効果を

られ、その日のうちにメンパーに草されて 上げるためには、従来までの一般的なキ守ンプ

実行に移される. から鍍け去り‘メンパーを主体にしてカウンセ

d) プログラムの配列 ラーによる介入技術を身につけさせ理論セア

最初は単純型のものから次第に集団思考 ジョンで一般化すれば、かなりの効果があが

を要するプログラムへと発昼きれることに ることが証明できる。

主婦のレヴリヱーション活動白動向について

。大海 雅 子 奈 圃 遺 子 松浦三代子

{東京女子#育大学)(J栢壇手体育大学)(東京女子体育大学)

余暇時閣の噌大にともない、主婦のレクリ 回収率 配布回収率]
エ目ション活動も年有活発に行なわれている

蕗村水泳教室 I300枚 183枚 61.0% 
が、その実鱈はいかなる動向を示しているか

桐胸水泳教室 '50' I 70' I品川
を調査し、レク，)ェーション活動のあり方に

障計 450枚 253枚 56.2"
ついての一資料としたい。

現代の主婦がどんな暮し方をしているのか
(今回はとくに、水泳教室に子供を参加させ

近年さまざまな角度から主婦の生活時間調査
ている主婦を対象とし調査した。〉 がなされているo

調査対象 本調査より趣味括動の実睡を眺めると 87.7
益村水泳教室に子供を参加させている主婦 %と多〈の主婦が趣味活動があると解答した。

( 1 83名) その内容は 48種目もあげられた。それらを

桐朋学園水泳教室に子供を省参加させている 大き〈分聾すると表 11乙示された。
主明(70名〉

ll種主目

調査嗣目、方浪

昭和47年 7月 25日-8月 12目、 TO/

".-ト調査

…-"'一 一 一一一一

li連 i絡寸← J板。!

く b ね:6. ¥.Il.> 

。昭和47年度学会会費由納λについて

hよhよ正月，今年度もあと聾b少在〈在・9てまいbました。すで忙とれまで何回かKわた

って"ねがいしてきましたが. V:I~をだK昭和. 7年匿の学金費を納入いただけない方が，一都

さ，tまナ。大至急 2，000円を歩道t(ださるよう b甑"''''たします。

。按関誌『レウリヱーション研究 j第三号白原稿募集について

事務局ではただいま，槽閤酷「レクリエー γ ，ン研究」第三号の原稿を募集して孟，tます。

多〈のかたがたの揖椙をか待ちして"tます。ど連絡〈ださv>o

投稿現定は「レクワエーシ.0/研究」巻末をどらん下さい。ただし

設稿 期限第3号車輔〆切日昭和.8年 1月末日

論文の量タ先及び連絡先 東京都渋谷区神南 1-1-1 岸記念体育館内

{財}日本レFリエ-yoY協会気付 日本レクリエージョン学会編集部

。新λ会員由紹介 {昭47年9月 -11月まで〉

氏 名 動務先 自 宅 住 所

池田 勝大阪体育大隅師 大阪府茨木市橋の内 3丁目 14-2 8 
0726 
35-5095 

森 部宏英 東大大学院 三居市下連雀 ""21の6東大井白頭寮
0422 
43-4722 

佐産幸子 仙o台22大4学51助4)1手121 宮似由揖大畢築学田郡柴田町字船岡山崎1の 1 02245 
4-1121 

択村 縛 東京都府中市本町 4の7の4三根方
0423 
62-6195 

山 崎友丈 浅04井75病5(2)院2330 足立区梅島 3丁目 43Q)20 03 
840-4475 

権谷寿翁 大o阪6('工:95業2)大3学13助1手 奈良市鶴舞町商ー香 2.号 204 
0742 
48-6851 

池間湾立 同ヨ日ン本協会レクoaリ46エ8113シ81 横浜市青緑葉区台青団葉地台131 41o 1 3 045 
982-8435 

篠塚博道 開毘)0休4暇6楠......会 千葉県松戸市栗ク沢 770
0473 
87-1908 

国馬善郎 郡山女子大# 郡山市咲a2-17-14 02492 
2-4764 

染谷障子 {日.，本1)青年0租18臨1語会 杉並区和泉 1-33-1 齢木古

大沼孝緯 東旧輝日夫(望58)書12員11 神奈川5県-相1橿4原1市o南台中谷荘
0427 
45-4787 

小野掴芳 東教大大学院 世田谷直上北沢 3-1-3 検坂方
03 
302-9555 

大森雅子

常務患者F
東京都立川市羽衣町 2-52-2井口方

0425 
24-4456 

斉産正岡 名古阜市千種区赤坂町 6-70
052 
711-1955 

/1:"趣味活動の状態としては 内容山 |の話逼ができたG 生 時bができるoスト

ると考えられるか，表2むよう K示された。 レA 解禍，c在る。心豊かな人間Kなる等と多

(v利点を掲げて賛意を示しているととが判

表 2 粧味活動の核態 った。さら忙現在行なっている量味活動Kつ

思いついた時K活動ずる 58.1 % ※ 
いて将来どのよう K尭接きせているかをみる

定期伽活動する 29.7骨量を
と，約半数が生産続けていきたいと解答した。

次に主婦のスポーツ活動Kつhて調査した。
暇ができた時活動する 2Z0唱の:

それKよると，主婦Cスポーツ桂腫種目を上
毎日活動する 0.9% 為る

相し 9.9私z位 5種目をみると， 1位』阜球. 2位，パレ

ーポール. 3位，水泳.4位，ダンス. 5U[ 

さらに夫の定味活動への理解状況をみると スキーとあげられた。

凸 3.5%と半分以土地:理解をしていると止が 止に家族スポーアの実態をみると全体の

判ったo理解を示して 3る理由として，共通 I 5:附笑際忙活動しているととが判った0"

表 3 家主主スポ ツ活動の実盟(土位 7位変で)

菌根 種邑名 鴨 笑描場所 9ら 定位相手 % 楽

1 パドミント y 36.7 庭 38.1 家族全員 1 26.6 重
複

2 水 詠 31.7 プール，海 36 7 兄 弟 33.1 の
為

5 ポーリング 245 ポーリング 24.5 主人と子ども 230 1国

4 ス Fキー 1 87 スキー場 1 8.7 主掃と子ども 15.1 4越を品

5 畳山ハイキング 17.3 山 18.0 夫 12.2 え
る

6 卓 球 14.4 あき地 1 01 失問と子ども " 
7 パレーポーJレ 1 2.2 道 路 虫4 失 婦 6.5 

合また，主婿むスポーツクラブの程駐の有無 佳子孟化されてあ、らず，また内容をみると笑韮

I !てよ b家族K晶、けるスポーア活動がどのよう をもねらhとするものが多いととが判った。

念傾向を示すものかをみicoそれKよると桂 主た，主婦のスポーツ活動や家族のスポーツ

駐の有無Kよる特男の変化はみられず，それ 活酌がまだまだ少ないととが判った。とれら

らよりも家族の状配や生活環境等の影響の方 を過して考えてみると，主婦のレク '1エ-'/

が強hように思われた。 宮ン活動の実~は，重量力11の意識は充舟K向わ

以上を通してみると，主婦の趣庶活動は大 れるが，積極的虻活動がわ在われていなhと

半が趣味を持つてはhるが.活動がまだまだ いう曲向がみられた。

「 大会での一一一…

残部ある限夕、 1都 200円でかわけ Lます。
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Ot!2048 
2108 

0467 
46-3819 

0565 
45-0971 

0466 
22-6833 

@ r老人レウリヱージョン研究会 J
の活動に参加しませんか

とのたび山崎進氏，高橋真照氏j 前川峯雄

氏，塩谷宗雄氏らが桂昌舌人K念って. r老人

レク 'Jエ ション研究会」を結成するととK

~9ました。老人のレクリエーシ曾ン問題に

聞むをむもちの会員の方々は，次の住所IC"
問い合わぜ〈ださい。

食山崎進 目黒区三自 2-1 0-3 5 

中輯目黒マンション 201号室

買主古 03 (715) 0617 

(，i) 1月定例研究会のお知らせ

1月の定問研究会を次のとかP開催hたし l 

をす。万障企〈タ合わせのうえs ご出席〈だ I 

さい。

日時昭和 .8年 1月 25日(木) 午

桂 6時ょp

場所岸"，$体育会館会話室

話題 「週休日制実箱一現状と帽

点」

※話題提供者Kは，すでK週休 2日制

を実施している会社@方々を予定してい

ます。

@"レウリエーション白守向日本レクリエ

ーション協会尭行"が出来ました 3 嗣入用のブJ

は，協会内需品謀るて，会申し込み〈ださいo

-t~ 300円(送料とみ)という特価で企わけ

しをす。

申し込みに当勺ては，学会凡というととを明
記 Lて下さh。

.';~<(ç，j 
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学会こユース必 9

June 1 9 7 3 

日本レクリエーション学会

=宮本号の内容=

。 田和 48年度臨会報告

。 連絡【学会大会. 6月定倒研究会，機関詰 4号の尭行，九州む也匹学会宝飾会

の結成ーー企ど)

。 研究報告(昨年度定制研究会主 9) 

く盛況だった学会総会〉

5J; 26日〈当初4月末KO予定されていた l行置をも誇るととができな〈なった現実から

が，ゼネスト@ため 1カ月延期されてとの日 i 凶尭ナへき乙と令指摘する。

K老ヲた)大阪市Kある大阪ガス岩崎νタリ l そして現代の直面ナる余曜時代は，生窪田

エーション センターで，日本νクリエーシ l路の中K生活回路があるのでは老(，生活田

.~学会輯会が聞かれた。とれ Kは大阪府νl 酪の9'K生産圏障が含まれるような時代であ

ク協会が全面的陀協力し午前中は，府νタ協| る。もはやマスプ包ダクショ~'"主る画一的

の「研究協議会Jとし，学会員以タキのメンバ|供拍では人々は猫足ぜずa 個性と好み陀よる

ーもひろ〈参加して「現代社会にかける νタ i 自由選択の幅がひろげられるとととそが課酉

リエー γ 冒 γの世寄りと題した2つの間百貨を 1'"怠る・とのと左をふまえて，松田氏はνタ

聞いた リーダーの発想の転換の必要をとき・余曜

まず，前川峯雄東京教育大名誉教皇が，時| ヨミ sニテ 4・を建設して，臼常生活の充実

問a空間の変化と情報量の砿大とh ラ3つの | をめざすべきととを説¥nft.午後からは，学

面からν;J"ーを考ι 現代のνゾ守 が |会臨会が開かれ. 47年度の事業報告決算r...を払ョて.ν，;，;...-産業の誼営したも |報告と.48年産の参集計画 予算案が象器

開乗るJ式の色彩が強いととを指摘した. 1された・制改選では.前川蝉会長.!I:橋

そして，レタリエー γ.>'走るものは.νク l慎四郎理事長はじめ，旧世員の待遇と，さら

「活動のうち「自分同坤且し.社会的 l同減理事の追TIn'j)t認められた。関西支部K

Kも認められるもの」と考えて，レ γ ャーを | つhで九州支部の結成が軌道にのりつつある

よbよいもの陀してい〈活動にした¥n.と述 | ととが報告され...臨会のあと「週休 2日和l

ベた と萩嶋νタjをめ〈る γyポジウムが聞かれ，

余曜開尭セ Y ターの松国義孝氏は・生活の l'駁場νタをめぐるい〈っか町4題点がうき陪

余唖化・がすすみ余暇を自きにしては産業も I !JKされた. (次号で詳報の予定. ) 

昭 和 47年度日本レクリエ-"./ョン学会事業報告

。研究・調査活動

111 第 2国学会大会の開催

く期日> 1 1月 10日

〈場 所〉 臼木都市センタ

〈内容〉①研究費表 。 34題

@シンボ νウム

討議メンバ : 会田昭一郎氏、斉藤定雄氏、三原

忠雄氏

司 会:浅田隈夫氏

テ ー マ都市化する社会K~'ける地埠レ

クリ z ーショ YC尭展のため K一

地域住民のレクリエーシヨン意識

と生活構造ー」

書長抄揖作成

121 昭和 47年度学会総会シンポジウム白閲憧

く期日> 5月 20日

〈場所〉 日本都市センター

〈内 容〉 討議メンバー: 鴨谷正夫氏、佐藤忠好氏、条野豊氏

氏、前回得氏

司 会: 長苔川崎三氏

テ マ レ ク リ エ ー シ ョ ン 行 政 の 現 状 と

展望J

131 定例研究会活動

① 江山正美氏、常藤恒良氏、 「自然保護からみた野外レク@諸問題」

月 22日 岸配企体育館

昭和 48・49年度の新役員決定される'/

聴会の席上，次の方々K田和 48・49年度の控員をb願hするととが.満場ー官設で決定さ

れ吉しえ.とれまでにも相して，学会活動を充実させて¥n<ためK.会員の皆樟の積極的な意

見を9寄せ下さ"'.

名嘗会畳三笠宮崇仁親王殿下

会 長前川義雄(大正大学教担】

副会畳塩谷宗雄(大正大学童担)

三隅連郎 t関東学院大学教畳)

林 実(地域針画研究既)

前野淳一郎(丸ぺースヨンサレタノ4翁

師五ー{罪型空安高官毎育)
巻 正平(f育費者ι官軍研究所)

費在宅E慢ー(中央大学}

青木泰三(大阪府立大学)

西山勝二(大鹿産業大学)

掘口 宣言〈同志社大学}

鈴木勝街(福島大学)

山崎 進(格瞳女子大学教置}

}
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粂野 隻(文怒省体育局 東根俊一{名古屋市レク協会)

緩所辿太【国立武蔵療養所 団 琢磨(島根大学)

高橋和敏(東海大掌教担 秩吉嘉範{福岡教育大学)

図村喜代(東京学芸大学教盟 経歴陽一(福岡大学)

高橋真照(8本学校安全会監 事全壊弘(日本体育協会}

l 悩ロコンサルタY ト
長谷川純三t来車教育大学助教置)I監 事 出口一重t豪語所

会員状況(岡和47年宜3月現在)

② 小川寿一氏、 「レジャー・レクリエーション -7-9ズム白相関関

係(特Kトライアングルアプローチ)を探求して椙乗効果を導出ナる

研 究j

月 28日 大阪成康女子短大

@ 池田勝氏、 「アメリカ陀かけるレクリエーショ Y研究」

斉藤定雄氏、 「国際プレイグランド会議忙参加して(報告)J 

1 0月 20日 岸記章体育館

@ 桑原鶴男氏、高頼逮三氏、 「週休 2日制。現状と問題点」

月 25日 岸記念体育館

⑤ 「卒業論文発表会 若者自レタ研究意識J

5 Il 2 3日 岸記主体育館

1'1 老人レクリエ ジョン研究会自発足

。広報活動

111 機関誌「レクリエーショ γ研究(A:i2 必 3) Jの発刊

121 学会品ユース(第 6号~第 8号)白発刊

!@ 組織の鉱充

111 学会近畿支部会結成大企

4月 8日 大阪成践女子短大

機近畿支部会で昭 47年度忙行注われた研究会活動

① 青木泰三氏、 「日本ユースホステル運動。現状と展望J

月 27日 同志社大学

@ r学生白卒論発表会J

5月 20日 奈良女子大学

-120 



月 26日 大阪市ガスピル

[3[ 定例研究会活動・ u 年1'C5回を予定(うち 1回目近畿支部会と合問、

111 第 5図学会大会白開催(各個研究発表、課題研究発表、シンポジウム

(次期繰越金}

ー仁豆工36 1 

[4[ 研究・調査活動ー ー 「老人レクリエー γ ョン研究会J

(支出)

巴92，6 2 4 1 

1 0月 25日 茨城県水戸市

[2[ 昭和 48年度学会総会シンポジウム

近畿支部会は年忙 5回を予定)

1
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昭和 48年度事業計画

。研究調査活動

。広報活動

念ど)

[1[ 機関誌「レクリエーション研究 (A;;: 4， ) J '"尭刊

[21 学会ユユース(第ヲ号~軍 11号)の発刊

総会・シンポグウム

研究会

研究会

近畿支部

。組織の広充

月 |内容

4月|総会事pよびシYポジクム 櫨関誌必三発行(前年度分)

5月 l 学金二 a ース

6月|定剖研究会

7月 l定例研究会(近量産主部会との合同}

8月

研究会

学会ニユ A ース

学会.::....-ス

学会エユース

9月機関茸 "'4> 
10月 1;第 5国学会大会{罪棋県}

会
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究

究

研
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例
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定
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周
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目

n
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2月

昭和 4 7年度収支決算報告

<収入白部〉 単位 円

項 目 予算 決算 差額盆 内 容

前年度操越金 1 88，405 188.405 o 

入会金 100.00日 44.000 d. 56.000 1 QOOx44名

会 費 930，000 568.140 L'>.，361，860 正会員 258名x2000 

s.46存否定分会費8名x2000 

学生会員?名 x1 000 

特H'出員 4名

大会委参加費 200.000 159，200 '" 40β00 

雑収入 1 00.000 20.215 d. 79，785 

日レタ担品会よタ繍助 。 80，000 60.000 日1-常L事て務費，事務局出張費，食事代

百十 1.518，4口5 1，059.960 d.4S8，445 

く責出田部>

項 目 予算 決算 差額(議) 内 時t主「

事;;;費 130.000 69，‘ 350 心 60.650 臼常事務消耗品代

事務局出張費 '7ルパイト代在ど

会議重量 80，000 23.370 d. 56.630 部屋代(理事会 6回，幹事会2回.

署員会1回)，食事代

通信費 t 20.00日 7曳845ム 40.155 印栢肋郵送，その他の連絡

印刷費 660.日目。 564，220 d. 95，780 槽闇酷(必2 Ai3).学会-.ー

スなど

例会費 50.000 22，600 d. 27， 400 謝礼.部屋代走と

大会費 200.000 157.129 .o.. 42.871 会場費，Ii!看緩，アルバイト，とん

だん会費，プログラム・抄蝿代

臨会費 50.000 46.11日 L'>. 3.890 会場貸，謝礼念ど

支部助成金 30.000 30.000 。 近畿支部

研究調査資 50.000 016 50.000 

予備費 148，405 OI.o.148.4日5

計 1，518冒405 992，624 6525冒781
5月 l定倒研究会

i i荊iHHL
会丸州レク学会日本レク学会丸州支部盟立総

会が間健されます.

期日 6月308(土)

ー時間午後 2時半ょ p

¥場所 福岡市東区千代松海福岡市民体育館

学会申込者約 100名

， .参加申込み方法

福岡県宗像郡宗像町赤間 729福岡教育大

学運動学研究宣言内 秋吉事続氏支で

合九州レク学会(九州支部会)設立配念行事

ー朗日 6月 30目

・時間午前 9時半より 12時

場所相両市民体育館(町東区千州

内容 高官合者νクリエー γ.，..のつどい

遊び1ましよう/111i T主しようノ歌いをしよ虫ノ

合 6月定例間究会に御出席下さも¥0//

新世員の体制もととのったととろで，今年

度第 1目白の定伊研究会を下記のよう K開端

するととK攻 bました。

ζのたびは与全国勤労青少年会館(サンア

ラザ・ 6月K開館)の集会室を会場と L 勤

労青少年。生活意識や余暇の実憩陀ついて.

討論するととに左 bました。念事、館内の施設

見学も行老いたいと予定して"Tます巴

合"第三回全国レクリエーショ

ン学会大会"について

第三回全国 νクリエーγ."，学会大会は例

年通り「第 27回全国νクリエー γ."，大剖

の前日-=，下記のと公P開催されます。

期日 10月 27日(土}

時間 午前 12時ー午桂 5時{予定)

宿所主城県水戸市毘会館(予定)

Q学会大会で研究発表をするよろに，今か

ら御準備下さい次号のエ s スで，会員の

rl参加申込みJr研究尭表串込み」を正式K
受け付けます. 蹄切8月 15日

女・昭和 48'1':官学会会費"の納入について

昭和 48年度学会会費を未納の会員は，で

きるだけ早い時期K事務局完全量り下さい.

女"世間昆「レクリエーション研究JNa4の

先行について

融関誌「νタリヱ -'./3;/研究JJ係4を発

行加たします.原稿をを寄せ下さい.〆切崩

日は 9月末日です.

日時 6 Fl2 9日{金)，午後5時 50分よ

り
繍所全国勤労骨少年会鎗(サンプラザ)8 

陪集会主
※国電中央線中野駅前

話題担供者 錦木春男氏(千葉大学教養飾助

教授}
テーマ〔予定) r削除誇青少年明レヲャー，

レクリエーション』

会おことわり

聴会で行念われた講演，シンポジクムKつ

いては，次号の~.ースで掲載加たします.

昭和 4 8年度予算案

<収入白項〉

項 目 予算額 内 客

前年度繰越金 67， 336 

入会金 50，000 1000x5a名

会 費 800，000 正会員 ZOOQX36D名

学生会員 lQaQx20名

賛助金員 20.00DX3名

大 会 事 加費 150，000 当日参加者 1，QOOX150名

雑収入 100，000 利息、資料代在ど

苦「 1，167，33 6 

<支出の項〉

項目 予算額 内 容

事務費 60，000 学アル会封バ筒イ自ト伏作成・事)務周出張費、事務用品(合

会議費 50，000 部 屋代{理事会 6回 、 幹 事 会 左 ど )

通信賢 100，000 印刷I物郵送、会員へ由連絡念ど

印刷j 賢 400，000 俊関誌Aii4、学会ニュース他

例会費 40，000 謝礼、部屋代念ど

大会費 200，000 会場費、プロ Fラム代、謝礼念ど

総会費 150，000 会場費、交通費、謝礼左ど

支部助成金 3 0，0 00 近畿支部

研究調査 費 1 00，0 IJ 0 「老人レクリエ ション問題」企ど

雑 世 7，336 

予備費 5日，0日日

計 1，167，336 

-121 
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大阪府立大学青木事三

1909年{明治 42年】商ドイクのアル I.~活動としてユースホステル運動が.当初

テナ域内K簡素在宿泊施設をつ O.青少年 I(真)の精神K基いて発展しているのだろう

のためκ始めたユ スホステル選曲がa ヨ司| かを考えるの効Z動植であ9.協会組織緒世

ロタバκ広がL アメリカ，ァ νァK渡D金 I(ホ戊テル).指埠者〈ペア νントを吉めたり

世界陀拡大していったーター l.ユ【スホステル行輔の点を追求

それが殺が固では 1951年(崎和26年)!するとと Kよって将来慢を且望 l.その方向

臼本ユースホステル協会 (J • Y . H)が註! を考察するのがζの研究委員会(代表 背木

立 l(大阪ユ スホステル働会は 1956年.!泰三〕の目的である。

昭和 31年K註立した. )年と共κ盛んUてを | 第一車用として別抵のよう在ユースホ~テ

り .20余年を理た今日日本のユ-~ホステ |ル運動K討する主として意識調査を 2000

ル活動は会員位{世界的 220万人，日本人 |余名医アンケートしたものに主フて現状を杷

約 60万九大阪約?万人〕ではドィァ，ィ |極分析する乙とKした.その結果は 4月下匂

ギリスκっさ第 3位，ホステル数(世界約 |何等かの形式で発表会を持つ.

4500，日本的 600)でもトイツ，ボー | 今回はその一部①ユースホステルの知名度

ラントにつ〈第3世と峰盛を極め，国際的K I Kついて.@;嗣名度の高h女性(大学生 184，

も指導的世割を果すまでK到ョている・しか l名.一位〈膿事長人)1 a. 9名， lJ-~'- a.l. 

るに圏内聞て仕組在る科学控術の唱桝 l名，胡 214名の針 868名ー穏について

高度。瞳済成長のおかげで.公害の多量.自 |報告した.

然の後腹や毛ラル@低下等Kよって，会員数 | その橿.ιースホステル活動について意見

やホステル散はGNP並K成長してhるが. Iの交倹を行い，今後の研究調査の惨考陀供し

背少年社会教育の一環たる野外νタリエーシ iぇ.
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ユースホステノレi重動の将来展望

大阪協会主 E運動研究委員会の活動

研究報告(定例研究会よ!? ) 

②
一
定
空
間
の
中
に
ど
の
位
の
抵
の
人
間
が
ゆ
同
日

μ
外
の
偽
値
ν
タ
リ
千
l
h
y
g
y
皆
砲
の
距
離
層
を
被
験
者
に
理
ば
せ
・
ふ
れ
を
儀
納
得
的
充
実
を
は
か
る
う
と
す
る
努
努
か
ら
逮

入
り
込
ん
だ
ら
、
そ
の
空
間
の
適
正
許
容
措
と
」
の
均
げ
は
ψ
l
@
に
図
a
m
m
n
N
S
m
《
緩
り
返
し
て
い
く
と
.
一
定
の
航
に
丘
づ
い
ざ
か
る
・
こ
の
よ
う
な
不
自
然
な
労
働
と
余
眼

な

る

か

を

知

る

た

め

に

、

第

-

段

階

と

し

て

作

樹

で

問

)

コ

与

え

方

を

持

入

す

る

.

て

く

る

・

の

形

"

に

は

今

後

問

題

6
獲
る
.
、

;

:

1

1

ン

利

用

笠

間

の

環

境

イ

メ

t

U

9

a

d

z

-

な

が

ら

利

用

に

供

す

る

壁

画

書

人

と

人

の

草

に

は

心

均

約

-

t

k

匠

-

g
s・

D

生

き

に

よ

っ

て

求

め

お

一

一

四

日

2

2

H

然

の

書

官

応

じ

て

そ

の

型

破

な

作

用

が

あ

る

・

た

と

え

ば

足

?

十

ぎ

望

国

民

ス

ポ

ー

ツ

政

策

-

階

と

し

て

そ

の

環

境

イ

メ

シ

と

一

致

す

る

G

7

4

月

を

E

、

利

用

を

制

限

し

、

開

て

も

自

分

の

空

間

が

お

か

さ

れ

た

一

一

事

し

里

へ

の

期

待

に

つ

い

て

-

z
tは
そ
の
イ

f
Z型
産
緩
や
ぬ
X
0
2
1
決
定
す
る
必
望
号
・
収
容
力

t場
合

E
あ

る

よ

う

に

、

常

に

員

約

聖

E

号
室
専
喜
高

セ
問
卸
視
線
を
・
m
神
物
理
学
的
測
定
法
ハ
注
)
に
に
は
、
‘
F
4
4
n
臥
容
力
、
心
理
的
収
響
力
、
生
で
あ
る
・
心
理
的
距
般
の
、
こ
う
し
た
考
-
一
一
-

里

中

野

明

容

量

よ
り
測
定
す
る

λ
突

般

に

よ

る

と

岡

町

に

お

い

仙

沼

山

山

，

v

M

な

い

と

a

考

え

ら

れ

る

が

、

こ

れ

ま

え

方

を

科

学

的

に

処

理

し

た

の

カ

膨

・

-

一

遍

て
帆
お
と
後
民
の
問
問
は
約
四
O
m
と
な
"
・
2
ν
'
4
1
シ
a
y
地
蟻
と
し
て
第
一
ー
と
第
濁
理
協
M

で
あ
る
・
こ
の
建
論
に
よ
れ
総
理
府
の
「
凶
民
の
ス
ポ
ー
ツ
意
織
に
関
す

こ
れ
が
他
人
を
気
に
し
な
い
で
自
然
夢
近
の
M

丸
一
の
竹
叩
nr
的
.
心
m
碍
的
収
容
力
と
い
勺
た
人
的
ば
、
上
高
地
の
河
震
織
で
逮
〈
の
山
々
を
る
伺
査
』
の
中
か
ら
・
『
あ
な
た
は
将
来
の
ス

分
を
均
喫
で
き
る
数
値
と
な
る
J

州
一
一
川
a
問
先
さ
れ
て
き
た
.
そ
の
結
果
と
し
な
が
め
て
い
る
人
々
は
、
入
札
P

一
人
の
厄
緩
ボ
ー
ッ
に
対
し
て
、
置
は
ど
ん
な
政
策
目
僚
を

2
4
ο
山
I
U較
的
歓
偵
を
ベ
ー
ス
と
し
て

.
K

て
山
口
略
。
ひ
き
忽
こ
さ
れ
、
人
々
は
快
適
が
警
志
し
て
い
て
も
、
一
俊
倒
路
に
配
け
た
て
る
べ
き
だ
と
思
、
ま
す
か
」
の
質
問
項
円

山
正
文

o
e腎
回
見
詰
〈
注
》
に
よ
る
人
間
の
同
比
三
山
4
粁
恥
か
ら
舗
疎
外
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
る
人
々
の
散
を
の
し
か
た
よ
り
、

ι俸
函
を
、
企
集
の
従
業
員
と
地
縁
社
会
の
住
民
を
対

取
主
同
ν
ベ
ル
《
怠
値
》
と
の
補
正
、
グ
ル
1
し
支
，
s
-

今
後
、
新
し
い
ν
タ
地
姐
鳴
を
開
発
が
せ
ま
い
、

L
C
い

え

る

@

象

に

そ

れ

ぞ

れ

調

査

し

た

・

，
M
間
幌
に
作
J

M
別
止
を
行
な
う
-

P

る

向

山

手

し

て

、

自

然

の

側

カ

ら

の

第

三

の

-

一

-

a

調

査

の

結

果

、

企

宅

地

媛

社

会

と

も

に

、

毎回司
I

止

慣

・

一

六

O

れ

畠

八

m

v

を

計

両

サ

事

川

火

活

主

品

に

入

れ

て

い

カ

な

け

れ

里

一

-

E

眠

、

環

境

の

充

実

を

重

量

す

る

人

々

が

多

か

占
と
し
て
作
m
化
し
克
O
m
で
公
式
を
つ
〈
・
4
2
い
・
そ
れ
と
同
時
に
・
ν
i
z
-
-
一
労
働
と
余
暇
一
一
z
・
そ
の
中
で
も
顕
著
だ
う
た
の
は
・
聖
域

z・
J

J

a

y

q

州

に

は

特

性

に

応

じ

た

環

境

と

し

て

-

一

東

京

女

子

休

刊

大

学

一

-

社

会

の

女

子

に

対

す

る

施

段

、

環

境

へ

の

配

慮

-
S
川
河
川
"
に
お
け
る
適
E
以

富

力

人

数

は

花

火

の

大

さ

き

を

覧

闘

し

な

け

れ

ま

な

ら

な

い

が

、

-

一

一

-

カ

欠

け

て

い

る

た

め

‘

ス

ポ

ー

ツ

の

複

会

が

著

e

-

足
向
妙
子
一
-

に
よ

t

r

o

め

直

す

と

し

て

適

正

入

り

込

み

罰

算

定

法

-

一

-

し

〈

少

な

い

と

も

う

こ

と

で

あ

る

・

今

後

!

ス

日

会

応

川

し

て

い

き

た

い

・

(

指

導

e

進

士

五

十

八

現

代

の

労

働

形

態

の

中

可

労

働

の

主

体

に

ボ

『

ツ

政

策

と

し

て

大

い

に

期

待

し

た

L
分
野

1

4

7

戸

川

山

正

与

な

れ

な

い

人

間

に

焦

点

を

あ

て

て

、

労

働

と

余

で

あ

る

・

?

一

同

〔

-
5
u
Z
2
2
節
、
環
境
庁
の
委
託
府
憎
ん
暇
の
哩
主
的
な
関
わ
り
合
い
に
つ

L
て

考

粛

し

里

児

童

の

屋

外

の

遊

び

に

=

一

一

助

に

よ

る

》

た

も

の

で

あ

る

a

-

-

一

一

い

(

喜

仕

事

そ

の

も

の

か

ら

は

必

ず

し

も

日

神

的

充

一

一

関

す

る

研

究

日

比

山

川

山

S

D

セ

マ

γ

テ

4

ヲ

タ

デ

4

フ

ァ

ν

y

シ

突

は

得

ら

れ

て

労

働

時

間

の

短

縮

カ

週

休

二

E

l

l

滋

ぴ

の

「

相

場

」

を

中

心

に

I

l

-

-

蜘

川

叶

肌

キ

ル

法

の

こ

と

で

‘

ほ

と

ん

ど

の

人

に

共

同

制

の

採

用

と

い

う

形

で

、

仕

事

以

外

の

的

関

空

奈

良

女

字

大

学

文

学

寄

敏

育

学

将

一

-

h

み

記

泊

し

た

i

z

定

め

る

調

査

法

を

い

が

ま

と

め

ら

れ

て

く

る

と

、

今

後

、

ま

す

ま

す

聖

書

軍

放

喜

仲

Z

H

一

』

山

う

・

こ

こ

で

は

、

例

え

ば

n
姐
絡
N

と
い
余
暇
志
向
型
が
，
a
i
え
る
だ
ろ
う
と
予
怨
さ
れ
ハ
目
的
》
最
近
の
社
会
的
変
化
に
伴
い
、
周
章

川

一

一

山

}

口

史

に

対

し

て

ど

う

い

う

現

時

か

い

い

る

・

し

か

し

、

女

性

に

と

勺

て

は

、

毎

日

の

労

の

遊

ぴ

は

、

そ

の

賓

と

量

を

変

容

さ

ぜ

て

き

た

山

「

一

断

と

思

う

か

の

共

通

イ

メ

ジ

を

求

め

る

・

働

時

間

の

短

縮

の

方

を

む

し

ろ

虫

む

傾

向

に

あ

と

思

わ

れ

る

が

、

こ

の

調

査

で

陪

、

屋

外

の

遊

ノ

山

一

山

精

神

物

理

掌

的

濁

定

法

S

D

法

で

求

め

た

る

と

L
ろ
@
休
日
が
唱
え
る
傾
向
の
う
ら
に
ぴ
に
焦
点
を
あ
わ
社
、
遊
び
空
間
と
し
て
の

j

U

J
一

日

イ

ノ

ジ

を

よ

り

具

体

化

し

て

、

こ

こ

で

は

、

五

の

労

働

時

聞

が

長

〈

な

る

と

い

う

し

「

場

」

え

遊

び

仲

間

の

い

る

「

場

」

と

の

商

』
H
N
h
.

円
閣
踏
の
イ
メ
!
シ
を
長
珂
す
る
た
め
わ
よ
ゼ
カ
出
て
き
て
唱
ひ
い
て
は
、
余
曜
で
の
側
面
か
ら
考
貨
を
加
え
る
・

収容"αお)=

且E韮耳長(m~~~)"'!-X3.5(人〉
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ハ
方
注
)
過
省
地
民
(
男
一
十
日
名
、
女
子
的
得
手
は
「
学
伎
の
陶
般
生
〔
過
密
六
六
・
口
十
分
あ
て
は
ま
る
も
の
だ
と
思
う
・
動
に
対
す
る
影
審
に
つ
1
v
て
は
、
大
学
受
検
が

名
V

と
農
村
地
仏
(
見
4
7
臼
名
女
子
日
名
》
%
・
a
村
四
五
・
九
%
と
が
多
い
・
ま
た
、
進

3

社
会
体
育
行
政
へ
の
要
望
運
動
爾
活
動
へ
の
怠
加
を
さ
ま
た
げ
る
重
要
な

の
小
学
校

6
q生
児
童
を
対
徒
に
、
ァ
九
七
三
ぴ
の
伝
承
も
学
伎
を
中
心
と
し
て
行
な
わ
れ
、
結
設
づ
く
り
を
望
む
声
が
大
き
い
・
m
購
入
の
要
因
と
な
っ
て
い
る
・

年
-
-
月
無
記
名
応
よ
る
貿
聞
紙
法
で
凋
「
学
伎
の
友
だ
ち
」
「
授
業
」
か
ら
と
答
え
る
希
盟
す
る
も
の
は
、
プ
ル
、
公
園
、
体
育
高
校
生
は
能
力
に
か
か
わ
り
な
〈
誰
で
も
巡

査

.

者

が

多

、

.

〈

過

程

四

九

・

五

%

、

農

村

五

六

・

館

、

稼

銭

ヨ

1

ト

、

運

動

織

の

順

@

学

後

施

設

し

〈

で

き

る

よ

う

な

活

動

、

し

か

も

価

値

の

あ

〔
結
果
と
省
察

)
E遊
び

時

聞

は

、

両

地

区

と

一

%

Y

が

開

放

さ

れ

れ

ば

過

半

数

治

利

川

し

た

い

怠

る

さ

ま

ざ

ま

の

文

化

活

動

に

触

れ

る

ニ

と

を

望

も
約
二
時
閣
で
、
“
な
倉
は
な
1
1
遊
び
渇
の
ハ
鏑
峰
)
児
童
の
遊
び
は
、
ほ
と
ん
ど
が
学
筏
向
.
桂
会
体
育
専
任
指
場
者
を
お
〈
こ
と
に
ん
で
お
り
、
そ
れ
ら
の
活
励
を
猶
備
す
る
で
あ

契
闘
は
、
的
同
堆
を
規
定
す
る
の
で
は
な
〈
、
を
舞
台
に
営
ま
れ
て
い
る
@
遊
び
織
の
制
約
は
、
ほ
と
ん
ど
が
賛
成
で
、
ス
ポ
i
γ
を
す
る
ろ
う
と
考
え
ら
れ
る
必
修
タ
ラ
プ
活
動
は
、
高

む
し
る
、
内
奮
を
鈍
定
T
る
の
で
は
な
い
か
と
は
、
遊
び
の
抵
よ
り
内
窓
に
強
〈
修
習
を
与
え
場
合
司
仲
良
し
グ
ル
ー
プ
で
や
り
た
い
人
が
設
校
生
の
欲
求
を
満
た
し
生
活
を
盤
か
に
す
る

考
え
ら
れ
る
e
m
v
「
よ
く
行
な
う
遊
び
の
種
て
お
り
‘
や
り
た
い
と
思
う
球
銭
も
浦
足
に
で
も
多
〈
、
既
婚
者
は
家
族
と
や
り
た
L
人
も
多
と
と
も
に
、
文
化
活
動
の
技
術
と
自
由
時
間
を

M

ど
に
は
伝
統
的
な
遊
び
が
か
な
り
見
ら
き
な
い
状
況
に
児
童
は
世
か
れ
て
い
る
・
い
・
奈
良
県
で
は
、
国
体
活
鉄
雄
酬
明
か
進
め
ら
有
効
に
す
ご
す
制
度
ψ
身
に
つ
け
る
ζ
と
に
役

ρけ
昨
日
目
日
刊
日
同
ド
E

婦
人
の
意
識
調
査
か
ら
み

-
u日
刊
誌
ゴ
ド
崎
明
ヰ
ベ
パ
お
け
じ
日
目
け
い
れ
い
一
u
u

も
警
告
正
佼
的
多
い
ハ
過
重
一
ハ
六
回
O
%
、
E
た
社
会
体
育
の
問
題
-
キ
l
・
2
-
L
水
泳
・
住
哩
を
の
ぞ
ん
り
、
高
校
生
の
文
化
活
動
へ
の
意
識
を
高
め
る

島

村

六

O

七

%

Y

こ

の

時

期

の

児

孟

カ

球

里

面

で

い

る

.

に

は

.

必

修

タ

ラ

プ

活

動

の

指

満

場

に

ν

タ

リ

墨

技

に

大

き

な

興

味

を

抱

』

て

い

る

反

面

、

何

ら

哩

量

4

社

会

体

育

の

問

題

と

今

後

の

一

方

向

i

シ

a

γ

の

精

神

を

生

か

す

こ

と

が

何

よ

り

も

回

一

牛

窪

淳

子

一

-

か

の

制

約

要

因

の

た

め

、

後

ら

の

欲

求

が

満

た

竺

忌

公

共

の

福

祉

値

的

観

点

か

ら

也

会

体

育

が

進

め

大

切

で

あ

る

・

さ
れ
て
い
な
い
こ
と
が
う
か
が
い
わ
れ
る
・

3
遊

1

調

査

対

象

と

そ

の

特

性

ら

れ

る

べ

き

お

り

、

施

d
り
位
充
、
指
導
体
制
放
録
後
の
グ
ラ
ブ
活
動
は
、
一
部
分
の
者
の

ぴ
場
は
過
信
地
ば
で
「
佼
隆
三
四
・
六
%
」
奈
良
県
立
橿
W
体
育
館
ト
レ
ユ
ン
グ
教
室
の
強
化
、
集
団
の
組
織
化
な
ど
の
問
題
は
、
急
活
動
と
な
っ
て
お
り
・

e加
者
に
と
っ
て
は
レ

「
道
路
二
七
・
九
%
」
、
農
村
地
色
で
「
校
庭
女
子
ヨ
l
ス
怠
加
者
初
名
と
、
米
館
可
能
地
紙
速
な
辻
会
変
化
の
中
に
あ
っ
て
十
分
解
決
さ
れ
タ
リ
エ
l
シ
a
y
教
育
と
し
て
大
き
な
意
義
が

四
一
z
‘
九
%
L
「
自
宅
の
嵯
二
九
・
O
%
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・
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膚
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司
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憶
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仲
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仲
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・
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る

・
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、
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翫

面

て

レ

タ

リ

エ

シ

ョ

ン

の

繍

神

を

生

か

し

て

い

い

遊

び

場

」

に

は

、

「

広

い

型

地

ハ

過

笛

三

五

ス

ポ

ー

ツ

は

生

活

を

強

か

に

し

・

老

若

男

女

哩

t

J

目

重

量

五
時
農
村
内
問
O
E
L
「
広
い
庭
《
過
程
だ
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あ
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仲
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岡
県
浜
伝
市
に
本
社
を
も
っ
日
本
楽
器
は
効
果
と
し
て
は
次
の
よ
う
な
も
の
が
あ
カ
っ
臼
月
や
す
み
は
、
と
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司
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・
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、
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が
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れ
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よ
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、
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る

・
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反
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仕
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司
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し
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を
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っ
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な
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す
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。
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蜜
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・
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と
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仕
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問
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・
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あ
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ョ
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な
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結
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あ
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と
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ら
れ
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・
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は
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と
れ
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械
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エーグョン""駒田歩み 日出の家族外必ゃ回李の山遊外遊など.ヨ込

秦 芳江(問崩士女子大
旨1裂の余睡利用のすすめ争のせた民友社 徳

富芦花らによる「家庭み誌」をほじめ.内品本

己D研究は、目:本の近代レタi卓酵Jす欧米か 番長台の「女念対誌」、 I~老名みや子の「新女

らの生活文化の移入形智としてとらえ.その 昨」 福田美子らの「世界描人」念ど Kもと

媒体で~ ， 1見越でも曇るキ 'I~ ト教的人同開 うLた主註がItl見される司と(It、広の 3人

や生拍倫理がどのよう走事訴す与えてきたか の意見はも『とも典型的左ものである。

守掠ろうとするものである。 成瀬仁融ーその著「女子教育J(明 '8

νク'1エー γ ，，:/([)考え方や多〈の具体的 *)1て~、hて体育を単It幌健体育が1 ft:見地の

在 í~ 目が、{唱の丈柁l ととも K、GiJ港時、外人 みからで考<.身体の殺育と休務の面からと

宜叙同、学校、教会等寺中，(:i'C紹介され発展 らえ、君主国や完分転換の価直を力説しているω

してきた。凪米式の室内、唇外のゲーム‘酒 匹諸政泰一法政教育掃を各方函に寄摘し

-芸妓ぬきのメーテ 4 一、スポ司ツ試合、日 また噂明治何年忙わが国最初の輯合的室内

H休日市IJM.fJ'lスマスのは宮、キキンピン 遊戯是書「世界近成法大会Jを世i'(j'，'(!l.

グ念ど多〈の伊肺あげられる。 ζ れらは政府 850f重忙のぼるゲームす紹介している。

サイドからすすめられた生I主力指~~iのための 安部由雄一学生野球の父としても若名念

慰安提供ともいうべき健全娯発~伽とは全〈 彼は.社会党の生みの殺として労働J丙の誼置

異主戸て、市民の側昔、ら白組織的レク教育の 8'奪la)労協J制オどす提唱した.さらに彼の教

流れとしてとらえられる。とわらはプロテス 宵諸白中で社会体育先詰の必暖やま居内娯事

"ト服争中心とする話会、学会、 YMCA‘ の必接出をめべているロ

1②i 仲最シ村近ョ目レンャ . νクリエー )1 の中で印象つけられたとする者が多川
ン侍;)1<つレて<2)-;;考察 (i)v'; ...ーも V!'1)エ-/司ンも価値観の上

では貴子意的左評旬争うけている。両者の比較

要・頒口 彰仲間予社大? ではνクの方が評価が;0;"'.

レジギー‘ vクリエーシ.'とhうととば @r働〈気持令もり~げ人生す新鮮陀する」

がわれわれの日常生活のヰiでどの Iう企意味 |仕ぷの曲芸:す向上さぜる」等、仕事との楠

内容をもヲて使用されているか陀ついて、実 連で肯定的K見る見方がνク陀捕してはと〈

向町、JIt明らかKしようとするものである。京 K明E雇陀事らわれてhる。

都市周辺の小企業 11社の従接員 1品名す @rJ偏人の自主的、開発的活動Jr個人の楽

対象に品査寺竹左"'.氏のよう左結果を得た。 しみ」在どの頃ではνJ干ーがV?す上.わ

E、レジ守-1(ヲh ては対象者の ~6 ，*が時間 うて圭"、個人、問由、楽しみ等の表現との

的観念、 57~が活動的慨企として考え、レ つ在がりがν.;).，.ーは強いようで4うる。

ク'1エーγ.;/It!:ついては時白l酎凪念は甲 骨 (1Jνd守ーと νクとのとらえ方の蓋が指〈出

で、活動的概;告が 71 ~を占めてhる。 ているのは、 v.)"ギーはν?I(比べて「金融

(島νn:ついては「企業ぐるみの柴田的屯活 t揖!l:9'JJだとする見方が強〈、他方、 νタは

動」とhううげとめ方がある。 ν'/.，.ーと比へて「集団的」だとする見方が

(母ν.;...ーは多〈の人がマ式コミ忙よって回 つよい点でbる。

象づけられているの1(1)'し、 νタは学校教育

必 10
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ど
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.
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く
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。 学会大会争終わって

学金大会の発表から

(5伊を撲択Lて要旨を紹介)

九月定例研究会より〈報告 3

。 事務局だより f連絡〉

.d. 
':J3i: 

拍 ... 

宇

百戸電L もひとこと 4ミ戸己主~~町

第 三 回 学 会大会す終って

力的にお、し Fすめる必珍があるのでは左h

でし ιうか。さまざま左分野からの参加者

治あるわり に.分野と分野をつな〈検討は

学会大会も第 5回をむかえ、ょうや〈カタ

テが定まってき食と"'-てもよhかもしれな

すすんでい念いよう K思hます。

い.

今大会のE省点を"'(っかひろ勺てみたの

A、まず会場(常陽銀行制li会話室〕はほっ 。、ととしとぐ陀新鮮iて感じたととは.レタ

リェーγ./・リーダーのかたの安践の現

喝をふすえた発表が~勺えととです.

くんだ，、ぇ.余裕もあ《た。よい会場をさ

がすととは忘れて念ら念いととですね。

区、露営キャンプやキギンアフ 7 イヤ-1(つB、句人 15分の発表時間もまあ過当でした

ね。 いての研究は、わかりや"1"(もあ P、興味

探〈附けましたaC. ~まタ長h と出1<((なる人も hるでし

I.レク指導の実践を理論化lて"'(ととも

との学会のたいせつ念仕事でし aうね.

J .ひとつ問団だと思 A えの俗、質問の甲で

hささか度争経 L免許四めいたものがあ A

えととです。も A と確誼的広発表者す啓

発する主う念質問を出lたいものです.

ιうが畏ぐして良h発表を聞きたい.

D.発表内容ですが、全体と Lていえば.テ

ーマのひろがりκしても.繭4誌のぼり下げ

は左いでし aうか.

E. しかしまだ 体育学会ででも発表すれば

ょいという内容もあ司た主うです"レタ学

会でなければでき左v>，う攻虫色左内容の

ものがもっとほしいと思hます.

Kしても、 νタ学会らし〈左今てきたので

K、今後の方向として.さま会としての共通の

いかと思います.1字削E垣〈らいを決めて、

-123 

;)時究テーマ..作詞てみるのもいいんじ・な

多〈の研究者がそれK銚軸してみる。そう

すれば研究のつみ重ねも可能に左 H す。

F.その点で、 νタ学会は、 「νタリエー ν

，ン学」の立場を明纏にするための共同制

訟を各領域。研究者をあつめて、も。と何



「野川一吋正 11…メシを形成するため…件
濃 境κ関する附究 11，..，らゆる角ぬから追求するcCo (れゆで

進士五+八(東京設定た学) 11 -.ll判た計再岬か(f.岳会値、際則Kより Rec.Aroa 

尚度K発主主した先i笠工茅出医、針外 Re' の決定~~漫検め計画ξ似'"令行うとと 100

2踏襲の附大同向が著しv>o ζのよう傘需要量置 |て硲保を可省けてLてゆ(.

のm加此既存の Rec. Areai'(対し、一方 | 通正I"境令州定する治家信.自然、人制の

でOveruaeとして泊正Reo増境争耐波l.j二襲来κ分けられるが~野タi.Rec で毒る脳

他方で~得失 L 先取喚{官庁宇品すための自問破康 | り自供安芸ホは各 R.，を特伊づ付るものと在

や高密度で非Rec • fs:1提寺攻出させる圧力 1 .得ず、人情l酸系K立脚した弘本数同が偽

と念予てhる。との合きでは Ouも dooJ' 1 R!:lc銭円』嶋集件と命る。とめととM叫終

Re，の本質的念特性であb悼蛇目的である |的"利用者1"1，まの''''砧及び刺用者百匪の間観

白然との対必はもちろん.各 Re，本来め適 IK帰時ずる.

正気ぴ舟の ~~1与は副作と在る.とうした状t兄か | それゆえ、とのよr"t.I， ~I"\ 1'C彬ポす与える或

ら i~jERec 環鳴を保謙造成してゆ (K紙、 l境条件と tては.叫1l'liJJ柄成の闘改 間朗

失寸'第一K各同 Reo の適正袋境争怜;.n. 1度。@自体立111:(地，1的出係位附や、川11紫色

そのための具体的企計画的人技術的lI5g~を得|彩など風俗的都会民)の自然 人工暖

る必要がある."研究はとのよう左目白々K向 l母利H'主体の妓f':)Iグループ抽成人数等)速

内ての展開である。 1，度(歩き 白転!j!1l"どの)持が考えられる。

との方自辻、伊環境の視雑念像鮮の1'0tal 

としての適正イメ ジ歩引伴，，~蕗するとと。

「蕗嘗キヤン工工li!3ëk'~)J 
キ.yフは生活そのものであり.キキンフ

プログラムは 1日 24時間Kついて考えられ

るa とのととから言えば、キ e ン;no.'ける

宿泊は小屋よタもテン人臣K"営Kio'v>て

睡凪時闘をn繍極的Kプログラム化してい

ると言える.

自由活動と共に主妥プログラムの一つであ m

たととがわかる。まえ面白か内た (77併に

よい思い出K念る (6'• )、またhっかし

てみたい(".)‘今をでと;!lった唱悼を

感じた(?7' )、自然はすばらしい'?7

~ )、人生KプラスKな司た (27.)、自

信がついた (13需).@分の新らしh薗を

発見した(1 5';)等の意見も符られた点、

他のキ伊ンフ形'2.~との比収研究は今後の以也

都市化が急激K進市Lている今回、自遣や |としても、露営の成来としてあげるととがで

経験の場としてのキ eンフの夜b方守考える lきょう.

とき. .た改善改良の著るしいキ .yプ!I!i設、| 睡眠の充足程度陀ついて同十分念結呆拡御

用具の現状をみるとき露営キ .yプKつhて |られ怠か 9えが.露営Kよる他プログラふへ

の研 究が望宮れるの修告訴は留められず、露営形態Kよる組織キ

本研究は、一般大学生男女を問象として11¥ 1守 Yプは可健で"..露営そのもののプログ

融的念経営キ .yプを行企い、組織キ予ンプ |ラムとしての効擦も組められた.時間.場所、

K..ける露営の可能性.意義等について考家 |対象等の条件がそろえば.キ .yプ閣制中。

L主うとするものである一泊守クラフトと結びつけて11>1する等の方

7Yクート結果Kよると、蕗営K対し.81 1法でプログラム化できるものと思う.

婦の"'.ンハーが満保してかT.0 L.畳山、

連絡版(事 務局 だよ り)

@田和48年度学会会費の軌入について

いよいよ正月、今年度も残タ少念〈在って'v>りました。すでK とれまでκも$-願いしてまい

いタましたが.v>言だに.8年庄の学会費を納入していただけない方が、一部"''''ます。大

至急 2，000円をb送タ下さるよう念願いいえします。

C沸関酷『レクリエーション研究』第4号田原稿募集につわて

事詰局ではただh室、倒欄誌「νクリエ シzノ研究」第4号の原稿を募集して""'ます。

ど予定の方は 1月末日史でに、事務局宛$-送り下さh。事務局では、今年度中Kは是非とも尭

刊したhと考えて""'ますので、と協力くださv>.亘書Z事務局あてと連絡下さい。

設橋規定は「レク研究」巻末をどらん下さい.

C沸 3回レクリヱーシーン学会大会の抄録をおわけします。

第 3回学会大会K欠席された会員の方で、第 3回学会大会に欠席された会員の方で、第 3回

大会拶脅をと希望の方は、 500円を送付して〈ださい。若干部数残勺て会ります.

。1月定例研究会について

1月走例研究会の開催を検討中でナ。との定伊リ研究会は、 1月下匂に岸記主体育会館{渋谷

区神南 1の 1のし日本レタリエ γ ，ン協会}の会議室で開俄されをす。話題は特K"レク

リエージョン セラピイ"に閉するテーマKしぼタます。今からど出席の準備をしてhて下さ

v>.詳しlハ日時が決定しだい.連絡をいたします。特K要望念どがあPましたら、大豆急事務

局までと連絡下さv>.

@I課題研究へのとり〈みについて

先臼開催された学会理事会の折、日本νクリェーシ，ン学会も、会員全体の研究成果を集大

成してゆ〈必要がある、という意見が幽されました。その結果、学会として1119<むべき何ら

かの「課題研究Jが必裂であるとhう意見の一致を見、と D合えず今後指導者繁成"IC焦

点をしほった研究を研究μj署員会の先生方のリートKよ勺て集大成するととK左D愛した。研

究イ吾員会のチーフは、さ銭国隆夫氏〈東京教育大学教侵〕です。

研究プランは世界のあらゆるタイプのレタ・ 'J ターを対象Kして、その養成課程や社会的

位置づけ念ど陀ついて考察しようとするものですが、当面iはB本の状況がその中心、K念.，去す.

との研究に会員。皆後が各々の研究成果を持ち主 b、協力をしてh ただき、レタ学会の大き

念実績づ<9が進められますよう K、志、徹v>v>えします.ど意見をbょせ下さい。

@事詰局では会員。皆僚のと意見を、心待ちにして""'ます.""気づきの点を作]でも結構です。

どしどし投稿して下さv>，

。νタ'Jエーγ ，ン白書((助) B本レク 'Jエ シ冒ン働会発行)が出来ました。嗣入用の方

は日本νタリエーシ，ン協会需品韻あてさ許申し込み下さい0---$500円〈送料乙み)で志、

わけします。
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I@精神病院K台けるサイクリ l
1 ;/グ療法Kついて | 
l 県病院内ープ(罪問Jflロ 量 )1

輸神病.特Kf!神分裂病"""v>ては、単K

病的体験が構失するだけで企〈、社会復帰念

h しは験場復婦ができてはじめて"治ゆ"し

たと言える.

紀寝病院では、回復MKある患者に、生活

ため新し""激 K念る。@社会橿婦の意欲が

高まる。

昭和..年9月、和歌山県サイクリング協

会の協力を得て、 11月Kは 7Km ヨースで

実験的プログラムを行念うた。

とれK基づh てその後 2ク月会き K計 8回、

10 Km-2dKmの院外アアーを笑縮、延 81

名についてのテームを検討しえ.そLて全体

的Kは次のよう在留意点を確認し売。

意欲を高め、体力つ〈りをめざしてレクリェ 1 (j)毒参加者はそれをでの院内νタK意欲的K

シ.Y録法を実!I<してきたが、その一端と |参加したもので、体力的陀ハYディキャ 9プ

して、 ζのたび「サイクリング様法』を乙と |の少なhものを対象とする.(j)体力のよ〈似

る みたえる-5名を一雄とすると良h。軍出発順は

νタリエーシ省ン療法Kサイク 'Jングをと |女子の班からKするの @20-30分毎K小休

b入れた理由は、①自己統情ける訓練と在る。 1憩をと P、自転車の点曹を行をい、重参加者の

喧岸令・性俗Kかかわり念〈行念える。喧岸 |疲労度を確認する。屯麿通規削の説明は何回

問を通Lてできる.(j)自分自身の力で走ら念 |も〈りかえす.@大休憩の時、グームや合唱

ければなら念"'.骨たえず自分と他人の安全 |念どを行~'"、気分転換をほかる。①野外炊

K注意せねばならない.@r;巧ち挫Jと「敏 |飯を行念h、協同作業含入れると効黒的であ

しaう性Jが要求される.①鋳院外の活動の lる・・・・・等々.

〈九月定制耐究会(東京l;> 敏K偽P在しすばらしいものであるととを

今回の研究会は 亙問併唱す利用して海外 |編感したJと麟惣を述べられた。

を彼等して ζ られた、後彦耕平氏[日本νタ | つぎに、第ー回アソア地域YMCA大会K

リエ ν，. ;.-ts.会に高機和敏氏(東海大学】 l出席のため.東陶7，;/7を回ってとられた高

経原五氏(日本レタリエーシ.Y動会参与 )1僑氏は‘ 「都市化と YMCAの体育Jという

の三氏K、 「νタリエー γ.Yの国際的状況J1テーマで各国の代表者と意見を吏換された・

といラテーマでかま古?伺った。 1氏は、 yMCAとは、 A皆摘ではあるが、ム

司会の江僑氏よタ研究会とhうととKとだ |プメントでもらるとh うとと、それは雄物が

わらず、素直念印象含閣〈会陀したhとhラ |あるからそζK集まると hうととでほ念〈、

幸子話もあT.会はなとやか念穿密気の中で始 |積極的K地年戒にでかけてゆ〈 ζ とでは設いで

められたあるうか、という示唆K富んだ信摘すされた.

まず、根号外空流動会二十周年行事のー識で 1 最後にア方ータタンス研究77 で、主と

ドイツへ行。てとられた後a藤氏ほ、ゾチアル |してオーストリアヘ行 9 てとられた松原且は

アルパイターと称する 'Jーダ遥と".ンプ |豊か傘自然の中で大らかK生活する人々守見

生活を共Kしたb、ユーグントハウス(青年 |τ.日本のレタリエーγ.Yは、 「ぞらされ

の家〉等す見学したりする中で、 「私は決し |るJという感じがして走ら右いといラ点を強

てドイ y礼貸主義者でも念ければ、臼領自本 i掛された.とれば、とれからのわが国のνタ

を過少評曲していたわけでも念v>.しかし彼 |遂動を押し進める上でも大v>K"，省し念けれ

等が示した所の.行動の規範は主体的. ~主 |ば傘ら念h点でるるととを出席者一同磁認し

的なもので老ければ老ら念いという点Kは看 lて散会した.

〈会員の置見〉

九州学会支部の活動の中で。。。

敬吉高値

先日、'"ナの西日本を考える 30人署員会・ l立迫れている行政

・社会作沼部会が. 2'世紀の美しい入閣聞係| そζで、地紙社会へレタリエーシ .y活動を

をつ〈るための五つの提携を発表した.いずれ|普及するためκ、v>(つかの提案をしたい。

も具備守方策を示したすばらしい提案である. 1 虫ず、第一同級づ<9である。行政耐唱

ととるで、との提案の内容と直接聞鳴する研 lみると、九州各県や市町村Kレタリエーν."
究をし、実世話動をしている団体がある。その|を専門K担当する課や係は主だな"'.現在.教

団体は、わたしの所属する九州レタリエーγ. 1務署員会が中心K担当してhるが、労働部やE

Y学会である.との学会は、レジ々一時代にさ l生局企ども閣係がある。兵庫県や新情市左どで

きがけて、 νタリエーν，ンをll!l畳研究するた i悦、すでK余暇鵠が尭且し、サーピス行政の櫨

め陀設立されたものである.しかし、調査研究|能をはたしてhる。西日本の自治体でも、住民

だけでな〈、その普及指導Kも力を主主hでhる。1<>福祉や健康問題を強調しているが、意外'"レ

いわ目、研究と実践を両立させるユ=ータな学|タ 'Jエーシ."行政は立週れている。そろそろ

会である検射していただきた"'.

きて、との学会で最担Vて取タ組んだのは、 ~I また、民間団体であるレクリエ-"11ン協会

人レクリエーシ，ンである.本年6月K福岡市 lをつ〈らねば走ら老い。現在協会があるととろ

で『臨齢者レタリエ シ."のつどIAJ1 0月 lは危動を捉進させて欲し"'.北九州市は早〈か

κ『第 1回福岡県老人スポーツ大会』の企画か| ら協会が尭足し 全国でも指折タの実臨活動を

ら選営指導を担当した。 hずれもボランティ71してhる.ととろが、同じ大都市である福岡市

活動のー曹としてである。どちらの儀しKも2 1κ協会が念"'.置立しようとする動さがあるの

千人近ぐの重参加者があb、うれしい悲鳴をあげ|で、ぜひ実現させたい.佐賀県位、来年"月

た偲どである。

北九州市や繍岡市毛Eで、老人いとhの家が

っさっさに盛置されている.建設後舟管理は、

地元老人クラプが中心に行ってhるが選管商で

附簡がある。ナ傘わち、老人いといの家K、集

ま勺て〈る人だけを受け入れ、積極的K集め主

うとする働きかけが在同.との施設を老人の身

近念レタリエA シ."蓮池と考える在ら目、つ

どい、かたらい、あそび、.をび、つ〈る績が亡

すべきである.それには予算やプランがない.

1また、指導者がv>~v> と hラ。そ ζで通営委員

のメンバ-，亡、 νタ'Jエーシ."の専門家を入

れ検討するのが£ν、.良h知恵が主主まれると思

ラ.わたしたらも働力を憎しま念hつも'であ

る.

E誉海市で全軍νタ'Jエーシ冒ン大会を聞〈予定

である。 ζの融会K内容の充実をはか夕、一層

郊回して欲しい。

"リーダー銀行"作れ

第二κ、手軽に利用できる身近在施世とプ巴

グラムづ<9である. (中略)

最後K指曙者づ(tとボランティア・サ ピ

Jえである.レタリエーシ，ンの担調は指導者で

るる.自治体と民間協会がタイプフプして、レ

タリエーν.y・リーダー.す食わら、遊び指

南控を養成して欲l"'.ゆ〈ゆ〈は市町村に

"ホ宅.'"ーデンス銀行"を置置した"'.との

ポランテ 4 ア銀行程 IJ-~'ーを畳録してhただ

き・地緩や職婦から要望がるれ目、プランづ〈

bからf民辱までき催揺するのである.わたした

ちの学会ではすでK尭且させ好評をは〈してh

L 〈唱会陀岬 1部篠枠させ昔、ただきまほよ
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=本替の内容=

o 5月謬事会より(4 9，5 9 ) 

( 4 8年度事勢報告、決算報告】

( 4 9年置510計画、予算実】その他

。 支飽エユ司会え(近夜、

。 1月定制研究会報告

葱事会報告

一-4月K引き腕き 5月の'"事会で

昨年度は「老人レタ"エーシ多ン研究会」

と『指導者拳成課程研究会Jが学会で承宮さ

れ、予算化された泊、今年置は助成対象を公

次のようK決定、、7てしましたー-

1 昭由 48年度決算務告{次頁以下参照}

2 昭和49年度車券計画且ぴ予算事官

募する方向で検討する。

昭和48年度事参報告

(1<頁以下穆解3

合研究調査活動

3 第 4厄学金大会bてついて 1111 第3回学会大会の開催

。 犬舎の統怨【夢項}を6月理事会までに ! く期日> 48年 10月 27日

作成する。<場所 〉 水戸市常陽銀行会議室

。 各偲研究発表、課題研究発表、シ討ドγウ<内容〉

ムなどを内容とする大会拳備Kついては九| ①研究発表 ・ "'21眉

州支部κお ねが いす る。 (j)講演と討論

4 学会の管理状出昨ついて l 演者 福士昌芳氏

。 学会の鮮理状冊主、物価の高騰や会按め | テーマ fレク"エシヲみ有政F嘩本語眼前リ

禾齢者がいることなどUてよ。て年々若し< I 司会 松原五ー氏

な令ている。 I121 シンポジウムの開催

。 今年度は見合せるとしても、近年中Kは <餌日・場所"> 4B年度学会総会と同じ

値上げせざるを得ない。 I テーマ 「週休2臼献と腸場レタ」

。 会，来舶の会員Kは会錫の紗λをよびか l 討議〆ンパーおよび鎗届

け、今後会債を払う意向のない会員につい | 中条叡氏『臼本産業綱置の変化色レク

ては退会処分をする。 I リエーシヲ >'J
s 研究グループの助成などに関して l 足立克己氏「生きがいを作り出すレク

昭和48年度決庫穂告

〈収入の都〉

項目 予算額 決算額 増樟1Jj(梯企}

韓嘩金 67，336 101，486 34，150 

入 会金 50.000 53.000 3.000 00) 

会If 800，000 668.000 o132，000 

除3983問名4多名資加入料金婿λ〈看3が34見X込2よ，0りo 大会診血費 150，000 98，000 .c. 52，000 

錐収入 100，000 36，868 6. 63，132 

脅す 1，167，336 957，354 6209，982 

〈主出の部〉

項目 予算額 決算額 婚園町脇叫

事務費 60.000 31，680 ム 28，320 日常事務靖耗品代

会議If 50，000 19，760 ム 30.240会場賞、食事代

通 信鍵 100，000 82，480 .o. i 7;520 印刷物郵送ほか

印刷笹 400，000 387，160 A 12，840 樹ニ園且誌'""そt~他33507， 1OO6O0 円(佐世支出)

刷会賞 40.000 28，550 b. 11，450 謝判し、会場鐙

大会費 200，000 108，860 ム 91，140 用ク大看板会、と会の食関連Ifで無詫試料合と会な場る.貨は全国レ

総会賞 150，000 14 5，700 A 4，300 
会九犠州世書謝吉正礼な近後ど支部各 30，000支部助成金 30，000 60，000 30，000 

研究調査貨 100，000 50，000 ム 50.000 .. v:) IJェ-<'ョン関酎旨導者養成調査'
グループへ

雑 Sき 7，336 20.250 12，914 回分の和精4算7年度学金大会会場安予約金未払

予備鐙 30，000 01.:::. 30ρ00 

毎睡金 30.000 22.914 22，914 

計 U67，336 957，354 .60.209，982 
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リエ ション会組織の拡充、主部活動

司会 青木泰-壬 1111 九州支部

。i定例研究会話働 九州レタ 9エーシ.>'学舎の股立

。鈴木春男氏「耕青少年の叩JエーノザJI -48前月 30臼 福岡市.三鷹ホ

6月 298全国勤労青少年会館 | ール

。後藤新平氏、高橋和敏広松原主一氏 | 。第一回九州レク比一 :/'gy学金大会

「νクリエーγ，刈司国際視察を終。て <綴目> 49年 2)j2日

ー今後の研究課題をきくるーJ I <場所〉 毎回市第一勧銀ピル内三厩ホ

-9月 288 岸記念会館 l ール

。間庭武氏、中村奥男氏 <内容〉

fセラヒ sーティクレクリエ"/'13ンは| ①研究発表 ・4題

どうあるべきか(j)シンポジウム

-1月2s目 全国師人会館 | テーマ「νジ守一時代におけるレク

o r卒業論文発表会一若者のレク研究楠!).x.-yif刈役割J

一3月 22臼 岸記念会館 | 話題聾供

JlI村英男氏、芳野敏章氏

会昭和48年度学会総会、臨時総会の開催 | 金崎良三氏

硲会 | 司会秩吉嘉範氏

〈期日> 48年5月 26日 1121 近畿支部

〈験所〉 大阪市大阪ガス岩崎レクリエ 定制研究会の聞催

ーシ冨ンセンター 。研究協議会の開催

く内各'> 41年車事業主将告決算報告役 テーマ 「現代社会におけるレクリエ

長の改丞

臨時総会

〈期日・場所〉 学会大会K同じ

ーシ.>'の役衛J

話題提供

前川峯雄氏

率公園載さ雲氏

会広報活動 <期日・場所〉 学会総会に同じ

山 線日闇誌「レクリエーnYfV間 A刷 Jの発刊

121 学会ニz ース AE9. .461 0 の発刊

←告知彼ー |す予定ですのでど了承下さい。

食学会鮭湿の窮状Kついて 1(<9年度予算案の会費収入項目は、退会者

48年度決算報告をど覧いただければわか |を見込んだものです}

りますよう民会食納入者は 334名でした。!

とれは新入会員 53名を加えた微ですので、 l会新しい研究仲閣を猶ゃそう

47年産までの会員K眠れば納入者は 300 I 畳近では、とれまであまり関連のなか 9 た

名も大幅K切。ています.つまり、普慢にも |領域の人々がレク花園心をもち、入会する傾

かかわらず 40D名葡後の会員歓の向、約 |向が見られます.みなさん@周囲にも関bを

10....-4;>>:時制者jヒレう結果になるわけです。|も。ておられる方掛町山いると思レますので、

そ昔1dL.理事会報告にもありましたよう |レク界の充実のためにも是非入会を呼びかけて

払再審理の上、長紛滞納者は退会復同に置 1下さい。

昭和49年度..針盆

o 研究調査活動

111 第4国学会大会の開催(各個研究発表、課題研究発表、シンポシウムなど〕

-10月 31日

121 田和49年度学会総会 一学金大会1<1'-立。て行う

I 131 定例冊究会活動 ー ・年κ5回を予定

(4) 研究・静葺括動

。広報活動

111 梅田誌 rv!，>1Jェ-y.ン研究，，5Jの発刊

121 学会.=~_;x.(第 11 号~第 14 号)の発事i

。 組織の鉱克

内 容 近代支部 九州主主思

4月

5月 定例研究会 学会 s ス

6月

7月 定例研究会〈近畿支部会との合同} (合同研究会}

8月 学会ー具 " 

9月 研究会

10月 第4ii1学会大会{唐棒市》 {学会) {学会〉

11月 学会ニ，-"

12月 定例研究会

1月 定例l研究会

2月 〈働関誌"5>学会且-"

3月 定例研究会 研究会.総会 | 

合儲III誌「レ?~ェーシ司ン研究」第 4 号をお届けいたします。

週くなりましたが5月中忙は出来上がる予定です白で出来次第お送りいた

します。

なお、第5号の原稿を募集いたしますので、膏唖てど誼帯下さL、u 投稿規

定は νク研究D巻末をごらん下さい。

ー一一ーー一一一---



昭和 49年度予算案

く収λの罰.> 〈主出の都〉

項白 予算額 内 めtt 項目 予算審自 内 容

時脅勝噌金 22914 事務後 30.000 日常事務、消耗晶代

入会金 50.000 50名分 会議貨 25000 会場観食事代

会 書 800ρ00400λκ2，OoOf司 通信鍵 100ρ00 ffiIj略勿鼠送薄轄

大会~加I! 120.000 

rJ1 
印刷街 400POO 機国誌エ s ース

雑収入 50.000 間会 e 40.000 会場貨謝礼

大会鋳 200.000 吊看板 会場併

総会貨 50ρ00 謝礼念ど

レ/ 主茸酷暁金 60.000 近凪九拘置部

研突盟査費 100.000 

II~ 
錐I! 7~14 

予俗I! 30.000 

1.042.914 1.042914 _." 

支部=ユース (和歌山}森 幹経 松本一男

(滋賀}草川一校 j~" 宗忠

台近俊宜容窓会の世員が下記のとおり改選さ (兵庫}飯図泰子 野口 微

i れましたα 足立克己 戸図久一

ぐ白印は本部理事、 A 印は本部副会長〉 監事 乾道生怯図稔

名誉会長 佐蕗信一{大阪段践女短大)

会 主主ム瀬口 彰(同志社大〕 ×事務局 同志社大学保健体育研究室

副会長 阿部吉治(神戸女子大) ~602 京都市上京区今出川通島丸凍入

馬場太郎{プル等主主) TEL (075)211-2311 

小川 寿一{大臣民盟匙女子宮大〕 (内線278)

@青木泰三(大阪府立大}

。西山勝/X(大阪露大}

理事長明日比野嗣郎{京都府立大}

理事

(大阪}新設岨宜 池図 勝

杉本正美 含図措-lls

赤塚 劇 酒井哲鍾

寺田ー郎

〈京t!l)仲村 寄与 松本陸縫

河崎健次 秦 芳江

〈 奈良}高犠健失 丹羽 昭

一二ュ二 : l Jruary 19 I 5 

日本レクリエ ションヂ-A

=本号の内容

lI¥4同学会大会会事告 l 

o 第4同学会理事会錫告 | 

(11¥5回学会大会出1高知J決る

o 論文柑介

(~4 低学金大会議告 3

第4回学会大舎は、昨年 10月 31B，唐

津市立女化会館で開催しました.当日は前日

の国鉄ストライキの影刊で発表を取りやめた

方もでるほどでしたが、参加者は百e十名を

数え.盛舎のうちに終ることができました。

lH月菌加‘らこの大会の...働K当られた.

カ岬レクリエ v.ン学会をゆむとする方々

のど苦労K対し、紙面を借りましてお礼申し

上げますe

研究発表は 17勉で特O</Iiしい領域からの

ものはなか q たと言えます泊、前圃の第3幽

大会K比し、キャンプ、グ A等0<10するも

のが訓振り、原理的なものや、智会的なレベル

でのレ γ 守一・レタに闘する調変研究等が噌

えたR院があります。

また今回の講演は、九州大学の鈴木広氏K

「レジャーの将来性Kついて」というテーマ

でお紙いしました.この内容の一部は、体育

科教育 2月号の、 「スポ ツと直面白さ」とい

うお誌の中でも触れておられますのでご覧下

さ、。

自総会Kついて。本大会から、総会を学会大

舎と一緒K持つことKなりました. JIIH九州

学会支部会長の按修K始まり、三間隔唾nの
議長で進められました。すでにがl母ユ s一見

でお喚日らせしております、昭和 48年度事券、

決算初告、昭和49年度多難計画ならびK予

算撃が海諸され、了承されました。なお来年

度から、総会時の事来、決算制告では崎矧而

ずれるため 紙上等で焚吾を問うような方法

を取るととも考えておりますので、ど協力を

お願い致します。

また、学会大会の齢世手唱として.事前に

発表プログラム等を送付すべきであるという

意見も幽されました.

E指4函連忌会報告3

1月K臨かれました理事会で、ラ祭年度全学会

大令のp~催""と期日が決定しました。

=~5 副学会大会は昭和 50~lO 月 31

日(金)徳島市で棚催予定=

今のと ζ ろ徳島市Kは学会員同おりません

ので脚白地方の方々を白川L寸E修触のできる方

は、レク学会の組会等、横啄自~IKぉIoiい象し

ます。
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~1 月定額冊究会より=

セラピューテイヅク・レクリエー

ションはどうあるべきか。

話題鐸供者 間庭武{ー媛大学助毅壁、

医学縛士}

中村典男(跡見学園女子大学

教担}

司 会 最所誼太(国立武蔵療馨所厚

生技官)

直倒の、レクリエーシ宮ン療法K匝する研

究会は、今回はその方向性を問う意味で、標

記のテーマで、 1月 25日渋谷の剖笥錫人会

館で行なわれました。

会6ま、精神病院等の実伊bら中村氏が総論

的な面を、岡庭氏が唱論的な面をそれぞれ受

け持たわ」、進められました.

中村氏は、レクの本質を間ヨ意味も含め、

ζれまでのレクがhwo "toということにば

かり関心があ q て、 why という問、、かけが

極めて少なコか。たことを指摘し、レク 3エ

シ.>'のもつイメージよりも、 『遊び」と、、

う言葉の中に、より心情的な深みがあること

を強調された。つまり、レタとは生活に密着

したものでなけれAまならないということであ

り、也の中で楽しんでいることを、そのまま

翁院で行 q てもそれはtたして楽しいものでは

こIC，セラピ A テ付夕れ、えるものカ弔

在するわでロなかろうかと移調された。

とれを畳けて岡庭氏。人広援のレタを.セ

ヲピ 4としてどう生かしてゆ〈か、という点

K話を進められ、心理学的.社会学的解釈の

必要性を説かれた。しかし現在までのところ、

レタの僚会主茅準化の不充分きが樽墜となり、

特に慢性患者に対するものがより困難である

ととも指摘された。しかしながら、レクのも

つ繍世揖能を充分K括局するためにも、①身1

修、@自発性白程度、@自己表現の程度、@

対人llI'係の程度、⑤身体的応用的集中的能力、

等を考慮因子とし、働能K応じた与え方の必

要性を強調された。また最近では疾患単世よ

りも、状態別Kよヮて療法を決めたり、患者

の意志K応じて行なわれたり、訴しい経験を

与えるととも試みられているということであ

9 た.これKよ。て、継物的患者に日常的リ

ズムを与え、より人間的な接触によ 9て治療

することが、生活療まさといわれるものにとど

まらず、狭義の作薬療法ゃνクリエーノョシ僚法

Kも必要であるといわれた。

続いて最所氏の司会で討論に入り、作業療

法の点散化とい。た話も出た閤係で、とれを

レク療法として世置付けることはできないか

とい。た意見や、セヲビユトめ養成はどうあ

るべきかといった点K話が集中した。

ζのセラピストの墾成問題について11...疾

病医学から入品官学へ、疾病看謹から人問看

な〈、患者は踊らされてS弘、るが‘患者のν| 穫へ、また精神科の園連領犠との速僕等が是

クKはな。ていないしいう指摘でした。 I非とも必要であるととが強請された.

そこで、氏の考』ごおられる f生活の中1< I 最桂に、 rec ra a t i 0 n-therapy はも

おける遊びJ"ついて、次のような尉階が示| 非言語的手段κょ，て、患者の非現実的分野

された にアプローチする広義の心理療法というべき

i I であろう、という語で静めくくられた.

そして.患者のfρ "，K:!密着したもの.

ゆとりある層、やか設定するこι.そ

論文出介 f

レクリエ-.ノョン研究自体戸学際柄であるとい勺てしまえばそれまでですが.賞受近では各領

娘托またがる研究が目立令て増えてまいりました。本号では、大>IU存立大学の杉本正美氏他3

名による僻究を、造園雑誌第 35巻第4号 (1972年3月)から鍍枠でご紹介します。

広以在t，J光レク 1)エーション計画児院|する研究

一一一一近後闘の人的資源的ポテン V アルの分析一一一←

はじめに i から尋びかわた場1<111'発の手が加えられ.そ

とこ鉱年来の社会偽造の変化に伴い観光レ| とが後々まで人々のための場として利用され

タ'1エ-v.ン活妙は質的にも量的にもそ町| 得るであろうと倍じているやり却L せ刊通

形令徐々Kではあるが会去てきており.これ I<与えられた人々のための美しい女化や自柊

と相主 q て各地に観光開発プ司ムを生起せし| を儀壊K導〈 ζ とKつながるのである， fito 

めている。しかし、ここで注意しなければな| て、計画酌でしかも畢当性の高い客御前な手

らないことは、伺の計画的なサポートもなし| 法を反り出すこと両、この稽の計画Kよって

にその場かぎりの無秩序な観光開発が圭る所| 最も重要予なことであろ号。このようなI!!点か

で面されているという事実である。従，て、 | ら、近誕附陀おける鋲J光レクリヱ -Vil~の

これらの観光レクリェ-i/aン活動に対応し| 重点熔域選出のためK導びかわた計画のため

た僻努員十両を樹立するためには、その対象地| の分析フロセス ';;1)サ 4 タイヤグラムで

域のもっている今ゆる背祭を評議会した上で‘ | ある。このタイヤグラムからもわかるよう K，

地級会依す有情的K酔逮ずけるような計画的| 本研究で導びかれた計画のプロセスは、 般

な方法論を措くことが大切である。 IK'"光レク '1ヱ Vヨ〆を支えていると恩わ

このような開削2ら本研究では.近劃批 | れる需撃と供給の再刊頃の臨l係h 、か氏追求

いう広汎な地舗を封象κ一般に聞光レク '1エ | するかとい号こと Kある。つまり、需要的側

-i/a同支えられていると考反られる人々 ! 直ゆらの分析は、囲内居住者による流動にそ

の流動Kよるポテンνャ'1ティと資源性Kよ|の主眼がFか九そ引、った人々が仰向のー

るポテンド '1テ 4の分析を、閥的でしか|依どのあたり K総合制するのかといったボ

も妥当性の品、手法を聞いて検討する一方， I テンν・リティを現況と将穿(昭和60年)

これらの分析を泊して近後陣内で蜘重点的|の向時点から採ること陀ある。一方.俳給的

κ磐愉育刷されねばならない地域の抽出を舶 l側面からの分杭L とりもなおさず資探系の

附駅付目的としている |分析であり、制自~H"'! I'C存在している観光レ
。峨圏の附レクリエー γ ョン計輔の l クリエーν "行動を詩発させる隔が具働

ためのボテンシヤジテイの分析 | しているポテンνャリティを探ること Kある。

ζれからの勧光レタリエ -ViIン活動K対|以上の両酬面からの計画的K主持され得る分

応できるための場h 従業のように余り計画| ザ市泊してはじめて語点地崎への且掛りが民

的K支持されないような方法布でおしすすめ| い出されるのである内

て単純隔制ぴこ、とする怨度陀は大きな危険 I@分析のための前鎚条件

性/l~l"tらんでいる2 そして.このよ号な判断 I 1)広域的なネ鯉手からみた敏光レクリエーν



，~のための単位坤域

リ怜ーチダイヤグラム

直~OO~ i 1m竺山 i 
_L_ 

孟 日

「量三fi
直!!!!?i画EJl

し一一ー寸一一一←」

|伽川エム瓦亙|

生活単位地織の設定は、昭和 40年司セ l この行動拡張守一体どとKどれだけ誼定す

ンザスからi扇動通学者を対象とした帝都回 | るかは、散光レタリエーνョン行動を適憾

の相互流島総紗の比較をもって行われた。 Iにとらえることが出来るか卸崎浩となる

その給梨、近後間内は 23ケ所の生活単位 | のでゐる。依4 て、行釦噂点を設起する場

地埴が盟宣されたョ i 合Kは、その主主点を和閉して副党;レクリェ

2)弘敏樹光レタリエ レ，ン行動のための I -i/.ン行動をする人々の jtl((Jな幽L 行

行動若手点 | 動する人々の生佑の場のsr体性の両おを巧

一般K艇光レクリエーV賓ン行仰向t， I え舎せてか定することが大切である。この

必ずその行勤時われる中心となる地点即| ような位帥醐Eする一五蜘附輔

ち行舶来点が存在するものである。しかし、| のも。ている性裕から相l控訴して当然広滋的

学 会二ユース 必 13

May 1975 

日本レクリエーション学会

=，*，骨骨内容=

。 51l理事告よ b

o 第 5回日本νタqエーν・ン学会大金書耳(聾)

。 【49年置事業報告、民算報告}

。(5 0年宜事業計画、予算案)

。 昭和 49年度学会活動関係尭表論文一覧

。 竃 車会線告。
者Kは fνタ研究」の珪村は行わ左い。

@49年度事業を彊b返って 。 会愛値上げKついて

~.ース等による情報復供を中心としたサ 昨今の印刷費の高島や、郵恒料金の植上げ

ーピスが少在かったという巨省がある一方、 も予定されている関係上、 51年度(衆年度)

会費の納入状況か極めて畢〈、活鋤も自ら制 から会費を値上げする。

臨されるという畢揖環を断ち切るととができ

念か勺た。との辺の数訓を生かし、 50年宜 @第5回学金大会につhて

事業を行う。 /J:.ペ γ聖書項宰を住に行う。志台、総会κ
会いては，控員改選も合せ行う。

。 49年度決算Kついて

決算報告(監査揖み)からもわかるようK、 アジア太平洋地域慢健体育vクリヱ-~1'1

会費納入者は単純計算で 291名である.し ン会謹慌憧のか知らせ

かし.との中Kは貸助会費 3名分<'，前年度 8月 11日-15日に台北K辛子

ないしは前々年度~i向。て納入した人もいる いて軍記D会話が開描されます。

ので， 49年庄の会費納入者は 250名(現 重参加ど希望。方は、事務局まで

会員数 446名ー住所不明者 20，sー)弱で ど連路下さい。

雨量管副育学

学会

カを

」ー

K貯える必I臨のあることから、木研究では、! を拠にするので多}る.

1 -dwu…叫…であ| おわりに
る左 M仰し.各々のZ主1，1，単U鮒l織内に古手， i 本研究の ß((.吐、近正[均予知 $:~c とわから

が九、る，1'乱の人口守求弘こわをその跡! の得J光レク 'Jエーν，ンのあり方陀ついて給

織内の7令部闘で光松して人口町ul:両前十示| 討守重ね、その結果を所与鮒?域のも。ている

すrl'1:1~ やも。て、そのw 鎚での和光 νク吟 | 特事牲に置itしながら広械的な視長から叡光

エ-.ノヨン行動の募点1Fむと見倣した。，" 1レクリヱ i/.ン計画の手訟をV慌てYすること

。て、4¥生自'1;1tも，，>lr織仰に居住しTいる人! にあゥた。 ζ の日酔のためK本研究でIt、一

々は会てこれらの誕点需品から耕)lνグリ i 体どの~i;Í(の嗣~;レク 'J ヱ-，〆 a ン λ 口が維

エ 1/，，/行訓や行弓のである。 1合i島町内するのかを?指導的側面からのポテンν

。重点地援とその意味 l 守りテ 4として客3弱点K把握するための方注

各 e の観光レク 'J ェ -i/~ ンの仕方別K比 l 論を鯵討する一方、働党レクリェー ν ，~前

較的官源也，"''''んでいる帝都をピヲクアタプ|源的陀みて、どの緋域がこれからの働党レク

した各背部が所笥重点土佐織であって、そこIC 1 リエーレヨン陀対1[.できるだけの貨を偏耐えた

含まれている意味は各a 具合て惰り、当然そ|紺敏であるかを供給的側面からのポテンi/.

の内容陀そ〈して議びかれるべき#齢J育成の| りティとして把揮し、これら両側面からの給

され方も鼻令て〈るのである。今これらの曾|果をオーバラタプして押光レタリエ V 者ン

点地緩や踏閣の流れから考えτみると.ある | 的陀みて省点的陀華冊脅威されなければなら

重点卸織は将衆においてもlji呪の優勢党νクリ | ない地域の選出が試みられた。今後、細猷の

エーーν，~の仕方同そ引を幸存綜して 111点酢|諸問題Kついて険討を吾ねる 方、近畿嗣外

K考えられねばならないものと、'"況の制光|からの人々の流島によるボテ;;"-i，ノャ 'Jテ 4を

νク'iエーν0/の仕方K予言た"持。た鯵党 l言+画酌K選挙びいて、より適正な広域桜花レタ

レクリヱ V'ン円仕方が附1R'されて宣言点酌| リエーνaン計画のための手法を醐発したい

に考えられるものとの二つのタイプの存在す | と考えTいる。

ることがわかるロ佐，て、この向者の剤、、“

!)l呪と将突の違いとして笛点佐織の意味内容

お布。礼、・おしらせ

0'券会ユ sース等、会員の響機にはエユースの流れ方t>i少ないというお叱りを雪tナるか

も知れません戸、生会財政も同刷{H舎の高崎でなかなかサ ピスができない現状です。

今年度会費来納者も二百倣十名おりますので.サ ピメと財政難点、急循環している扮竜太

です、今画も催慢の用紙を入れておりますので笈川〈お闘い欽します。

。釦 2凶-4凶学会大会研究発表抄録 (-81¥300円)と、レク 'Jエ v.ン研究2号

-4号(各 500円)の在闘がございますのでど入聞の方は事機帰までと一号眼下さい。

う住所の裟更される方は事務局宛必ずご淳書事下さ、、o JjiiE住所のわからない方はr;の方

々です.刷ヲておられる方ほお知らせ下也、(.，幽晒札松互主掛子、馬場太払神，，~

t義'"晃、ゅはl迎合~ ir'i水永子二.芦之友;，昔、高守お嵯.小野邦幽同各氏です)また学生会員

のブJもさ包"された場合はと道僚やお制い致します。

。レク 'Jェーレ aン研究 5-1::-+t. 3-4月切発刊の予定です.

第 5回日本レクリエ-'O/ョン学会大会要項(掛

〈目 時〉 昭和 50年 11月 21日午前11時四午笹S時{予定}

〈会 場〉 徳島古

〈研究尭表>揖費量絡会置を 7月末白書でK納入した正会員

。晶表時間ー題 15分〈質量応答 3分を含む}

〈実揖申し込み〉

。申し込手簡切月末日

。 血 輔 提 出 輔 切 月 末 日

〈大会.. 加費〉 。会員、ー盤 1，000円(拶嘩代を含む〉

。学生 ( 500円】

。鯵骨〈慣値ー骨 <00円)

@特別講演{予定}

@大会$輯局.機大学{予定〉

昭和 4 9年度事業報告

主亙皐盟主重量
2 第4国学会大会@開櫨

昭和 49年 10月 31日

於唐海市文化会館

。尭表演題世 1 1 

0特別講世 鈴木 広

「νシャー@樗来性KついてJ

2月21日

rV?I)エーシ."と環境問題J

字野 佐 世鋒記士会館

3月26目 卒量輸文発車会

発喪積回数3

2 昭和49年度総会

学会費費終7聾{場所・日程向上)

寵 S国学会大会の日程決定

渡広報活動

1. m関誌 5号発刊〈予定〉

2 学会~.ース尭行

第 11号(5月}餓12号(2月)

3 定両日開究会活動

会

臨

究研

会

伺

問

一部

6

5

動
「
主

2

1

活
一
世
月
月

郵
一
近

7

3

主一策一

1

5月 9目

「情報γステム@国際的動向J
池田 勝於修配t会館

7月 26a (近盤、東京、合同会}

於同志社大学

『広埠メクールKかけるνタリエーγ

."断面Kつhてj 杉本正美

rvタリエ-!/・シ官念への袋近J

仲村事

2 九州支部

7月 5日研究会

9月 2.自 主部埋葬会大会.障会

3月 研究会

127-



昭和5日年度事業計園

。研究調査活動

111 第 5回学金大会の開催

凶昭和50&手直障会の開蝿

131 定問研究会活動

141 研究嗣査活動

。 広 報 活 動

111 槙関誌「νクりエ-Y.Y研究6号」の売刊

121 全学会ニュース第 13号~第 16号の発刊

。邑障の拡充

111 会員の獲得

121 主部との主流市新主締結車のための活動

九州支部

く学会ユュ ス〉

… ……L… 印刷詩語学長
い子宮入~， 1聴会

〈学会ニ孟ス>1研究会

研究会

*檀関藍「レクリエー γ ヲン研究」第 5号のか届付が遅れて""ますが、印刷中ですの

でもうしばら〈会待ち下さいe 念事炉、第6号の原輯も募集いたします.

会先般雑誌「νタリエー γ "， ;..-Jにて、第5回学会大告の開値目を 10月308と会知

らせ量しましたが、地元徳島市との調整がつかず 11月21日K変更量しましたので

を詫び申し上げ、訂正させていただきます.

月

4月

5月|定問研究会 〈学会ニュース〉

日| 一 一一日lj/f究ム

7月|定例研究会(近珪との合同会 1(合同研究会}

8月<学会ニュ ス〉

9月|定例研究会

10月

11月 同15回学会大会

1 2月|

1 月同EØ~研究会

2月

i月 |一定例研究主

近磁文部ゐ
合内

聴会、研究会

揖闇誌の尭刊

昭和 49 年度決算報告

〈収入のIi>

項 目 予算額 掛算額 漕減額

前年度樟越金 22.91 -4 22.91 -4 o 

入金金 50，000 32.000 d 18.000 1，OOOX32 

会 費 800，000 582.000 6218，000 慣2鋭9虐1費{人4分0，0】Xoo 2) 0}o 

大会 B加 愛 120，000 100，000 .c.. 20，000 

錐収入 50，000 52，938 2.938 衆車、レク窃移国E得民入

補助金 。 50，000 50，000 日本νクリエシ.y場会

1，0 -4 2.91-4 839，852 .c:.20 3，0 6 2 

〈 支出白鶴〉

直 目 予算額 決算額 糧援領

事 務費 30.000 7，050 .c:. 22.950 日常事務消耗品代

会諸費 25，000 -44，020 19，020 会場費、食事代

通信費 100.000 89，320 ム 10.680 印属物郵送受

印刷費 400，000 401.400 1，400 ニュース車レクilI'il'5号

例会鍵 -40.000 16，000 ム 24，000 甜礼

大 会費 200，000 216，270 16，270 九州支部へ

龍会費 50，000 50.000 o . 
支部助成金 60，000 60，000 0 穴jj(垣量、各30，000

研究調査費 100，000 016100，000 

ー産 It 7，9 I -4 6，851 1，063 レク協会会質、手数料

予備金 30，000 01 d 30，000 

l.G" 2，91 " s90.911 .c:.152，003 

媛収入と主出の暁算額の差 5 1.0 59円が不足金

慰梓月日

49.10. 31 

研究テーマ

青木繁三|大匝確立大学lサイクリング@社会的考察

研究者|所属

清和稼子i中央大学11!-;oラゾド'ta-けるPhysical‘recreatiOs

殖穆 l 第
野々富 州日本刊と|楽しさに闘する一場察

一一司ノ-，

49. 7. 26 

49. 12. S 

49. 9. 21 

50. 3 26 

-128 

定 I50. 3.15 

四

江僑真四郎|東京大学 ι し A同-、品向阪晶・~e 1学
永吉宏美 1 7 ィ γ4 刃N ・ v ， リー-，・〆凪比.I''''W'Ir~守

ド豊!日雀[u欄 岬
崎仁

2 2明星|域開|生活剛問調査叫る「レジャーJの測定

塩谷家集l大正大学|新入金の健康管理Kついて

佐態ー夫!翌慾描引視加害児のあそ向輔と相酬て酎醐兜

梅田 畑|謹罫RJJ!柵脚レタリエザd セラピ4唱する晴

杉 本 正 美1大阪府立大津は萌スケール侭会吋るレクリ::r..--Y.噌樋日にヨハて

仲村 妾|同志社大学 |νクリエーシ，，;..;:柾合唱寵近

近藤公夫l議息女牙女学 lν ク 'J~ーγ .yマスタープランの事例陸揚R

宜野恕三郎|問守社女子大i古代日本にをける"あそび."，ついて

日比野閉郎;京都帝宜大学!大学生の余曜活動

林 困 俗 子i奈良女子大草l余曙 ー現イ也ヲ意義一

牛窪洋子現吋でにかける野外教育の意味

松本 清(大拒儲味津1学控盤育限会バナる酬括質問実聾分折
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昭和 50年度予算案

〈眠λ由包〉 〈茸出の圃〉

調 目 予算置 内容 項目 予算慣 内 容

赤字晶画金 .0 51，059 .務費 15.000 構耗晶代

入会金 50，000 50，z分 会臨費 30，000 会場費、食.代

会 費 700，000 350名分 通信費 150.000 印刷輪郵通費

大会 B加 費 100.000 100名分 印刷費 450.000 瞳園陣、品且ス

輔収入 250，000 広告等 同会費 30，000 酎礼

大会費 150，000 会場費、看1i

輯会費 50，000 衝礼衣と

支部助出壷 60，000 九州.近畿支部

事務蝿運瞥費量 100，000 

輯 " 3.941 予備金 10，000 

1.048.941 1.048.941 

昭和 49年度学会活動関係発表論文

研究者 所周 研究 テー マ 尭喪年月日

秋吉轟範 福茸数育大草 OI!;人@健康生活とスポ グ 49. 10. 31 

露掛政図 邦陸 鎗夫 東京世育大型 日本人のスポ-~規聞 ， 
， 8露

宮宮 下下瞳弘子椅
阻原7向天天堂堂勺大大事学学プ

スポ-~9 ラプの管理運営K関する富論
回

， 

井宮 上下 忠畦鰻治 ， キマンプ@教育的揖能K闘する研究
回

， 

川野高大軸間向慢北木口 妙英文完和 子1敏敏生2 

東商大学
， レクリエ -'/"yヲ-~--研修会K金付る 学
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軍Eの変化Kついて
， 

福Yロ岡許大も学

会

例A生図同唱Z崎中E遥良正さよ郎子三志
大

九福州岡，大大学学
レタりエーシ.y指導効果K国する研究 ， 

(その 1) 
会

目比密閉邸 京冊立博 大学生。余曜活動蝿査

山畳本畠 久乃縛君主 専修大学 大学生のレク9エ-v.YOO顧と意輯Kつい ， 
， 

尋問一郎 係自主将 スポー少数宣κみられる会控Z場嘱掴提(そ"") ， 

伺

研

究

会

大

会

国
仲 村 要|同志社大学|最近のνジ々ー.レタリエシ.;/観をめ
瀬口 彰 1<る作官E点κついて
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ー本号の内容三

。昭和 51年度総会報告

1)昭和 50年度事業報告 2)昭和50年度決算報告 3) 51年度事業計画

4) 昭和51年度予草 5)新世員決定 6)学会会則改訂

7)第 6回学会大会につレて

。支部ニ 1 ス(近畿九州)

口事務局より

。昭和 51年度総会報告

l 昭和 50年度事業報告

1) 定例研究会の開催

d嵐氏 名 アーマ 期日 場所

松原洋三
コミュニプィ レクリエ ション

850. 5.27 
岸記2主体育館

の推進調査について 502会議室

秦 芳江 社会改良運動と近代レタリエション

永吉宏英 幼児児童の生活におけるスイミ
京都府立大学2 ングスク ルの機能主役割り 850' 7'26 
図書館

野々富徹 わが固におけるレクりエ シヲン

池間博之
|一|概ヨ一岩ロ:のy奪パに入おに-けつるL一て

7， クダンスの事情
3 850-10- 3 岸記t体育館

江橋慎四郎 TCHPERアジア会議の報告 401会謹室

4 各大学生による 若者のレクリエーション研究の意識 851-3.26 

2) 第 5 回学会大会の開催

九期日〉 昭 和 50年 II 月 2I 日

く会場〉 徳島県郷土文化会館

く研究尭表E重量> 20 題

3) 学会ニュースの刊行

A6 1 2 -胤 13

4) 学会機関誌!レクリエ ション研究」尭刊

第 6 号

3 昭和 51年度事業計画

1) 研究調査活動

(1)第6回学会大会の開催 秋田県 10月

同昭和 51年度総会の開催

(3) 定例研究会活動 5回を予定

ω)研究調査活動

2) 広報活動

(l)機関誌 1"クリエ ション研究Jの 6，7号の尭刊

(2)学会ニュース第 14号ー第 16号の尭刊

(3) 月刊(レタリエ ション]の学会だより投稿

3) 組織の拡充

(l)会員の聾得

本 部 近畿支部 九州支部

4月 輯会

5月 総会定例研究会(東京)

日
学会会員名簿作成

東企尽毘堕志宜賀費会支部 研究会定例研究会(東京) 企生F昏 λ~三』一F ユ-，、

宣部学会hzL) 学会大会

P弓f:~ーーュ ハ宝

告定例研究会(東京) 支部研究会 研究会

機関誌 lレクリェ γョメJ，即発刊、学会ニェス

3月 定例若研者究の会レク(東研京究)の意識く各大学の卒論から〉 総卒論尭表会会

-----ー~ー~ーーー--ー-----ー---ー--------ーー町四四--ー

く事務局より〉

O 機関誌 lレクリエーション研究J6号の発刊について

機関誌 fレク明エ ション研究J6号の尭刊が遅くなり、会員の皆様には大変御迷惑を

お古吋 L、亡しておりますが、近日中には出来上がる予定てすので、出来上がり次第お送り

いたします。

-129 

2 昭和 50年度決算報告

〔収入の部〕 {51年 3月 31日現在)

項目 予算額 決算額 増減額 内 容

赤字韓越金 品 lβ59 ム51059

入会金 50ρ00 "ρ00 ム6，000 I，OOOX44人

会 費 700.000 555.000 ム145.000 一般2ρ00円買275ん学生1，000円x5人

大会参加費 luO.uOO: 97，000 凸却00 1，00叫I]x97人

酎成金 o I 50000 50pOO 

維収入 250，000 I 37.079 6212921 機関誌発表紗虫色 売上げ

計 1.048941 I 732020 ム316921 -.J 

〔支出の部〕

項目 予算額 決算額 増減額 内 容

事務費 15.000 19.060 4β60 日常事務消耗品代

会議費 30.000 52，570 22570 会場費、食事代

通信費 150，000 79::;15 ム70A-85 総会通安田k開会通知、機関誌郵送

印刷費 450.000 102，050 6347，950 機関誌、ニュ ス

倒会費 30，000 5.000 ム25，000 謝礼

大会費 150ρ00 131745 ム 18255 大会案内通鬼抄録印刷と郵送賓

総会費 50.000 。ム50，000

支部助成金 60.000 60，000 。 九州支部ん近畿支部

事務局運営費 100，000 8860 ム91HO 交通費

雑 費 3941 5ρ00 1.059 

予備費 10，000 。ム10.000

計 1，048941 463800 ム585)41

楽 収入と支出の決算額の差 268，220円が来年度繰館企

回ム印は、予算額に対して決算額が少なレもの

ーー----ー----ー~ーーー-----ー-------ー-----ー-----

く事務局より〉

。会費納入について

総会報告にありますように‘ 51年度より会費が値上りしましTこので、よろしくお願い

します。

51年産会費......3000円

50年置以下は従来通り 2，000円

海会費納入は、同封の振替用紙を御幸周ください。

4 昭和 51年度予算

く収入の部〉

内 容

350名分(300名+50名〉

120名 x1.000円

く支出の部〉

項目 予算額 内 脊 |

事 務 費 __  2盟~---"'型開出生一一一一
会 議 費 80.00C 会場費、食事代

一
通 信 費 400ρG 総会通知、例会通知機閣誌郵送

印 属 費 D5D.OOC 機関苫人名簿作成

倒会費 40.000 

大 会 重量 150，000 

障会費 50.000 

80，000 

工子三十つお 二三二づ
注 l 印刷費が多Lのは機関誌 6号が本年度に出せなしため、来年度に計上してある。

く事務局より〉

O機関誌[レクリエ ンョン研究J7号の原稿の募集について

今年度中(来年2月)に 7号を発刊する予定でおります。つきましては 今から

準備を進めて、奮ってご投稿くださしますようお顧しします。投拍規定はレクリエ

ゾヨン研究の巻末をこらん下さし。



5 新役員決定

名誉会長

会長

副 会長

理 争 株 た(地蟻同十両研究所)三笠宮崇仁線王殿下

前川峯雄(中京大学) 深町一夫松戸商工会議所)

前野淳一郎にベ ) 、『 サルタソツ'

巻正平(評翁家)

松原五一構業訓練大学校)

宮下佐治(順天堂大学)

秩吉嘉範(福岡教育大学)

松延陣 (福岡大学)

青木泰三(大阪府立大学)

川村英男(福岡大学)

近藤英男(奈良教育 大学)

庖谷宗雄旧本体育大学}

三隅達郎(関東学院大学)

山 崎 進(相撲女子大学)

理 事長 江橋慎四郎(東京大学)

理事浅田隆夫(筑波大学)

岡 山 優 子 ( 神 ノ セ ラ協会1I 池回 勝(大阪体育大学)

小 JII 長治郎(日本レクリエノヨラ| 仲村 要嗣志社大学)
協会理事|

兼松保一(中央大学11 丹羽川昭(奈良女子大学)

木下鯵子(東京 YWC AII 鈴木勝衛(福島大学)

窪回恭子(女子聖学院知大1I 団 琢磨(島銀大学)

| 吊古屋レクリ z
粂 野 重量(筑波大学11 東恨俊_("υV防 A

ョ .-lIlt1ti

最 f'li l直 木 G叫立武蔵療長所1I監 事 金爆愉弘(日本体育協会)

川橋和敏閣極 大学11 出 口 一 通 と5サルタント)

仙紙真照(淑徳大学11幹 余川向妙子(東海大学)

l 日本シクリェ
III 村 喜代(東京学芸大学I! 野々宮 徹( 協会)

掛川純三日波大学11 野間臼英敏(東海大学)

く事務局より〉

。会員名簿作成につレて

事務局では、只今新たに[会員名簿」を作成しております。近臼中には出来上かる予定で

すので 出来次第お送りします。
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日本レクリエーション学会 1

三本号の内容三

。第 6回学会大会報告 。新入会員紹介

。第 1回大会から第 6回大会までの発表演置と発表者所属一覧

米第 6 回学会大会報告

第6回学会大会は、 10月3白秋田大学教育学部で開催され、盛会のうちに終るととが

できました。

ζの大会を開催するκあたり、大会準備，u尽力〈ださった、秋田大学の工慮、和田両

先生をはじめとする多〈の関係者の方々のど苦労K対し、紙面を借りまして&、礼申し上げ

をす。

研究発表は 17酉(演題は男l慣多慣)と、将男発表として、秋田大学教育学部教授の工

藤葵三先生I<r秋図の風土企レクリヱー γ 苛ン」を、 b願いしました。

来新入会員紹介(醐 51年 2月26ト昭和 51年 11月刊現在)

氏名所属| 住 所

広井家幸自 営)949-75新潟県北魚招郡川口町相J!l671-!

小林 宕幸京都長岡 YMCAI 617 京都府長岡京市侮が丘 2-97

木村 彰四国女子大学1769ト26香川県大川聞大内町永主 4196

舌図 章東京教育大学1174 叡橋区常盤台4-2 RB405 

傷罪雲 i皇子女 子 聖 学 院 1354 埼王県富士見市鶴瀬酉 2-8-113-3

後車問信筑 畿 大 学 130lr-3l茨減県新沼郡桜村竹園 3-103-402

直川'召子東 京 y W C AI 崎主県入閣罰三芳町藤久保 3782

志射邦義 ;t.里大学 非常勤 1¥山 東京都町田市板間r12
橘 直隆東京教育大学{院生)1151 東京都渋谷区西国 1-37-6

徳井 二郎 KK空港グテドサーピス 1191 東京都日野市豊島図 3-8-11

鈴木 傘 KK空議グヲン~.~-ピス 128ト22 千葉県香取郡多古町轟多 46

川~毎臼新聞社通信 | 
粕川i 俊一一・ 3育センター1940 新潟県開市上回町 2融良平樟方

中 村道雄 KK新潟鉄工 19刊 新潟県長岡市巻島町 947-2

市野豊治愛 知教育大学 1462 費掴県名古屋市北区中宮町中富住宅 1-903

増由浩司流山布教育委員会I270-01千葉県流山市平方 1220 いづみマシシ箪ン2-22

和図 を秩 阻 大 学 1010 秋図市保戸野すわ町 11-4

桝鎌司医療法会糟崎光会病院 1301 茨城県稲敷郡新利樹上酔宮崎病院内

6 日本レクリエ ンヨノ学会会則改訂
第 3条 本会の事務局は、東海大学体育学部社会体育学科レグリエーション研究室内に置くぴ

第 19条会員の会費は次の通りとする。

l 入会金 1.000円(3米下ル)

2. 正会員 年額 3，000円

3. 学生会員 1，000円

4 特別会員 10米ドル

5 賢助会員 2 u， QO。円臥上

付則追加

3 本会則は、昭和 51年5月 1日にー部改訂する。

7 第 6回日本レクリヱーシヨン学会大会について
開催県は.日本レクリエ ション協会の全国大会の行なわれる秋田県に決まっています

カL 日時については全国大会の実施要閣がはっきりしておりませんので、未定です治、

10月3日の企算が強いようです。

O支部ニュ ス | 夏目 瞬(神戸市立鷹近中学

く近畿支部>監事 dサ11 寿一 校)

⑨世員が下記のとおり改選されまし文句 | 馬場太郎

〈白印は本部副会長， 0印は本部理事古事務局移転のお知らぜ

ぬは事務局担当> 1 昭和 51- 52年度の 2年間、主部会事

会長@近藤 英男(奈良教育大学 輯局が下記に移転しました。

副会長 O近藤去夫(章良女子大学 奈良女T大学文学錦体育学研究室

理事長 O丹羽 湖昭(奈良女子大学 守 630奈良市北魚屋西町

理事 乱胸742)23-ー1131内 293or283

{大匝)赤縁 煎(大匝成庫女子短大1I古おねがu、 支部会詰動の活発化のため、

O青木 泰三{大匝府立大学 積極的なご意見などお聞かせくださし、

0池国 勝(大匝体育大学 く九州支部〉

酒井 哲雄{大匝YMCAI 古世員が下記のとおり決定しましたので、お

杉本 正重(大阪府立大学 知らせします。

寺阿 部(大限F→夫ホ決同協会1I 本部副会長 川肘英男帽岡大学)

西山勝次(大阪産業大学 本部理事秩吉嘉範(福岡教育大学)

(京罰掴ロ 彰(同志社大学支部事務局t担当)

河嶋鍵次{京都市世市 本 部 理 事 怯E 陽一(福岡大学)

O仲村 要(同志社大学古事務局連絡先

日比野明郎{京都府立大学 福岡教育大学

秦 芳江{同志社女子大朝 | 福岡県宗像郡宗像町赤間 729

。奈良)江刺 正吾(奈良女子大学 1_______よ~1_匂!2..とえ-::..2~!L_
ム小田切抜一{奈良女子大学く事務局より〉

高橋 健夫(奈良女子大学 1 0住所変更の連絡について

(和歌山)松本 一夫(住友金属工業 最近、事務局からの郵送物が返送される

選集 幹雄(保養所 部教が多くなっております。つきましては、

(滋賀)北)11 宗忠(日本士夫市町ψ協会1I 住所の変更があるときは.必らず事輯局ま

草川 一枝(滋賀大学 で連絡くださるようお願いします。

( 兵 庫 ) 足 立 克 己 ( 神 戸 新 聞 楽 学 会 事 務 国

飯岡 泰子(兵庫女子短大 〒259 12祥事川県平場市北金目 1117

戸図 久一(兵庫県←スオステル| 東海大学体育学部社会体育学科 1.':?'1)=♂ 

野口 徹(三菱電機) 働会11 ショイ耳究室 TEL0463---'Z18-1211ex465

氏名 所 編 住 所

中島秀夫 医S康法人宮精崎光会病 院 301 夜減県稲敷郡新利根村上根本 宮筒病院内

今世隆則 大同製鋼知多工場 477 愛知県東南市元浜町 39

岩汗 宏 γ キープ健康保険組合 545 大阪府大阪市阿倍野区長池町 22-22

浅井清司 KK三重開発自動車 510 三重県四日市市大字日永 5339-12

高橋 伸 184 東京都小金井市東町 5-11-14

図村 ~.史 日本バデ寸-7-ポーツ 194 東京個T田市原町田トト 14

三上悦生 ワイルドスポー y 172-02東京都稲輯市百村 595

谷内芳秀 308 茨城県下館市女方紙之察

宮訟京一 290 千葉県市原市山田 551

音構哲子 154 東京都世田谷区池尻4-35-9

渡辺本E 244 神奈川県横浜市戸壇巨上飯田町 1331-11-5倒

小西啓子 181 東京都三鷹市井の頭2-32-4

二宮忽代 164 東京都中野区南台 5-6-5

杉町百合子 155 東京都世田谷区北沢 4-3-16 東明~~シ宮Y

審図八重子 165 東京都中野区新井 4-18司 5

高図良平 a本体育大学 158 東京都世田谷区採択町 7-1-1

藤本総次郎 日本体育大学 182 東京都狛江市和泉 1248

酉図俊夫 日本体育大学 158 東京都世田谷区深沢 7-}-1 

三沢絡而 米 内 訳 高 敏 017 秋田県大館市字東台 573-5

栗原 都 日本体育大学{研生) 158 東京都世田谷区深沢 5-2-3 (山口方)

江刺正苔 631 奈良県奈良市字国大和町5-730企務員宿舎515

谷口朝市 156 東京都世田谷区佐橋 1-49-1

工藤英三 秋田大学 101 歌田県秋田市大住』丁目 10-1-204

福田芳則 東 京 大 学 ( 院 生 ) 151 東京都渋谷区西原 1-16-16 睦男湛 17号

来 発 表 者 所 属 一 覧

学校聞係 一 般

つ貨 高 盲養
協エEl|i! 病身企育脊キ 子 体輿社セコ婦オ

学種学

障若 年t ヤど 望会，ン

セ年 祉福 "'-I_:?
シン のプ 協 タニリ

学校校校 会ンヨ院タI 業 館家 協会 国む 会 館法入 lテイ省州オ

第1回 15 2 1 

第2回 19 12  1 3 2 1 1 

第3[!..j 15 11 E 1 1 1 

第4回 14 2 1 E 

第S回 15 1 2 1 l 

第6固 14 1 1 1 

nu 
qa 



第 1函日本レクリエーシヨ Y学会大会(昭和 46年)

(於 北九州市戸畑文化ホール 11/4 ) 

必発表者 所 属 発表テ マ
共同研究者

氏名 所 属

|必発表 者 所 鹿 発表テーマ
共同研究者

氏名 所 属

日宮下桂治 願天堂大学 キャンプの教育的機能K聞する研究 山本武彦

一社会的感受性訓練としての可能性に 北森義明 顧天堂大学

1高 僑 健夫 大阪大学 Stanley ParkerのrWork- 矯本定彦 大阪大学
ついてー 井上忠夫

Le i sureJ 諭K関する一考察 1<井上忠夫 順天堂大学 キ守 Yプの教育的機能K閤する研究 山本武彦

.11噴口 事 同志社大学 ユ晶一・ディ-，レ政策とレタ')エーγ .， 仲村 要 同志社大学
ー社会的感受性習l鵬としてのオリエンテ 北秦義明 原天堂大学

ーリ y ?， v効果Kついてー 宮下桂治

3青 木 泰一 大阪府立大学 考びむ考察

4高 橋 和敏 東海大学 ゲーム指導法の実験的考察-GSRK今村義正

15古賀正宏 八幡厚生病院 生活指導としての病院νタリエー ν 盲 末吉光彦
八幡厚生病院

ンについて 発伐憲彦

よる分析を中，ul'L 大 北 文 生 東海大学
16武井正子 順天堂大学 精神病院K台付るレクリエ -，:/"y療 何野信弘

野間口英敏
法K関する研究 須田柳治

5服部 洋子 成艦大学 わが国"0きける地捜フォ -;7j";/ス団 武 井 正 子
順天堂大学

体且ぴ指導者由意識と活動 神 山 須 真

宮下佐治 順天堂大学

井上忠夫

61111口文子 日本青年鎗 青年団".-けるレクリエ -:/"Y恒動 神山須真

の現状と問題点

7斉 藤 定雄 順天堂大学 地域社会のレクリエ ショ，"対する

矢島幸子
順天堂鑓谷病杭

鈴木定

大学の寄与

s野間口英敏 東海大学 暁場Kなけるレクリエ-/ョン実施の 盗谷宗雄

影・Vて閣する研究 高 橋 和 敏 東海大学

17捜井正昭 日本大学 精神病院Kむけるレク')エーツョ y療 捜井矛')勇
浅井病院

法の新しい試み(その 1) 武内三三

ーレクりエ-:/ョン癒法の理論的背景 浪越信男 順天堂大学

浅井義弘 日本大学
今村義正

9 音成彦姑郎 玄海青年の家 社会教育施設Kを吋るレク')エーゾ冒

浅井邦彦 東京医歯科科大学

ン指導医つh て

一北九州市立玄南青年の家"'"ける

18直越信夫 順天堂大学 精神病臣民事、吋るレクリエーショ Y療 浅井矛'1勇
浅井病院

t去の新しい試み(その 2) 武円三三

現状と諌題ー

101)，両 義弘 権問教育大学 わが同K砕ける体育 1 ポーゾ施設汗')粂野俊
文部省

!円の社会学的介析 底的 仁

ー個人白体力 運車能力量よびレク要 浅井正附
臼本大学

求K応じたレタ')エ-"'3':-穣法の実際 浅井義弘

浅井邦彦 東京医科
歯科大学

団琢麿 島根大学 19武内二一 浅井病院 精神病院".-吋るレク ')エ -:/"Y慣 浅井利男 浅井納院

悔国情次郎

事h 納秀雄 東京教育大学

法の新しい試み{その 3) 浅井正昭
ロ本大学

ーνクリエー/ョ，"討する曹度調査 浅井劃弘

稲田俊治 <I!鑓 fロ夫 順天堂大学

" 斉藤仲rx明治学院短大 キャンプu-ける野外教育のプログラ

ムKついて

浅井邦彦 東京医科
掬科大学

"銑木孝雄 麻布堅実依科大学 キ守 Y プ生活K事、ける尖証的研究‘

←笥寸山麓山中湖畔のキ守 ;/7"場

20究学会委委員託会研 東京都野外スポーツ レクリエー γE

y施設計画むための調査研究(報告)

を中".:'~亡してー

第 2回日本レクリエーシヨン学会大会(昭和 4 7年) 必発表者 所 属 発表テー守
共同研究者

氏名 所 属

(鈴 日本都市センター 11/10) 

必発 表者 所 属 発表テ- ~ 
共同研究者

l'は蝿友大 浅井病院 レタリエ--;.;.;..-療法K対する新しい 浅井利勇
浅井病院

試み(ダ，~セラピイを中心として) 務砂幸 三二

氏名 所 属

1育木 泰三 大阪府立大学 遊びの考察(その 2 ) 

浅井正昭
日本大学

浅井義弘

2地匝 腸 大阪体育大学 νクリエ_.;;.;.-'理論の妥当性K聞す 20鈴木 定 越ク谷街院 精神病匪陀金けるレタリエーシ./'i'C河野信弘

る研究

3薗田碩哉 日本レク')エー レク')エーγ" の意味脆的検討
':/.ン協会

関する研究 lそむ 2) 武井正予
願天堂大学

井上忠夫

神山須真

‘ 小野邦聞 東尽教育大学 スポ- 7とピーーりタニズム
矢島幸子 起ク谷積院

5片岡暁夫 東京教育大学 スポーツ意識C社会的背景
21井上忠夫 願天堂大学 キキンプープログラムの研究 宮下桂治 原天堂大学

ーポフンティ7・ラ')ーの効果Kついてー

6 山市 孟
東京都立商第業一高校 個人の属性からみた青少年のスポ -:;1

意裁の特性
22宮下桂治 順天堂大学 人間関係書l帥としてのキャンプC方法 井上忠夫 順天堂大学

論Kついて

71111ロ貢 償浜国立大学 スボ-';1意識とクラブ活動の問題
23斉藤伸次 日軒守ンプ協会 7メリカK辛子ける私設組織的教育キ守

8在司正椿 東京都立第一 エポーツ意識とスポ-:;1種目の関連
商業高後

ンプの畢営K聞する実態Kついて

9捜田隆 夫 東原教育大学 総括ースポーヅ教育試論(中ー高校生

のスポー Y意融調査の結果)

24吉永ト γ 子 県立新海短女期子大学 7.ーク"'Y.A(!)普及K関する研究 松木真言 県立新調短女期子大学

学校""吋る F.D指導Kついて

10金崎良ニ 九州大学 レJキー研究1('"吋るM.Dプランの

位置

"池間博之 日Y本BνY協p会qェ - 国際交琉の場".-けるフォ ク ダY 

1 ・民踊Kついての考察

11 中村 塾 同志社大学 レジ守一観K聞する調査研究 綴口 彰 同志社大学
26秩吉嘉範 福岡教育大学 レク')エーショ Y指導者K関する研究

(2ト職場レター 1)_j<'ーの藁成状況K

12森部 宏 英 東尽大学 地域K事、けるスポーア普及K関するー 江橋僕四郎 東京大学 ついてー

考察 粂野 豊 文部省
27川旧文子 日本青年館 パー Yナリチィとレク')エー γ 冒ン悟 染谷祥子 凶本青年館

13大森 雅子 東尽女子 主婦のν，')工ーゾヨ y 活動の動向K 森 国 置 子
東京女子体育大学体育大学 ついて 松精三代子

動止の相関Kついて 小田切毅一 日本レタ ')エー
ν" 協会

1<佐藤幸子 仙台大学 主婦の自由時間利用Kついて

15佐瀬 一 夫 県立福島盲学校 福島市内の職場レク')エー γ ョ;/.J' 鈴木膨衛 福島大学

四 千 葉 和 夫 日本νタリエー レタ')エーシ昌ン講習会の効果"聞す
:/./'協会

る研究

ラブの実態Kついて 黒 沢 勝 利 市教育委員会 29大北文生 東海大学 グ ム指導法の実験的考察団)-G S 高橋和敏

同鈴木孝雄 麻布獣医科大学 主婦のスポーツクラブの現状と問題点
R"よる分析を中心，，- 今村義正

東海大学
野間口英敏

171，.;住吉光摩 八幡厚生病院 精神病院内K晶、けるレク ')エー γ ョン 川向妙子

活動指導の考察 鈴木秀雄 北里大学

18武内 ニー 浅井病院 レタ')エ←ション療法K対する新しい 浅 井 利 男 浅井病院 30鈴木秀雄 北里大学 ゲームK対するイメ-.;}の比較考察 高橋和敏

試み(短期間集中運動療法の効果Kつ 浅 井 正 昭
日本大学

い て } 浅 井 義 弘

-5D法 Kよるグループむ比較一 大北文生
東構大学

野間口英敏

様陸信ヲミ 順天堂大学 川向妙子
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必発表者 所 属 発表テ_ 7 

共同研究者

氏 名 所 a 
3 !捜井正昭 日本大学 モータリ-t!-/.yf'(聞するナーン，ナb コン

奮闘 和辰緯夫樗烹||ll Ji '*日Eン本 大 学セY サスの形成と新しい受理公園 稲吉

鈴木 鶴グ安全違伝

e貧困
32稲吉 博 ホンダ安全速伝 新しい交通公園とその役割P 吉国和失

日本大学普及都
浅井正目

鈴木辰鐘 ホンダ安全運転

検回 東 普及郁

33 鈴木辰雄 ホ~~安全運転 新しい交通公園"'..ける具体的企 γ~ 育園和夫
臼本大学普及部

テムKついて 浅 井 正 昭

稲吉 博 ホンダ安全運転

償園 東 普及部

341~尾邦江 とどもの園 新しい子棋の遊び場。計画とその刺用

実態Kつhて

一一
第 3回日本レクリエ γ ョン学会大会(昭和 48年)

(鈴 水戸市ー常陽輯守会書室藍 10/27) 

必 発表者 所 属 発表テーマ
共同研究者

氏名」所 属

A 会場

E 山市 孟 東京都立第一 「スポーツ奮加 Jt<:量ける阻害条件 き費回 隆夫 東京教育大学
商業高等学校

z金 崎良三 九州大学 産炭過膜地域K<-ける νク IJ%.-γ=  

y の車問(1)

3佐瀬一夫 県立徳島盲学校 レクリエーション集団の現状と問題点 鈴 木 勝 衛 福島大学

(1滞在国の規勧の有無Kよる比較

4 佐 藤幸子 仙台大学 地域むνタリエー/.ン講習舎の需要

の増大と、それが家庭K及ぼ寸量5・K

つhて

5永吉宏英 東思大学 コ~ "-エティ レタリエーシー;/i::;/江橋慎四郎 東尽大学

ターとしてのYMCAK聞する事伊聞

究

6 進土五十八 東京 S農業大学 野外ν?'1エーシ司 Y む適正環境K関

する研究 1.， 

第 4回日本レクリエー-;/ヨン学会大会(昭和 4 9年)

(於 唐，.市・市立文化会館)

必発表者 所 属 発表テーマ
共同研究者

氏名 所 属

1秋吉轟範 福岡教育大学 老人0 健康生活と1 ポー y

2 奥島波 郊去を 東京殺育大学 臼本人のスポーツ規範 き受周 隆失 東京教育大学

一社会科学的7プローテー

31'1<下径治 願天堂大学 スポーアクラブの管理運営K関する試 宮下弘子 7ジスポ-')/

論 タラプ

4 井 よ忠雄 順天堂大学 キキ Yプ0教育的樹~I!:関する研究 宮下位治 順天堂大学

一感受性ヨ惜の応用とその効果ー

51J11向妙子 東梅大学 レクリエーションリ-~-研修会K" 高橋和敏 東海大学

吋る態度D変化Kつ凶て 大北女生

野間口英敏 東海大

鈴木秀雄 70 リ夕刊立大

6 外木場達郎 福岡大学 レクリエーション指導効果K関する研 金崎良三

究(その 1) 回中正志 福岡大

ーレク IJ:r..
_ 

-;，.-~ j/集団の性別構成比 久富さよ子 福岡大

のちがい忙よる指導効果の差異忙ヲ

いてー

7 日比野閉郎 思都府立大学 大学生の余暇荷重詰調査

白山本久乃武 専修大学 大学生のレクリェーショ Y 白経験と意 長島 陣 専 修 大 学

識 Kついて

9 寺岡 郎 酎大阪体育協会 スポ ア教窒Kみられる女性。余暇観

(その 1) 

10 青 木泰三 大阪府立大学 サイクリングむ社会的考察

11 情 和博子 中央大学 ポーランド~r. ~~吋る Physi団 1 recre-

ationの推移

12 野 h宮徹 日本レクリエー 楽しさK関する一考察
'/ 5 ~，協会

1311，押す 要 同志社大学 最近のレグ. 、レタリエ γ 旨ン観 瀬口 影 同志社大学

をめぐる問題点Kついて

H 永吉宏英 東京大学 フイチイカル レクリエーシ，ン成立 江橋真四郎 東原犬学

K影・を与える諸要因@夜間 島崎 仁
文部省

一林の歓量化理齢第E類を用いてー 粂野 量

L 
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必発表者所 属 発表テーマ 氏共名同研所究者
縁

7 諸星 術大正大学鏑膚脆障害対策の実験的研究

s塩幸正 宗雄オ~，リ矯オ州正省
少年矯ー正カナ教ダ育・

k

オン

b
タけリオる州レクを伊リ

l

エ

k
と-っ

Y

て

E 

91J11口 宏紀泉病院精神購艶K金付るサイクりング護法K 音田 篤

つh て 渡辺弘紀泉病院

浜阻 進

10須田柳拍車天堂大学プレイ t ラピーのプログラムK関する河野信弘

研究 武井正子

B 会場

宮井下上経忠治
夫

順天堂大学

三浦 r嫁

神"，泊lt

長谷修川一郎桃山学院大学現代けいーンヨンの問題点
l 

2秦 芳江同志社女子大学わが国キ '1スト教主義レタ '1エーショ

Y 運動の歩み{その 1)成瀬、松浦、

安部の論説Kついて | 

z薗田碩哉日本け '1エーレク '1エ--/ ~"の意味論的検討{そ l 
/!I;/協会

の 2)

41f'哨 要同志社大学最近の v-J....ー、 v1'I):r.. 
_ 

'/ ~骨折口 引 H ).社大す

Kついての一明ー特忙京都市閤酬 | 
J企業従業員を中川

「
5 西山勝次大阪産業大学習「閣にみるレク ljエー/~/'\の手唆

6 低水 真言県立新熔短女紙子大γ 子ー供広の場体で育
の

:進P
びK閉する研

1

究(3その 3)

二ド7 山 本 英 毅 日 本 福 祉 大 学 | 組 織 キ 守 ン

l k制するキ

畠野沢 曜 埼 玉 大 学 露 営 キ ャ Y

9 同村
文人山少年口県宿石泊城訓練山所
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02Jl定伊悶究会報告

03月定例研究会報告

業 2月定例研究会報告

。近後支鶴だより

。九州貫郡だより

2月の研究会は「諸外国のレタ 'Jェ γ ョン劃向」と置し、去る 2月 25日(金)I'C聞

かれ、 19名の会員の参加があbました。

まず、学会会長前)11篠雄先生Kよる中国のレタリエー γ 冨ンが資料Kより尭表され、さ

らに源義史克彰失生〈巳本余暇女化援興会〉のヨ ロッパ会言語。概要色、主び資糾説明があり

• Lた。

今回は、全員が畠由K話し合う ζ ともねらいのひとつで、活発在意見受換ができました。

以下位、前)11先生の話を再編集したものです。

中園田レウリヱーンヨン

前)11 峯雄

@余暇のとらえ方

我々の余暇活動Kあたるものとして中国Kは業余程言動がある。しかしそれは、一正、対応す

るものとしては左いう ζ とであって、余暇と業余で拡それぞれのとらえ方はずいぶん違って

いる。たとえば、手電々は余帽を時間的なものと ξ らえ、余暇活動の代表格レタリエーシ・ン

は、自由かつ自主的、主休的Vてとりくまれるととろκ特徴があると考えている。しかし、業

余というのは博品噛旬念もののみを意味しているわけで付念いようだし、業余活働も主体性K

まかされた白本のレグ活動とは趣きを異K しているようだ。

余暇のとらえ方のちがいは、休日の左らえ方をみてもよ〈わかる。

日本では日晴自は休日とhう観念があるが、中国でほ、休日は固定化されていな"'0人K

よって水曜臼で争つ免り、木曜日であったちする。乙れは生産との関係でそう在るようだ。

つ言り機械は止め念いが、人聞は休ま念〈ては走ら念い。だとしても全員一緒K休む必要も

をかる今という考えらしい。そqつために、筋早〈から夕方ーまでIi!が出てhる問中、しかも一

週間を通して勉峻のa動場は常K使われているという。在か乏かでき傘いζ とを断固として

やり依〈乙の国の方式が、 ζん念ととろKもよ〈あらわれているようだ。

。a奥楽について

慨して倶楽結少設いようだ。新閣は大衆向けの全国紙ほ『人民白線』一種、雑誌低数種、

らかVてするとともK、更K発展して広〈我が園の自然の係畳、保全Vて関する諸対策を概観し、

現在、我が固か含みもっととろの問哩点等を繰るろとするものである。

く研究方法〉

野外レタリエーシーン、特K疎林レクリエーシ.;.--1'(闘する資料・文献と自然の保護妻、保

全、開発K際する費料・文献を中心として本磁文を展開する。

く研究内容>

第輩森林レタリエーシ.ンの現状

第一節 野外レタリヱーションの背策

I 国民所得。淘大

B 余暇時聞の増大

E 交通手段の莞進

W 都布化の進展

第二節森林レタリエ γ2ン

I 国土の特色

E 土地寿司聞の現状とレタリエー γ 鐘ン

E 森林レタリエーシ冨ン

。 r自然公園」制度

2) rレタリエー γ.>'の森」制度

。自然休養林

。総合森林νクリエ ν冒ン・エリ 7

第二章森林レタリエー γ 包 Y と白熱環境破厳

第一節 レシャー公害

第二節 a然環境破線の現状

~森林敏援を中心I'C-

I 観光道路Kよる磁綾

E 林業tてよる磁緩

第三宣伝 自然保設と我が国国対策

第一節 自然保護とその必要性

I 自然保積

E 自然保震の必要性

1) f!t業桂演のため

2) 閏土保全のため

第二節 我が国の自然保置対策

I 自然保護制匝の額要

E 自然保護制度の現状

1) 自然公園制度

2) 文化財保護制度

的保安林制度

4) 自然休養林・保護林

5) 鳥獣保説明割j盛:

6) 古都保存制度

3)学術研究のため

4) 国民の保健休萎のため

7) 自然環境保全地域

8)都市串緑地保全制瞳

9) 各都道府県自然保種条岡
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テレピはほとんど白黒で放映時間も夕方のわずか左問だけである。我々が宿泊したホテルに

もテレピは各室K傘〈、大きなアロ 7-I'C 台き P。それを見K大勢が集まって〈る。

それκ比ヘラジオの普及度は高〈、遭を歩〈ときも持っているほどe 重要念情報源と念っ

ている。日本K比ベマスコ HC接する世会が非常K少をいと止を痛感した。

その他の線楽としては百貨凪映画、音楽を観賞するととが多い。日本で国民 1人あたり年

1 0回ほど観ていた昭和 28-30年どるの状態と同じようである。とれらは倶楽の優先る

ものであり、人々の生括の中で重要企部分でもある。

工場では毎週 l園、家族JとともK映画を見るのが非常VてさかんだL、得物館企どでも、大

衆が観賞、学習できるようK震大胆の努力を払っている。

一方、観賞するだりで怠〈、 aら演じるとともさかんでちる。工場では祭実後、職場のや

でスポーツをしたり、演劇や音楽活動をしている。その成果を尭表する構会も多い。

ととろで ζれらの内容と念ると、革命K関係するもの、国防意誠昂揚、生産力昂蝿Vて関す

るもの、どのようにして新しい中国ができたかといラょうK、すべてが掌命と、そのための

国防と生~I'C結びつhているようだ。

。大衆メボ ツVてついて

最後κ大衆スボ ツKふれてをζ う。中国では、老若男女だれもが何らかのスポ ッ活動

を楽しんでいる。日陰では中高年層かった種挙をやり、少年層はよろとんで武衡をやる。もち

ろん運動場拙一日中使われている。種目はハスクット、バレーポール、サフカ 、卓球が多

〈、練習のあ~I'Cは必ず試合をする融会がひかえている。大き〈は全国大会Kまでをる。近

所の人同士でもし ιっち.う試合をする。

とういったととのつみかさねが、大衆スポ-'/の普及Kつ念がっていくのだろう。ととVて

も、人民が一つの目的K向って行動する大き走力を感じ老いではいられ念かった。

来 3月定例研究会報告

3月の研究会は「著者のνクリエーーシ温ン意識」と題し、去る 3丹22日(火)I'C聞か

れ 32名の会員の委参加がありました。

今回は、各大学の卒業生による率重論文3題で、若さKあふれた罪表と討議がみられま

した。

以下は、尭表者の抄録を編集したものです。

「我が固にお貯る自然保護の現状と問題点 J

~家林レク '11ーγョンと関連して~

東京教育大学体育学部菊地秀夫

く動機及び目的〉

今回、公害問臣をはじめとして様々傘漫境払官軍が大き〈クローズ7 ププされてきて、特K

自然環宅療の保謹、保全は今や最優先を与えられるべき醜盟と念 bつつある。とのよう老現状

Kあって、危槽に直面しつつらる自然環境の現配~，よびその対策Kついて明らかにし、とれ

κついての正しい認裁を得て~，(ととは審めて重要でちると思われる。

そとで、本研究では、森林レクリヱー γ ョシを中心として関連する自然磁調書等の現状を明

第四宣伝 自揖保護保全上の問圏点

く宥政級車上の問置点〉

裁が固の自然の保量、慢全K闘する行政は、環境庁をはじめとして長林省、重量省、

輯理府等命線々在所曹省庁κわたヲてj>t、そのそれぞれが独自の立場から活動を展開

するという。いわゆる「縦割b行匝」と在っていて、そとから問置が生じて〈るととが

少念〈左い。自然磁埠の代表とも冒うべき富士スパルライ Yの不祥事は道路聞係者や林

務関係者、主企掴関係者らの相互の連絡が不十分であったためK起きたと言われ、その

典型I'Crまか左ら設い。そのほか、白熱企箇の計画策定時での各省庁の骨抜き行為や、

1 972与の「白熱環境保全量Jの成立をめぐる各省庁間の意見対立や骨抜き老ど多〈

の併害が指摘され、自然保護の中，じ左念るべき行政そのものが健全念保書対策を窓会ざ

.I'Cし、ひ苫い場合I'Cは、自然破躍を招来しているとさえ言える釈である。

(法令施行上の問題点)

裁が固の自然資源等の保謹、保全K闘する法令(制度)は、地亀訟を指定して、それら

の地域K対して規制、保護措置を務じるといろ「地紋指定制」の形が企られているが、

今日の大き念自然破援はとれらの規制の嗣のかから念いフランク・エリアを中心K発生

してきている。宜、各種の制度Vてよって指定をうける地域ののべ面積はたしかκ伸びを

示してきているものの、それらの指定地場の重複庄が非常K高〈走ってきているC も事

実で、特K自然去園と保安林の重複はか念 Pのものだと言われている。しかも、その重

複宜は自然公園の特別保護地臣、特~IJ地域、普通地域の願K高〈念ってhるのである。

ζのようにしてみると、我が因。自黙¢幌急保全対策というものが、国土の有効曲左

京j用という面からみて未だ篭めて匝られた地域でしか行左われてと設かったとしか思わ

ざるを得左h訳である。

(国民意後上の問題点)

臨光地等での利用者側〔圃光客等〉の自然破線は、レ γ 守ー業者(供給者間)の施設

建置等の大規模は破損巴比べると、あまり目立た老いが、今日ではとれらの小さ念畿療

行為が供給者側の大き走破接を一層鉱大せしめ、又、悪質念ものが繕えているというと

とで、特K注目を浴びつっちる。とのよラ老後寝K対しては特K国民の自然への髭望哉の

置さ、モラルの欠腔等が指摘されるが、人々のレヅャ 行動Kみられる「主体性J'"欠

除もとれを助長していると考えられる。今後、白熱や余暇K対する国民の意識がより一

層向上寸るととが期待される。との点で「教育」の果す控劇院重要と在るのであるが、

ζれまでのとの種の教育活動は自酷到圏内での利用者啓蒙運動や、ボランティ 7I'Cよる

ものをど、いずれも規模が小さく、実効性のあるものとは思え宏い状態Vてるる。早急K

国家的傘立場からの編成を後討する必要があろう。

第五宣伝臨 箔

国土面積が径めて小さ〈、かつ人ロの周密国である我が国I'C"いては、自問環境の保

護、保全は極めて重要を問題と在る。とれK対して行政面からも嫌々を対策か鴨じられ

つつあるが、未だ円滑K行傘われる段階Kは至ってb らず、検酎を要する問哩が山積み

されている状態にある。今後の改善が期待されるととろである。

しかし念がら、真に重要であるの怯国民 人ひとりの自然への深い置情と理解であっ

て、とれ念〈しては伺も期待するととほでき念いのである。しかるK、置来でのとの方

jiiの対策は誠K不備であったと言ってよく、乙のととが自然の破損喪K拍車をかけてきた



とも言える。今後は、特Kとの点K関する検酎がより一層左さ'"その充実がはかられ

るととが望まれる。

く.'号費斜及び文献〉

(1) 臨理府・観光白書，昭和 51年版

(渇憲境庁・環場白書，昭和 51年版

同国土庁.国土利用白書，昭和 51年版

帥内田龍翠大臣宮庫審車室.観光レタりエーシ・ン地区の甑畏田和 51年 3月

{司 E揖企画庁臨合開尭局:新全国臨合開尭計画関係資科

同経済企画庁余暇開発電:余暇龍!<(且rFl . 1974 ダイヤそンド社

(η 薩済企画庁余暇開発室.余喧社会への構凪昭和 50年 3月

(8) 龍理府時の鋤き 1 976年 6月1日号， 1976

帥国土庁組集協力:人と国土(臨時増刊)

~国土計画の劃礎資料集その 1-. 昭和 50年

。0) レジ命ー産業.賓斜62号 (1973年 3月号)，1973 エコセン

0
'
)森図哲郎.林野庁.1975年 3月 教育社鋲寄

。司祭野倍一郎・環境庁， 1 976年 6月 教育社新書

。事只木良也 :j磁の生態， 1971年共立出版

Q4]四手井掴JI;:8本の森林.1 974年中公新書

05)麗売新聞環境問題取材漉:緑と人間.1 975年築地書館

。@福島要一組:@然の係書1，1 975年時事通信社

o古全国自然保寝連合・自然保護の手引き， 1974年 昌平社

。8)上山春平鍋:照葉樹林文化， 1 969年中公新書

0$ jき脇晒絹:現代のエスプ 1J62 -エコロ γ 至文章

(2Il)吉良穂夫:生態学からみた自然， 1 911年河出書胃新社

。1) 山と様谷 1972 -1 特集 自然保書， 72Q)韓題， 1971年 山と湯谷社

。由江橋倹四郎その他繍・現代レタリエーシ aン講I'l'I

I 1974年へースボールマガシン社

車⑤訟島車普・江橋慎四郎編・社会体育，田和 47年第一法規

(24)祖父江孝男絹.レ γ ャーの槍造， 1974年 日本官揖新聞社

師)日本レク 'Jエー γ ョY協会 .νク'Jエーション 02， 1 976年

加)日本体育学会:体育の科学 1973年 7月号， 1973年 体育の科惇社

尉i) Robert W.Douglass:Forest Recreation 

，1969 Pergamon 

社会体育行政由広報活動

東海大学体育学部渡辺正人

目 的

体育、スポーツ活動への臨む位、非常Vて高まりつつある。とのよう在住民の意識をうま〈

行政K反映させ、行政の機能をスムーズK行念わぜるためVては、広報活動の千搾村:犬舎念ウ

.<トを占める。社会体育行政機闘が、休育、スポ ツ活動を管理、運営し、よりよいコミ

頼るだ付の広報活動を改める 表 3 i告の行事Kついての闇心

時期K来ているととを示唖し | 項 目 1婦人体育祭1弓道教室

ているといえよう。 I常K注意して広報紙念ど聞を過すZ 向"の l 咽向

井凶暴憲民俗、行政広報の |比般的気をつけて目を通している

酷念として、次の4つをあげ !と("気を〈ぼってい念い

ている。 IほとんE気を〈ばってい念い

1 情報艇幸子吟る真実性 1その他

2 ヨさー=クーシ."".. I不 明 3.3 

ける相互過程の原則 「広報(PR)"閉する調査、藤沢市」

3 公共利益合致の原則 東海大学体宥学酎士会体育学科

4 人間的7プローテ、ふれ 社会体育研究室(昭和 48年)

あいの原則

以上、 4項目の理意を持って広報活動は、設されるべきであるとい今 ζ とである治、との

理念を満足する広報紙が存在するかというと、疑問@残るととろである。広報活動は、広報

紙K依存するだ付では念〈、広報紙をひとつの広報媒体としてとらえるとと効、必要であろう。

広報媒体Vては、広報紙のほかK、ポスター、ピラ、案内曲、回覧板、広報車、映画、新聞弘

TV孝ど散多〈のものがあげられる。とれらの左かで、掛果の高いと思われる媒体を選択し

活用していか念ければ念ら傘い。

効果の高い広報媒体K院、次のものがあげられる。第'"、広報車Vてよる呼びかり。広報

紙，，<らベタイムリーであり、必要K応じて、何回も不用できる。第 2"、ポスター、広報

板、ピラの作成。とれらは視置に訴えるもので、内容Kよっては強い印象を与えるととがで

き、行事への穆加を動槽づけるととが可能と念る。第 3"、新聞やTV"対するパプリシティ

活働。社会体育K関する情報を、いわゆるマスコミ K提供し、取P土げてもらう方桂である。

新JIll.TV"接触する機会が非常K多い甥を込かをり有効念広報線高と在る止恩われる。ま

た年聞の行事計画を年度初めK各家庭K配布して如き、そ¢行事が近づいたら、とれら¢縁

体を利用し、重参加を呼びかけるという方法をとると、そ¢効果が高まるととか第帯できる。

今後は、行政広報の理念を杷湿するとともK、それを基盤として、積極的K広報媒体を括

用して行かねば走ら念いだろう。

くまとめ〉

社会体育行政が、広報紙だけに頼り、その他の広報活動K目を向げていをいのは、今後Vて

その揖臣を残している kいえよう。広報紙K依存する広報活動だけでは、広報活動を満足さ

せ売ととK怯走ら老いし、住民との積惇的念ヨミ与=ケーシ."は、生まれてと衣い。社会

体育行政機関の駿員Vてよって、まず広報K対する認瞳の向上がはかられねば傘らをい。広報

を改めて考え傘かしたうえで、効果のあがると思われる広報活動を権進して行〈必要がある。

をた、行政の広報活動を一方的K終わらせ合いためK、E穂活動の実臨市民の積極的委参加が

必要と老って来るととも事実であ夕、今後検酎の余地を残している。

キャンプにお11る 教 育 的 効 県 に つ い て の 研 費

順天堂大学 伊与回 勝

1 はじめK

教育的立場に立って、現代社会の変化を担える老ら目、人口の温曙北・公害問圏、自然破

-135 

s エケーシーンを住民との問Kっくりあげようとするとき、サ ピスの梱能K含まれる広報

活動が必要K在る。社会体育行数檀聞"..付る広報活動の実態を調査するととK よって、岡

田点を把握し、今後の醒題tてついて検酎L、広報活動の重要性をとらえ宏事訴すととKした。

〈方法〉

行政広報の概念、意義を文献からとらえ、祉会体育"..付る広報活動の実態を、神奈川県

7市(平札藤沢、相模原、秦野、伊勢原、厚木、障問〉の広報紙を中心K把湿した。次K

行政Kは市民からのププローチも必要であるという観点から、広報と市民重参加Vてついて、女

敵、調査報告書から按討し、最後K社会休育行政広報の今後の謀題Kついて考察しえ。

く結果及び考察>

広報という続念は、 Public Relationsの置でるり、唖後GHQ"よってわが国κ
積極的K導入された。しかし顎在は、広報10いラとと IUTも、 PR止して銀われる場合が

多い。行政のもつ本来の意味がサーピスKあり、 ζのサーピスを徹底させる先め、広報活動

の重要性は、企業の行念う PRιL上K大き設ものがあるといえよう。

社会体育行政".，いても、広報活動'"ョて、住民とのコミー z タ-:/"ンをはかるとと

が要求されているが、神奈川県マ布@場合をみる左、社会体育行政植潤が組む予算Kは、広

報活動K関する予算が全くとられてい左いのが現状であり、広報担当韓が罪行する「広報紙J
K依存する場合が多いようである。広報紙に掲載される社会体育記事は、スペースが隈られ

ている場合が多〈、あ言 b効果をあげてい念いようである。表 1は、社会体育K関する記事

を、広報紙からそのスベ スを計算したものであるが、平均

1 0争という結果が出た。全紙面の 10，，"という割合をどち

評価するかという問題を考察するとき、その効果をみた場合、

多ぐは湾問できそうも老い。つを払広報紙K頼るだ吋の広

報活動でほ、積徳的Vて住民とのコミ a ニヶーも〆・ンをきっく

平均 (S.50. 1-12) 

表 2.表 3をみると、市民

Kとって広報紙老どの尭行物

K対Lて、かなり注目 Lてνa

るζ とがわかるし、尭行物噂

，，1¥所寺をよぜているととがわ

カーる。

ととは、でき念いのではをいだろうか。

表 2 望ましい PR方法(争〉

項 目 婦人体育祭

広報紙Kもっと大き〈のせる 560 

婦人会、青年会等を通して知らせる 485 

自治会を通Lて回覧にする 39.8 

ポスタ を各所K掲"'する 27.8 

年度初防κ年間行事計画表を配布 12.9 

P.T.Aを通して家庭K知らぜる 63 

新聞の地方版Kのせる 57 

各行事ζとKそ句集円を各家宮て配布 54 

宣伝カ で知らせる 3.9 

有線で放送 0.9 

その他 15 

不 明 1.5 

c.←_ f ，...n' "，固宵 Fふ?畳固噛t 薗.，ロて.，

東構大学体育学部社会体育学科

弓道教室

765 。
5.9 

4 1 2 

41.2 。
17.7 

471 

。
59 。
。住民の期待Vてもかかわらず、

広報紙での社会体育記事は、

低い割合でしか娼敏されてい

企い。との事実は、広報紙K 社会体育研究室(昭和 48年)

銀、人間関係の断絶等ば人間"10って教育環境の悪化であると考えられる。すでに従来@象

竃"..ける教育を野外κ移すとと KよP教育効果を得ょうとする鼠みや研究も食されている

し、その重要性Kついても鵠じられている。

本研究は教室K金付る教育を野外K移L 自黙の量か倉教育環境を提供するととKよb、

日常生活とのかかわりあいの中から社会環境や人間生活の在り方を省bみ、J!"対量者。個

人的資質の変革や、自然と人聞とのかかわり、人間同志の触れあい、健康的左生活のをb方

等を感じとらせ、理解さぜるととが可能傘ら目、教育の一環としての価値を有すると脅えら

れる。本研究は前述の諸問題がキャ Yプの生活を通じてキャ Yハ-"どのよう念影響が与え

られ、槽能してゆ〈かKついて明らかKしようとしたものである。

2 調査の対象 表 1 封象者

間査の対象は願天堂高等看種

学世本科会主び月l嗣〈以下本科

会よびE坪}という)と耳南街院

付属高等看種学院(以下葛南と

いう〉で、その人数は表1の通

りである。

3 調査の方法

1)調査の方法

調査の項目は過去数年Kわた P宮下らの研究の中から、本研究のねらいK応じて抽出を

行企ったものと、本研究上必

要ま項目を作成し、あわぜて

組み立てたものである。調査

はキキンプ実抱前・実施後の

2回を遺び集合調査法を開い

た。

2) 調査の朗自

4 調査内容

調査用紙の骨組みほ「自然環

表 2 調査の期日むよび回収場所

キャンプ実施後

墳と人間H 人間関係Jf健康K聞する認識」という 3つの内容を軸として項目を設定した。

具体的"f白熱環境と人間」κ聞しては、自然@豊富念キマ Yプ場を鑓供するととKより、

臼常生活"..吋る自然、κ対する盟揖の変容をみようとしたものである。

重た「人間関係」では日常生活"..ける人間関係が、キ令ンプという共同生活の場で寝食

を共Kする念かでどのようK変化してゆ〈のか、きた対人接触の理解IJ'をみるように考え、

「健康"閉する認.Jは日常生活とかりは走れた野外で生活した傷合、対象者D健康躍がど

のようK変化してゆ〈かをみるための項目である。

5 結果と考察

研究の骨組みは「自黙環境と人間H人間関係Jf健康K聞する思議」κ視点をあててい

る効人紙面の関係で仁人間関係」のみをとり出して考察し、ととでは一部の賓桝を娼搬する。

キャンプ実舗前のクラス全体のをとまり、つまり集団としての人間閣係Kついてみると表

3の£今念結果K走る。

表 3では、本科在別科K比較すると、逆K葛同簡はまとま bがあると書えているものが多〈、



とれは母集団の生活情造Kそれぞれ違いがあるので必ずLも比敏して槍ずるとと怯でき念い

が、まとまりがあると「思わ老い」と蓄えた者の理由では、「協調性が倉い Jr利己主畿の

人が多い」が比般的多い。とれは集団の団結をはかるための基本的を'柄である訪日、その点

'D!X.賂が噛摘されているといってよいであろう。

表 3 '"左えはあ傘たのクラス位、ま止まりがあると患います語、

本科 l別科 l葛南 T
11 ・

同じ内容の質問をキ;，プ実施後K行企った結果が表4である。

ととではほとんどの者がクラスがまとまった止「思う」と答え、そのためKは「稲E理解」

や「話し合いH協力Jr自己表現」が重要であるととを示している。特K妻 3と対比して

みると、前述の理由がクラスのまとまるための条件K左ったというととがいえよう。

表 4 '"企たはとのキキンフ場K来て、うたる以前よりも今の方がクラスがま止まった

と思いますか。

てb り、教育的視点から効果を果免したというととがいえよ今。

との調査は対象者の歓が少攻〈、今後も問機の謂査を続付、比般検討してゆかねばなら左

いと考える。

[資料〕 キキ Y プ指導の方法給

本研究の対象企老るキ令ンプ実習は、専旺の教師Kよって、正課体育の一環として指導さ

れている語、省参加者K必ずかれ老い範囲K為、いて教育者の側では意図的K計画をすすめてい

る函もある。 ζのキ;，プはキ+ンフ実施前の準備段階と実鰯中の生活の仕方を適確Kブイ

ードハヲタするととに， ，、考え方を蜜草させるこ ξが主たるねらいである。

(1 J キキンプ実施前の学習方法

教師サイドでさ訟と念う準備産階'"終了すると、 a参加者K対して教師Kよりォリエ Y テ

ーノョンをむと老い、それ以後はずへて対象者を中1じに準備がすすめられる。

( 2J 現地での学習方法

社会的感受性劃練の原翠を応用して、人間聞係書慨が展開されている。具体的K特記す

ると次の通りである。

，)対象者K主体をか〈

g療の設定からグループ分付、キ令ンプ実施前の準傷のすべてを対象者がをと念い、

主体的洞察尭見を生み出す方訟をと台、教師も対等・人格的立場に立って意見感情念交

換する。

b)話し合いと会議の重視

行動プログラム，(>-ける対人第触上の諸問題をはじめ、とのキ々ンフ生活を展開中生

起する全ての事柄を題材として、グル プでの話し合いや、全員での意見や感情の空換

Kよって行勧修正をしてゆく、いわゆる Feed backを体験的K修得するようK計画

されている。

0)プログラムの配列

，、イキング等の単純型プログラムから、オりエンテーリング念どの集団思考を要する

複雑思考型のフログラムへと、日穫がすすむKつれて展開されるよう、意図的K仕組ま

れている。

d)体験の挙運とそ¢一般化

プラグラムの中K理論セタシーンを設けて、理論在行動の普遍Mじゃ←般化を行念うた

めの配慮が念されている。その主左内容は「コ、込工ケーション Jrフィ トハック」

「り ダ γ クプ」の 3'買自で、 ζれらドてよって社会的感受性が高揚されるように左つ

ている。

端近畿支部だより

骨近後支部会で昭和 51年度K行左われた研究会の内容は以下の通りです。

(第 1回研究会) 昭利 51年 7月 17 R (土) 奈良女子大学理学部会議室

。丹羽滋昭 :1児童の霞外遊jI'割問Vて及ぼす社会的要因」

。妙技昭宜・「最近Vて志、けるレクリエ シヨン運働の実管」

0近藤公うた 「欧州のレクリエー ν"Yrその環境」

"''''表6ではとのキキンプK参加するととKよP、物の考え方、生活の仕方、対人接触等

κついてどのようを変化があったかという質問の結果である。

ζζ では封象者"'fE修狛旬老変化があったζ とを示して"'.、 ζのキキンプ生活を過して対

象者はそれぞれのメンパーとの封入国係の中で相互理解を深めると同時κ、自己@嚢尊のあ

ったととを認めるととができょう。

同線K表 6ではとのキ守ンプを過して学ぶべき点があったかic'̂ラ質問の結果である。

ζ とでも学ぶへき点が「あった」と答えている者が圧倒酌で、その内容も S分自身をE省

するよう設内容でる夕、キ守ンプが自己変箪の契機Kをってい〈ととは確かといえよう。

札上のようVてとのキキ Y プは対象者の「人間関係J'てついての認識や態iI!''''多大な影・を

与え、変容の契援と在った。また「自然環境と入間 J"'~-いては、自然への接し方Kついて、

さらK同社会的左自然保連軍¢問題K至るまで、多加者K対し自然の記録をあらためさせたり、

「健康に聞する盟議J"''''いて砿、日常忘れがち在、真の健康とは何かという作官重を再審殺

する場を与えた。との主う Kとのキ守ンプは多加者K自己の賓置を向上させる後会を提供し

(第 2回研究会) 昭和 52年 1月 22日〈土) 同志社大学会館30 5号室

。池図 勝 :f最近のヨーロタハ"'''けるトリム運動」

。足立克己 :fレクリエー γ.Y¥t(よる町つ(9一明右布での 事例からー J

O丹羽働昭:r日本"''''ける社会体育の現状」

〈第 3回研究会:学生Kよる卒業険文の紹介〉 昭和52年 3月 13日(巳)

大阪体育大学会議室

。俗本るみ(大阪体育大): f女子高校生の余暇意義の分析 週五日制校の生徒との比

敏J
O末永邦子〈大阪体育大):[地域の特性からみた子供の遊びの生活習患の比較考察j

O折井寛(大阪体育大): r将来のスポーツ実施を決定する要因の分析」

。稲本陽子(奈良女子大): r女子学生のスポーツ活動K影'を及ほす要因Kついて」

o(犬木明美(奈良女子大): r iI戸時代後期Kを付る.民の余暇活動 長岡藩三島郡浦

村の場合一」

※ 念事P昭和 52年度Kは、下記の計画で>Eo朋究会を開催してい〈乙 iclC念ってい1ます。

(1) 第 1固定例研究会、 7月 (昭和 51年度は都合Kより出来安ぜんでしたが、出来れ

ほ従来通γ‘東京・近後合同研究会 "ICしたい0)

(2) 第 2固定例研究会 1月

(司 第3固定例研究会〈卒論紹介) 3月

来九州支部だより

九州支部の活動状Ii!を簡単K報告しよう。昭和 51年度拡 5月 14日K翠事会を開催して、

本年度の活働方針止行事予定を決定した。

まず、 6月 18日"'>E例研究会を福岡市中央巨天神領周市立青年センターで開催し女。

会員の集~ ，が予想外Vて悪かョた杭逮〈鹿児島から会員が出席していただいたのが、大

変槽しかった。鹿児島ほ九州だろうと不思議がる人もいると思うが、福岡(博多駅〕全基点

K考える左ら目、新幹線で東京J<IC着〈のと特急で鹿児島駅へ着〈のは時間的Vてあまり変わ

ら念いのである。

との日のテーマ拡「レクリエ←ション・アラカルト」会員の尭言を自由ICきぜる、いわゆ

るプレースト さy グKよる討議を行った。出席者全員が建設的念発言をし、満足の行〈方

法をと。先のは成功であった。

さて、 11月 20日K福岡市中央区西公園、福岡教育大学付属中学校で「第 4回支部大会

(臨会)Jを開催した。出席者は川村美男支部会長(日本V タ学会郎会長)ほか 30;;程度

であった。

研究発表のテーマは 2題で、ぞの 1は「スボ ツ活動の基定要因Kついて」金崎良三氏

(九州大学教養部〉でえったp 彼は社会学的立場から要因分析を統計的手訟を用いて行フた

結果を発表した。すをわち、相関係数Vてよる寄与率を求めずセものである。しかし、スポーツ

要因の分析では定量的左もので測れ念h ものもあるので、すべて含められるよう在方法を考

えプたいとしていた。後の研究K期待したい。

さて、二つ自は「ポ ランドK訟げるスポーツ レクリエ γ ョY の現祝Kついて」太田

裕造氏(福岡教育大学〉であった。彼は 1年間のポーランド留学で得た知識を資料Kより十

分伝えた。と(1(スライドVてよってわかりやす〈説明したのは大変よかった。共産圏の固で

ありをがらレタリエーシーン活動の進展ぶりが理解できて会員は喜んだ。研究発表終了後、

い9 ものようK集談会を開催した。ととろで、主部会の荷量訪は正直いヲて、や包マンネ'Iiヒ

の聞向K在っている。昭和 52年度は反省し念がら前進したい。

事務局【支都理事長) 秩吉募範

p
n
u
 

qυ 
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11*レクリエーション学会|

ー本号。内容=

O 昭和53年度総会及び特別研究会のお知bせ

O国膿余眼研究会議開催のお知らせ

O第 8回学会大会開催のお知らせ

O全米公園 νタリエ シB ン会議の参加について

02月定例研究会報告

O理事会報告 (2月‘ 3月)

O事務局より

l 昭和 53年度総会開催及び特別研究会のお知らせ

期日昭和53年5月 13日(土) PM2:00-7:00 

会渇東京海洋会館

東京都新宿区百人町 2-27-7

TEL03-368-1121 

。 総 会 (PM2: 00-3: 00) 

l 会長後拶

2 52年庄司修業報告及び決算

3 会計監査報告

4 53年度事業計画案及び予算案

5 世員改選

6 第 8回学会大会について

7 国際余暇研究会議について

8 その他

3. 第 8回学会大会開催のお知らせ

学会大会の日程が決定しました。詳細に口いては追ってお知らせしますが、参加予定

をお立てください。

日時昭和53年 10月 68(金)午後】時-5時

会湯横浜市(会場は後日決定します)

参加興 1，000円

研究尭表申込み 7月 15日

晶表抄録原稿の締切り 8月 15日

第 7田学会大会は 30題町発表がありましたが、今凪はさりに多〈町尭表があ

りますよう、会員各位のど協力をお闘いします。

4 全米公園レクリエ ション会議の参加について

標記会譜が昭和53年 10月 14日より 1週間にわたってフロリダ州マイアミにて聞

催されます。

この会識の中で国際部分も聞かれ、日本からの参加を要請されておりますので、会員

各位のご協力をお願いします。

参加ご緒豊の方は、事務局までご連絡ください。
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o特別研究会 (PM3:00-5: 00) 

テ マ アメリカにおける最近のレゾヤ 動向、公共レグリエ ゾ温ン行政ゾステ

ム、大学における指導者養成の現状について

演 者 γ ンE γaロ 博士(マサチ 5 セ yツ大学'"教綬)

司 会 江 矯 慎 四 即

。パーティ開催 (PM5: 00-7: U 0) 

シーンE γ 忌ロー博士を阻んでハ テ4を計画しております。

こぞって参加〈ださい。

会費 4，000円(記念品代を含む)

Z 国際余暇研究生議開催のお知らせ

一一ポスト・マス νゾャーを考える一一

上記の国際会識が日本レクリエーヅ・ン学会、日本レタリエ シ.ン協会、余暇開尭

センター、日本余暇文化振興会の協債によって開催されるこ左になりました。学会員の

みなさまが多数歩Bされるようご案内いたします。

期 日昭和 53年 10月4目、 5日

会 場 l 横浜市国際会調場

会議内容全体会 3-5名の術者により、特2'，日脅威を主体に寸る。

分科会 各国代表を含め F記のテ マにより γ ンボシウム形式で、

フロアからの意見交換も行なわれる。

1 余暇と行政

2 余暇と教育

3 余暇と労働福祉

4 余暇と文化

5 観光開尭と資源保謹

番参加者諸外国より約 20名圏内より 200名

看参加費 1 2，000円

※ 詳細については、後日お届けする開催要項をご覧ください。

5. 月定例研究会報告

期日昭和53年2月27日

会場岸記念会館会議室

テ マ学生の卒業論文発表会

今年は例年になく 13魁(下記参級)もの申込みがあり、当日も熱じな車見宝換が行

なわれました。

尚、この発表会の抄録は「学会ニー ス胤 7J別IIU号に掲載します。

'" 演 者 テマ

鈴木秀雄 米国におけるレジャー・レタリエーシーン研究の動向

1 I (52年12月帰国)

身震原和良 運動会のプラ ";/:，，/y.プログラムに聞する研究

2 I (順天堂大) 新しい訴みに対するI悲観の意識調査を中心にして

成念久雄 精神病におけるレクリエーシーン活動

3 I (順天草大)

他尻あき子 水辺空間のレクリエーシ o:/I't:J考察

4 I (東京慶大)

小西移宮
5 I (東京慶大)

児童公園のII画的研究

金子閲寛 邦同町におけるコ~ '" ::..テ 4 一住民のスポー')'.~識の

6 I (福岡大) 比較的研究

7 池(日岡本体修育大一) 
へレンケラ 学院における盲人の余暇構造について

線 慶治

8 I (日本体育大)

職場体育の導入とその膨留に閲する研究

井筒次郎

9 I (日本体育大)

横浜市における社会体育の娠興に関する調査研究

山路千恵子 7ィールドアλレチッ Pにおけるケガについての調査

10 I (東海大)

藤原 誠 子供の避ぴの実態に聞する社会学的ー考察

11 I (順天堂大学院生)

芳賀健治 体育."ポーゾ、レクリエーシ固ンの日4甜風上出こ附する一考察
12 (筑波大学院生) 一柳回国男の考え方をもとにして

原田宗彦 オーカナイドキャンプにおける凝柴田の研究
13 

(範波大学院生)

14 
西野 仁 スキ 人口糟治加加現且象の要因についての研化究(要1)菌

(東海大学院生) スキー状人口 象の把盛と"キー文の の内容
変化の況について



6 理事会報告(2月、 3月 )

2月u月に理事会が岸記念会館において開催され、①昭和 53年度総会 @携

8回学会大会 @園際余f¥li研究会議について、それぞれの会識の内脊. 8時、会場.

演者等について話し合われ、本号の事柄が決まりました。

学会ニュース
J幅 18

JUN 1978 

LI.本レクリエーション学会

本号の内容

O 昭和 53年度総会報告

O特別研究会報告

O東京・近後合同研究会開催のお知らせ

O昭和 53年度総会報告

53年度の総会が東京海洋会館において 5月 138(土)にされ、会員 53名の出席が

ありました。下記の事柄について資料に基き説明さtい承認されました。

1 昭 和 52年度事業報告

1)研究会の開催

N也 演 者 テ マ 期日 会場|

園 図 碩 哉

(日本レタリ品ーシ， γ協力会)
現代日本における

1 瀬 沼 克 '彰 52 公立学校

(日本余暇文化振興会)
レジャー・レタリェーシ Y:/'研究の

5.21 共済組合

松 関 義 孝 動向と課題 本部

〔余暇聞尭センター)

2 江橋償四郎
世界におけるレFリエーシー Yの動向

52 
私学会館

7. 事務局より

1) 会員名簿作成について

今年度は会員名簿を作成します。したがって I昭和53年度聴会開催通知 jの

ご返宮を必らずお出しください。返告が丘い湯合は会員名簿から削除されること

になりますのでお忘れなくご働力ください。

2) 会費納入について

援答用紙を総会開催通知等と問委Jしますのでご確認の上会費納入をお願いしま

す。

3) 住所変更通知は必ずお出しください。

学会の郵造物が会員に届かないで送り逼されてくる場合があります。住所変更

のときは、お忘れなくど連絡〈ださい。

4) 機関誌「レタりエーシ， γ研究」胤 7の投稿について

線開誌「 νタリエ シ， γ研究」惚 7を昭和 54年 3月に発刊を予定しており

ます。

つきましては原稿を昭和 53年 9月末日までにお送りください。世橋揖定は「

νタリェーシ，ン研究 JNIl6をご覧ください。

会員多数の控衡をお待ちしております。

事務局

神奈川県平塚市北金目 1117

東海大学体育学部社会体育学科

レタリェー γ ，ン研究室

TEL <}4{}3-5B-12U内総<6'

壕 原 和 良 週量産のプラYニング・プログラムに閲する研究

(順天堂大) 新"喧叫に対する母鶴町意鳳調査割引こしてー

続念久修

(順天堂大)
精神病における ν!JU.20.-";'-，，:/扇動

池尻 あき子

(東京長大)
水辺空間のレ F リエ-"/日 :/~J考察

小西雑宏

(東京慶大)
児童公鹿の計画的研究

金 子 自 寛 邦河町におけるコ~ ，. .;:.ティ 住民の

(編 岡 大) "ポ ツ意識の比較的研究

池 回 修 二 へレンゲヲー学院における盲人の余曜

滋(日本体育大) 構造について

4 1;尊 度 治 験湯体育の導入とその影響に闘する研

(日本体育大)究

弁 筒 次 郎 横浜市における社会体育の娠輿に聞す

(日本体育大) る調査研究

山 岸 千恵子 7>/ -}レド 7"レチフクにおけるケガ

(東 梅 大〉 についての調査

a長 原 誠 子供の遊びの実態に関する社会学的一

(顧天堂大学院生) 考察

芳賀健治
体日ー一育本的柳.風周ス土国ポ佐男にのツ関.考すえレ方るタ一を9考zも察ーとにシしョてン一の一

{筑盛大学院生)

原 図 宗 彦 才一カ'ナイドキャンプにおける疑集団

(筑波大学院生) の研究

筒野 仁
スキ 人口の増口加増内現加容象現変の化象要のの因状把に僅現ついにとてつスのいキ研て掴文11 

L東海大学院生}
λ キ一人
化の要因

機 学生による卒論発表会として実施

53 岸記念

227 会館

(日本レFリエ 11.25 2)総会の開催

3 鈴 木 秀 雄 米国におけるレジ+ー・レグリェーシ 53 岸記念

( 5 2年 12月帰国〉 . ~研究の動向 12.7 会館
日時昭和52年 5月 21日(土) PM2:00-5:00 

場所公立学佼共済組合本部
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議 聞 1) 51年度事業報告および決算報告

2) 52年度事業計画および予算

3)第7回学金大会について

<住> 総会に先だち、研究会が開催された。

3)第7回学会大会の開催

期 日昭和52年9月 10日

会 場富山大学教養部

研究発表 30題

特別発表 「富山の風土kレグリエ y ，，;/ J稲垣保彦(富山大学)

4)学会ユコ スの刊行

必 16 昭和 52年 3月 (12へ ;. ) 

5)機聞誌「レグリエ ソョン研究の発刊」

第 6号 岨和52年 11月

6)組織の拡充

入会者 31名

退会者

会員数 499名{昭和 53年3月31日現在)

7)支部活動

1)近織支部

妊 昭和52年度事業報告

1 定例研究会の開催

く第一回研究会> 昭和 52年7月2A (土)

奈良女子大学文学部会議室

-永吉宏英、池間勝、神崎清一

「レグリェ γ ，ンリ ダーの機能化を阻害する要田川分析 J

2)九州支郎

制 昭和 52年度事業報告

1 定例研究会

①日時昭和52年6月22日

場 所 憧岡市西区福岡大学体育学部

テ マ 「運動場の土質について J 新田仲三(九州芸術工科大学)

④ 日 時 昭 和52年 12月10日

場所福岡市中央区福岡市青年センタ

テ マ 「レグザエ シ.~・アラカルト j

秋吉嘉範(福岡教育大学)

2 支部総会および研究発表会

日時昭和52年 10月29日

場 所 福岡市西区福岡大学体育学部

総会および研究尭表

① νクリエ ゾーン需要の意識・燐造について

早敏正域(南九州大学)

@遊びの論に闘する一考察 その系譜k問題点

金崎良三(九州大学)

@ 老年期における健康生涯について

白木静筏(中村学岡大学)

佐久本寿代(精華史子短期大学)

3 支部ニエ n ス発行

① 第 9号 8月尭行(定例研究会特集)

@ 第 10号 11月発行(支部総会特集)
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-丹羽勘個、長沢邦子

「女子大生のスポ ツ怠加を規定する要因の倹討」

-江循侠四郎

r"第三次産業に働〈動労青少年の余暇活動"かり J

く第二画研究会> 昭和 53年 1月28日(土)

同志社大学会館 30 5号室

-丹羽il~岨

「女子大生のスポ-/'#加とハーソナリテ<J 

.[特別企画〕 新春討論・談話

「νν ， 、レクリエ シ・ンの

実瞳と研究をめぐる今日的課題」

(司会)夏目暁

く第三回研究会> 岨和53年3月 12日(日)

大阪体育大学会議室

学生による卒業論文の紹介

.上回晃生(大密主体育大学)

Iランニング愛好者の実感に関する調査研究」

-村岡彰一(大阪体育大学専攻科)

「児童のスポーツ怠加の社会的智最 J

-大循美子〈奈良女子大学)

「大学生の生活とスポ ツに関する研究 J

男子学土のスポ アに対する態度治、りの分析

-内海昌子(奈良女子大学)

「大学生のスポーツ活動に影・を及ぼす要因の検討 J

2 第?回日本νクリエ-"-'-;/学会大会への4参加

同和52年 10月 富山大学教養部

3 学会近畿支部会ニ品ース(1-3号)の尭行

4 総会

昭和53年 3月 12日(日) 大阪体育大学会議室

2 昭和 5 2年度決算報告書

(昭和53年3月31日現在)

く収入の都〉

日瓦L
予算額 決算額

増減傾o 内容

532，732 532，732 

入 会 金 60，000 31，000 6 31，000 31人分

会 費 1，080，000 917，000 6163.000 
203人分+3ら1な人か分ったため

大会参加費 80，000 。。80，000 ※大会費はと

維 収 入 247，268 32，200 ム 215，068 抄録後間誌

寄 付 100，000 30，000 ι70，000 広告費

自十 2，100，000 1，542，932 6559.068 

く交出の部>

項 目 予算額 決算額 増減税 内 容

事 務 費 20，000 5，800 ム 14.200 日常事務消粍品

会 S轟 費 60.000 68，670 8，670 会場費、食事

通 信 費 350，000 124，520 ム 225，480
理事会通知、ス続、聞ご誌案郵内遜‘その他

印 刷 安 1，000，000 444，550 6555.450 学会ニ品一

例 会 費 40，000 18.000 ム 22，000 会場費

大 会 費 350，000 246，000 6104，000 抄録代発送代、会場運活費

総 会 費 60，000 49.700 6 10，300 総会通知、会場資

支部助成金 80，000 80，000 o 九州交節、近畿支部

研究助成金 100.000 o 16100，000 翼民53年度プ日ジ品Fトチー4こ繰越

20，000 20，000 。交通費(アルバイト)

錐 費 10，000 5，000 ム 5.000 日本レク協会維持会貨

予 嫡 g雪 10.000 o 16 10，000 

計 2，100，000 1，062，240 

収入と支出の決覧顧の差、 480，692円が来年度繰越金

(注) ~印は、予算額に対して決算額の少ないもの。



3 昭 和 5 3年度事業計画

1)研究調査活動

1 昭和 53年度総会の開催 5月東京

2 第 81叫学金大会の開催 10月備IJ¥巾

3 属探余阪研究会議 10月

4 定例研究会の開催 51副予定

2)広報鼠動

l 機|掲誌「レタリ ι ーゾーン研究 J ，邑?の発刊

2 学会ニ n ス発刊 高 17~ 19 

1 月刊「レタリエ :;-9:/ Jへの投稿

3)級織の鉱充性

l 会員の!i得 2 会員名簿の作成

4)日 復

東京地区 |近畿地区| 九 州地区

4月 学会ユ= ス

5~ 総会・研究会

6月 ;士7月

工二二8月

「レ夕日=- :/ ~ン研究甑 7 投稿J 切
9月

l交郎総会 研兜会研究会

10月 !/!8曲学会大会 国際余暇研究会議

E==t~ 
研究会 会・交部二五^

日戸一一
~I--r レリエ γa ン研究 j 必 7晶刊
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学会事務局

九州 交部

近畿 支部

4 昭和 53年度予算

(53年 3月 31日現在)

く収入の部〉

項 日 予算額

前年度繰越金 480，692 

入 会 金 50，000 50人分

会 費 1，050，000 350人分(新入会員 50人分を含む)

大会参加費 100，000 100人分

維 収 入 253，708 

寄 付 50，000 

H 1，984，400 

く支出の部〉

項 日 予算額 内 容

事 務 費 14，400 日常事務消耗品代

会議現 70，000 男事会、幹事会、会場費、食事

日 ;i 160，000 理事会通知、機関誌都道

600，000 学会=ュ 見、ご案内、その他

例 会 要警 30，000 会場費

大 会 費 255，000 抄録代.発送代、会場運常費

総 会 興 50，000 総会通知、会場費

支部助成金 80，000 九州交部.近畿支部

研究助成金 200，000 ※ 52年度繰越金 10万円を含む

事務局運営費 20，000 変通費、アルバイト

線 ，警 5，000 百本レタ協会維持会費

国際会議費 500，000 

計 1，984，400 
L ーー

6 第 8国 学 金 大 舎 に つ い て

O大会回申変更 10月7日(土}

※ 変更理由は.当叙 f-定していた 10月6日(金)が「全国レクリエ ν. ~大会 J の

開会式!O!liなる為.

7 国際余暇研究会議について

開催要領、日程機略、参加要領について資料に基き説明があり承認されました。(別紙参照}

0 特別研究会報告

総会に引きつづいて、ジ ンE シエロ 博士〈マサチ旦ーセッツ大学准教綬)の講演が行なわ

れました。以下は講演の内容を要約したものです。

アメリカにおける鰻近のレジャ 動向.公共レグリエ ゾ.~行政システム 大学における指

噂者養成の現状について

①アメリカにおける最近のレジ・一動向ては文化・芸術的な綾術・知識の指向、自然保護k野

外レタリエーシーンのlIt要性.レ νャーカウンセリング、とレシャー教育の今後の研究の必要

性などが傾向としてとりあげられ、 νγ ャ カウ γセリングでは社会における各段層での人間

関係をとらえて行くことより実益をかねた鏡味のためのカウンセリングがもっ k研究されるべ

きだと説かれた。

@公共レクリヱ-"/"ン行政ソステムにおレてはレジャーサ ヒスが地方自治の原理にも kず

きレグリエ :/.:.--委員会が権能賦与を受けその委員会がレクリエ シ，ン政策を創始し明確

化して行〈。自治体の長より任命を受付議会から承認された委員は次の機艇を有するn

1 レタリェーシ，ンプログラム遂行のための畏であるレタリェ ν，ンディレクタ一等の任命

2 議会において承認され作られているプレイグラウンド、レクリエ γ ョンセン夕 、プ

ル.餓妓場などの施設の管理、運営Eびそれ勺の~;充、発展をはかる。

a 自治体が持つkころの色々な施設において健全なレジャ プログラムを発展させる権限を

与えられており、公的な場所、胞設にとどまらず私的なものも所有者との協調によって利用

できるよう努力がなされる。

以上の俄能の他レ γ ャ の必要性の P_Rそれによる財政的な受援を官民からも得るという役

割をはたす。

レシ守 プログラム4こ制する予算のγステムは一部臨金.特別賦課金，債券発行.調度権〈験設権 J;参

加費、入場科、使用料.その他連邦政府あるいは地方向治体からの補助金などが含まれる。

140-



もちろん財政的様犯を得るためのレクリエ γaン委員会の効率的な活動が望まれる訳である。

@大学における指導者養成の現状につレてではやはり指導者としてあるべき姿としての理論は

もちろんのこと妓衡修得があげられるが、その中で指場者としてレゾ? プログラムの計画は

大切であり、個人の指導につけ、グル プの指導につけかかわりのある人々の要求を知り得て

目的目標をかかげそして計画をたて.評価をするという 巡の過裂が大切であると説いている。

O 東京、近後合同研究会開催のお知らせ

下記の要領で東京、近畿の合同研究会を聞催しますυ

会員の皆線、万障お繰り合せの上ご参加ください。

日 時 7月81:1(.:f:) 2.00-4 OOp.m 

会場奈良女子大学文学部外有数輩

TEL 0742-26 2239 (奈良女子大学〕

テ マ 1)学校閲政利用スポ アグル プのをi会前向性絡と機能

一ー大阪市のスボ γグル プ実態調企より一一

永吉宏英(大阪体育大学)

2)組織キャンプ護参加者の患識の分析

a己および他者修飾語によるー一一

福田芳則(大阪体背大学〉

学会ニ ユース l 
J鉱 19

APRIL 1979 

tl本レクリエーション学会 1

本号の内容

0昭和 53年度卒業論文発表抄録

フィ ルドアスレチッタの現杖

1 研究目的

東京女子体育大学

恩回春美

清原洋子

現代社会は、機隊化に伴って.私達人聞の生活における身体活動が不足してきている為、スポ

ツを金生涯にわたって位置づけることが大切になってきた。この様な風潮の中で企業によるス

ポーツグラプや社会体育纏設などが数多く設置されてきているが、私達はその中でも野外におけ

る自然を相手にしたフィ ルトアスレチ 7 タというものに深く興味をもち、数ケ所の地峻を比較、

観察し、その権造や特徴が利用する人々の目的に一致しているかということを研究・追求するこ

とにした。叉‘怪営者側、利用者側の両者にア γケ トを取り、患の長いフィールドアスレチタ

タにするため、運営の方法や、それに伴なう改善策を、私逮なりにまとめてみた。

2 研究内容

東京近辺のフィールドアスレチァタ場の協力を得て、径営者側に質問を行なうとともに続技場

内の見学をさせて頂き、その橋造上の違いと、利用状態を確かめた。叉、対象となる 4つの範設

をポイント別に.身体運動学に結びつけ、運動を行なう上で、身体のどの部分の筋力を主に使う

か、叉.平衡性、柔軟性.調墜カの必要性がどの程度あるか.7項目に分領して調査した個

対象

① 9豊島濁フィ ルトアスレチフグ

@武蔵野袋山林間コ ス

①永森フィ ルドアスレチァグ(青悔)

@八王子今繍フィ ルドアスレチタグ

利用者側アンケ ト 160名

実施期間

昭和 53年9月上旬~昭和53年12月上旬

a結果と考察

これまでの資料をもとに考察してみると、まず体力測定カードの意味のなさに気か付いた.こ

れは.利用者の年齢、性別、身長.体重などの差を考慮さ。れていない為に測定結果は必らずしも

本人の運動能力とは言いきれない。

又.実際にフィ ルドアスレチックに銚載してみて気が付いた事であるが、この種の運動は.

運動能力だけではなしかなりの度胸を必要とするものである.この，l!味でも. 7イールドアス

レチァタというものは肉体的ばかりではなく、精得的な鐙練にも大きな影響を及ぼしている事が

わか。た.見るからに怖そうなポイントに銚験してみて、できたときの克服感は何とも言えない

ものである.社会人のスト νス解消にも.とても効果があるのではないだろうか.

-141ー

次に、運営についての意見であるが、各施設とも、苦情処理のシステムが設けられていないか、

今後の発展、改善の点で利用者側の意見を積極的に取り入札現状を良〈把湿することが必要で

はないかと思う.例えば、防ロに「意見の窓口」などと奮いた役書箱を備えっ付ておき、定期的

に盤理し.検討する後会を設けることも lつの方法であると思う.叉、一般に料金が高いという

意見が多か。たが、フイールト7>.νチッタのハスや回数券を発売すれば、固定客もつかめるし.

利用者側も、かなり利用しぞす〈なるのではないだろうか@

11後に.岡本フィ ルドアスνチタタ働会の企認の条件についてであるが‘ 1つ疑問に思う事

があ勺た.それは f指導員をおかないこと」である.安全を計る為に、関係者が必らず、施設内

に数人は入ヮている織である泊ι指事員であってはなりないのである。弘違は実際にフィ ルド

アス νチシタに銚載して、やはり、危険な方蔭で行なう人を数多く見かけた.そこで.施設を管

理する人だけではなし利用者の危険を防ぐ為の指場負というものが叫婆になってくるのではな

いだろうか.歴史が浅いだけに、このフィ ルドアスレチタタの運営が、いかに鎗しいものであ

るかわかった。

今後の操題

研究の結果、フィールトアス νチフタは、健康増進や体力向上の函でも大事E優れていることが

わかった.しかし.先に運べたように発達の途上であるこのフィ ルドアスレチ拶タというもの

は.まだまだ多くの問題をかかえている。そこでこの問題の 1つ 1つを序々に解決し.理舗の施

設を築くことができたら素晴らしいことだと思う。叉、このような施設を営利温求の民間企築だ

けではなく、公共纏設として、多くの人々が自由に活用できるようになることを探〈望みたい@



精神湾弱者社会自立への過程と現閣

レクリエ ゾ・ yが社会自立に果たす世割

l 研究の目的

東京女子体育大学

徳 丸 千 佳 子

「レタリふ γ.:/.1という語は、身近な臼常語として通用し、多〈の圏実が地鏡や聡場、

団体の中で、さまざまな活動を行っている。しか」誰にでも‘このレタリエーシ，ンを楽

しむ権利があるはずな町に.活動したくとも制限されている人々がいる。それは.ハ γディ

キャップのある人遣である巴彼勺は活動の情線を得られなかヮたり、情報を得ても、その場

に行けないことが多い。叉、後りのために使いやすく設計された施設、設備も少ない。これ

は、福祉意識が欠如していて 社会的理解がないためであるが、彼らにこそレタリヰ シ，

ンが必要なのではないだろうか。

そこで、まず身体障害者の施設を訪ねてみた。そこは、繍樽薄弱者の通所感産施設で、中

学校を卒業しても、すぐに従職するのが園建な者、叉、就般に失敗した者等を対象に、社会

自立できるよフに集団生語、作業を通して、銀立させていくことがねらいの施設であ勺た。

日課の中ではレタ"エ ゾ.~と思われる活動はないが、年間行事として、旅行、運動会な

どとい勺た νグリェ γ.  ~的行事が含まれていた。そこで.こうい勺た行事が彼勺にどの

ような効果をもたらすのか、レタリ z γ .  ~が精神薄弱者の社会自立に果たす役割を中 b

に研究しようと忠弘

2 研究の方法

彼勺と kもに運動会に参加し、彼ちの運動能力の実態、興味性等を把廻した上で、運動会

が彼らに及ぼす効果を研究する。

a 結果及び考察

'L'身全体を使ヲて活動的に運動することは、身体諸機能の発遣を留り 運動の基礎的能力

を高めるとともに、気力、忍耐力、産.I!力などを突なう。叉、仲間とともに活動したことで.

協力.きまり、役割の重要性を体験し、理解したことだろう。そして何よりも.身体を動か

す陵会の少ない彼らにと勺て、充分な身体活動の満足感を得られた l目だ勺たと恩えるが、

このような体験は.人間の行動や生活に必要な力を育成してい〈ことに貢献するところが大

きいと思われる。つまり、精神薄弱者が自立していくために最も必要な 社会書応能力の育

戒につなが勺ているというこヒである。

4 今後の課題

彼‘つは、レタリエ シ.~的行事に興味をもち、楽しみにしている.そして、患欲を燃や

民間では、プ F ルやアスレチッグクラブなどを設置して、住民のニ ドに応じているが、このこ

とについては舛論のないところであろう。更にこれらの純設を利用する愛好者によって作られる

タラ 7や、公営、民間を間わず、会員を募集するスボ ツクラブなどが増加してきている。

この像に国民のスポ アに対する論重要が滑加するに伴。て、学佼体育かり更にコ、島ユテ 4で

のスボ ツへと発展していく現状の中で、これらスイミングクラプの在り方も、人聞の 生涯を

通しての活動の コマ kしてヒりえるなりば、そこには当然、新しい理念や指導の方塗論、等の

研究が必要になうてくるであろう。

本研究では.従来、学校体育に依存していた子供達が、在住地綾に民間のスイミングタラフが

設置されるこ kにより、そこに通う子供述にスイミングクラプがいかに機能するかというところ

に視点を位き、スイミソダグラフに通う子供をもっ母腕の怠識か勺実惑を犯虚し、現状円問題点

を探り出し、そこに内在する問題の発見を過して、新しい方向性を見い出そうとするものであるE

く研究の方法〉

l 調査の捌日

1978年 9月 10-238

Z 調査の対象

スイミングタラプに子供を通わせている母貌

3 標本数 1598 

有効標本回収率 63.0% 

法) 本調否にあたっては事前に予備調査を実絡し、質問内容の選択 煩型化をおこな勺た

後調<tlll紙を組んだ。

く結論と今後の課題>

本調査では、子供の泳力の向上や健康の増進、入品l!it-Jt，l成長にまで膨響を及ぼし、機能してい

ることが明らかになった。

習志野市及び 近隣3mのスイミングクヲプ設E状況かり、スイ ζ ングクラブはこ町地援にお

いて、すでに過当111'の第一歩を踏み出していると考えられる.このスイミングクラプでは、主

に送迎ハスで会員の移動を行っているが、このことは激化する鋳争の中で、必ずしも有利な条件

とはな勺ないだろう.，pち、身近に同曜度の段健をもっタラフができた場合 送迎ハスを利用し

な〈ても、徒歩、または自転車で通えるような距離な勺信銀は、よ勺近いタラヲに子供を入会さ

せるだろっ。

将来このような状況になうた場合.スイ、ングタラフが存続していくためには 会員募集の基

本となる「ロコ、 Jの.[(要性を考慮し {自のタラフ kの比僚において、子供たちの績からより高

い汗価を受ける必要があるだろう。そのために摘設、設備への細かい配慮が必要なのは当然であ
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し、精神的に充実して、作業にも鋭りがでて〈るようであるが、楽しい思い出となっても、その

後は、実践していこうとしないs たとえ亜動することに興味をも勺ても、自分からは、やろうと

しないのである.これは、過去の生訟を通して按み重ね勺れてきた人間形慌によって、できてし

まったようである。

ところで、彼らと獲する上で、明白かつ正確に認識しておかなければならないことは、彼らの

可匙位、鍛界ということである。彼らは、身体的扇動、知的感覚、感情、入品市対係など、さまざ

まな分野で渥掃しているJ したがって、 ν タ，~ーシ.~プログラムを il 幽する前には、これり

を詔議し、後らが達成できるレヘルに限定してやるということである。父.プログラムに興味を

もたせることが大切であるが、興味があるから行い、興味が危いから行わないといフのではなく.

彼らにとって必要なことであれば プログラムを計画しなければなりないし、興味をおこすよう

に街噂していくということが大切であるョレタリニ忌ーシ，ンを自勺取り入れることが苦手な彼ら

であるがゆえに、効果は闘に見えて現われないカL レクリエ γ.  ~が社会自立への基礎的能力

の育成に役立っていることは確かである。今まで、何りかの，、ンデ fキャァプをもった人々のた

めのνタリ=ー ν.ンは、あまり閏心がむりられていなかったが、社会福祉をすすめる 環とし

て、それぞれのハンデ 4キヤクプに応じて、具体的、効果的にレクリェーシ，ンの方法を考えて

いかな付制まなb加、.

社会息立ということについては、彼り自身が労力していかなければならないのは当然であるが、

たとえ鰐力しても、彼りを受け入れる条件が盤わねば、社会自立は、おぼつかないのである。し

たがって、社会の理解と協力が必要であり、障害者をいたわる気持が、社会的通念となるよう必

社会を作っていかなければなりない.後りとともに生き町長い目で見、侵していくことが必要な

のである。

く研究の目的〉

スイミ γ グタラプの機能に閲する研究

某スイミングタラブに通う子供

をもっ傍観の意訟を中じにして

順天堂大学体育学部

中村友治、樋ロ秀樹

大肝銘ー.金木祐緬

近年、スポーツに対する需要が高まり、スポーツにおける大衆化担象が生じ. rみんなのスポ

ーア Jとしての気遣が高ま勺てきている。この需要を受け入れる策として、行政レベルでは、ス

ボ-~振興去に遥づいて.企笛施設の設置や街場者の養成盲等を凶っている。この施設に対して

は 需要度が高いため、それを補う手段の 1つとして.学佼l別紋運動が突指されている.一方、

るが、最も重要なのは、そのタラ 7の中で、子供に対して何を与えりれるか.また、防I!!のw待

にどの程度応えりれるかが伏めてとなろう。その時にはじめて、後術指導の充実にkどまること

なく、子供の人間性、人俗、等にまでアプロ チしてい〈総合的な指導が価値をもち、地域社会

の ι 子に応えてI!!Ifしー存続していくであろう.

本研究で.スイミングクラプの大まかな径を明りかにすることができた。これを基にして、史

に具体的な函にアプロ チをしたいと考えている。

適正利用問艇に閲する計幽的研究

特に SpaceCapac i ty級志からみた

尾額でのケーススタディ

東京農業大学A童図学科

杉楠良二

1 研究の目的

野外レタリエ シ，ン活動の中心的な場である自然公留において.過剰利用(over use ) 

による幣蓄が深刻化している。それは自然の側においては自然厳寝を生じ、また一方利用者の側

では人が多すぎることにより本来 νクリエー γ.ンの場である自然公鴎円で逆にストレスを生じ

る絵果とな。ている。 8燃去濁本来の目的を来たすためには.厳重保護でもなくまた開発 辺倒

でもないいわば第三の道、つまり「保護と開発」の調初をはかることが必要であると考えられる.

そこで「保轟と開発」の調和を解決する手涯として発表された地波容量(Space Capaci ty ) 

概念を基鍵として新しい造倒計画をなすことが、より快適な公園利用へのアプロ←チではないか

という認識にた勺て、ヶ ススタディとして収り上げた屠瀬{詳しくは尾瀬ゲ原)において、利

用者が利用に際し不快感を感じない人間と人聞の間隔の距修(適正利用問距)を算出し盲また斬

しい利用ルート計画を試みた。

2 適正利用問11寛出

11) 適正利用問距算出調査方法

尾瀕ケ原中図代十字路附近で 40mから 280mまで20m間隔にスライト写真討 13伎

を媛り、後にスライド写真を周いてアンケ ト調査を行った。アンケ ト調査の内容ははじ

めに骸験者に対して「風景の中で人間が気にならなくはる援維はどの段渦ですか. Jという

質問を与えておいて、次に間~4 Omのスライド写真かb順に間際 280mまでのスライド

写真を見せ.各段階毎に仮番号をつけ、被験者に答である つの番号を答えてもり勺た固

回調査結果及び考察

アンケート調査結果は凶 lのようになった.この調査結果を累騎度数分布にして表わすと



表 1のようになり、この表か勺考察して尾瀬ケ原における適正利用問医は 200mとした。その

理由としてまず第一に今回のアンケ ト調査において 90珂を越える人々が、 200m間隔をお

けば風景の中で人聞が気にならないと感じていること。次に既存の研究報告に、江山正美らによ

るほぽ同じ地区と考えられる調査報告によオUま、履も理懇的な間距として 216mという数値が

出ており、その数値と比べて近似値であることなどからによる。

a 適正利用問距の応用

尾瀬ケ原における適正利用間距をー微に 200m!::考えるな勺ぱ.その数値を基に尾瀬ケ原調

路内での岡崎収容人数(収容カ)を算出するこ kができ、収容力を基礎数値として山小屋の規模

及び配置計画、到達手段である交通綾閣の規模などをき事き出すことができる つの手がかりとな

ると考えられる。

4 新利用ル ト計画

現在の尾瀬ケ原における利用ル トの他に利用者のアメ=テ 4を侵すことなく更に新しい利用

ル トを設置する(利用の増強をはかる)ことができないであろうか.また現在の刊周ルートで

はたして満足のいく公111利用がなされているであろうかという問題意識にた今て考えてみると‘

新しい利用ルートを計画する余地があると考えりれる。そこで、 1)尾瀬を訪れる利用者の意議

jj)既存の利用ルート 聞〉土地利用規制 IV)尾瀬ケ原の植生Eぴ地形 V)現況ル ト利用

状況等を考慮して新たな利用ル ト計画を試みた。(図2が種々の要因を東合させた凶であり、

図3が新たに計踊したルートを示した図である。)

(人)

Q 風景の中で入閣が気にならな〈なる距離は

どの段階ですか。

11 

10 

人究/1 4060801001201401601802凹 220 240 260 280 (m) 

距雌

国 1 アンケート調査集計結果(n =  80人)

ifj 雌 度 数 累積度数 累積百分率

40 6 6 7.5 

60 7 13 16.3 

80 10 23 28.8 

100 10 33 41.3 

120 11 44 55.0 

140 9 53 66.3 

160 11 64 80.0 

180 7 71 88.8 

200 2 73 91.3 

220 5 78 97.5 

240 1 79 98.8 

260 。 79 98.8 

280 1 80 100.0 

11 L 80 

表 l 被験者の累積度数分布

垣敏臆設における利用動線の調査研究

スベリ台における利用動線について

東京農業大学造園学科

加藤 正

1 初めに

遊戯脆設の持つ生，~的.知能的、 m緒的、社会的効果は、その安全性と大きな聞係がある。効

果だけを高めれば、安全性に問題が生じ、また安全性だけを高めれば、魅力の乏しい選厳施設と

なってしまう。

ここで問題とする安全性とは、情造上の安全と 当燃必要な配置のこ kを不す。この中の当燃

必要な配白とは‘道政施，没の配置距離のことである。現在、多くの公閣を見ると その敷地面慣

に対して比償的多くの遊峰崎設が設置されている。このi設置に際して、どのような権準で、その

配院位附を"，返したのであろうか.施設聞の配置距離が短いと利JfI者同忘が交差して安全性に大

きな間泌がある。

公園の配置ih!j11，ただ舶に机上で敷地に対して趨当にH"実施設を配置するということであ勺

てはいけない。この侃世J剛上‘必要な活眼施設問距般を知る つの方法として、子供の行動.
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凶 2 辿合凶
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凶 3 ル←ト計画凶

~ "'~需品岨も
~".".曜も
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・。・ 叫守河島

… 酌1

一 品略、v ヤ

"ふt.a 色剤"内

つまり利用動線に着目したい。今回の調査は、この適当な配置を知る一つの手がかりとして.遊

厳施設に対する子供の利用動線を調べてみた。

2 調査方法

a)調査地 新宿区耳合公園(新宿区中弁 1丁目 14番地)

b)調査対象遊具 同公閣内に設置されている放射型スヘザ台

※形状寸法 高さ 2.0m、櫓函の長さ 3.76m、精函の編s.4sm 

制骨函の梅造 藍鉛メタキ通事肉鋼管 15A(経 21.7畑、肉厚 2.8_)

J ISG2323のハイプを 13本使用して、滑函を形成している。

d 調査方法

対象スヘリ台下の地面に 4本の直線を引き‘これに 50cm/間隔の目盛りをつける. (頻撲

に通過すると思われる 2.0m以内は 10"，間隔)スベリ台を利用した幼児、子供の動緑が、

この直線と交わqた点を目盛りにより実測し‘記録する。岡崎に.利用者の年令、性~I. 利

用方法(滑る、かけおりる、かけのぼる etc)もあわせて記録する。

3 調査結果

54名の子供(男子 33名、女子 21名)について利用動線を実測し、これを統計1的に処理し

て‘平均値ならびに標準偏差を算出した@



4 終わりに

以上のような調盆によって向勺れた傑準備法域は、肢も子供が通過利用する飽闘であり、舗装

等に十分な管埋や配慮が必要である。また厳小~般大値の範姻には 楠歳、他施設の設置、およ

び他の遊戯総設の利用動線の交差等は‘さけなければなり丘いω さりにこの利用動線を圧迫する

ような施設のつめこみはさけるべきである.

今回調宣した「滋び jに対する利用動線だけでは、スヘリ台に聞して具体的な配置距離は似て

こない。このような方法を利用した低合的な動線調食を行なう必要かある。今也lはその一つの例

にすぎない。

訓練校生の余暇活動の特性に閲する研究

研究目的

本研究の山発点は、私がa練校での実筋実習期間

も享楽的・利郡的 前~的扇動が多いことに気がついたところにある。

職業訓練大学校

寺光鉄雄

も r とも、舎町長の過し方を一義的にレタリ zι Y.ンに求めることはできないが、ここでは、

余暇におけるレタリェ ν.ン活必の重要性を考え、また、レクリエ ンョン活動に必要不可欠

な心理的要因として自主性が考え勺れることかり、訓練校生の中にレタリェ ν. y的活動があ

まりみられなし、のは、その自主性の水準によるものではないかと仮説をたてた。

研究方訟

方法としては、余般活動を社会学的に分析するための質問紙と自主性を心歴学的に分析するた

めのテスト(金子高房尭行『自主性診断倹金 J)を用いた。この自主性というのは盲 10鍾の下

位心型特性より形成されているが、調盆の都合上 絡に必要かつ重要だと聖'.;，れる 5つの心理特

性、すなわち自発性・主体性・自己主張・鎮創性・自律性を録訳した.

調室対象には、全国の訓鎌般より六校を選ぴさらにその中かり 339名の男子を無作為に繍

出した。調査時閣は 昭和53年 II月14日より 23日であった。また 15才かり 11才の中

卒訓鎌俊生を対象にしたため、総数 339名に対して有効標本回収率は、 92.8%の315であ

ったと。

なお、ここで触業副鋭校の彼要を調査結果の理解のてだすけとするために付記する。

嚇業訓練伎は、附和 33年制定の峨業副練法に'"き設立されたもので、現住、全国で 400#<

校を数えるにいたっており.そこに学ぶものは、 2万人にσつぽ。ている。また"'1，*校生の年令は町

出広く分IJ;している。

調査結果および考察

凶 lは‘受身的・治'mor，r，動の{に)dこテレヒ悦師寺1時間をとってみたものであるが、自j位の

低いグループに税噂l均l仰が長くみりれた。

一方、回 2は、白己必発的 外 I，'HM;!;酬の{にんにスポーァ活動リ区制優良であるが、自主性の，~

いタル プに尖純瓜が仙くみられた。

以上のととをま kめると‘訓練校生の余暇活動は.全体的には自主性の水準の低さを反映し

て、受身(lj.n1槻((~nll;'J tJ;'.äiい。しかし、訓練阪公の中でも白半性の水俗の品低にょうて、胤

苫に ~I向にちがいがムわれたJ

1% ) 
6 

凶 2 グル プ別スポーツ実施状況

レンャーのイノーシに出する 考察

図ドルプ
口"品フ
園 C/.' ノ

とくに東海大学学生におけるレゾ? イメ シについて

東福大学大学院社会体質唱攻

山崎律子

1. ~的

この研究のH的は、例人のレ y， イメ νを明確にすることにより、レシ?ー活動耐のあり

方に対する方向を且IIIし、今後の術事におげる;1:;唆を悔ょうとするものである。とくに今回は.

2 νjヤ イメ ジとしての反応は、どのような言葉、傾向を不すかa

a 反応されたイメ j がどのような蛾度削1"1を不すか。

以上の2点の分析を中心こ付fょった。
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{l) 自主性診断検企の通氏、範囲は.小学五年からlド学三年までであるため、このテストをl刊紙校

生に実施したさいの信額性を検討した。

その結果、自主性の総点を表わしたヒストグラムは、正規分布に近い分布をしており、各心

'Il特慢の-p.均点と標却l伽差を他の学年のそれとくら司てみても、平期1111:にはj血いがあるものの、

標地偏差に釜はみられなか q た。

しかし.自主性のテストの総点では小学5年から中学3年まで、わずかながbも年次上昇し

てい〈傾向にあるが、訓線校生の総白は、年次 t昇している線上にあるとはいえず、特に、日

己主強・独創性・自作性は、低い水噂であった白

包) 余暇時間は、 J練校生が高校生の主活時間得とほぼ同様なパターンのため、余暇時間Jli¥にも

大きなちがいはなく、子日で5時間程度に集中し、休日では 11時rlnu上が4'.':1を占めた。

余暇活動について、実肱率が高いものは、平Ilでは テレビ・ラ γ オ(85.0%)、雑誌・

マンガ(58.1%).何となくぶらつく (28.6%)、休日では、テレヒ・ヲシオ(11.9%)， 

ごろね・昼寝(42.8%)，雑誌・マンガ(38.1%)などであり、 逆に実施率が低いものに

は、平日休日ともに 習いこと(平日1.29省、休日 0.9珂)、ポヲンテ 4や活動(1.5耳、

0.09' )、同好者の会合(3.59省、 5.6%)であった。しかしながら、テレヒ・ヲシオ、報誌

・マソガ、ごろ夜・昼寝は、長期休暇希望をたずねた結果では、それ勺は低い数鮪左なった。

問 自主性の水準の高低と、自己P害発的余暇活動的実範率の高低が傑〈聞係するのかを砂l勺かに

寸るために、自主性の総点を標準偏差を尺度ι、:.m篠校生を三つのグル プに分け、それぞれ

の余暇活動内脅k照らし合せた固

凶 1 グループ日I[テレビ視聴時開 V 市

H 方法

刺激語 「レジャー j

vノ~ A'.. 

口ぃノ
置 C?'" プ

記入方法 1. fレY 々← Jという言葉を聞いて.頭の中に拝んでくる言葉を 7つ記入す

る。ただし盲この言葉は、形容詞(形容動詞も含む )tするa

2 始めに記入した7つの言葉に対して、イメー ν強度の尺旺づけをする。尺恒は、

7から 1までの段階となっている。

時間制限 20分間

対象者表1. !旨Zを..00

東海大学体育学部社会体育学科

東海大学文学部北欧支学科

各学斜とも 1年生を対象とし、合計 190名 (!I'"の対象は 182名)

日 時社会休育学科附和 53年6月9伺(金)

北欧文学利 昭和 53年6111 3日(火)

'" 結果

1. Iil応語について

①反応語教について

表 3に示すとおりの反応語教とな勺た.対象者 182名に対して 303種類である。ひと

りあたり、1.66種頬となる。学科別にみると、社会体育学討がひkりあたり、1.55衝

類、北欧文学科が2.548:類であり、北欧文学科の方がイメ シが豊富で，ラェティに富

んでいる.男女別にみると.男子 1.87種怒、女子 2.48種顛kなり、会性の方がイ

メ シがS豊富で，ラエティに富んでいると思える。

@瀕度の高い反応認について

表 4に示すとおりである。「楽しい Jrおもしろい Jfうれしい Jという言葉が上位 3

位までを占めている。学科別、男女別別においても同じ傾向を示L 検定の結果.有怠な

差は認められない。

①反応詩を傾向別に分類する

頻度の高かった 2U鍾顛の反応語を、同じような傾向に分実現すると 表5に示すとおり

である。 I煩からIV銅までの分頬で I頬lま 直接肯定的表現、日績は間後的表現 問領

は中間的表現，lV!Ilは否定的表現となうている.この結果 反応誌の中には、肯定的なイ

メ ゾk同織に否定的なイメ シも存在する.しかし頻度致からみる俄り、情定的なイメ

ゾが敏多〈存在している傾向となる。

Z 反応語とイノ シ強度について



ω 空1i1itの得点憐成について
得点は、 7段階に尺度づけをした 7かり 1までをそのまま得点としたω 表6に不さ

れるように.飯島得点合計 49点かり、 a最低得点合計 16点まで kなっており.平均

得点34.98点とな。ている。ひとつの反応話の平均俗的ま 4.89点となり、かなり高

いイメ-，強度として不される。学科別においては、社会体育学科 47点かり 16

~.平均得点 34.28市.北欧士学科 49点、かり 24点、平均得点 34. 15.e:と

なっている。男k別にみると、男子 49 点か ~16 点、平均得点 3 3. 9 3.~訳、!(子

44点から 27 ，~、平均得点 35.36 点となっている。しかし.学科跡、男k別にお

いて、倹定の結果 有意な差は認め bれない。

① イメーン強度と反応の順位について

イメ :/'lR度がどのように匝応順位によ勺て変化しているかをみてみると、友 7

凶 lに'"すとおりである。第 l番目のイメーゾが肢も強く、 2.目、 3替自になるに

つれて、だんだん弱くなる傾向を不している。学軒別、男k別においても、同じ傾向

を'"し.検定の結果、有.~.な差は、認められない。このことは 払達がイメ ジする

場合、第 l番目にイメージするものが綾も強いと考えられる@

④ 頬別した反応請とイメ シ強度

ヨ長 8 個 2に示すとおりであるa 第 I徹の直後的表現のイメー〆が強いイメ ν強

度を示しているロこれこ対して、第IV績の否定的表現のイメー yは、中程度のイノ

ν強度となっている。学科別、男女別においても 同じ傾向を示し、俊定の結果、有

意な差は認め bれない。このことは、レシ?ーイメ ンにおいて、肯定的なイメ ン

と同様に、>'i定的危イメ シも存症するが、そのイメ ン錨度においては、肯定的な

fメ シが、強く存在していると考えりれる。

W 考鎮まとめ

l レンャ イメ ンを代衣する言葉は、「楽しい jrおもしろいJfうれしいJの3種類で

ある。

2 イメ シは、第 1喬目にイメーゾする言葉が猿も強し吋メーソ強度を示す@

a レンャーイメーンの中には、肯定的な言葉の存在と、否定的な言葉の存在を認めることが

できる。しかし、否定的な言葉の存在は.イメージ強度において、あまり強い傾向を示すに

歪っていない。

以上 3つの傾向を知ることができた。この中において、とくに江市、定的なイメ νがありなが

b、強いイメ シになっていないことは、レ νャ に対して肯定的であることがみりれるロしか

し反凶、これりの否定的な側耐を見逃してはならない。およぴ④「楽しいjrがもしろい jrう

b.4. MltJrの両い反a語

全 体 全 体
反比五 t 反応訴

頻!Il 珂 搬 tiL 顔，[ 〆。@〆 順 位

楽 L>、 171 93.96 l すばらしい 24 13.19 11 

おもしろい 104 54.14 2 健康的な 21 11.54 12 

うれしい 95 52.20 3 かったるい 19 10.44 13 

だるい 37 14.84 4 苦しい 17 9.34 14 

つまらない 33 18.13 5 あきない 15 8. "t4 15 

すがすがしい 28 15.38 6 ひまな 15 8.24 15 

愉快な 28 15.38 6 高い 13 7.14 17 

'YIるい 27 14.84 8 家族的な 12 6.59 1 8 

後れるような 27 14.84 8 自由な 11 6.04 19 

自民濯な 25 13.74 '0 良い '1 6.04 ， 9 

合計 733 

表5 傾向~Iに分領した頻度の高い反応語

煩 11 額 111 顛 IV 鎖

反応 訴 鈎!芝 反応，，1} 頻度 反応諮 頻度 反応謁 頻度

楽しい 171 明るい 27 ひ ま 15 fごるb、 37 

おもしろい 104 優雅な 25 つまらない 33 

うれしい 95 健康的な 21 篠れるような 27 

すがすがしい 28 高 い 13 かったるU、 19 

愉快な 28 家態的な 12 苦しい '7 

すばらしい 24 自由な 11 

よ い 11 

あきない 15 

合計 450 135 15 133 

L三! 733 

※ 頬矧lにおける学科別、男女別の街立差

0.05くP 何Z差は認められないー
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れしい Jというイメーシが、具体的にどのような稲動となうて具現するの念、楽しいとは、おも

しろいとは、うれしいとは.どういうことか。例入にとってどうなのかを、さらに探く究明して

いかなくてはならないかと思われる。また今凶の調査は町東極大学宇土の 簡に限勺れたが、今

後さらに広範凶にわたる調査カミ必要と考えられる。

表 1 対象者、男女構成

表Z 対象者、作冷何時成

社会体育学科 北欧文学科
年令

人数 9区 人数 % 

18 22 22.00 20 22.22 

19 74 74.00 50 56.56 

20 4 4.00 12 13.33 

21 。 。 3 3.33 

22 。 。 2 2.22 

23 。 。 2 2.22 

不明 o 。 1 1.11 

合計 100 100.00 90 100.00 

平均年令 18.82 19咽 13

表3 反応訴の頻度構成

表6 イメーシ強度と得点構成

得点合計 頻度 9百 得点合計

49 1 0.55 0.55 33 

47 2 1.10 1.65 32 

46 1 0.55 2.20 31 

45 1 1.10 275 30 

44 3 1.65 4.40 29 

43 5 2.75 7.14 28 

42 3 1.65 8.79 27 

41 7 3.84 12‘64 26 

40 8 4.40 17.03 25 

39 8 4.40 21.43 24 

38 9 4.95 26.37 23 

37 16 8.79 35.16 22 

36 11 6.04 41.21 16 

35 14 7.69 48.90 合計

合

人数 % 

42 22.11 

124 6526 

16 8.42 

3 1.58 

2 1.05 

2 1.05 

1 0.53 

190 100.00 

18.79 

頻度

14 

10 

12 

12 

8 

12 

4 

4 

2 

2 

1 

1 

1 

182 

※集計対象

社会体育学科 ¥00名

北欧文学科 82名

北欧文学科におb、て.

朱解待者、 2年中以上

は m~1 対象外とした。

克

7.69 62.09 

5.50 67.58 

6.59 74.18 

6.59 87.75 

4.40 85.16 

6.59 91.76 

2.20 93.96 

2.20 96.15 

1.10 97.25 

1.10 98.35 

0'5 98.90 

0.55 99.45 

0.55 100.00 

100.00 

~ー 竺~ヱ均 34.28

※ 得点構成における 学科別 男女別の有怠差 0.05くP 有車差は認められない。

表7 イメーシ強度と反応順位

※ 強度と反応の関係においてのさ学科別男女別の有意差 0.05<P有意差は

認められない.

※ 強度と反応の関係において各臣応ごとの傾向における有窓差 0.05 >P 

有意差は認められる.



表8 傾向別に分類した反応謡とイメ ν11< 

※ 強度と験別における学科別男女.BIUこお付る有jf.差 0.05くP 有意差認め

られない。

※ l領と [V領における有意差 o.os>p 有意差は認められる。

% 

40 

30 

20 

10 

図 1 イノ γ 鶴度と反応順位

学会ニュ ース

一 一 ー 第 1反応

一一第2反応

ーー・ー第3反応

一・一第 4直応

一ーーーー第 5反応

一一一第 6反応

持制枠併第7反応

強度

'" 2 0 

MAY 1979 

11本レクリエーション学会

本号町内容

C昭和53年度事業報告 C昭和53年度決算縁告

ゆ召和54年度事業計語 仁昭和54年度予算

0第 9国学金大会開催について

幾昭和 54年度の総会は諸般の事情により 5月の開催を中1l:.L. 11月の第9回学会大会当日に

開催されるととになりました勺

此①昭和53年度事業報伝②昭和53年度決穂報告、③昭和 54年度事業計画え

骨昭和54年度予寛については4月18日の理事会において承認されました。

I昭 和 53年度事業報告

1 研究会の開催

阻 演 者 テ マ 期 B 会場

シ，;r..-:.;E

↑ 
珂

40 

30 
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10 
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図 2 傾向別に分顛した反応語とイメ ン数

春 美

一一一 第 1類

ーーーー 綜 H類

一一ーー 第lU類

一一- m [V類

強盟

7イールドアスレチッ Fの現状

詳 子

(東京女子体育大)

著書 丸 千佳子 精神毒弱者社会自立への過程左現状

(東京女子体育大) 一一レ"ょι-v.ンヵ:

社会自立に果たす役割

普野 中 村 友 治 "イミ γ グクラプの機能に関する研究
3 

(順天堂大) 一某スイミ:/~?ラブに遇う子供を

持つ母親の意識を中心にして

杉 精 良 二 適正利周間医に関する計画的研究 54 

(東京慶大) 一特に Space Capacity暁念から 2.23 

みた尾頚でのケーススタデイ一一

;. li 正 遊厳施設における利用動線の調査研究

(東京農大) スベリ台における

利用動線についてー

寺 光 鉄 雄 君陣校生の余暇活動の特性に関する研

(際業訓練大) 究

山 崎 律 子 レジャーのイメージに関する研究

(東 海 大) とくに東海大学学生における

レジャーイ』ージについて一一

場学生による卒論発表会として安徳

アメリカにおける最近のいJャー動
2. ，.会の開催

期日昭和 53年5月13日(土)

会場ー東京語博会館

シエロー博士 向，公共レクリエーショ γ行政、/ 53 東京洛洋
1 5.13 会 館(守骨チ z ーセァツ ステム 大学における指導者養成

大学准教授) の現状について
議 題 1) 52隼度事案報告および決算報告

2) 53年度事業計画面および予算

3)役員改軍

4)第8国学金大会について

吉 回 正 志
全米レ F リエーシ.~会議に掌加 53. 中野+ン

2 [(臼本レタリエ a シ，ン
12.8 プラザ

して
協会事務局長) 5 )国際余蝦研究会議について

(注〉総会後に特別研究会が開催された

(研究会開催惚 1"照)
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岸記念

会館



3 第8回学会大会の開催

期 日昭和53年 10月7日(土)

会場'横浜市教育文化センター

演庖 20題

特別j発表 米国におけるレジャー・レグリエーション研究の動向

A. V.サボーラ博士(イリノイ大学名誉教捜)

4 国際余暇研究会議の開催(他3団体と共催)

期 日昭和53年 10月4日(水)-5日(木〕

会 場横浜国際会議場

議題 POST MASS LEISUREを考える

5，学会ユ孟ースの刊行

No. 17 号と ~II冊号 No.18号

6 研究助成

53年度研究助成金受領会員

刷会員名 所属 研 究 課 題 助成金

1 稲短保彦 富山大学
.緋従事者

100，000円
レク 1)~_."/ョ'l'トレーニ y グについて

レクリエーシ冒ン活動種目に

2 西野 仁東海大学 関する興味について 100，000円

一個人の性格との関係を中心と Lてー

7 組織の肱充

入会者 22名

退会者 o名

会員数 521名(昭和54年3月31日現在)

8 支部活動

1)近畿支部

判長 昭和53年度事業報告

①定例研究会の開催

2)九州主部

4' Il{l和53年度1>:1.組{l，

①総会(>/(部大会)

IVI和541t3JI251l 第 5["1大会福1，Y.Jdil軒|且l(センタ

向車(Ji・デスカザ戸 f ン

テ マ 「ヨ "，パ"レタリェーす~ /'I¥-ti'iJ 

川 H ~ リ1 (福同大学)

，，1士 欣 1， 来総 (補同教育大学)

② 疋ニ例研究会

(1) 6}j 22 f1 悩11I'，Jlli中央区福岡市，'i'{jセン?-

先企 J月 1悩|崎県のレタリエ--/. '/協会~1i. l'{j品開と

ノト掩のビジョンについて」

t公延陽一(悩岡大宇)

¥.2) 9月 15日 陥jlf.!r!J中央区福附市青年セ :/17-

発点者 |地域レヂリエ / .γをめぐるrl'珂上の問題点j

イl 橋 保 (偏向l教育大学)

③機l刻紙発行

央部ニス 都 11号発行 (1附4当153年7月)

第 12号先行(昭和 54年3月)

11，1相手053年度決'ft報告

〈収入の部〉 (附和 53年 3月31日現在)

項 日 予切領 決算額 鍋減額 内 容

自ij1r-l([繰嵯金 480，692 480.692 。

H士入k 会 会参 加i合ftt T 

50.000 22，000 ^ 28，000 22人分

1，050，000 923，000 ハ127.000 235).刷新人会見判会貝含)

100，000 93.000 ^ 7，000 75人分 +18人分(当日会員)

'唯 月限 入 253，708 14，400 れ 239.308 抄録，機関誌

寄 付 50.000 。 。

1，984，400 1.533，092 
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〈第一回定例研究会〉 昭和 53年 7月8日(土) 奈良女子大学文学部会議室

。福図芳則(大阪体育大学)r組織キ守ンプ参加者め意識の分析

一自己および他者修飾語による←j

。永吉宏英)r学校体育施設関脇利用スボ ツ・グループの

社会的性格と機能j

O山田 誠(神戸市外国語大学) r大学生の野外活動に関する研究J

。丹羽田明(奈良女子大学) r体育実技への態度を規定する要因の検討

←女子大学の場合 ] 

〈第二固定例研究会〉 昭和 53年 11月25-26日(土・日〕 和歌山県白浜

私学共済会館

。座談会 「ゲーム指理事の評価について」

。小川寿一(大阪成躍女子短期大学) r観光レクリエ ゾー γの意義と電要性についてJ

〈第三固定例研究会〉 昭和 54年3月 10日(土) 大阪体育大学会議室

卒業論文の紹介

O魚田五郎(犬阪体育大学) r婦人のスポーツ参加と意識についてJ

O刈谷美智子)rゲーム指導の評価に関するー談論」

。才崎哲次)r大阪市民レタリエ ションセンターの役割と今後の課題」

②第8回日本レタリエ シ，ソ学会大会への参加

昭和 53年 10月7日 績浜市教育文化センター

③ザポ ラ判事士講演会昭和 53年 10月2日 大阪府レタリエーシ，ン協会会議室

[米国の大学におけるレクリエ シ， γ発展の過程」

④学会近銭安部会エ声 ス(1-5号)の発行

⑤総会昭和54年3月 10日〈士)，大阪体育大学会議室

療近畿支部会会員数 (S45年 4月現在〉

75名

( -I:U¥の部〉

項 円 予 rf 額 決 rf 稲 別減額 内 マ予

'11 務 1'1 14，400 4.160 /¥10，240 日常事務前払's'I

ん J掩 ft 70，000 8，000 ^ 62.000 JIll 'I~会会場1!

，IU 1，; 'I'i 160，000 85，190 ム 74舟10 FI"I，j':晶知学会'"-~{tl!向，1';

向! 問地 !! 600，000 342，950 れ 257，050す会ユ t スお知らせ，総会印刷費

例 会 '/句 30，000 15.740 /¥14，260 会場'11

大 会 j! 255.000 157.100 697，900 抄録1¥ら党選1'，案内印刷代

hi fat : 

50.000 56，010 6.010 会~I'll， 通句l

80.000 80.000 。

'"後安JC部10刀九t州内支野ffi氏t10Jj 
Ml '11:助成@ 200.000 200βοo 。 楠JIII(;lO]jj~'Ht 

吋"m際u会連ぷ常 fffTq を

20.000 20，000 。
〈1213本面的レ(グγ協'会十緋ア特ル使ハイ ト) 

5.000 
5005，10O000 0 

。

500.000 ト 一一一一 一一一一寸

1，984，400 1，474，150 

収入とxlHの決訴綴同;h 58，942円が末年度緑鱈合

un  ̂向]は， 予郡額に対し， /，央官稲の少ないもの。

!日 l町i利 54年度事業計両

l 研究調査活動

1 附和 54 年I~事完全の開催 11月10日棒、Illdj

2 第 9luJ学会大会の開1権 Il月 10日 徳山 市

1 定例研究会の開催 31"1-(.定

4 研究調売品自動

2 広報活動

1 機|則誌[レグリ~-"/司 γ研究j 阻 7の発刊l

2 乍会ニュ 7-発刊 NO. 19-22 

3 月刊|レタリェ-y ~ :/ Jへの投稿

3 組織の肱充

1 会民の獲得

2. 会日名簿の作成



4 日程

月 東京地区|近畿地区|九州地区

4 員子且 去，、 二 . - ^ 司

5 定例研究会

6 

7 合同研究会

8 

9 fνPリエー ν ，ソ研究 j 阻 7投 稿 締 切

10 

11 第 9回学会大会 学会ース 定例研究会

12 

1 

2 定例研究会 学会ニ s ース

3 fレクリェーシ. ~研究 J No.7発刊

5 支部活動

il近後支部

業昭和54年度事業計画

(1) 7月 第回定例研究会

(2) 10月学会大会

(3111月 第二固定例研究会(合宿研究会〉

(413丹 第三固定例研究会〈卒業論文紹介に総会

(51 会員名簿作成

2)九州支部

※ 昭和54年度事実計画

①支部総会・研究大会

9月下旬 福岡市南区民センタ

②定例研究会 (2回〉

(11 月上旬 福岡大学

(2111月下旬 青年センター

③機関紙発行 (2回)

13号 6月中旬

14号 9月下旬

V 第 9回学金大会開催につい て

第 9回学金大会が下記要領で開催されます。会員の皆様の研究発表と参

加を期待しております。

期 日 II月 10日

会 場 山口県徳山市

発表資格 昭和 54年産会費を納入した学会員

尭表形式 、 口頭尭喪

発表時間 ー ー題 15分(3分間質疑応答を含む)。

発表申し込み締切 昭和 54年 8月 31日

lV.昭和 54年度予軍(案)

〈収入の部〉

項 自 予算額 内 容

前年度繰包金 58，9'¥1 2 

入 会 金 5 0，0 0 0 50人分

" 費 1，0 50，0 00 350人分(新入会員も含む)

大会参加費 130，000 130人分

雑 収 入 161，058 

寄 付 50，000 

計 1，500，000 

〈支出の部〉

項 目 予摸領 内 容

事 務 費 15.000 日常事務消耗品代

会 議 ，警 6 0，0 0 0 理事会，鮮事会，会場費

通 信 費 160.000 理事会通知、機関誌郵送

印 廊l 費 660，000 学会ニュース案内，その他

例 会 費 30，000 会場費

大 会 " 220，000 抄録代，発送代.会場運営費

総 会
'聖

80.000 会場費

支部助成金 100，000 近畿，九州

研究助成金 150，000 

事務局運営舞 20，000 交通費(7'"バイト)

雑 ，を 5，000 日本レ P協会維持費

E十 1，500，000 

。。
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... 宵昭和55'56年度会長理事畏舵佳のご機穆

・ご事肉 1110園学金大会開催要項

1110圃学金大会プログラム

. 総 会 .告昭和55年度低金繰管

-・舎だより

・ 研 究 遁働昭和55年使用例研究会開催要項 7 
昭和弱与'"格別研究会組舎 8 

.洛外情事・ !o .公 示 'レタリエ-:/"，ン研究』投稿募集

昭和路年度研究助慮金支給について

..構局だより

[第i咽扇志レヲリヱ二五五云学会プログラム|

(A 会場}
I 研 究発喪

地|程表川刷|発表 噸晒 | 捕 者|所属 接 侵

1 " ωI~~/ プによる女 f学生の対人酬の 1.. 陰 N " す 生!41" YYI変容 l胃 ~ ，曹札展 子

21
'

川野弘〆プ絡船何日吋に 度|井村 4 筑波 大学
l今井 敏

レクリヱーションとしてのサイク "ン
311 :301グ教宵~特にサイク 1) ;.-グコス|凶崎健太郎嵐波大学 I~ B 4'体育大学)

l I ""t"テーて~

‘1' “1"り?と需品f品品4ぷ関与;是主|れ嶋邦江雪レ タ研究所

51200i;8Hff手12525252|守能川次|中京女子大学

主主主と二一一一一| ~I松綱三代 f

612: 151~~'~品 1 長官'~<fク 1) :L - " ~ '" ~r I温 i 五十八|東京農業大学 1(:::;)
: l動の生態調金と分顛

1 L:"1品品ヤ レクリヰノヨノ観光~I づ川身 一|絞草同友 f鱈

812:451ゲムで問答れる用具暗遷(そのI-1_ ~ .;t.雄日 a 士掌
y 1_ TWI2f-盤ゲム分鳳につ、ての"療-[".仙品、-， " 宇 F 十

"3  ωlゲーム指aの評価の分析 l永 β 宏一瓦T王宮耳石王手1，楚野 晃

!吐 3 川寺君事問47おけい一一 1'" 藤良事|筑擁大学I(~:~:~;)
川， "1聞の±品;:ま哲三つもて |角川事 '1車問;:1 

U 刊""圃;演
a ω I  tt軒 打喝崎優 1，紹介1----， 

， 1野外レクリヱーシ，〆と肉然根 IJohn J. Kirk Iモントクレ 7 1江・ 情四郎 1
4 "1 大学教綬東京大学11

国 10周年配念シンポジウム

じ:1醐 年 代 の け い ノ ヨ ン の酬 IEA3212よ己主主EIA3鳥d
(9 会場孫、

I 研究発量

~I 是d礎的問 i 発表市演 者|所属|場侵

:コミュニテイ レタ"エー ν ヨJ の祉

'1' ω!空聖堂昔話聖王品性TZ金的4業参加|梅田 信 i東京大学大学院

i ，つもて ~__J永吉宏美
2¥1:15¥ぶL喜左

スポー川同組織に
1続也易問 l東海大学大学院¥，犬阪体宵大学)

31'ωlUZL4544?町:二一 Workl骨川現大破産雄大学

41 ' 鋪|職喝レタサヰ ~"'の実態調雀 |l奥野 見 ff:4y-
'1.'∞!ゲトトル中叫tl'f1tLll …康三九州大学

'1'叫ゲーはール運動の献と叫 活動|青木奪三l主九ふ主|川向紗千

川 2 叫体育専攻学生め生活時間について |綱 H 純 子|東海大学 1 ，東海大学)

812 :45i~き?守JitZ持活行動向け "~I ・凶傾餓 !??:4LL←
日本人的レジ ....-tlt~I.: 1Itする研究

9 l' ∞!  クオリティ オヲ ライヲと閑虚し|姻 '" 幸 l'定成大学大学院

-斗 !で 金 崎良 三
1013:151花?〆リカにおけるレ日行動研究|地凶京高二三主主二工|"JIY'''iの動向 l'... LD '"  '.  州立大学大学院 1 (九州大学)

1113ωi:こ父2ぷ 2品川む品'1 繍 裕筑曜大学

1 目崎 昭和55年8月2B (土)

E週|第10園田本レヲリ工ーシヨン学会大会開催要項|

12ω-18:00 

2 ・ m 石川県立社会教育セ J タ

(金沢市本多町 3-2 -15 Tel. 0162-31-3291) 

s日程

戸ι研究

5 参加貸 正会員特別会貝 "帥O円

学生会貝 5ω同

学会員でない方 L2∞阿

発表
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議学会員で会費未納の方J走、当日受付で未納会費をお支払い下きい.

， .I!者への注憲

111発表時聞は発表12分質問3分です，(lO分ベル1困 12分ベル2岡、15分ベル3固)

12(発表資料を配潟きれるす写体 100鶴を当日受付に提出して下きい.

131スライド 8、リ暁写の方i季、発衰の"分前までに受付に徒出して下きい。

。掌会大会不4惨加の方へ

10周年記章パーティー

研究発表 ン J オ~ .;ウムの抄録希望の方U事務局へ切手500阿(含送料)周封の上 必申し込み下きい@

学会設立!o周年を記念してバ ティ を開催

いたします 奮ってご参加下きいa

日 時 昭 和55年 8月1日掛 18:00-20:00

.所金沢ニュ グラシドホテル

(金沢市高岡町1-50

Tef. 0762-33-1311) 

会.:5.000円

宿待ゲスト "'''ン J カーク縛土

o
o
-

-

1

1

 

(元全米キャンア協会会長 モ

ントタレア大学教授)

学会書加者宿書について

学会参加者のため、下記宿舎を用意して~ぎ

います。お与目にお申し込み下きい固

指省名 金沢ニューグラ J ドホテル

(金沢市高岡町}-50
Tel. 0162-33-1311) 

桝 金 1入室 6，3曲阿(素泊り)

2入室 11，ωo同， ' 1 

3入室 13.500伺( " ) 

道援お支払は ホテルに直接お願いします.

."'~第34回全国レク '1 エ ンヨン大会石川

県実行委員会事務局の向井氏(Tel.0762
61-1111田 t.2933.2935)に直検勾

電話でお申し込み下きい。(学会員で

あるニとを必ず釘伝え下きい。)

置冨冨 昭和55年度総会報告

昭和市5年 5月!o日 大阪ガス トレ←ニ J グ セノターに必いて下記例報告および案が徒出され泳必きれま

した.

1 研究会の開催

昭和 54年度事揖報告

子供と遂ぴ

演者| テ マ |期日|場所

1. 1 前野淳一郎 J金国キヤ/ヲ喝の実懲調先 i T相~I 甥エン
今井陽子
(東海大)

布引朋子
(剤使女体大)

緬奮 拳
{東海大)

友添ヲ号制
(筑波大】

漏凶"-
(千葉大1

フ方 タダンスの指導4こ閉する
J号察

利用しやす、体育猫説日ついて
の一考案

現代英国叉ポ y政策ぷ盆

空間計画の立喝からみメス，
ツ レク"~ーノヲシ

4 学会ニム スの刊附

昭和551 金園地婦

連ピル

2 総会の開催

期日昭和"年11月10日

会場徳山大学

蜘 19

"'-'0 

磯凋 1) 第!o園学会犬舎について 5 機関紙 rレクリエ J ヨμ研究」の発刊

21 昭和53年度"年度の事業及び会 第 7号(昭和印字3月予定)

計の追認 6 国際余暇研究会議報先番「脱工業化社会とレク

31 事務局移転について "エー〆ヨ〆J 出版

3 第9園学会大会の開催 7 銅機の拡充

期日昭和"年11月!o日 入金者 8名

会場笹山大学 退会者 2名

研究発表 13題 会員数 312名(昭柑55竿 3月31日現ゐ)

特別発表 「現代社会にがける余暇利用度の 様 53年度まで会慢を納入した会民

研究」

金 命昨釜山大学J俊教授

昭和 54年庫決算報告
{ 収 入 の 都 昭 和 笥 年3月別日現住 j

項 ， 1 予算領|決算額|地震舗|内 容|

肝醐世|砥叫|ω叫 叫 | 

入金制剖叫 8刷."似 8 分 I 

会 賓1'附州四醐ld117醐|描人分

|大会参加賀| 印 刷 n瑚 |ο 斑叫"A敵性:1"11

握収入1161.叫 醐|。瑚醐|州代 | 
寄 付| 関周到 。|企閥脚

計い棚!噛1'馴岨

{支出の郎)

碩 目 l子野舗 i決廊細 l'・d禍|内 容

事 務 脅1 15“刈 3，43<11'" 11.5河川樹齢眠i閉
会 a 費| 網 0001 8 ， ~ωI^ 臼，" 会鵡金地喰

温 (" 費1 1ω 醐| 刷醐 9，"，捕倉崎

印刷" 醐醐| ω1醐 Î ;渇 4河川也捕

例会 ftl 30醐， 3・0・0， 山 01揖醐

jk 会"醐醐l 甥 2201，;， 121.7ωl'酬明

鎗会費| 船醐 01'る肌醐|会輔

主舗助成金1'00醐 11側酬

概 9間食金計 四刷仏国醐i
事務局運営費叫 m醐アいイト代

権 脅 5.0001 23欧州 "依則自レヲ細字情等

計 11.500，明IIJI J.=.)却

ー 149-

収へと.出の決.額の季 、22.112 が来年度繰越金

(法)':;"(j:オ，.舗に対し決算績の少なもlもの.



昭和~~年度事揖計画(寮)

I 研究調査活動

1 第10回学金大全の開催 s月2日 金沢市内

2 昭和"年度総会的開催 s月

3 定例研究会的開催 3回予定

4 研究調査活動

2 広報活動

I 機関誌「レク '1エ /ヨ/研究"，.8の発刊

2 学会ニュースの尭刊 +蜘21-22

3 丹羽'1'レ 7 '1エ ンヨン」への投稿

3 組織の拡充

1 全員の種得

4 日程

本 部 近 世 支 部 九州支部

4 月

5 月 聴会研究会

6 月 九州レク学舎 ，-， 

?月 学会ュ 1 購 1圏定例研究会

8 月 瞬間国学金大金

9 月 講演会

"月 学会'ユ 1 

u 月 研究金 車 2回定例研究金 九州レ 7学金大会構金

"月 九州レ 7学会 =-i-~

1 月

2 月 研究会

3 月 「レ "1エ ンヨン研究」発刊 卒韓首文 研究金

昭和~~年度予事(事)
(収入の部)

項 目 予屍額

前年度棋盤金 22.112 
入金金 初 醐 ..人分

会 費 1.200.000 ..，人分(新入金買を含む)

大会事加費 国醐 '"人分
雑収入 ω'" 機関苦抄録

司容 イ寸 初 醐

計 1.513.000 

(支出向部)

河町 自 予算額

事務費 20.0ω 日常事務消耗品代

会議賢 ".，加 理事会幹事金問金場曹

;0胃費 2問。閲
一大差金会一齢孟←ス例ム(盤機舎盟関の隼通誌Z知進学盤会-

印刷費 珊 ， 醐 すべての印刷 且 Z 抄録)

例会費 30.醐 金場費運営費

大会費 ".醐 金場費理営費

総会費 50，00。 金場費運営費

支部助鹿金 E目。句000 近倒隆 九州
研究助庫金 150.000 
事審局運営費 <0.。ω 吏過費アルバイト

a雀 費 "剛 日本 1〆7協金雄持費他

計 1.513.000 

m翠盟国 昭和55年 度 5月理事会
昭和55年 s月10.

於・大阪ガストレーュ rグセ〆ター(7名)
新理事長に浅岡隆夫氏(筑波大学)の批任が承Uきれた固

昭和~5年度 6月理事会
L 昭和隠年6月6.

，宮 於修記念体育会館 (12名)
11理事構務分担が下記の通り決定きれた~(O印は責任者、業印は幹事ム印俗事務局長L
〈庶務委員会〉・池困岡図盗図 圏中、法困・師向

〈企画研究委員会〉・油国進土松原絵浦・西野剛師岡

〈広報惨外委員会〉・高橋前野宮下図村・浅野幽111向
〈財務針画委員会〉・長谷川漂町松図・師岡

〈支部活動促進委員会(近儀1)青木草JlI.図ロ 西山&求書

〈支部活動促進委貝会(九州1) 秋吉 金崎 a大谷

121鱗10聞学会大会プログラム内容決定.

13障会員外の人にも学金大会への参加を積極的に呼びかける.

141第，.圏全国レク '1エ 〆ヨン大会協貸承諾

15漸入会員および鍵助金員集得にカ.入れる.各理事は軒丘 1名以上纏得する入金申込・J を日本レク協会
公包指導員に郵送する.

16)rレタ '1エ ンヨン研究』投稿鍵定01'項改訂欧文レ〆〆の提出緯務をな〈したe

17昭和55年度研究助成金』主総額!5万同で 1-3・に支給する.

'"定例研究会を月例研究会とし 研究活動の充実をU治る

19昭里事舎を毎月鱗 1金曙日に行なヲものとする.

昭和55年度 7月理事会
7月，日

齢上智会館(8名)

11漸だに幹事として蕪木隆氏(中央電気通信学園)を承認し 庶務および広報捗外委賃金に鼠罵を決めた.

121入金希望者"名の入舎を承鉱{氏名1:'r.務局だよ η」の柵参照L
131月例研究金内容決定('研究活働」の欄参照λ
14哩事会内各委員会職務内容検討固
(Slr学会概要j -<:.-ヲレ J ト(他国体への PR周)作成決色

E置mJ!ill扇面手雇 月例研究委蘭葡要事1
(9"'2日ω) 6 :00-8ωP.M 

テーマ 「会・生活促進宅デル プログラムについてJ

~命・・・育 会・陸棚盛余雇処方の現絹への‘周~
怠師今井敏(日本体育大学助教綬)

会婦 問静記念体育会館会議室

参加習を 1.'∞同
(l0/il11図像わ 5 :30-8 ωP.M 

テーマ 「会・8よぴレクリヱーションに陶する文献f・・償費システムの匝晦副向J

講師 Ger.JdS. K伺 yon(ウオタル 大 学 微 授 )

会樋上智大学
参加費 >.0叫司(講演会)

2.000円(レセプン，，:.-)

{lIJU2a出-23関個)， .. 究合宿
テマ検討中

会場筑波大学

参加費未定

その他ソ ラ ンステム{太禍鈴利用)レタリエ ンヨン纏段見学の予定図
(2月 1目ω)，ω-8ωP.M 

テーマ 「レクリヱ ション研究とレク宿場と"'.点」

(昆$レタリヱーシa/勉会公罵止・徹場者を支えてのシ〆ポジウム)

会場上智大学
参加費 1ω。円

"月す目樹，_.・文掌位・"..寝舎
会渇未定

参加習を未定

。参加精筆者は 返信用切手50問金同封の上移加嬰項を事務局までご締求下きい.

日本レクリヱーション学会役員および事務局(寮)

(任期昭和田年5月II日-57年 度 総 合 終 了 日 )

名普会長 三笠宮崇仁親王殿下

廠 問 11) 村 英 雄 ( 福 岡 大 学)

塩谷宗雄(日本体育大学)

高橋異聞(楓 簿 大 学)

三隅達郎(国障基督教大学)

山崎 進(相模女子大学)

会 長前 111 峯 雄 ( 中 京 大 学)

副会長江橋慎四郎(東 京 大 学)

梶 山 彦 三 郎 ( 九 州 支J部会畏福岡大学)

小 川 寿 一 (近世支部会長大阪成践女子短期大学)

監 事岡困恒子('ウンセ宇一協会)

探町一夫(松戸商工会議所)

理 事浅田隆夫(筑 波 大 学)

池悶 勝(筑 放 大 学)

窪 田 恭 子(女子聖学院短期大学)

進士五十八(東京農業大学)

高僧和敏(東 海 大 学)

田中祥子(津田塾大学)

田村喜代(東京学芸大学)

長谷川純三(筑 披 大 学)

前 野 淳一郎 (Aベースコンサルタ '/"J千葉大学)

松 浦 三代子(東京女子体育大学)

松 田 義 幸(余曜開発センタ一義雄大学)

松原洋三(立 教 大 学)

宮下桂拍(順天堂大学)

吉 田 正 志(日本レクリエーショ y協会)

丸刈支部選出理事秩 吉 轟 範(福岡教育大学)

金崎良三(九 州 大 学)

近畿支部選出理事 青 木 泰 三(大阪薫英女子短期大学)

草川一枝(溢 賀 大 学)

田 口 守 隆 ( 大 阪 体 育 大 学 )

西 山 勝 次 ( 大 阪 産 業 大 学 )

.， 事浅野 晃 (日本レテーlエー y ョ r協会l

川向妙子(東 海 大 学)

西野 仁(東 海 大 学)

師岡文男(上 智 大 学)
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昭和5.1年度特別研究会報告

80年代における企喋レヲリエーションの方向

~企鎌内の健康づ〈りUいかにあるべきか~

昭和55年 5月10日

於大阪ガストレ ニ〆グセノタ

「企瞳レクリヱーション対策をふりかえって」

経下電鍵庫蟻嗣顧問 週1)・ 量

氏は、企業のレクには大きな意義があるのに それが十分に理解きれていないと前置きし、近年、

経営活動におけるレクの位置づけが変わってきており、レク活動そのものの目ざす所も変わってきて

いる レクのめぎすところ"、働〈人聞の健康に他な句ないと強調した。

経営の責任者というものは 働〈人聞を犠牲にして利益を上げるこ左は許きれない。レクの場を積

極的に与え 自己実現できる場を多くつくるニとが労務管理であるし、またそのような経営理念に立

たなくてはいけないロレクの場を積極的に与えるとは、労働時間を短縮し 自分で自由に活動できる

時間をできる限り多〈生活の中に作り出すことである.

これを氏はマズロ の欲求の5段階説を使って説明する.始めの 3段憎は消極的欲求であり あと

の 4. 5段階は検極的欲求である。この第 4 5段階を満足きせることが人間性の尊重であり これ

からの企業レクの課題である kいつ a これからの企業レクの方向としては、自己実現の場がすなわち

レクの場でおるという認識の上に立って 生産性をおときず、コストを上げることなくしず 労働時

聞をできるだけ減らし、余った時聞を健全な遊びに償っても均 h それに対して企業がプログラムの

展開や77ン '1ティーにおいて 120%に近い援助をすることが大切であると給んでいる g

「企難レクリエーションと行政」

~勤労者健康づ〈り対策の視点~

労働省労働衛生寝長 林箇弘

と〈に「中高年労働者をどうするか」といヲ新たな命題に対して労働衛生行政が推進しなくてはな

らないことを述べた.めぎすものとしては ①健康生活の確立、②労働衛生の教育をどヮするか、③

適切な運動習慣をつけるにはといヲ 3点である。そして それを企業内でいかに果していくかという

見地治ら、企業内健康づくりの 方策を提案した.

-150-



現状では、運動会の担当者と健康づくりの担当者との聞に連機がない。今後は都門聞の連携をはか

つて 総合的な他康づく ηを推進してい〈ことが大切である。そのためには 健康づくりに対Lてト

ータルな考え方のできる推進委員会を設置することヵr必要である。その委員会は、現場のリ グ を

中心にしたプロン£クトであり その '1ーグーには、既存のレク・リ ダや衛生管理士を再教育し

て当てるのがよいだろヲというのが氏の考えである.

「踏外国における企蝿内レクリエーションの動向J

2覧議文掌刷敏捜 池隠 IJ

スラ 4ドを併用しながらの発表.今年の 2月にアメリカのカータ一大統領内呼びかけて..c全米みん

なのフ 1"'lトネス会議」が開催されたね句いは、年間医療費 2，450億ドル(拘61兆円)を削減するた

めの協力を得るところにある。カ ター大統領の提案の一つに、企業内フィットネス プログラムの

実施と施設の設置がある。それに基づいてアメリカの企業が実施している方策を日本主比較してみる

と次の6項目の特徴があげられる。

①勤務時間中にフイノト永ス プログラムが実施きれている。業務命令で週 2-3図 1図 1時間を

実施していること。

②専任指導者(職貝)を設置。フイノトネス ディレクターと称し、専門職としての位置を確立しつ

つあるE 全米フイソトネス。ディレクタ 協会も存在する。

③施設の設置， ? 1γ トキス センターとか ヘ ル ス 什 ー ピ ス センタ と称する鳩般を設置して

いる。それを持たない企業は YMCAの施設を利用している.

④メデイカル チェックの実地図企業て'は運動負荷テストをするのが常識となっていて、それに要す

る経費には、税制l優遇緒置がほどこきれるべきであると提言きえしている.

⑤ライフ スタイルを変える動織づけ.社内のカフェテ '1アのメニューに食事のカロリーを表示した

り 肥満対策として標準体重を錐持している者には 年間給与の1.5%のポーナスを支給するとか、

体力に応ヒて 5段渚に色別したトレ ニシグウエアとンユ ズを支給するなどの方策を講じている.

⑥トヴプ膚の理解が深い， /ヨギノグやラケソトポ ルカe経営者のステイタス ン〆ポルになってい

る.

現在、アメ""は時期の「ノ ワ「タノ←・ベイJではな(，'ノ ・ ワ ク パ ソ ト ペ イ J

に変ったとい九健康づ〈 ηは企業にとってマイナスで以な〈、プラスであるといづ考え方が定着し

てきているE

80年代の職場レタは、過去の価値観から腿却し、人間の高度な欲求を充たしてい〈方向を基盤にし

て、中高年対策とも共通した健康づくりを推進していくあたりに 新しい意幾が示きれている。

E盟置車田

8月環事壷腿舗のお輔らせ

白崎昭輔判品j".:3川 -12:30P.M

制.餅石川県立社会教育センタ

..①月例研究会について岳各委員会報告⑤専

円分科会股立について④その他

9月 理 事 審 開 催 の お 掴 ら せ

日時昭和田年9月12日幽5:30-6 曲P，M

...商 摩記念体育会館

-・①'レタリエ -;.-'3/碕究』第8号につい

て@月例研究会について号むその他

~fiλ舎員 100M日昭和弱年 7 月 4 日)

市川選子(神戸YMCA)原因克己(富士経済調益

金)、日和三千男(上智大学)近藤良事畑孝幸

浜口義信(筑波大学)、芳賀健治(山口女子大学)新

出昌明瀬戸純子(東海大学)斉‘虎征山本和義

松原茂朝倉徳副院小111 貫阿保信博 黒

木求松村悦樽井手望書太郎(日本大学入宮崎

良雄(地方公務員)、宮崎千恵子(主情)、熊本隆(中

央電気通信学園)、麻生恵(東京農象大学)涌井

雅之(側石鱒エクステ '1ア)

~ ，昭和'"事庫金員名簿J について

訂正事項がありましたら 業.で事務局に必ずお

知らせ下きい.

~.務局専用電観閲殴"

T..回-"0トS464(月~金 9ω-11ω)

規範111首によるご違絡は、できる限り月曜日tニぉ願

いします.

会費未舗の方へ舎費納λ由お属い

昭和弱年度の会費(正会員'，'側阿学生会員

S岨丹)の納入期閣は 5月3I日でしたが、未納の方

"至急納入されるようお願いいたします.

振替麻紙が同勢きれている方は 会費未納の方

ですz 復替用紙に記きれた金額を豆急お支払い下

きい.尚、領収.は r・6便復讐払込金受領書E，を

もちまして、かえきせていただきます.正式の領

収奮をー待望の方は事務局までごー線下きい.

砂資"俵!I! .，櫨曜E

。機関誌 rレタリエーンヨン3第1号(1972)-

第7号 (1979年)

各号 "ω0円(送拠200"'1

0'学金大会研究発表抄録』

日本レク '1エ ンヨン研究会

第1回大会号(1965)-第7幽大会号(1910)

各号 "ω0同(送斜3ω同)

日本レク').:L- yヨム〆学会

111'回大会号(1971)-第9回大会号(1979)

各号 "。阿(送料.<0円)

議上記資料ご希望の方は、郵便振替(東京5ー

42971r日本レクリエーンヨ〆学金事理事局，1にて、

ご注文ーご送金下きい.

会報「学会ニュースJNo.21 

鍵行日昭和路年7月..日

責任脅日本レタリヱ ン"学会

理事長 浅図隆夫

. . 広報渉外委員会

.構局〒1関東京都渋谷区神南 1-1-1

摩記念体育会館

鮒}日本レタリエーンヲン協会内

電話 (03)460-5464 

鳳周蹄 〒112東京都文京区小包向.f.- 4-12 

三鈴印刷欄電話 (03)941-1181 

E盟問
砂金米企縫体カづ〈り担当者働舎年次純金

(;き醐年間 9日凶~四幽
kころ カナダ トロント市

職場でのフィットネス t体力づ<01について考える世界唯 め会議である回日本か句もニれに参加する

ためのツア が企画きれ現在参加者を募集している.詳し〈は事務局にお間合わせ下きいe

砂金米レタリエ シヨン公園‘会 (NRPA)年次第会

|と与醐年10月間同一"日同
とニろ 米国アリゾナ州ヲエユノクス市

~"Recre・tion Res・・ro"R・.'・w“ v"ι7，NQ. 3 (Oecember， 1919) 到.!I

カナダの0"'・rioResearch Councd on Lei制...句機関誌が集送されてきましたa内容は下記の通りで

すE 閲覧希望め方は事務局まで必いで下さい(持出しは 繁止ですL

c。、tents

(Ed陶帽11
A Surf引 tof Surveys 

(Research A同 cles)

1 Beyond ProfessIonalism (William Thorn肘引"，0リ

2. Goals for Municlpal Recreation in Ontario:I随時sfor the ProfesslOn 

(Tom Goodal..，Pet..r、lV，tt)

3. Reereology '" AcUon:Some Thoughts on Applicat"，" (ArthuT Leonoff，Peter WiU) 
4. Co_operation Among Munie'paht，es for Recreation Purposes (Donald Re，dl 
5. Th.. Recreation Grad岨 t"，S ." the F，eld:Univers.ty of Ouawll. Recreation GradulI.tes 

(Claude C側 sineaul

6. Organizat，onal Commitment:Turn，唱 EmployeesOn (George Nograd，l 

7. The Recreation Rese・rcher・恥dth.. Pohtician (M，chael Steerl 
他国恥 Reyi・w)

Recreation and Outdoor Ljf" Directory (Steph"n Sm，thl 
(N・wR・'0"同・.)

園 田
.研究勘a金..公.

昭和55年度司区業予算の中に僅かながら研究助成金が組み込まれましたe 下記の要領に従って公募し その中

カら理事会において選定きれた研究に対し助成を行ないますa

事E

1 研究分野 レジゃ レク 1)..:<.-，ヨンの分野に必ける研免

2.A・費鎗昭利弱年度合貨を納入Lだ日本レク IJ.:r.-"，ヨン学会員.

S 研究.. 本年度あるいは来年度においてレクリエ 〆ヨン学金大会に発表するか「レク '1ヱー J ヨノ研

究， 1こ投稿するこ>ができるもの。

‘ 助 a銅像額I5万円で 】-3・に支給する.

5 ・込コ雪量皇 帝鵬書を司区務局にご鏑求下きい{50同切手同封のこと)

s ・込〆切昭和岬年8月末日

砂鶴岡・.'レクリエ占ション柵究J.8'"鎗機・a
t 強情期限昭和騎'1'11月掬日出

2 極構鍋ヨ， 'レクリエ ν冨ン研究』第7号92頁参照.

機但し鱗e項は、 6月理事会において下記の織に改訂きれました

" 邦文..文献文論文とも 邦文摘要(8同学以内)あるいは敏文摘要 (R"sum，，)のどち句かをつける

こと.ただし縄文飾文の邦玄摘要、欧文諭文の欧文繍要については 鍋集委員会がそれぞれ英訳相択する

ものとする.

s ・送先〒150東京品、時谷区神南 1-1-]

摩記念体育会館

附日本レタ I).:r.-/SIン協会内

凶&平路立;タ 1)..:<.-ンヨ〆学会「副委員会J
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く研究合宿 開催要項>

1 テーマ レクリエ ゾヨン姥諭と実殴の統合をめさして

2 目 的 レクリエーゾヨン研究の方向を現場サイドの観点から追求すると共に会員相互の親睦を図る。

s 臼崎昭和 55年 II月 22日(土}........23臼〈日) 1I泊 2日)

4 場 所 筑波大学体育センタ

[~荻一醐閑町……斬蜘悶……治岬棚郡鵬叩桜刷村 … 
国鉄常'餐襲線土浦駅下車I 駅前2番d;>;乗場より f筑後大学濁」・「筑波大学ゆ央」・団下院l
ITパスにて3<J分「笈盛大学商jパス停下車多5分 あるいは f高エ不ルギー研究所J行パi
スにて「筑後大学南jバス停下車。多1分。タタゾ では土浦駅より 20分

5 宿 舎 筑護学都資金財団筑餓研修センタ

[決減県新宿郡桜村妻木字西111“5-5 Tel 0298(57)5152) ， .加' 正会員・特思会員 7皿 0円

〈宿泊費 3、学生会員 5 飢~阿
食を含む 〆学会員ではい方 8.0∞円

7 事鰻人員 3<J名

i 8 日程
で寸アーー
自子 IIJj2211 (1) 11112311 (11) 

2 “'l¥:.rJ..，〆ノ?〆ムh'ζ) .緒川船内レヲ H ーパ，・'.:!I.!?
..と Jピ随，<1院の縫i'õ~II> :<l て

:;，::;:~~:'l\:~t..~材、剛山置崎町l踊明，t町τT一一 一

52竺土日竺ヤ}酬川崎刷叫，'"か
〈附へ剛1

6 タ貧 入命

7~rrっ~τ。 レヲり Z 〆

‘H;'.，岨
却制H 吋

5 -一一一一一一一 一一」

・・~.，'-'"'ー

"，事附(，靖子友久れ.1向 L時 的H.

自尚，出欠の御返事を同封のハガキばて II月 15日〈土).tZ;11:お知ら宅垂下さL、
一

「一一一一一一一一一一一一一一一 l 

く 10月月 倒 研 覧 会 報 告 >

特別悩待教僚として来日中のガナダ・ウォータール大学教鰻でレジャ およびスポ ッ社会学の世界的権威者 | 

であるシヰラルト ケニヨン得士を迎え 101]17日夕刻κj智大学大学会館て 10月月例会を捌いた。 I
ケニヨ y 氏は 余暇文献情報鯵会ノステムの凶際的な動耐を さる 1月。ζ プラソセ凡て開かれたL1NKC余畷 | 

愉紺不 y トワ ク)会議の成集およびその後の北米 ヨ 包ノパ幽同動向，さらにはウ t タ ル大学の S1 R I 
LSと跡する文鰍情報センタ の紹介などを婚り交え，余鍍文編成湘報に関する困標的はネ y トワ クの確立の必 l 

要性とそれK伴なヲさまさ玄な川越点を術衝し研先者納豆聞の協力 Kよってとれらの問題を定脱していくべき

ととを強調された。

直言亙E
く s月理事会〉

剛有l拐を'8月 2日

鈴・ fi川県立社会教育センター (12名)

'11入会希望者S名の入会をJ#:，.R，(氏名は 別刷「会員名簿迫加・ .;TJI.J参照)。

1214--7月事業および収支報告。

i 13J 8........3JJ事業家(学会古資料笹湾・凡例研究会開催・レク研究の分銅検討来年度研究プロシエクト倹討・

関直学会と機掴&変換償助会員割量得なと)承認a

< 9月理事会>

綱相 55年9月 12日

告を・ 1主犯全体育会館 (14名〉

1I1 昭和 55年度研究助叫金支給研究として fレク')エ ゾョン教育とその関占領犠との復念の明確化に関する

研究J(近轟食事ニ浦絡筑波大学)と「大学短期人すの一般体育科目にお付る野外レクリエ シ守

ン教育の実態調貸研究J(舗附文男 上智大学)の2極を選定しそれぞれ 10万円ずつ支給するととに決

定した。

(21 第lO回学金大会総倍。

13J 11月研究合宿の内容検討，

141 入会希望者2名の入会を承認(氏名は別刷多照l.

く 10月理事会〉

昭和 55:1f-lO月 17日

後・上習会館川名〉

111入会特望者 7名の入会を承認(氏名はi 泊リ0'#照)，

121 第 11回学金大会開催日Kついて検討，期日・燭耐とつL、ては理事長に 任することを決定 昭和 56'削月 | 

上旬矯玉県の予定1.

13) lJ月研究合宿区ついて最悦打合せを行った。 I

U}機関誌「レク '1エ ション研究 J8号の役繍募集方法について倹討。 I
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医7喧
く『レウリエーンョン研究』第8号投稿募集>

〆切り間近です。奮ってと役補下さ L、。

1 投稿期限昭和 55年 II月 29B (土〕

2 役割町規定 『レク '1;エ シヨン研究」第7号92頁参照。

※i!!し第6項は 6月理事会において下記の機κ改訂されました。

f6邦文論文・欧文論文とも 邦文鱒妻(船O字以内)あるいは欧文繍要 ιRe:iume)のとちらかをつける乙 i 

とeただし邦文論文の邦文摘要}欧文論文白欧文鏑要Kついては編集委員会がそれそれ英訳翻訳するもの 1 

とする。

3 郵送先日鯨脚谷帥

岸&e:念体育会館

《尉)日本レク 'Jエ γ9ン協会内

日本νク'Jエ ゾ2 ン学会[編集委員会j

唖層雪
く昭和田年度月倒研究会開催要項>

<ZJH日陰1> 6 ω-8 ∞P M 
テーマ 「レクリエ νヨJ僻究とレク指粛との接点」

(日本レタリエーνョン也会公毘よ鰻指海者を交えでのンンポジウム)

会楊岸Sと念体育会館会議室

;>加費、1.0∞円〈学生ら∞円)

<，月6日佳正>" 6 ω-8 ∞P. M 
内 容 レジゃ ・レクリエ シヨンに関する学士・学位愉文発表会

会場開世体育会館会議室

a参加費 1∞0円札学生 50C円)

。参加希望者は，返信用切手切円を同封の上参加要項を事務局までと靖求下さい。

く 第 10固学会大会報告>

第lO回を迎えた今年度の学会大会は 8月 2日に石川県金沢市で開催された。研究発表激は 21麺で， 2会場K

'"かれ 全国レクリエーショタ大会参加者を含めて約 200名の参加者を得た。特別講演に全米キャンプ協会の前

会長でモントクレア犬学教慢ジョン・J・カ ク陽土を迎えl 野外教育活動の動向についてaわが留にも示唆の多

い意見を拝聴する機会を得た。また 10周年を記念するンンポソウムが前川I 準谷，三隅のζの温を切り闘い

て乙られた三氏によってもたれ〈司会・軌谷嘉範氏)， 10年間の学会活動の反省と今後の展望について論議がは

された。

さらに大会前夜!金沢グランドホテルで 10周年記念パ ティが関か札約 50名の会員が集まり，盛況な祝賀

会とTみった.

く 9月月倒研買会報告>

日本体育大学レクリエーション研究室の今井鍍助歓授を腸師に 9月 20日午後6時から岸記念体育館会議室

において聞かれた。

今持氏のテーマ'"余眼生活.，趨プログラムド乙叫、て 余暖能力開発(余眼教育/余頓相談/余畷処方)の

現鴇への遭周Jという興蝶探いものであり バンフレ y ト「余暖生活促進プログラム ゆとりある充実した生

活の創造のために その考え方と盆め方jや「レゾヤ ν ト『ファンダジー jj(ライフスタイリング・ノー

トJ'"どの貸料を使いなが勺実伎を含めた壷.'.i内容の発表で"ゥた.fJお，発表の康容については，健諸「レ

クリエ ションJ11月号。ζ紹介されている四

童画聖亙
く会費納入のお闘い〉

昭和 55年度の会費(正会員4川 0円 学生会員 5∞円〉の納入期閣は 5月 318でしたが，未納の方

は至急納入されるようお願いいたします。

省長曾用紙が同封されている方は!会費未納の方です.振曾周紙κ記された金額を至急お支払い下さい.

尚，領収書は f郵便振曾払込金受領証jをもちまして かえさせていたたきます。正式の領収奮を乙希

望の方は事機局までと一線下さい。

<置料甑売>

。機同第『レクリエ ション研究』第 i号(1972)........第7号(1四年〉

各号 LOOC 円(送料 2ω~)

。『学金大会研究発表妙録』

-日本レクリエーション研究会

第 1回大会号(1965)-第 7回大会号(1970)

各号 1∞o円(送料旬。円〉

-日本レクリエ シヨン学会

第 1回大会号 (1971)-第9回大会号(19河)

各号 500円 Gき料 140円)

*上記資料ζ希望の方は!鶴便振嘗(東京 5-4297Ir臼本レクリエーション学会事楊局J)

にて ζ注文 と送金下さい。

く 勤 務 先 ・ 住 所 な ど を 聖 宣 さ れ た 方 へ >

業・Kて必ず事暢局にお知りせ下さい.また「会員名簿 JK訂正すべき箇所がありました

らお知らぜ下さい。

く事帯局へ由ご連絡>

.窃馬専用電信

Tel. 03-4刷 5464 (月へ~:1l :OO~18:00)

*電話によるζ連絡は できる限り月間匝日にお願いします.

会 報 「 学 会 ニ ュ ー スJNo.22 

発行日昭和 55年 lOJ'j:n8 

責任者 日本レクリエ ション学会

理事長 信義図隆夫

編集広報渉外委員会

事場局 '1')50東京都按谷区神南 1-]-]

岸Z己念体育会館

〈財〉日本レクリエ シ言ン也会内

電話 (03) 460-5464 



区劃
〈車11回日本レクリエーション学会大会・昭和田年直結会〉

- 開櫨要項-

1 日時 1981年 11月 8閏〈日) 9 :00-11:00 

2 渇 月時 国立婦人教育会館

3 日程

|崎玉県比企醐山町大字菅谷叫地

Tel. 049362 - 6711 

出計研究発表|昼休 み 1:I…lury?? 
4 総会議題 ・昭和55年度事業決欝報告

-昭如'"年度事業・予算審議

・その他

5 大会..加鍵 正会員削悼員 lω0門

〈当日徴収) 学生会員 500円

賛助会員 無料

~-研究尭葺申込み要項~-

1 発表資格 矧柏崎年度会費を納入した学会員

2 発表形式 口頭発表

3 発喧回数 共同研究をのぞき 1人 101

4 発表時問 題15分(質問3分を含む)

s 発表申込 同封の申込書K所定事項を記入し，単位用封筒(60円切手貼付)を添えi 事務川、働送して干

さい.

6 発点...込締切 1961年 8月 318(厳守)

7 発表抄録原稿提出 府込書を受月後 1週間以内]C， !I~術向かり綻定の出，~込用紙を送付しますのでI タイ

プまたは情書による手嘗き(掛字〉の備BきてIfA縞そ作成して 9JJ2C日(必ずj)ま

でに事傍局へお虚り下さい.

区:z
(fレクリエーション研究 1第 9号世稿募集、

l 段縞抱'"お]il'llJ1JO円(JJ) 必行

学}ζ"けるレク教育について無弁をふるわれた.江橋氏".鹿屋体大の特色として フイゾカル・レク・リーダ

の養成I 野外νクの重視 社会体育僧毒事者という名祢の上でのレク・リ ダの集成をあげられた..."後j 参

加者か勺「是非総合レクの大学にしていって欲しいJとの意見ら出され.iI橋氏ら努力を約束された。なお 詳

しい内容は 月刊誌rレクリエ ションJ6月号K縄織される予定。

。月刊『レクリエーシヨン JIζ縄餓された各研究会報告のコピー入手希望の方は 1研究会に付組問分の切手と

60円切手貼付の返信用封筒同封の上!お申込み下さいe

月刊『レクリエー νョン』甥袋ζ希望の方は，直接臼本レク協会 (Tel.03-468-4ゆ8])へa

直垂豆刀
( 1月理事会報告〉

楊所 上智会舘

2 投鏑爆定 fレクリエーシヨン研究』郊8号厳終頁象限

但し 校正"編集委員会の責任校正とします.

3 郵送先 〒150 東京都被谷区神南 1-1-1 

(財)日本レクリエ ション凶会内

日本レクリエ ション学会編集委員会

巨聖E
〈日本学術会識の量録学会!こ!.')

日本レクリエーシ宣ン学会は。 3月5日付で 臼本学術会議への登騒を認可されました.

匝盃亙
〈昭和同年産研究集会開催要項〉

<4月11日〈金)> 6 :30-8 ωP.M. 

特'1講演会

『鹿屋体育大学におけるレクリエーション指導者餐成布陣想についてJ(江橋慎四郎氏)

<3 月〉

レジ令ー・レク 'Jエーションに闘する学士学位論文発表会

〈第 1回研買合宿報告〉

去る 11月22・23日 筑畿大学において。 34名の会員の参加を得て，学会倉腿受以来初めての獣みとして行なわれ

た.今回のテ マは『理論と実践の統合をめざしてJというもので，研究者とレク語動実E象者との聞で卒曜は意

見や情報の交換が2回のゾンポゾウムで屯された。納品平和。筑波大学芸術学系の土肥樽歪教授のlO..rレク空間

のデザインjや僻究助成金支給研究発表伝ども行なわれた.なお，詳しくは日本レタ凶会の月刊誌『レクリエー

ション JI月号に紹介されている。

( 2月 月 倒 研 究 会 報 告 〉

関東学院大学の鈴木秀雄氏.日本レク協会の千葉相夫氏国民休眠村由会の篠塚樽進氏，大語体育大学の永吉

宏美氏。東京銀レク連盟の奥野正恭氏をバネラーに迎え 順天堂大学の宮下桂治氏の司会のらとで.2月6日〈金)

幻名の惨加者を集め，岸記念体育会館で γンポジウムが行なわれ".

テーマは「レク研究とレク指導との鍍点jで レク協会公認培場者と学会研究者の双方共.r実臨を4まえた

理諭づくりjの重要性を強調し 研究と指揮との後点を広げるための有効江示唆や具体的な鍵寮が征されたーは

お 詳しい内容は月刊誌fレクリエ γ ，.;..-J4月号に掲観されている.

( 3月 月 倒 研 究 会 報 告 〉

「νシャー レタ 'J" ショ ;..<IC凋する学全・学位請文発表会JIJi， 3月13日岸記治体育会館て聞かれ 6大学

10名の学士諭文と l大学院2名の修士諭文が発表された。全体に体育 スポーッ関係の発表が多か勺たが研究

対象としては コミ・レク キャ Yパス・レク 野外レク。セラピ A ーティッタ・レクと多敏にわたっていた.

癖しくは!月刊誌r"クリエーションJ5月号4ζ縄観されている。

〈昭和"年度第 1回研究集会報告〉

国立腐屋体育大学創設準備室長・学会副会長の江橋慎四郎氏を議師11:. 4月11日午後6時30分より上智大学に

おいてzg名の書加者を得て 議演会か行伝われた.

テ マは「腐屋体育大学におけるレク指導者養底構忽」で!閉れ路i9~4 月 lζ関学予定のわが国初の国立体育大

昭和55年度決算報告

〈監査 周回優子深町 夫)

(収入白部)

内
b e 

|日時 胴畔 1月 16日トい8ω

出席者 江編小川・池国ー岡図・窟図進士・総滅鶴野・国村・〈永吉・師岡〉以上9名 I I 支出田部)

山入会希鍾者 5名，退会希望者2名の入退会を承認。

四『レクリエーショ y研究J第8号内容決定，編集委員会組経〈企画研究委員会 広線渉外委員会盟事で委員会

結成)。

印 2月 3月月例研究会の内容検討。

附昭和56年度事実業験討。

〈昭和56年 度第 1回理事会報告〉i日時醐…… 5 い 30P.M 
楊所 上智大学

出席者 浅図・池掴・窪閲・進土・図.p.俗靖・宮下〈永吉"'''領木 師畑)以上 7名

山 入会希筆者17名(学生会員5名を含む}退会稲荷留者 l名の入・還会を承躍。

由新併事として編戸純子女史((財)日本レク 'Jエーシ省ン協会)を承認.

印『レタ 'J"ーシヲン研究J8号・f学会ニュースJNl23印刷費問削減のため発行日を b月下旬iζ延期決定。

凶昭和白年度事業・決算鰻告を皐認し 昭初56年度事業予算案を検討修正案提出を事務局ヘ要求。

悶 2.研究会の成果を踏え 学会の今後についての握書が行なわ札レク指導の実践現IIIと研究の健点をより

求めていく乙とを確認。

〈第 2回理事会報告〉

|日時 蜘日5月刊〈土∞-4… 
局所 上智会館

出信者 削 1・池凶・ 4隆士・回中・前野・宮下回J'松繍・〈師岡}以上8名

111 入会希包者 2名の入金をiJ:J!!.o

位。(財)日本レクリエーνョン協会評議員として浅図隆夫氏〈学会煙事長〉を推せん.

印 IIilftj5ij;f.rfl:事業ー予1草案(修正案)を事認。

141 学会Hの僻11.助向・学会べの委筆伝どのアンケート調査実胞決定。

項 目

事 署管 費

会議費

通信費

印刷費

例会費

大会費

総会費

支部助成金

研究助成金

事務局運営費

権 費

2十

(収入白部)

~153ー

予算額 決算額 増減額 内 容

20.000 46.350 ム 26.350 事掛用品，コピ代

20咽000 6.450 13咽550 会場恒 (3回)他

250.00日 325咽815 615咽815 切手ーハガキ・電話代

788.000 500.800 287，200 名簿・抄録・ニ，-，他

30，000 114，060 6 144，060 謝金・会場賢他

50，000 21，480 28咽520 運営費・謝金他

50，000 250 49，750 運営賓

100唱000 100.000 。

150，000 200，000 650.000 10万q 題

40.000 3，480 36.520 バイト料ー運搬問他

15.000 10，000 5.000 レク協会雄持金賢

1.513，000 1.388，685 124，315 

昭和国年度予草案{修正案)

内 容



(支出白部)

項副 予"額 内 容

事 者信 費 50咽000 文具代，コピー代など

金議提 ZO，OOIJ "事会・各種委員会の全塙賀包ど

通信費 400.000 電話代，樋関誌ーユ a ースなどの郵活費

印刷費 1.350.000 融関昆8・9号ーユユース屯どすべての印刷費

研究会費 20，0目。 会場置.運営費

大 会質 120，000 遷宮費

総会賓 5，000 連富貴

支部助成金 。 中止

研究助成金 D 中止

共同研究費 o 中止

事務局運営費 20，000 アルバイト料，交通費など

雑 賓 15，000 日本レクリエーシ司ン凶会維持会員会費他

2十 2，000，000 

!海外情報!

("Recr岨 tiORResearch Revie"" VoL 1.陥'，f.VoL 8-陥 1-3到 着1.
'
)

カナダの OntarioResearch Councll On le田ure(QRCOL)から幌閲草が郵送されてきました。閲覧お

よびコピー郵送(実質をいた"きます)希望の方<1守事事局までと一報下さい.

〈世界レジャー・レヲリヱーション協会(WLRA)入会lI!~吉について〉

米国ニニaーヨーク"事書局を置〈世界Uジャー・レタリエーシ置ン也会への入金取改ぎ葉書を10月l目より聞

姑いたしました.入金ご希望白方は，下S己の費用を事揮局まで，現金書留また<1.車便振醤〈東京 5-4却11

日本レクリエーション学会事高局)"てお送り下さいー

固入金ー年金賞 (U.S.S 1-￥220として算定〉

千5.500ー

学生会員 干 3.500ー

団体会員 司F宮.000.ー

。特典

111 世界のレジ+一・レヲリエーνョン情報を満都した会報〈年4固)が郵送されますー

12) WLRAの刊行物を 1割引で購入できます，

(3) WLRAの主催する国幌会誼民事加できますー

(41 WLRAの主催する研催旅行"書加できます国

151 世界のレジャー・レクリエー νョ:/1'関する情報サービスが受けられます.

矧その他

( "lntem叫如.oalDirectol'1 of Lei冊目 Information 

n.四urceCentreo -1980"臨売由お知らせ〉

世界vジャー・レクリエション也会発行の『世界のレジ+一・レヲリエーシーン情報セ:/?-一覧1(B5眠ー

172頁画英文)を下記料金にて傾布いたします.日本を含め世界各国のレジャ_.レゴ")エーション"闘する情

報の入手先がー自で分かる世界初の手引書です。鴫入ご希望の方は，現金書留または郵恒振替t東京5-42971) 

"て事務局までお申し込み下さい， 料金 ￥6，000 -

学会ニュース
Yo.24 

OCTOBER 1981 

..  冨<前川峯雄会長逝去>

本学会会長 前川峯雄先生(東京教育大学名誉教授・日ノ出学関長

市川市教育委員会委員長)が 8月四日(日午前 1時四分、脳動脈硬化症

のため、かねてから入院されていた東京都文京区の順天堂医院においで

お亡くなりになりました。享年74歳てもあられました。

前川先生は、永年にわたり我が園のレクリエ J ヨン運動の普及逐動に尽くされ 日本

レグ '1エ ンョン協会の理事顧問としても活躍されました。特に、早くからレクリエー

ンヨシ研究の重要性を緩唱され、本学会の前身である日本レクリエ ンヨン研究会の創設

に中心的立場で参画され 昭和40年設立後は初代会長三笠宮殿下のあとを継いで、会長に

就任されました。昭和46年本学会が設立されでからも会長として‘レクリエ ンヨ〆研究

の向上、発展に尽力され、今日に至られました。特に 本学会均本年 3月日本学術会議へ

の登録認可を受けるまでには、先生の並々ならぬご努力をいただきました。

先生は、学校体育 社会体育の指導者としても知られ、日本保健体育審議会副会長、日

日体育学会会長、日本スポ ッ教育学会会長も務められました。

笹葬は、 8月24日伺)市川市真聞のこ自宅で、本葬は、 9月19日(土)東京都新宿区南元町の

千日谷会堂ても行なわれました。本務にほ 南の中を学会開係者をはビめ多勢の方々が詰め

かけられ、会揚内に入れない程でした。学会としでは、供花をお贈りし、浅田理事長が弔

辞を読みとげました。日本レタリエ y ヨン協会均らは、総裁三笠員長持仁親王殿下のお名

前でお花が梅げられました。

学会も11年目を迎え、レクリエ ンヨノ研究の重要性がなお 層、叫ばれている今前

川先生を失ったことは痛恨のきわみであります。心よ η先生のご冥福をお祈り申し上げる

と共に、先生のご遺志を継ぎ、レクリエ ンヨン研究の発展のために、今こそ会員 1入、

1人が力を合わせていくことが求められています。

III固 く『レクリエーシヨン研究』第9号投稿募集〉

1 投稿期限。 1981年 11月30日開必着

2 投稿規定。『レクリエ ン ョン研究j第8号最終頁参照

但し、校正は編集委員会の責任校正と Lます。

3 郵送先 〒150 東京都渋谷区神南 1-1ー l 岸記念体育会館

(財)日本レクリエーショノ協会内

日 本 レ ク リ エ ーション学会編集委員会

11置割 く昭和56年度第2回研究集会開催要項>
< 3月 6日(日> 2:00-5:00P.M 於上智会館(予定

| レジャー レクリエーンヨ ンに関する学士・学位論文発表会 | 

( "8凹 iologyof LeI8ure and S凹 rtAhstracts"販売のお知らせ〉

10月研究会で渇摘されたカタダのウaータールー大学教機 G.S. Kenyon縛土編集のレジャー・レクリエ

νョン・スポー γに関する世界中の議文ー覧で，年3回発行される γャーナルです.著者・分野別の索引があり

各省文の要訳か配されています.麟人C希望の方<1.現金書留または邸便娠替〈東京5-42911)にて事局局ま

でお申し込み下さい. 料金 Y25，sdO.- (1積ぬ年発行3冊分〉

154-

〈会費納入田お願い〉

附相印刷度の会筒〈正会員 4.000伺・学生会員5∞円)の納入期閣は6月30日です.至急納入される

ようお願いいたします. (近畿・九州支師会Uは偽支部リ""局へ納入して下さい)

甑11m紙K金額か印刷されている方はI 附仰551f.一度以前の会費未納の方です.娠信用紙に紀された金

額を至急お支弘い下さい.胤傾収書<1f郵便振替仏込金受領証Jをもちまして.かえさせていただき

ます.正式の傾収留をζ希望の方は事防局までζ 線下さい.

〈責料販置〉

O 働関誌『レタリエ ゾヨ Y研究j第1号 (1912)-第7号 119η9年)

1¥号 1.0∞ ['1 (盗事司2∞円}

01学会大会冊先発ぷ抄録』

-日本レクリエ γョン僻究会

第 1凶大会号 (1965)-第7副大会号 (1970)

各号 1.000阿〈送科初O門〉

• 8本レクリエーション学会

'"回大会号 (1971)ー第9副大会号 (1979)

各号 5ω 円(送料 140円〉

*上記質斜乙希望の方は.郵便a長谷《東京5-42971r日本レクリエーシヨン学会事務局J)

tζて.c注文・ ζ送金下さい.

〈動帯先・伎所などを聖更された方へ〉

..書にて必ず事野局にお知らせ下.い.また f会員名靖JIζ訂正すべき簡所がありました

らお知らせ下さい.

〈事務局へのこ理路〉
事f湾局専用電話

Tel. 03-460-5464 (n-金 11:00- 18∞} 
*屯"によるζ雄総は，できる限り月唱目，，~闘いします.

会報「学会ニュースJNn23 

発何回附加 56'i1'5月3i臼

"任者 1"トレク '1エヨゾ冨ン学会

何事長 浅倒隆夫

脳 !t J1、知修外委1J会
"ffl財 T150端点r.tIil'足手寺院神婿]-]-!

I<'，~合体行会館

1叫ilHドレツリ "--YJンw会内

"oI.I.，T， (回) 4伺 546.:

~r， N~ル H ¥lu;¥5-42'J71 '11.t.レクリエーソヲン
歩合1持続!"jl

- く第11回日本レヲリエーション学会大会・昭和56年度絡会〉

--開催要項--

1 周 ・・:1981年11月8日(自1 9凹 -17:00

a 目

-定期パス利用東武東上.座東松山駅 園立婦人敏育会館約30分

'."山眠鍾!9:12110:19112:17113:49114騎 )16:48
会館量 19:41110・8112:46114:181路お 117:17

場タクシ 利用 111東武東上線東銀山駅から約15分

(2)八高繍小川町駅から約15分

車武蔵嵐山..までの・1.1>少ないれ瞬間に約1本}が、東松山駅までの電車U多〈付時

聞に釣3念)、定期パス タクシの便があります.

4 ・・・・・ ・前川会長ご逝去報告、黙縛

・昭和55年度事業決算報告

・昭和田隼度事業家 予算策審議

・ 会 則 改 正 審 議

・「支省略に閉する規程J制定 審椴

-その他

5 犬舎"1畑 賢 正 会 員 持 別 会 員 1，000円

学生会員 500円

費助会員 無料

金国レクリエーシヨン大会参加資納入者 無料

その他一般の方 1，500円

•. 11禽者への注.

11l発表時間は、発表12分質問3分です。(10分ベル 1回.12分ベル 2回、 15分ーペル 3

回)

121発表資科を配布される方は、 50部(γ ンポジウムは、 100部)を当日受付に提出しで下さい。

131スライド映写の方は、発表の四分前までに各発表会渇受付に縄出して下さい。

0'.舎への出欠ハガキ，(同封)俗、 11月5臼同必種でご返送下さい。

。掌金大会不拳却の方ヘ
研究発表 ンνポジウムの抄録希望の方は事務局へ切手.'0円(含送科〉同封の上お申し込

み下さい。

由「学会大会への汲遺頼」が必要な方は、返信用封筒(曲円切手貼付)の上、事務局八ご 報下き

L、。



一プログラムー
1 研買量褒

【A 舎場} 研檀檀 101号室c1薗}

vl鍵表
m 【時刻 発表演眉 演者 l所属 l座長

I 19:451 :!::~zニア加害時ヤン引鈍する鳳|高見 膨|臨慶大学大学院

2 "ω 高働者の醐酬と同生活の変化についτ |松浦三代子|東京女子体育大学 l池田 勝

3い0:151高働者の帽の意酬恥制輔の考察 |金 命 作 | 国 立 釜 山 大 学j1筑波大挙)

4 110:30 I :~::~\tl!~~'!の界汚守円高野 l鈴木秀雄 l凋東学院大学
冊突

:!:j|;;EF72122?と二信号
81"初|白然多過の計画a・策定I:Mする研究 |麻生 葱|東京a隆葉大学!進士五+八

9111 必 1.体のレタリエ-~ヨン開発と地絹産業tン〉いで|宮林茂 幸1東京農業大学 11東京農業大学)

loI1:151~~:主治以ぶ 1: L-，守討 カ野由美|空気慶大学大学院

1111 扮 l当 ? を ま こ ニ ; ご 士 だナ|新保 埠|筑波大掌it:大J
引''''1ヨ:T7LJ;;:;ニ;ぅ;::L11海老原 修i東京大学大学院

1(.12'151ス?を ツタ".刷ζ 宝仙情""V'，，，托 今野 守 l日本 大学
〔九州大学)

1512初 i公民館組繊の審員とスポーソ活動』関する締究 i新出昌明"東海 大学

'"喜重l 発表演題

市
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一
度

nu-1
 
1
 

・m-嵐一
所

一
番

ー場
一
演

会
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一
ー

."・'1プレイ教育についての笹子の考穣 高 松昌 広| 筑波 大学 大学 院

21"∞|争ヤノプカウ〆セラの不安4ニ関する研安 1平野吉直|筑波大学大学院!永吉安葵

3110;¥5 斗EU27JJt-fラ←町働分析 |久保回康雄|筑波大学大学院 jl大阪同大学)

4 I 10:30 I ~~~~.，，<~ p向"'日経験カ.加者の不動及ぼ|井村 仁!筑波大学一 1 1
5 0;45 I ~I~手話h プこ表団自己概念の変化tニ|星野敏男 l明治大学

61"ω\~望日仏ZftZTtF l清水雅己l脚大学大学院に1大J
71"川rhJ問者一シプ捕じ闘する綱|仲野 寛|筑波大学大学院

8111初制等海外自然酬活動の建省三附する一切|竹谷和之|醐大学大学院|芳賀健治

9 11:451::ぶ話るテ トおよびイグル内|金子和正1醐神大学院¥1山口女チ大学)

m ，.四|鋸盆禽吹き人における飯盆反転の愈時 |野沢 盛|鴇玉大学l吉図

11い初|登山岬における幼児問北拍変働 |山本 悟 l筑波大学大学院1一品， =， 

1211舗帥こ削る輔カヌーの割問状ど咽吋芳賀健治|山口女子大学1，-，---~， 

m 2:00 スキーニ1>-ltる片側圃盆ご関する研賞 |村 上利 栄|筑波大学大学院|

M¥ '叶両ゐぶ二千グ闘いたパラレルタ|浦図憲二|脚大学大学院|星野敏男

11明治大学)

1512:301::!'~ぶ怒~.キ酬におけるスキ ! 外 川 重 傷l筑度大学大学院

131 入会希望者27名、退会希望者 1名を承認(総会員数'"名L

141 学会大会プログラム 総会機題後討、承認。

151 r学会ニュ スio.24J.r学会大会抄録Jへの広告掲載企業紹介を理事に再度依頼。

富田昌 〈世界レジャー レヲリエーション協会(WLRA)

入会取次ぎについて〉

米国ニューヨ←クに事務局を置く世界レンャ レクリエ ンヨ J協会への入会取次ぎ業務

を昨年10月 1日よ η開始いたしました。入会ご希望の方は 下記の貸用を事務局まで、現金書

留または、郵便援替(東京5-42971 日本レクリエ ンヨノ学会事務局)にでお送り下さい。

0入会 年 会 費 (U.5. S 1=￥235として算定)

|個人会員 ￥口…6.0醐帥

学生会員 嘗 4ι，0同00

団本会員 警 10.000

。特典

111 世界のレンヤ レク 'Jエーンヨン情報を満載した会報(年 4回)が郵送されます

(英文L
121 WLRAの刊行物を 1割引で勝人できます。

(3) WLRAの主催する国際会議に参加できますo

141 WLRAの主催する冊修旅行に参加できます。

151 世界のレンヤ レクリエ ンヨ/I関する情報サ ピスが受けられます。

!61 その他

〈第3園極東・南太平洋身体障害者鶴技大会のお知らせ〉

=Third Far East and South Pacific Games for Physically 

Disabled= 

1 期 日 1981年10月 31 日比)~11 月 6 日(鉛

2 場 所香港

s 問合せ先 Joint Counci¥ for the Physically and Mentally D凶abled

P.O. Box 474 

W日 chel，Hong Kong，China 

田園田 〈会費納入のお願い〉

E 輯会

12:-45-1:15P.M. 於大会機室く 2階>)

I，専門分野間違輯シンポジウム{於大会議室<2階>)

2:~0- 3:曲 P.M. 専門分野副議続シンポジウムについての鵬明

3:00-配偶P.M. レクリヱ シ ョ ン 資 源 齢 箇 箇 分 野 》

{テーマ] わが国野外レクリエーンヨ J の現状と課題

[パネラー〕 進士五十八(東京農業大学)

中国総郎(財日本交通公社)

有賀 郎(サンコー コンザルタントー株)

麻生 恵(東京農業大学)

毛塚 宏(株ラノク計画研究所)

宮体茂幸(東京農業大学)

〔司 会〕前野淳一郎(株えペスコノサルタノ人千葉大学)

4:00-~:OOP.M. レクリエ ンヨノ・プログラム開発{叡宵・指場)分野〉

〔テーマ〕 レクリエ ンヨ〆 プログラムの開発

〔パネラー〕 宮下桂治(順天堂大学)

安原輝雄(習志野レクリエ ンヨ〆研突会)

鈴木秀雄(関東学院大学)

〔司 会〕北森義明〈順天堂大学)

議軍事会

9:00-9:30A. M 第 5固湿事会を行ないます。

E盟国 く昭和56年 度 第3固理事会報告〉

|日時昭和5… 問 団 6刷 -8刷 P.M

渇所上智会館

出 席者浅図小川池図趨図書下 (師岡)以上5名。

111 入会希望者H名(学生会員 1名を含む)の入会を承認(総会員歓395名九

121 篤 35回全国レタリエーンョン大会協貨を承諾。

131 第11回学会大会プログラム検討。

141 昭和56年度総会の内容と進行について。

(5) r会員の研究動向と学会に対する要望」についてのアノケート調査結果の中朗報告。

く性別〉男86.5% 女13.5%
く年齢>30-39才 29.8%.40-49才 24.3%、50-59才 18.9%、20-29才 16.2%

60才以上 9.9% 朱回答 0.9%。
<機業>大学関係 55.9% その他学校関係 10.8%、公務員 9.9%、団体役員 9.0%

会社員 6.3% 自主孟業1.8%、その他 4.5% 未回答 1.8%。

くレクとのかかわり方>研究指縁日 1%、研究24.3% 指噂 6.3%、興味 6.3%。

く研突領域〉プログラム日‘%、行動抽.%、原論1.6.2% 資棟 計画、政策 その

他、未回答各々 4.5%。

く研究対象〉野外21.1%、地域25.2%、全般23.4%、福鉱 9.9%、学綬 8.1%、制

h・3.6% 未回答 1.8%、その他 0.9%。

〈第4回理事会報告〉1;時昭和叩月22日刷 6∞-8凹 P.M
喝所上智会館

出席者浅回江措池図進士高橋宮下(師岡瀬戸)以上6名。

111 前川会長ご遜去についての報告。

121 会長崎務代行として、会則第10粂にのっとり 副会長江橋慎四郎梶山彦三郎小川

寿氏を承認。

一「
く新入会員> (昭和同年 1月16臼-9月22日承認)

東原昌郎(東京学芸大) 大野サク(オ ト電機) 生因由美子(小学校音楽専科教諭) 小間正

(ス パ経営)、途蕗和鱒 (8本ニュ ライフ学院)、金子和正(筑皮大大学院)、高繍健哉(筑

波大) 小川佐知子笛木知恵美早野忠昭中込康彦馬淵彦沢田康稔川村清児武

剛晃奈須野正当程(早稲田大)、手塚麻美千葉由美子田中みや子渡辺美千代沖中よし

み 鬼湾智子(東京女子体育大学)、丸山克俊(東京理科大)、 f中野寛(筑波大大学院)‘川崎永

(つくしの幼稚園L 8高正明(白百合学園中 高等学校) 水野英治(一橋大) 新保淳 高松

昌宏 力野由美(筑皮大大学院)、福地和夫(岐阜経済大) 大石道線(西日本短期大)、'"名明

宮休茂吉幹(東京慶大)、山本美男(大阪市立加美南中学綬)、回中 行(尼崎南高殿良元分校)、影

山義光(無喰)、川海銀纏(筋立小金弁北高校)、川口光維(市部学園大) 小川芳子(名古屋短鱗

大， ，曽調みえこ(杉並レクリエ ンヨ〆協会)、長沢機郎(東弘通信社)、藤井立三(明星大)、津

金胤典(東京自動機械製作所)、噌田繁男(東洋工業)、村藤善次(総合嘗術保障) 世戸俊男(大

阪YMCA)毛塚 宏(ラノク計画研究所) 勝瀬幸貞(名古屋大)、田中鎮男{日本大) 八尾勝

(東京YMCA).外川重信松田誠一山本悟清水稚己平野吉直浦田憲二村f:flJ栄

久保田康雄(筑波大大学院)、山岸明郎被沢聖子武闘正首II日本大) 亀村義雄(防衛庁)、佐

々木明男(芝浦工大)

〈退会会員> 1昭和田年 1月16日-9月22日)

知念郎(沖縄) 諸澄敏之(東京)、金縁伶弘(東京)、福島登志r工(大阪)

く資料販売〉

。機関誌 fレクリエ←ンヨノ研究』第2号(1913)-第 5号 (1975年)、第7号(1979年1-第8号

(t981.1'手)

各号 "冊。円(送料2田円)

o[学会大会研実発表材場副

-日本レクリヱ ンヨ J 研究会

第 1 回大会号 (1965)~第 7 回大会号 (1910)

各号 1，000円(送料250円)

-日本レク 'Jエ ンヨン学会

第 1回大会号(1971)-第 9回大会号(1979)

各号 500円(送料170円)

事上記資料ご希望の方は、郵便娠替(東京 5-42971r日本レク 'Jエ ンヨ〆学会事務局"'にで

ご注文 ご送金下さい。

〈勤務先・住所などを変更された方へ〉

同封の r総会出欠ハガキJ にでお知らせ下きい(変更箇所に赤でアノダ ライ〆を引いで

下さいん

く事務局へのご連絡〉

事務局専用電話

TEL. 03-460-5464(月~金)

*電話によるご連絡{阜、できる阻り月曜日の1:00-8:00P.M にお願いします。

-155 



1缶{粉末タイプはコップ一杯)当り
レモン46個分のビタミンC入仇
.スポーツVリン7・タケずはスポーツσ7時に必要なビヲミンCσ〉

ほか、ビタミンBI、ビタミンB，、ナイアシンなどの栄養を補t
スポ〕ンマンの健康飲料で主

・汗として失われていく本骨やミネラjレをすみやかに補いま坑

.レモン・ミント(jJ爽ゃヵ、な香りと、甘さをおさえた味の良さは、
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会報[学金ニュースJN，，24 

発行Il 昭和56ff-l0月20日

責任者 Hイドレク '1エ ノヨ/学会

理事長 浅間隆夫

編集広報渉外 委員会

事務局 'W150東点都渋谷区神南1ー 1-1

岸記念体育会館

{財)日本レワリエ ンヨ J協会内

電話 (03)460-5464 

郵便振作東京 5-42971

III本レクリエ νヨノ学会事務局j

h

遁
7
詰
き
ょ
う
@
い

-Ra匂
に
・
・

2
製
雨
空
一
宮
都
断
宿
区
西
ra
桜
町
五
一
一
@
一
《
一
一

4
・
・
・
・
・
‘
電
話
ス
ロ
一
主
一
ず
、
ー
一
四
二
大
代
表
)
払
野
東
京
丸
I

十一歩

L ⑨武田薬品工業株式会社

時 1982年10月31日間 9 :OOA.M.-5 :OOP.M 

所.大分県別府市内(詳細未定}

程 S:3 凋 2:30Z:錨 5:011

|受i 骨 |休日円分野別|研究発表 研究発表
付 理事会 憩シンポジウム

5 大会参加費.正会員 持別会員 1，冊。円
(当日徴収) 学生会員 500円

.助会員 無料

二一研究発褒申込み要項~

1 発表資格昭和町年度会費金納入した会員

2 発表形式・口頭発表

3 登壇回数共同研究をのぞき、 1人 1回

4 発表時間ー題15分(質問 3分を含む)

5 発表申込同封の申込書に所定事項を記入L、混信用封筒けO円切字貼付)を添え 事務局

ヘ郵送して下さい。

6 発表申込締切 1982年 8月28日(厳守)

7 発表抄録原稿提出 申込書を受理後、 2週間以内に、事務局から規定の原稿用紙を送付しま

すので、タイプまたは楢書による手書き(墨字)の慣書きで原稿を作成しコピ

1舗を添えて、 9月四日(必着)までに学会本部事務局へお送り下さい。

-置 く『レクリ工ーション研究』第10号投稿募集〉

1 投稿期限 19回年11月27日出必着

2 投稿鍵定 fレクリエ ション研究』第 8号録終頁参照〕

・必ず、コピー 3害事を添えで提出して下さい0

・校正以編集委員会の責任畑正tします。

3 郵送先干150 東京都渋谷区神南 1-1~1
(財)日本レクリエ ション愉会内

日本レクリエ ショノ学会編集委員会

歯車醤固 く昭和56年度総会報告〉

去る11月 8目白λ第11回学会大会会婦の国立婦人教育会館大会議室において行われました。浅

団理事長の銭拶に次いで、 8月22日に亡〈なられた前川会長のご冥福を街つで全員で1分間の黙

梼を行い、議事修に入りました。議長として三禍途郎氏、議事録署名人として鈴木秀雄・今井 綾

の両氏を選出の後、下記の事項について審磁を行い、すべて全会 致で承認・可決されました。

" 

く第12回日本レクリエーシヨン学会大会〉

=開催要項=

日

渇

臼

1

2

3

 

五25

MAY 1982 

日本レクリエーション学会

学会ニュース

く昭和一t72212ー集会〉

所文化情報センター

[大阪市北区中之島3丁目住友中之島ヒル 5F

TEL. (06) 444-1011 

・地下鉄四 y繍線c，巴後橋」駅下車 2分

・地下鉄御堂筋線京阪電鉄「淀屋崎」駅下車

徒歩10分

時 1982年 6Fil2日比)

i[u山……1川明帥酬一A川 M…~寸叶12…2
12:3抽OA.M.-l:コ30P.M. (総会)

1 :30A.M，-3 :30P.M. (研究集会)

(全国理事会) 11:00A.M.-12:30P.M 

(総

O 諸島

邑翠'

2 渇

1 日

1 昭和田年度事業報告

[事業]

III第10回学会大会開催 "出石川県金沢市

(2)定倒研究会開催 6困(漏出施岨ラ杭鉛強仕)-描佃}.%世"幽)

(都機醐誌'レクリエ シヨ J 研究』第8号発行(J<)

(4)会報 r学会ニュ スJ No.21(7月)'22(10月)発行

(研現象会) )如-3:30P.M

Oテ ー マ 「レンキーカウ〆セリングについてJ

O講 師 ピ ー タ ー A ウイノト憾土(PeterA. Witt， Ph. D.) 

・米国ノース テキサス州立大学レクリエ y ヨン レジ守一学科長

・「余暇生活診断テスト (TheLeisure Diagnostic BatterY)Jの開発をはじめ、

余暇行動の社会心理的決定因子、レジャー カウ νセリノグ二余暇教育、レ

クリエ ンヨノの将来展望特別レクリエ ンヨン(身体障害者のレクリエ

ーンヨン)など広範囲の研究をされています。

e"LeisurabililYぺLeisureCounseling， An Aspect of Leisure Education" 

他著書論文は35以上にのぼっています。

'" 回中祥子女史(津困塾大学助教授)

アメリカ留学中、ウイゾト博士と御学友であられました。
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昭和 57年

第12回日本レクリエーション学会大会

研究発表申込書

月日

⑮|百|男女

TEL 

TEL 

名 所 属

スライド使用， 映画 (8mm.16mm)使用

受付 分類

会費

資料

楽 太伸内には記入しないでくだきい。

(支出の侮)

項 目 予算額

事務費 50，0珊
会議費 20，0岨

遜信 111 4曲.0曲

印刷費 1，350，回同
研究会貸 20.0叫

大会費 120.削抽

総会費 5冊。

支部助成金 。

研女助成金 。

共同研究費 。

事務局 運営費 20.曲。

建 費 15.000 

言十 2.冊。.000

5 会則改正寮

会場

内 容

30人分XI.∞0円
325人分(新入会員も含む)Xιω0円
110人分XI.ω0円

線開誌抄録行事参加費など

内 容

文具代、コピー代など

理事会各種委員会の会場費など

電話代、機関誌ニュース.どの郵送費

機関誌8，'号ニュ スなどすべての印刷費

会絹貨運嘗111
運営費

連常費

中止

中止

中止

7¥レバイト料、交通費など

日本レクリエーション協会推持会員会費他

〈現行〉 第 1条本会を日本レクリェーンヨン学会(英語名主巴!!...Soc叫 y of Leisure 

and Recreation Studics)という。

〈改正案〉 第 1条 本会を日本レクリエーンヨン学会(英語名主~eSocietyofLeisure

and Recreahon Studies)という。

6. C支部に関する規定」制定

山本学会会員が 支部を設けようとする場合には、下記により、本学会会長に申請し、理事会

の穫を経で総会の承認をえるものとする。

1) 設立の経過概要 2) 名 称

3)支部長および役員 4)会 則

5 会員名権 6) その他

¥2)各支部の運営は本部との関係については本規程に縫って行われるが その他の事項につい

では各支部規則においでこれを定めるものとする。

¥31支部除原則として隣擁する地域に在働または在住する本会正会員20名以上をもっで構成する。

¥41支部運営のための経費は支部会費によって賄うもの左する。支部会費の額は各支部毎に決定

するものとする。

151支部は次の事項についで各年度ごとに本部に報告する。

t)役員の変更 2) 活動状況の概要

3 その他必要と認められる事項

7 前川会長ご遜去に伴い 会則第四条にのっとり、副会長3名を会長代行と Lたのを騰し、江

縞慎四郎氏(副会長)を会長とする提案。

15河奔究助成 10万円X21!!
¥61日本学術会織に登録 σぎ認可)

¥71学会創立10周年記念パティ 開催 M也

181組織の拡充 入会者31名 退会者7名(正会員'"名学生会員 1名・特別会員12名賀励会員

o名(計)381名泌現在)

〔会 織〕

III総会開催好ぷIl大阪府大阪市

121理事会開催 7固 (jf岨%圃 .y.也%出%幽%幽地幽)

(31編集委員会開催 1回 (y.也)

141幹事会開催 1回 (Uu鉛)
2 昭和55'手度決，広報告および会計監査報告

(支出の穏}

項目予算額|決算額|僧減額 内 容

事 j務 費 20.0田 ".副.D. 26.350 事務用品白コピ代

会議費 "帥01 6，4関 13.550 会嶋，， (31回 他

通{言 費 250.0001 325，815 ム 75.815 切手 ガキ電話代

印刷費 醐醐|抽O.醐 287.2別名薄抄録ニュース他

例会費 30醐 174.剛 ο14.(.0曲謝金会場貨他

大 会 賛 同縦訓01 21，4駒 28.520 遷宣言費 3針金他

総 1会費 50.0刷'1 お{II ，(9，7切運営費

支舗助成金 100ω01 ∞.0001 町

研究助成金 1切開01 200 ，α~I ム 50.00陥 "万X2周
事務局直営費 ..閃01 3，総;01 36.520 イト料 連銀貸噛

a 縫 .11 15剛 10.ぽ>01 5，0001 L ク協会会維持会費

|計 111.513.0001 t.3帥，臨 lU，31SI

3 昭和田年度事業察

〔事業]

III第 11回学会大会開催 %畑) 埼玉県

121定冊研究会開催: 2回 011(盆.，.世)

131機関誌'レクリエーンヨン研究a第 9号発行

(刷会報 r学会ニュースJ No.23(5月)'24(10月)発行

151組織の抵充会員の捜得

〔会議]

III総会開催 %倒)埼玉県

121理事会開催

¥31各種委員会の開催

- <昭和56年度第2回研究集会報告〉

去る 3月 6日住λ 東 京 上 智 会 館 第3会織室において「レンヤー レタリエ ンヨンに関する

専門学校短大大学大学院の卒業論文発表会」が開催された。

[学士論文]

久司光男(舟波大) C減歩選手の鰻技活動が家飯の余暇生活に及ぼす影響の分析./村図治子(東海

大) C家庭婦人パレ ボールの実態~女性の役割やまわりに与える影響lニついで-. /中切静男

(順天堂大) Cコミュニティ施設における自主的なサ クルの生成と発展に聞する研究./高野透

(筑波大) C野外レクリエーンヨノ地場に居住する中学生の意織 イメ ジに関する研究./機回

竜維(東京農業大) C雑草広喝における遊びのパタ ンに関する研究主/五十嵐葉子(東京農業大)

「児童の野外空間活動における基本間聞と考察~児童の野外キヤ J プにおける自然との携触につ

いで-./徳広洋一(筑波大) C中学校におけるサイクリング活動の現状と教師の意誠に開する調

査研究./芹厨喜久(東海大) Cキヤノプ燭における衛生管痩~ゴミ処理として-/斎木秀夫(筑

波大) C学生の望む将来のレンヤー設計に聞する研究」

[修士論文〕

力野由美(筑波大学大挙院)C現代社会におけるレンヤーの検討~創造的レジャ の発展に向けて

-./山口芳一(日本体育大学大学院) Cキヤ〆プ指導者の餐成課慢に聞する研究」

E冨冨圏' く昭和56年度第5回理事会報告〉

日 時昭和国年II月 8日(日) 9:00-9:30A.M 

場 所目立婦人教育会館研修棟中会議室(学会大会会婿)

出席者浅田(理事長)深町(監事)池田進土長谷川前野松浦秋吉金崎草川

日上理事10名。永吉(近畿支部事務局長) 蕪木(幹事卜川向(幹.) 瀬戸(幹事) 師

岡(斡事) 以上事務局 5名。

2 入会II名(鍵助 1名 正会員10名)、退会1名を承認(総会員数431名)。

2 会長代行 3名(副会長)を廃し 会長としで江幡慎四郎氏(現、副会長)を理事会推薦の形で総

会に健策することを決議。

3 総会提出援組の確認ロ

4 秋吉理事(九州支部副会長)より、支部助成金の中止の見返りとして理事会出席のための交通

費等の支給要請があり、将来の機討事項とすることを了承。

5 永曹氏(近鎌支部司匹務局長)より 研究集会を東京地区だけでな〈、地方でも開催しで欲しい

旨、要望があり、検討事項とすることを了承。

6 近組支部 九州支部より、昭和55年度事業報告決算報告、昭和田隼度事実家 予算案報告。

7 近鶴支部 九州支部会員からの会費納入は、昭和田竿121'!1日より支部を経由しないで産

接学会事務局へ納入する方法に変更することを決議。

く第6園理事会報告〉

日 時昭和昨年 1月22日幽 7:00-9冊P.M

渇 所上智会館第 1会議室(東京)

出府者小JlI(副会長)浅図(理事長卜池田・進士・高縮図村宮下以上理事7名。

浅野(脈事〉 蕪木(静事)ー瀬戸(幹事卜師岡(脈事) 以上事務局 4名。

1 入会7名(正会員 4名 学生会員 1名 待別会員 2名)、退会2名承認(総会員数436名)。

2 篤II回学会大会の報告と反省

(報告参加者126名発表題数30題ンノポ 2題参加貨収入103.0回円等)

(反省一沢村憾会員(東京)より、「レク学的取扱をしていない発表がい〈っかあったJとのご

指舗があった。この点については「どのような研究?も発表することは、金員の自由である。

内容については、聴衆側が批判することによっで学会の質の向上をめぎすJ ことを確認。そ

の他、職絹およぴ身障者レクの研究発表が少なかったことが指摘された。)
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〈本年の国際会議の予定〉

08月四日 -1'日 カナダ公園レクリエンヨン協会年次総会(Saskatoon，Saskatehewan， Canada) 

08月16日-21日 国際社会学也会年次総会(MeJ<IeoCity， M回問。)

010月"日 -28日 全米レクリエーンヨン公園協会(NRPA)年次総会(Lou・sville，Kentucky， U.S.A.) 

011月四日 -27日 第 8回国際精神障害学会連盟世界会織(問合せ先 SecretaristILSMH， 

Rue Forestiere 13， 8-1050 Brussels， 8elg問調)

く世界レジャー・レクリ工ーション協全 (WLRA)入金取次曹について〉

米国二二1ーヨ クに事務局を置く世界レジャ レクリエ ンヨノ協会への入会取次ぎ業務を

いたしております。入会ご希望の方は、下記の費用を嘆務局まで、現金.留または、郵便振替(東

京 5-42971 日本レクリエーション学会事務局)にでお送り下さい。

O入会年会費(U.S. S 1罵￥235として算定)

個人会員￥ 9.000.-ー 学生会員￥ 6，0凹 回日本会員￥50，000.-

0特典

(J)世界のレンヤ レクリエーンヨン情報を満載した会報(年 4圃)が郵送されます(英文)。

(2) WLRAの刊行物を 1割引で購入できます。

13) WLRAの主催する国際会織に参加できます。

(4) WLRAの主催する研修旅行に参加できます。

151 世界のレンヤー レクリエ ンヨ J に関する情報サ ピスが受けられます。

161 その他

留置園

[ 両世至急納入されるようお願いいたします。{近滋 九州安部金員も 本年度よη本部事務

里2坦主主主王主竺)
振替用紙に金額カ印刷されでいる方は、昭和"年度以前の会賞未納の方です。振替

用紙に記された金額を至急お支払い下さい。尚、領収書は「郵咽振替払込金受領証J

をもちましで かえさせていただきます。正式の傾収書をご希望の方は事務局までご

一線下さい。

万が一 今回の請求と会賓のお支払が入れ違いになりましたら、ご容赦下さい。

<，レクリ工ーション研究， 8号訂正箇所〉

(表紙) 近藤良皇 (P.3S左下から 2行自) K~rper 

(P.36左上から 6行目) Reereation (P.36左上から l'行目) 定量

(P.36右上から 5行回) 定蓋 (P.36右下からは行目) 自己目的坦遊ぴ

(P.37左下カら 1行自) 亘主主ている

〈会報r掌会ニュース』パ句ノク・ナンバーをお持ちの方はいませんか，)

事務局では 事務局移転の際紛失した r学会ニュース』のパノク ナンパ を集めていますロ

下記の No.を帥きちでしたらコピ を1部お送η下さい。実費は、お支弘いいたします。ご憶力

をお嵐山申し上げます。

2己

紛失しと No.: 1-6、 8，11.13， 15. 16 

〈会費納入のお願L、〉

3 昭和田年度総会の報告と反省

(報告ー出席者76名 委任状213名。)

(反省 時聞が短かすぎた、来年度よ η1時間にするべきでゐるとの意見が畠された。)

4 第 2回研究集会(X凶卒論発表会)開催要項(寮)を承認。

5 編集委員会を企画研突広報渉外担当理事?構成することを決定。問委員会は役繍された 7
摘の鎗文の審査を審査員(鎗文内容によって選出。編集委員の奪任も可)に依頼し、その審査

結果を理事会に報告、承認を得ることとすることを決組。

6. 'レクリエ ショ J 研究， .号の内容は、研究省文学金大会報告 (K・，k悔士特別麟演 11困

大会γ ンポ報告) その他(理事会総会鍍告、会則および支舗に関する規定、殺繍健定、幅

‘委員名薄〉とするごとを決定ロ

7 編集規定(校関内規)を制定することを今後検討することが進士理事より提案され、了承された.

8 図村理事より、 rレクリエ r ンヨ J研究』を「第 4種学術刊行物(郵送費200gまで50円)，と L

で認可するように、郵政大医に申請する提案が出きれ 了承された。

9 常任理事会の設置を会則の中に盛り込む方向で検討することが了承された。常任理事は 交

通費支給が不可能な現状を鑑み、当分の間首都圏在住理事及び交通貨を自己負担金了承いた

だける地方理事から選品する案が出された。

10. rニニエースJNo.24.r大会プログラム』への広告掲敏料としで浅田理事長禽下膏本進士吉

国 池困の各理事のご協力の結果 195.000円が集まった旨、事務局より報告があった。

U 管区U国学会大会を昭和田年四月抗日(旬、別府市で開催することを決定《金団レク大会 10" 

初日 -11月 1目、大分県)。

12 次回理事会を 3月6目的 l:00P.Mから開催することを決定ロ

〈第7園理事会報告〉

臼 時昭和田年3月6回国 1 師-3:00P.M 

喝 所:上智会館犠 4会踊室(東京)

出席者:江橋(会長)浅国(理司区長)濃町(監事ト地図進士困村長谷川前野松浦

宮 下 秋 昔 日 上 理 事11名集木(僻事) 師向(紛事)以上事務局 2名。

1 入会3名(正会員) 退会1名(正会員)を承認(総会員数'"名)。

2 1¥2画研言句集会(字通S発表会)発表予定者11名(学士9名・修士2名)を報告。席上、「よ勾多〈

の発表者 参加者を集めるために、開催日を 2月下旬カ、 3月中旬以l海にしてはどうカ」と

いう意見が自民きれ、来年度の被討事項とした。

3 編集委員会よ ηrレクリエー yヨノ研究， .号投稿原稿の審査結果報告。 6摘の掲載を決定。

4 昭和57年度事業察審嫌。第12回学会大会 10月31日(目)(大分県別府市〉研究集会 4固(6

月12日(Wレンヤ カウンセリ JグについてJピ タ ウイソト憾士〈大阪)'2月下旬「卒

鎗発表会」他) 総会 6月12日W(大阪〉などを決定。席上「第12回学会大会の開催について

九州支部に大会事務局を依頼しでは」との意見が出さきれ秋吉理事に支部での機討を依頼した。

5 昭和57年度予算案承認

6 昭和57.58年度役員候補(理事会寮)として、名営会長 顧問 会長は留任、副会長は九州

近観支部長、監事は草川一役(滋賀大学)と他 1名とすることを決定。理事と監事もう 1名に

ついでは、役員候補選考委員会(浅周池回前野松浦秋膏)を発足させ 任すること

を決定。選考委員会は、 6月12日(土)の昭和57年度総会までに役員候補(理事会業)をま左める

ことになフた。

園- く世界レジャー・レクリエーシヨン協会(WLRA)、
内にレジャー研究委員会 (WLRA・COR)設立〆/

去年11月 5日~回目、スイスのチュ リッヒおよびトワノパークで行われたWLRA主催の国

際レ y ヤ レタリエーンヨ，'"究会繊(江橋会長高精理事出席}において レンャー レクリ

エ ンヨ〆に関する園際比粧研究の省、要性が叫けばれ rレジャー研究委員会(WLRA-COR}Jと

いう世界的研究委員会が綬立されま Lた。詳Lくは 月刊 rレクリエ->ヨ〆， 3月号 66-67 

頁((財)レタリエ ノヨ J悔会発行)をご覧下さい。
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〈資桝錨発〉
0機関誌rレタリエ ション研究，."号(1973年) 第3号(1974年) 第7号(1979年) 第8号(1981年)
各身 1，'ω円{送料25.円)

0'学会大会研究発表抄録』
・日本レクリエ ション研究会
省高 5，'阻大会合併号(1970年)
代金 1 ， OO~同{送料'"河)

・日本レク '1ヱーシヨノ学会
第2悶"釘2年)-第4周大会号(1914年)第8回大会号(1975年)箪"回大会号(凶初年)第U回大会号(1981年)
各号 '"円(送料'"円)

傘上記資料ご希望の方は 郵便振袴(痕京5-42971r日本レク '1エーシヲ〆学会事務局，)1て、ご注文ご送金下さい。
〈働務先・住所などを"更された方へ〉

同封の葉書にで必ず事務局にお知らせ下さい。(変更箇所に赤でア J ダ ラインを引いて下さい)
〈事務局へのご濯鎗〉

事務局専用電話包03-46s-5<<i削月~金) 繍電話によるご連絡は できる限り月曜日の I:OO-S:OOP.M.1ニ
お願いします。

〈おことわり〉
。，レクリエ ン胃ノ研究， 9号は 印刷所の都合で 発行は 6月中旬の予定になる予定さです。しばらくお待ち FきしL

O昭和総与9月"日以降の〈新入会員〉および〈退会合員〉のリストは 次号に発表数します。

会報「学会ニュ ス」肋25

発子日昭和"年5月初日

責任者 日本レクリヱ シ冨ン学会

理司匹長 浅図隆夫

編集広報渉外委員会

事務局 "1関東京都渋谷区神南 1-1-1

博記念体育会館

(財)日本レクリヱ ション協会内

電話 (03)4ω-5.464

郵便振替 東京5-42併l'日本レクリエーンヨノ

学会事務局J



学会ニュース
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SEPTEMBER 1982 

日 本レクリエーション学会

〈第12回日本レクリエーション学会大会特集号〉

E墨田 レクリエーション学会会長・理事長就任にあたって

会長江橋慎四郎

昨年夏、前川前会長の突鍬の御逝去により 本年4月 はからずも会長をおひきうけするこ

ととなった。前川前会長が開拓して下さった 新しいしジャ レクリエ ンヨ/研究の道を

会員の皆さんと共に さらに発展させでゆきたいと考えています。

さしあたっては 本学会も発足後11年、日本学術会議への加入も認められて 次の10年の発

展に向つで第 歩を印すわけである。この11年で 会員数は約 500名となったのであるが、さ

らに、レンヤー レクリエーンヨノ研究は、人の生活のさまざまな側面と問ηをもつものであ

り、多角的な研究を必要とする。したがって、関連する異った専門分野の方々で レジャ

レクリエ ンョン研究に問4止をもつでおられるより多くの方々が学会員となョで下さることを

期待したい。次の10年間で会員数のf音増を期待することは無理な註文なのであろうか。

もちろん、教の増加と共に、研究の貨の向上と、多面的な角度からの総合的石汗究ということ

もあわせて考えられてよいことであろヲ。この四年を顧みる時、たしカに、 定の発展のあと

を同うことはできるが むしろ 現実の余暇 レク 'Jエ-"ヨンの分野の需要の増加変化

多彩化のほうが著しいのではあるまいか。研究の面でも このような急激で 多彩を現実の変

化をみきわめ、それを予測し得るような面も開娠されてよいのであろう。また 研究手法の面

でもいろいろな近代科学技術の粋を活用した研究成果も期待される。

さらに 巾広〈 カつ大量になされでいる内外の余暇ーレクリエ ンヨノ研究についての情

報をとう収集し、会員に伝達してゆ〈ことができるかを学会としでも考えでゆ〈ことが、上述

の研究の質を高めてゆく上でも大いに役立つのであり 余暇 レクリエ ンヨノ研究について

の情報ンステムの擁立ということは、是非実現させてゆきたいことと考えている。

そして、圏際化時代といわれるように、余暇 レクリエ y ヨノ研交の分野でも、国際的な

交流や、国際的な共同研究の促進ということについても、さ白に一歩を進めでゆきたいと考え

ているが、つまるところは、会員 人ー人が研究者としての力量を高めてゆくことが第 であ

り、会員の皆さんと協力 Lあって、その向上に努めたいと考えている。

理事長浅田隆夫

日本レクリヱ ンヨン(以下 m と略記)学会は 学会設立以来11年目を迎えました。それ

までは、何年か研究懇説会というカたちで10名足らずのメ'"、 で毎同集ま ηをもっでいまし

た。私も懇談会当時から m 研究に参画していただけに、阿かこの際お役にたでればと切に願

っています。

いうまでもなく学会は、個人の自由加入に基づく研究団体ですから 学会はあくまでも個人

の自由な研究発表の場であ ηます。しかし、'"研突のような研究対象の限定の至難な、しか

も宣緩から理論化を試みていかねばならない研究領域では 個人研突もさることながら 継続

的計画的なプロンェク卜研究が必要のように思います。このため 2年前から、当腹の管定的な

領域を、原論、行動研究、プログラム開発、政策研究、資源 計画論とし、昨年度は、プログ

ラム伺発と資源計画論に、本年度は政策を学会大会のテ マにとり取ηあげました。

学会研究の積み重ねは、'"'研究誌への投稿の他、月冊舎を隔月ごとに周悔して研究を深化

さぜること またこれとは別に学会論 C"'学概論(仮称)の刊行等も企図しています。

= プログラム = 
I 研費発聾

{A  会 場} サンホール (2陶}

貼 1:::11 発表演 l繍者 l所属|尾長

10.""1， ，，"， . ._~_'..._". 1" _ " _1宮崎法律 1119:001レクリエンョンの揚図構造についで l早略正城 1~ ，:" ..'-_ ~~ 1 
l l' .-1緩済研究所 l

1.151機聞と LT<l) rf*iII'j とrレ川エ ノ 1mr ID ~I. ~ * ~I 高橋和敏 E
ヨノ」に関する一考察 |山下和彦|福岡大学 1，東海大学〉

3l'鈎|子どもの柿鯉酬に対す叩 冊 、 | 椛 沢 聖 チ | 日 本 大 学 | 主ιιz
1，，，1話もの帥開制川村和腕決定 Iw i$ nn 8~ I 9.51';";' ~ ".，.，..-=_.~._"." ._--...... .. ""...1山岸明郎 1" 本大学

5110ω|レクリエ〆普〆研究に閣する掛子の考察 |怯原洋 |立教大学

6110吋家庭婦人のスポソクラプ酬と家醐僑|今野 守|臼本大学|松浦ニ代子
1<東京女子体育大学)

7|ω 301ラ〆ニノグ愛好者にみる価値志向の醐 |古川 維|臼本大学|大谷善博

s110吋スキ セミナ蜘学生哨醐萱 |阿部信情|日本大学I(福岡大相

l l l J l闘する耐ーの玄関川 l 
いでの分析(ペースポ叫吋蜘 i~1 山国 誠神戸市外国路大学 l一 句

1 !金時良三

10111"，1酬崎温泉ヘルスケアトレナーの活動プロ|丸山久美子|康教鳩祖泉 11九州大学)
| lラム繍 1報 1'" ，. --". 1健康保餐他会|白木静枝

1111:301街剛山?る醐禽身体隊害者のレタリ|輝国 勉|腹敏湯病院 I(中村学園大学)
エ ション行専のまとめ亀有，.

( B 会均.) 大広圃「但母，(2階}

N01:::1 発表演題 |演者|所属|座長

2 ，.ωi沼詑;LぷL442rT11|永鳴正信|東京農業大学|

児童川野外空間活鋤tおける基本間聞と考穣前 野 湾ー郎

2 19:151-樽に児童仰野外キャンプIおける自只との l五十嵐業子 l杉並区役所1<スペースコ J

i l後鎗について lザルタノヅ)

3I942ztt::Jプ叫るプログラム同|星野敏男!明治大学|主ふ集大3
.1.“|手E2P尽ZJZLt宅都?崎- 1石橋 保|福岡教育大学

野外レタリ~ 〆ヨ J活'"が措鋤地爆に漫"
5110:001すイ ν けいついて l高野 透 l筑t慶大学大学院

一待4 地元同'*生の意績を中心に
宮下錘泊

61 1O :15J~柚日のキド性措山効果l つい l 川村協平|山製大学 1:順天堂大学)
I l l図中縛子

，110剥TTfftitf??H伽あり方|堀 良子|帝塚山学院大学|岬図盤大朝

I.~. .~欄陣衡候 l お"るゲ トポル活働8110:-'51 1 -1-レタ 'Jエーンヨ晴雄活動の一種目とLで

9111刷欄帥輔の集中的レクリヱショ唱導

鈴木 定|順天堂越谷病院

末吉光彦 l八幡厚生病院 I

今弁 綬

波備等生|専修大学I1臼本体育大朝

佐久本寿代
大轟雄子!東京女子体育大掌 I(糊事女子短期大掌}
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学会は理事会によって運営されでいますので、学会の活性化は いつも理事の方々のアイデ

イアとその言行力の如何にかかっています白何卒よろしくお力添えのほとお願いいたします。

本年度も前年度にひき続き理事会の業務は 5分掌(庶務企画編集広報渉外財務)と

しましたが、さらに、その他にそれぞれの業務ごとに委員長を選出 L これらの委員長 5名と

支部理事各 1名、女性理事2名、農事長の計10名ても常任理事会を繕成し 業務の迅速 円滑化

を計るようにしました。したがって、本年度は議事の内容によっては さらにそれぞれの専門

委員会で具体的な事項につき、つめをお願いす.ことになるかも知れません。

初めにも触れましたよフに'"研究は'"'概念が不明確なため、すべでの人の問いカけ

の問題として、その事項がみ丞行される過程そのものを現象論に把握すること、 actionreseasch

を重得することなどか望まれます。そしてできれば3ヵ年計画、 5ヵ年計画といコたかF立の

見通しゃ反省的思考、補足の可能な継続的研究泊必要のように思います。会員諸兄姉の忌仰の

ない建設的会御意見のわ寄せ頂けることを期待しています。一言 就任の御挨拶をさせで項き

ました。

園盟I <~12回日本レクリエーション学会大会〉
ヱー開催要項ー=

籍料・~泊康原府駅より徒歩 5分 タクンーにて3分
1，500円・克明毎回降領光浩(関西汽鉛広島観牢楓

a・緑}よりタクンーにで1帥

5 発表者への注愈 ・大分空港からタクy にで.，分

111発表時聞は発表12分質問 3分です。 110オ ベル 1問、 12分ーベル 2問、 15分ベル 3
同)

121発表資料を配布される方は、 '0部(ン〆ポンウムは、 100部)を当日受付に提出しで下さい。

131スライド映写の方は 発表の30オ前までに各発表会場受付に後出しで下さい。

@ C学会犬舎への派遣願」が必要な方へ

返信用封筒 (60円切手貼付)の上、事務局へこ 桜ドさい。
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E 理事会

昭和田年度第2困理事会を開催します。

[崎欄) 1l:4SA.M.-12:45P.M 
[場所] 大広岡 r九重，(ニュー日名子2階)

m，a 潤

[時間J12・45-1:45P.M 
[ 場 所 〕 サ ン ホ ル(日名子ホテル 2階)

[テーマ] ライフ サイクルとレジャ e レクリエーンヨシ

一中高年の余暇問閣を含めで~

[鶴師] ンヨン R ケリー (JohnR.Kelly， Ph.D.) 
(・米国イリノイ大学余暇行桝学研究所教授

・世界レジャ レクリエ ンヨ >111会 (WLRA)余暇研究専門委員長

W.専門分野jJlJシンポジウム(政策研究分野)

[時間) 2:00-4:00P.M 
I・所]サンホル(日名子ホテル 2階)

[テーマ] ンニア エイジのレクリエーンヨン行政とその屡開

[コーディネイター〕 金崎良三(九州大学)

[パネリスト] 浅回隆夫(筑波大学) 秋吉嘉穂(福岡教育大学卜木下茂徳(日本大学ト

諌山秋利(大分県立総合本育館)

d昭和57年度第2-5固研究集会〉

開 催 要 項
昭和57.58年度は、「わが固におけるレクリエ ンヨン学の体系化に閣する研究」という続

テ マでンリ ズ研究集会を欄催していく予定です。奮つでご参加下さい。

112固 <10月5日嗣> .・凹-8凹 P.M

|テーマ 「レクリエーション………O1iili.t:...:t!i')…
会渇東京a農業大学(当日、正門に案内国を掲示します〉 フリー・ディスカッション)
話趨提供者鈴木昔、義(東京農業大掌)

コーヂィネイタ ー進土五十八(東京農業大学)

錦 3圃<11月27周回) 2:00-ぶ曲P，M

|テーマ …ーシヨン…一…ーの俸制色紙
11)， 

会喝日本体育大学

憶題提供者西野仁(東海大学)他

コーヂィネイター 今井搬(日本体育大学)

114圃什月H周例1)> 6:曲 -8・OOP.Ml-r…一一…会編ー上智大学

話眉鍾供者未定

コーヂィネイター。熊木 隆(中央電気通信学園)

11'11 叩月印目出> 2回 -5:曲P，M

|肉審レジャー…→一一…大学院一鍵密会
会員・上智大学

発表申込ハガキに住所ー氏名電信番号学校名ー諭文テ マ 指場教官名を明記の上、

2月19日曲迄に事務局へお送り下さいロ学会員外の方でも結布陣です。

01事3・‘圃研究集合の置・鍾侯司衡を募集しています.11櫨者の鎗磁を...にお寄せ下さい。

-159 



園 田 <rレヲリ工ーション研究』第10号棚募集〉

l 役稿期限 1982E手11月27Hけ}必着

2 投稿健定 『レタ')エ ンヨノ研突J'事8号最終頁参照(希望の方には、コピーをお送ηしますL
・必ず、コピ 3部を添えて提出して下さい。

・校正は編集委員会の責任俊正と Lます。 I
3 郵送先 〒 150東京都渋谷医神南 1-1-1

(財)日本レクリエ J ヨ〆也会内 | 

日本レヲリエーンヲシ学会届簸委員会 1 

〈横倒昆『レクリ工ーション研究j、第4種学術刊行

物に認定される〉

昭和 57年 6tilO日付で、「レクリエ ンヨ J 僻究Jは、野政省によ句第 4種学術刊行物に認定

さ"ましたと。

園 田

内

予算額| 内

紛加。 i文 具 代 コ ピ 代 な ど
20，ooolJ理事会 各種委員会の会鳩貨など

4鈎，0001'学会ニュ ス "70 可 X4~O名 X 2[~L 'レク研究J9.lC勾2叩円 X450
名X2同総会研究集会35円(ハガキ) X450名X3川理事会2.5
万円各種委員会0.5万円 その他の郵送貨 l万円電話代 5万円会
ど。

印 刷 稜 11，6叩 0001'レク餅究J9-10号60h円x2，'示会ニ 1 スJN02S'Z6号150PJX
s∞名 X2団 「第12倒学会大会プログラムJ500円X150部、「総会資料」
150円XIOO部、「研究発表申込用紙， 15阿 X50時匹、「会員名簿.)200円

X5帥部、「入会案内"学会の続安" 3万円 「総会出欠" '研究集会
通知」ハガキ1.5万円など。

側突会"I 5C.600 金網島資 運営喫 外来講師謝礼など。
大 会 費 120.0001"，ポ準繍運常費(3万円x2)、アルパイト代 (5m円x9時閣 XIO

名 支具代など。
総会質 5_Uω 運営費

事務局運嘗賓 20帥()17JI.-Jqト代 交通貨など。
雑 貨 15.0ω 日本レクエ-ヨ J儀会維持会賞
予 備 _1 400，0ω 会費未納額を含む。

a十 2.700.000ι

マ宇

手写

12 編集委員会は編集の都合により、鉄筆者の承諾を得て、原稿の一部会省略

釘正することができる。

13 論文の取捨は編集委員会に一任のこと。

14.1盆支は下記に送付すること。

〒 150東京都渋谷区神南 1-}-1 岸記念体育会館

(財)日本レクリエーンヨノ協会内

日本レク')エーンヨ〆学会「レクリエーンョン研究J編集委員会

9 帽相57 岨年度役員婁

名誉会長 三笠宮崇仁視王殿下

顧 問 小 川 寿 一(大阪成媛女子短期大学)

。 塩谷宗雄(日本体育大学)

。 高橋英照(撫徳大学)

今 三隅達郎(国際基督教大学)

。 山崎 進(棺模女子大大学)

長江崎慎四郎(鹿屋体育大学)

会 長 梶 山 彦三郎(九州支部長福岡大学)

今 脊 木 繁 三(近鍛支部長大阪藤美女子短期大学)

寧草川 枝 (滋賀大学)

深町 夫(総戸商工会議所)

長浅国隆夫(筑波大学)

事池田 勝 (筑波大学)

今弁 級(日本体育大学)

阿 国 優 子 (東京女子医科大学病院)

木下茂徳(日本大学)

進 士 五十八(東京鹿集大学)

高健相敏(東海大学)

図中祥子(i奪回望感大学)

田畑奥寿(千葉大学)

長谷川崎三〈筑波大学)

藤 本 格次郎(日本体育大学)

前 野 淳一郎 (醐スペスコノサルタンツ)

松 浦 三代子 (東京女子体育大学)

松田，島幸(筑機大学)

総原洋三(立教大学)

宮下佳泊(順天堂大学)

吉 国 正 志 (耐日本レクリエンヨノ協会)

秋吉事範(福岡教育大学)

金崎良三(九州大学)

仲村 要(同志社大学)

永吉宏美(大阪体育大挙)

(任期昭和田年6月12日~昭和四年度総会終丁目)

園田-昭和57年度第 1回研究集会報告〉

米園ノース テキサス大学州立大学レクリエ ンヨン レジャ 学科豊島のピ ター .A ウ

イット樽士を迎えて、 6月四日比周和57年度総会後に、大阪 文化情報セ μ タ において「レ

ジャー カウノセリングについで」のm演会を聞いた。

内容は、アメリカでのレジャ 教育 レンキ カウノセリノグの現状から入り レジャー

をどうとらえるかを中心に、寧冊を混じえてわかりやす〈レ y ャー カウンセリノグの考え方

を説明したものであった。通訳除問中洋子型事にお願いした。なお、詳しくは、耐日本レクリ

エ ンヨ/協会発行の『レクリエ←ンヨンJ8月号に紹介きれでいる。

事

。

e 

4少

。. 
e 

O 

4砂

， 
b 

九州支邸選出理事
。

近餓支部選出理事

会

副

監

理

理

5 会則改E寮

〈現行〉 第u条 通常総会は、毎年 1回開備し役員の選出および本会の運営に閉する重要

事項を審揚決定する。

総会は、会長カ招集し 当日の出席正会員をもって権成する。議事の運営に閥

Lでは別にこれを定める。

〈改正案〉 第14条 通常総会は、毎年 1回開催し役員の選出および本会の運営に関する軍要

事項を審織決定する。

総会は、会長が招集L 当日の出席正会員をもっで得成するロ

議事(会則改正を除<lは、出席者の過字数をもって決定される。

lh〉…~(il:l..&"'J招集し幹事一一叫会務を
処理する。

〈依正案〉 第16条理事会は理事長が招集し、幹事若干名および事務局員を選也し、会務を

処浬する。

理事会は 運営の円滑化をはかるため、常任理事会を置くことができる 0

6. '理事舎の遭禽に聞する規定」制定寮

1 会則第16粂の規定により、理事会の運営は、会制に定められているほか、この規定に基
づいで行うものとする。

2 理$会は、原則止しで年に 1回以上開催するものとし、理事長がその議長となる。

3 理事会の鰐集に当つでは、審面によっで付機事項を明示しなければならない。

4 理事会は 理事の過半歓の出庸により成立し、議決は出席者の 2分の 1以上の質成を必
要とする。

ただだし 表決に当つては 予め番目盛〈署名捺印)を日〉て当該犠事に対する意向を表示

した者を、出席者とみなす。

5.(1)常任理事会構成員は若干名とする。

l2Y常任理事会は、理事会決定の方針にもとづき 日常業務の執行にあたる。

(3)'常任理事会の機事録(機要)はできるだけすみやかに各理事に送付するものとする。

6 理事会には、業務を遂行するために次のような専門委員会をおく。

庶務、企画、編集、広報渉外、財務

7 理事会には、専門的に僻究、調査および審臓を必要とするような嶋合には、特別委員会

を設置することができる。特別委員会の委員には 理事以外の適任者を委唱することがで

きるがその人選は理事会の承認を必要とする。

s その倫理事会の遷嘗に必要な事項lム理事会で決定することができるものとする。

7 '奪円分科会股・に闘する規定」制定寮

1 会則第11条の規定によ η、本会会員が専門分科会を設置しょゥとする織合は、この規定
に基づいて行うものとする。

2 尊門分科会の設越は、原則として締究分野を同[:'<する本学会正会員20名目上の要請の
あった場合とする。

3 専門分科会の設置を求めようとする正会員は下記により本学会会長に申請するものとす
る。

1 設立経過および主旨 2 名 称

3 発起人代表者 4 発起人名9・
5 連絡事務所 6 その他

4 専門分科会は次の事項についで各年度ごとに本部に綴告する白

1 活動状況の慨要 2 ぞの他必要と認められる事項

8. r-rレクリエ ション研究』錬稿規定J 改正案

〈現行) 10 編集委員会は編集の侮合により、執筆者の承諾を得て 原稿の都を省略

訂正することができる。

口論文の取織は編集委員に 任のこと。

12 投稿期阻篤 9号原稿〆切日 昭和田年11月末日(予定)

13 論文の送り先及び連絡先 〒 150東京都渋谷区神南}-}-}

岸記念体育館

(財)日本レク'}エー y ヨJ協会内

日本レク')エ ンヨ J 学会編集部
〈改正案) 10 役補する原稿は 手書きのオリジナル原稿2とそのコピーの合計 3都とする。

11 掲鵬首盆文の別刷を希望する投稿者は、その必要郵歓をカンラに朱，する。

ただし この場合の実費は金額投稿者の負担とするロ

nu 
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v
 



畠置圃・ 〈昭和弱年度理事畳終理事会報告〉

日時昭和田年6月12白川 U:OOA.M.-12:30P.M

渇所文化情報セノタ (大阪市昭和57年度総会会場)

出席者iI縄(会長) 小川(副会長) 梶山(副会長) 浅田(理事長) 青木秋吉池田草川

進 士 高 橋 悶 中 前 野 訟 浦松原目下以上理事15名。永吉(近畿支部事務局

長)浅野(幹事)師岡 山上事務局3名。 策仲村〔近畿支部副会長) オプサーーパー

1 入会53名(正会員19名 学生会員制名u，会 1名を承認(総会員数...名， 'レクリエーン

ヨノ研究J を今後継続購読するこ左を希望している 1大学図書館に 入会 1，000円 年会費

4，000円で購読を許可することに決定。その他退会届の出でいる 3名に関しでは、願の受理

を保留することを決議。

2 第36回全国レクりエ ンヨ/大会の協賛団体になることを承認(倒1日本レクリエーンヨノ

協会から願出L今後l玄、名前だけの協貸だけではなく、全国レク大会の行事である研究協識

なとに学会から助言者を派遣するなど実のある協貧 相E協力をしていく必要が値認された。

3 第12判学会大会運営事務局を九州支部で引受けでも良い旨、梶山九州支部長から報告があ

った。会場は 別府市の日名子ホテルか 大分県青少年会館になる予定。詳し〈は、昭和田

年度新理事会で話し合?ごとと Lた。

4 池田編集委員長から「レクりエーンヨ〆研究， 9号が出来上〉た旨、報告有。総会出席の

会員には総会会渇?配布し、欠席の会員には第 4種郵便物(，学術刊行物J扱いで、郵送料が

50-刷円で済む)の認可 (6月下旬子定)を待って郵送することを承認。

5 総会提出議題の承認(ただし、昭和57年度予算案(支出の部)の「予備費」の内容から「会

費未納額を含む」という文章を削除。「理事会の運嘗に関する規定， (案)第 4項の「委任状」

を「書状j に訂正 第 5項11問常任理事会構成員 '20名」を「若干名」に訂正。「専門分科会

設置に聞する規定， (寮)第 2項の '50名J以上の要請を '20名」に訂正することにしたL
6 秋吉理事(九州支部副会長)より、機関誌「レクリエ ンヨノ研究」が第 4種郵便物に認

められた場合浮いた通信費予算を地方から理事会に出席するための交通費にまわしたらど

うかとの提案があった。

7 本年度ょ η近雌支部会員も、直後本部ヘ会貨を納入するンステムに変更しとごとについて

「本部会債と支部会貨を別々に納めるのは二重子聞でe不便J などのクレイムが多いど 永吉

氏(昭和56年度近畿支部事務局長) 草川埋事(昭和57年度事務局長)から報告カあり 支部

会員の本部会費納入方法に関して倹討しでいくことに Lた。

〈 昭 和57年度第1園理事会報告〉

日時昭和57年 6月28日明) 6:00-8:00P.M 
渇所上智会館篤 3会議室(東京都千代田区)

出席者浅倒(理事長)、池田田 中閲畑前野松浦宵下以上理事7名。師周以上静事

1名。

1 入会6名(正会員)を承認(総会員数.，.名L

2 昭和56年度理事 最終理事会の際、退会届を提出していた松延陽 氏は、交捗の結果退

会届を撤回したとの梶山副会長からの通信を報告。川村英男氏 大槻貧之助氏については九

州 近厳各支部に退会属撤回交渉を続けるよう要請することを決定。

3 昭和田年度予算案について『総会資料J にミス プリシトきれていた館所の訂正([収入の

部jの「前年度繰越金J を646，23B円「雑収入」を186，762円、月七を2，700，000円『支出

の部jの「予備金J を400.曲。円、「言十」を2.700，000円に訂正)を再確認。

4 昭和57-58年度幹事としで、昭和55'56年度勝事の浅野 晃瀬戸純子(共に酎日本レク

'1エーンヨン協会k蕪木隆(中臭電機通信字国I，!¥¥向妙子 西野仁〈東海大学弘師同文

男(上智大学)を再選新たに麻生 恵(東京農業大学)を選出。

5 理事会内尊門委員を下記の通η選出。各委員会の委員長を選出 (0印〉。

庶 務 0池包囲中・吉田

企 圃 0進士今井総浦・ 松原

編 集一一0高 橋秩吉池田進士凶中永吉

広報渉外 0宮下周回金崎田畑仲村松阻

財 務 O前野木下長谷川草本

提案があ η、了承きれた。

〈第 2回常任理事会報告〉

日時 1982年9月6日開 6:00-8:00P.M 

場所上智会館第4会議室(東京都千代田区)

出席者浅 岡 ( 理 事 長 ) 秋 吉 雄 図 高橋前野松浦宮下以上理事7名。

蕪木西野師間以上幹事3名。

1 入会希望者H名(正会員14名)を仮象認(総会員数51'名)。
2 第四国学金大会のプログラムを決定(本「学会ニュースJ通り)。

3 昭和57.58年度研究集会の内容について松浦企画専門委員より、企画専門委員会案が提示

され、了承された(昭和57年度分については本「学会ニュ スJの通りL
尚、話題鑓供者については、会報「学会ニュース」で推膚募集することにした。

4 学会大会宿舎の予約申込受付は、学会事務局が、大分までの航空券申込受付は、交通公社
カ匂子うこととした。

5 事務局ょ η 国会図書館から「レク')エーンヨ J 研究」に国際コード番号が与えられた旨
銀告があった。

圃圏園 〈圏内で の 毘 際 会 鴎 の 予 定 〉

011月 1日間 9:OOA.M.-S:OOP阻

アジア地蟻レジャー・レクりエ ション会陣

[テ マJ(1lアジア地域の組織の結成について

12)各国の余暇活動の現状報告

[会 喝]杉乃弁ホテル(大分県別府市) Tel. 0977-24-1141 

[参加予定園) 鱒周マレ ンア フイリピ〆 e タイーイノドネンア 日本(アメリカ)

[問い合せ先] 耐日本レクリエ γ ョン協会(TeI.03(.f.68).f.38l)

〈海外での 箇 際 会 槍 の 予 定 〉

010月24日一四回 全米レクリエ ンヨシ公園協会(NRPA)年次総会(L抽出ville，Ketltucky 
U.S.A.l 

011月19日ー27臼 第 8回国際精神障害学会連盟世界会議(問合せ先 s..同 taristILSMH， 

Rue Forestiere 13，8-1050 Brussels， Belg・.m)

〈世界レジャー・レクリエーション協会(WLRA)

への入会取次書'について〉

米国ニューヨークに事務局を置く世界レジャー レクリエ ンヨ J協会への入会取次ぎ業務

をいたしております。入金ご希望の方は 下記の質問を事務局まで、現金・留または 郵慢振

替(東京 5-42971 日本レクリエ←シヨノ学会事務局)にでお送り下きい。
0入会.，事会費

|個人会員 日脚一
学生会員 ￥ 6.000一

団体会員 ￥50，000.-
0特典

111 世界のレンヤー レクリエーンヨノ情鍍を満徹した会報(年 4回)が郵送されます
(英文L

121 WLRAの刊行物を 1割引?賜入できます。

131 WLRAの主催する国際会厳に参加できます。

141 WLRAの主催する研修旅行に参加できます。

出世界のレジャ レクリエ ンヨンに関する情報ザーピスが受けられます。
16) その他

161 

6 常任理事としで下記の方々を選出。

秋 言 。 池 田 ・ 進 士 高 橋 田 中 仲 村 前 野 松 浦 宮 下 以 上 9名の

7 第四回学会大会運営について下記の事項を決定。

1:…一付一一一作(21大会当臼の運営は、九州支部に委託する。

(3)大会運営予算は シノポンウム運営責(講師謝金資料作成費等) 6万円を含み、 12万円

(総会決定額)とし 九州支部には当日の運営費(アルハイト代 文具代等)としで 6万

円を支給する。

(4)九州支部に当日の発表者 参加者の襖極的勧誘を依頼する白

8 第12回学会大会の専門分野別連続ンノポンウムについて下記の事項を決定。

テ ー マ高働者レタリエーンヨノの政策
|分 野政策研究分野

コディネーター 金崎良三(理事)

パネリスト 木下茂徳(理事)他数名(金崎理事に選出を委託)

運営費招へい講師謝金資料作成貸等としで 6万円を支給

楽事務局より金崎湿事に企圃書を 7月末日迄に鑓出することを要請。

〈昭和57年 度 第1固常任理事会報告〉

日時 1982年 7月19日間 6:00-8:00P.M 

鳩所上智会館第 4会議室(東京都千代田区)

:Il席者浅岡(理事長)進士前野総清宮下以上E要事s名。

麻生瀬戸飾間以上幹事3名。

1 入会10名(正会員 9名 特別会員 1名)を仮承認(総会員数500名L

2 理事会内専門委員会臓務内容を次の通ηに決定。

〔庶 務] 事務局業務統括、事業家予算案作成事業報告決算報告作成、専門委員会

等の活動日程調整、会議運営 各種文書作成、各種諸規定盤備「会員名薄」作

成会ど。

(企 画] 学会大会研究集会企圃立案、「学会大会プログラムJ編集調査活動、尊門分

科会設置なと。

[編 集) 機関誌「レクリエ ンヨン研究J 編集、出版事業計画なと。

[広報渉外) 会報「学会ニュースJ 発行、 r入会案内r'学会慨要」の配布、会員複f号、支部

組織の充実関係学会団体との交流促進など。

[財 務) 会計および収支管理増収活動(会費徴収広告礎得寄付団体獲得研究資

料パノクナンパー頒布など) IJ:ど。

3 理事会内専門委員会の名称の 部変更を次の通りに行う提案を理事会を経て、来年度総会

に出すことを決定。

i庶務→総務
企画→研究企圃

4 昭和51.58年度研究集会の開催案が進士企画委員長より徒出されたが、浅田理事長他か

ら回数を婚やすこと 内容をよ η明確にすることの 2つの要望があり、次回の常任理事会ま

でに企画委員会で再検討することとなった。

5 江橋会長より学会大会における特別誘演をンヨ〆 ケリ 憾士(イリノイ大学行動科学研

究所教授世界レジャ レクリエ ンヨン協会余暇研究専門委員長 日本レク学会および

全国レク大会出席のために来日)に依頼しではどうかとの提案があり(江橋会長欠席の為、

事務局が代理説明λ審議した結果、講演依頼の可否講演テーマ 時問答などについては、

江縮会長浅田理事長進士企画委員長の 3者iこ一任することを決定。

色 事務局ぶ η学金大会会場合白日名子ホテル(凱府市)に決定されたこと、できるだけ多くの

学会員が同ホテルに宿泊しでもらいたいこと(1泊2食6，000円九会場費看板他は全国レ

ク大会実行委員会が提供して〈れることの 3つの事項が大分県実行委員会より伝達きれた旨、

報告されたロ

7 学会大会の事前副院備は学会本部が行い、当日の遭営は九州支部に 任する事が、再確認さ

れた。

8 紙浦理事より、学会大会への会員の参加の便利をはかるために、旅行祉に会場までの交通

機関(航空機 パスk宿泊(日名子ホテル)をセノトにしたツア を組ませてはどうかとの

園 田 〈会費納入のお願い〉

昭和57年度の会費(正会員特別会員 ..000円学生会員 1.000円 貨助会員20，000
円以上)の納入期限は 6月四日でした白未納の方は、至急納入されるようお願いいたし

ます(近鍛 九州支邸会員の方も直綾本部事務局へ納入しで下きいL
様答用紙が同封されでいる方が、会費未納および会費納入不足の方です。振替用紙に

記きれた金額を至急お支払い下さい。尚 領収奮は納入時に郵便局から穫される「郵便

篠替払，;6金受領証」をもちまして、かえきせていただきますロ正式の領収書をご希望の

方は事務局までご一線下さい。

万が 今回の蹄求と、会後納入が入れ遣いになりましたら ご容赦下きい。

〈新入会員> (昭和5昨 9 J"J 23日~昭和57年 9~6 日承認)

0賛助金員

醐創研(代表取締役島回昭治)

0正会員

石川浮美(芝浦工業大k中村公俊(耐日本余暇文化録興会λ満直武雄(醐石勝エクステリア)

長井健二(三重大入竹谷和之 高見彰(筑波大大学院)大森雅之(東海大大学院入三浦睡夫(芝

浦工大λ石幡宏宣(自体大λ加頑正宏(会社員λ山本隆久(大阪体大)天野筆書(耐日本レクリ

ヱーンヨン悩会λ関恨正久(川越南高λ椿本昇三(筑慶大)、大石進(神奈川県央地区体育セノ

タ 入五林正隆(大阪社会体育尊門学院L秋葉辱乎(東京学芸大λ"'口貢(繍浜団大)早崎正

城(宮崎法律経済研究所)..ial弁正昭(千葉大)、公木勉(神戸市公園緑化協会)宮川雄(日大)

鹿野透(筑機大大学院k白木静枝(中村学園短大).佐々木秀代(精華女子短大弘悔回靖次郎(西

日本工業大λ佐々木豊志(醐日本テレピ サーピス〉宕国博(日大λ北村堵泊(広島大)古畑

英雄(七沢ライト ホーム)， T青野政昭(醐三菱電線サーピスセンター労働組合〉鈴木忠緯(東

京展大λ五十且葉子(杉並区役所)繍困竹士(多度沼町体育指導員〉森喬夫(国中千代短大k
緯謹次ぱ会社員λ梅沢佳子(筑波大)、尾鴛鯨村上茂子(神奈川総合リハピリテ ンョン セ

ノタ -h山国文男(大谷女子大λ辰巳栄治(砂川厚草福祉センタ λ美斉海千広(日本観光ザ

ピス醐k億永斡縫(九州大〕凡濁思拳勢(輔さわだスポ Y クラプ、潟地建男〈日大弘平尾

和一(中傷電力醐L末育光彦福島和郎(J¥tlll厚生病院k丸山久美子牧三代子柏木ひとみ

尾立鱒(庫教渇温泉障康保餐也会〉藤図勉 金野智秀(鹿教場温泉病院λ山下和彦(福岡大)

。掌金会員

金美香(釜山大)

0特別会員

李鍾様(官.，t大L金鍾姫(洋装院k臭移子(全州教育大入松村恭三郎(カリフォルニ

ア州立大学チコ)

。『レクリヱーシヨ J 研究』膚陵会員

回大文理学邸国司瞥館

〈退会会員〉 咽初日年9月23日~昭和57年 9月6日)

。E 金員

海野静夫(小学校教員k斉藤源1iJ(秋国経鴻大L長谷川洋司(昭島市教育委λ羽鳥直之(千

葉YMCA弘押木康子(街潟大)

〈資料頒布〉

0・圃館『レクリエーション研究』第 2号(1973年) 第 3号 0974年) 第 7号 (1919$f)
第 8号(1981~)

各号 1，0個円(送斜250円)

o [掌金大会続突発表抄・』
・岡本レクリ Zーション研寛会舞符

第 ..7回大会合併号(1970年)

各号 1似)()円(送料250円)



-日本レクリヱーション学会実行

第2回大会号(1972年)-第 4回大会号(1974年) 第8副大会号(1978竿) 第四回大
会号(1980年) 第11回大会号(1981年)
各号令 500円(送料170円)

*上記資料ご希望の方は、郵便銀管(東京 5-42971r日本レクリエ ンョン学会事務局") に
でご注文 ご送金下さい。

〈勤務先・住所などを変更された方へ〉

必ず事務局へお知らせ下さい。

〈事務局へのご連絡〉

事務局専用電話

TEL. 03-460-5464 (月~金)
場電話によるご連絡は、できる眼η月曜日の 1:00-8:00P.Mにお願いします。

〈おことわり〉

「昭和57'58年度会員名簿J は 10月下旬発行予定です。もうしばらくお待ち下さい。

会報「学会ニュースJN'.26 

発行日昭和57年9月16日
責任者 日本レクリ二Lーンヨノ学会

理事長 浅田隆夫

編集広報渉外専門委員会

事務局マ1団東京都渋谷区神南 1-1-1
岸記念体育会館

(財)日本レクリエ ンヨン働会内

電話 (03)460-54刷
郵便援管東京5-42971
「日本レクリエーンヨン学会事務局J

学会ニュース 五27
JANUARY 1983 

日本レクリエーション学会

〈研究集会のお知らせ〉

01月四剛山-5:00P.M嚇 難 波 ほ お
テ マー「わが国にお付るレクりヱ ション学の体系化に聞する研究{その3)

~レクリヱーション原論を中心として-，

会場上智大学内上智会館第 5会議室

〔東京都千代図区紀尾井町7-1Tel. 03(238)3000.3783) 
話題提供者 川村英男，近藤美男(近畿大学) 浅田隆夫(温度大学)

コーディネタ 蕪木 隆(中央電気通信学園)

03月12日出 2:00..... 5:00P.M 

|内容:叶…一明学校短大…一
発表会

会場上習大学内上智会館第 5会議室[同上)

発表申込ハガキに住所氏名。電話番号学校名 論文テーマ。指導教官名を明記の上，

2月19日比)迄に事務局ヘ台送り下さい。学会員外の方でも結構です。

06月四日同 2:0・-4凹P.M| 戸 … … ン判叫………体帽附附系副靴4化…h
~レク資2海事'レク空聞を中心として-，

会場東京農業大学(詳しくは，当日正門に掲示します)

話題提供者米定(募集中)

コデ4不ーター 進士五十八(東京農業大学)

09月20日制 6帥-8:00P.M | 戸 ……ン判…体師嗣仰系副靴イ化k
~レク行勤'レク錆珊を中心として-"

会場立教大学(詳し〈は，当日正門に掲示します)

話題提供者未定(募集中)

ヨーディネタ 松原洋三(立教大学)

011月26目出 2:00-4:00P.M 

( テ-マ M 国酢町h…に同叩お制t

~レク敬策'レク掌教育を中心として-"

会場上皆大学(詳しくは当日正門に掲示します)

話題提供者未定(募集中)

コーヂィネタ 松浦三代子(東京女子体育大学)

I削日本レヲリ日ン字舗ご書棚樺ヘjI
私共(株)巳本交通公社は、学会参加の皆様へ下記の要領にて大分までの

航空券をご用意いたしております。行楽シ ズンと全国レウリエ ショ

ン大会とが重なり席の確保が難しい時期でございます。お申込ご希望の

方はお早めに直接当社までご連絡下さい。

Aコース !日/3日東京偲 40-大骨 10:20 10/31 大分 19:15→東京ω45

Bコース 10/拘束京四 40_大分 10:20 11/01 大分 19:15→東京20:45

cコース 10/30 大阪 12∞4 大分。3ω 10/31 大骨 19:40→大阪2(1:30

ロコース 10/3日大阪 12:00→大分 13ω 11/01 大分 19:40→大阪初凋

(時刻は壷更になる場合もございます)

費 用 A.Bコース共 4自，780円

C'Dコース共 25，020円

申込受付〆切 9月30日

直接お電話にて下記交通公社までお願いします。

(株)日本交通公社圏内・海外団体旅行新宿支底

〒160東京都新宿区西新宿1-18-8スカイピル4階
a胎おこうど

TEL. 03 (346) 0161 磯山グループ大河戸・中沢

(月~金 09:30-17:30)

尚 座席に限りがございますので、先着順にでお申込受付をさせでいた

だきます。最終の日程ご案内は、ご出発の10臼前頃ご通知申し上げます。

文、お申込金10，000円をお預かηきせていただきます。

申込方法

国内・海外

国包忠実遇公社団体旅行新宿支蔚
千160東京都新宿区西新宿1-18-8新宿スカ千ピ)1，.4罷

〈日本学術会議第13期(昭和田-60年'>
会員選挙有権者登録のお願い

l人でも多くの学会員が，日本学術会議会員選挙の有権者畳録をすることが，本学会の発展

のために重大な意義を持ちます。まだ有権者でない方は!進んでこの手続をとられるようお願

い申し上げます。

。有権者と 1~

日本学術会議事務局内の選挙管理事務室に備えられた有権者名簿に登録された者を有権者

という。日本学術会議会員の選挙権 被選挙権は有権者のみに認められる。また，日本学術

会議の各種委員会の委員となり，国際会議に派遣される代表になるのにも原則として有権者

であることが必要である。

。有権者の資格審査基準

有催者の資格以下記(ー~三)の各項によ η審査きれる。

{学II!Xは研究II!)

日本の国籍を有する科学者であって!学歴又は研究歴が。次のいずれかに該当すること

が第一の要件である。

1 学校教育法(昭和22年法律第26号)による大学(短期大学を除く)又は旧大学令(大正

7年勅令第担8号)による大学卒業後2年以上の者

2 学校教育法による短期大学箸Lくは高等専門学校，旧専門学校令(明治36年勅令第61号)

による専門学綬 旧師髄教育令(昭和 18年勅令第 1回号)による教員養成諸学校又はこれ

らの学校と同等以上の学綬 養成所等を卒業後4年以上の者

3 その他研究歴5年以上の者

(途)ここにいう卒業後2年， 4年研究歴 5年の算定は，選挙期日(第日閣の場合昭

初日年11月25日)現在を基準とする。

(罰究愉主主は.績種告)

二 次に，前項の科学者'"，科学又は技術の研究者であって 研究論文又は業繍報告により，

研究者であることが選挙管理会の行う資格審査において認定きれなければならない。その

ためには 科学者から提出された畳録用カードに記般の研究論文又は業績報告が左のいず

れかに該当するものでなければならない。

1 間究蛤文は，その全文又はその内容を明らかにする械要等が，学術上の著書として発表

されるか 又はしかるべき学会の学会誌研究機聞の機間誌その他これらに望書ずる学術誌

に発表されたものとし，単なる速報又は抄録の類は認めない。

2 Jt・による禦繍穆告は，冊え li，研究報告鑑定響調査書。大工事の建設報告書等に

関し!その全文又はその内容を明らかにする概要等が。学術上の著書として発表されるか，

又はしかるべき学会の学会誌，研究機関の後間誌その他これらに準ずる学術誌に発表され

たものとし，単なる速報又は抄揖の績は認めない。

なお，持許機を得た発明は。「特許公報」により公告されるので，必ずしも学会誌等に縄

線きれなくでも差し支えない。ただ L，学術上価値があると認められるものに限る。

3 ロ割による集積報告は，例えli，研究。鑑定 大工事の建設等に間し しかるべき学会，

研究機問主催の発表会等においで口頭によ η発表され，かっ，その内容が学会誌，機問誌

その他これらに準ずる学術誌に掲鍛発表されて明らかにきれたものでなければならない。

この会場合当骸学会館等を量.用カードに君臨えて提出しな付ればならない。(掲載誌の名称及

ぴ巻号数を示す部分が添えであれば 該当部分の切り抜き，抜き刷η又は機械複写で差し

支えないJ
(注)

肘圃訳及ぴ編さんは符に学術上価値あると認められるもの教科書は学術上の著書とし

で特に認められるものに限る。

(イ)共著 共同業績は，その担当が学術上価値あると認められる場合に線る。

nノ
白

ρ
h
v
 



また，共貧者は 公刊された学術的図書の表紙に掲載された者及びはしがき，序警の中

にその図書の一部を執筆Lたことを明記Lであるものに限る。

同座談会，対談会の記録程度のものは認めない。

tj しかるべき学会とは 全国的な専門学会及びこれに準ずるものとし，しかるべき研究鱒

聞とは，大学(短期大学を含め)国公立の研究機開並びに民法第3'条による公益法人の研

究機関及びこれに請書ずる民間研究線開とする。

{研究蛤ltJ1:鉱業績報告の発舞の時期)

三 更に前項の研究論文文は業績報告は，その発表の時期(当該研究論文又は業績報告を発表

した学会誌等の発行年同)治彊挙期目前の9か隼以内{昭和..年11月以降)でなければなら

をい。

ただし，次に褐げる者については，その研究論文又は業績報告の発表の時期が選挙期目前

の9か年を越えていても差し支えない。

1 大学(短期大学を含む)に勤務する講師以上の教臓にある者

2 高等専門学校に勘務する助教授以上の教聴にある者

3 日本学術会議会員及びその聴にあった者， B本学士院会員，大学名誉教授(短期大学を含

む)，高等専門学校名誉教授

4 国公私立研究所等の研究機関に僻究員として勤務している者

5 惇士の学位を有 L，しかるべき学会に所属する者

。有権者畳録の手続

11) 日本学術会議中央選挙管理会(〒106東京節港区六本木7-22-34TeI.03(403)6291)ヘ。

「様式第 1~により個人で登録用カード用紙を請求しで下きい。

12) 畳録用カード用紙に必要事項をもれなく記入，鎗印しで昭和田年 2月28日必着で提出し

で下さい。

※前田(・!12期昭和田~日年)の有権者の方ヘ

前回の選挙の有権者についでは 提出されているカ ドにより，本年資格審査が行われま

した。

これに間し，日本学術会議中央選挙管理会から萱録用カードを再提出されるよう通知(昭

和57年6月30日付)のあった方以外の方は 引き続き，有権者名簿に萱録されますから，改

めで萱録用カ ドを提出する必要はありません。

なU，提出されているカードの記載事項に変更があった場合は r様式第 3~により速やか
に「有催者異動届J を提出しでくだきい。(，所属虫学会」の欄に日本レクリ工ーション学舎を.

き加えて下さい。 2つ以上の学会名を併記できます)

また 前回の有権者名簿に萱録された方が その所属する飾文は専門の変更を求めようと

する傷合は，畳録のしなおしをする必要がありますから，様式第 2~の「所属部又は専門変
更届Jにより 萱録用カード用紙を請求しでください。

禽・<<..1ー
T'厚局目

官

-ι，~. .・m・I"lHU歴 1ヒ C""" 'P"~η
.n・Eを調理'LH

備考機式第 1-第3iま「叫がきJに所要事項を記入しでも差し支えあ ηません。
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3 日

4 総会副題 ・1982年度事業決算報告

・1983年度事業案予算案審議

.その他

5 大会参加賢正会員特別会員 1，000円

学生会員 500円
賛助会員 領料

金薗レク '1エ ンヨ〆大会参加費納入者 無料

その他般の方 1，500円

=二研究発表申込み要項=ー

1 発表資権 1983年度会貨を納入した会員

2 発表形式口頭発表

3 登壇回数共同研究をのぞき、 1人 1回
4 発表時間一種目分(質問3分を含む〉
s 発表申込 同封の申込書に所定事項を記入し、返信用封筒 (70円切手貼付)を添え、事務

局へ郵送して下さい。

6 発表申込締切 19回年 8月21自由(厳守)

7 発表抄録原稿提出 申込書を受理後、 1週間以内に 事務局から規定の原稿用紙を送付し

ますので号、タイプまたは構書による手書き(墨字)の横書きで原稿を作成し

コピー 1舗を添えて 9月17日(土)(必着)までに学会本部事務局へお送り下さ

"0 
。「総会への出欠ハガキ~ (同封)は、 9月30日出必着でご返送下さい。

由学金大会不参加の方へ
研究発表 ン〆ポンウムの抄録希望の方は事務局へ切手670円(含、送料)同封の上、お申し

込み下さい。

'"学会大会への兼遺厩Jが必要な方は、返信用封筒(60円切手貼付府1封の上、事務局へご一報下
きb為。-置 く『レクリエーション研究』第11号投稿募集〉

1 投補期限 1983年11月26日(土}必着

〈同封の会員名簿に記載ミスのあった方〉

必ず事務局にハガキでご一報下さい。

〈日本学術会議主催シンポジウムのお知らせ〉

1 主 催 日本学術会議体育学研究連絡会

日本学術会議体力科学研究連絡会

2. B 時昭和58年 1月21日(金) 14時-16時30オ

3 会 場日本学術会議大会議室2階

東京都港区六本木7ー22-34

T E L. (03) 403-6291(代)

(地下鉄千代回線'7¥木根J 駅下車 1分)

4 次第.

1 シノボγ ウム題目 「女性とスポーツJ -21世紀に向けてー

2 開会の挨拶体育学研連委員長笠井恵雄(第 1部会員)

司会 。体育学研連幹事岸野雄三(第 1部会員)

3 演題と演者

1) ，弓道と女性J

日本武道学会副会長

弓道範士，文学博士 石岡久夫

2) ，社会変動と女性のスポーア」

日l本レクリエーショノ学会理事長

筑波大学教授教育学博士 浅田隆夫

3) ，女性の体力とスポーヅ」

日本体育学会理事

東大教授，教育学惇士 宮下充正

4 閉会の挨拶体力科学研連委員長伊藤忠厚(第7部会員)

(来聴自由参加費無料)

会報「学会ニュースJ#0.27 

発行日 昭和田年 1月10日

責任者 日本レクリエ ンヨ/学会

理再房長 浅田隆夫

編集広報渉外専門委員会

事務局マ150東京都渋谷区神南}-}-}

岸記念体育会館

(財)日本レクリエ ンヨ J協会内

電話 (03)460-5464 

郵便嬢替東京 5-42971

「日本レクリエ ンヨン学会事務局J

2 投稿規定 『レクリエ シヨノ研究』第9号最終頁参照。

・必ず、コピ 3部を添えで提出しで下さい 0

・校正は編集委員会の責任校正とします。

3 郵送先〒102東京都千代図区紀日尾弁町 7-1
上智大学師同文境研究室内

日本レクリエ ンヨン学会編集委員会

園田 く事務局移転のお知らせ〉

1階師同支男研究軍内
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<198~年度研究集会〉
=開催要項=

06JU5日l胡 2:00.....4 :OOP.M 
テ マ 「わが国におけるレクリエーション学の体系化に関する研寛{その.)

~レク資君臨、レク空聞を中心として-~
会場東京農業大学図書館第 1会議室(…一丘}-}-1 T…(山)2131 

地下鉄新玉川線継新町駅下車、東急ハス成級学薗行に乗換東京農業大学前

下車

話題提供者・概 諸 レタ資源空間計画学の体系
鈴木思議(東京農業大学)

・公的レク施設 特に利用の実怒と運営のプログラム、レクリーダ との綾
a 杉尾郊江(プレ y ク僻究所)

-商業レク施設 経営(組織九管理
涌弁史郎(石勝エクステ')ア)

-レク的まちづくり 行政との関係から
前田 家(ラノク計画研究所)

コディネーター 進土五十八(東京農業大学)

09月四日同 e ‘抽-.甜P.M

|テマ叩……シーの体系叫吋加の5)

~レク符'曲、レク指.を中心として-~
会場立教大学(詳し〈は、当臼正門に掲示します)

-163 



I '::~:'_:…一一一島郁叩区帥…池固電山手線池袋下f健迭歩l凶0分

話題提供者・レク行動 レク行動の構造・機能分析 今村措明(千葉大学)

健康障害者のレク行動 大堀孝雄(策海大学)

・レク指導 レク指導を過した健康教育への展望

コヂイネタ 松原洋三(立教大学) 子舞失〈同日本レタリ主 νョン也会〉

011月初日同 2:00-4:00P.M 
テーマ 「わが園にお付るレクりエ ンヨン虫学の体系化に闘する研究{その 6)

~レク政筒、レク掌敏宵を中心として-"

会揚・上智会館第 5会議室

(東京都千代田区間開 7-1 TEL回 (238)剛開

国電総武線中央線、地下鉄丸ノ内線四ア谷駅前

話題提供者 ・レク政策 新満県長岡市のレク政策について

小林秀夫(長岡市レタリエ シヨ J 課)

・レク学教育 藤本祐二郎(臼本体育大学)

海橋和敬(東海大学)

問中祥子(海圏整大学)

コデイネター 松浦ニ代子(東京女子体育大学)

03月10日出 2:00-5:00P.M 

|ロ内 容 レ凶ジ← 凶…1リ口J江ヱ→勺一ヨ計刊一ン訓{
会喝上腎大字(予定)

発表申込ハガキに住所氏名電話番号学綬名益支テ マ指導教官を明記の上

2H18日'"迄に事務局へお送η下さい。学会員外の方でも結構ですロ

E盟国B く1982年度第2回理事会報告〉
日時 19田年10月31日間1l:50A.M.-12:40P.M
会場所 目名子ホテル 大広間九重(大分県別府市)

出席者 江健(会長) 健山(副会長) 膏木(副会長) 草川1(監事近.支部事務局長)深町(監

事)浅困(理事長)秋 吉池園周図金崎高崎回中仲村永吉前野松浦

松原・宮下以上18名。
麻生川向師聞はJ幹事3名。

大谷(九州支部事務局長) 以上 1名。

1 人会希望者29名(正会員27名 特別会員 2名)の入会と退会希望者 2名(正会員 2名)の

内 1名の退会をホ認し 残 η1名を退会保留とし、網野理事が退会届微回の交渉をすること

l なった(総会員数518~五l。

2.3年以 上会費未納の会員は、退会処分とする(内規~

3 1982年度上半期事業報告および会計輸行状況報告(残額588，051円)を承認。

4. 1983年度下半期事業予定および予算補正案を承認。

5 第13[~J学会大会は、 1983 年 10月 30 日(聞に大阪市内で開催することを決定(0< 全国レク

リエーンヨノ大会 10月四日 -31日 大阪市L
6 機関誌 rレクリヱ yヨノ研究』第10号への広告協費会祉の紹介を理事に依願。

7 第12[1悶l学金大会の反省として， II)大会前日め晩に会員相互の墾貌会を行つではどうか、 121
大会運営を支部に任せる鴻合、本部と支部の聞で明確な取り決めを行った方が良い、という

意見が出され犬。

8 第四(0)学金大会運営委員長梶山彦三郎氏の銭拶。

9 江橋情四郎会長の倹拶 ¥1l今後レクリエ ション情報検奪シスチふを学会で穆立しで

い〈必要性 121国牌交流の促進、 (31198‘年度全国レクリエ γョン大会の剛借地は鹿究島。

、ノ告報会事理任常1
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7 進士尾事ょ η 造園家象団主催「子供のあそび場ン J ポジウム"¥6月2s日)に学会として

協貸しではどうカとの鍵案があ η、判断を進士理事に}任することに決定u

<1983年度第 1園理事会報告〉
日 目字 1983年4月2渇臼伏) 6:00-S:00P.M 
場所 上智会館第 3会議室(東京飾千代悶区)

出席者江橋(会長)草!l1(監事)浅 凶 ( 理 事 長 ) 池 田 今 弁 金 崎 木 下 図 中 藤 本 前

野恰商古下以上12名。
麻生師岡以上斡事2名。

1 iL閥会長よ η(J)来竿度の全国レクリエ ショノ大会は鹿児島県で開催される。{引本年度全

国レク大会の研究協議に学会から助言者を出すなどの協力をしではどうかなどの内容の挨拶

があり 来日中で学会を表敬訪問した世界レジャ レクリヱ シヨ J協会 (WLRA)事

務局長NelsonMelend田氏の紹介があ 3た。

2. Nelson Melendez氏よ η、WLHAは今後アシア地区のレン守 レクリヱ ショノ研究

活動に積極的に協力していくとの後妙があ 3た。

3 入会希望者同名(第"叶 第 4[u]常任理事会仮承認分を含む)退会希望者 1名(第 3回常

任湾事会度承認)の人選会を承認(総会"教'"名〉。
4.19回年度事業報告を本認。

111 事業

11第121川学会大会開催

10月31日(円1 11名 fホテル[大分県別府市〕

・研究発表22圃-J. i~ 
「ライフ サイクルとしシャー しク '1エ ンヨ〆~中高年の余暇問題を含めて

-J John R. Kelly， Ph. D. (イリノイ大学) 通訳西野仁(東海大学)

・専門分野別途続シノポノウム〈政策研究分聖子〉

Fシニア エイ〆のレクリヱ シヨ〆行政とその展開」浅田隆夫(筑波大学k秋

吉事範(福岡教育大学k諌山秋利(大分県念総合体育館L育回隆失(福祉開発研

究所) 司会金崎良二(九州大学)

2)研究集会開催 5 {uJMlf也
・6fllW(U講演会「レジ々 カウ J セリ〆グについて"'大阪文化情報センター〕

Peter A. Witt， Ph. D. (ノ ス テキサス州立大学) 通訳回中祥子(海図塾大

学)

・10月 5n同〆/ポシウム「わが圏にむけるレクリヱ シヨノ学の体系化に関する研

究{その 1) -レクサエ ション学の体系化をめぎして(ぞの方法と戦略をめぐっ

てのヲ '1 ディスカノシヨ〆) -J[東京 東京農業大学]

鈴木忠義(東京農業大学) 司会進士a十八(東京農業大学)

・11月27U(臼シンポジウム「わが国におけるレクリエ ショ J 字の体系化に聞する研

究(その2)-レクリエーンヨノ学の対象と方法(私はこう考える) -J(東京 B 

体会館〕商野仁(東海大学l山崎進(相暗女チ大学λ前野湾 -111>(千葉大学) 司

会今弁毅(臼本体育大学)

・ llî29 日 (U シ J ボジウム「わカq重におけるレク 'I~ーンヨ〆学の体系化に関する研
究(その 3) -レクリヱ シヨ/原論を中心としで-"1東京上智会館)!l1村美男

(前、願問λ近厳美男(近畿大学)浅田隆夫(筑度大学) 司会 議木隆(中央電

気通信学園)

・3月12日(1:)卒業論文発表会「レジャ レクリエ ショノに関する短聞大学・大学

大学院の卒業論文発表会"(東京 上智会館]

学士論文 13姻修士論文 1姐
3)機関誌 rレクリエーション研究』第四持発行 (3.1'i)

4)会報『学会ニュス』発行 必25(5月) 必 26(9月) 必 27(I月)

5) f19田 1983年度会員名簿』発行 (12月)

6)組婚の拡充 入会者岨名 r1983年 3月31日現在 1 

退会者 3名 |正会員 '"名嶋関誌・回会銅2名{枝}を倉山待刷会員 14名l
|学生会員 42名 賛助金負 2名|

l 総計 532名 l 

出席者江崎(会長)浅回(理事長)池園高橋田中前野以上6名。

浅野原京生師岡以上幹事3名。

1 入会希望者6名(正会負 4名 特別会員 1名購読会員 1名)の入会と 退会希望者 1名

(正会員)の退会を承認。

2. 'レクリエーンヨン研究s第10脅について、下記の事項が第 1回編集委員会(1983年 l1U9
日開催)の決織移項としτ青島噛和敏編集委員長から報告され、承認された。

111 内容は、原著論文、第12園学会大会報告(研究発表講演 ンノポジウム)，.1982年度

研究集会線告(第 1-4図研究集会}， 1982年度支部研究活動報告 学会通信とし B 5 
版 100頁糧U度の出来上ηとする。

¥21 投稿詩文の審査は、投稿された 6篇の論文の内 2粛を内容がレクリエーンヨ〆研究では

ないことから投稿者へ差し戻しとし 残り 4篇について審茸を行うことにした。審査員と

して高惜和敏進士五十八田中祥子前野淳郎の各氏を選出した。

131 発行日は、 3月末日を努力目標とする。

3 第13回学会大会について、来年度金周レクリエーンヨノ大会の主催者である醐大阪府レク

リエーンヨン協会事務理理解育園猪 郎氏との交渉の結果が池田庶務委員長から報告された。

山第13回学会大会を第37圏全国レクリエ ンヨノ大会の協貸行事とする。

12) 聞聞は19回年10月30日目)とする。

13) 場所は大阪市北浜労働セノダー(予定)とする。

(刷会固レクリヱ γ ョノ大会参加費を納入した者lム 学 会 員 非学会員を問わず学会大会

の参加貨を無料にするロ

15) 全国レクリヱーンヨン大会および学会大会の成功のために相互協力を行う(師、研究協

織等L
161 学会員に金周レクリエ ンヨ J大会への参加を学会としで呼びかける(金園レクリエ

Y ヨノ大会参加申込書を全学会員に配布するL
17) 学会大会の会得費看板代倍、全国匂クリエ ンヨン大会実行委員会が負飽する。

4. 1982年度第 5回研究集会「レジャ レク')エーンヨノに関する専門学絞線大 大学

大学院の卒業語文発表会」への発表申込者紹介を理事に依頼することを決定。学検法人以

外の教育機関に所属する入からの申込みがあった潮合は、進土五十八企薗委員長にその取η
綴いを 任することに決定。

5 日本学術会機主催シ Jポンウム「女性とスポ γJ (lH21日開催)に日本レクリ.x.-;.-ヨ

ノ学会理事長として参加、「社会変動と女性のスポ γ」についで講演を行った旨 浅田隆失

理事長より報告がなされた。

6. 'レクリエ y ヨン研究』第10号への広告協賛会社紹介を理事iニ再度依願することを決定。

7. ;;:園、第4回常任理事会を 3月12日出に開催することを決定。

〈第4函常任理事会報告〉
日 時 1983年3月四日出 11:S0-12:40P.M
縄所上智会館第4会機室〈東京都千代田区)

出席者ー江橋(会長)浅図(理事長)池田進士回中島下以上6名。

麻生西野師間以上幹事3名。

1 入会希望者 3名(正会員 1名 学生会員 1名。貸助会員 1名)の入会を仮承認(総会飼数

532名1
2 機闇誌『レクリエ y ヨン研究』第10号についで 下記の事項が承認決定された。

山編集委員会の筑 2次投梼論文審査結果通り 1題を「縄載可」、 2題を「部訂正すれば

縄線可」、 1圏を「縄載不可」とする。

¥21 第 s回研究集会(卒業省文発表会)の銀告(発表名 論文タイトルのみ)を r1982年
度研究集会報告」の中に入れる。

(3) 5月末日までには発行できる織に最大限の努力をする。

3. ，匹5困研突集会{字衆論文発表会)の内容(学士請文13題 修士論文 1題)の報告と掲示詔。

.. 'レクリエーンヨノ研究』篤10号への広告協..集結果 (4栓 13万円)の事警告ロ

5 全国レクリエ ンヨ J 大会実行委員会カら研究協機会への参加協力願がきていることの

報告。

6 鱗 13田学会大会の研究発表の演閣の中に 全国レク大会のテーマである職揚レク 身陣者

レクに関するものが多〈出るように学会として努力する。専門分野別遺統ンンポジウムのテ

ーマとの関連も合わせで検討する。

7) その他

・第36回全国レクリエ ション大会{四月初日 -ll月 18 主催耐日本レクリエ

ショノ協会他)協賛。

・臼本学術会議体育学研究泡絡会所属学会として シノポジウム「女位とスポ ツ~

21世紀に向けで-"を共催、浅田隆夫理事長が賞者として参加し「社会変動と女性

のスポーツ」を講演。

信}会織

1)総会開催 6月12自国文化情報センター[大阪市]

1981年度事業ー決算報告、 1982年度事業家ー予算案承認 会則改正案承認J理事

会の運営に関する規定"(案)承認、「専門分科会設置に関する規定"(案]承認、"レク

リエーンヨ〆研究』扱晴晴定"(寮)承認、 1982・1983年度役員選出

2l理事会開催 2回

6月12日仕入 10月31日伺)

3)常任理事会開催 4回

7月四日伺、 9月6日間、 1月四日出、 3月12日凶

.)企画委員会開催 1回

7月31日ltJ
5)編集委員会開催 1厨

1月2円9白(卦
6)僻事会開催 1回

7月19臼侭)

5. 1982年度決算報告監査報告を承認。

(収支決算司嘗) 自 19821:手 4月 1日 歪 1983年忍同抗日〈単位円}

項 目 l 予算額 i決算頼|噌減額

収入総額 τ明、o∞ 2，911，628 I 217臼8

支出総額 2.7加。曲。 2，587，945 I 112，055 

差引{次年度繰越金) 11 0 I 329，6幻 329，曲3

(収入明細)

(支出明細)

戸石一---.---]1予寓舗|決算制|噌滅菌蘭 | 内 容

司匹 務 '"ω01  106.3651""- “"，[文具代コピ代 1'<，タナン，，-他，.ど
会 ・ ・6 鋼、。oo[ 凶""" ‘ωl理司修会 2凶常信理司区会4・凶.ど
返 信 tt" 43a.OOO¥ "，'関。2鈴・，770¥ ~レク続安" .号『学金二ユース"'隠おお

)"の備過'降、ハガキ代、切手代、電話代宅急
慢料金など

w • ttll 1“加。ω11.114.08014114.0卸 1.レタ僻究".号 r学会ニュース"'阪錨 2・
121.r観"回学金大会プログラム""総会礎特J
l'名指"..入金需内」 封筒

研究会費 H ωsω81，¥1101。凱 9101外来鷹飼働礼虜師後棒鍵礎科代傘ど
大 会 tt' 120.0001 15・eω[d 倒的。l運営貨"万円λシンポジウム運嘗曾"万PlI

縁側臥{何冊写真代会ど
..会費畑。 01ωl
司 僚 構 局 運 営 費 泊 。 ωl企鎚鍋o[アルパイト代 場送輪選僧交通安
縄 ""印加 ωl企 5."001レタ協会鐘得金質 調艮込手段料など
予・俊H ‘00.馴)01 01..00。ω

針 11 2，700.醐 l'醐附 I 112.臨

一164-



適法にして適正で五あることを認めます。

1983年 4月26臼
監事草川 枝骨

深町 夫曲

6 1983年度事建築をホ認。

111 事業

11第13回学会大会開催 ;;/ti，兵労働セぷタ 〔大阪府大阪市]

10月30日161

・研究発表

・講 演

・専門分野制連続ンノポンウム〈原論分野) (行動研究分野〉

2)研究集会開催 4回

・6月お日(主主 ンノポソ今ム「わが国t二おけるレクサエ ション学の体系化に閉する

研究(その.) -レク資源、レク空間を中心左しで-，(東京・東京農業大学]演者

未定 コーディオーター 進士五十八(東京農業大学)

・9月20日出 ンンポジウム「わが国におけるレクリエ ンヨン掌の体系化に関する

研究(その5)-レク行動、レク指導を中し、としで-，(東京・立教大学]演者 未

定コヂイネ タ 松原洋三(立教大学)

'11月26目的 ンンポジウム「わが国におけるレクリエーンヨ J 学の体系化に関す.

研究(その 6) -レタ政策、レク学教育を中心と Lで-，(東京 上智会館)演者

未定ーコーディネーター 松浦ニ代子(東京女子体育大学)

・3月四日w 卒業論文発表会「レジャ e レクリエ ンヨノに関する短期大学大

学大学院の事業治文発表会，(東京上智会館〕

3)機間話『レク 'Jエ ンヨ Y研究』第11号発行 (3月)

刷会報『学会ニュース』発行脱却 (5月)必29(9月)

5) 組織の鉱充会員の礎得

(都道府県レクリエ y 賓〆協会およびレク講康をもっ専門学綬短大 大学ヘ「入

会案内」送付など)

( 卸会 議

11総会開催 10月30日間北浜労働センタ [大阪府大阪市1
2)理事会開催

31常任理事会m催

41各種委員会脈事会開催

7.1983年度予算案を承認。

(収入明細)

繍 1411--1ι，草創

前年酬組制 醐 聞

入 会 金 50.0001却名分Xl.00剛円

年 度 金 RII 2.204.0001528名{正待別会員)4.0ω門"名(学生会飼)Xl.0ω同 2名(費助
金総)X20.000Pl 

大会移加費目 100.00011加各Xl.O∞pl
維 収 入11 316釘"広告和久「レク研究rr，k，会プログラムJ 服売利息.ど

針 11 ，剛!醐 l

(支出明細)

項目 1 子賞傾| 内 容

. 備 費t ω.，ω1文具代コピ代製本化('レク研究 1-10持優存周}など
会 a ・泊。ωi理事会 各組委鍋会の会鳩'ーなど
通 信 R! 450.0ω， '学会ニュ ス""円 xo"名"恒J.' レタ研究~ 10' II骨"円X600

名"凶 総 研究象会ω同(ハガキJx伺"包"団理司際会...万
円、各編纂民会 1/1円 その他の郵送.，万円、電話代'"万伺宅急便
1，万円.どa

印 刷 費112.0ωoω1 'レタ研究υ10.11号"万円"、「誉会ニニL スJ Yo28'29.200円
"回 '.属"回学金大会プログラム"'"阿""飾 「絡会資料"'"阿
'"軸'.'研安姥表刷込悶紙""円X600Ss 封筒(角‘〉口円Xl.ooo
枚「入会第内"'学会の幌薯"'万円 r総会出欠J.riJt究鍋会通知Jハ
ガキ 3万円.ど。

研究金 .11 50，0001金網"運営費外来栂師樹礼会ど@
大 会 費11 120.0001〆ンポ噂働運営責は万問X2l..'鱒師謝礼報酬料金など。
純 金." ω"運営鍵
・4・局運営費 H 切。""雛雌料金、交通'ーなど。

(問合せ先)WLRA(住所前Je)

010月17日-21目

Mex回 nEdu~tion and Recr岨加nAss倒 atioo(AMER) Congre晶朗“L引5ure

and Culture 
Oaxtepee. Mexic。
(問せ先) WLRA(住所前記)

口敏
A割・n-Pacif制， R・.'。帽lizatio例 Planni噌Meeting

Mani¥a， Phllippines 
(問合せ先) WLRA (住所前配)

011月

Symposium on the Role of Public and Private Recreati。門 Providers

San Juan， Puerto Rico 
(問合せ先)WLRA(住所前記)

012月27臼-1月2日
The Int・'Mt・0081Council for Health， Physical Educat刷、 andR・eretion旨 26th

Annual Cor唱~e$$

Wmgate Institute 
、/yingatePost Office 

Israel42902 

Tel. 972 (日) 92951 

02月27目-3月38
American Camping AS5。αation'sN・tionalConvention 

5an Diego， California， U.5，A 

(問合せ先)

Amencan Camping Association 

Bradford Woods 

Martinsv・lIe，IN 46151， U.5.A 

〈 文献紹介〉
o "L創剖，.R民間凶。n&; Tourism A出"配同"

(季刊 US $49.50+航空便代 S10.00) 

(発注先)

Central5ales 

Commonwealth AgJ'ieu¥tural Bureaux 
Far.nham House 

Farnham Royal， Slough SL23BN 

United K川 gdom

o "Le由.M"eStudies" 

(年 3回発行f:22.00+航空便代f:35.00)

(発注先)

The Periodicals Dep・rtment
Associated Book Publ・shers(UK) Ltd 

North 、T'iay.Andover， Hampshire SPtO 5BE 

United Kingdom 

o "International 0・r・ctoryof Le・sureIn旬rmati側、 Centres"
(U5 $14.00+航空便代US S 7.00) 

{発注先)

住4斗tf!日本レタ lエ シヨン…費

8. ，レクリエ一一シヨ J 研究』篤10号の発行日は、研究集会報告の原稿提出の遅れにより 6月初

旬になる旨、事務局より報告があった。

9 第13回学会大会についで、下記司事項が決定された。

(11 事前準備は、本部事務局が符い、当日の運営は 近畿支邸が行ヲ。

(21 専門分野別逮続γyポンウムの内容は、次の通ηとする(.月 7Bの企画委員会案を承

"J.， 
〈行動研究分野〉コーデイキータ 池田勝(筑波大学Lパ不リスト 西山勝次(大阪

産業大学λ藤原進一郎(大阪身障者センタ ) 

〈原論分野うコーデイ不 タ 小国切毅一(奈良女子大学)、パネリスト 影山健(愛

知教脊大学) 薗回碩哉(醐日本レクリエ ンヨ J 協会).仲村 要(同志社大学)

2分野共、テーマ設定はコーディネータ に イ壬する。

10.1983年度研究集会内容についで 松浦 今井両企画委員より案('月 7日企画委員会決定)

が出され、承認された(本 r学会ニュ スJ 2-3頁参照L

11. 19801:手 5月より無料で学会本部事務局のために机を鑓供しで〈れていた闘臼本レクリエ 〆

ヨ J協会が、 5~9 日ょ η その大部分を岸記念体育会館(東京 原宿)より修養団会館(東

京 代々木)に移転させるため、学会が引き続き同日本レク協会内に事務局を置くのには毎

月3万円の借料を支払わな〈てはならなくなった旨、池田庶務委員長より報告があ η 善後

策を協議した結果、本部事務局を1982・田年度幹事の上智大学 師岡文男氏の個人研安室内

に7月 1日より一時移転することに決定した。

12.19回年開酎日本レク 'Jェーンヨノ協会評議員として浅田隆夫氏(理事長)を再選。

13 九州支部金崎理事長より、九州支部の現状(支部会員の減少なと)について報告があった。

14 近畿支部草川事務局長より、近畿支邸の現状(詐欺容疑で京都府警に逮捕された近議支部

役員河嶋鍵爾の除名など)についで報告があった。

15 京都市の公共施設建設に伴う沼地買収交渉に絡む詐欺容媛で 1月四日京都府普に逮鍋され

た河嶋鍵爾会員(京都府)を、学会会則第8条によ η会員資絡停止とすることを決議〈総会

員数535名となったL
16.5月 9日の包本学術会議と学協会との懇談会出席者選出は 会長・理事長に一任するこ

とに決定。

17 第14回学会大会 (1984年度)の開催予定地を鹿児島察鹿屋市 鹿屋体育大学にしてはどう

かと浅田理事長より後寮があり 承認され、関係当局と交渉することに会った。

E盟国 〈国際会議の予定〉

07月四回-248
World Federat町、。千 MentalHea比hC。奄Ve"

Special Ses問問。n“Leisurea Critenon of Mental Health" ~ 
Washington. D. C. U. 5. A 

(問合せ先)

World Leisure and Recreation Associatlon(WLRA) 

345 East 46th Street， United Nations Plaza 

New York， N.Y.I0017， U.5.A 
Tel. 212(697)8783 

09~18目 -25S
Internatior咽 IFederati。向。fParks and Reereation Admin・strators
-5p・c凶 Sessi町、。nChi凶ren'sPlay Activitiesー

Barcelona，5pllin 

(問合せ先) WLRA(佳所前記)

010月14日-16目
L創 sureInformation Network (LlNK) n Congr・55，The Netherlands 

WLRA((国際会機の予定〉の欄参照)

〈世界レジャー・レクリエーション協会 (WLRA)について〉

米国ニュ ヨずークに本部を重〈世界レ n レクリエ シヨノ協会 (WLRA)への入金申

込書が学会事務局に届いております。ご興味のある方は、返信用封筒 (60円切手貼付)を同封

しで、学会事務局にご請求下さい。

l個人会員 U 5 530帥(年会費)

学生会員 U 5 515.00 ( φ ) 
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松戸良 12，000円村藤善次 8，000同議周澄子 8，0冊円

八尾勝 8，曲。円涌井雅之 8，000円
(中部〕

(愛知)勝瀬幸貞 13，000円 川村美男 16，000円鈴木尚子 12，000円
船江道弘 8，000円

(静岡)原因克己 8，000円
(長 野)中込用医彦 8，000円
(寵山)竹内雅和 8曲。円

(近・〕

(京都)舵道生 12，000円大概寅之助12，000円小林忠孝 19，000円
近藤英男 23，000円 沢国思表稔 8，000円

(大阪)今西俊次 8，000円 神崎糟 8，000円寺岡一郎 12，000円

中島勝政 8，000円 中村茂高 8，0回円西山勝次 8，000円
長谷川修一郎19，000円 馬場太郎 19，000円 梅田鑑三 8，000円

藤田好茂 8，000円見正秀基 8，000円三給稚久 8，000円
山本葵男 8，000円

(奈良)時講次 9，000円瀬崎節子 16，000円丹羽勘昭 8，000円
(滋賀)聡弁事喜子12，000円清 水源太郎16明。円国司昌宏 '，0帥円

(三重)万般騨郎16，000円ー確固匡肖 16，000円

(兵庫)谷内芳彦 8，000円回端木 8，000円
[中国四国〕

(岡山)早川忠光 12，000円
(鳥取)遠藤和輝 8，000円

(山口)河村文人 12，000円羽 田 寅 12，000円
九州〕

福岡)小関康之 12，000円角悶良チ 16，0凹円内藤宗紀 8，000円
| 山崎勇視 8，000円

大分)上島修臥000円

佐賀)小liI佐和子 8，0曲円

熊本)生因由美子 8.000円
i ...特別会備

大・・R園]
| 金鍾仁 12，曲。円{uS S60.00} 

I (…]  
諸J電 絡 8，000円 (US 140.00) 

i 山口繁雄 8，000円(uS $40.00) 
1・・掌全会員

| 鬼湾智子 2，0曲円 金美香 2、000円(uS S 10凹) 図ロやみや子 2，0岨円

| 千葉自美子 2，000円 渡辺美千代 2.000円

く新入会員> (19田年10月31日-1拙制月26日承罵}

砂正会員

北村辰夫(日本大学入久保木優(臼本大学入怯林撃(日本大学λ高繍 寛(京都新聞社〉

主因順子(主婦)、相馬参右樹門(福弁県I'n.字国川光雄北線明美(醐日本レクリエ ンヨ

〆協会k鈴木 誠(東京農業大学k渡辺範久(回原農業改良普及所)西村清己(広島大挙樋

山分校入植屋悦男(中日本体力問題研究所λ木村博人(順天堂大学〉石原福造(大阪YMC

A)、勝失光信{江戸川区役所k相馬正弘(相馬ラ J ドスケープ計画事務所λ滋辺貴介(夜京
工業大学}

砂特別会員

CHASE David R. (ペノ y ルパニア州立大学)

砂掌生会員

伊藤順子(日本体育大学入ニ上音洋(玉川大学)

・費助金員

醐ツクダ(社長個実施k上俄祐朗(長野県)

学会ニュース
必29

OCTOBER 1983 .. 日本レクリエーション学会

く第7掴日本レクリエーシヨン学会大会 1拙年度総会‘

=開催要項= 〆

'1岨2年度会計監査報告

-1983年度事業案 予算案審議

・会則改正案(第6粂 19条)審議

.C理事会の運掌に閉する規定」

改正案審議

・その池

5 大会参加賀正会員特別会員 1，000円

学生会員 500円

費助会員 無料

金国レクリエ{ンヨノ

大会参加費納入者 無料

その他一般の方 1，500円
6 莞表者への途窓

111発表時間は、発表12分質問 3分です。 (10分ベル 1園、 12分ベル 2園、 15分ーベル3周)

(ZI発表資料を配布される方は、 50部(ン〆ポンウムは、 100部)を当日受付に提出して下さい。

(31スライド映写の方は 発表の30分前までに各発表会場受付に提出して下さい。

@C絡会への出欠ハガキ」備官回会報に同封)は、問月四日嗣必着でご返送下さい。

@C学金大会への派遣廟」が必要な方へ

返信用封筒 (60円切手貼付)を同封しで事務局へお申し込み下さい。

@学会大会不参加の方へ

「学会大会プログラム(含研究発表 ン〆ポジウム抄録)"希望の方は、郵便振替(東京 5

-42971) にて学会事務局へ670円(合 送料)をお送り下さい。

一166

• rレクリエーション研究JIIII欝会員

聞東学院大学図書館

〈退会会員>回目年10月31日-1983年 4月26日承認)

.A会員

大野サク(オート電機l春回八重子(青山学院大学L松井喜三(関西YHセンタ ご逝去k
大坪利生(日本医科大学病院)古賀登美子(川口市戸塚体育館L新国伸三(九州芸術工科大

学)

〈会員資格停止〉

河嶋健爾(京都府 東山動労青少年ホーム)

3夏由 詐欺容疑で京都府瞥に逮捕され、会の名誉をき損したため、会則第 8条にのコとり、

19回年度第 1団理事会の議決を経で、 5月四日付文書て'会員の資格停止を申し渡したロ

〈資料頒布〉

0健銅誌『レクリヱーション研究』第2丹(1973年) 第3号(1974年) 第4号(1975年) 第5号(1976
年) 各号 1.0ω円(送料200円)0'虫学金大会研究発表抄録i
・日本レクリヱ ンヨン研究会(1964-1970年)発行

第6'7回大会合併号(1970年)
代金 1.000円(送料20円)

・日本レグリエーシヨ〆学会0971年-)発行
第3圃 0973年) 第9回(1979竿) 第10回0980年) 第11周(1981年) 第12回大会号(19治2年〉
各号問。円(送料170円〉

。『レクリエーションの定義~辞典 Encyclopaediaより-JI日本レタリエーンヨノ研究会発行)
500円(送料170阿)

場上記資料ご希望の方は 郵便振曾(東京5-42971'日本レクリエ y ヨン学会事務局")にて、ご注文
ご送金下さい。

く勤務先・住所などを変更された方へ〉

同討の薬害にで必ず事務局にお知らせ下さい(変更箇所lニ赤でア J グ ライ Jを引いて下さいL次凶r会
員名簿』の原稿tいたしますので、正確にご記入下きい。

くおことわり〉

0'レクリエ ノヨ J 研究』第10号は 印刷所の都合で 発行'"月中旬になる予定です。Lばらく合
待ち下さい。

0'会員名高』の訂正事項は、 rレク')エ ンヨノ研究』第10号及ぴ『学会ニュ スJ io29(9月発行)

l縄載します。

会報「学会ニュースJNo，28 

発行H 昭和田年 6月11日

責任者 日本レクリエ ンヨン学会

理事長 浅田隆夫
編集広報渉外専門委員会

事 務 局 マ150東京智渋谷区神南 1-1-1

岸記念体育会館

(財)日本レクリエ ンヨノ協会内

電話 (03)4ω54刷

郵便振替東京5-42971

「日本レク，)エ ンヨノ学会事務局」

= プログラム z 
I 研買発車

( A 会場】 視聴覚宣 (5信}

川 扇 | 発 表 演 園 | 演 者 ! 所 属 | 座 長

学生のレジャ 行鋤と受友則舗についての研
'1'回i究 l栗原邦秋 i東海大学大学院 l

i 1-と〈にライヲスタイ印刷か
219:151大学生の余暇活動の変容 l日比野朔脈 l京都府立大学 l西山勝次

s l'初1;';長与のスイミングλタール参加対する担|椛沢聖子|臼 本大学 11大阪産業大学)

41 ""1:君主主品る家庭婦人ソフトボルクラブ盈!大杉埠子|作陽音楽大学

51 10 : 00 1 開窄~~~:;;~~;:~~~~~~- !今野 手|日本大学

e |叩咋ぷ汚出ttFF |宮川I 雅 1"本大学17iaJ~ ;; ~~ 
7110:301企業内 lおける健康づ〈りの実舗についで l星野敏男 l明治大学
8110:451働労者の健康体力【関する同室冊究 l繍 山 文 人 i筑波大学大学院

9111田|mt警官患者に州日酬のレク胡へ|鈴木 定|順天堂越谷病院

101U:151肢体障骨脊の運動興嫌に関する考察 l金 命作 l釜 山 大 ¥ 

叶'1 1日 "1 官製品エーンヨノ幅減人何者 1緬屋悦男 r~瓦τE司t142育大三
1121，1.，，1

スポノレクリエ J ヨJ輔チ者{輔1"lc 

'" 

'1'1 1^ >!1'-/'1.- 7'} .1C--，~/./if+f: (M"tfi.lu L = .r_1神余川県総苧り
12 111:451 ~;:;~t. .:::~ :::-:: ::;:~，-;.;::::;~.. '''''-1村上茂子 1ハピリテーIU.""'I鋼傷者"対するテニス指導の試み 1" . .L 

'... 
'1ン セノター

1'12曲|良野区以主:1日五五 Fク夏季大会|鈴木秀鯵|関東学院大学 ム ， 

山 51物 等 け 明 書 酬 幡 町 二 | 角 回 亨 子l翌 日開 1( で山 みj
叶2叫ゲトボル活動の普及と変化 |問中史川FJV昔| 大

【 B 会 場...号室 (6階)

hi喜重l 発 表 演 題 | 演 者 | 所 属 ! 班 長

1l'回|耐=レタ"エーシヨ小川寿 !大阪産業大学 l

2l'時|抑制ニ削……-1山本清洋12品安芸!池困

I"{民晴における輔J i:;'JUlf，fJ と | ，--.. ~I (筑波大学)
方法の検討と手誌と Lでの質問紙 l 

哨発

41""1ぷilLi晶F船社会閥的要因の|梅老原 修|東京大学大学院

バ 10岨122ILA自説話聖設における有利施設!図 畑 由紀夫|石勝エクステリア

疑ド110叫雪量EF11前::!:炊事空精査より i村上美 ，L1石勝ヱクステ"ア 1tt??
1， 110釦lUT官ZZlj←ションの酬の変遷

"1永嶋正信l東京農業大学 11コノサルタ|
1 1 恥日光地区の制閑6ついで 1 ¥ ~ツ / 

削 8 1，0 “!?Z22ぷ
!~IIIIT~~~II) 中嶋侮緩|幸 E 語主主

機 19111曲l野外措働から自然活動へのアプロ チ 纏 本 建 一I(財) 8本余暇
l文化掻興会

10111:151キ守〆パの傷事方法に関する猷み 谷戸一種|東海大学大学院|う神宮外国語f
11111:301海外長期キ守 J プの効果について ¥大学 ノ

12111:451クロスカシトリスキの衝動ついて |外川重信|筑波大学

叶 z岨1.，一朝日帽怪こ附相貌 l村 上 利 栄i鏡検大学大学院|市川遁チ

u12:151とiA7一訴訟E主EZZ品E空対策
1，'、松武維|日本大学l'神戸 YMCA)

泊四磁調阪 8、 ..，区間



E 理事会

1983年度第 2回理事会を開催いたします。

[ 時 間) 12帥 -1:OOP.M 
〔渇所〕研修室 !ta4 (6 ~皆)

E 輯 会

1983年度総会を開催いたします。

[時間) 1 :00-2:00P.M 
〔場所) 606号室 (6階)

U 専門分野別シンポジウム(原論分野)

[ 時 間) 2:45-4:30P.M 
[場所) 606号室 (6階)

{テーマ) 現代社会におけるレクリエーシヨ/械念の再検討

~我国のレクリエ ション研究史からの問いかけ~

[コ ディネータ ] 小田切毅 (奈良女子大学)

(パネリスト〕 薗困傾哉(財 日本レクリエ←ション協会〉仲村要(同志社大学)影山健

(愛知教育大学〉西野仁(東海大学)

謙三笠宮権下のご也席

3:20-3:55P.Mの35分間、本学会の名誉会長でめられる三笠宮崇仁親王殿下がシ

ンポジウムに参加されます。殿下からもど発言をいただく予定です。

V 懇親パーティ
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E霊園 く第37回全国レウリエーシヨン士会、

z 大会内容
。一重土且J!Q1!1盟国L
会場大阪市中央体育館 (TEL.06 (941) 5096 
12:30-14:20 オープニングジョイ、開会式 日本レク協会軍動方針製明、大会日程観明

14:30-15:45 シンポンウム

テ マ '21世紀をひらくレクリエ←ンヨノ」

議師大阪体育大学学長 加藤橘夫

松下電器産業株式会社取締役 高岨敬

前全日本女子バレーポル監管 生沼スミエ

司 会 NHK綴問アナウノサ 北出清五郎

15:50-16:20 歓迎のつどい

♀量主且J!Q旦盟血盟
18:00-19:00 全国交歓のタベ

会合暴 大阪府立体育会館 (TEL.06 (631) 0121) 

2豊主旦~旦旦E盟且
9:00-11:00 研究協織りO部会)

会場 大阪市教育青年セノタ (TEL. 06 (943) 5021) 
大阪府立青少年会館 (TEL.06 (9(2) 2(41) 

内容は)レク指導者、 121高齢者レク (31レク行政、 (41地域レク組織(51子どもとレク、 161

学校レク、 171職場レク、 (81身障者レク、 (91野外レク、間レクと健康体力づくり

援第 1. 2 . 3 . 5 . 6 . 7 . 8 . 9 g~会の助言者または笥会者として 12人の学会員が参

加しますロ

(企画委員会L
6 広告協賛団体募集 (1学会ニュ スJ JD.29' I学会大会プログラム，)の要請(事務局L

く第2回常任理事会報告〉
日時 1983年 9月208似) 5 :00-6 :OOP.M 

場所立教大学 5号館第 1会議室(東京都'豊島区)

出席者浅図(理事長)池田進士 高橋前野松浦電下以上7名。委任状2名。

浅野 麻 生 西 野 師 間 以 上 勝事4名。

1 入会希望者14名(正会員14名)の入会と退会希望者 2名(正会員 2名)の退会の仮承認(総

会員数551名L
2 第13回学会大会についで下記の事項を決定した。

(11日程会場(本会報 1貨の通ηL
121研究発表の座長選出は、進土企画委員長に一任。

131専門分野別 y 〆ポジウムは 時間の関係でく原論分野〉のみとし、パネリストに新たに西

野 仁氏(東海大学)を加える。〈行動研究分野〉は、来年度の大会に延期する。

(41名誉会長 三笠宮殿下の敏待役は、会長理事長とし、ンンポジウムの会場でご発言をお

願いする。

151近畿支部より提出された運営委員会組織を承認。

161学会大会終了後 会員懇観パーテ 4 を開催することを決定。

3. 19回年度総会繊閣を本会報 1頁の様に決定。

4. レクリエーンヨン研究』第四号発行の報告と、第11号への役補募集の依頼(編集委員会L
5 第 4回研究集会 (11f!26日開催)の内容を検討し、レク政策の分野を切り雌して行うこと

に決定ロ

6 広告協賛団体 (1学会大会プログラム，)獲得のお願い(事務局L
7 近蹴支部長 膏木泰三氏より学会大会用宿舎として大阪ガ デ〆 パレスというホテルの

紹介があった旨、報告。

8 鵠国レク学会が、会員を学金大会に派遣する予定がJちる旨、朴 元任会員が手紙(私信)

で知らせてきたことを報告。

9 高健常任理事より、来年9月24日-28日にフランスで世界レンヤ レクリエー γ ヨノ協

会 (WLRA)の研究調査委員会主催による「自由時間と余暇に閲する世界研究会議」が開

催きれる旨、報告があった。

E圏直面 〈国際会議の予定〉
011月

Symp醐 umon柏 eRole of Public and prillate Recre副。nProllid・，.
San Ju・n，Puerto Ric。
(問合せ先)

World Lelsure and Recreahon A目。ciat・on(WLRA)
345 East 46th Street， United Nations Plaza 
New York， N. Y.I0017， U. S. A 
Tel. 212 (697) 8783 

012月27日-1月2日

The Internat。聞ICouncil f町 H・alth.Phys・calEducation and Recretion's 26肋

Annual Cor喝vess
(問合せ先)

Wingate Instltute 

Wingate Post 0仙"

Israel42902 

Tel. 972 (53) 92951 

02局27目-3J}3ao蝿4隼}

American Camping A回目iati開通 Nation・IConllention 
San Diego， California. U. S. A 

(問合せ先)

Amerlcan Camping Association 
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置置由 く1曲3年度第 4-6固研究集会〉

=開催要項=

011月26日出 2 :00-4 曲 P.M
テーマ 「わが圃におけるレクリヱーγョン掌の体系化に闘する研究{その 6)

~レタ孝敏育を中心として-，

会絹上智会館第3会繊室

(東京都千代田区間抑J7-1 TEL. 03 (238)叩04.37回
国電総武線・中央線、地下鉄丸ノ内線四ッ谷駅前

話周縁供者 藤本祐二郎(日本体育大学) 高橋和敏(東海大学) 田中祥子(戸韓国盛大学)

コディネター 松浦三代子(東京女子体育大学)

01月148出 3:00-5曲P.M
テーマ rわが園にお11るレクリヱ ション学の体系化に聞する研究{その7)

~レク政債を中，むとして-，

会渦上智会館(予定)

(東京都千代田区間開7-1 TEL. 03 (238)酬

国電総武線中央線、地下鉄丸ノ内線四ァ谷駅前

話題緯供者 ・新潟県長周市のレク政策についで

小休秀夫(長岡市レク，)エ←ンヨン課)他

コデイネタ 今弁毅(日本体育大学)

03月10自民) 2: :00-5 :ooP.M |肉 響 レジヤ←- …一河…ン比一に
会矯上智大学(予定)

発表申込ハガキに住所氏名電話番号 学校名 論文テーマ指通事教官を朗記の上、

2月18日出迄に事務局へお送η下さい。学会員外の方でも結摘です。

園田 く『レクリ工ーション研究開11号投稿募集〉
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E冨園田 く1983年度第1固常任理事会報告〉

居時 198:1年6月2日5日出 1:00-1 :50P.M 

場所東京農業大学遊園学科特別研究室(東京都世田谷区)

出席者浅田{理事長〉進土松浦J..J.J::3名。委任状 4名。

麻生西野師岡以上幹事3名。

1 入会希望者 4名(正会員 3名・購読会員 1名 ) の 入 会 退 会 希 望 者 1名(正会員 1名)の

退会を仮承認(総会員数日9名〉。

2. レグリエ ンヨノ研究』第IO号の発行日は 7月下旬の予定との報告(編集委員会1

3 第13回学会大会の研究発表申込を各方面に積極的に呼びかけることを要請(企画委員会L

4 第13回学会大会専門分野別シ〆ポジウムの進行状況の報告(企画委員会L

5 第 2回研究集会は 9月20日同午後 6時四分より立教大学lおいで予定通り行うとの報告

Bradford Woods 
Martins引lIe，IN 46151， U. S. A. TEL. 317 (342) 8456 

09周24日~羽目 (19制年)

World Research Congress on Free Time and Leisure 
(問合せ先)

WLRA(前記)

く世界レジャー・レクリエーション協会 (WLRA)について〉
米国ニュ ヨ クに本部を宣言〈世界レジャ レクリエ ンヨノ協会 (WLRA)への入会申

込書が学会事務局に届いております。ご興味のある方は、返信用封筒 (60円切手貼付)を同封

して、学会事務局にご請求下さい。

|個人会員 us.却帥(年会費)

学生会員 U S $15.00 ( <- ) 

園 田 く会費納入のお腰も、〉

1983年度の会費(正会員ー特別会員 4，000円 (uS 120) 学生会員 1.0凹円 費助会員

20，000円以上)の納入期限は 6月30日でした。来制の方は、至急納入されるようお願いい

たします(近畿 九州支部会員の方も直鑓本部事務局へ納入しで下さいl。
なお、前回の会報 (1学会ニュースJA'Q:28)に昨年度までの会費未納者として発表された

方々は、その記載額をお支弘い下さい。

領収書は、納入時に郵便局から擁される「郵便振替払込金受領国~をもちまして、かえ
させていただきます。正式の領収書をご希望の方は、事務局までご一報下さい。

万がー、今回の請求と会費納入が入れ違いになりましたら ご容赦下さい。

く新入会員> (!四時4月27日-9月四日承認分}

惨正会員

根木富久子(東京都〉高倉正治(日本YMCA同盟L清水富弘(著渓学園λ横山文人(筑皮大学

*学院λ中嶋線維(大阪薫英女子短期大学)岡本伸之(立教大学k三浦唯敬(淑徳保育生活

文化専門学校k田中受軒(財 公園緑地管理財団)、山本清洋(岡山県立短聞大学).家本珪

(平安学閏k村上美江 田畑由紀夫(株石勝エクステリアk綿図育代(日本大学)栗原邦

秋三宅基子谷戸一雅(東海大学大学院)、 WALSHMary(イリノイ州立大学大学院)

砂腸説会員

日本体育大学園書館

〈退会会員> (!曲持4月27日-9月四日最麗分)

砂正会員

瀬崎節子(大阪キリスト教短期大学L馬爆太郎(プール学院短期大学 ご逝去)，J!I口貢(横

浜国立大学)

く資料頒布〉

o.圃箆『レクりヱ ション研賓j 第 2号(1973年) 第 3号 (1914年) 第 4号 (1915年) 第 5

号(1976年)

各号 1，000円(送科目。円)

。『学金大会研究発表抄録』

呈且ieクリエーン司ン研究令(1964-1970年)発行

第 6. 7回大会合併号 (1970年)

代金 1，000円(送料200円)

-g本レク')エーショシ常会(1971年-)発行

第 3回(1973年) 第 9固(1979年) 第10回 (1980年) 第11固 (1981年)第12回大会号0982

年)

167 



各号:500円(送料170円)

。『レクリヱーションのli:‘~毒事典.Encyclo同・diaより -j(日本レクリヱ ンョシ研突会発

行)

代金 500円(送料170円)

*上記資料ご希望の方は、郵便娠替(東京 5-42971r日本レクリエ ンヨン学会事務局』に

で、ご注文 ご送金下さい。

く勤務先・住所なとを変更された方へ〉

前回会報に同封の美香にで必ず事務局にお知らせ下さい(変更箇所に赤でアシダ ライノを

引いて下さいL次回 r会員名簿』の原稿にいたしますので 正確じご記入下さい。

くおことわり〉

0"(;会大会の準備等の関係で、「学会ニュ スJA'O29の発行が大変遅れたことをおわびします。

0'会員名湾』の訂正事項は 紙面の都合上今回は掲載を取りやめました。ご了承下さい。

く事務局移転のお知らせ(再>>

r学会ニュ スJNQ28でお知らぜしま

した通り、 7月 1臼也よ η学会事務局は

下記に移転しました。

郵送物等の住所をお間遠えにならない

線、よろしくお願い申し上げます。

Ie 

〒刊2東京楊千代図区紀尾井町7-'
よ智大学師岡文男研究室内

〈電話番号】 田 (2珂)39ll 
園電総武..・中失銭。地下..丸ノ肉鎗四ッ谷駅下車

後歩3分

会報「学金二ユースJN，，29 

発作目 昭和周年10月15日

貧任者 日本レクリエ ンヨノ学会

理事長 浅図隆夫

編集広報渉外専 門委員会

事務局 〒102東京都千代困区紀尾井町 '-1
上智大学 師岡文男研究室内

電話 (03)238-3911 

郵便振曾東京5-t2971

「日本レクリエ ンヨ〆学会事務局J

liII <第14回日本レヲリエーシヨン学金大会>

= 開 催 要 項 =
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4 大会参加費正会員持別会員 1，500円

学生会員 1.000円
呂誉会員賛助会員

全国レク 'Jエーンヨノ大会参加費納入者

その他一般の方 2，000円

-研究発表申込み要項 =二

1 発表資格 1984年度会費を納入した会員

2 発表形式口頭発表

3 登壇出数共同研究をのぞき 1人 1回

4 発表時間 …組問オ(質問 3分を含む)

5 発 表 申 込 同 封 の 申 込 書 に 所 定 事項を記入し 返信用封筒(120円切手貼付 85版の

主主主Lを添え、事務局ヘ郵送しで下さい。

6 発表申込締切 1984年 8月25日(土JI厳守)

7 研究発表論文集('レクリエ ショノ研究υ第四号)原稿提出 申込書を受理後、 1週間以

内に、事務局から規定の原稿用紙を送付しますので、タイプまたは儲書によ

る字書き(墨字)の横書きで 2-6枚の偶数枚 (3，800-11，520字)原稿を作

成しコピ 1部を添えで 9月20日開(必着)までに学会本部事務局へお送

り下さい。

※会員懇親パーティー

大会前夜II月3日(士祝)7:00-9:00P.M 鹿嬰駅前南国グラノドホテル

(Tel. 09944-4-5511)において開催いたします。会費は4，000円です。 奮

フでご参加下さい。

。「大会・懇線パ ティーへの尚欠ハガキ，(同封)俗、 9.R29日出必着でご返送下さい。

。 r学会大会への派遣廟Jが必要な方は、返信用封筒 (60円切手貼付)同封の土、事務局へご

報下さい。

※協賛行事 全国レクリエ γ ョン大会(%-%鹿児島県)への参加(県内の方1.000円
県外の方 3.冊。円)も希望される方は、事務局へこ一報下さい白

特別企冨

野生の王国 B日間

戸フリカ・サファリ大自然の慌

・?31噌￥342.000{I\i'\~~~，"..，~)
.ご出発目

百F百画面三百而弓両面
12月 14日刷 21日附 2s日付。

1月 48刷 11日嗣 25日刷

2月 8日刷 22日嗣 29日嗣

3月 14日嗣 "日掛

特別企画

戸フリカ・サファリと A 曲

古代エジプトの旅 、，'11>'-'

開 lF￥459.000慌LqM

.ご出発日

-旅行代金お一人様a5.000同 .旅行代金ぉ一人様255.000同
剤使 3月出発(;1:&.0副開 策 3月出発1;:'2(15園陸伺

.出発日 . 出 発 日

1月/12日同・19日嗣・26日榊 1月/14日出・21日出・28日(土)

2月/2日嗣・9日出・168刷 23日同 2月/4臼出・10日(針II日出・18日出・25日出

3月/1日嗣・8日同 15日榊・22日嗣・29日同 3月/3日出・10日出・17日出・24日出・31日出

..回申込み お開会せは

ft 08-846-0161 
回目忠実温公結叡箇体旅行新宿支后

〒160東京都新宿区西新宿 1-18-8 新宿スカイピル

担当佐藤中沢

E国 <Wレクリヱーション研究』第13号投稿募集>

期間 1984~f.1l月 24日1)必着

規定 『レクリエーンヨ〆研究』第10号最終頁参昭。

・必ず コピ 3部を添えて提出しで下さい 0

・校正は輔集委員会の責任校正とします。

3 郵送先 〒102東京都千代国区紀尾井町 '-1

i刊大学師同文男研究室内

日本レクリエ y ヨム〆学会編集委員会

匪霊園 <1983年度総会報告>

19回年10tJ30日([])午後 1叫-2時太阪府立労働セノタ において 19回年度総会が周怖され

た。浅間理事長の閉会の静 江橋会長の挨拶の後、議長としで膏木泰二氏、議事録署名人と L

てー浦 樹氏 福町芳則氏を選出し、議事に入った。 F記の事項について審議を行い すべて

全会一致で本認可決きれた。

なお、富設の後、浅間理事長より次l叶第14[i可学会大会は1984年II月4日(印鹿児島県焼屋市

国立鹿出体育大学で開催守る-，.疋である旨 通達があった。また、最近設立された緯園レク 'J

エ ンヨン学会について、呉鎮求氏(待河川会員)ょ η説明があった。(出席者 田名)

~[ 

1 1982年度事業報告

「学会ニュ ス」ル，，28 P.5-6に記載。

2. 1982~事度決算報告および会計監査報告
「学会ニュ ス， ，伝28 P.6に記載。

1 1983年度事業予定

「学会ニュ スj Yo.28 P.7に記載 Lた内容に 下記の訂正追加をする。

2)研究集会開催 6@J
・5"27日閣稗別措2官会「アメリカにおける野外教育軒外レクリエとiと2旦.1&

L京家 上官会館1講師 ウィリアム E ニーポス(カリフォルニア州立大挙チコ分校)

・n月26日(1) ン〆ポジウム「わカ可翠におけるレクリヱーンヨノ学の体系化に聞する研究

(その 6)-レク学教育を中心として-，

"1-旦li日Lり シノポジウム「わカ固におけるレクリエ ショノ学の本系化に聞する研究

(その 7)-レク政策安中心と Lで~十[東京上智会館]演者小林秀夫」孟呈旦E土三

リエ ション~.ll.半国主 η子(経済企画庁圏民牛活課)倣 コーディネ二主二全主

笠盟主生宣主主L
4. 1983年度予算

「掌会エ 1 スJh<l.28 P.7-8に記載5

5 会則改正(下線部が訂正追加箇所)

く改正〉 第 6条本会は正会員の他、学生会員、持刷会員 賛助会員型登主皇、およ

ぴ名誉会員を置くことができる。

5 購読会員は、本会の機聞紙を購読する機関団体とするd

く改正〉 第四条 会員の会費は次の通りとする。

2 入会金 1，000円 (4米ドル)

2 正会員 年度額 4，000円

3 学生会員 。 1.000円(大誉院生は除()

4 特別会員 。 20米ドル

5 健助金員 ゅ 40，000円以上

6 鵬首会員 4.000円 (20米ドル)

7 名誉会員 一一一一一

6. '理事舎の軍営に関する輝定」敬正 (下線部が訂正箇所)

<改正 寝事会には、業務を遂行するために次のような専門委員会をお〈。

盤韮'--'里主主亘編集広報渉外財務
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<1984年度総会報告>
1984年 6月 9日(日午後 3-4時、 土智大学において1984年度総会が開催され止。浅川理事長

の開会の辞ならびに後拶(江橋会長は 韓国レクリエーンヨ〆大会に招へいされ 総会欠席の

ため)の後、議長として臼比野朔郎氏、議事録署名人として武凶正司氏、谷戸 雄氏を選出し

議事に入った。下記の事項について寄識を行い、すべて全会致で承認可決された。

(出席者 33名)

1.19田年度事業報告

[ 家業〕

~~ 

111 第13回学会大会開催

10月初日聞大阪府立労働セ〆タ (大阪府大阪市)

・研究発表29岨

・専門分野別連続ンノポジウム く原論分野〉

「現代社会におけるレクリエーンヨン縦念の再検討 ~我国レクリエーンヨン怖究史か

らの問いかけ-~

演者繭回碩哉(同日本レクリエ ンヨ/協会λ仲村要(同志社大学弘影山健(愛

知教育大学L西野仁(東海大学)

司会小田切毅一(奈良女子大学)

121 研究集会 6回開催

・5月27日幽特別講演会「アメリカにおける野外教育野外レクり工ーンヨンの現状 1

(東京上智会館] 講師 W山町 E.Niepoth，Ph.D. (カリフォルニア州立大学チコ分注)

通訳田中祥子(津田塾大学)

・6月25日(日 ンノポンウム「わかt翼におけるレクリエ ンヨノ学の体系化l閉する研究

(その 4) -レク資源 レク空聞を中心として~ [東京 東京農業大学J (賞者鈴木忠

義(東京農業大学k杉尾邦江(プレック研究所λ涌井史郎(石勝エクステリア)白布団

豪(ラノク計画研究所) コ デイ不 ター 進士五十八(東京農業大学)

・9月20日制 ンノポジウム「わが固におけるレクリヱ ンヨノ学の体系化に関する研究

(その 5) -レク行動、レク指導を中心として-~ [東京 立教大量〕 演者 今村治明

(千葉大学k大堀孝雄(東海大学L子葉和夫(帥日本レクリエ ンヨ〆協会) コ デイ

ネ タ 松原洋三(立教大学)

・11月26日比) ~ノポジウム「わカ固におけるレク 'J~ ーンヨ J学の体系化に閉する研究
(その 6) -レク政策 レク学教育を中心として-~ [東京 上智会館) 繍者藤本給

次郎(日本体育大学λ高橋和敏(東海大学k田中祥チ(津田塾大学) コーデイネ タ

ー 松浦三代子(東京女子体育大学)

・1月14日出 ンノポンウム「わが国におけるレクリエー γ ヨン学の体系化に閉する研究

(その 7) -レタ攻策を中心として-~ [東京 上智会館〕 演者 小林秀夫(元長同市

レクリエ ンヨン課λ半田真理子(経済企画庁園民生活謀)長困蝦玖郎(東原都生活文

化局観光レクリエーショ什果) コ デイホ タ 今井毅(日本体育大学)

・3月10臼凶卒業論文発表会「レンャ レタリエーンヨンに閉する短期大学大学

大学院等の卒業論文発表会~ [東京上皆会館]

学士論文 10題、修士論文 2腫

131 機間誌「レクリエーンヨン研究J 第11号発行 (3月)

141 会報「学会ニュース」発行

iG.28 (6月).10.29(10月)
(51組織の拡莞

入会者 45名

退会者 12名
1984年 3月31日現在

正会員 504名

学生会員 43名

格別会封 15名
賛助会員 3名

十) 崎読会員 3名

計 568名
[会 議〕

111 総会開催 10月30日回大阪府立労働七/ター(大阪府大阪市)

1982年度事業 決算報告、 1983年度事業 予算案承認、会則改正案承認「理事会の速

!11 事14[llh"合大会閣催

lI/oJ4Ll山鹿J-t!体育大手(腹兜島県鹿屋市)

121 研究費島会開催 数1"1

・6円 9[J([j :..-〆ポンウム r閣退位会カら見たレクリエーンヨ〆研究への視点~ [東京

}科大主) ，寅信除野fiti盤(臼本観光学会 とn大学L古回隆彦(日本生t古学会社会

工学研究所)白石克己，"本ゴ'，A教育学会 玉川大学L田畑典寿(日本遺111学会 千三権

大毛)コ デイネーター池凶勝 w本レクリエ ノヨ J 学会廃蚕体育大孝}

・3月 i旬，oii文稽表会「レ J ヤ レクリヱ ンヨノに閉する短期大学大学大学

院?与の乍濃縮文姥表会」

・その他

131 機関ぷ「レクリエーノヨノ研究」議12号(学会大会号 10月)司毎日号 12月λ議14号(研

究文献目録 3月)発行

141 会報「戸会ニュス」姥行活30(6月).Jii.31 (10月)

151 f1984-1985年度の会員名簿』発行 (8同)

16) rレクリエ ンヨン学研究法~ (仮祢)編集 (1986年 l月発行}

171 組織の拡充 会員の噂得

(都道府県レクリエ ンヨ〆協会およびレク講座金もつ専門学峻 縄大 大学へ「入

会案内」送付金と)

4 会則改正

1119粂

(現行)会員の会食は次の通ηとする。

1 入会金 1，000円 (4*t-'土)

2 正会員年度額 4，000円

3 学生会員 ゐ 1.000円(大学院生は除<)

4 静別会員 φ 20米ドル

5 賛同会員 φ 20，000円以上

6 陽説会員 4，000円 (20米ドル)

7 名誉会員 一一一一

(改正)会員の会費以次の通ηとする。

1 入会金 1，000円 (5米ドル)

2 正会員年度額 5，000円

3 学生会員 。~盟E!...(大掌院生は除<)
4 特別会員 。 笠主L土
5 貸助金員 φ 却，00。円以上

6 既設会員 ~旦i笠主と土i
7 名営会員

5 1984~手度予算案

{収入明細)

内 容

-169 

営に聞する鍵定J 改正案象認

121 理事会開催 3同

4月26日伏k10月30日{目)、 1984年 6月9日(り

131 常任理事会開催 3回

6月25日(旬、 9月20日伏)、 3月22日付。

141 研究企画委員会開催 1阿

4月7日付。

151 編集委員会開催 1["1 

3月10日(υ
{51 rレクりエ ンヨノ概J盆~ 1仮称)出版諸問委員会開催 1["1 

3月17[H!.)

2 19回年度決算縄告および会計監査報告 、

(収支決算・ (j:1983tf.4月 1[1 至 198411'-3 1-131( 1 単 位 pJl 
頃 j 信 … 一品 目 l 

収 入総鰍
jifl 総領

， ヮ11次年唆縄鍾金)

{収入明細)

JR 11 n (.算術 IlR W徹 1J11減傾 が4 '# 
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監事尊川 被 噛
ゐ 深 個I 夫骨

3.1蝿 4年庫事業予定

〔事業]

lHlmmm礼

大 会 ?II 120.000 ノ/.p.，.崎直主主食 15IJI'Il.;ll通謝礼桜刷料令 '.ぞ
総合 同 5.0001;'笠訴慢

1匹傍川必?ヰff' 報酬料金交通貨 告と
権 惚 ω0111'与しク'" 〆.^悔会制佳作会慢なと
(. WI 1'l1 200.000 

バ~ 3.aωoω 

6， 1蝿4'1985j!夢魔役員(選考察員会事)

名営会長 主富栄仁観王殿下

C 繍 tA阿郎(腹 rtl f.本宵大

m 隆夫(臼"戸崎)

山 彦 三 郎 ( 福 岡 大 引

水 禁 {大隊員‘葵k+周期大学}

本忠範(家京農業大手)

闘， ， ( 松 " 商 工 会 品 所 )

理事長自縮刷l 敏(痕海大 ";t)

埋 事秋吉事犯(福岡教育大学)

池 '" 勝(鹿'"体育大学)
今井 綬([1本体育大学)

金崎良 (九州大下)

本下茂徳(日本太芋)

進 土 li十八(Jk: $"農業大学)

鈴木秀雄(関東学院大学)

曲面 図 傾 哉(倒旧本レクリエンヨノ tA会)

問中祥チ(i撃回盤大矛)

凶中郷鎗(日本大亨)

田畑貞舞(千務大1=)

仲村 要(同志社大学)

夏 目 暁(神戸市立母子寮ひよど η荘)

西野 仁(東海大学)

長谷川純ニ(筑波大学)

日比野 朔 郎(京都府立大学)

藤 傘 緒次師(日本体育大学)

前 野 淳一郎(醐スペスコノサルタシア)

松 浦 三代子(東京女子体育大学)

松原洋三(立教大学)

邑下綾治(順天堂大学)

渡辺貧介(東京工業大学)

7 名雀会員{理事会鎗鳶)

小川

塩谷

臼山

高橋

三閉

山崎

監

'A叫
梅

青

鈴

探
事

寿 -(大阪成援会子短期大学)

家 主錐 (8 本体育大学)

源三郎(関東学院大学)

県照(湘徳大学)

逮 郎(園際通在留教大学)

進(第 経 潟 大 学 )

留置2 <1984年度第 1図研究集会>

6月 9日LU，198‘年度総会終了後. -4 :00-6 :OOP. M 上回大学において「間遠学会から見

たレタリエーンョ μ附突の復点」をテ マにンンポンウムを開惜した。パネリストとして.日

本観光学会会長 除野信道氏(上関大学k臼本生活学会彰務局長 吉回勝彦氏(社会工学情究

所).日本生涯教脊学会会銅 白石克己民(玉川大学L日本造園学会編集委員長 図畑剣寿氏(千

議大学)をお招きし コーヂィネータ tムヨド学会常任理事池田勝氏(鹿屋体育大学) ，こ



む01いした

内科l手 作戸会の紹介しはじまり、レクリエ ノヨ〆{ついての研究事剛、レクリエー y ョ

〆のとら 1..ljなと 4 川、で然心令吋畠が行われた。 70包含飽す参加信の中からも鈍い償問 問

組処起ゐなされ 定点した会と1:-，た，

ぷし〈は 機関よと rレグリヱ ンヨノ研究J;ji!;12片 (2/1健行 F定) L':補償する F定である。

箇盟国園<1983年度ー第 2園理事会報告>

日 ø.~: 1983ff1 0~!30lwn 12: 00-1 : OOP. M 

k局所大阪府 '~.'úB跡セ J ター研修き~Lfo 4 

出M管省，[橋{会長)青木(副会長k隼JJI (監事)、 t実I付(1理事長)秋吉池田進士高橋

山中 1中付訟減今井木下長 谷川雌オド('理事)麻生西野師岡(勢集)

委任~.Rt是，，!，， ~野 6名

1 ，[楠協同郎会長の候拶

2 人会借宅骨"名(正会員26名 特別会民 1名 蛾説会HI名)の入金と、退会希望者 5名

(正会>15名)の退会告示認(総会11敵559名L

， 19回年度総会鑓出品魁(察}を承認。

4 九川支部近畿支部活動状況の鰻告。

5 第l'刷〆金大会運営委員長 膏木泰氏の挨拶ーー今後掌金大会左全国レクリヱ ンヨ

J 大会との聞係を明確化する必要がある。

<1983年度常任理事会報告>

日時 1984年 3H22臼(，j;:) 6 :00-8 :OOP，M 

喝所 k門会館高官4会局室

出席省浅川(男事長)進土問中松浦色合下(常任理事L啄生西野師岡(鉾事)

1 1盛土研究企位争!ifHl長よ η、1982.1983年度の研究集会(遭続ンノポyウム「わが国tおけ

るレクリエー/ヨノ学の体系化"聞する"究，)の成果をもとに、学会が「レク'}エ-~ヨ〆
註体系，(仮林}の編集 出版を行つではどうか、との提案があ η，了承され 埋事長 側究

企画委総 19821983i:手度傾究集会連続ン Jポンウム(その 1-7) コーヂ〈ヰ ター 総

傍併司陣地で出版命備委員会(進士五十八委員長)を組継することを決定した。

2 人会希望省12名(正会員12名)の入会と退会希望者 2名(正会員 2名)の内 1名の退会を

(仮)ホ認し 残り 1名全週金保留とし、名誉会員候補として理家会l提案することとした(総

会以教568名L

3 機聞記「レクリエ y ヨノ僻究J 第11号の目次原著論文奮査員編集作業日程について

問中編集委員よ η報告が会された。

4 1984年度総会は、 6月9日{けに東京 上習大学で開催することを決定。

5 第14['J'7:会大会(II月 48(A)鹿児島県 鹿屋体育大学)への参加会員のために、航空券

ホテルの将司時間lの手配を醐ユニオノ ヱア→ サーピス(逮愉大臣登録一般第 400脅銀行

代理底)に依傾し 100名分の手配が完了した旨、報告がなされた。

6 事務局より「レク'}エ y ヨJ 僻究」第11号および「学会ニュース J.rYo:3(]への広告協費社

募集の要請が舎されたロ

<1983年度最 終 常 任 理 事 会 >

臼 院厚 1984年 6月2日L十:) 3 :00-5 :OOP.M 

嶋所 上砕大宇7号館保健体育研究室会厳重

出席者深町(監事k浅図(理事長)秋吉高緬(常任理事l西野師岡(僻事)

委任状縫et'，l: 7名

1 人会品"r1l守4名(正会tl4名)の人会と退会待宅 "'名(正会員 3名)の退会を(仮)ホ

認(総会II敏569名L
2 19841985:rl変役tl温出に関して、常任尾事3名 非役11正会員 3名からなる選考委樋会

('，.;.; F州市各ll1針金組縄し、役剖寝を総会ι後出することを決定。

3.1984午ぽ総会従，'l\.!Jl魁(業)を，~認。

"翌事会 12:00-1 :OOP.M 

121 専門分野矧Ib〆ポンウム

|テマ行動研究骨子のもの コデ付夕 i 千L
コディキ タ 池田勝(鹿屋体育大学)

"ネリスト コ ディネ ターにイモρ

131 申込み

1・研究発表 8月25口(β〆切

・参 加 9H29日III〆切

141 参加費

( …別会t1 1，500ドl
・字句E会H 1，000円

・名誉会U 健助会II 無料

・全国レクリエ-/ヨノ大会参加l後納入荷 無料

・その他般のJi 2，000円

10. rレクリエーンヨノ傾究，.'子会ニ工ース」への1ム;';.t品質社寡集のお願l.1JI事樗同より各理

事lニfまされた。

E盟国 <国際会議の予定>

07月27日

Sympos・umon Sports for Everyone 
(Anah..，m， California. U.S.A.l 

く問合せ先〉

Dr. AlIan V. Sapora 

Department of Le，sure St¥¥d陀 g

University of llIinois 

104 Huff Gymnasium， Champaign 

Illin01S 61820， U.S.A 

Tel. 217(333)4410 

09月24目-28日
World Research Congress on Free Time and Leisure 
(Marly-Ie-Roi. France) 

く問合せ先〉

The CommiSI。凶 O凶 Research

World Leisure and Recreation AssociatlOn (WLRA) 

345 East 46th Street， Vnited NatlOns Plaza， 

New York， N. Y. 10017， U. S. A 

Tel. 212(697)8783 
010月16日-19B

lnt・trNrt.iOTl剖 Confer師、ceon Gerontology 
(Rome， Italy) 

く問合せ先〉

Centre International de Gerontology Sociale 

91 rue Joufroy - 75017， Paris， rrance 

O四国年 3s12日-15目

American Camping Ass。α.t・onNational Conv町、tion

(Atlanta， Georg凶 V，S.A.l

く問合せ先〉

American Camping Assoclation 

Bradford Woods， Martinsville， Indian.. 46151， U，S，A 

019SSJ事8月四日-28日

ユニバーシアード神戸大会大学スポーツ研境会陣 {CESUConfwence Kobe 1製お}

(神戸国際会議湯神戸市)

メインテ マ 変りつつ"る社会と大学スポーア (Univ町制tySporls in a Changing 

Society) 

<1983年度最終理事会報告>

臼時 19841ド6119[，111) 1 :00-2 :30P.M 

刷 所 i叫大;;:7 ~;.結議 4 会掃車

出席者浅岡(埋事長l池田、本下、進士、高崎、田咽、前野、怯減、目下(理事λ麻生、週

野、師岡(僻事} 委任状出席者 10名

1 i，i!; 3 l! ~Jおよび最終常任理事会で仮承認された凶名の入金(正会員 16名)と 3 名の退会(正
会踊 3名)を正式に本認{総会民放B曲名L

2，1984t手喧総会提品峨遡(寮)をiI'''。
3. t-I山税一郎氏(聞東学院大学顧問)と 1980-1983年度顧問を格められた小川寿一 塩谷

宗維 高橋真照 三回司達郎山崎 進の Ji氏を名営会員として総会に惟虜することを決定。

4 今後 顧問は会長を務めた方を権危いすることを決定。

5 夏目 鴫近畿支部事指局長ょ η近畿支邸活動状況報告、大谷普将軍九州支部事務局長よ η九

州支部活動状況報告(代詩)が会された。

<1984年 度 第 1回理事会報告>
日時 1984年 6月29日{釦 6:00-8 :OOP.M 

局所ー上幹会館員百 4会議室

出庸者浅田(副会長k高繍(理事長k鈴本時進土、創岡、田中輔、西野藤本、松浦(理

事〉師向 (19821983年度幹事) 委任状提出者 13名
1 出席者自己紹介

2 人会希望者 3名(正会員 2名 鵬議会員 1名〈校))の入金、退会希望者 2名(正会員2名)

と転居先不明会費滞納3年以上の者41名(正会員34名 特別会員 1名 学生会員 6名)の

退会を承認(総会員数529名L
3 常任理事として秋青池田今井・進士鏑困問中開仲村西野網野松浦宮下

の11名を選出。

4 幹事としで浅野麻生待薄川陶寺島芳賀師岡の 7名を選出。

5 理事会内専門委員選出は、理事長J 任となり、下記の週η決定。各委員長に、次回常任理

事会において業務綴舎をすることを依績することになった。

専門委員会 (0印委員長企印斡事}

・総務 0'"野池図、今川向、"師岡

・研究企画 O進士、箇中(鎌L西野松浦 渡辺‘企麻生、企悔海

・編集 O今弁、秋省、鈴木(秀k回中(祥λ前野、心寺島、 A芳賀

・広報渉外 O鶴田 鈴木(秀k回畑、仲村、ム浅野

・財務 O宮下木下長谷川、張本、松原、企川向

8 学会事務局を理事長 総務委員長の所属機関である東海大学内に移す方向で場備をすすめ

ることが決定され、高橋理事長が東海大学当局と交渉することになった。

7 'レクリエーンヨン掌研究法， (仮称)の編集 出版について、(前)出版箪備委員長進士

五十八理事よりこれまでの経過説明があった後、討議に入り、 1984，1985年度出版準備委員

長として進士五十八理事を再選。委員会構成員は、進土委員長に一任することに決定。

8 機関誌「レクリエ ンヨノ研究J 第四-14号の内容を下記の通り決定。l-(附発行)制由学会大一向
・第13号(2月発行) 原著論文他(従来の形)

-，再H号(3月発行) レタリエーンヨン学研究文献分煩目録('レクリエーンヨノ学研究

法，(仮称)編集作業中間健告

待に、議12持はほ来の「学金大会プログラム(含、研究発表抄録)，の質 量を向上きせる

ことをめざし、研究発表要旨を 1題に付、見聞き頁 (2-6頁の偶盤頁Lン〆ポンウム要旨

をバキリスト 1人t付、"聞き頁 (2-4頁の偶数頁)に掲織することを決定。また、従来

無審査であ勺た研究鎗安安旨も‘編集委員会による原稿事査を行うことを決定。

9 事141司学会大会について F，l己の通η決定。

山日担

・11月 3fllD 7:00-9:00P，M 公民主事観川ーティー

・llH4 Llml l附制 9 凹~印刷A.M、z 田 -1:30P.M 
帽門分肝別〆;-，['!'ンウム I : 45-4 : OOP. M 

く問合せ先〉

'1"650神戸市中央区港怠中島6-9-1 神戸国間交流会館内

耐 1985年ユニパー yアード神戸大会組織委員会

Tel. 078(302)8560 

<文献紹介>
。“し創sureRecreation & Tour・smAbstracts" 

(季刊 28，350円航空便代を含む)

(発注先)

Central Sales 

Commonwealth Agricultural sureaux 
Farnham 目。... 

rarnham Royal， Slough SL2 3BN 

United Kingdom 

口 "Le渇 ureStudies 

(年 3lP]発行 f.24，00 航空便代を含む)

(発注先)

Sweet & Maxwell， Spon (8ooksellers) Ltd 

North 、I{ay，Andover， Hampshlre SPIO 5BE 

Unlted Kingdom 

o "Internation剖 Direct町 Yof Le・sureInfot"rnation Centres 

(USS14個十航空便代USS 7凹)

(発注先)

WLRA((国際会議の予定〉の欄参照)

o "L副 sureand Aging" 

(US S 10.00+送料USS 2.50) 

(発注先)

WLRA((国際会識の予定〉の欄参照)

o "p也ying，Living， Learning" 

(USSI3.95+送料USS 7.00l 
(発注先)

WLRA{(園際会議の予定〉の欄参照)

<世界レジャー・レクリエーション協会(WLRA)について>
米国ニューヨークに本部を置く世界レジャ レクリエ ンヨン協会 (WLRA)への入会申

込書が学会事務局に履いておりますo ご興味のある方は、返信用封筒 (60円切手貼付)を同封

して、学会事務局にご請求下きい。

(個人会員 U S S30.00 {年会費)

学生会員 U S 115.00 ( "" ) 

E醤冨田 <会費納入のお願い>

1984隼彫の会It(正会員・待刷会昌臨畿会員5.000円、学生会員1.500円、費助金員20.000

E旦よLの納入を同封の郵便振管問紙iこで旦互1>旦主主にお願いします。重量ニ斗盟主盟
会員の方も直捲本部事務局ヘ納入しで下きい肉

揖答用紙に金械が記入主れている方は、 19回年度以前の会費量未納の方です。振替用紙に

配された金額を至急お支払い下さい。尚、領収.は「郵便曜替払込金受領証J をもちまし

て、かえさせていただきます。正式の領収奮をご希望の方拡事務局までご一報下さい.

万が一、今回の繍求と会費のお支弘が入."遣いになりましたら、ご容赦下さい。

nu 
η
t
 



iーより…!こー………円|学生会員の隼度会費が500円値上げされました園これは、機関誌「レクリエーシヨノ研究01

を年3回発行するなどの事業の鉱大をはかるための必要桂貨です。慈しからずご了承下さ|

い。 1

<受贈図書報告>

1983年10月-1984年 6月の問、本学会に対し、下記の通η図書の寄贈があ ηました。寄贈下

さった方々には厚〈御礼申し上げますロ

なお、下記の図書は学会事務局に大切に保管しでありますので、閲覧を希望される方はご

報下さい。入手ご希望の方は、発行所にお問合せ下さい。

(奮闘者) 〈縄著者} e・徳雄誌名} i発行所 ，.裕導〉

-進イ1-:1il八邑 ~. h I八 「材からの党組郷十設計請J 息符社 2.600円

.Cこの目で見た進国発 (被)Jト 原 敏 二 「この目で"た遊園姥a史この自で見た造側発足を史」
遺児」刊行会 刊行会(Tel. 03-202-5233) 

3.900円

-田中祥子氏 東京キリスト教女子育 r聖子尻キ<~プの5 年』

年金(東京YWCA}

肺 YWCA1，醐円

四回一則-~2\)

-体育図書野館偽議会 体育図書籍協織会 「惨育図書館愉議会 惨曹図書館協蟻会
雑誌伺録制編 1錨岬ー醐

日本惨宵大子関書館内〉

-日本学術会制限 日本学術会繊 C~科条文献回線 xx咽 日本学術会歳

心理学編昭和'"年 2月'8"

.8本学術会議 日本学術会織 『支科条文献目銭 円本学術会議
社会学薦昭和"汗 1月6日J

.，本大学文哩学鮒 桜門体育学会
桜門体育学会

『桜門体育学研究 ..蝿J 舷門体育学会

.(財}大阪府 (財)大阪府レタリエ
レクリエ-~ョ J愉会 J ヨJ 協会

C，"周年記念"" (財):k;lilii'llレク'(エーシヨ
伊織会

.(財)大阪府 (財)太阪府レクリエー 「軍需"回全国レクリエ y ヨ〆大会
報告書」

(財)大阪府レク'(~←ノヨ

シ協会レタリエーンヨノ構会 ンヨノ協金

.，財)日本女子社会教膏 家庭科学術究所
会家庭科学研突所

「家庭科学」制輯 1号"拙) 家庭科ネ字傾焚所
(国 ω一山一1515)

-東京u 大学遊園学科 東京農業大学造園学科 r造園学箇集J (t98均等 1m 東京農業大学造園学科
{Te¥留一‘鵠-Zl3l)

-東.. 農業大学造園学科 東京農業大学造圏学科 「造園学~集J(19凶年 3 月)

-東京a監禁大学遊園苧科 東京農掌大学遊軍学科 「造園学椅指針J (l9削年4月}

-日本観光学会 日本翻光学会 r研究報告」第10-13号 日本観光学会各1，000阿

(Tel. 03-985-2517) 

-山口泰雛氏 S(RLS タイム パγェ，卜に闘する研究
(U山 ."帆ゐ仙..町e官山r、h陶 町h加加..，向叫 c..nad. ノ

<1984・1985年度会員名簿について>

9月末日発行予定です。住所 勤務先などに変更のめった方は、至急事務局にお知らせ下さ

し、。

学会ニュース Jよ目985

日本レクリエーション学会
発行人/高僑和敏 a・・/広報渉外委貝会

.構局 〒102東京都千代凶区紀尾井町 7-1

上智大学師岡文男硫究室

電話03-238-39U 都便娠替東京5-42971
川l酬[[[川l酬 H酬 H酬 H酬 H川 l酬 l削 H附 H酬 H酬 l剛[[[川H剛山川l酬 H川 H川 H酬 111111111111111111州 H酬 l川 H酬 H川[[酬l酬[[酬l酬 l

第14回学会大会終る

予想以上の参加者数/シンポジウムも好評

84年 11月 4日 鹿屋体育大学

第"回日本レク '1エ ンヨノ学金大会は、新設問 れか均のレタ '1ヱ ノヨ〆研究について」といヲ講

もない鹿児品県鹿屋市の鹿屋体台大学て II月4日 I賓があった。研究方法の問題も含め、今後のレク '1

(日)に開催きれた，参加者は、学生会W80名 般参 ~ーンヨ/研究に対する可能性と方向について、多

加者ll5名と予想を上まわる盛会であった固 くの不唆に富も内容であった.

大会の前夜には会員懇観J、ーティーカ閣かれ 専門分野別ン/ポンウムの最終会は行動研究分

蒲牟図鹿屋市長、早川鹿屋体育大学訓学長をはヒめ 野で「余暇行動研究の動向と今後の方向』といヲテ

多設の参加があった。席上名営会員の三隅達郎氏 マのもと、コ ディネ タ 西野仁、"ネりスト

に 本学会の発展に貢献いただいたご功績を讃え 原因宗彦山口泰雄1[1西正志の4氏によって行

名誉会員として推戴申しあげる旨の名誉会員証を贈 われた.

呈した。会は、なごやカな雰囲気の中に終了した@ 研究の方法論にまとをしぼっての内容は、若手の

大会当日は、天気も上々で まきに学会日相であ 研究者の発表だけに荒けずりではあったが、アメリ

った@鹿震体育大学事務局長岡田参町民の配慮や学 カやわが国の先端的な研究を“まえたヲレツンユな

生諸君 幹事の皆さんの協力により 早朝治句準備 もめで、今後の研究の寸すめ方についてよい刺設を

がすすみ研究発表は予定通 1)，9時から開始され 与えるものてあったと恩ヲ.

た@発表申し込みは2Q題あったが、演者の都合で ンノポジウム途中に 三笠宮妃殿下のご隣席をい

1題カ取り消きれたものの、近代設備を誇る新教室 ただいた。短時間ではあったが 江橋会長のご説明

での発表は、演者にも、聴衆にも、快適そのもので に 何度もヲなづカれていたよヲすであった.

あった。 ンンポジウムは 4時30分に、フロアーからの発

今年か句従来の「発表抄録Jを拡充して'レクリエ 言が、まだまだあったのだカ 帰路の川ス時刻め関

ーンヨ/研究』学会大会号と Lた試みは おおむね 係で打ら切ることとした.各地の研究者がそれぞれ

好評であったと思う e 従来、 1 ぺ-~の発表要旨の め分野で、ここでの論議を継続きれるよヲ望みたい.

みにとどまっていたのに対L. 2 -6ベ ジといヲ 大会を振り返り、予想以上に多くの参加者が集ま

ポリウムでの原稿作成にあたリ、発表者カ勺大変な ったこと、発表内容が等々充実してきていることな

協力をいただいた。しカし、より充実した大会号に どが、印象に残っている。末筆ではあるが運営に

するために 役稿規定め繋備を急がねばなるまいe 尽力いただいた各位 とくに 鹿屋体育大学め皆き

理事会をはさみ、午後方勺は、江橋会長によリ「こ んに、感謝取しあげたい.

<資料頒布>

0健闘誌『レクりエ ソヨン研究j筑 2i; (I973(ド). ~"\3 i}{I974(ド)';A"¥4け0975(ド) あ 5

り(1976Q':) 各け 1，OOO)lJ(送付2001']) 抗日け(1983(ド):2，OOOI'J{送料2001'JJ

。『学会大会研究発表抄録j

. [[本レクリエ y ヨ〆研究会(1964-1970年)づきi，
第 6.71"1大会合併リ(1970年)

代金 1，000円(送料200円)

-日本レクリエ ンヨノ学会(1971年-)強行

続 3I"J (1973;手)・第 9[<01(1979年) 第IOl!.l](1980年) 第111川(1981年) 第1創"1大会リ (1982

:fl 各持 ら凹円(送料170円}

o rレクリエーションの定義~辞典 Encyclopaediaより ~J (11本レク '1エーンヨノ研究会経

行) 日Of11(送料170円)

*上記資料ご希望の方は 郵便振作(東京 5-42971rU本レクリ工 ノヨノ'"1'会事務同"'に

で ご注文ご送金下さ日。

くおことわり>

o rレクリエ ンヨ〆研究』第ll};'は、 部の執染者(編集委員会よ η原稿を依頼したノ'i) の

方々の原前提出か遅れているため 発行が大変遅れ、会民の皆織に大変ζ 迷感をおかけして

います。 9月初旬には必 e発行いたしますので、今しばらくお待ちドさい。

01984.1985年度の会長 理事長挨拶は、次号(10月発行)に街載いえします。

01983年 9H21日-1984年 6J'l29Bホ認分の新入会員および退会会付は r1984.1985年度会員

名薄J の発行をも〉てかえさせていただきます。悪しからず ご fホドさい。

01984年度第 1凶理事会開催日の問M系で、「学会ニュース」彪30の発行が大変遷れましたことを

おわび申し上げます。

0 学会事務局か置かれている師司文男研究室が 上{:'，'大言内l:f'，'会館"符カら 7刀館2階に移

転しました。住所電話a信号に変更はありません。

会報「学会ニュース」凧30

発行日 1984年7丹20日

発行人 日本しクリエ ンヨノ学会

理事長高幡手口敏

編集広報渉外専門委員会

事 務 局 マ102東京偲千代田区紀尾弁町 7-1

上官大学

師同文努研究室内

電話 (03)238-3911 

郵便援符東京 5-42911

「日本レクリエーンヨ J学会事務局j

学会大会を終って

会長江橋慎四郎

全国レクリエ ンヨン大会が鹿児島県で開催され か。鹿屋市にとっては、小なりとはL、え、全国的学

たことに伴って第14回の学会大会も鹿屋体育大学で 会が開カれたのは初めてのこ左でみ爪"年4月「健

開催された。御ゑ知のょっに、"年 4月より学生受 療科学 園際郷市」宣言をした市にとっても時宜

け入れをはじめたばかりであリ、縮政設備もよヲ に適した行事であったといヲことかできよヲ。

ゃく 3分の1が盤備されたにすきず、学金大会開催 当日は予想以上の参加者のもと期待とおりの充実

をお引受けするには不十分な点カ多かった t恩ヲが した発表会が行なわれ、日本の南端に近い、定成途

どんな大学ができよヲとしているかの立舗を会員の 上の新大学での学金大会は申し分な〈成功した。参

皆さんにも見ていただきたいと弔えた。 加者、協力者のみなさまには心カ句感謝を俸げたb、。

鴎児品市より大隅半島へフェリ でi度句ねばな均 私自身会長をお引き受けしておきなが句鹿屋住

白程の僻速の地ではあったが、レクリエーンヨンが いが多〈、会の運営は浅図面j会長、高儲理事長をは

都市居住者だけのものではない以上 また「地方の じめ理事各位に必まカせがちてはあるが今回の

時代J といつことが言わ"でいる以上大都市中七 成功が学会発展のつめステノプとaるよづ微力を

で学会が聞かれていた枠を破って、南の端、鹿屋で 尽したいと念じている。

闘かれたことも大きな意味のあることではあるまい (鹿屋体育大学学長)

新理事長として~現場を志向した研究を

理事長高橋和敏

いよいよ昭和60年を迎えることになりました。日

本レクリエーンヨノ学会も、 14年目になるわけですa

設立以来S脅かわれてきた活動を、更に飛躍させたい

また、レンャー レク')エーンヨ/問題は、常に

現場の実践があリます.レクリエ ンヨノ研究も、

現場に直結したものでなくてはな bつない筈です.も

ちろん基鍵的僚究は、必ずしも重守表現場につなカ句

ないこともあリますか、個人の生活とレクリエ ン

ヨノ遷動の発展を志向し き句にフィード パック

させなが句、研究活動を展開していくニとが、極め

て重要な課題と考えます

本年度から 新たに指導に関する専門分科会が霞

立されました.研究者 実蛾家が尖に同じ問題を

追求できることは、今後大いに期待するところです.

いつぽヲ、学会活動のひとつとして、研究会活動の

成果をかまえながり 研究法に関する出版も計幽

されておリます.本学会にとってはもちろん 世に

役立つものにしたいものです。

学会員の参加励まし合い そして着実な研究活

動を願って止みません.

ものです。

いヲまでもなく 最~ìlî:の社会の動向Ii.まきにニ

ューメディアの出現によって 生活婦道を大きく変

えよ?としております.これはとりもなおさず、レ

ジャー レクリエ ンヲンの分野の在り方にも、大

きな影，を与えることを意味しておリます.

このよヲなとき、まず大切なことは 人閉め幸福

を闘う本学会の研究が どれだけ貢献でき得るカを

改めて聞い直す必要があるのではないかと恩います.

そのためには 学会員ー人ひとりのカもさること

ながら、その力の結集が重要です.本学会員は さ

まざまな分野め専門家によって構成きれております.

学際的て寸ーその特徴を十分生かし、相互の協力

理解のもとに新しい時代にがきわしい学会活動を

推進していかなければならないことを痛感しますB (東海大学教授)

η
t
 



〈宜倒研理会報告〉

レク学研究の

対象と課題

制年12月88(土)上智大学で欄かれた研究会は標

記のテ マのもと高褐和敏氏(東海大教綬)が報告し

40数名の参加者とともに活発な論議を行なった。

高橋氏はレタ学を基本的には「レジャー釘よびレ

ク'}エーンヲノ問題の科学Jと考えr人周が健康で明

るい生活(幸悩な人生)をおくる J といヲ願いを果た

すことを研究の使命とした上で、研究の全体{震を次

のs点に要約Lた。

レク研究は レンャー レタ問題を①客観的方法

で資料を収集 L(デ タ収集)喧実証科学的および実

践経験的なお法で(研究方法}③一般的な理論法

則を発見し(分析は科学的に説明予測、診断し(理

論化}喧用実に適用し‘き勺に問題への対処を計る

(検証評価)こ止である。

つついて研究の対象領繊を①理誼(制度念、歴史、方

法論)②経済産業③意議行動、④活動、⑤プ

ログラム効果、@資源・空間、⑦微育指導者、@

政策、運動、@その他に分ける寮を示した.その上

で学金として取リ組むニとになっている'レタ学研

究法，(仮題)の内容項目案を示し、研究の手法につ

いても分類と監理の裳を遥べた.

参加者との省蟻は レタ学の組み立てを中心に.

手法と対象領織の組み合せの問・、研究領械の分類

の適否の問題が中川しとなった.

また ニれまでの研究めドキュメンテーンヨノと

内容分析が必要(浅図隆夫氏) 現場との協力体制を

(三隅達郎氏)などの声も高〈 これめの課題を相自}

下げるために、 3月には研究合宿カ行なわれること

になったー

(コ ディネーター 西野仁 i度辺貧介)

E出訟を司 現場の実践をふまえたレク哲学の確立を

・・月ヨユー. CC、ヲめが藤本教授の言である。

・・届届温畠・ー・ 研究室の課躯としては、第にレク哲学の確立

抽象論でなく 現場の実践から哲学
日本体育大学

を註明する時代とい九また歌って踊ってゲム

レクリエーション学研究室 するというのがレク実技のベスだときれるが

果して「レク実技j ~:るものが存在するのか 存

全国でも珍しいレク学研究室を鎗する自体大を

訪ねて麗本祐次郎教授の話を伺った.

藤本教授の構想としては、レタ学研究室ばかり

でなく「レクリエ ンヨン学科」そのものを設置し

たかったとのこと.司区実大学基調極等研究協議会の

体育学専門分科会が昭和.0年に作った報告によれば

体育学部には、少〈とも体育学、健康教育学の 2

学科を置き さらにレク専攻を置くことができる

在するとして 何がレク実技プロパなもので、

他治句どヲきか立っているのカをきわめることも

大きなテー?である.

「レタ学をつきつめていくと人間学へ行<.方

法学や技術省をやればやるほど人間学を無視でき

な〈なる.それを基盤にレク学の体系化をすすめ

レク学の社会的認知をはかリたしりと蕗本氏は抱

負を語る.

とされている.そこで自体大{ム昭和田年に『レ 研究室の陣容は轟本氏をチーフに、今井稼働教

ク学科」設置の申舗を出すのだが、あまりに前進 授(レク生活設計鎗)高図良平(レク実技論)小泉

的だったせいか認められず、社会体育学科として 紀雄iレク行事企画運営諭}の両専任訟師、伊葺順

スタートするJ今でも社会体育は呼称で 内実は 子研究貝、さらに平野仁非常勤縁師(レタ実被)が

フィジ方ル レクリエーンヨンだと思っているJ いる.
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プランル千円 、メキンコ コロノピア、ウル

グァイ等の参加を得て ラテン ア〆リカ余暇 レ

クリエ J ヨン協会(LatinAmerican Leisure and 

Recreation Associatio叫が創立きれたとの連絡が

あった。なお 事務局は、プzルトリコにおかれる

ことになリ 設立総会は、..年10月11日に開カれた B

主な事業として 次のよヲな事項が考え句れてい

る。

(1) 地域の主要な情報を相互に伝達しあヲため、

年'01の NewsLetterの発行

(21 地法内の余暇およびレク')ヱ ンヨ〆に関す

る専門家および団体の名簿の刊行

(3) 年 1回、専門的研究についての機関誌を発行

すること

('1 必要に応じて、セミナ一、ワ クν ヨソプ、

ンノポンウムその他の教育的活動を実施するこ

左。

(51 余暇 レクリエー〆ヨン専攻で学位もし〈は

卒業資絡のとれるよヲな専門指導者養成をめざ

す恒久的な地域指導者養成センターの確立をは

カること。

(6) 南米地区全体を徳野におきつつ、各国でも地

'"的配慮の下にユ ス ホステルの建設の促進

をはかること。

(71 南米地区内の学生および教官のため研修お

よぴ交換プログラムの確立をはかり そのため

の協力をすること。

(8)余鍛 レグりエーンヨ〆および関連分野の研

究活動を促進し、協力し、また実施すること@

(91 種々の余暇。レクリエ ンヨンに関する情報

セー〆タ との恒久的な連絡方法についての確立

をはかり 個人および諸機関の専門的情報の検

索の便宜をはかること。

なお、この南アメリカ地域余暇 レク')エーンヨ

ン協会の事務局長には、現国際余属。レクリエーン

ヲン協会の事務局長 N.Mel四 d..氏が蔵佳したa

{組告江暢慎圃鋪)

第 4固

カナダ余暇研究会議

様記会議が昨年5月7日より 10日まで ケベック

大学で『カナダにおける余暇研究の基礎」をテ ? 

に関カれた.各個研究発表及ぴ討論は、次の10領織

に分れて行なわれた.各領績と発表題数俗次のとお

りである.

111 研究方法省 10 

.(21 観光旅行 4 

(31 心理学及び社会心理学的研究 6 

('1 余暇消費及び経横 6 

(副社会学的人類学的研究 日

(.1 生態学地理学及び環境計画 8 

(7) 経済及ぴ計画 9 

(81 地域社会開発

(91 余暇とスポ ソ

同余曜時間調査 5 

計 72

以上めような10の分野に分れて発表と討論がもた

れた ξいヲ点は、わが国のレタリヱ ンヨン学会の

専門分科の構成を考之る上で つの参考になると思

われる。(纏告江嶋慎掴.)

世界レジャー・レク協会

(WLRA) 

の事務局がカナダへ移る

レクリェーンヨン運動の国際的センターである世

界レジャー レクリエーンヨン協会の事務局は昨年

11月にカナダのオタワにあるオタワ大学内に移った.

新しいアドレ λは次のとお'}。

Wo叫dLelSu四 andRl田 reationAssn 

559 King Ed輔 rdAv・n岬

Universrty of Otta抽 O聞脚8

印刷曜，，，，嗣rio，Oana幅削N7N6

WLRAへの入会申込書は学会"務局にあるので、

興味のある方"返信用封筒(曲円切手貼付)伺封の

上事着局までお@し込み下きい.

個人会員 U S $30.00 (年会費)

ー学生会員 U S $15刷(年会費)

璽塞盤翻圏

思っていること 三岡達郎

11月.8鹿屋大学で聞かれる第14回日本レクリエ

ンヨ〆学金大会の前夜祭として、南国グランドホ

テルに齢いて3日夜懇親会を開〈か句是非出席しろ

との連絡を受けたので、他を断って出席したところ

表膨状を受ける破自になってしまった.名省官なこと

に遭いないが、それにも増して気恥カしい思いの方

が傭治った，何もしていない老人だか句.

ニの機会に二つのこεを記しておく a

11¥ は私"学生時代カ句社会事業に入')、留学し

たのも社会事業の勉強が王であった p 縫ってレク'}

l ーンヨ〆もその分野か句のものであったし 今も

そうである.ところが学会は体育閣の会員が多数を

占めているので 諸会合では常にそ凡な考え方も有

るのだナとか‘そんな実砲方面もあるもんだ十なと

と訟の心や目を聞いてくれることが度々であった。

第二の点として言いたい

ことは日本は貿易黒字国

知識赤字国と言われ、レク

リエ J ヨンの分野でもこ

の表現は事実であるといヲ

ことである。そろそろこの

言葉を返上しでもよい頃舎

ではないだろっかと息'.

レタリエ ンヨンに関する日本人的な理念を確立

し、日本人均しい実施方法を編み畠したいものであ

るB 調査方法また然りである。その結果と Lて諸外

国の人たちは日本の00教授の言として それ句を

引用するよヲになるにちがいないのである

知識宥守固か句知識黒字国になりたいものである e

明治維新以来の表現である文明開化という表現の文

化の裏には何左な〈劣等感がひそんでいるように思

えてならない@

若い会貝の方たちの奮起を期待したいe

(国際"'智教大学名誉教授)

〈研究会予告〉

その長 私は会貝であることて1、ろいろ教え均札、 写真... 懇慢舎であいさっされる三隅氏。

徳野を広〈してきたと感謝の気持ていっぱいである固

.話題

-c::.....-c::......-.;:".__-c::....-.'<:>..ーも_$."<:::.__"'<:>0_$."<::>.__-'::::'.

レジャー・レクリエーションに関する

短大大学・大学院等の卒業論文発表会

-日時 1985年3月16日(土)14:00-17:00 

・会 場東京農業大学(東京世図谷}

・ 発 表 申 込 ハ ガ キ に 住 所 氏 名 電 話 番 号 学 校

名 論文テーマ指導教員を明記の上

2月四日(土)迄に事務局へお送り下さ

い。学会員外の方でも発表できます.

1985年度研究会の開催要領の詳細は未定でオカ、'.の

ような計画で実擁する予定です.

."2圃1985年4月 レク'}エーンヨンの歴史原論

・第3固 s月 レタリエーンヨノの意識と行動

・第4図 6月 レクリエ ンヨシのサピス

(人材、組織運営)

-第s園 10月 レタリエーンヨンの方法

(活動、プログラム)

.".固 12月 レクリエ}ンヨンの環鵠

(設備範依空間)

・"7回1986年1月 レタリエ y ョンの施策

(需要嶋設展開、運動)

〈国際会園陸の予定〉

01985年 1，1)128-15悶

Am・同~O倒町)1/11[ A$s関t¥lonConvent側

(Atlanta， Georgia. U.S.A.J 

〈開会せ先〉

A_回 nCamping A暢ociation

Bradford Wo<姐5，Marti問吋le，Indiana 46151 

01915隼 8"218-28目

ユエパーシアード神戸大金大，スポーツ研究会.

(CESU C側、，}"・間・ Kobe1985) 

(神戸国際会議場神戸市)

メイノテーマ 変りつつあるを士会と大学スポ ソ

(University S駒市 ma Changing 

s。αety)
〈閉会せ先〉

〒650 神戸市中央区，~島中島 6-9-1

神戸国際安i定会館内

(財)t9851f-.:t.ニバ-，アード神高大会組織委員会

Tel. 078 (302) 8560 

.，錫~2"5 困-68

園陣スポーツ科掌シy ポジウム

〈鹿屋体育大学〉

鹿屋体育大学~開学を記念し 身体活動こ関する科学

的研究成果について世界各国の研究者コチ指導

者が集り その知見を交換し今後の喝の発展を計ろ

づとするもの.

レク指導研究のための

専門分科会を設置

学会大会時の環卓会で「レクりエ ンヲン指導J

に関する専門分科会の設置が基本的に了手された。

学会員の中には 公認レク指導者やレタ指導の現

場に関わる活動を行なっているものが少なくない。

この専門分科会は全国のレク上級指導者やレク協会

のスタノつが大学入と 絡に作ろヮとしているもの

でJレク指導の体系化」を中心課題に、各地の実践

を整理分析して理論化を行なおうと Lている固さ

しあたって 1月19-20日iニ東京で開カれた全国レク

指導者研究協議会(日本レク協会主催)じ協力して

恥レク指導学ゅの憐想を検討した。

学会としては初めての専門分科会であり す〈れ

て実践の学であるレク研究について、現湯と研究者

の接轄に立った活動が期待される.正式の名称につ

いては目下倹討中である. (代表=今井毅自体大助

教授)晶絡先E 日本レク協会 (03)423-1241

昭和四年度

第一回常任理事会報告

.M 8: 19“年8月22日(水) 1: 30-3 :30瑚

・会湯 目字余暖問題研究川会議室(東京都渋谷区)

・出席者 江橋(会長) 浅図(副会長) 高橋(理司房長)

地図進士薗図、西野、前野、松浦以上9名.

U.S.A 麻生梅湾、}I!向、寺島、芳賀以上幹事5名.

1、各委員舎の貌衝断面

8よu様着目程などの進符状況巳ついて

翼民研"'.員舎(進士理事)

(l)f仮紘 レク学研究法』出版および研究例会について

レク学術究法にカかわる基礎的学習を研究例会におい

て行いたい.つまり、レタ学術究法出版にむけての 基

礎的作業を公開で行ヲスタイルをとりたい.縫って、研

究会のテーマU、レク学研究法の目次だてと関係させた

い.なお研究例会の予定"次の通りである.

・1984.12.8 レタ学研究の現状と展望 rレク学研

究め対象と探題a

・1985.1-3Jl.ワクンヨ Pプ11泊28)

代表的合研究例M刈立集と、各章のすすめ万などに

ついての作業を 委員会内で行勺た後 それ均の

成果をもちょって金体調筆を行ヲー

(学生の卒論発表会は 3月16日に行なヲ)

4月以降庫史原誼意識と行動サピス、方法、

環境政策と施策等をとりあげた冊究集会を行なヲ.

「レタ学碕究法」出版にむけての作象は、働集委員会と

分値をする.

有貧者"セオドラ ベ y力一博士(テキサス健康大学) 文献図録の作成のためのウ キシクは 編集委員会が

など5氏の海外参加者を含め"名.基欄講複分科会、 行ヲ.

学内見学 レセプンヨン等が行われる.

〈閉会せ先〉 〒'891-23.鬼島県鹿屋市白水"1 業・..員会(今井理事欠席のため寺島幹事会代理説明)

鹿屋体育大学 T E L099..-6 -4111 

(.11>ワ クレョップの開催

仮称『レク学研究法a出版に向けて その内容を具体

化するためのワークンヨツプが3月18-19目に開催され

る.鱒綱は荷究企画担当鉾事麻生{東京慶大造園学掛

T E L03-.f20-2131肉初61までお問い合わせ下きい.

『レク研究a学会大会号的論文募畢

申込み〆切 6月初日(折返し原稿用紙を送りますJ
原稿〆切 8月初日(必着)

結文形式のほか司匹例研究発表も故迎します.

np白

1、『レクリエ ンヨン僻究』の編集方法について

焦点を被った編事をこころがけたいa

投調原稿の審査基羽院をより明確にしたい図

2、実践を理論化するよヲな研究に対して、発表の窓口

をひろIずたも、固

3、課題研究や奨励研究などを含めて 多角的な掴集を

行、たい固

4、文献目録の作成にあたっては、レク学会員による研

究のほか社会教育、社会福祉造園など関違領域の

研究についてもできるだけ収集し分顕し たいーまた

これと関連して指場者、遠動家 行政担当者にもレタ

学会への参加を呼びかける必要があろヲ.ニれらの作



業は研究企画委員会と十分協議しすすめていきたいa 専門分野別ンンポジウムはY余慣行動研究め今後の働

康広.渉外袋員会{薗園理事) 向』というテーマで噴施したいーバネラーは、原圏第彦

1 学会ニュ スについて (ペンンルパ二ア大大学院)、山回泰雄(鹿屋体育大).111

解説記事などを加え、中身を充実させたい. 西正志{中京大)の三氏にお煩いしたい.なお コーディ

2 広報について ネーターは当初池園紛(鹿屋体育大}が予定きれてい

学会大会等的際のパプリンティ 活動をより活発に たが、大会準備等に専念したいために、筒野仁(東海大)

行いたい. 8本レク愉会などの持っている広報手段を に変更したい.

使って会の活動を広〈知句せたい.とくに、指導者に 学金大会当日、三笠宮妃段下のご視察があるかもしれ

は、関心を持っているものが多〈いるものと息われる ない.

ので 研究例会の内容などをより詳しく報告したい. 以上のよ?な報告に対して 次のよヲな意見があった.

3、渉外について ン〆ポジウムのテマが、広すぎるように思う目方法

渉外を他団体、他健闘と折衝することと理解し、 論に収れんするような方向で考えて歓しい.(浅圏、進士)

他学会とのつながりをより深めていきたい。また 目 これ句の意見を考慮することを含め 池図理事の提案を

本レク縮会や指導者のグループとの協力関順も裸めて 出席理事全員が了承した.

いきたい 、その他

WLRA主催の国際会議が 9月末にパザ簿外で開催

韻I!IIJII員会(事務局の手遭いによリ欠席) される.レタ学会均句は 会長と悔識し 高橋理事侵が

，<固に報告される旨 理事長より説明があった. 代表として出席する(高橋)

入会希望者として、次の2名が報管された.

様総務曇員会(西野理事) 小俣理知子 日本大学(推薦者凶中儀隼理専}

1、各委員会活動が、より術者匡的に機能するよヲ配慮し 伊麗俊鍛 東京"大(機調者進士五十八理事)

たい. これ句め事項について 出席理事会員が了承した.

2、師岡僻事の事情により 近い将来$務局を移転す (西野)

る必要があ')そヲなので来年4月頃までをめどにど 昭和四年度

うするカ結総づけたい図
第二園理事会報告

以上のよヲな報告に対して 出席理事金員が了承した.・日 時昭和59年11月<B(目 )11時"分-12時..分

なお次めような意見があった句 ・場所鹿屋体育大学学生金歯2階会・室

高学会としての研究をすすめるために 文節省科研費な ・出席者 江崎(会長)浅図青木(刷会畏}高鋸{理・.)

どへの申請などを検僅的にしてはどヲか.(浅岡) 秩育ー池圏 今井木下鈴木・・図 園中

..(今井) 研究例会担当のコア メンバ を選んでみた固他に

1、レタ 1);エンヨン研究は 12，13，14号を編集す 適当な会闘を推摘して欲しい.

る 愈見〉

2、役梅線曜を盤憎したい. 学会の重要な活動なのでリストアノプきれてL る

3 レク研究13号の〆初りがせまっているので、投稿 〆J パ を再検討して欲しい。(秋吉 浅町)

を呼びかけて欲しい， 委員長を中心{、整理したい@

レタ研究..号iム研免文献目録として出し/":". ...項

<.見 第15回学金大会について

役編鎗文の審査を今後も塁ちんとして欲しい. 第15園学金大会の開催地、開催期日を決めて欲しい@

大会号はできるだけ大会にまにあっよゥに発送して欲 (西野)

い.(秋吉) 金国レタ大会の開催予定地三重でよいが朔日を

広.渉外{薗図) レタ大会とタプ竹せないちが良いと患ゥ.レク大会参

2、学会ニュースの2回目を12月に出したい.内容は 加者が学会に参加できるよヲ配慮できないか，

学会大会報告支部などの動き、先輩会員の楯など (青木 問中(祥))

も加えたい。 関係方面と網野したい。(高僑)

2、学会を広〈知っても句つために、月刊レタリエ 2.'レタリエ ンヨ/指噂』研究専門分科会の結成に

ンヨシやその他のパプリンテ 4ーに学会周係の記事 について

をのせても句つよゥ脚きカけたい 'レクリエーンヨ/指導』研究指導分科会の結成をし

3 渉外国と Lては 本年度主日本レタリエ ンヨン たい句(資料lニ基づいて説明があった)(今井)

働金との協力関係を駿備するこ Eを具体的な目穏と 学会が活性化する意味治句も 喜ばしいことだと思

したい.と〈に 高働者や職喝関係の研究セミサ ヲ@設立は認めるが、名称については再検討して欲

などの研究イベント、レタ街噂者むけの出版活動!っ し、、 (高相官他)

いて協力を密にしたい. 入退舎の承認

4 厨辺学会との関係をより禽にしたい退会希望〉

5、広告あつめにも努力したい昭 費刷会員 (株}創研 (5民年入金)

e 、全国レク指導者研究協議会が指導者の研究活動を 〈入会希望〉

テーマに 1月1'-初日に凋催されるので学会も組 鳳陵会員 上智大学体育術究室

織的働力をしたいlE会員

I!IIJ(長谷川) 桃井明夫 {前橋YMCA)

1、広包曽根入が予算よ '1も少ないことや費助金員数 北川海ー(腐屋体育大学)江橋俄四郎復薦

調医学会ニユ スには、金峰の内容やお知均せだけではな

〈 学会活動の内容を、よリ具体的にのせる必要があろ

う.{進士)

(縛卜圏中(銀}図鋼仲村 e夏目・酋野長 が少ないなど問題がある. 深代子之(鹿屋体育大学)山口泰雄推薦

谷川松繍{理夢)梅樽川向寺島芳賀 2、各理司匹会は、筒賀会員 1名または広告協貸1万 深代泰子(鹿屋体育大学

師岡(幹事) 月程度を纏得して欲しいe 川西正志 (中京大学) 池回 勝錐晦

調医学会ニュースには、学会の年間計画などについても 舎長あいさつ(江揖、レク研究の販売ルートの開拓や暢発会員の鉱大を 伊藤健鍛 (タイヤモンド造園研)進七五十八推働

よリ詳し〈のせて欲しい園どのような内容を伝えるべき 鹿屋体育大学て学金大会が開催されたことに対しての したい.そのためにグイレタトメ ルを出すことや 小俣理知子(日本大学) 回中.. 雄推燭

かについて十分検討して欲しい.(浅図) 歓迎と金長続任についての幾多. 学会紹介H ンフレットを整備することなどを 広線 高橋正道 (横浜体脊クラプ)高鍋和敏雄薦

議学会の長老の先生方に、酋文あるいはそれに機ずるよ 11・.・E・"'高徳) 惨外委員会とも相副長して進めたい. 志村幸子 (償訴体育クラブ

ヲなものを依願しレク研究や学会ニユ スに縄組しては 1、名嘗会員にプラータを僧る 怖闘の躯組合の席上 .完全醤(問中(鎖)) 経休奪J 闘似亙細亙犬学)

どヲカ.(進士、 三隅達郎氏には贈呈した、文猷目録は鍾集饗員会に働力しながら、作成す 隼隼袋員

破事務局がたびたび移転することは好乏しいこ ξではな 2、今大会で.会長..闘を行う" る. 議温子 (埠図墾大字) 闘中悌子纏.

いと思ヲ.永〈継続して引き受けて〈れるところを鐸し 専門曇員舎・E告 2、研究例会は、 12月8日を勝固とし、 s月にワ 佐竹.. 繍(筑波大学) 池国勝緯薦

て欲しい..( 薗野) タ"ップ、 4月以降分野y ンポンユームを開催 特別会員

2、"舎大会tこついて (池図理事 学術続発団体の登録のための.費慣が受理きれた. したい. 越 寅徹 (釜山大学1. 金 命作推薦

大会は予定どS切りの内容で場備治省められ前日(3日、・濁局の事着分鍾を上智大学と東海大学で行。て 3.学士鎗文句修士益支の発表'"月に行いたい. 金 成絞 {聖.L外国語専門大学1 " 

複には噂観パーティーが開カれる固 いる.

1.85年 5月25日

"刷相H州削111川棚H棚附1111111111刷削H捌1111馴間"州柵"州側"刷柵uumll1刷出"叩刷H州側剛細川川開刷111III1IUm州側""附uu附1111側E同州IIU脚"附闘"附馴剛HlIR個酬附

学会ニュース
日本レクリヱーション学会
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May 1985 

発行人/高機和敏 ・./広縁渉外委員会

$務局 〒102東京都千代闘区紀尾弁町7-1

上智大学師岡文男研究室

4、'レク学研究後，(仮)出版箪備並びに59-ω年度 以 tの入退会が承飽きれたa

第15回学会大会に参加しよう

10月28日(月)/伊努布

一全国レク大会の第三日目に併催ー

電話:03-238-3911 郷便掻普東京5-•. 却刊 第15回を迎える学金大会" 従来どおり 全国レ 2 場所三重県厚生年金休暇センタ (伊勢市)

"酬H酬111川111酬 H酬 H酬 H州H酬 H酬 H酬 H酬 H酬 H酬川棚l酬"附111酬"酬H酬 H酬"酬H酬 111酬川町l酬'"剛"酬"酬"酬111 クリエ νヨ〆大会と時期を合せて、本年10月28日 3 日程(現段階での予定です)

学会大会での発表方法変わる
発表噂込みは6月28日までー

15回大会/10月28日三重県伊勢市

本年度6門学金大会は、別記のように10月四日(月)

三重県伊勢市にで聞かれることになった.あわせて

大会時に研究発表を行なヲための手順が、本字度か

ら大きく変わることになった.

昨年度の1.回大会カ旬、従来の「発表抄録』をや

め、発表内容を本格的な論文として提出しても句ヲ

ことにし、所定の審査をへた上で'レクリエ-，ヨ

ン研究"門学会大会号として編集発行している.

ただし、昨年の大会号(12号)は、移行段階めた

3 登担回数共同研究をのぞき 1人1園

4 発表時間 1題15分(質問3分を含む}

5 発表申込みについて

t)発表の申込み受け付け

同封の申し込み.に所定の事項を記入し 事湾

局へ郵送してください.おり返し 事務局よリ、

より詳しい投稿に関する案内を送付します.

締切りは6月m目(金)です.

2)手・き原稿受け付け

め.活字の大きさが一郎でまちまちであるなど研 字書き原織を事務局へ郵送して〈だきい.

究蕗と Lては不十分な面があった.本年度はより充 締切リは、 a月10日(土)です.

哀した内容にするために、以下に掲げるよっな手段 叫原稿審牽

を取ることとなった。従来に比べて発表申込みの受

け付けが繰り上り 本原稿のしめきりも早〈なるの

で遅れないように準備をお願いしたい。

研究発衰の内容がB5判 1買の研究要旨にとどま

っていた従来の「抄録」に比べると、昨年の大会号

は たいへん充実した内容となり、各方面から好評

をもって迎えめれた.当然に大会時の発表内容もい

っそヲ質め向上がはかられた，本年度もこの延長上

じ、きらに内容のある大会号の刊行が期待きれてい

る.

研究発表申込み要項

1 発表資格 1.85年度金費を納入した会員

2 発表形式 口頭発表

8月20日{火)に綱集委買舎を中心とした審査会

を聞き 原稿の審査および必要に応じて原稿の穆

削をLます.

その結果はすぐに投補者にお知らせします.

発表が認められた投稿者には 学会所定の印刷

用原稿用紙を送付します.

"活字化された完全原稿受け付け

役稿者は 審蓋結果に11き、原稿を修正したヲ

えで、送付きれた学会所定め印刷m原稿用紙を使

勺て、タイプあるいはワープロなどにより、完全

原稿を作製し、事務局へ送付して〈だきい.

締切リは9月1.日(土)です.

5)定金原稿の印刷

刷会員会員に送付

に三重県伊勢市で行なわれることになった，

ただし 従来は全国レク大会の第三日目に凋かれ

ていたのを改め、今回は第三回目(最終日)に聞く

ことにな勺た.これはレク大会第二日目が実践活動

の日であリ、この日に学会を聞くと、実践活動参加

者は学会に参加できないといヲ大会参加者の声に応 4 総会議題

えたものである.これによって現場のレク指導者む 印刷年度事業。決算報告

どが学会大金に参加しやすくなったわけだし、また

学会員もレク大会の実践活動を体験することができ

るようになったこ左になる。これを機会に、学会員

と実民活動家との交流が促進されることが望まれる。

|附日本レ川-yg;'斡 始 鵬 脚 |
開 催 要 項 | 

1 日時 1985年10月28日(月) 9 帥 -17:00

E冨留圃紐置細櫛田鹿置
l岨S年より、学金司匹務局は.上智大学師岡文夫研

究室に舷置していましたが.1985年 6月より.東祖母大

学社会体育研究室内に移転することになりま Lた.

これにともなって学会の鍋便振替口座も次の口座

にかわります.新年度の舎費畿込は新口座へお願い

いたします.

a・優..I債浜8-311回

〈編8・局〉

〒2抽-12平塚市北金困 1111

東海大学体育学部社会体育研究室内

T E LM63-58-1211 

内・.. 岨.3531

組当'西野、川向

1985年度4臨業 予'草案審議

その他

5 大会参加費

正会員 1冊。円

学生会員 却O門

賞助金員 無料

金箇レクリエーンヨ〆大会参加費納入者無料

その他般の方 15凹円

-E留置園風曙祖国担園
1985年度の会費(正会員 特別会員 同信技会員5.

O個円、学生会員1.5帥円、貸助金貝20，0凹円以上)の

納入を同封の郵便鍾替用紙にて6月15日までにお願

いします.近畿 九州支部会員の方も直接本部事務

局へ納入して下さい。

舗展替用紙に盆舗が記入されている方は、 19制年度

以前の会費未納の方です.舗展書用紙に記きれた金額

を至急お支払い下さい.尚、領収...'鄭便録替払

込金受領証」をもちましで かえきせていただきま

すa 正式の領収膏をご希望の方は司匹欝局まで】}報

下きい.

万がー今回の鳴求と金賓の総支払が入れ違いに

なりましたら、ご容赦下きい.
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〈研究合事報告〉

仮題「レク学研究法』

編集案を固める

85年 3月四日 I9日の両目、学会研究合宿カ東穿

必茶の水の湯島会館で開カれた。ニれは学会が編

集する『レク守一研究法，(仮題)の内容検討めために

行なわれたもので、全体の構成と内容項目について

全体会識とグル プ討議 そして再び全体会議を行

1 屡史原諭 (宮下佐治、梅湾建子}

11 意..，行勧 (闘中純雄)

日l 政策t運動 (渡辺食介)

W レク'サ ビスと運動管理 (西野仁)

V 活動とプログラム (松浦美代子)

羽 資源と塗間 (進士五十八、麻生恵)

今後の手順としてU、各章ごとに研究例会を聞き

執筆予定者が執筆案を報告した上で 出席者の意見

を聞、て最終案を決め、実際の執筆にかかることに

なった。

これに従って第 l屈の研究会が5月25日{土)に順

なってまとめた.あわせて執筆者の選定も行なった@ 天堂大学(国電お茶の水駅前)で聞かれる.テ マ

令体は二部構成で第一郎は6つの研究領域ごと は 1の歴史原草分野の研究法で、片岡暁夫(笈援

に紘本的な考え均、研究視点、研究法の慨説が述へ 大学)小回切毅 (奈良女子大学)の両氏が発表を

東海支部が結成される

三重県伊勢市での第15園学金大会を機に 東海支 究J の発行も12号を教え最近では「わが固におけ

訴の結成準備が進められ、 5月12目、 30名余6門会員 るレク')~ ンヨン学の体系化J に関する問題にも

が集まって名古屋市で結成大会が開かれま Lたe 理 取り組んでいる。

事会と総会の正式承認を待って活動が始められます。 このたび三重県伊勢市において、第15圃日本レク

すでに 4月日目に開催された常任理事会てすま リエーンヨノ学会カ開催(10月初日)されることに

この件について審議がなされ、結成の方向で準備を なった。これを機会に、東海地区においてもレクり

すすめていただくこ ξを確認Lております。 エーンヨン研究の充実発展を考え、支部会を結成し

なお、設立纏意書の全文は次の通りです。 てはどヲかという意見が、会員をはじめ関連する学

内れ 第二部は多変量解析やデルファイ法など 代 行なっ. ていくためには、余暇を積極的に活用することこそ るといヲ結論に達し ここに日本レクリエ ンヨン

表的な研究子法の解説と応用例が弓されることにな 以降、毎同はほー圃のぺ えで、各分野ごとの発 大切である。その意味において、レクリエ ンヲノ 学会東海支部会を設立する次第である。

勺た。 表と検討会ヵ、行なわ札る予定周年度内には検討を快 活動やその研究が極めて重要な役割を担っているこ 昭和601f-4月10日

岡本レクリZーション掌会東海女初会ItJta意書

現代の社会の中で 人間カ生涯をより健康に生き

会の会員カら出された。そして地域の特質をよく見

極め調査研究に精励し 人々の上り健全で幸循な、

しカも文化的な生活の向上と発展に貢献すへきであ

第 部の章-''[.てと制集抑l当者は次のとおり。 えて いよいよ執筆に入る.

圏
レクリエーションの価値論を追及

て見えてきたのはレクめ価値論といヲことです.

価値の問題を抜きにしてレクを語ることはできな

同志社大学保健体育研究室

同志社大"1li京都御所の北側 赤レンズYが縁に

はえて美しいたたずまいを見せる。保健体育研究
h 令

当巨の頒口修教綬 仲村要助教授は、学会創立以来

の古参メノパーである.

期U教授は、日本レク学会の前身 日本レク研

究会のころか句カかわっており、同研究会が1965

年に山形市で開カれた第I9回全国レタ大会のおり

に行なった第 困の研究発表大会に参加して『仕

事と余暇を結ぶレク理論についてJ と題する発表

を行なっているレタを研究してみようとした動

後は、大学の課外活動の担当になって、その犠換

づけをする必要に迫句れたかりご"アメリカか

勺いろいろな本を取リ寄せて 新しいレタ制度念へ

の按近をはかろうとしてみました.その結果とし

P，と嬢口教侵は語る。

同教授のレク研究は「レク機念への検近J と題

する遺作として f同志社保健体育』に発表され、

プレイとレク、 WORKI:::レク、レジャ とレク

教育とレグ等のさまざまな角度か句精力的な考察

が行なわれた。

仲村助教績もまた、レタ概念6円分析を課題とし

ている，とくに、日本的現実の中で、レジャーや

レクリエーンヨンという慨念日"どヲいう実質的な

意味を担づているかを調査して、学金大会で発表

Lている.それによればレジぉーとレク釘峻別強

はすでに諭幾があいまいになっておリ 社会の動

鐘の中で新しいレタ概念の線第が必要だというの

が仲村助教績の考え方である.

日本の現実をふまえた新鮮なレクの価値誼がお

二人の共同作震から生まれることを期待したい.

(薗図)

昭和"隼，. 内容については・集委員長を決め、委貝..に一任する

第一回常任理事会報告

-川崎 1985年 4Jl!9 1:1 (金)o:OO-8:00P_M

・場所余暇問題研究所

elH席者高橋(理4院長)進土、西野鏑悶(常任理.，

麻生偽湾、 J宇品、芳賀帥岡(脈事)

.告司院項

1 学借金援委員候綱者について(西野)

日本レク '1エ J ヨ〆学会均り江崎慎四郎会長を錐

粛した旨報告きれた。

2 制集委員会か句 1M司)

レク 'I~ーンヨ J研究等13、"、 15号に関する準備

進行状況が別資料をもって報告された。

ことが本認きれた，

常任糧事会として俗、.集委M長に進士五十八氏(常

任理事)を纏鴫L，承..された.

5 専門分科会の名詠について(薗困}

別資斜をもとに製明がなされ分科会名勧としては「レ

クリエーンヨ〆指導研究専門分科会」とすることに決

定きれた.

6 東海支智恵の結成について〈西野、寺島l

集15囚レタリエ-，ヨ J 学金大舎を開催するに岡野L

E臨海支部を発足きぜたい旨設立原案をもって鍾察され

た 常任理事会としては 発足を認める方向で意見の

致をみた.な必5月128に行なわれる予定の発会式

は学会本部として高橋理事長、西野常佳理4匹が幽'"す
ることとなった.しかし、正式な発足は蓮司匹会館会の

承起が必要であることが再確蕗された.

3. i長副長民会(進}、麻生 事務局移転について{西野}

3月18，19B (丹、火)司路島会館にて 出席者13~ 月下旬に会けて 学会.場局を東海大学社会体育

を得、レクりエ ンヨ〆研究法ワ タJ ヨツプが開価 学科4ニ移転することに決定したa

された旨報告きれた 8 入退会希望者について(師岡)

'.3月16日(土)東京農業大学にで卒業諭文発表会が開 入金希望者22名、{正会員"名、学生会員 3名賃動

催きれ、各種学綬の参加も含め 17題が発表され好崎 会員4名、腸託金貝 2名)と10名の退会希望者 t正会

のも左終了した旨報告きれた

5 総務鎌倉(師調)

198..年度の事業、決算報告が別資拳与をも今て説明き

れ承認された.

-・司区有買

11985年度4匹業計画、予算案について(師岡)

買9名学生会員 l名)が*'"きれた.

総会員数557名左なる.

1984年度事業報告

1.. . 
(I)第"会学金大会則催

.)資料をもって提案されたa ・11月4日(目) 鹿屋体育大学〔鹿児島県鹿屋市)

2 第15園学金大会について(西野) ・研究発表 19・

三量県伊鯵市大会事務局から学金大会の日程等に ・・旗 「これからのレタ '1ヱ ンヨ/研究につい

部変更がある旨線告があ刊 日時は大会最終巳の10 て， .. 鱒江情慎西宮尽〔痩重体育大学〉

月28B(月)場所"伊鯵市厚生年金休暇セ〆ターに決定 ・専門分野別違繊y ンポジウム〈行動研究分野〉

承認 された余慣行動研究の動向と今後の方向~特に研究め

3 レク '1エ ンヨ J 研究第15号の名称について(芳賀) 方法省について-，

名称は rレクリヱ n ン研究 大会発表論文集」 演者 原因宗彦(ペンンルハニア州立大学)

と決定した.また投稿規定(寮)についても別貸科を 山口泰雄(島屋体育大学)

もって提案され、輸文は400字詰原稿用紙鈎枚以上4べ 川西正志(中京大学)

ジ以上、活字はタイプライターまたはワードプロセ 可金西野仁(東海大学)

γサーに統寸るなどが検討きれずこ.なお祷個体.集 i鈴研究集会側催 ‘国

委貝会に任されることとな勺た ・6"9日(土) ~ンポジウム「関連学会カ句見た

.. (仮)'レタリエーンヨン学研究塗Jの内容について レクリエーンヨン研究への観点"東京上智大学〕

(進土) ・121U目(土) ンンポンウム『レタリエ-;..>..ン

別資料をもとに原案が鍵幽きれ審・された.具体的 学研究の対象と課題-(仮)'レタリエ -"'3./学

止はいヲまでもない。

このため すでに昭和46年 3月には日本レク'}ヱ

ンヲ/学会が発足し、年 1図の学会大会は14回を

重ね レク'}エ y ヨン活動の健全なる発展に寄与

してきた.また、学金大会の開催と左もに重要な事

業のびとつである研究機関誌「レクリエ ンヨン研

発起人

池岡隆二、 t回湧一大内敬哉、

影山健 111口光雄、 111村英男、

木村吉次坪困暢允、寺沢猛

中島豊雄西垣完彦藤回長肖、

守能信次、山本英毅

レク指導研究専門分科会活動開始

昨年秋の理事会で設置が認め句れたレク指導研究 Lてあげられているのは次のよ 7なテーマである固

のための専門分科会が新年度に入っていよいよ活動 ①レク指導の原理(その構造と機能)の明確化

をはじめ「レク指導」に関する学間体系づくりの検 ②レク指導め内容の修理と体系化

討をつみあげている.分科会の名称についても、 4 ③レク指導の素材となる文化財(レク財)の研究

月の常任理事会で rレクリエ ンヨン指導研究専門 ④レク指導の記録法と指導内容の分析方法

分科会J とすることが正式に確認きれた。 ⑤レク指導の効果測定の方法

今年1月に 日本レク協会の主催する「全国レク 軍治織的なレク指導の方法

指導者研究協議会」が欄かれたおq 日本レク学会 ⑦レク指導におけるグル プワ クの活用について

もこれを後援し 多〈のメンパ〕が研究協議会の 事レク指導者の養成カリキュラムについて

テーマである「レク指導学の体系化」の議論に加わ これらのテァマにそって研究会を開〈 方、地方

った.(その詳細については『レク研究』誌13号を参 在住の〆/パーを生かした研究活動をすすめ その

照hまた 現場の指導者からも、この箇蟻会を機に 成果を学金大会に発表すへく活動プランが考えられ

多《の学会入金待望者が出ているJレク指導研究専 ている。興味と関心のある多くの研究者の参加が望

門分科会」 は このおリの討議を引きつ〈かたちで まれる.

検討をすすめ研究者と現場の指組事者が協同して、 (分科会の連絡先は日本レク協会調査広報室

レタりエーy ヨ〆学の応用学としての「レタ指噂学」 電話 03-423-1241)

の体系的箪理をめざしている.具体的な研究.. 煙と

続究法a制維に向けて-，C夜明K 上智金銭1

・3月16B(土) 卒業諭文発褒会「レジャー レク

.3月 「レンャー レタ 'I~ーンヨ/(;こ関寸る#

門学校、知期大学、大学 大学院等のγ

リエ;.-;1 ~〆に関する専門学校穏期大学大学 業請文発全会」

大学院等の卒業諭文発表会，(東京。東京農業大学(3)機関誌「レクリエーJ ヨノ僻究」都"号 (811)第

・3月16日(円 )-198(火)ワ クンヲ yプ 'C似 15号 (91l1第16号(3月)発行

『レタリエ ンヨン学研究法』剥集にげ.)Itて"東 141会鰍 f学会ユユ ス」愉132(5月L No.33(12月)発行

京"崎助会館 (5)(会Ii名簿」発行(5月)

(31織燭誌「レクリエ ンヨン研究」第12号(10月)凱 (6)(レクリエ ンヨ/予備究法"似体)制集 (19鉛年

お号(，同)発行 発hl

(例会報『学会ニニL ス川0.30(7月)、No.31(1月}受付 (7)総地の拡光

(5)rレタリエーンヨノ学研究法"仮称)脳集 (1986lp ・会以の簿得(レクリエ ンヨム〆協会学校測係

発行千定) 冊究機関へのPRなど)

(6J組舗の拡充(1985年3月31日現在) ・支部品~促進

・入金者 39名 ・専門分科会設~促'"
・退会者 75名 ・その他

(会費滞納者伝情先不明者12名を含む 会.

正会誌 481名

特別会員 16名

学生会員 39名

世助金員 2名(機関)

+1晴読全員 5名(機関)

計 543名

2 会・

IJ)総会開催

(I)総会開催

.10月28日(円 1 (三重院長伊勢市〕

121埋事会開催

(31常任理事会開催

(.)各種委員会開催

.6月9日(土j 上智大学(東京都千代国区)

121理・会開催2回 6月29B(金)， 11月4白(月)

('1常任理事会開催 2困 8月22B{水L 1月20日(日)

刷理事会内専門委員会開催 各3回

前適会のお知らせ

日本レクリエー/ヨ/崎会と共催で 下記の通り

高露首賞金を開催する予定です。

.6月27日(本16ω-8:00附

1985年度事操業 l ・会場は都内で選定中

-題目

1 ・・ 1 ①「アメリカにおけるレタ スペース計

(1)第15副学金大会開催 i 薗の鈴向」

・1.月28B(月1 (三重県伊野市 テキサスA&M大学般授

12冊究集会開催 7困 | レスリ M.I) ド氏

・5月25日(土}，レクリエ n ン釘歴史 原論， I ② rレクリエ ンヨン tしての7，γ ト

・6月 「レタ '1エ ションの愈織と行動 ネスアログラム」

・7月 「レクリエ シヨ〆めサ ピス | ヴア "ニア コモンウェルス大学教授

(人村、組'"、運営}， チャ ルズ E ハートソウ氏

・10月 「レタリエ ションの方法 | 降細については学会事務局、または、日本レクリ

(活動プログラム}，エ ション腕にお問い合せくだきい.

・12月 rレクリェーションの讃績 | 学会事務局曾似63-58-1211 内お08.3531

(設備諸般空間}， 担当西野川向

・1" 'レタ何河川醐 日本レタ協会副3-423-1241 担当浅野晃

(需要、施策展開、運動}，
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斗
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増

。1，ll!3，810

1弱・ ω5

2‘.，825 

目 l予 算 額 | 決 算 頼 l地減額| 内 容

IIlJlf<1:繰越金 321，4551 “51 01 

入会金 50，0001 拘 0001 611，0001391'.分

年用覧会費 I 3，03沼 5001 1 凶10 ，74016 1.048 ，7ω1348~分

大会参加費 150，0001 柑 0001 611，0ωl凋名分(会.，晴名ー盤H名1

雑 収 入 ・51 135，9951 ム 103，050lrレク梼究』パ Jタナン」為嘗釜嘩他

寄 付 目 。 50，0 ω 50，0001治郎

主一一」ー」占生酬 1 2，676，190161，123，810 
(支出明細)

巳「

通 信.

目 E予算額 l決算額''''減額 l 内 容

- '" 費 i 眠醐 55，7801 6 5刊の l守 山

醐 醐 1 629ω，1開会制輔会同開相会をど

印 刷'

僻究会費

大 会費

総会費

事務局運営'複

雑費

予備管

計

て.i!ljj-，である"を虚的手<.
四回与4月H"

{収入明.，

前年J計上士IZ
入金金

年度会費

大会，加 費

1985年度予算案

45，37010レク研究，x>囲 「学会ニ"-->:'J-"30 担 金諸通知などの
l問 、仲代切手代電話代叫階など

1.153，5501'レク荷受，>情「す金ユaーぇ〆‘30，31.r純金大会出欠，
"ゲキ，.'総会費科冊免集会刷悔要綱」 封筒など

。11，7551外朱.師謝礼 a・"縄待鍵 愛斜費，ど

64.8151遅常債'"宮内1.//ポ，のム遁嘗費"万円) 〆J ポシウム
i紅鱒周テープ代など

5醐

11.0701アルハイト代 宛造物運徹夜通費

賓待絡会焔醐
柵
一
叫

5
ω

一mw
監事鈴木，. .. 

n 課町一夫

伺醐 lω師"醐阿

2，838，5∞"・0名，"，格制限続会員】"ω0同 "名{学生安全買lXl.50C同 .. 島(健闘会員)X%O，側掬円

"醐l附 叫 叩

客

容

印 刷.

'".・∞"学金品. ス"'・悶'".・名"'圃 「レク研究"，0阿Xω@名.，圃 ・e・...，・金網何【ハず梢
，.-名"固など

uωoω" レタ冊究"・0・00・円 r学金品a ス』必32'33:1田岡"闘"鍋鶴 「鎗金安斜，，"・阿×
"ω鶴 「研究姥霊長o.周‘， H阿xω@飢 「会貝名，"， .均円 "ω・'，'入金家内J学舎の棟膏』
"万円 r総会出欠研究織金通知.J">7'1-3方向をど

印刷 l金輔副.， l1-*，蜘帆をど

通 信貴

僻究金費

大 会費

健 会.

.策局運営安維 .
予備費

宜

'00.・001線側料金交通費など

100，0001，〆ンポ・鋼連管費"万円".師樹礼緑酬斜盆をと

5・ωl選..  

"醐|日本レタ '1，，--"~岨金鍾同慢など
醐 醐

3醐 醐

19854191月間日

111111111剛l剛H州附11111111111捌11111刷帥川聞刷刷刷H聞掴'"刷棚IJIII羽'"刷附H制11111州1111州制11川浦'"制棚11川1111刷問州側剛11州制111111111柳川1111柵H側柵H剛柵11111耐11刷111111制"

学4いーース NO.33 
冨_...L-̂ S削 ember1985 

舞行人/高徳和敏 ・a/広報渉外委員会

... 〒259-12平塚市金固1117

日本レクリエーション学会 :広告主323tZ13?
集便復替横浜 8-31789

川川11州11111111川H制山H捌11111側附H刷川l酬川111111111111111111制1111111111111刷刊川州制11刷1111棚'"州剛11仙1111刷柵l捌川H制11111馴111111州側川目l刷1111剛1111剛制"制1111剛111111川

第15回学会大会に参加しよう
10月28日(月) 伊勢市一一

学会ニュース前号でお知らせしたよヲに 第15園

学会大会カ下記のように行なわれる.

すでに、研究発表の審査、ンノポジウムの人選な

どを終えたほか、三重県現地本部の軍事国匡尚氏(三

重大学)を中七、に、会場や宿泊緬設の確保などの単

備が着々と進んでいる。年々 発表内容も充実して

きており 多数の会員の参加が望まれる.

両亙亙言口
1 良時 1985年IO月28臼(月 )9:00-17: 00 

2 ・所 三重厚生年金休暇センター

伊野市佐八町字池の上1165-1

(伊勢神宮外宮脇)

TEL 0596-36-1200(代表)

s 日程

8:36-一一一

受付

9:00--

研究発表(次ベージ参照)

12: 00--一一←

昼食理事会

ト
↑

14:30-一一一一一

ンノポジウム(次頁多照)

16:36-一一一一一

4 大会参加費

-正会員 1，500円

・学生会買 上回O問

・費助金員無料

・金国レクリ 4 ーンヲン大会参加費納入者無料

・その他一般の方 2，000阿

5 ・1JJ申し込みaぴ『レクリエーシ司 Y研究』掌金

大会号の送付についτ
事前に会員会員に発表内容をまとめた'レクリエ

ンヨ J 研究』学金大会号を送付する.

参加申し込みは、事前には行なわないので、当E

会場の受付時に、参加費を納入して下きい.

.交通のごあんない

.墨ヨl"ス時刻襲 調匹目・祝日遷休

レクリエーション研究パックナンバーご案内
領値目帥阿送桝200阿

軍10号 11111号

《原著.."，原..10
-河川空間におけるレタ"エンヨンの研究 ・山岳レク"エンヨノ地減における廃棄物広島理に閥

鈴木縛 する研究

・野外レタ"エ ンョン渇働の入込が地娘社会に及ぼ ~特に山小屋のし尿処理問題について~

す".に関する調釜研究 麻生息永嶋互信

特に池兎中学生の意講を中心に一 ・野外レクリニ1:.-"，ヨン行動の予測に帽する調金研究

高野透池田勝 高見彰長谷川総三池箇勝

.レクリエ-"，，，/ エ"ア利用者のレジャ 行動に

闘する研究

原図宗彦 ジョヲレイ C ゴノドヘイ

デピ〆ド R "1-エイス

〈観12圃隼金大会・告》

-研究発表

.，・横「高船出会における余畷J

ジ;i/'R ケリ (西野仁択)

・専門分野別ンンポジウム(政策研究分野)

r:，.-ニアエイジのレクリエ Y ヨ〆行政 tその展開J

浅図隆夫秩官事範雄山秩利吉図隆幸

金崎良三

〈咽楓U隼..究a._告〉

.，隠滅 Fレジャ カヴンセリ J グにつもて」

ピーター A ヴ4ット(図中祥子池図嶋訳)

-遍健ンふ〆ポジウム

Fわが置にJ回けるレクリエ ンヨム〆学の体系化に附

する研究J

'"レクリエ~~ヨン学の体系化の方法 E雌格

鈴木忠穫進士五十八〈報告麻生怠)

(2'レクリエ ンヨン学の対象と方法

西野仁山崎進前野良事郎今井被

{報告石偏宏重)

(3)レタリエ-"'3/原輸をやむ左して

川村美男近蕗実費浅図隆夫蕪木値

{線告 書厚木隆)

・研究発表「レジャー レタリエ ンヨ J に関する

短期大学大字大学院等の卒業鎗文発表会」

〈暗梅野隼..・."濁...>

・返・支侮

・九州支鍋

1112号

館"圃掌舎大会号(1984年)

〈お申し込みは事務局まで〉

研究発表

(A会‘・)

-高齢者のスポーァに関する社会心理学的研賓世)

~ゲ トポル実胞の規定要因につ、て

金崎良三徳永斡雄

・都市化の程度カらみた公共スポーッ施設に関する研

究

語原健園管見鱒博山本学徐納t止後藤哲也

〈概"圃掌舎大会組告〉

-研究発愛

-専門分野別ンンポジウム(原論分野)

「現代社会に必けるレタリエ y ヨン概念の再検舵

我カ寸通のレタ"エ ン， /研究史カ句の聞いかけ 」

小園切殺 菌悶碩載仲村袈彫山僧西野《

〈昭和鎚年度研究翁*・・告〉

.，‘横 rアメリカにおける野外教育 野外レクリエー

"ンの現状」

ウィりアム E ニ ポス(図中祥子訳)

・連続νν ポジウム

rゎヵ固におけるレクリエ ンヨム〆学体系化に聞す

る研究」

'4lレクリエー〆ヨノ資源、レク"~ ンヨン空間

.中心として

鈴木忠義杉尾邦江楠井史郎前回豪進士五十八

(報告麻生恵}

(5)レタリエーンヨン行動、レタリエ ンヨン指導

を中Aじρとして

今村浩明 p 大緬'"虚子衆初先録原洋三

(線告絵原洋三}

(6，レクリエ ンヲ〆学教育を中心として

麗本裕次郎高鳴和敏圏中祥子怪浦三代子

(報告経浦三代子)

(7)レクリエ y ヨン政策を中心左して

小林秀夫半園真理子長岡崎玖郎今井被

(報告伊硲順子)

-研究発表「レジャー レタリエーンヨンに則する短

期大学 大学大学院等の卒業.文発表含」

〈昭和珂年"~.8f'fl:活...>

・近像支郁

・九州支省略

10:00 永働E借(東京農業大学造館学科)

野外空間としての都道府県立自然公聞の現状に関

する調企研究

9 帥 千葉和夫(日本レクリエ ンヨ J 協会 10:20 宮林麓牽(東京農集大学林学科)

レクリエ ンヨンワ クの効果訓三法{ついての 大都市近郊山村における森林レクリエーンヨノに

研究 ついて

9:20 山本清浄(東京都iL大学) 東京都西多摩郡奥多摩町におけるレクリエ~~

伝承遂ぴの構造分析 ヨン需給の現状と問題占

9:40 縄適量亭(日本大学 1()':4D 小川 貧(日本大学)

勉学思考とスポ アレクリエンヨム〆行動 都市公園の利用評価に関する研究

10:00 小俣里知子(日本大学 11:00 金予和正(共栄学園短期大学)

高齢者のための健康 レクリエーンヨ J 教室参加 ゲ1〆〆デにおけるスキヤの危険認知について

とその機能 11:20 商図俊夫(淑徳短期大学)

10:20 構図 ‘(日本大学) レンャ と身体活動の運動量に凋する研究

従業員のレクリェーンヨンど職場環境

10: 40 舗飼育代(日本大学)

スポ yクラブ参加に対する視の期待

期待のタイプと関連要因との関係

11 同上野.(余暇問題研究所)

キャ J フ'事前調査結果についての 考察

ー特に参加の動機と期待lニついての親子の比較を

中心として

11:20 奮τ鐘治(順天堂大学)

農村生活体験が子供に与える影響について

11 ω 今井 .(日本体育大学)

余暇生活診断法の開発に関する研咽2)

診断法モデルの織遣と機能

{昼食、飽食)

短大生の場合

Il:40 )11酉正志(腐屋体育大学)

スポ ソ参加のコミュニティ モラ ル形成機能

に関する研究

特に自治省モデル コミ A ユティについて

(昼食、総会)

13:40 谷戸一種(余暇問題研究所)

三隅逮郎のレク'}，Lーンヨン視に関する研究

14:00 三本勲夫(八王チレク I};エ ンヨン学園)

地域レク'}エ ンヨ〆協会による長期継続整指導

者養成に関する研究(第 1報)

一八王子レクリエーンヨン学園の実践モデルの分

祈

}3:40 薗園碩龍(日本レクリエシヨ J 協会) 学会大会記念シンポジウム

レクリエシヨノ指導の基本構造工関する考察 地域文化とレクリエーション
(白金渇)
9 制高鍋伸(国際基督教大学) 日本レクリエ シヨ J 学会の大金記念ンンポジウ

キャンプリーダの不安について ムはここ数年「レクリエ←ンヨム〆学の体系化とそ

ー障害児デイ キャンプにおける初参加リーダー の領域別次課題』について連続企画としてすすめて

の場合 きた。その成果の都は学会誌に報告され、また

9: 20 徳星観男(愛知大学) 学会貝各イ立の問題意識に定着してきている。

成人病橿患者0"権1本歩行(治癒レクリエ ンヨン) そニで、今回以後は開催地の地域条件をふまえつ

時の循環器系反J/; つ レクリエ←y ョンならびにレク'}エーンヨン学

9: 40 溜辺文男 或いはレクリエ~~ヨ〆学会会員との綾点に問題を

(神奈川県総合リハビリテーションセンタ ) しぼ1 現代佐会広課題をどのよ引受け盛一一め ど

中途健覚障害者の余暖時聞 のように研究活動に結びつけるべきカを改めて論

生活時間調査の結果から 議したいと考える。

F
h
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そこで、今回は このような視夜の意味を広〈確

認し、また、開催地が三重県伊勢市左いゥ全国的な

誘致圏を持つ観光都市であること等を a まえて「地

域文化とレタリエーンヨン」と題し 以下のん々に

よるン J ポジウムを企画した.

tl!'島・・告〉
地織社会でのレク文化的定着をめざLて

東京都八王千市レク 'Jエ 〆ヨン協会の

地域活動挙例紹介を泊して

丸山 lEI八l(市レクリエ νヨJ

協会事修局長)

《パホルディスカツシヨン》

地域文化 市民文化の形成に果すレクりエー

ンヨ/円意義と有効性、そ Lて今後同課題

ハネリスト

司会開鋼貞舟(千集大学助教授)

地元ジャ ナリスト町立暢か句

足立省三(中日新聞'"説委民)

体育・スポ ソ研究者向立場か勺

JII村実現(学会棄場1部，<1

観光・レクリエ ンョン諭町立場か句

鈴木息様(東京農業大学教侵)

レタ 1);ヱ ンョン社会学的立場カら

園中縛予(滞図亀k学教権)

|昭和仰い扇面
昭和"年度日本レクリエ-，ヨン学会の総会を、

lOJtZS日{丹)¥3叫か均三重県厚生年金休暇セノタ

にて行います。

内容は、昭和"年度の治則報告、会計維告、昭和

曲年度の活動予定や予算支節分科会の結成な

どについてです.

学会大会の畳休みを利用して行いますので、是非

ご出席〈ださい，

なお出欠を同封はがきにてお知勺せくだきい.ま

た、出席できない会員は 同ヒ業.の委任状に、必

要事項を記入し 押印のづえ 10月初日までに事務

局あて、ご返送ください.

!学会大会問視点丙弘司
第諸国学金大会の前夜 110月27日(土))附6: 00 

から 学会大会参加者の多数カ守蓄泊する「三重厚生

スプログラムが提供きれている)、 ②民聞の非営利

団体(政府の援助がある)、骨企業(フィットネスエ

タ吋サイズ、ストレス関進の穆E径の開催など〉、電商

業的営利団体、@病院(最近2つの大きな病院がフ

; ，トネスに進出。医療後高"で長期入E走者が滅。}

経営が権し〈なりヘルスクラブを開設した例がある)

などにより実織されている.

また アル中、ドラ y グ(マリ 7ア十、コカイン)

などが大きな問題となり全国レベルでキャンぺ ノ

が展開きれている.

2題目は Texas A&M Univ のDoc.Leslie.M

Reidによる『ア〆リカにおけるレクスペース計画

の動向J。通訳は諸星裕氏。

アメ 'Jカのレク施設は大き '2つに別けられる回

一つは、日常生活圏(市町村のレク諜が計画施工

したものや 非営利団体のレク施設など)もす つ

は非日常生活圏(郡や州が設置したものや 連邦政

府が設置したもの)である。ぞれがオイル"ノク

を機に、レクじ関する財政が庄迫きれ、受益者負担

年金休暇セノター」内の、レストラン「はまゆす」

で夕食を兼ねて惣続会を開催しよゥと患います.

日ごろ、日本全国に散勺ばっている会員が一同に

会し 情報交練することは 意義漂いことと考えま

す.

会習をは 3，000円位ですので豪華とは言えませんが、

人間味あ通れるバーティにしたいものて寸e

準備の都合上 参加予定者の術教を知りたいので、

同封の宿泊申し込み用紙に 必要事項を記入し 返

送してくださLυ

!苧吾云会の瓦めあ宿泊事望者へ|

学会大会の会場の三重厚生写金休暇セ〆ターに宿泊を

希望寸る会員" 先着120名に限り・務局で予約を受け付

けます.希望者は同封の申込み用紙に必要事項を記入L、

早めに お申し込み下きい.

締切 10月158 電話での取し込みは あこ tわり L、た

します

E宿泊重晴1人・栴金一禽，脇陣<)

IIl ~ IIA惜樋倉'"憎閣制1I.1'創的l川市伺含l
i，総省1一一一 12.!K胴 1，醐向 l'問問

調富山総
1・鴨川 1 ，醐 13.1句 i'脚

【ト 4レ付

・・1-:4醐 13.100 ∞ 
一一 一 2宅-，一一

。宿泊重 60室定員179名

金釜カラテレビ、電話冷蔵庫完備麻省将倹、

蕃備付有ります巴

。チェックイノ 15時 チェ y クアウト 10時

c受給者健保険者とは厚生年金の年金受給者彼傑

険者を宵います.一般とはそれ以外の方を雷います.

0観金、サ ピス科各10%のご負担をお騒いすることに

なりますa

注 厨闘には、食事をとれる所はございませんのでご了

承下きい.

(学舎犬舎の問い合わせ及ぴ宿泊・ι込み発)

日本レク ηエ y ョン学会事務局 西野、 "1向

〒259-12 平塚市北金目1Il7番地

東海大学体育学郷社会体育研究室

Tel0463-58-121l内縁3508

例が多い.ま佐 アパ トにプルや体育館が併訟

されたリ、ブルフ場の周囲に住居を建設した 'Jする

など、レク施設を中心にコミュ二ティを形成する動

きカe出てきているa

また 高層集合住宅が子ども途に悪修曹を与える

といヲことに対しての取り組みを質問きれ、明確な

解決策はまだないとしながりも実験ではとなりが見

える住宅謹設によ 'J犯罪が減った例な ξを上げたa

少ない時聞の中での2氏の議演であったが アメ

リカの現A犬、百本との差異、今後の方向性などを知

るには大変良い機会であった。

会員名簿に関するお鍵ぴとお願い

学会員の管機には遅くなりましたが、会異名簿を

送付きせていただきました。これまで訂正 住所変

更などの連絡が数件きて必ります.

ご逮惑をおカけしました会貝の皆様には深くお旋

ぴ申し上げるとともに なるべく早〈訂正号を作成

Lこ変えざるを得な〈なった。その結果、営利企業の した〈存じます固訂正 住所変更、またお気づきの

レク分野への進出 公共団体と企業による y ョイ〆 棋がございました勺 周封ハガキの通信網にてご

トが行われ、地設の運営管理を企業tこ委託している 報〈だきるよヲお願いいたします事務局}

スポーツをみんなのものに
。取扱品目.

・スポーツウェアー

・スポーツシューズ

・疎技用品

・スポーツ施設工事

・スポーツ用品全般

3522m対ーツ泊タクト
・耳障鉱〒3刷獄事.千代園医縛図司町217 o切(231)1711陶

・JtJII....1!時傘州市栄町・ "→a 雷制25(S1) S416
・園立健緯....丘庖 ・園lt・後調.酉.丘a
.箇主・E篠.代。木腐 ・(財)スポーツ舎・a

塩谷宗雄先生逝去さる

一一健康とレ?の関連を実証的に追及一一

(写真怯1970年ごろのa谷先生}

本学会麗出会長の塩谷宗雄先生は 7月19日午後O時

25分、すい臓がんのため‘東京 お茶の水の順天堂

大学付属病院で亡〈なられた 四歳だったa レクリエ ンヨンの必要性を説き、実際に独自の体

塩谷先生の専攻は産業体育学e とくに働〈人たち 操を工夫されて全国の職場への普及をはかられた.

の健康とレクリエーンヨン吋問題に取り組み、きま 学会では 後進の研究発表に対して、常に鋭い疑

ざまな業種の人々の仕事現喝を調査したほヲ大な手 聞を提示きれ、研究を深める方向を示唆されたa

タをふまえて、身体のひずみを正し、健康的に仕事 長〈東京工業大学で教授をつとめられ、その後、

をする方策を研究されたs 日本体育大学に移って研究 教育に当られた， 50年

レタリエ ンヨノについては、「レクはまず仕事め に及ぶ研究活動の成果は『産業体育学， (道盗害事走

中にあるべきもので、仕事に変化を持たせて健康を 刊) 巻にまとめられている。

維持きせる機能として考えられぬばな句ないJ とい 渥谷先生の学恩に感謝を持げ、心からご冥福をお

う持論を常に強調きれたa この考え方iこ立って職場 祈り申しあげます.

第39回全国レクリエーション大会

三重県大会のご案内

「こころのふるさと 重カな自然.レタでひらこ

う、みんなの生きがい " をテ マに第39園、金園

レクリエーンヨン大会三重大金が、 10月26B(土)か

ら、 10月"日{月)まで宵bれます.

参加費は、4.000円ですが、これを払うと第四回日

本レクリエーンヨン学会の参加費(正会員1，500円)

が無料になります.

学会貝が金圃レクリエーンヨ〆大会に、参加を

希望する場舎は、学金事務局を過して三霊県実行委

貝会に申し込むことになっております.

参加なき 0だい方位、学会事務局に 9月末までに

多加費"曲。円を同封のうえ、現金.留にてゆし込

んでくだきい.・式は聞いませんが 氏名、由時

電話番号は必ず、記入してくだきい.期限が迫って

おりますので、希望者はとりいそぎ学会事務局西野

までお電話下きるようお願いします.

-輔岬>.

第一回理事会報告

08 時 1985年6月8日(主)2;30-4 :30PN 

・喝所上智大学第2会議室 (7号館11階)

・血儒者捜凶(副金援)旗揚(理事長}

今井、進士西野、園中(袴)、回中(鎮)、

図姻池圏、夏目秋吉寓下絵繍(理事)、

鈴木(監事) 浅野、芳賀麻生傷調書、師

岡、川向(僻事)

<.告.項〉

1 学術会議委員復"について(高僑)

日本レクリヱ y ヨン学会均.，Il、よ工憤慨四郎会長

を椎聴した旨報告された.

2 ・務局移&について(西野)

6丹治句学会事務局が東海大学に移転した

なお事務局専用電話については回線等の問題で大学

側と女捗中と報告された.

3 卒業省文発表会について(進士)

3月16日(土)東京農業大学にて卒業論文発表会が

開催きれ、 17・Eの発表があ 'J、好評のもと終了した旨

報告きれたa

4 レクリエーンヨノ研究13号は6月中に発行できる見

込みがたったとの報告がされ、 1.号の「文献毘録集ム

に関しては作業に多少の遅れがあリ、 15号の「大会発

表省文集 Jが14号として先に発行きれることになると

の纏告がされた.

5 財君臨について(宮下)

特別貸励会貝‘寄付などを含め 高橋理恵援の協力

で集める司俸が出来た.財萄対策として一徹企業などへ

の呼ぴカけも考えているが司学舎のあり方 会社への

メリットなどの問題がありー今後織討してゆく必要が

あると報告された.

《・・事項〉

1.1拠4年・4陸、決算線告について(西野)

《研究会線告月21日・ .. 智大掌

レクとしての7ィットネスプログラム

アメリカにおけるレク・スペース計画
の動向

日本レク学会と日本レク協会との共催で、 6月27

日(木)午後6時から、上智大学図書館8階会議室で、

アメリカの2名の教授による講模会が開催されたB

参加者は学会貝や学生、公認レク指導者など70名が

出席し会場を埋めた。

ili賓テマ 2..のヲち 1題は VirginiaCommon 

wealth Univ のDoc.Charles.E.Hart田 eによる「レ

クリエーンヨ〆と Lてのフィットネスプログラム"

通訳は原因宗彦氏。

出生率低下、商船化、肉離婚増加による片親家庭の

増加などがへルスケアの費用を天文学的数字にLて

いる.企業拡従業員の健康管理費用を下げることに

腐心しているし、国としてもウ.ルネス (well田~)

を強調した社会の形成を機案しているa その機関

図岬としてi季、①行設(人口 2万人以上の市町村に

ほ公共レク棋が股置きれ、フィットネスやウェルネ

部訂正の上承認きれた.

事務局運営費100例制0問か句150例制0問に、

紙圃料金を役君事費とする

予備費2，ω0円と150，ω0円とする

4 第15園学金大会について(西野)

三重県伊勢市で開催される大会に関し 別資料をも

勺て説明がなされた句なお学会ニュ """での学会入

会案内で参加費に閑し正会員1ωo円と記戴されたが

1冊。円に、一般の方の看広畑費を上旬。円か句"∞0円lニ

訂正したい旨報告きれ了承された。

@ン:.-:t:ジウム仁ついて〈進士)

慨要について資料をもづて鍵案説明がなきれた.今

.，，，地域粂件をA まえた上で 観光レクリエ-，ヨ〆

など{鳩売をあわせて考えている 内答は八王子レク

'1エーンヨノ協会の治動挙例の紹介 池元ジャー+リ

スト、女性パネラ を含めたパネルディスカ〆ンヨ〆

形式を考えている.パネリストとして 周畑負寿(千

葉大)鈴木忠義(東京農大)闘中祥チ(海図豊大)も

どが候補:ニム(f句れた.きらに具体的内奮の検討は進

士常任理事と事務局に 任することに承認された.

5 1仮)'レク研究法」について(進士)

別資料をもって経過報管、編集体制、メノハ 様成

刊行手順調R要予測などが説明された

6 東海支部~設立について(西野)

東海支自揺を発足する鑓案について 設立原案をもっ

て説明きれ承認された.

7 専門分科会について'.回)

専門分科会の名称については第 1岡常任委員会にて

「レタリエーンヨン指導研究専門分科会』と決定きれ

た旨報告きれ7詠された.

8 その他

・支部および専門分科会の媛約を被討してゆく必要が

"る司馬が提案きれた.

・篠崎留学金大会について

来年度の金園レタリエ〕ンヨ J 大会の糊催地は沖縄

に決定、期日は10月25、"、 17日が予定きれている.

学金犬舎の開催の場所時間等については原案を総会ま

でに検討することが話きれ点。

別貸斜(前号参照)をもって民明きれホ露きれた固 ・網係団体の役員選出について

2.1M路年・"寮について 選出方法の具体業を作づてい〈必要があることが話

別責特をも q て鍵集され 一節町正の上象臨きれた. きれた.

111圃常任安貝舎では学会ニュース発行図書生.，固 ・入退会希望者について

と決定したが 3固め発行としお号を9月に"号 新入会員22名、退会希望者10名が承認きれた.総会

を1月とすることが承包された. 員数557名

3.1985年予算案について

au 
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沖縄て第16回学会大会 1附 4日(金)
那覇パシフィッヲホテル

女研究発表申し込みは 6月30日まで

安審査用原稿のしめきりは 8月|日日
今年の学会大会は、第40回を迎える全国レクリヱ

ンヨン大会 (10月24--26臼、神縄県)に時期を合

わせ その第日目、 24日の朝9時から、那覇市の

ハy フィック・ホテルを会場に開かれる。(全国レク

大会は、学会大会終了後の午後 3時に開会する予

定。)遠隔の地であるが、多くの会員の参加と充実し

た研究発表が期待される。

研究発表を行なうための要領は次のとおりロ

究費資格 1986年度会費を納入した会員

9月15日

15>発表順発表会場等の決定と通知 9月初日

16瞳員に論文集を発送 10月上旬

171学会大会 10月24日(金)

学会大会発衰のご案内

レクリエーション学会大会¢発表は『レクリエ

発表形式口頭発表および「レクリヱーション研究第 ンヨン研究・大会発表論文集』へ役摘して蛾くこと

16号大会発表論文集」への掲鍍 が条件となっております。今年度の『レクリエーシ

登壇圏安定共同研究告徐き一人一回 ヨン研究・大会発表論文集』は昨年度とほぼ同じ様

発表情釈陽 電15分(質問3分を含む) 式で役稿を受け付けます。昨年度は作業スケジュ一

発表申し込み先 ルの遅れから、一部会員には期限内に研究誌が居か

〒194ω 町困市相原町2600 衆宗家政学院大学 ないといった不手際がありましたが、今年はそのよ

日本レクリヱンヨノ学会編集委員会惨事 うなことのないように原稿の締切日は厳守させて1II

芳賀健治宛 きますのであらかじめご承知おき下さい。

電話 0427-82-9811(内548) 投稿者は量堕璽主主型車旦4;，下記の点について

発表申し込み手・ も充分にご注意下きい。

(U発表申し込み受付 6月30日まで

121乎書き原稿またはワプロ済み原稿しめきり し活字の大きさに注意すること。 84将タイプ済

8月10臼 み原稿が製本時には85判(半分の大きさ}に値

国論文審査添凱 6月7日-8月20日 少されます四 9ポイント以下の活字は使用しない

(審査カ済み次第、論文は返送されるJ 主主主土l ワ ドプロセッサの場合は、通常の活

凶)タイプ{ワ プロ)打ちあがりの最終原稿しめきり 字の大きさで充分ですが、タイプ、ワープロいず

第15回学会大会報告
〈伊勢市〉

.ポリウムのある発車輸文集

第15回を迎えた学会大会は60年10月28日、三重県

伊勢市の外宮の裏山にある厚生年金休眠センタ を

会場に聞かれた。午前中から午後にかけて20題の研

究発表があり、午後は総会、記念シンポジウムが行

なわれた。昼で終了した全国レク大会からの参加者

も加わって午後は百名を越える聴衆が集まった。

今回の研究発表は、レク施設や空聞に関するもの、

余暇生活設計の方法、伝承あそび、キャンプ、スキ

などの種目関連のもの、レク指導の構造論や効果

測定、障害者の余暇の問題など、レクの帽に見合う

多岐にわたるものであった固発表論文集もなかなか

のボリウムになり、読みごたえのある論文が多くな

ったことは喜ばしいととである。

-三重宮殿下r平和とレクJを脱かれる

今回、特筆すべきこ左は、午後の研究発表を視察

に来られた三笠宮殿下が特に発言を求められ「平和

とレク」に関して20分ほどお穏になったことである。

三笠宮殿下は、戦前の軍国主義がスポ ツやレク

りエーνヲ〆を押しつぶしていった歴史を自らの体

験をふまえて語られ、現在の世界も決して平和では

な〈、日常酎に戦争が行なわれている事実を指摘さ

れた。ひるがえってレク学会の発表を見ると、あま

りに「平和な」研究が多いが、平和の象徴とも言え

るレクリエーシヨンを研究する者は、戦争に反対し、

真の平和を作り出すという視点から歴史研究や社会

研究にとり組む必要があるのではないか、と述べら

れて r抵抗のレクリエ ション学」を提唱された。

次回の全国レク大会が太平洋戦争の歳戦地 沖縄

王子レク協会の丸山正氏が八王子を舞台に展開され

てい~アイデアに満ちたレク運動の概要を紹介した。

これを受i1て中日新聞のE立省三、東京慶大の鈴木

忠益、津田塾大の回中祥子、学会東海支部長の川村

英男の田氏が、地場を育てる文化とレクリエ」シヲ

ンについて多角的に論じた固

シンポジウムを通じて浮かぴ上ってきたのは、レ

クリェーシヨンが持っている大きな可能性というこ

とであり、レクをもっとまちづくりの中へ引き入れ

ていくことの重要性という点であった。

学生の卒業論文発表会

恒例のレク関連の率業論文尭表会は 3月8日(土)、

東京農大で聞かれた.今年はおり悪しく卒業式と重

なった大学もあり、発表論文は8題と例年よりはき

びしかった。公園利用とレクに関するものが三題あ

って目についたほか、野外教育とキャンプ、観光調

査に関するものがあったa

また地場レク協会が運営している東京都と八王子

の「レク学校J から、それぞれー題ずつの発表があ

った。福祉と治療の現場をふまえた特色のあるもの

であった。

Fレクリエーション学の方法』編集すすむ

「レクりエーション学」の方法について、これま

での研究成果をふまえて盤理と分析を加え、研究者

のための総括的なガイドプックを作ろうというねら

いで進められてきた rレク学の方法』の編集が大づ

めに近づいている。

85年 3月に開かれた研究合宿で大すじが閏められ、

その後、各主主ごとに研究会が持たれて内容の検討が

加えられてきた。今年のはじめまでにーとおりの検

討を終え、執筆者が還ばれて鋭意執筆が進められて

で行なわれることをふまえてのご発言であったが、 いる。

学会会員にとってたいへん衝窓的な問題提起であっ

たといえよう。

-地域文化に果たすレクの役割

大会のしめくくりは f地機文化とレクリエーシヨ

ン」と題したシンポジウムでるった。まず r地織役

会でレク文化の定着をめざして」活動する東京・八

本.は今年の後半には「ぎょうせしりから出版さ

れる予定である。

総会は 6月21日出を予定
61年度の理事会総会は6月21日(土)午後開催き

れる予定で準備が進められています.
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れの場合も活字の字体はでき得る限り盟里豊でお

顧いします。

2.編集委員会としては、作業ι効率化をはかつて

いただくために、ワードプロセッサ (24X24ドッ

ト以上)による悟字化をお勧めします。本年度は

ワードプロセツサで活字化した原稿についても受

け付りを致しております。

3 ワープロまたは手書き原稿の締切日 (8月10日)

から印刷・製本・発送までのスケシュールは本年

度の場合、開催地が沖縄ということもあり、あま

り時間的余裕がありません。できる限り早い崎期

にご投稿下きいますようお願いします。

余裕をもって審査・訂正をして頂くためには 7

月上旬までに原稿をお出し下きい。 7・8月は夏

休みに入り、審査員不在のために審査に時間がか

かることがありますのであらかじめご承知おき下

き)'0

4，審査員に配布するためのコピー 3部を必ず添附

して下さし益。コピ の添附がない場合は葉書にて

投稿者に御通知いたします。また、審査して戴く

論文ですので、手書き原稿の場合はできるだけ読

みやすい字体でお願いします。

5，返信用の封筒、切手を忘れずに同封して下さい。

切手は二重h1坦旦止旦盟呈を同封して頂き、使用

しなかった切手については投稿者に返送いたしま

す。切手代金の内訳は次の通りです。

a)審査員 2名ヘカ発送、返却(編集委員会~審

査員)

240円x2名 x2回(発送・返却);0;;960円

b)投稿者への返却{原稿 l部コピー 2部)=350

円(編集委員会~役稿者)

0)通信予備費=90円

al+bl+c)=l，400円

6. キャンセルの場合には必ず編集委員会に主貫主

エ重量土主主主。

7 論文の校正(目的、研究方法、結果および考察

など)および書式(注釈、引用・参考文献等)に

注意すること。論文倦U成、書式については従来の

『レクリエ ション研究，あるいは『大会発表論

文集』を参考にして下さい。

8.修正済みのタイプまたはワ プロ原稿は 4枚以

上6枚以内で、なおかつできるだり偶数枚で (4

枚 6枚)でお願いします。奇数枚目校)の場

〈主面だより〉

合、製本時には見開きの右側ペ ジが余白となり

ます。また 6枚以上となった場合は役稿者の実費

負担となりますが、 枚につき3.000円程度ですB

9，学会所定のタイプ用紙の外枠からはみ出た文字

は製本時に判読不能となる場合がありますので、

必ず枠の中に収めるようにして下さL、
「レクリエーション研究(大会発表論文集)j

投稿規定

暫定措置として昭和61年度は下記の投稿規定にて

実施し、問題点があれば、次年度、修正を加えるも

のとする。

l 投稿者は本会の正会員・特別会員であること。

2 論文は他誌に未投稿Mりものに観る.ただし、外

国人会員については欧文での投稿も受け付付る。

3 誼文は新かなづかい、幅隈漢字使用を原則とし

A.判繍奮さ 400字諮原稿用紙を使用する。ま

た、本学会所定のタイプ用紙と同じサイズ 同じ

様式 (B4判・縦 2段カラム)であればワードプ

ロセッサによる原稿も受け付げる。

4 欧文要約は不要である。

5 論文の第一頁表題の下にはかならず氏名 所廃

をつけ、図版・写真にもタイトルをつける。

6 図版はかならず白紙に墨書きとし 図版・写真

類は、上下の別を明記し、原則として図表の文字

も活字で入れる。

7論文は4ω字詰原稿用紙にて20枚以上:30枚以内を

原J則とする。

8 投稿する原稿は、手喬き{またはワ プロ)の

オリ γナル原稿とそのコピ 3部左する。

9 審査を届過した論文(手省き}は設稿者に返送

する。投稿者は、本学会所定の用紙に和文タイプ

ライタ またはワードプロセッサ (24x24ドット

以上)にて原稿を活字化しなければならない。務

字七きれていないなど様式に適合しない論文は受

付付けない。校正は役稿者の責任において行うも

のとする。

10 タイプの打ち上がりは 本学会所定の用紙に原

則として4枚以上6枚以内とする。規定の枚数を

越えた場合は役将者の実費負担とする.

11 活字ヒするために論文を投稿者に返送するが、

かならず必要な額の切手および宛て先を記した返

信用の封筒を同封するよことe

幅広〈会員を集めて地域住民に役立つ研究活動を
一産ぷ声をあげた東海支部一

日本レクリエ シヨン学会東海支部会は、昨年10月28 年度を終ろうとしています。日本レクリヱ ンヨ/学会

日、三重県厚生年金休暇センターで開催されました、第 はもとより、支部の先費量格である 関西 九州の各支部

15回日本レクリエーシヨシ学会大会の総会におきまして、 などから、今後ご指導をたまわり さらに充実 発慢さ

会員皆様のご理解とご協力により、支部として正式に承 せたいものと考えています。

認され 発足いたしました。 そこで、東海支部の今後の拘負のいくつかを簡単に述

関西、九州についで3番目の支部として誕生しました べてみたいと患います。

東海支a置は これより先昭和例年 3月16日設立発起人会 1.会員の拡大とその確保

を開き、意見交像、論議を重ねた結果 設立に向って努

カすることになりました。その後、数回の討議によって まず第 に、支部が今後ますます充実・発展するため

設立の準備(設立の趣旨、規約案作成 役員候補の選出、 には、会員を多くし それを確保することです。その場

事業の概要事務局の設置、会債など)を進めまして 合他の学会によく見りれるような、研究者のみによる

5月11日を設立総会の日左決めました。そして H1l6日 専門家集団ではなく、レクリエ ンヨ J の在り方や性絡

に設趣意書とともに総会の案内を 従来の東海地区の全 かっ考えて、各職種、階層かり広く会員を求めたいもの

部¢学会員と、レクリエ ンヨン左関連のある仰の学会 と思ってお句ます。また個人会員ばかりでなく、企業は

員の方などに配布しました。また 方本部に対しでも支 もとより、地免震の組織集団などの加入を認めてはどうか

部設立の手続きをいたしました。 と考えています。このように膚を厚〈し、幅広い会員に

いよいよ 5同11日 設立総会では、参加者は予想外に よって東潟支部がささえりれるように願っています。

多く約制名〈らいで、本部からも 2名(理事長、事務局)
2，事灘について

参加していただきました。日程を予定通りに消化し、最

後に会長に就任されました川村英男先生の「レクリェー 現在、研究会や情報交換ということで「東海レクリエ

シヨンをめぐって」と題する記念講演を拝聴いたしまし シヨ〆」の発行をしていますが今後は 支部大会

た。非常に有意義な講演で、参加者 同深く感銘を受け 講演会、共同の調査研究、レクリエ ンヨ J 活動の実際

ました。 などの企画を考え、「東海レクリヱ γ ヨム〆』会報の充実

初年度の今年は、 10月2渇日の日本レクリエ ショ〆学 を考えています。

会大会を支録することを重点目練として、その轡勢をと 研究会は大体3ヶ月に 1回(年 4回、購演会も含む)

りましたが、これより先、 9月12日に最初の事業として ぐらいで実絡するよう計画し支部大会は塁手1回「東梅

第1回の研究会を中京大学で開催しました。昨年ヨーロ レクリエ ション」の発行は年3固くらい予定していま

ツハ各地を視察してこられた木村吉次先生(中京大学) すa なお共同の調査研究は総合研究のようなものを考え

に「ヨ ロツパの体育、レクリエーシヨン事情J と題し ています。

てお諮しをいただき、その後の質疑応答では、活発な意 はたしてこれりが実行できるか疑問ですが、あせらず

見の交検もなされました。 あわてず、ひとつひとつ実施していきたいと考えていま

また11月15日には、情報交換もかねた「東海レクリエ す。

ーシヨ〆」地 11ワラ半紙大で表裏を利用した手づくり)
3 その他

の会報紙が発行き札きらに11月21日には第2圃の研究

会が開催されましたB やはり中京大学を会場に、三宅邦 この東海支部のレタリェーシヨン学会が、学問の研究

夫氏(中日こども会)の「こどもの遊び 日本と諸外国 という点だけに固執するのではなく、その結果が広〈、

との比較からーJ と題してのお話しでした.氏の鰍創的 しかも多くの地峨住民の生活に浸透するようにしたいも

な新しい道ぴのいくつかが紹介されると同時に、活発な のです.とくに理論と実際がうまく融合するようにしな

討議も行なわれ盛会でした. げればならないと考えてsります。

以上のように、きさやかながら一歩歩地道な活動で (東海支部会副会長川口光雄)
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第16回学会大会に墾加しよう
10月24目 ( 金 ) 沖 縄 県 那 覇市詳しくは学会大会特集(3ペジ)を

昭和61年度露蚕蘭催万
去る 6 見 21~(土} 上智大学において理事会及び総会

が輔自離された.

総会出席者は29名(委任状2団名)と少なか jた泊、1偲 S

年の事業報告、決算報告カ承認され、新役員m選出、例

年度の事業案可予虜案が審議され 原案通り認められた.

・日 -62年置の輯世且量出される

総会に先立勺て、選考委員会で新役員の人選作業が行

われ、その繕果を理事会で討織したうえで 総会におい

て新役員寮が侵出され、承認された，

なお、会長選出理事2名と常任理事及び理事会内専門

委員会のメ/" については.10月24日{金れ沖縄での

総会の席上報告する予定.

60年度をもって退任される、探町一夫、金崎良三、図

畑貞舟、仲村宴、夏目瞬.日比野嗣郎庫本祐次郎、伝

際祥三の各会員に対し 永年のご尽力に深く感謝すると

ともに、今後ともよろしくご支援、ご活躍いただきたL、.

・昭和回年麿事量車壊まる

事案内容は例年と大差ない

研究例会は年4回程度τ レ，リヱ ンヨ J 権設の史学

会や"ポ y ウムを中むに開催するニとにな た。すで

に事務局では、 II月初めに Park~ & Recreatlon につい

てのン J ボジのム開催の準備をすすめて、る。

また、 fレクリ:I;-:-，，;..-学の方法』については、年

度内発行をめざし、原繍明書理の段階に入 Jており、経行

をお願いする予定の ぎょうせい との打合せが行われ

ている. (事者提案は 7へー ν)

.予車螺植は400方円 H

61年度の総子第は細川円 そのう hレヲ研究や会

II名簿 手会二ユースbどの印刷費として55%、通信賓

として 15%、あと他に 文献目録集の作成費として15%

を"十 lした。

この F算執行にあた て 線大のポイ〆トは年度会資

-第16回学会大会

関雇要項
1 日時 1後切8汗 10月 '~Hl(金) 9 (附-16 ∞ 
2 鋼所 '->ワィ γ ヶホ干"沖縄

〒筑10沖縄県那覇市西 3Jtl5番地の 1

809府8-68-5162

3 日程 830 受付

9 ∞ 研究発表

e ∞ 侵食(理事会)

12 会防 総会

1310 研究発表

143ο 特別研究発表

i5∞ 特別講{寅

16.00 終了

a 大会参加費

正会は l副"円

学生2民 1ぽ旧内

賛助会員 無料

金園レヲ大会参加費納入者 N 

その他、 般の Z.C刷円

5 参掴申し込みについて

・参加申し込みは すd に送付ずみの《第161<>1学

会大会航空便、宿t自ホ子ル響領会ヱフスガ

ー ν ヨJ 等おゆし也九ご案内)，'，二ょっご申し込乞

-なお、当日会場でも手会大会参加率し冶みは受

けつける

6 rレク研究J場金大金号の送付について
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9
-幼兜の運動遊びと観の養育態1金

20 松村幌樽/日本大学

-子どもの社会化'"程と運動・スポーノ行動

視の意機分続カら

40 縄認定奮い子ノH本大学

・勉学毛拘とスボーノ レク"エ ノヨ〆行動

(第2報)

10 00 浅図隆夫/目白学園鱈1大

・幼児保育の今H的探題 「枕γ前教育 の f

備的考察

20 縁海姐子/女子礎学院h大

・幼兜期における発達課題について 基本的生

活習慣・ほ規の期待像等を'P'L.'として

の納入状況である。過去の例では、どっしても滞納者か

出てしまい事務局の台所は火の車にな jてしまうニ止が

多い.今等度は、ぜひ早めに綜入いただきたい。(予算

案は 7ぺ一ージ)

昭和61~62年麿世員覧

会長 江橋慎四郎(東京大学}

副会長 膏木泰三(桃山学院大学)

浅図隆大(目白学銅)

梶山憲三郎(福岡大学)

川村葵男(大同工業大学)

監事 長谷川純三(日本体育学校保健セノタ)

前野 jf-郎((傑)スヘスコノザルヲ J ヴ)

理事長 高橋和敏(東海大学)

理事 被音書箆(福岡教育大学}

飯図 書l(筑波大学)

池国 勝(鹿屋体育大学)

今井 敏(日本体育大学}

侮 2・通子(女子撃学院短期大学)

川口光緩(名古屋経涜大学)

木下茂徳(日本文学)

通量士五十八(東京農業大学)

曾木忠纏(東".集大学)

鈴木秀雄(関東学院大学)

酋図碩費支(財)日本レ令リエ y ヨJ協会)

国中館鎗(日本大学)

寺島普ー(明治大学)

西野 仁(東話題文学}

紙浦三代子(東烹女子体育大学)

宮下経治(順天笠大学)

是主辺賓介(東京工業大学)

支部選出守健信次(中京大学)

理事 大谷普鱒(福岡大学)

家吉宮英(大阪体育大学)

会長選出理事 2名

10 40 椙良子 w，場"，γ院!;-.I大

-幼児の社2;:((.J'{.1ぷ習慣の官f.x.(:-~，、て
II ∞深山手格子 u 平学院知大

・領純音楽吋ズムに関する幼児の遊傑行動

却経j爾三代子〆東京k子体育大学

・.，格闘における課着陸一領縫(自然、健時造形)

島びとの聞係についての脅棋

'"皇見悦郎東j語大?

.'ヒヱトのビオ守 ル キセ〆ずに欄寸る研

究

日 10 馬場進一郎 制本体育k'l

・児有キヤ:--，の教育的効呆に閉するー研究

DTIカ"見た自 L性の効果1::'1'心"て

;10 循闘芳則

・キヤ J デ期間についての権償的研究 '1''1校

教l!，iつ意議の分析

50 金子和正/共栄学問急l大

.レヲ"ヱ J ヨ〆えキーの筏術評仙に関する

研究 滑走順番ヵ，ffiHllニ及ほす影努こ司t て

1410 星野敏男/明治大7

.寸F 〆"カにおける野外教育の歴史と展望

研究発表/8会場
900 高繍伸/国際基督教大学

-レ令"ェ J ヲJ に対するイ d 〆の術究

と〈に大γ生の事例比肢を中.(.'に

さ0 岩国偉/Il本大学

-'t生生活における Re-creallOn行動iニ陶する

研究 Nk学の湯介

40 ;R;村梅/H本大学

.11本り生協会凌立までの経連

IO 開噌回せい/Il本大学

_I，t:f-従業自のレ 7'1"'--"ヨ〆参加ど帳場環

境認知

Zfl 山口豪鐘 J 鹿障体育大γ

・余暇 叉ホ ソデ q 、 スの情鍬サ ヒス

の現状と議題

40'"闘宗倉/脆屍体育大学

・体青白レフリエ __ 3 ;'-.7ログラム汗価に閣

する経"i;?U午研究 ライヲサイクル理開命の応用

II 叩小検霊知子/制本大学

・尚齢者の鍵団長 レツ I}:::t:_:'-ヨ J 教室参加と

その効果

20 山本襲被/H本福祉大乍

-両働者のスポーッ艇興に閉する 符嘗5

40 海老原修/東京大戸

・ロ ュニチィ レクリエー〆ヨ :.-t，!;.t!J1湖と H
常生活隠の聞係1つL、て

1310 杉層邦江ノプレ γ ク傷害電所.0ユ ン ラJ ドの都市空間に齢ける創造的

1985年度事業報告

1・.
I)第15園学金大会糊催

10月28日{月) 伊勢市厚生年金休暇セ〆ター

研究発表a圃
記念νJボ f地域文化のレクリエ ンヨノj 

・実践報告丸山正(八王子市レク協会)

-パネルヂイスカ"言 J

図畑貿易{千豪大) 足立省三(中日新聞)

鈴木忠義(東京畿大) 回中祥子(樟図整大)

川村英男(東海支部)

21簿演会開催 6月21日{木) 上智大

1985年度決算報告

「レクリヱ y ヨンとしてのヲイノトネスプp グラムJ

-7 -\"-11，;>;'・ E・-ソウ(巧 J ウ~ I~ :;(，大) 亡立
17川カにおけるレタスベ ス計画の動向j ロ支出明細

レスリ ーM.リ ド{子キサス A&M)

3l研究例会

5月25日出噸天堂大 112月7日出東京農大

7月20日凶上智大 1I月25日嗣 土智大

9月28日出 13月8日出東京農大

II月16臼凶 卒論発表)

4)織関紙「レタリエ ンヨ〆研究jの発行

第14号 l錫5年10"

第15号現在編集印刷中

5) 会報f学会ヱユース」の発行

ぬ32 鎚S年5月

臥33 月

(ぬ34 1986年5月) [H醐年度分1
6)文献目録にむけての作業

1}会員名簿の多量行

8) rレクリ z-y冒ノ学の方法，(仮称3の発行に

9)組績の鉱充 むけての作業

正会員 5曲名(前年比較 +79) 

特別会員 11 ( - 5) 

学生会員 24 ( -15) 

眼ま覧会員 6 ( + 1] 
賛助金員 5 ( + 3) 

(l98ti"!'-6月四日現在)

・東海支部の設立

.レク')ヱ戸ン B ン指導研究専門分科会の設立

2 会機

1)総会開催 10月28日開 伊勢市

2)理事会 6月8日出 上智大

10月28日側 伊易市

3l常任理事会 4月19J:l 9月5日 lfl25H 

4月25日 s月22臼

4)各種委員会の開催

3 三宜宮8:下の盲掃をお観いする会の開催(共催〉

12月22日{日) 品川

野外レク.)::t:-y  ~:-の実態とその事例につい

てそのt

13:30 IJ、HI 貫ノH本大学

.1¥1市公闘釘利用者による評価等に関する研究

船繍市内二公固め比較から

50 棚倉徳車種/日本大学

-キャンプ場の利用状況と施設の評価につL て

一町営尾"の森キヤノプ犠の場合一

特別発表 14 30-15 曲

沖縄の生活と
レクリエーション

ー沖縄の伝統芸能や年中行事と
レクリエ シヨンー

.車嘩大学教授金城光子氏

学会大会の特別発表。こ、涜球大学教侵の金域光子氏治

決定しました

金披氏は、琉球大掌教育学部で舞踊教育学を担当され

ていま寸

沖帽の伝統舞踊の様式 形式住を解明するために、舞

踊美の因子情造を績割、舞踊作品の構造化、機械要素の

類型化 舞踊動字の分析と比敏、及U舞踊措体系化の作

業を進めてこられました また 沖縄の偏りの教材とを

推進し、教材論左しての続球舞掴を追求されてもます.

現在、アシア文也圃における民族歌舞の系機 沖縄の

伝統的歌舞めアジア的間違佐を予 マ止して研究されて

います

本大会での特別発表之、特に、神鳴尾の伝統的芸能や年

中行事等を レクリヱーシヨ J 的立場から人々の生活を

からめ、ビデオを用いて発表していただく予定ですe

ご期待〈ださ凡

開講東日田-16 曲

お択におけるレジャー
レクリエーション研究の動向

-世界レジャーレクリエーシヨン協会E会長
前オタワ大学散慢〈レクリオロ y ー)

コー・ウエストランド氏

醐日年度臨時総会のお知らせ

明和.，年度の臨時総会を.10月24日(金}l245から、

事務費 30，α)01 11，繁治 18，010

会議看守 | 却価)1 84，71011:!. 34，710 

通信費 450似)()I 557，452 I d. 107 ，4.')~ 

印刷費 12，300α)012，044防01 お守備。

研究会費| 曲，【削| ぉ!αJOI 15，償附

大会費励。剛川筋 7101 14.290 

総会費仮)31 0¥α"  
事務局運営費旬，α刻印 131涜誕51 18，705 

雑費 15.醐)¥ 16 ， 4~0 ¥ I'!. 1，420 

予備費見仮)()I 12，0同 138，0削

五十 ¥ 3，:nJ鋭治 12.979位 71 辺仏473
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費など

権 費 lレク協会維符会費な土

予備費l'生花(葬)

なお 出欠を同封，、ガキにてお知らせ〈ださ」、.また

出席てきない会員は、同じハガキめ委f壬状に必要事項を

記入し、押印のうえ10月15日までに、事務局あてご返送

く丈"、

特大会蜘の懇親会へのお誘い

第16国学会大会の前夜 00月23日(木))畑6 ∞ヵら

学会大会参加者の多数が宿泊するパシヲィックホテル仲

織で 夕食を乗出て想続会を開催しますE

日ごろなにかとごぶさたしている会員が一堂に会 L.

情絹交換等したいと恩L、ますE

会費は5α"円です 是耕ご参加くどさL、.

スポーツ科学情報システムに
に関する国際シンポジウム

日時・1製ヨ6if-1O月21日-29日

場所・鹿児島銀座屋体育大学

学会大会終了後の10月ZI日から29日まで聞かれます.

日本レクリエ ン"学会も後復しております是非、

ご参加くださ、、。

昭和61年度近畿支剖噺役員決まる
昭和61年度の近畿支部の新役員が次めように決まりま

した 活躍を期待します。

名誉会長小川・-

期 ロ ・6
会長 青木奪三

副 会 長 仲 村 書

理事長 永吉安養

理事 日々毎朔郎(京都)

寺岡ー邸(大阪)

梅園芳則(") 

夏 目 暁(兵瞳)

山 図 績'") 
草川ー敏{滋賀)

吉川冊子 (!I ) 

小園切敏一(奈良)

容 .. 11'和歌山) 以上9名

事務局 櫨銅芳則

〒561大阪府茨木市学園町H

大阪体育大学レクリエーンヲノ研究室内

，・〆フイヴ'ホ号ル神鋼にて行いま寸. 曾 07ヲ6-34-3141内74

内界iま理事長報告、各委員会均九の報管などです。 監査 高見 箆

学会大会の昼休みを利用して行いますので、是非ご出棺 蓋緯 E 睡

(支部錐粛の)本総理事は永吉宏美氏です.ください.

-178-



1986年度事薬~
1 事象

川第16['寸ア会大会開催 lOJ!2411(金) 郷覇市

121講読会開催 6月211::l(七) 上智大

13河野究例士 をや 411'J程度

レツ応Aの見学会や //;T，ノウムを中也、に

'"機同級「レヲ '1ニ:r:-"ヨン研究!の発行第16・17号

同会報['j会ニュ 引の酎'r Nn:{4~:\7 

16)文似H録の発行

1<1会川名簿"発行

18)fレヲリヱ /ヨ/学の方法I(仮称)の発行

19)組絵の拡允と整備

会Hの療得、財政組事盤"整備、学会運営のための

諸規~等の撃備 事務局体制の整備

2 会組

1;)総会開僻第 H~ 6凡2111(七) 上智人

第21.，j 10月24日(金) 部覇市

12)理事会開傑

)3日常任湾事会開催 ，.ド各種委員会開催

1986年度予轟葉
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印

刷
魯
R

・園
【

滋

伯

A

一A渇
地

エュ ス 各種会織通匁

なとの郵送番号、ハガキ・

切手代など

印 刷 費I2，:WOαJOIレク研究、会員名修学

会ヱユース 入会察内

総会案内、研究集会通知

封筒、理事会開催通匁

研先 公安 1関川JOI会場資運営奏、外来講

帥謝礼なと

k :z:費

総会費

I民}邸治

活酬|会輔、外来酬謝礼

ち務 i越正:費 150以)()Ii'!レバイト代なと

特 V 子易 敏朗調JOI文献目録集作成費

権 資 10.(剛 111本レャ協会維持会安等

F 偏食 75醐

I 4.0曲川》

露蚕議事事
7!l2l1J 3 lOPM~4 削

出席会川教 29 委任状 2協 議長/高倉

<-.> 
i悌5年度事業報告/西野 資料にそ Jで説明報告

高倉以 i機告に間し質問意見はヲ(無し) 承認さ

hたものとする。

続L て決第報告

西野 (資料こそりて) 以上資料は鈴木深町問先生に

監食をお願L した.

高倉 会計監査カらも'"認されたとなっている必どっか。

(異議なし) 承認されたものとするe 役員選出に

ついて理事長から説明願L たい

高橋改選のル ルを 2年かけて作る。理事と 般会員

から選考委員を出 L役員候補の案を出した。

高倉 選考委員の代表カらその経過を説明願L た1'，

秋吉宮下、西野、松浦、川口、秋吉、閣困木下の7

名で選考しfこー会長、副会長については留任。鈴

舎は前野、長谷川氏理事は21名選んだE 各支部

からは 1名にした。会長推薦の理事を2名。

高倉近畿・東海につL ては事後承認でよも、かり 会長

の推薦2名および新役員につL ての承認を得たい

カ (異議なし無し)

新理事による理恵会を開催したいので休恕したい.

〈休椴関再開

高倉新理事会で決)た事を発表してもらL、たL、

高僧 61、62年度引き続き理事長は留任。役員の分担等

については 前委員長と理事長とで原案を作成L

理事に::tzP-た〉えで、実際活動に入ること b略

認された

高倉 86年度事業案について説明徴いたL、

西野 (配布資料にそ!て説明)

高倉以トについて質問は 9 承認願いたL、.緩いて86

年度予'草案の税閉金 Lても，，¥，たい

酉野 (資料にそ η て説明)

高・ 意見.質陪出ま。 承認されたものとする.その他

:ま 9

高橋 10月24日沖縄白剤i覇市の学会大会への参加をお願

L したいまた研究発表も積極的にお願いした"，

秋吉 役員選脅の方法などを検討する委員会の発足につ

いて総会の承認を得たいa

高倉新理争会t.:-ff:寸る 以上で本年度総会を閉会す

る

山ス…ユ一紅
一
品
宇

日本レクリエーシヨン学会
電話0463-58-1211(内13543.3541

集使娠智犠浜8-;11789
剛剛))純1111川馴附川州首))制111111111川川制11111棚附川州附))剛附川棚11111川1111111附川刷川))制附))棚剛111附句IlllUiII柑l附}刷111111附11111111111111仙川))制巾))側11111111剛111脚1111側附))

発行人/高橋和敏編集/広報渉外委員会

事務局 干2四 12神奈川県平縁市北金目 1117

京極大学体育学部位会体育研究室内

新年度を迎えるにあたって
理事長高橋和敏

最近、担会の動向、とくに経済界の動きをみます に、とくにこ協力を得たいのが 昨年度特別委員会

と、レ〆ヤ 関係への投資ー進出が目立ってきまし 左して発足した‘基本問圃検討委員会'です。ここ

た。これは レ〆ヤ 活動治、わ治国経済の中で、 での検討事項は、役員の遷出方法、学会大会の在。

大きなウエイトを占めるに至}たと脅えられます。 方 事務局の担当など学会運営についての基本的な

学会の立場カらみれは、このことはレンヤ 問題 問題となります。広く会員の笹様の意見を反映し、

カ。それだけ現代社会にとっての大きな課題であり、 その方向を傑ていきたい所存ですa

Y会活動の現代的I!;義が、ますます高ま Jてきたこ 学会活動のt活性化は まさに学会員の活発な研究

とを意味するものと思いますE 活動にかかっております.その素地をつくる組織の

これらをふまえ、本学会も62年度は、更にその活 絃充、経済基盤の確立などにも積極的にご協力いた

動を活発化させなければなりませんa 学会員の管様 だくことをお願いする次第です。

ーそう広がった研究領域
盛況だった学会大会

第16回を迎えた学金大会はハ〆 7 イ Jクホテル沖 スの現状、コミュニ予 4 ・レク活動国の間短など、

縄を会場に聞かれ、遺隔の地にもかかわらず 125名 多様なテーマカ取りあげられたこ左であろっ@例年

の会員を集めて盛氏だった。 多く見られる野外レクや公園利用に関する研究も健

"前中から午後にかけての研究発表は全部で25題。 在で、レク学の範囲のーそうの広がりが感じられる

今回の特色の第 は‘幼兜と遊び'に閉する一連の 発表内容であった.

発表があり 守前中のA会場は恥幼児教育学会'の 特別発表としては金織光子琉球大数授による『神

感を呈したことである 幼児の発達銀閣や音楽リズ 縄の生活とレク 沖縄の伝統芸能や年中行事とレ

ム田自然田健康等と遊びの関係.生活習慣の問題な クJがあった・ビヂオとスライドを併用して、沖縄

どカ取りあげられた. に生きる豊かな伝統文化の数々を要領よく紹介し、

いま一つは、レクについてのイメ ンの研究、戦 あわせて最近のマリン・レジャーの過重県ぶりを対比

前の厚生運動について、余暇・スポーッ併銀+ ビ させた。中国をはじめ、薩摩 日本アメリカの支

理事套寵E事
日時・1鍵弱年6月21日(土} 12 仮ト

場所・上智大学第 3会縫室

出席者・江橋浅田高橋秋吉池悶川U 進士

益田園中(篠)問中(祥)西野前野松浦

宮下

〈縄舎事項〉

116回学会大会の準備をすすめている?宵野)

2 rレク学方法」は現在進行中(進士)

3cレク研究 15号j印刷 夏休み以降に発行予定

(今井代芳賀)

〈審副院事項〉

11鴨6年度夢業ー決算報告について

資料(2ペ ソ)にそ弓て説明され承認された。

216閏学会大会について

資料にそって説明され 特別研究発表を検討寸

ると左を加え了承されたと

3 61~ ， 62年度の役員改選について

役員選出委員による会識の報告治行われ了承さ

れた.また、役員選出の手順を明倒産にしていく

作業をすべき丈といヲ意見があ勺たa

4 入退会者について

資料通り承認された。

新役員による理事詩E録
日時・1駒6年 6月21日(土) 1530-1550 

(総会の休惣時間に)

8・所・上智大

出 席 者 . 江 橋 浅 園 高 橋 秋 吉 池 田 梅 浄 川 口

進士薗田回中(鎖)寺島西野松浦

宮下

〈審蜂事項〉

l 理事長に高橋和敏理事を選出e

2 H蹴年度事業家・予算案が資料(5ヘーン)にそ J

て説明、了承された。

3 理事会内専門委員会の委員選出は 前委員長か留

任しているので、その 5名と理事長とで原案を作

成し、郵便等で連絡をとり活動に人るニとで了承

された。
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ジンボジウムのご案内

公園とレクリエーション

ーその方法と未来像ー

公聞は都市の文化的生活に欠治せないもの左して着ヤ

と整備されてきました.しカし、それが地療の生叫に恨

ざLたものとしで また篠々な活動の拠点在して有効に

利爾されているカとレえぽ必ずしもそ j とは限りませ

ん。

そこで 公開っくりの専門家、公園管理者、レタワー

カ一、 般利用者などを交えて， /ポ ν ウムを欄慢し、

新 LI公園のあり方、特に庖設と利用者を結びつけるレ

ク') グの役割や、利用ゾヲトの問題公園ボラ J 子

イアの育成などについて討論したいと思います.

下記の通り実纏いたしますので多数の参加をお待ち L

ております。

日時・昭和61年11月20日 午前10時~守後 4持

場所.東京都社会福祉総合センター講習縛座室

国電飯田繍駅西日

セントラルプラザ事務棟5階

震 03-235-1165

主催・日本レクリヱ ンヲ J学会

(財)公園緑地管理財団

後後(予定).(財)日本レクリヱ ン冒ン協会

..魔滑化新聞社

*詳細は後日ハガキにてご案内します.

ICHPER語会

日時・1悌 7if-6月 91:1-13日

場所.7'，)チイノ〆 2 コロシビア大学

ハノヲ ，、-，力十ダ

推薦者

'"口泰雄

永吉宏英

国際保健体育レクリエーンヨン働議会rrhelnternatio

nal Council fOf Heahh， Physlcal Educalion and Recre 

atlon)の総会泊欄催されます.レク 1):t.-./守 J セク μ

ヲンの会議もありますa 詳しくは事務局までお隊小、合わ

せください。

配と文化的影響を受けながらそれらを取り込んで 最後に、世界レンヤ 目レク協会副会長コ ・ウ

独自の文化合守りつつける沖縄の状況カ浮きぼりに エストラ/卜氏(前オタワ大学教綬)の記念講演治

され、名誉会長であるコ笠宮殿下は「カルチャ ン あった。 “ 

ヨツクを受けたJ と感想をもらされた ~ãtI覆糎布、

話護費主き い、
北米におけるレジャー・レクリエーション研究の動両~

前オ担ワ大学教授コー・ウエストランド氏

レク研究の源流は現場に即したもので 地域のフ レク論等)、セラピュ←ティッタレクー野外レク(キ

レイグラウンドのりーターヵ要求され、その後さら ャム〆ピ〆ク 自妹保議ー造圃Lカナダも同じ傾向た

に広いハ J クゲヲウ J ドを持 pたり 夕 方必要に が、コ、ュニティ カレ"で2年間実践的なこと

なった， ') ダーのトレーニ〆グコースはYMCA をやり、学訴では4年間で行なわれる，

等の民間団体にゆだねられていたが、しだいに大学 最近は勤労者の態度が変化し 個人主義指向が高

にもつ スができるようになった。 ま〉てきた@自己中心主義でなく、自分の生活に自

1後犯年以後、アポ')カ人は生産者から消奏者に変 分で責任をもっということだ。自分自身がレケ資源

わり、人々はサーピスを買う金ど時聞を持つょっに であり、国も何人も それを統制してはならない@

なった。教育機関には それに対応するリーダ養 これが本当の自立であり、これに対応するレク提供

成の専門コ スが湖周えていった. 者はカウンセラ イヒしてきている B

ヨーロッパでは脱工業化社会の到来が遅れ余暇 もつひとつの大きな変化は.工業化社会で細分化

研究は北米とは異なった発遣をした.レク活動のリ してきたものを反対に総合イヒしようとする動きが出

ダーは重要ではなく、レジャ 社会学が生まれ、 てきていることだ。多くの専門家かレクリ グーに

レク教育とは異なる発展をしている。 陶わる必要b強まっている@医者は運動処法τ 建築

北米で行なられているリ ダ養成のカリキュラ 家はレク空間・公園等。イスラヱルの医学部では、

ムでは、発育発達・レク論 コミュエティ 論歴 すでに30時間以上レクの時間を取らなければならな

史・プロクラミング・管理学等が重視さ札大学で 〈なっている回

は次の 4つの専攻コースがある.プログラム フラ とくに大学院ではレクのコ スを制限するのでは

ンニ/グ(レクの特質論等)、管理(管理理論・公共 なく いろんな分野の学生が取れるようにする必要

学会大会の舞台裏から

がある.

お知らせ
学会員がいない県での学会大会の開催には、事 第17回学会大会研究発表申し込

務局としての左まどいがあっ介

しかし鵬大学教育学部のふ光子先生はじめ、 みは 6月 30日までを予定してい

'J帽川久光先生L スタヴフ学生のみなさんの献 ます

身的な協力L 神縄県教育委員会沖縄ツーリスト 詳細は、次回学会ニュース〈五

担当者のみなさんのご助力の刷、げで、無事終了す 月 上 旬 〉 で お 知 ら せ し ま す 。

こ左ができた.関係者に心から感謝申しあげたい

吹田は 10月に山形で開催される予定である.ι そろそろ準備をよろしくお願い

目に.準備にかかりたい. します。

-179ー



巨匠豆ヨ体育・スポーツ・レクリエーション
企画・講習・指導

内容
・幼児体育指導 ・児童体育指導
・水泳指導 ・体力測定
・企業の体力作り・トレーニングジム
・エアロビクス ・フィットネス
・各種イベントの企画，運営
・レクリエーションリーダーの育成

由台、スポーッー
るわT 日 - J プ:>
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イワ掛;:245横浜市泉区和泉町2104-38045-804-7075側
FAX 045-804-7076 

口
余暇サービス・健康づくりプログラムの開発と実践

余暇生活・健康づくりへのコンサルテーション

余暇開発問題に関する依託研究

TIIE IIEART 上記に関する出版物の作成、販売

μ酬
NTEGRATION 

NTE日I.LlGENCE

守判hヲ鐸
公園とレクリエーションシンポジウム終る

昨年11月20日 東京飯凶橋の福祉総合セ J タ 参加者は約 1'0名と盛会ではあった泊、公

で聞かれた. このν〆ポジウムは 本学会とも 園っくりの， ト左レク 'Jエ J ヨ〆のソフトの連

(財)公幽緑地管理財団が共催し、(財)日本レク 'Jエ 携の必要性が叫ばれている状況の中で、造閲関係の

γ ヨ〆協会と、環境緑化新聞社が後援した 参加者か目立つことに少々 淋しさ争感じた次第

〆J ポジウムは造闘家、レク η ヵ、ボラ である。

J 手イア陶係者などカ集まり、共に、公園利用の、 このンンポンウムのまとめにつL ては、早い機会

新しレ方法を考える目的で開催された. に報告したL、

⑫株式会社余暇問題研究需

干150車京都揖甚I!I!比寿商 1-13-5ヱピスハイツ101

PHONE田 715一個32

第9闘レクリエーション指導者
協議会報告 理事会記録

学会編
レクリエーション学の方法

いよいよ発刊

全国のレク指講者が 堂に会してレク指導をめく 1'86年10月"臼 パシフィッタホテル沖縄

るホットな問題点について諭援する fレク指導者の 次のことがらが了承された.

研究集会J (学会が後援)が去る 1月17.18日の両日 1.理$舎内専門委員及び、常侵理事(@印〉

にわたって開かれ.約1同名の参加者が熱心に討議を 附和6J年~位年度

行なった. 理事会内専門聾員室

総務@西野仁(総務組当)@川向修平(会計担当)

研 究@鈴木容積・進士五十八・薗悶碩餓・宮下径治

渡辺貧介

編 集@今井敏・飯図稔問中鎮雄・渡辺貴介

広 報⑥薗岡碩哉罰中祥子・大谷善博・守能信次

永吉嘉範

財務@宮下経治・111向妙チー木ド茂徳

規約@秋吉岳範・地図勝・西野 f

出 版。進士五十八・侮津麹子・絞繍二代子

文献@鈴木秀雄今井綾・川U光雄

圏際@池悶勝・国中祥子寺島善

基本間婚検討委員会

今回の特色は「レク指導の体系化J を新たな視点

から取りあげたことであろう.とれには鎗畿のタタ

キ台として学会の「レク指導研究専門分科会』の最

初の成果である『レク指導学の探究J (~クリエ

J ヨ〆研究』第l'号の特集)が使われた。その要点は、

レク指導を レクリエ ンヨ〆自立のための支援活

動として把え‘その支援形態に「集団化社会化j

「個人化Jの三つのレベルを区別しよヮというもので

ある。

レク指導はまず、メンハーを解放する楽しい集団

つ〈りの過程として抱えられる。さらにそれらの集

団を組織化し.恒常的なレク・デログラムを定着さ

せ さらに社会の中にレタの理念左実践のためのン

ステムを確立寸る社会化のプロセスが認められる。

そしてその両者を介して侵終的には個人の余暇生活

の確立をめざ寸「個人化」の課題がうかびあがる.こ

の考え方をふ玄えた新しいレク指導者養成のカリキ

2 ラムづくりの方向が検討された.

分科会の諸機では、次のよう仕ものがあった。(i)

学俊教育におけるレクの位置を、現在、教育現場で

注目されている『教育技術の法則化』運動とからめて

検討した.申個人化支援のレク指導の 環としてf余

暇生活設計』の可能性左方法諭を追求した。争処核

レクのボイ J トとして「まちづくりイベント」の方

法について実践家の諮をもとに鎗議したa ④レクを

利用した‘楽しいリ ρ ビリ号 ，/" /~として療脊音

楽の方法を学んだ.

各方面のレク指導者が参加した集会だったが、学

会会員は必ずしも多くなかったのは残念である.な

お この会は62年度からは r全国レク指導者研究大

会』としていづそう鉱充され、中央大会のほか地方

大会(3固}も聞かれることになっている.学会も、

レタ指導専門分科会を核にして.績極的にこの開催

に協力していくことが望まれる. (箇凶傾畿}

前建事会までは研究企画委員会で準備をすすめて

きた rレクりヱ 〆ヨ〆学の方法J方、現理事会出

版委員会として仕上げの段階にはいっています。

そ学会編集、初の苧術出版として念願でありました

本書には、実にたくさんのγ会々員の直接関僚の参

加協力を得ています。執筆者には、学会役員はもと

より宇会大会の連続ン J ポンウムや例会・研究会・

ワーク〆ヲヴデを通じて参加 Lていただいだ若手研

究者に積領酎に御協力をいただきました@こうした

活動全通じて、レヲ?会の活動も活性化してまい勺

たと思います 今後も逐次こ¥Lた企画が展開でき

ればw 学会発展に寄与できるでしょんそのために

も 本書の刊行を成功させなければなりません。本

書の特徴や内容は下記の通りですが、一冊でも多く

符さんの手を通じてたくさんの読者を調書得していた

だきたいと存じますc 切に御支緩をお願もする次第

です。幸い発行元の(株)ぎよろせいの努力もあ Jて

内容の割に安価な価絡設定が出来ましたし、執筆者

各伎の御協力もあ汁て、学会財政へのささやかな貢

献も可能か土思います@

そのためには、学会々員以外のし今関係者の皆さ

んへのア 7 ビ ルが今までに惜して必要です。重ね

て会員各位の御援助を七、より御願い申し上げます。

rレクリエーション学の方記長ょの刊行機要

・企画・偏集 H 本レクリヱーン~ /学会

・出版社醐ぎよ》せい

連絡先(電)03-571-2126 

・体 重.A'判 370ページ

・定 価 2，8曲円

・発行白昭和田年(1田7年) 4月

レクを学問的に体系化しました。

[構成) 第 l章歴史と原論

第2章意識と行動

第3章活動とプログラム

第4章サ ヒスと運営管理

第5章資源と空間

第6牽政策と運動

レク学の基礎、機念、方法、技術、研究法と事例

各種文献などについて、以上6章の体系に従って記

述されていますので、本書は、どの分野のレタ活動

、レク実践者にとっても、その基礎から応用まで幅

広い知織を学習できます。

また、学生や行政マ〆 企業関係者、ンヤ ナリ

ストなと「レクリエーン冨ぷ』への入門者にとって

は、その全体像がきわめて論理的でわかり易い概説

書となっています.

レク リ タ やレク学関憎の卒諭をめざす学生

の読者にとっては、研究分野ごとの基礎事項を.十

分にふまえた上で、研究テ マの選び方その進め

方や研究法、既往研究文献リスト 論文のまとめ方

などを修得できます.

以上のように本書は「体系的なレクりヱーン冨〆

学の概説書J であり、そしてまた rレクりヱ ンヨ

J 研究の基礎から方法論までをふ〈めた研究法』で

もありますむ r慨説j は各分野の研究実をふまえ

た上で それぞれの分野の内容と特質やキ ポイ J

卜を述べ、 「方法誼』では具体的な研究や調査のす

すめ方やまとめ方の基礎k実例を'整理していますa

わが国初の体系的「レクリエーンヨン学」ー

レクリエ ンヲ〆学分野の基礎から実践、そして研

究方法論と事例紹介まで を、是非一冊座右に置

き.日本のレク学発展に御尽力くださるようお願い

いたします出版委員会委員長進士五十八〉

理事長・信任理事全員

正会員ー高省主治・大畠.吉凶正-&.

2 第口回学金大会は 10月下旬山形市周辺で閉鎖

する.

3 学会入金希望者 02名)

編入会員の紹介

氏 名 所属 権高者

1 松尾哲矢 福岡大学助手 大谷持博

2若林恭子 日本航空欄 高橋和敏

3 本国真次 m 

4小沢 考 開質京アスレ乎ツククラプ 松浦良一

5糸織正俊 a本大学 沢村博

6 中村昭興j 横浜体育クラブ 高経正道

7菊地宝

8問機弘文

9 山自衛治美 中日こども会 三宅邦夫

10深山千穂子女子聖学院 侮津麹子

11星沢愛弓 (財)幼児開発協会 高橋和敏

12山織実紀子沖縄キリスト敏短大 江補償四郎

次号は‘ 5向上旬発行予定です。

みなさ3長からの.自由な投稿を融迎します.

- 本書F特色と内容

従来は学校レク、職犠レクなど現場対応の本が多

かったわけですが、本書は次の章構成にあるように
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一ス山ユ…ゐ宮
山
平

日本レクリエーション学会
電話倒63-58-1211(内)3543、3541
郷使板替横浜8-31789

'"酬"酬"州1111川川棚H酬'"川'"酬'"酬"酬"酬"酬酬"酬'"酬"川"州H酬 l酬 H酬"酬'"川酬"酬M酬"酬"酬1111

発行人/高橋和敏編集/広報渉外委員会

事務珊 〒259.12神制"眼平塚市北金目1117

東命大学体育 F部付会体育研究室内

「山形で第!竺雪ff(ユ
戸 、 o日 用6器禁大会繋関

今年の学会大会は、第41回全国レクリエ ンヨン

大会 00月 1611~18U) に時期を合わせ、山形市蔵王

温泉で開かれるE

U頭発表が何題予定されるカ来定のため 詳しい

日程はまだ決定されないが ほぼ例年に準じて、午

前9時から研究発表を開始L、午後4時頃に.全日

程を終 fすることになろうと思われる。

lE会員がー名という状況の中で、鈴木九十郎会員

に、準備をすすめていただいている.

みちのく山形の秋を満喫がてら、多くの会員の参

加左、さらに充実した研究発表を期待したい園

扇莞嘉蚕要議
発表賓待 1987年度会費を納入した会員

発表形式 口頭発表および rレクリエーンヨン研究

第17号・大会発表論文集」への縄載

畳壇固敏共同研究を除き一人一回

像表時問 題15分(質問3分を含む)

宛表串し込み先

〒194ー由

町岡市相原町2600

東京家政学院大学

芳賀健治気付

日本レクリエーン冨 J 学会編集委員会宛

111看倒町一回蝿11

体育・スポーツ・レクリエーション
企画・講習・指導

コ
コ
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目
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園

開

;=245横浜市泉区和泉町2104-3B045-804→ 7075附
FAX 045-804-7076 

大英図書館に
r"" ?研究」令寄贈

レク研究ι切迫eBrit凶Lîbr，町白~t 旬，)y

の要請により 寄婚寸るこ kにな旬、日本づ 7 タゾン測

をi!iじ送付した.

要請の理由は最近.白=臨詑"'o)yに日本のレタ

事情についての問い合わせが多く寄せられることか

ら それに答えるために、研究誌が必要になったこ

とによる.これで、 7 メリカ合衆閏国会図書館，大

英図書館と、世界の二大国書館の蔵書目録に.わが

『レク研究」が記鍍されたわけである。一瞬の内容充

実を期待する.

I 

.会員名簿を作成中です四

住所や、勤務先等の変更のある会員は、至急、事

務局に、はがきにてお知らせくださ 1'，

.次の会員の移転先がわかりまゼん。

学会ニュ ス36号方、転居先不明で反勺てきまし

た@どなたか、移転先をご存知の方は、事務局まで

お知らせくださ 1'.

干 市区町村 氏名

154 世田谷区 佐 藤 浩 司

176 練馬区 浦田憲三

1担 八王子市 藤井立五

228 相模原市 古畑英雄

305 従村 新保湾淳

332 川口市 日高正明

473 豊関市 山国竜一郎

514 海市 長 井 健 二

814 福岡市 江島寛孝

940 長岡市 UIU 芳ー

学会大会発表のご案内
編集委員長今川毅

レクリエ ンヨ J 学会大会への発表は、『レクりヱ

ーンヨ〆研究・大会発表論文集」へ投稿していただ

くこどが条件になっています。具体的には、右のf投

稿規定』にそって.前へーンの『発行の手順』で発

表に至ります固これは、昨年とほぼ同じ方法ですが、

投稿者は、投稿規定及び発行の手順を熟読理解し

締切り日等を十分厳守してくださL、。

とくに、重要な点について下記のように、まとめ

ておきます。

田発表・役貌申込みは、 6月30日 締切りです@

ハガキまたは電話にて編集委員会宛てに申込み

用紙をご請求ください。折返し申込み用紙、発表

.投稿要領を送付させていただきます。

国投稿論文受付けは、 8月10目、締切りです。

その際に必要な書類は、以下の通りです。

.)オリジナル原稿

オリ γ サル原稿を投稿の際は、手書き原稿で

も役編できますが、出来るかぎりワープロで活

字化したものを送付してください.理由は、論

文審査終了後、審査結果によっては一部訂正を

求められる渇合がありますが.訂正 活字化の

期聞が2週間程度しかないからです.

b)原稿のコピ 3部

審査員に配布するためのコピー等を必ず3部

添付してください.また、必ず自分の手元にも

コピーを保存しておいてください。

，) 切手 14曲阿分

d)論文返送用大型封筒1枚(ご自分宛てに

宛名を記入してください.)

.)翁文受け付け等確認周ハガキ 2枚(ご自分

宛てに宛名を記入してくださいJ

圃審査合格後の印刷用原稿の締切りは、 9~5 日

です.

審査結果の通知は、遅くとも、 8月25日頃まで

には、お手元に届きます.

合格者には、印刷用原稿に用いるB4判のタイ

プ用紙を同封します次の要領で、原稿を作成し、

返送してください。

.)活字の大きさに注意すること. B 4~阿jの、

印刷用原績が製本時にはB5網1)(約半分の

大きさ)に縮少されます。小さな活字は使用

しないでください固ワ デロの場合は、通常

の大きさで構いません.活字の字体は、明朝

体でお願いします。通常ワープロの字体は明

朝体です。タイプを専門家に依頼する場合に

は、ご注意ください。

b)印刷用原稿は、 4枚か6枚でお願い Lます.

5枚の場合は、製本時には 見聞き右側ぺー

ンが余白となります

なお、不明な点は、下記に ご連絡ください.

干1恒一02 町岡市相原町描曲

東京家政学院大学

芳賀健治気付

日本レクリヱーンヨン学会編集委員会

電話 0427-8之9811

円戸
暫定措置左して昭和61年度は下記の投稿規定にて

実施し、問題点があれば、次年度、修正を加えるも

のとする.

l 投稿者は本会の正会員・特別会員であることの

2 論文は他誌に未投稿のものに限る.たどし、外

局人会員については欧文での役稿も受け付ける。

3 論文は新かなつかい制限漢字使用を原則jとし、

A4判、績書き、400字詰原稿用紙を使用する.ま

た、本学会所定のタイプ用紙と同じサイズ、同じ

縫弐 (B4判縦2段カラム)であればワ ドプ

ロセッサによる原稿も受け付ける.

4.欧文要約は不要である。

5 論文の第一頁の表題の下にはかならず氏名、所胤

をつけ、図版・写真にもタイトルをつける。

6 図版はかならず白紙に墨書きとし、図版写莫

類は、上下の別を明記し、原則として図表の文字

も活字で入れる固

7 論文は4曲字詰原補用紙にて20枚以上3u枚以内

を原則とする。

8 投稿する原稿は、手書き(またはワ プロ)の

オりシナル原稿とそのコヒ 3部とする。

9.審査を通過した論文(手書き)は投補者に返送

する.投稿者は.本学会所定の用紙に和文タイワ

ライターまたはワードプロセッサ (24x24ドヴト

以上)にて原稿を活字化しなければならなL、。 活

字化されていないなど様式に適合しない論文は受

区 西豆ヨ
内容

・幼児体育指導 ・児童体育指導
・水泳指導 ・体力測定
・企業の体力作り・トレーニングジム
・エアロピクス ・フィットネス
・各種イベントの企画，運営
・レクリエーションリーダーの育成
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余暇サービス・健康づくりプログラムの開発と実践

余暇生活・健康づくりへのコンサルテーション

余暇開発問題に関する依託研究

上記に関する出版物の作成、販売
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け付けない。校正は役稿者の責任において行つも

のとする。

!o タイプの打ち上がりは、本学会所定の用紙に原

則として 4枚以上 6枚以内とする。規定の枚数を

越えた場合は投稿者の実費負担とするd

11 活字化ザるために論文を投稿者に返送するが、

かならず必要な額の切手および宛て先を記した返

信用の封筒を同封すること.

E 

「レク学の方法」発刊

約jの t~編集のγ締出版として志願でありました

ーレヲ 'J~-/ヨ:.-?の }J it.，ι 泊、ょうやく出版の

運びとなりました。

花咲く縁の蔵原に、 本の大オドか、し Jかりと

若粂い >Ii¥の技をひろげ i畳みきった青空白こ烈気

球か浄力みごとい)表紙ヂザイ J は、まさに。これか

らの レラ 'Jヱ ンヨ〆学会の洋々たる前途を象

徴しているようにおもわれます。

すでに学会ニぇ スの前培で、む4切らせしました

n、本J撃の使要は、次の通りです。

・企画・編集 日本ιクリヱ J ヨ/学会

・出版社 側 ぎ よ JせL

連絡先 E 田 571-2126

・体 積 A5版 3oJヘ ー J

-定価:!，800円

・発行臼 1987年4月

-本書の構成 第 1君主 歴史と原論

第 2章意識と行動

基
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」 すでに、 2月16日を第 1"，として、 3L<>jの会合が

持たれた血

検討内容の概要は、次の通りである.

蟻 1固(2月16困)

。委員会の性格役割について

(I(特別委員会として、目的が解決されれば解散

する

12(各専門委員会と禽援な連絡をはかる。

(3)広い視野にたって、将来の学会の在り方に係

る基本的な問題を取り級ワ園

(')できるだけ幅広〈、多くの意見を取り入れる

15)方向付はするが、具体的な事項については、

その問題に係る専門委員会に委ねる回

(6)6月頃を目安として 原則として毎月定例的

に委員会を聞く。

鮪 2図 (4J'16日)

。支部の設立について

学会の活性化を回り、全国的な学会支部制の設

立について 次の司僚が討議された.

支部制にあたり その基本方針を打ち出す必要

がある。その際.次のよ?な事項を脅I直する必要

治ある

支部規模のア〆バランス、学会員の所属のあ 'J

方、本部左支部の義務内容の明確化.学会費役

第3章活動とプログラム 員選出方法政と。

第."サービスと運営管理 第3悶(5月 s日)

第6章資源と空間 。役員選出につL、て

第6章政策止運動 役員選出につも、て、現在の学会員の全国分和状

レク p ンヨノ学の基機、概念.方法.筏術. 況との資料を基に倹討したーしかし.まえ二十分な

研究法と事例、各種文献などについて記述されてい 意見の集約はみていない.

ます。 引き続き、次回(6月26日を予定)に検討含継続

研究者はも九ろん、学生や行政マ J 企業関係者 する。

〆ヤ 十りストなど rレクリエ ンヨノ への入問

者にと Jても金体像をつカむつえで、きわめて論

理的で、わかりやすい概視.となっていますE

是非一冊座右にお泊れますことをお願い Lます。 α杭彫OO~

学会ニュース
l川川"酬"酬'"川l酬 州H州"川川H酬'"酬'"剛山"酬'"山川"川H酬"川川"酬l川 1111酬'"川l

July 1987 

日本レクリエーション学会

NO.38 

発行人/高繍和敏緬集/広報渉外委員会

事務局 宇25912神令川以平塚市北金flll17

東i毎k学体育ψ部社会体育研究主内

川 1111川 l川 l川 l川'"川H刷 l酬 川 ' " 川l酬'"州'"酬'"川'"刷"川"川l川 l川 l川 l州"酬'"川IIIIIIIIII!III酬'"州
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《支部だより》

近畿支部会
1986年活動報告

惨1987年度事業案

l 総会・理事舎の開催

-総会は5月中旬までに文書で行う

・理事会は、 6月 !o月 3月の3回行う

2 研究会総演会の開催

・定例研究会は 2回 (6月、 3月の予定)付フ

(他のレクりヱ ンヲ J 閣係団体と共催によ

る講演会も Lくは〆ンポ y ウム開催を含む)

3 支部会ニュースの発行

・年間 4-6回の発行を予定

4 会員名簿の発行

近畿支総会では、学会本部の活動に参加しなが 金員の怯ヲE

1貨切5年度は独自の下記活動を行いました。 19B7年 4

月現在、支部会会員数%名で頑張っています3 ー1986・87年度支部会役員
1 健全・理事会の開催

0総会 6月却R 支部会会長 膏木奪三(日本ケートボール協議会)

0理事会 s月15日 3月15臼 N 副会長仲村要(同志社大)

2 研究会の会値 w 理事長 永吉宏美(大阪体大)

O第 l囲研究会 12月13日 15 同~ ⑨事務局 〒剖7大阪府茨木市学l崎町 II

於大阪体育大学 大阪体育大γ
「週休3日制採用企業の従業員の余暇行動iこっl' レクリエ J ヨ〆研究室内

て』話題提供者永吉宏英氏(大阪体大) 咽 0726-32-7286

『中年者層のスポツ行動に関する研究 事務局担当福闘芳則

ースポーツ行動をとりまく錯要因につレて 」

話題侵供者高見儀氏(関西女学院短大)

。第2回研究会 3月15日 15:C配~

決大阪体育大学

『イギリスにおけるスポ ッ・レクリヱー γ ヲJ

のありかた、エュージーランドOBS最新情報』

話題鍵供者 山闘誠氏(神戸市外語大)

rレクリヱ J ヨ〆に閣する卒業論文発表会』

台子供のスポ ツ参加の社会的背景および、ス

ポ ソ鰻に閉する研究

発表者絵本..指導教官ゑ吉密実

(大阪体育大学)

合大学生の野外活動に対するイメ ジについて

発表者谷川線一‘蓋乎;1:養

指導教官循図芳則(大阪体育大学)

3 支.金エユースの.符

新入会員の紹介

氏名 所属 推薦者

中野由理長崎ウエスレヤン短大 圏団碩哉

川村輝治専修大北上保育専門学校千葉信

大島賀代子 精著書女子短大 大谷善樽

犬飼早紀子上回女子短大 高橋和敏

鶴谷修二東京文化短大 芳賀健治

No;!-NO 3，3回発行

4会合袋内盲研究会要旨報告会学会大会ンン 次号学会ニュースは、 7月中旬を予定し

ポジウム特別紛横要旨報告白:c.) ています。

Ùl~玉盈胸さ'tt ~t:~(:二

合実行スタッフを選出することに決定

7月15"の第2回常任理事会で、山形大会全 成

功させるために、実際に準備にあたる、実行えすノ

フを選出することが核認された.

人選にあた Jては、実際に今大会i二参加する会長

で、事前の打ち合せなどカ可能な者とし 具体的に

は 総務担当理事を中心に、具体化する

*大会に閣する、インフォメーションの伝達方i去に

「 第17同学会大会 10月17日(土)一「

L一一会場は、蔵王エコーホテル一一」

開催要領決まる。
7月 15日、開催された、第2回常任理事会で、軍17回学金大童について、次

のように開催要領が、決定した。

1 極旨 レν ャーレタリエ ンヨ〆の発展を灼さ L、その関連闇波での指将や研究に

関心のある会員か 研究成果を発表したり、意見交換を行ろ全ともに 講演

を聴き、今後この分野での研究の方向ゃあり方を考える。

2. 主催 日本レクリヱ ンヨン学会

3 主管 第17回日本レクリエーンヨ〆苧会大会実行委員会

4. lIll8と会場

昭和田句 10月17B (土}

産 1 エコ ホテル

山罪市蔵王温泉 TIL 0236-94，，9533 

5 日程
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6 研究発表と格見'lI1漢

研究発表は、学会員iニ隈られており、内脊の審査を括て、発表が行われます

したか Jて、現 7月の段階で，t. .l l~ 終審査が終了していないため泥炭演題は
公表できませんが、申込みでは 原論的なことカら、具体的な折噂支で多崎

にわた j ています3

特別講演は、全米レケリエ 〆ヨ/協会理事でイ '1ノイ大 F教授ωD，.
Bannon氏を予定して νます，

なお、学金大舎の前回、 10月 16日〈金) 15 00より、理事金が、また、叩 00 

より 、恒 例目、「想親パーティ -Jが 、エコーホテルにて開催されることになった。

今後の大会に倒するインフすメ ンヨ J の伝達方

法については.次のような方法を係ることと寸る

学金二ユース刷75月 研究発表申込みについて

同上 No38 7月下旬大会日程特別講閥、申込みふ左等

近自民自.ツーリストダイレクトメール

8月下旬大会参加申怠み、宿泊申込みなE

挙会ニュース恥39 ，月下旬研究発衰の横題など

向上 恥ω11月下旬大会鰍告

Co-ming Events in 1988 
1 全米キャンプ協会会揖

'American Campmg Association Conference 

期間 1国8年 2月12日.....20日

金制島米国テネ y ー州十ッー〆ユピル オーデ

リイラ J ド"'予ル

(()p刑and H凶el.Nas上uville，

Tennessee U S A ) 

優要

全米キヤ〆ブ協会により毎年 1函行わ

れる全体会織、今回は開催地の特徴を

生かしてカ J トリ ミユ ン y わ、

ティーなどの催物などが予定されてい

る。

概要

「自由時間、文化、社主J 'Free 1口m'

Culture and Soclely を総合テー

マに、世界各国か 3 レジヤ レヲリエ

ーν ヨ〆分野Iニおける研究者、実践家

がそれぞれの国の文化を背景tLたし

ンヤ レクリエ J ヨノに閉する情

線を提供し、その究換カ行われる。

3 渦曲年世界万園情覧会

(World Expo'S8) 

期間 l田8年 4 月 30~-1O月 30 日

会得オストラリア クイ J ス州ブリス

、一一〆 {Bnsba恥 Queensland

Australial 

概要

「技術時代のレンヤ 'Lelsure in the 

A依 OITechnology を総合テ マに、

世界各国から新時代を予想するレ y ヤ

に間違する数多くの出展が予想され

る.また、この期間には ォーストラ

りア建国 2曲周年を記念十る多くの僻

物が計画されている

6月9日 午後3時から、東京代々木の拡門工業

クラフ特別会議室iニおいて、第41回全国レクリエ

ンヨ〆大会関係団体による事務局長会謙治期俄され、

西野総務担当理事治参加した。

参加者;士、日本キヤ:.-7'協会、日本フす タダ J

ス連盟など、活動種目同体の事務局長h中むであっ

た。席上、山形県教育庁体育保健課の、鈴木寛課長繍

佐が あいさつ つづいと山形県の準偏状況を説明

したB 学会関係では.会場が蔵主エコ ホテルに

2 第 I毘ウルラ (W.L.R.A.)世界大会 打診した旨報告があ jたーまた、今大会では、近後

下回tCongtess of Wor!d Lelsure and 日本ア リストに、街4白関係の事務代行をお願い寸

RecreatLon Assoc泊tlon る旨引説明があった。

これらの作につL、ては常任理事会で説明し 了

期間 l岨8年 5fl16日.....22日 承を得た

会渇 カ+ダ、 7ルパータ州 r ャトーレイ

クルイース (Chateau Lake 

L，民ie.Alberta， Canada) 
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役員改選に関する

基本線まとまる
一基本問題検討委員会報告ー
日時昭和田年6月26日樹..6時-8時

喝所余暇問庖研究所会議室

凶席者高橋、川向、進土、鈴木(忠)、西野、宮下

機2サ績題 r役員選出について」

まず、西野カら、たたき台としての役員選出に4 い

ての試案か説明された3 それをもとに、自由討議を

行った E その結果、次の主うに意見が集約された。

役員選出の基本的考え方

1)役員選出は、学会運営に実際貢献 Lてもらえ

る会員を選出する作業であるa

2) 役員選出の作業は、ガラス張りであらねばな

レヲえ~，、.

3) 役員選出I二ついては 会員全員が公平な権利

を持つ。

4) 役員選出に際しては 会の活力を持続十るた

めに役員任期の長期化をさ iすること ι留意十

る品

5)選出作集i主、できるだけ簡素化する

支部選出理事

各支部;t，lf'.['Y'1名の理事を選出する

支部の会員数こ比例 Lて宅理事数を決定するー

改選前理恵会選出理事

改選前昭事会で選出する E選出にあた jては専

門領緩や、大学、団体、研究機関など所凶を

考地し できるだけ広範囲にパヲノスを企る

ょう留意する。

会長選出理恵

会長就任後 副会長と協議のうえ選出するa

理事会の選出について

改選後初j理事会で選出する J

監事の選出について

改選後理事会で選出ナる。

常任理事の選出について

改選後初理事会で選出する s

改選時期

学金大会時に必ず総会を開催し、その総会で役員

会承認できる主つにする包したがって役員選出の

ための理事会Iま 学会大会前直当な時期に開催す

る

改選時期

学会大会時J'総会で役員承認できるよっに、絡会

前適当な時期!こ行じ

以上のよ 3な基本線にそ Jて 必要な会則、規約等

6}役員の定数「之、 15人程度とし 多くても20人 の改正のための作業i士、規約委員会に委ねる。規約

を限漫とする; 委員会での作業合終了次第、理事会を開催し検討審

7)学会員;1， I 、ずれかの支部i二所 ~'~J 十る したつえで山形での総会で決定したし、

役員の任期

役員の任期は 2年とする。 なを 基本問題検討委員企;'j:，この役員改選に閉

会長、副会長の任期はそれぞれ l期を原則と寸るa する基本線について、会員のみなさんのご意見を、

理三手監事J丸 2織を再任の限度とする句 いただきたく島、ます，学会を、より酌、ものに十

会長副会長の選出について るために、こ協力下さ"，

会長 1名改選後初塑事会で選出する ご意見等ございました鳥、下記へお手紙くださ L九

副会長2名 改選後初理事会で選出するa 〒259-12平塚市北金目1117

会長i玄、副会長経験者であることが望ましい。 東海大掌 体育学部内

理事泊、会長あるいは副会長に選出された場合はτ 「日本レクリエーシヨン学会事務局」

理事をはずれる。

理事の選出について 釜本問題績討委員会によるF役員選出方，釦二関する件』

理事は選出方法により、支部選出型事、改選前 を受けての今後の日程〈事務局窓〉

理事会選出理事、会長選出理事の3つ に分ける月中旬までに 規約等改正案作成 規約委員会

それぞれの人数の比率は、後日検討する改選の 10月初旬 理事会開催(東京) 検討会

際、半数程度の理事は原則として再任する.選出 凹月 16日 理事会(山形) 最終調整

にあた吋てはそれぞれ次の点を考慮されたい 10月17日 総会(山形) 審議

1蝿7年 9月抽同

州"剛111111川"刷。.111酬幅削開酬M刷旧制酬'"剛闘酬"柳川'"酬剛鵬州H川'"刷胤刷醐醐B岡崎M捌"剛刷幽酬醐醐'"刷醐陶鮒刷州.醐附酬'"'川

学会ニュース
日本レクリヱーション学会

NO.39 

September 1987 
先行人/高橋和敏 .鋒/広報渉外委員会

.... 〒渇9-12神祭川県平幡市本金目1117

東海大学体育学都?士会体育研究室内

電話旧田 58-1211{内}時43、3541
集便鋼反響横浜8-31789

川'"刷川'"刷山"州刷'"刷附l刷仙"剛山"刷協"制仙"制'1111刷出"刷附111111111側附'"制1111剛川"仰胤"仰'.111制柵"刷伽1111附4州刷。l御山'"酬1111111刷M酬""側則"仙川11111111

蔵王に集まりましょうグ宅雪
10月17日(土)一一一......:l

*研究発表は、 14題
*槻11講演は、 Dr.J. J. BANNONによる

「レジャー・レクリエーション研究の明日」

第17["11:1本レタリエーンヨノ手会大会は 減実盛 特別織濁 fOREA醐 陥 OFTHE FJJruRE J 

りの山形蔵王において開僻されます レジャレクリエーンヨン研究の明目

"揺れ研究が審査を通過L主した。それらの題名 H 凹-，ベ1:.11'';:J

と研究者の 覧は次へ y の通りですa 現在、発表 アメリカレクリヱ ンヨン学会会長.イリノイ大

をr'!EL口、る全研究を禍載した発表論文集の印刷 学レンヤ 研究学科長など多くの要職を歴任され.

b担ピノチで進めんれてL ます。大会前までには. さりに 1 自らマネージメ〆卜教育研究所を主宰する

:;}tlのお子元に郷送される予定ですのでご期待くだ Dr.J.J.BANNON氏に特別講演をお願いしました.

さい。 Dr.BANNON氏は、公園レタリエーンヨ J 局の運営

ところで、今句の事ekは 題につき'"分を子定 管理を実際I経験した後、大学へ招請された経置が

していますs 例旬、 i分な質疑応答の時聞がとれず 市すよ pに実務に強いベテラ〆中のベテラ〆研究

こ批判，'t.こだいてお 'J全したが、その戸川、多少'" r.ですコ

押されるかと叫われ全十 日字句の研究健夫後に 打 今大会での特別講演は、， ijにラスベガスで行わ

L 研究脅かり，次の-1:.'/な感，t'を1，，1¥'ました れた'，'~リカレジャ レ?リエーンヨーノヲー立のJ.B

f時1Mカ限られてL‘るのに‘ l肘刊研究''''支り問 X品 H，{c土.1IMi<1)内務 =li:制じです

係ない .t:)な質問をされて倒iの絶表者が 叶起きし 詳しい¥1料は 大会均H配布いた Lますが、穏境破

ている場而があ jた あれば、 桶d川、しめ，!It.，裂や科済的た1，品ろま :Jfcど.附街治山積する現代位

なものです 質問する側も.そ例制究がき hに前進 ~: .tH、て， :!llfl:紀をみすえて.いったL¥ レンヤ

寸る-1::)な、示唆に術んだ'l'il川ができないものでし レ少りヱ :;"3:'-はどのよ少な方I..Jへ[IoJ/!':)のか

，.，か』と a につレてωご[1-見を同う予定ですそれ勺の'Pから、

この意見をどう解釈するカは、別として.研究の 21供紀に嗣けてのレク研究のι'J方を考えるヒント

質をさらに高めていくために役立つ-1::)な質疑応評 が得 C)~L るものと期待して幻りますロ

を活発にしたいものです3

1987年度

暫定予算案など審議

ー第2回常任理事会報告ー
1982年度第2回目の常任理事会が、 7月15日 余

暇問題研究所会議室で開かれた。

まず、総務委員会と広報委員会から.以下のよう

な今年度の活動計画が説用された.

量豊量且童 総務委員会酉野

会議の開催

理事会 2回 10月 4月

常任理事会隔月 6回

その他必要に応じて

学会ニュースの発行隔月 年 6回

学会名簿の作成 10月

学会案内の作成 11月

学会事務作業マユュアルの作成年度内

過去の書類等の整理

亜里量量童重量宣車

広報委員会薗岡

1 釜本的方向

。学会のコミュエケ νヨノの媒体である f学会

ニzース」を質量(回数)ともに充実させる固

対外的な広報活動を活性化する園

2 具体的な活動

引き続き、 1982年度の暫定予算方審議されたが

不確定要素Ìl;~すぎることカら、 10月に予定されて

いる理事会までは、昨年度実績に順じて、暫定的に

執行していくことが確認された。

また 第17回学会大会を成功させるために 実際

に準備にあたる「実行スタッフ」を編成守ることに

な 3た

人選は、今大会に参加する若手会員で 事前の打

ち合わせなどが可能な者を総務で行い依頼寸る。

新入会員のご紹介
第 2固常任理事会 1987.7.15 

1手線麻美 IHUJ ト叫 松浦三代子

2野村 路浮世即 時何時大学院 厳本祐訓郎

3木村 多喜低金属本文学文理学節 回中 鎌雄

4門幽春男 w 関上 周よ

5墨屋昭義・ 旭川大学師昆則大学部三浦 裕

sエ誠実三' 近寵大 F 山図 録

以上

事務局からのお願い。
夏季休暇中につき、事務局が留守がちで、ご迷惑お

おかけします。

緊急なご連絡は 下記へ、お願川しますB

理事長高得和敏

子150渋谷区恵土七寿南13-5-101

m 03 (715) 0932 

事務局酉野仁
rエュ ス」の年6回発行をめぎす.

m 回 57(市)3169 
0編集にあたって次の点を重視する.

曲学会事事理事会¢動き、支部.専門分科会 3/p主~I十
の動きを迅速に 的確に伝える. ー 。

次号は、 9月下旬を予定しています.

・そのために支部等の年間事業予定をあら 会員のみなさまからの、お{更9をお待ちしていま

かじめ調査しておく固 す@

.'支部欄」を設定する.
この学会二ユースに、掲載したいと哩いますので.

申各大学.研究室個人の研究動向について

もできるだけ情報を発堀して提供する.

哩領械ごとの方献リストなど.研究情報のへ

J を設ける.

0'ニユ ス』の贈呈先の見直L.

他の学会、研究団体.マスコミ等への「ニュー

ス」提供.

第四回日本レクリエ}ション学会大会日程
ー部変更になりました。もう一度、ご確認ください。

月日 時間 日 程 宿泊先

10月16日 15 佃 理事会

圃
蔵王温泉

エコーホ手ル

18: 30 懇親会(於エヨーホテルrベにばなJ)

10月17日 朝食

同 9 佃 受付

9 30 研究発表

12 佃 昼食 総会 線王温泉

13.30 研究発表 エコーホテル

14:40 記念講演

一己主終了(予定)

研究発表 z 
EB廼露園田司-覇園田園田隈碩圃

1. 9 30- 里見倣l¥Ii東海大学7 高橋和敏

「ソピェトのピオネ ル組織に関する研究J

2.9 田~谷戸 碓(余曙問題研究所)、よ野幸葉原邦秋

「キヤンパ の観察方法に関する一考察(第2報) ーキヤンハ評価票の得点変化を中心に」

3.1010司師岡文男(上智大挙〉

「アメリカ大統領野外活動諮問委員会(pCAOl答申にみるアメリカの野外レクリヱ ンヨンの動向j

4. 10: 30- 高橋伸〈国際基智敏大学).JII向妙子、山‘律子

『レクリエー γ ョンに関するイメ ジの研究 特に「楽しい』および『選ぴ」を中心として』

5.10 田町阿部信情【日本大学弘吉本俊明、沢村憾、斉IIII!征小'"貫佐野公雄

r学生生活における Re.cr園田、 行動に関する研究」

6.11 20- 大相傘雄〈東海大学l.山‘律子

「リグ ト地における男子中高年での軽度健康異常者の短期保養の効用」

7.11 岨m 小倶里知子(因調院大学〉、圏中鎮雄、相図憲司令野守武図 E司

「高働者健康・レクリエーン冒ン教室参加kその効果(n)J

183 



8 日 30戸 竹内 E雄《星薦制大学〉

f中高年の社交ダンスに関する研究一歩加者の;t・とその運動強度について』

9.13 50- 手堤康美【醐ピープル)

f生涯スポーツとしてのヂィヌク・スポ←ツに関する研究(1) 一高働者におけるディスタ・ゴルフ

についてJ

EE纏彊男園田III!!!覇曹司圃覇置謂.

1.9 30- 綿園育代〈自$大学)闘中.雄門随響男、羽E沢聖子、木村多喜.震回 E司

f子どもの社会化過"左運動遊び」

2. 9 50- 梅海通子〈女子聖学院短犬〉

c;運動あそびの課業化」カリキュラム構成に関する研究J

3.10 10-松浦三代子〈東京女子体育大学)

「幼児の運動あそびを規定する社会的背景J

4.10 30- 漆山干穂子(女子聖学院短大〉

F保育内容としての「音楽 リズムあそびの農業化Jとその指導法J

5. 10 50- 扇風宗憲(大阪体育大孝弘世戸俊失

「スボー Y消費者のライワスタイルに関する研究j

※B会場lま、 11時10分に閉場します。

11時20分以降の発表、総会、特別講演等はすべてA会場

で行います。

三三f~喜一予三重会場のご案内三重量重量重量霊

A会場ベにばな
研究発表、総会、特別講演

脚剛抑制附酬胸酬l酬"剛刷酬附酬刷川"'酬11111剛"酬附刷側側UIIIU酬蜘川聞刷酬tlUUIJH酬側側聞"'""胤刷胤鵬酬酬蜘糊刷醐鵬胤縄民

学会ニュース
日本レクリエーション学会

NO.40 

December 1987 
実行人/高鍋和敏・・/広組渉外相佐員会

司匹務・ 〒Z民1-12神覇権川県平.. 市北金目lllI

東調巨大学体育学郁社会体育研究室内

電話。463-58-12U(内)3臼3.お41

"使伝書償訴8-31189一一1111酬…………………山' 

21世紀に向けて

レクリエーション研究の
重要性を再認識

一有意義だった第17国学会大会一

第17図日本レクリエ ョ，学会大会は、スキー

のメヴカで知勺れる山形県伝歪で聞かれまし t~~ こ

の10内17日出でした。会繊"..玉4二塁 ホテルで

前日の学会懸報会』ζ続いて 1，1喝の参加者があり

ましt:o

今函の研究発表は、 1'11ε歓は少なめでし?か、

それぞれの研究領鍾においての特色があ旬、 L 今り

エー ν，ν研究の発，"" 石を役じ f意義深いで大会

とえよ句ました.研究発衰の詳細については M レウリ

エ ン./研究18号'を Cら入〈ださいe

支た 4 同町~発表取に，> ニ笠宮殿下 同妃降下 m

一家臨カ~" 界化、に発言aをお聞きにと乞町主した

さf，;こ 学会員i対 Lて廠子自治らの研究姿零をお

訴しになり、あわせて 励ま Lのお言寮珍ありまし

た

..別記念鯨粛はD首1.J. Ba n non による‘ν

今'1z- ν 雪〆研究の明日'と..しての売署長 "h:~ 円

ました.ヨ長家学者の予測する社会の動向と限川 L台

わせ伝効 η レンヤ ーレ今':z -:.-ヨ J 研究泊、

かに"婁な役劃を果さな付れはならない£ そャ-

それ二た子さオ Jる研究者会と 吸えていかなげれ手

ならな L、かを街認し、 8加者にその重要性を再認畿

会せ 大きな感銘を与えまャた

ζ うして学会大会U乙れからの観符を学会員ひと

勺ひとりが抱きはがら午後 4時に終了しましたー

一次回18回大会は、
函館市で一

飼和田年度総会において、来年度〈昭和国年}の

学金大会が北海遁函館市で開催される乙とが決定さ

れました。期日は昭和国年 8月即日-22日のいずれ

かになる予定です.例年より開催日が恩<<よります。

舎から研究発表.怠加を C予定〈ださい.

第 5回

基本問題検討委員会報告
目時昭和田年9月14日(月)15 曲 .......16.30 

.所欄余霞問題研究所会議室

出 庫 蓄 積 図ω 川村高橋、秋吉.今井、大畠

進士高倉、商野川r~l (敬務崎)

検針御題 r役員選出学金大会」

・役員選出について

規約委員会(互理事会専門委員会)に委ねてあった

標記の件について、委員長(秋吉氏)から その検

討状況の説明を受けた.引き続き規約委員会で検討

を象ね、来る10月16日開催予定の理事会に その具

体案提出を要請した.

・学金大会について

その在り方について 白山討議の形で意見交換が

行なわれた.

第 3回
常任理事会報告

目時限和62ir9JH4n(月)17 岨--...¥s:3s 

"所帽余磁問題研究所会議室

出麿者江繍浅伺川村高繍秋吉、今井

進士西野、川向(敬祢略)

-報告事項

j)第17副学金大会の準備状況について、主に特別

講蹟および発表願などの報告が、総務および編

集担当から行なわれた.

2 )第17岡学金大会準備のためのワーキングーグル

ープを設け その構備を円滑にすすめていること

が総務相当より報告があった.

・審峰事項

1)京都府吹総合資料館からの「レク研究』寄贈依

額について この件については寄贈ではな

く 実費で麟入してもらうよう要請することとな

った.

2 )航路同学会).;会開催期円および開催場所につい

て 来年の金同レクリエーシヨン大会は函

館で8月に開価されることとな勺ている.学金大

会も同場所同時期に行なうかどうかが審議され

来年度(努18回大会)は 両館で 8月に実施する

こととした.

3)入金希筆者の承認について 1名の申込み

があり承認された固

以上

第17回学会大会
ワーキング・グループ

第2田常任理事会で、その設置が認められた第17

副学会大会のワキム/ググループのメンハに次

の会員をお願いした.

芳賀健治(研究猪表担当)師岡文男(特別講演担当〉

谷戸一雄(記録但当)三宅基子(受付包当)山崎徹子

(懇親会担当)葉原邦秋(会場担当)/11向妙子(会計

接待会議担当)酉腎仁(渉外総務担当)

すでに、 2回¢会合を開き準備をすすめている。

日本学術会議関係

"本学術会議推薦管理会より 8J-128H第14紛の琶

録が なされたとの通知が届いた.

なお関連研究迷絡委員会i主体育学と 行動科

学の2つの委員会である.

新入会員紹介
氏名所属 槍薦者

1三弁律子 側余暇問題研究所 高橋和敏

おわびと訂正
会員の方から学会ニュ ス恥38に涙械が二ヶ

所あるとのハガキをいただきました.校正時の不注

Eですa 閉しわけありませんでした 次のよ弓に訂

正してくださ L、

誤 正

1982 1987 

19出掛7

次回40号lま、 11月下旬に
発行を予定しています。

学会大会トピックスλFあれこれ・一一

184 

-学金大会で恒例に信勺"前日の懸続会はー約70名

の学会員Dr.Bannonの参加.得て山崎律

子氏の司会で和気合々の中に開かれましたe 証明島

僕四郎会長 ~I実移につばき、 Dr Bannon 

の紹介.漫関隆夫副会長の花杯で会は始ま句まし

た.山形県特産の斜理 ~ゆ‘い色煮、山裳斜葱
など に舌づっみを打ちはがらの楽しいひととき

を過し青木諜之副会長の挨修と、手ラ仲クコ ル

で会争終えました.

ー今回の学金大会は、厳正という乙と..，り.."  

局でワ キンググループを・."して 学会の軍営

に当りましに.学会員が乙うして皆で力を合わせ

てできたζ とは'"・しいζ とです.ワーキ J ググ

ルーテの〆ンパ の方々に心から感樹する次第で

す.

・研究発表の合間には、回ピーで阻知.・める学会

員や‘若手研究者会先量にいろいろ質問したり、

..を聞いた旬している光・がた〈さん見られまし とは格別だ勺たようです。とれも学金大会へのよ

た.乙れも学金大会ならでUのζ とと恩われます. い曾加記念というべきでしょう.

昭和62年度総会開催f
昭和S訴事度"'..金が、 10月17自国、蔵王エコー*

テルで関.された.

・8会出席者'"田名〈養任状157名〉であヲた.

眠和担年度の.象・告、決算緑告が調~.され、留

年度@事寒寒‘予算案が審..れ、原集還り承Sさ

れた.JI.、役員遺備に関す~内規.館18園学金大会

"・‘..昆移転についても観明があり了象きれた.

..内容は、以下、..信の適めで~る.

昭和62年度総会議事録

細 目 昭 和 田 毎 回 月17日出12 田-13:20

.需程王手コーホテル fぺに~t1. J

出席4・U暗愛径状 157・1< 高aif袷

....名人谷戸一種、山舗律子

. . 縄各事頃

1 間和a年慶事業報告及び決算事陸告

2. I監査布告

審軍事項

l昭和62年度事業寮及ぴ予算案

2役員書出に闘する内慢について

3第18回学会大会開働陀ついて

4."厨移転について

5'その他く・ .> 
西野昭和61年度司区嚢緑告を資科にそって貌明.

高a何か質問は? (鍍し〉承露されたものとする.

緩いて決算編告令。

川向昭和61年度決算報告争責斜にそゥて艶明白繰

鑑金が多〈なった理由は研究誌、学会二三

スの遅れによる印刷代、発送費の朱梢化。ζよ

るもの.

高温旨 倒か質問は 9 承...れたものとする.次に

'"佳報告を.

前野以上、決算撮告に相異ない.縁起金について

は有効に使勺てもらいたい.



高盆 新年度事業家及び予~察についてお固いし WLRA コー・内エストランド氏

い 2) 揚演 会の鯛催 6月21日 上智大学

西野昭和62年度思案案を資制にそ勺て説明. 長崎オラノダ村めコ〆セプト その企画。泊、

川向 昭和田年度予算案骨量資制Kそ勺て観明. 量管4ナーピスまで

高S 昭和62年度司臣家及び予算案κついて質問は晦石鵬エクステ"ア代表11<.役 満井雁之氏

Q : 62年度Ij.:v:"-ポクウムの開催は伝いのか 3)ンンポνaウムの開催 11月ID日

西野 62年度研究定例会の中に入れてあるa 東京郵宅士会福Ilt総合セ J ター

高11 他陀質問は? 62年度予算案は承...れた也 公園とレクリエ シ"ーその方法と未来.

のとする.欝いて役員湾出内規について. コーディネーター 進土五十八氏

軟 吉 役 員 還出の内観察が費制にそ勺て鋭 明 4 ) 研 究 例 会 の 開 催

高a伺か質問は 12月ID8 西武遊園地

Q 理事数が15名程度とあるが.2<)名で砿どうは 2月218 寧畠発表会 東京.集大学

るのかs)研究蕗「レタリエ-~・ン研究」の発行

教吉 20名以内ととらえてほしい. 第15号 10舛(1蝿5年度予定のもの)

高貧他陀質問11? 伝4すれば承..されたものとす 第16号 10月

る.続いて次回学会大会について 6)会報「学会ニ s スJの発行

西野第18回学金大会峰、函'島市で回年8月初日出 陣 34 5月

-22日出 の 聞 に 開 催 し たい..，5 9月

高A":t'承... 買えるか' 承Eさ れた‘のとする。1'h363月(1錨7年〉

次』ζ事型高島移転について7)文献目録にむけての作業

西野学会事費局移転に倒する経過を齢明する8)[レクリエーシ"'学の方法jの発行

現在、事務局を置〈大学舎際している。また 智ょうせいより

日本レクリエ ~.ノ筋金が63年 4 月比レク

リエー ν ，ン研究所を鐙立予定.その中に学

会事務局の績を鍵供する話があり検討中，

高畠他tζ伺か質問11? f，Iければ.以上で本年度

総会を閉会する。

ミ謎以
昭和61年度事業報告

1 • • 

1)第凶留学金大会開働

9，絶縁の鉱充

"全員 576名(前年比+16)

特jj~b 13 (十2)

学生会員 23 ( -1) ・E覧会員 6 ( 0) 

賃励会員 6 ( + 1 ) 

10)後鰻

ヌボーゾ科学情報 νスラム』乙闘する国際シノ

ポ~>ウム 10月 鹿屋体宥大学

第 9函レタリエー ν.~術事者 1月 (1987)

日本レタリニ~ -'"・ン協会

2 会包

I)総会

第 1固 6月21臼 上宮大学

震 2困 10月248 パシヲイヮウホテル神鋼

2)廻写会開催

10月248刷郵覇市、バ νヲイワ今ホテル神縄 第 1固 6月21日上智大学

研究発表お極

参加者 1お名

特別莞表柿縄の生活とレクリエーシ.~ 

磁ま季大学教蟹 金鍾光子E三

特別誠司廃 北米にお1するレν.-・レクリエ

ν ョ J 研究の動向

第2固 10月24日 バνフ4 ヮタ.テル神.

3)常任理恵会

4月25目、 5月22白、 9月18目、 12月5日

4)基本間短検討委員会

~1 1ëJ 2月168 余.側雌研究所

6)各種委員会の縄催

日本レクリヱーション学会

昭和61年度決算報告

{昭和副隼 4月 1目~昭和田年3月)

個入〉

予算・ | 現収入 ! 強

鍋 橿 盆 I I町，倒91 167倒9

入金盆 1 国訓~I 届仮101(+) 5，000 

...会費 13，271.αJO12，746，瓜)()1{-) 525，筑油

大会.銅貨 1 I田川畑I170，0001 (+) 却，0回

線収入|鑓I.田I1 鉛 .2701(-)幻'4，781

収λの.肉眼

λ 金金白人分...盆.379人分

夫会・加費 当日会員 21人Xl5田 =31邸周O

般会員 4人x25曲 =8，0曲

正会員 87人XI以X1=130.加0

・e収入研究慈 24冊.広告安

支出の郁肉眼

司修 轟費 ノート‘領服審、事務用品

倉.. 理事会、常任理事会他会鐘室使用料

通信費学会ニューヌ 3図研究第、理事会

案内及び報告、ハガキ 切手、学金

大 会 案 内 他

印刷費学会ニュース3回レク研究15，}6号

学金大会案内、原摘、封筒、他

研究賓

大会費鰭師謝礼会舗費、昼食代.文具

コピー.他

.. 会 . ;〆ンポジウムa陣痛料

11 l'似>0，0曲 13.225.2191 774，7811 .積書曾費 アルハイト代、コピー代、他

〈主出

一予s・・ l 現支出 | 予.. I 援

司修務・ 30，000I 6，0301 (+) 坦，970

金・・ l 田，醐| “l田 1(+) 醐

量償費 I600，0同 1347制。1(+) 252，0剖

印刷費 12.須)()飢JOll，l71，8301(+) 1，但8，170

研究費 1 I岨，0曲 01(+) 1曲，0冊

夫会費 1 I曲。0曲 1 I田，5却 1(-) 田0

.会費| お，。凹I 20，0曲 I(+) 15，0曲

事着馬 1 I田，(醐I144，6301 (+) 5.370 

齢 1"醐，醐11，甑叫

金底入 3.225，219 

金支出 1岨5，110ー

電車祖国年盛山・盆 1.340.1回一

昭和62年度事業案
I .集

I)第I7国学金大会開催

10月17日出山形市

2)研究例会

..，回程度

3)機闘志「レタリエー ν.ン研究j の発行

第17母、第18号、第四号

s)会組「学会ユ zースjの発行

地37--41

6)文献自信の発行

7)会員名"の実行

8)掌会案内の作製

9)組・の盆ヲ巴と.・

会員@痩縛

財政基盤の益信

学会連管のた'"の鰭観定等の盤情

-君臨局体制の盤.

2 会竃

I)総金側催

第一回 10月17回国蔵王

2)理・金属他

3)館経理・会開値

4)各種委員会開傭

昭和62年度予算
定印刷費研究誌I7号-19

会員名筒、学会大会案内学会案内、封、 昭和62年度第1回
新入会員紹介

(阻入の都}

項目 予.・ 内容

鍾舗盆 1，340.1凹 昭和61年度分

λ 会費 田，α>0 I.制加阿 x田名

年庫会 員 3，2却川抽 5，償却円 x6曲名

大会@加費 出'，0曲 I.臼副司 XI凹F名

L錐叡入 訓 国l 広告.研究託板奇襲他|

11 5α>0，000 

(宜出回都〉

布目 |予震調 l内容

$諸費 | 羽醐|事務用品他

会館費 1 200醐!会議室代、lF.lI¥IU!!

M 費 !醐醐l器九学会;，ス

l印刷賓 1，醐醐|識でfごJJAtE

研究会費|捌醐|詔ZF制札

大会安 1 >曲川|会場町大鑓省官他

.会・ | 刻。吋錦町コピー代柏

崎闘..1掛醐lアルパイト骨
1 1・顛盤理繍他

事$金内 1 ~_Iヨピー代、発送喪.
専門. .  盆量・・1四 v'..........ITルパイト費

予..副吋一節目部哨する・

計 15，α>0，000

筒、他 理事会開催

役員選出に関する内規

l 会則第12条の規定により.役員の量出は、会則

に定められているほか、 ζの内慢に基づいて行う

ものとする.

2 会長は原則として、副会長経齢者である ζ と。

3 .聞は、原則として会長径厳者をも勺てあて、

終身とする。

， "・"量以方法によ旬、支郷軍出理事、改霊前

理事会選出理事、会長選出理a院の 3つK分付、軍

事散防名程度とする e

支"湿幽理事は各支鶴鰻少 l名とし、支鶴の会

員数Sζ比潤して、理・数を決める.当分の問、東

海、近銀、九州の各支鶴は、それぞれ1名.関東

勉区三名、関東地区以外の支郷禾所属司"名とす

る.

改霊前".会書出理事は‘.門司匝‘、地・1.研

...閥、図体及ぴ・.運営Ol~考.して這出する.

理・'"名.

会長選出院、会集院任後.副会長と箇."うえ

選出する.理・は3名.

5 会長、副会長及u董..・lt.軍事会において

選出する.

6 ".長及u常径軍司僚俗、改置後初軍司餌舎で週出

する.

7 役員の掌径は包めはい.

8 役員選出は総会承偲.項であるため.役員愚自

の理恵会は、学金大金書包@適当伝時1111巴欄醐する.

付"J 乙の内鍾は姻和田年度役員湿幽のみにJlIllす

る.

昭震162年度総会に究だら 第 1回理事が学会大会 10月168に聞かれた理司院会で、/)(の 5名の方が入

前日の1O~16BI乙麗王エコ一本テルで開催された a

臨車内容は、下記の遍句である.

会を認められました。今後の活..1Il絡します。

氏名 所以~ 錐 E障者

日時昭和田修10月16日刷 15 田-17:30 犬飼.錆 岡山県立短期大学 賞鏑鞠・

・調肝臓王エコーホテル 262号室{山形県見戸袋諸 岡山県立短期大学 高情鞠敏

出席書江編、漢飽、膏木、前費、高信、検省、 3金字守男 中央大学大学院 箇友 怠多

飯図、池田、今井、梅濠、 111ロ‘川向、 4吉岡 正 名古屋YMCA学院大肉.積

水下、鈴木、図中銀、寺島.永吉、関野、 s佳，公. 日本大学 同信lItt
松橋.守能(・監事本崎}

。.告'..

1 組稔回毎度司匹集緑告が資制《総会緑告令書照}

ーも勺て行われ了現幹事れた. (総務》

2 闘和61年度きた.及u監査線告が行われ了承さ

れた. (..) 

3 レタ研ヲモI7号の進行状祝....終段階に入勺て

いる.また、 1.号に闘しでは来年 3月頃には発

行できる予定との報告がゐった. (編集〉

4 学会ニ s スが遅れた司匹、また今後@ニュー

ス内容に各支部の記取を得厳したいので暢舗を

送って隠しいとの報告があ勺た. (広縁}

。..・・

1 昭和国毎度車業及u予第纂が費斜〈総会.霊長

fo#lIft>そもーヲで抱明きれ了承された.

2 役員温由民闘する規定察《総会賓糾を"照》

が観約委員会から出きれ審2・きれた.その結果、

原寮をそのまま規定条項とするには学会の方向

性を含め悶.点がの乙されるため、今後 2年間

《事務局からのお知らせ》
。連絡先を変更された会員の方は事務所まで連絡

をF

現在事務局では来年度の学会員名簿の発行に

向けて会員各位の住所働協先電話番号等の監理

を進めています.正確な名簿を作成する為、今まて

学会に畳録していた違絡先に 何らかの変更がある

会員の方は至急 事務局まで御遠路下さい.

。年度会費お支払いのお願い

昨年度年度会費は一部の会員の方のみ納入l

て頂いています固

を倹討賜聞とし.本原案は、規定舎内鰻とし、 62'手.年度会費を未納の方略学会ニュースlio.40

昭和邸醇度館員遣自においてめみ遁伺する乙と と同封しました掻り込み用紙に 住所氏名を記入

が了承されたa して、学会事務局までお送り下さb、.

3 第18園学金大会について/)(のように審.きれ

た.開催地は北梅道函館市とし、開価調回目 "8 年度会費は 正会員￥5，000

月中旬とする ζ とが了承された.尚、昭和..，. 学生会員有"副)

度以降の開他地については俊樹の余地がある乙 賛助金員￥20，000

とが了解された. です.

4 事君臨局移伝についての現在の状況が観明され

ζの..について、常任理・舎にて・.. 審.す 偽年度会慣を滞納されている会員の万は回年度

るζ とが了隠された. 分までの年度会費を‘お支払い下さるよう.箇カe
s 入金需望者の承E 以上一 お鳳いします.
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体育・スポーツ・レクリエーション

企 画・講習・指導
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スポーツをみんなのもの巴
4砂取扱品目。

・スポーツウェアー

・ス ポ ー ツ シ ュ ー ズ

・球技用品

・ス ポ ー ツ 施 設 工 事
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第18回学会大会は8月22日開)函館で

区区五互ヨ
内容

・幼児体育指導 ・児童体育指導

・水泳指導 ・体力測定

・ 企 業 の 体 力 作 り ・ ト レ ー ニ ン グ ジ ム

・エアロピクス ・フィットネス

・各種イベントの企画，運営

・レクリエーシヨンリーダーの育成
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口
余限サービス・健康づくりプログラムの開発と実践

余限生活・健康づくりへのコンサルテーション

余暇開発問題に関する依託研究

TI1E HEART 上記に関する出版物の作成、販売

ι… NTEGRATlON 

NTELLI GENCE 

⑫ tlZ詰目黒野県需11票開
干150東京舗法吾IK.比膏爾 1-13-5ヱピスハイツ101

P H 0 N E 03-715-凹32

日本レク協会に

レジャー・レクリエーション研究所開設

日本レク '1エーンヨン協会は創立40.周年の記念事 名誉教授の江橋憐阿郎氏(学会現会長)の机(1治 r

業として「研究所Jづくりの準備を進めてきたが 定されている.

9ヵ月にわたる準備委員会の活動を経て、いよいよ 字会としても「レタリエー J ヲ〆 j の名を;，;:した

63年4月に問所の還ぴとなった.新しい研究所の名 初の研究所誕斗であり レク研究の強恨のために τ

称は「日本レクリヱ ンヨノ協会レンャー レタリ 11機的な協力出l係を作り 11¥したいところである.

ヱ ンヲン研究所」と決定した.これは協会の付属 月の常任理事会では 東港大学にある戸主事務~，ì を
償問止して設けられ広〈国民のレンャー レクり 同研究所に移すこ，カ鎗縫され できるどけ速やh

第18回学会大会は、 8月22日間函館市で開催きれ できるだけ多くの会員に研究成'"を発友いただける ヱ /ヨ J 問題に関わる調査研究を進めることを i に移転をはかることか決定されている. 'lff1，ω山を

ます。青磁ト J ネルの開通Kより、観光客の増加が ょう縦苫」楚表を予定していますs 合と L なカ打、レヲリエ-~ヨノ運動の推進やm1j. 'fはじめiニ研究，.，でも、研究所を介しての協会と予

見込まれますので、事務局では、 6月Jζ オ プノす 詳しくは、次頁の発表のためのご案内を、熟読 <t 者の養成と組織化などの実践的な課題にも取り組む 2との tりよ L協J;のありゐを必殺したi ものであ

る、ハーバ ビュ ホテルのき宿屋を確保しましt:o さい。 ことが r.:.tされている。 るE

学会大会の内容は、例年のようは研究発表に加え、 研究所の場所は東京都渋谷区千駄ヶ谷で、 JR千

言ト報

山崎進先生の逝去を悼む
本学会の名誉会員.山崎遊先生は昭和62:q.o2月17

日 L不全のため東邦大学付属病院IC入院、急逝さ

れました。享年78歳。

先生と日本レクリエ νョノ(以下恥と略記)学

会とのかかわ句は 闘相39年、'"研究哲談会発足か

らです命、これがまた不肖私との最初の出企いでも

ありましたロ 462手、学会設 'Lと閣時lζ先生は副会長

として、以後、顧問、名誉会員等として学会発表の

ためκ尽されました。亡くなられる 2年前の60俸を大

には、進続ン J ポジュ ムのスピ ヵ として慶大

にお鍾し願い先生特有の梅調高いC意見令拝Eきする

ことができました。先生は、学会設立の当初から

「対象限定の至難信班、という用語は避けてレン伊

という用語にしては」止の意見をお待ちでした.恩

コに、 37宣言、先生を中心にわれわれ若手の何人かで

毎月定期的KfIi力的'.セミナーを行い、その結果を

慣に問うたこと(山崎進編『レジャー時代J東洋経

済新緑社刊)がありますが、 ζの奮はレジャーにこ

そ人闘エネルギーの創出と陶治が存在している乙と

ぞき入閣の具体的生活行動とのかかわりで説いたもの

でした。当時、本書は煩書に比し、ある意味で異端

の書でもありましたが、今乙の内容に触れてみまし

ても先生がいかに卓越

しず先見性をお持らで ~ 
ー

あったかを伺い知るこ iIO.iliII・E

とができます。 省益&l・z
先生は亡〈はられる 望盟・・』

当日も「情報社会と資 ~1・・・‘

本主義の変裂Jの執筆 a・・.-

中であったとかiI・・・・・・・・・・・・

わけても、先生の多 ・・ーーー・ー・・・・・ー

くの著書のうら 晩年 公にされた「情縄社会と生

活経梼学J (酒井書庖・ 60年刊〉は経済学と家政学

舎新しいパラダイムのもと K統ーされようとした問

題提起の勝れf著作でゐったとか聞き及んでいますs

乙ζ に山崎先生が当学会に寄写されたと恩κ深謝

するとともに、むからと冥福今お祈りする次震であ

句ます。なお、福岡一区選出の衆議院議員ー山崎街

氏(前内閣官民録音、現総傍局長 広織委員長)は

先生のと子患ですが 7'i:'l:I;I:、乙の妬氏令文式刷Jl

の人間に育てようと中学生の頃から町の柔道場"通

わせられたと聞いておりますa これをみても生前の

先生の闘甘催知たるもの争何う乙とができます。

(浅田峰夫記)

駄ヶ谷駅カら徒歩2分ほどの大京第 ピルの 2階。

スヘースは45伴ほどあり、研究室、余曲常 相談、f

等のほかサチロ〆捺附の会議室を備えている句ここに

11本しう協主泊所婚する各繍の資料を集初向、 'Y1壬の
いた'1政名4::tj，'-:-研究調侮やニュースレ q 、成

憾の銘打、?月初キ ビスやョ，ザルテ 1/ク守の私

定を l設問する。所長には、 u本レク包弘主J1l.~ :jJ.で東大

圃・圃新入会員.圃・12:、
やiWJ寄
与.r~事

(9蝿年 11-114日及ぴ2月18自の常任却が会で、次

の 2名の/jが入金を認められまし t:.~ 今後の C1i員組

令期待しますB

氏 名 所属 推薦者

戸光鉱 東海大学大学院 高傭和敏

大平滋 浜松短期大学 薗図碩越

-退会希望者聞圃
1988年 lJU4日及ぴ2月18日の常任煙事会で承認

8れ、退会される方は、次の 6名です.

氏 名 所属

上島修 地方公費員

伊嘩 俊餓 ダイヤモンド遊園主主術

粂野堕 筑波大学

清野放闘 労働組合本部書記長

官下弘子
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実践報告・活動報告などの発表も

これまでの学会聾衰の形式に追加され る。

日本レクリエ-，ヨン学会

研究委員会/編集委員会

本学会では、昭和60年度より研究発表の質的向上

を図るべく、これまで発表要旨のみであったものを

レりーフつきのフル・ヘーハ論文(学術輸文)に

改正したe

しかしながら、レクリヱーンヲ〆学の性格からみ

て、論理的構成(論文形式)に馴染みにく L、均 学

会の場で発表に値する貴重な実践報告や活動記録も

数多く存在することも事実であり、会員+ ピスの

面からも発表の機会を増やすべきものと考え、その

方策を検討してきた.

そこで.昭和63年度函館大会より I 研究論文

E 報告 の2部門を大会号 f研究発表論文集， Iニ

設け、発表していただくことにした@

これにより、研究論文は従来通り当学会指定原稿

用紙生-6牧の f発表諭文j で、線告は当学会指定

原稿用紙1-2枚の F発表要旨」で投稿していただ

くことにした.

今年の学会大会は、いつもより早く開催されます

ので、 『大会発表舗文集』の発行を、図のようと=手

順で進めます.

発表・投稿申込みの鏑切りは、 3月末日です。同

封の発表備込み周紙で編集委員会禽にお申込みくだ

きも、.

送り先および連絡先は、'"の過のですa

〒1日東京都渋谷区恵比寿南1-13-5-101

余腹開層研究所 谷芦一雅惨事気付

日本レタリエ シ，ノ学会組集委員会

包 03-715田32

閣総入錦織~

第 4回常任理事会報告

日時 1988年 l月14日18 凹~

喝所余畷問題研究所 会議室

出席者 江編、浅田、高橋、今井、川向、鈴木、

直面田、西野、宮下(敬称略)

0報告事項

1 各会員にデーターベ スの住所の確忍4きして

もらい、今年度内に住所録を作成したい。

2 事務局の運営費の中から、各支部へ援助金を

配布したい旨報告された。

3 レク研究21号は大会号とし、 3月末lζテ マ

の申告をしてもらう予定との線舎がされた。

4 出版よ句、基礎資料として会員の業績を調査

したい旨、報告された。

d案に込
「レクリヱーション研究大会発表箇文集j実行の手順

(発表者)

(審査民

(輔局)

(発表者)

年度会費 (50曲円〉の内30%(1目。円)に 各支部

。ζ所属する会員数をかけた金箱とする案が提出され、

了解された。

3 司区害事局移転について

学会事務局の移転について、事衝絹より東i毎大学で

は継続不可能な状況カ説明され、移転してほしい旨提

案された東京近郊の大学、レ::. レクリエ ンヲJ

研究所などが、移転先として検討され、レンャーレク

リエー νョン研究所に移転する ζとが、了解されt。

4 第18回学会大会について 次の乙とが審議さ

れた。宿泊先は、ハーパ ビュ←ホテルとする乙と。

発表については、府込は 3月末日とする。さらκ

発表論文の審査Kついて、制度しすぎるとの声もあり、

論文規定を検討する余地のあることが了解された。

s 役員選出の手順と日程について、昨年蔵王で

開催された総会において了承された役員選出に掬す

る内規(総会資料〉に基づいて行われる乙とが了解

0審議事項 された。そして、日年度埋事会を 5月 7日に11 00 

l 学術会議第14期会員の候補者と纏薦人の選定 より、総会を同日 13:00......開催される ζ とが了解さ

について審議され、候補者花江僑会長、権薦人に高 れた。

僑理事長が逮ばれた，

2 会計より報告された各支部への援助金につい

て審議され、銀助していく ζ とは 検討の余地があ

り、次回の常任理事会で検討する乙とが了解されt:，

3 レジャー レクリエ ンヨンに関する専門学

校短大・大学大学院卒講発表会の開催について、

広報よ句握案され、 3月19日14時よ旬、上智大学で

凋催する乙とが了解された.

4 入退会希望者の承.，

以 上

第 5回常任理事会報告
日時 19曲年2月18臼 18 OO~ 

喝所余調質問包研究所 会議室

出席者浅田川村、高司慮、今井進士、鈴木、

舗図、宮下、西野(敬称略)

事務局からのお知らせ

l 昭如62年度会員名簿の作成について

現在、事務局でほデータヘースの住所録。ζ基づい

て会員名簿を作成する作業今進めています。そして

各会員へ逮絡先の変更をお願いしましたところ、多

数の会員より御連絡頂きましたa ありがとうとぎい

ます.

事務局としましては、今後も連絡先の安更があっ

た場合は、御連絡頂くこと争願ってお句ますが、 62

年度会員名湖κついては 631:j:2月までに御連総ro
いた住所で名簿を作成してい〈予定でおります，

今後、連絡先K変更がある会員の方には御迷惑を

おかけしますが、御承知下 2い。

2 レク研究K論文を役摘しよう

0鰯告事項 レクリエ~:/"./学会として発行している論文集

1 学会ニ孟 ス令、 3月;乙発表する予定である. レクリエーシヨノ研究κ論文の投福が少佐〈、研究

2 レク研究20号の原摘が、まだ届いてい佳い。 誌の発行が遅れています.

O審議事項 各会員の15々 が、日頃研究している成果令学会大

1 入退会の"'.， 会だけではなく 掛究誌に色役摘してドさることを

2 各支部への健助金の金穏について、会計より 希噌しています。
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レジャレクリエーシ学会編
ヨンに期する挙生の卒論 『レクリエーション学の方法』
発表間程要項』¥、 の書評です。

日 時 附 和 " 年3月19日出午後 2時より 総男府の f国民生活iζ関する 11t，1ili調査JIeよれば.

場 所 上智大学3号館 348教室 ζれからの生活のどのようは自に力を入れたいかと

(四谷駅より徒歩 3分) いう闘い児約して、附和国年以来「レフャー 余鰻

鍵表資籍昭如回年3月K専門学校・短大・大学 生活」がl位を占めている a

大学院を率業見込みの者(非学会員でも また、経済面でも余厩施設やリ/ トの鐘備が重

発表可) 要伝課題とされ、マスコミにも符々伝話題が登場す

発表形式 口頭発表 1麗 15分〈質問 3分を含む) るようにな勺ている。特lC.. 'Jソ トの盤備に欄し

スライド、 QHP使用可 ては、国土日伝ど 6省庁κより「総合保養地威盤備

多加安 無料(想続会のみ宥料I<J (いわゆる')ノート法)が制疋きれ、それを契

申込兎法官製ハガキに也氏名、③所属(学校名)、 機6乙様々な櫛忽 計画会、発表皐れ、ブームと呼人で

'"論文タイトル、④指導教員名‘(彰連絡 もよいよう信状況を写している。

先(住所、電話番号)令明記し 3月 5B ζのよう iと レタリエーンョ J ニースが急速に高

凶までにお閉し込み下さいa まる中で刊行されt本書「レクリエ ンヨ J 学の方

@ 込先干156世図谷区桜丘1-1-1東京農業大学 医jは、日本レウ 'Jエ ンヲ J 学会が「レクリエー

倉園学科 鈴木思議(研究委員長〉 ν"学」の体系化舎且さし続けてきた ζ れまでの

轟格 両合せ m.OJ.42ゆ 2131内線以 6 倹討の成果を集大成したものである。研究領減が広

厭生(盆当事学挙Jまで ど、関連分野が多般にわたるレク Jェーンヨ J の入

※タお発表終』俊、簡単伝懇親会合行いますュ 門§として、レウリエ ンヨ J 学の研究を志す人々

'訂正とお詫びー， 
レク研究17号t乙誤りがありました ζ とを、お詫ぴ

申し上げると共Ie.乙 ζ に訂正させて漬きますe

誤り箇所l立、次の..りです。

rレタりェ-:;.-， /J"会rレクリエーノヨ〆d

1 表紙裏下から 1行目 2箇所

2. Pl6 右 下か ら 2行自

3. P19 右上から10行目

4 P:!9上から 1 3行目

5. P35 9'イトル

U. P37 'ヲイトル

7 P49 上から 2.10.15.17行目

8. P51 下から1. 9行自

9. P57 9イトル

10 奥 付 阻 み 中 とから1. 5行同

や、プラ J 二L ノタヤ与の支E警に携わる人々の手引書と

して待望の書と Zえよう。

家・では、研究領減を、鑑史と占a省、意造と行動、

活動とブロゲラム、特 ヒスと運営管煙、資源と空

間政策と運動の 6領胤K以))し それぞれの領主義

ととに 研究の視点、研究対象めとらえ/j守剥査、

研究の方底等について、具体例を似じえて紹介して

も、る.

レクリ ;z.-"，，，./学の学習ー研究 実路への基本

閃奮として舗察したと本書「まえカき JIとあるが、

領紙Cとの研究の現状 今後の研究課題が安領よく

まとめられてお句 研究事例目"や参男文紙 'Jス卜

とともに、レウ 'J エー J ヨ〆学に関するt.'I ~a象情報

書としても語周できそうである.

=5月7日出総会開催ー=

同年 I~綻土..月 Î UIむ!:l(尚之]開催される

予定で寸 主た '111 総工自由~理事会も視制作十る

以上 予定で十
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第18岡学会大会

(8月22日(月))に積極的な参加を F

会場は、函館ハーパービューホテル
{詳しくは学会大会案内(4・5ページ)穆照〉

昭和63年度第 1回総会

(FUJ4LZ岩) tこて新役員承認される

就任に当って

このたび(5月九はからずも会長をお引受けする

ことになりました。徴カながら例年の伝統ある本学

金の発展のために全員の方々と予を携えて努力した

いと念じている次第です.。 。。
思うに 本学会のこれか句の発展方向は、 4半世

紀に及?芳会の研究活動全回顧 反省し、その 01ニ

立って方向づけをしなければな均ないし、方向づけ

をするに当勺ては‘中長期的問題と短期的問題に分

けて考えてAる必要があるが、いずれにせよ ，-
5年の目療を立てその中で当議年度の重点目標を決

めcc-workしてい<.そして 1年後の成果と動向

を備室して次年度に向かうと、、勺た plan-do託e
check 7>健能を作業過程の中でいかんな〈発揚して

いくことが必要であろヲ.

舎一…畏げ浅 図 隆 夫…(情倒叩眉目開白畔学

"氏cのように、人聞とかかわる研究は.今日のよ

うに国際化時代を迎え、ますますf官報化、価値多様

化の進む社会では、研究対象・方まも当然視峰多様

になるので、ともすれば、われわれはこのような情

報の洪水に押しつぶされて受動的になり、目絞らし

い内容に心を奪われ易い.特に、現象の解析を試み

るょっな場合には、研究の手続きや方L去が対象限定

に先立って決め句れたりもする。

たしかにre<研究の睡しさは、何といづても'，，，，

とは何か』とい勺た対象限定が更震な点にある.し

かし.''''研究:~.研究対象となる現象が人間であ

るだけに、現象(fact)だけを解析しても果してそ

の現象倉'''C現象なのかどうかが開園に会るし、こ

の解決のためには当事者への「問いかけ」が必要だ

し、研究者自身にも研究の前提としてこのことが要

しょう.研究発表の質的量的改善をねがってやみま 例年の学金大会のように研究発表およびンンポン

せん. ウムと共に懇税金{￥6.0ω)(夜景ソア オプンヨ〆

第2市は研究発表と情報交倹に閲する同際化の ￥ 2 ， 000 建費)Jlj!.'I~会 総会が子忘されています.

処進であ')ます.学会員の，(，には同際W.Jに活躍きれ 新会長 新剤事長、新れ身同体制での.，.会大会で

ている優秀な学者が多数お句れます。これらのJ;々 すが、会Hi号線の111祢的な事加を期待しております。

を中心に海外岬学会通信研究情報などをご報告い 向、発表は10越となっております.

ただくよヲな }j迭を検討し実現していただきたL、と

考えていますレクリエーンヨン研究」の英文抄録

をペ ジ摘にして、研究誌の凶際性を高めることも

最安かと与えます.会員の皆緩からの積観的なj~λ

を期待しております。

第3点は、レクリエ ンヨノ芋の体系化を推進す

ることであリます。今回の学会でンノポジウムを企

画した意図もそこにありますB ンンポジウムを発展

的に企向しながり 学会内外の英知lを結集して行き

たいと思います。レクリエーンヨ:--'干の体系化が支E見

していくなりば、会長による従来の研気象械はr"r!J

の体系のいずれカに定1なされ 一層の研究庖欲が喚

起きれるようじなるζ とは疑いありません。険しい

温でしょ〕が レクリエーンヨン学会の存在証明が

できる唯一の道ではないかと考えていますo 会員~n

兄姉からの積極的な提案を期待しております.

以上、本学会の発展を願って私見の一端をiJiへさ

せていただき 理事長就任のご挨妙にかえたいと存

じます.

第 1回常任理事会
6月25日仕Mこ開催きれた第 1岡常任理事会におい

て 第"値!日本レクりヱ}シヨン学金大会について

シンポジウムで意見交流を
第18い!日本レタリェーショ J 学金大会開椛咳'"の

とつりの円寄でンンポジウムが(，われます.

11本人のレクりエ シヨン行動がどうなっている

のかを解析するために 現状を杷抑した iで誼ヒ

外周から 11本を兄たときにそのレジャ ・レクリエ

ーションがど Jなっているか、そしてそれらの従来

も合め今後どのような何度からのレクリエーシヨ J

研究をすすめていかなければな内ないか 。

テーマはレクリエーンヨノ研究の今日的課題と臨

し総会後、守後 2昨より 'r後4昨迄開催いたしますB

P寺会Jiの研究i吊到に対する械祢的合立見交流をお

闘いします.

広報委員会より
学会諸活動の仏報はもとよリ 会貝のニーズに沿

った学会エユースの発行をすすめていきたいと諸計

同を立てておりますので、会員の!jから吹御窓見や

術希金貨を何なリと事務局にお寄せ〈ださも~

学会派遣依頼
学会派遣依頼を必要とされます}jは事務陥へ御迩

本学会ニュース4・5べージの要項のとうり、決定い 絡ください.

たしました。

惨事務局移転‘
本年度の学会は 2ヶ月早い 8丹の附惟という ζ ととあいまって役員の改滋、事務局の移転{東

海大学より明治大学へ)があり現在 学会の事務諸活動の川滑化へ向It努力中です.

新事務局:

干168東京都杉並区永福 1-9ー1
明治大学和泉校舎内

TEL. 03-322-3 1 5 1内240・241

摘される。 の恨を張らない限り 併や枝葉とまた果実も期待し

因みに‘ factの原義は、「人為的虚構」を指してお 得ないであろヲ。

り、抽象的虚構ですらある犠舎もあり 偶像化され o 0 0 
ている場合すらありうるか句であるーしたがって 最近の本学会の研究状況は、質、重ともに決して

，OC. 研究者には、特に事実に絶えず廷念を抱~.事 高まっているとはL、えな t、。むしろ、低調であると

実について謙虚になる態度が必要に会る。また、こ の声を聞<.

のJ二とは集団や共同体の知というものも、時代位 このためには、い〈つかの課題を設定して継続的

地峻性を鍾えることが厳しいこととも関係がある， にみ凡なで取り組むとか また わたくしが理事長

さらには、一般に今日の科学はすへて技術のみ 時代に試みたテ マ別連続ンンポジ込 ム(月間会)

ならず佐金や経務政治にもひとつの 11山 geとし の法主を踏まえ、これを『間学の方法』として結

て抜き雛〈違がってきてもいるので これらの遣が 実させてい勺たよヲな、学会あげての共同作業を試

りが損われると人類の破滅までいってしまうことに みていくとか、また、 ζのよヲな過程で会員相互の

なる.したがって、研究者たる者は知に凝ることな 意志疎通や府究能力、意欲をもともども高めていく

〈 知に対する畏敬の念を知恵にまで高める姿勢が ようなことができれば などのことが、今後も必

なくてはならないと思う. 要のように思われる.

今日 学会(科学)はいずれも 21世紀の展望を これも 会員の皆きんの協力があってこそ可能な

それぞれの立場で開ζ ヮと努力しているといえるし、 ことだか旬、ともに手をとり合って学会発震のため

本学会紅白学}もまた同じである.しかし本学 に徴力を尽したいと考えている.

舎の現段えからすれば、何よりも切望きれるニとのひ ほ1) 本学会わ歩みの纏慨は、r(ll創設の契機柵想と学

とつは 名実ともに独自の学会としての自律性を確 金への動き 12' 研究会・学金の研究舌動 131 今後の展

立するということにあるように思われる. 鍾』などとして、r体育の科学， 38巻 3号仰Z細胞年3月}

例えば.本学会を 本の樹木に誓えれば、この樹 で葉摘した

木:孟4字紀もたてば立派なものに成長(onegenera- 注引 当初の金町三本学会勿研究内容を中4に圏内の

tionlする筈である. 日本"氾学会というひとつの 'ec.関連の著作剖何回側副"を試みニれに基づき

樹木が立派に成長するには 大地にしっかりと自ら r伎の研究方法請を擁立しようとしたのであった.

|理事長職をお受けして | 
理事長田中鎮雄(日本大学) I 

図らずも ζのたび理事長の重責を狙うことになり 多数の会員が参加きれ熱っぽく研究発農と討論が

ました。幸いなことに多数の有力を理事が選出され 行われますよう心から期待して匁ります.

て結')ますので事務分2障を明確にし各委員会の活 学会大会終了後には、理事会で審議を重ね学会発

性北をはかりながら協調体制を強化し 学会伺一層 展にとって可能な槽置を講じてい〈所存です.改善

の発展に向けて微力を尽したいと存じております. 策抽討に当っては、聞き台が必要でしょう，この機

きて、本年度はご存知のように役員改選と学会事 会に理事長として私見の一端を述べ、ご批判を仰ぎ

務局の移転とが重なりました。事務局移転について たいと存じます。

は 明白大学の籍別のご配慮をいただき学会事務局 第一点は、学会発表繍趨教の減少傾嗣に対する施

としてお世話願うことになりました。理事長として 策であります.ここ数年の傾向は特ロ寒心にたえま

厚〈御礼申上げます.学金率精の引き継ぎが終Tす せん.原因の所在と解決策については大会後の理事

ると 同年より 2か月も早い学会大会が間近かに迫 会で誼識されると思いますが大会開催の時期、場

勺て来て"リ、学会対策業務が目白押しでもした.発 所、発表までの手続きなどに問題があるかもしれま

表演題が同組と緩めて少いという符努事情を逆に生 せん.手続き改善などで演劇数が増加し、研究誌ヘ

カし、理事会で検討を重ねた結果.ぎん続的なシノ の投稿不振傾向も解消でると考えている会員もおリ

ポジウムを企画いたしました.8月の函館学会には ます.当面の目憶は30題発表の実現にあるといえま

1.主催

2.主管

3.日時

4 場所

5 日平呈

第18岡学会大会開催要項

日本レクリエーション学会

第18回日本レクリエーション学会大会実行委員会

昭和63年 8月22目的)

9 : 00-16 : 00 

函館ハーパービューホテル

干040函館市若松町14番10号

T E L (0138) 23-0154 

8月21日(日) 18・00 懇親会

函館ハーパービューホテル)

20: 00 (オプション夜景ツアー有)

8月22日侭) 8: 30 受 付

9 : 00 研究発表

12: 20 理事会

13: 30 総会

14: 00 シンポジウム

16: 00 終了

(学金大会当目的全場も全て函瞳ハ パービューホテルとなっています)

-188ー



←パ ビューホテルは 二二の 6M12日にオープJ し

たばかりの、画鱈随一の豪華ホテルです.さきに J

TBかりと案内がありましたよっな料金設定になっ

ておりますが、現地へおこし下さいますれば それ

がリーズナプルなものであることが、ご理解項ける

ものと確信しております。

学会太会前日の、態観会も 当ホテルのメイ J パ

J クエ y トホルにて ン"フの聡によりをかけた、

北高遣ならではの料理を提供して項けるニとになっ

ております。多数の会員の皆様のご参加を‘お待ち

申し上げております.

学会大会に御協力を…
学会大会実行委員会ではワ キングスタッフを募

集いたしております.学会当日も含め御協力いただ

けます全員の方は事務局へ御一報くださも、

*レクリエーンヨ〆スポ島 健

_.，/におけるフライ〆グ・ (上智大学)

ディスクの普及と発展に

関するー考東111

1.50C円

1，000円

無料

2.0同円

6. 大会参加費

正会員

学生会員

賞助金員

その他、 般の参加者

(総務・寺島}

次号は10月下旬の予定です

学会総会に結いて追認されました昭和田-64年度

の新役員一置をはじめ、研究会活動事業等につい

てのニュースをお知らせいたしますのでこのN叫 2の

ニュ スでは学会犬舎のユユースを中心といたしま

した。

新入会員のご紹会

黒図信覧(明治大学)

佐 橋 由 美 (筑波大大学筏}

福 湖 博 隆 (都留文化大非常勤鎌師}

杉 内 伸 生 (東京Y.M.C.A専門学校}

久川太郎(涜通経済大}

小島 管 (目立郡須甲子少年自然の家}

遠藤浩(筑波大学)

富松京一(神国外語大学)

学会大会と共に総会への出席を

学会日程抑お知らせの通。総会を学金当日13:30

-14 凹迄隅雀いたしますので学会員の多くの管

様の御出席をお願いいたします.

11:40合 ソ ビ エ ト の 任 会 人 レ ク リ 里 見 悦 郎

エーンヨン制度成立過程(東海大平}

に関する研究

合ホノルルマラソ J 日 米 比 山 岡 文 男

級研究 (大谷女子大学)

シン

砂テーマ‘

レクリヱーション研究の今目的標題

l 日本人のレクリヱーンヨン行動の現状と解析

筑波大学松悶義行

ムウJ・.y ポ

7 参加申 L込みじついて

・参加申し込みは すでに送付ずみの《第18回学

金大会航空便宿泊ホテル、懇親会、エクス

カーンヨン等お申し込み御案内〉によって申し

込みをしてください.

・当日会場での学金大会参加も受けつけます。

8. ，レクリエーシヨ Y研究」雪解金大会号の送付につ

いて

・大会前に、会員全員に研究発表内容をまとめた

学金大会号を送付する予定。
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事務局より

@永年にわたり会長理事長として学会の発展に御

努力いただきました、江橋慎四郎先生、高橋和敏

先生に心よりの感謝と御礼を申し上げます.また

事務局を担当して〈ださいました東海大学の諸先

生方にも御礼を申し上げますと共に今後も新事務

局を御支援いただきますようお願いいたします.

0学金大会の準備は箸々と進行しております.函館

市役所の渡辺晦長 )TBの画館支活の作図課長

の商名の現地準備における努力は、敬服するの一

語につきます.さらに函館の会員カ内‘ないといっ

ハンディを克服するために、北海道教育大学画館

分校の鈴木博教授のご白色力を得ています.学生ボ

ランティア数名を確保して項〈 ζ とを手始めに.

種々 高配を踊っています.

8月の画館i立、観光ンーズンの真只中にあり

昨今の函館ブーム、青函博のピークとも重な')、

銑空券宿舎の確晴は歪援のワザであります。

会員の皆様には、)TBのご案内にありました

統空券・宿舎をご利用下さるようお勧め申し上げ

ます. ..た 宿舎ー学金大会場となります函館ハ

2 比較文化誼的見地か句みたレジャー レクリエ

ーンヨン

北海道教育大学村山紀昭

3 これか均のレクリエ ンヨ〆研究政策の課題

広島大学荒弁貞光

合選 ぴをとおしての対人関鈴鹿信子

係について (第保育短期大学)

総合司会

関東学院大学鈴木秀雄

9:40台体力レペルと日常生活関海老原 修

連要因の関係とその研究 (織浜国立大学}

上の問題点について

*事 務聴員のレタリエン伊藤順子

ヨン活動の疲労回復効巣 (日本体育大学)

に関する研究

10:20 *キ ヤノプ期間についての福田芳則

基健的研究 (大阪体育大学}

*リゾト開発の現状と諜循原 敏

題 {佳環境計画研究所)

11:00 *社会体育r専門職」の備等原図案彦

者マーケソトに関する研 (大阪体育大学)
向
九
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日本レヲリエーション学会理事会内

専門委員会業務分掌
(1988年 5月一 1990隼総会経 78)

総務 寺島、黒園、権灘、篠沢

研究 飯園、閥、鈴木、総潟、宮下、永吉、大谷、川口、小困切、松木

編集 吉図、鈴木、松浦、宮下、調

広報 鈴本、閥、宮下、永吉、大谷、川口寺島、椛沢

財理野 県園、薗図、西野、毛察、松木永吉、大谷、/11口

出版 梅湾、宮下、商野、飯園、毛筆

文献 松浦、吉図、薗園、小田切

太字I!.各専門餐員会の責径者であり、常任理事会〆ンパーである岳

日本レクリエーシヨン学会 話172京122ER91
明治大学和泉校舎内

Japanese Society of Leisure and Recreati。門 Studies 電話 03-322-3151(内)240.241
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新役 員紹介

函館大会の総会で負託を受けた理事会は 10月8日と

第 18回学会大会 10月四日の 2固にわた勺て聞かれました.強劃芯

函館において盛大に開催される/ か信りきびしし幽街そみました杭乙乙ではその

経衡を簡潔ほと報告したいと存じます。

第 18園日本レクリエ m シ.>学金大会実行委員 10月 8臼の理事会では、本学会九州支部からの

会の主管により成功笹川ζ大会が開催されました.8 来年度学会大会暢致の主旨説明1<1悶えて、日本レク

月 21日(聞には恕級会が側かれ、函館市の御働力 リエ ショノ也会から‘学金大会を全国レクリエ一

志得て、 'H:やか"会員湘互の交流が行われましたs シ"'研究大会との同特開催要請がゐった旨報告が

8月 22日(月)は予定過ちの研究発表がめり、学会 あり、誼轟を諌めていきました.従来の「趨費行事」

理事会、総会の後、シ，.ジウふでは腿レクリエー から主催者に加わっての「共催行・」へと同時開催

シ，ン研究の今日的課居"のテーマのもと 2袴聞に を要晴しているわげです.しかし主体的に学会開催

わたる討.を色って学会の全てのスケジ z ールを終 を決定すべきでゐるという主張には変化はめりまぜ

了しました. んでした.金量レクリエーシ・ン研究大会と学会大

本年5月Fζ.l!腐の移動がめり.新役員の下での 会の岡符開催計画についてもメリノト舗とデ〆リッ

初めての学金大会でしたが.会員の皆憾の御協力に ト諭は明自信対立をみぜました.福岡開催案陀一歩

より熊司匹開値する乙とができました.また、今学会 ゆするとしても、歌季実画案剛志現地側が矩否する

では何かと不審S合 E認分ゃ、御遠慮をおかけいたし 槍えをとる有憾でした.

ましたが、諸問周を解明し‘次回学金大会ではー膚 10月四日の型事会は最終自民縮諭を引き出すぺ〈

の発展ができますζ とを願っておりますので、学会 開催されました.(1)わが園レクリエーシ./運動推

員の皆憾の今後共の鞠憶力金お願いいたします. 遣のためにも 8本レクヲエーシ番手〆也会とは緊寝伝

連舞をとり、全国レクリエーシ・ J研究大会には応

第 19国学会大会 分の働力をする ζむ (2障会大会，..しかし学会強

福岡開催決定までの経緯 自の立樋で企画運嘗すべきであるとと.同ただし来

年度の学金大会，.、九州支部の越憲ある要"と周到

理事長 田 中 銚雄 主E噂備状況等を評価し.日程'"調盤したうえで福岡

本年度の学金大会@鎗舎では、来年度の大会開催 凋催ときまりました.

地等について続・を幽ぜ白まま塑司匹会"ずげと信り 福岡凋催決定が学会大会自立への経過繍置でゐる

ました.恐らく異例のととでしaう.われわれm事 ζ とをと理解いただき、会員各位のと発賓と日本レ

会大会は全国レクリエーシ./大会の協慣行事と L クリエ シ.>学会のー層の活性化を折念して報告

て関碕楓錨骨量慣例としてきたからです.しかしそう といたします.

するζ とが当然視されてきたわげで.，ちりません.

-189ー

回同p・111湿事長

J!図鑑央会畏

日本レタリエ -yヨン学会置員

{径細川"隼5月11臼-1990.t李総会鎗78)

名智会長三宣宮崇仁続王殿下

会 長 浅田隆失(目白学置短期大学〕

園開会長青木泰三〈大阪驚英女子短期大学)

梅山彦三郎(福 岡 大 学)

川村英男

前野理一郎〈側スペースコンサルタンツ)

問江 健 11四 郎 ( 中 京大学)

事枝吉盛篤(福岡教育大学)

長谷川純三(B本体育学校保健セJター)

理 g 長国申鎮雄〈日 本 大学)

寝事(常径〉飯岡 信〈筑波 大学〉

e 梅望書迫子〈女子塑学院短期大学}

e 黒岡信寛〈明治大学)

e 鈴木秀纏〈関東学院 大学)

e 寺島嘗ー(明治大学)

。 経 t幅三代子〈東京女子体警大学〉

砂吉田章(筑波大学)

湿 事大谷響調I(福岡大 学 )

小田切 111 -(奈良女子大学〉

椛沢雪子〈回 本大学〉

川口光経(名古屋Il!育大学)

毛 事 宏(ラ?タ計画研究所〉

関 ー 越 ( 早 稲 回 大学〉

薗困碩銭〈レン・一・
レクリエ ν. >研究所〉

永吉宏英《大阪体育 大学〉

菌野仁〈東海大学 )

総本奥富(新淘女子短期大学)

宮下屋治〈順天堂大 学〕

〈五十音明}

読経理事会円専門委員会業星野分寧については次のベ νをC覧ください。

廟

監



日 本 レ ヲ リ ヱ ー シ ョン協会への学会開催等に関する回答

日本レクリエショニノ箇会 昭和 63隼月 a
会畳 伍 堂 甥 鎗 殿 日本レクリヱーション学会

会長 浅田隆夫

第 19回日本レウリエーション学金大会開催等について(ご回答)

扶冷の候、益々と滑栄の段お慶び申しあげます.また、平素より学会発展のため格別のC高配を帽わり厚

くお礼申しあげます。

きて、 .011よ旬、発R組第 33号第"号令通じて線記の件κっき倹討するよう要請さ九志学会として

は慎重審a・~重ねて参りました。
上記 第J3号におりる「貴金の全国大会の箇管行事として臼本レク 'Jエーンヨ J 学会大会を開催する件」

につきましでは 乙の数年問、本学会の検討課題でも dらめまして、今夏の第t8歯学会大会(函館)の重要議

題と伝っていました.ととろが、学会開催前tと本学会の九州支部から日程(昭和64年8月25日-27日)を

検定した上での依碩があ旬、手続き上の問屋としてふまた、研究発表者の行事予定から考えて 6乙の日程

代は当初から異翁のあると乙ろでした.

第'7号では「全国レグリエ νョン研究大会の主催者に加わる Jょう要請されていますが、主催者に加え

て震いた場合、開催プログラムのどの内容にどんとま形で加わっていくのか等より一層詳し〈給れば有艦〈思

います。

実際1"率、 ζれらの問題は、第 1回全国レタリエ←ンヨノ研究大会という一大行'を遂行する過程で理解

せざるを得'"いと恩科いたしますので、本学会としては 貴金の立場をも充分村度いたし、昭和6.年度、第

l圏全国レタ 'Jエ ンヨン研究大会K限り、下記の諸点を考慮額えるなら、主催者として全面的に加わらせ

て頂きた〈お願い申しあげます.

定
1 (1)γ ンポンウム・講演研究協議・討論会えなどの内容 スピーヵ一 助言者等の選考κ当司ては、

本学会本部に直接連絡を頂きたく思います。もらろん、本学会としては九州支部の意向を十分反映す

るようにいたす所存でゐります.

(2) 本学会の第19回大会は、昭和64年 8月27目、 28自の両日とします。

2 昭和65年度以降のB本レク 'Jエーンヨノ大会の開催期日 会場等はついては、改めて審議決定する ζ

とはいたしたいと思います。

以上、本学会の意のあるとζ ろをと賢察い"だき、本学会活動の発展のためK、今後ともご高配蝿わります

よう重ねてお願い期しあげます. 以上

新入会員紹介

下Eの方々が新入会貝として承露きれましたので、

御咽介いたします。

鐸井 宏 (東海大学想期大学】

石 図朝子

中村正嵯(工学院大学〉

斉 a藤美奈子 〈日本体育大学)

飯回程也 (東京体育専門学綬)

匝中利美 (盛水省議林総合研究所)

小 川克得 (山形女子短大)

山 本 存 〈関西保育専門学校〉

熊井万紀子

間 本総子

理事会報告

期 2固理事会

(日時) 昭和 63年 8月 22日

(場所) 函館ハーパーピ z ーホテル

(出待者)浅岡、青木、前野、問中、寺島.鈴木、

集問、怯局、梅湾、薗図 大谷、川口、関、

慌沢、 ε響曲野 (武担日綿図、芳賀}

く・圃〉
(1) 会長候修

(2) 斬入会員承認の件 (81J鍋 )

(3) 新理事〈追認}承認の件《別掲〉

(4) 各委員会報告

①鎗務-19回毎5月守目承認された予算のうち

事務局を東海大学より引き継いだ時点ですでに

予算舗を組過している費目〈総会費)があるの

で.予備費から補充したいとの提療が"り了承

さオ1た.

(j) 研究一学会の発表形式(フルペーパーそ受付

る)について検おし、学金大会の発衰の活性化

を計りたいとの提案があ勺た.

その他の委員会から種々報告がめち了承.

(5) 支部援助金について

支郵の要望色"旬、今年度も従来どおり各支部

10万円とする乙とが承留された。

(6) 昭和64年度学金大会Kついて

九州支部より.姻和64年度の学会大会を第1固

レクリエーン寄 J 研究大会と前後して開催したい

との閉し出があち、開催時期の問題、学会の主体

性の問題など険討すべき乙とが多々ゐり、次回の

理事会で引き続き検討する乙と?と信づた.
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第 19 凪 学 会大会

福岡市開催<8月27日(日)-8月28日伺);>決定

主 催 日本もクりヱーシヲン学会

主 管 第四回日本レクリエーション学会大会実行委員会

期日 8月 27 日

午後 シンポジウムまたは講演会(予定)

終了後懇親会

8耳28日

終日 研究 発表

会 場 セントラルホテル フクオカ

〒810福岡市中央区渡辺通り 4丁目 1の 2

TEL (092)712ー 12 1 2 

FAX 761-8980  

※学会大会についての詳細は後日

各会員宛にお知らせいたします。
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(1) rレクリエ ν 書ン研究」充実について会員よ

り活発な役帽をいただきたいと回中浬事長より発

言があった。

第 3園理事会

〈日時) 昭和 63年 10月8日

{場所) 明治大学駿向台校舎研究棟第 4会議室

(出席者)浅田、前野、圏中、寺島、鈴木、飯岡、

吉岡、松浦、梅津、毛場、書図、絵木、大谷、

(貧困、締図、星野)

〈圃圃〉
(1) 昭和64年度学会大会陀ついて

第 1匝レクリエ νaン研究大会と鏑後して学

金大会を開催する ζ とについて種々論議されたが、

第 1回レクリエ ン害ノ研究大会そのものについ

ても不明の点が多いので資料を取り寄せ検討をす

るζ ととし、学会大会の開催地については結論が

出ず.次回の理事会陀て審議する乙とにした。

解 4固理恵会

(日時) 昭和 63年 10月 29日

(場所) 明治大学研究機第 5会舗室

(出館者)浅図、前野、秩吉、国中、寺島、鈴木、

黒岡、傷津、松浦、厳図.大谷、宮下

〈陽園〉
(1) 昭和64年度学会大会凋借地位どκついて

第四悶学会大会は九州支部の強い要請もあり、

第 1闘レクリェー νーン研究大会の後、 8月27-

28日の両目、福崎市民て関櫨する乙とに決定し?こ。

尚第20回大会以降κ叫、ては第19恒民会と第1困レ

クリエ… ν，ン研究大会との関係 結果などを考

慮K入れ、日本レクリエー ν，ン学会が主体性を

もって独自に決定してゆ〈乙とにした.

(2) 学会大会の発表形式について

現在のフルペーパー形式をやめ、発表抄録を受

げつげる方法に変更する乙とについて、研究編

集委員会で検討をする乙とを了承しだ.

(3) 学会員の会費納入方訟について

従来の個展ち込み方式から、銀行の自動引き落し

方式。としては如何かという提案が伝され、総疹委

員会で会員の意向を打診する乙とにした.本年度

会慢の撮り込みが思わしく信いので次圃の学会ニ

a ースに再度短込用帽を同封し、さらに会員自身

の納入吠況について&お知らぜする ζ とにした.

(4) 学会ニ a ースの発行について

鈴木広縁委員会安員長より U月下旬民発行出来

る由.報告があった.

(5) 日本レクリエ ν，ν学会の名弥について

日本名と英文名の差について冨しが出て、今後

倹討を続げる乙ととした.

事務局より

以下司会員の消息についてのお伺い，会貨の納入

方法κついて，学金大会の申し込み様式について!

学会大会の開催地について，現在の名称〈英文との

関係)の件 ;rレクリェー γ ヲン研究」への役繍

，なと諸課題諸問題をかかえておちますので、会員

学金大会の準備状況について

第6団常任理事会への報告が大谷普情理事より以

下の通りなされた.

。宿泊先会寝はセノトラルホテルヲクオカ (1

泊1/6，0曲朝食付)を確保、 100名程度の宿泊が

可能とえよ勺ている。

o全体会、想製会、分科会各会場の確保

。大会開催の印刷物、周紙、封筒(発信用)、宿泊

寮円κ闘する交通等の.頬は、樽多JTBより各

会員に発送される.

第 19回学会大会実行委員会結成

平成元年 2月2日(木)1'開催された常径理事会

陪おいて.昨年の第18回大会と同微 実行委貝会の

結成が確認された.布陣成員は湿事会内専門委員会の

責任者が中心となっている.

委員長 回中鎮雄(理・長)

事努周 寺島善 (総務)

黒白情寛(財Ill)

飯 田 槍〔研究)

吉国 軍(編集)

鈴 木 秀 纏 (ft 報)

大谷善樽(支部選出理事)

秀賞健治く幹.)

星野敏男( " ) 

師岡文男( ， ) 

の皆僚からのアイデイアや御意見をお寄せください。

「レタリエ ンヨ J研究」への投稿につきましでは、

年閣を通して受付けし研究誌の発刊をスム ズに

する ζ となど、上記閑居について理事会、各辱門委

員会においてち検討そすすめておりますが.皆機か

らの活発な御意見を重ねてお待ちしておりますo

1 会員の消息についてお冊い

次の方々に送りました郵便物が戻って参ります。

会員の消息についてと存知の方は C一報下さい。

(置史跡略)

績難哲也、藤枝智子、戸村光宏、市村三美、

長弁健二、中田総一郎山毘竜!s人古畑英鑑、

富牟礼孝一、中村茂高.山口芳、黒木 求、

樽図鑑三、平野畜直 早野忠昭、五十嵐薫子、

岩岡淳、西国俊夫、鈴木総子沢村樽

江再郷三上吉祥

2 会費の納入方法について

従来の録。込み方式から 銀行自動引き落し方

式に変更する ζ とについて調査を致します.率直

なと意見をお寄せ下さい。

3 学会犬舎の申し込み機式について

従来は完成された論文を受けつけていましたが、

学会大会の発表数滋減の一因にもとEっているとい

われる為、乙の縫式を再検討しようとい弓 ζ と

になりまし主因研究委員会で検討中です。 C意見

をお聞かぜ下さい.

4 学会大会の開催地について
従来のレク，)~ νョν大会と同じ湯所で行'.

うという方法を再倹討しようという声がaちがって

います.特に若い会員等にとっては、遺隔地の凋

儲の連続では経演的負鍾等が多すぎて.発表 出

憶が図媛でゐるという意見そ良〈みみにしまホー 20

困を迎える本学会大会の更'.る発展の為tζ、会員

の皆様が発表しやすく、参加しやすい学会大会の

あり方を傑ってゆきたいと恩っています.皆慢の

忌悔のないC意見をお待らしております.

5 現在の名称"日本レクりヱ ション学会"の件

英文 (Jap.anese Soei此 y of Leisure a叫
Recreatioll Stooies) との関係から日本語での

名祢表現について検討する ζとはどうかという意

見が理事会でありました.

，. rレ クリ エー ショ ン晋 究』 への 世稿 を

「レクリエ ン.，研究 Jへの設備をお待ち闘

し上げております。学会の活性化の為K も多〈の

皆禄の役備を期待しています.

レクリヱー ν ョン研究厚20号の締切隠12月258

とします.

役偶先は

〒305 つくば市天王台 1-1 -1 

筑波大学体育学皆 吉回章研究室

第四回日本レヴリエ}ション

学会大会発表論文集

原稿提出要領

l 印刷製本

発表論文は、侵出された原舗をそのまま縮写し、

論文一聞につき B5版見開き 2頁にオフセット印

刷されレクリエ ン'ン研究(大会発表論文集)

として製本される。

2 原僑用紙

提出原備は、指定の原桶用紙(A'版)2枚κ限る。

なお予備を含め合計4枚の康情用紙が開封されて

L 、る.

3 文字

本文文字"、邦文タイプ(.号活字)またはワ

ドプロセッサ (12ポイント 24ドソト以上)を用

いて、衛費11き印字したものκ限る。

4 積 極 氏 名 等

①演題は、原橋用紙上部第 1行と 2行を飼い、副

題が"る場合には行を改めて記議する。

喧演庖院は.本文よち大きな活字または倍角文字

を用いる乙と。

@氏名は、 n事者と共飼研究者について行争後めて

区別し、横著には氏名のすく前1'0印を付ける

とと a

(j)所属機関名は 氏名に続いて( )円。ζ託入す

る固また複数の共同研究者が司 の繍関に所属

する場合応は、まとめて( )内に記入する.

5 キーワード

論文の内容を週健に表現するようなキーワ ト

を、第 6行自に 2-5語程度記貧する乙と。

6 本 文

①本文は、目的方法結果考察結論など、

できるだけ分かりやす〈まとめ、研究論文とし

て完結している乙と.

(j)本'"各般~，;:...初の一軒H"げて書き始める ζ と。
⑨原摘周紙の字数は、 40字 x40行の1ωo字となっ

ている.

(j)図表立どそ使用する場合にも、必ず本文仲内花

収める ζ と.

7 送付要領
E同封の厚紙にはさみ、原備とそのコピー 2部を

同封の ζ と。
喧凋封の提出用封筒を使用し..留郵便〈簡易.

冒可)で郵送のとと。
@提出要領が守られていない場合κ:ム原舗を受

付けない場合がある.

8 締切網目
平成元年 6月31日(水〉当日消印有効

9 送付先干305つ〈ぱ市天王台 1-1 
筑波大学体育科学系音図章気付
日本レクリエーンヨン学会福集委員会宛



理事・常任理事会報告

重土旦里聖童

日時昭和田年 5月24日ωく) 18∞-20:3白

場所 目白学園田書館会議室

諸島題 l 事務局移転の件

2 集積分掌の承認の件

3 事努局引継ぎの件

4 学会大会に隠して

皇軍型呈里重量

日時昭和渇拝6月4日〈土) 14:00-17:00 

場所 目白学園図書館会議室

里.O]里重量

日 時 昭 和63毎回月29日(土) 18:00-20.00 

場所明治大学駿河台校舎研究棟第5会議室

調題学会ニ異-スt'h431と燭議

里.'J!!量豊重量圭

日 時 昭 和63年11月12日(土) 15:00-16:30 

婦所明治大学和泉佼舎研究機会揖室

議題 1 レクリエーシ.-箇会への返書

2 学会大会研究発表論文集陀ついて

3 rレク研究 jについて

4 学会ニュ ス加筆の件

5 その他

里互旦宣E重重童

議題 1 学会大会のνンポ μ ウムの件 日 時 昭 和63年12月10日〈土) 15:00 -11:00 

里旦旦童E里重量 級所明治大学和泉綬舎研究機会議室

目時昭和田年6月25日(土) 16:00-18凹 議題 1 第19国学会大会発表論文集配布院要領開

場所明治大学駿河台校舎大学会館 花ついて

議題 1 学会大会について 2 rレク研究」投横線定甥取とついて

皇1旦重量里聖童 3 学会大会Kついて

日時 昭荘路3空手8月6日L土) 16:00-18:30 新入会員承認の件

場所本郷鳳明館 里E旦宣豊里聖圭

畿圏 1 新入会員承認の件 日時平成元年2月 28(木) 11:00-21:00 

21折理事追認の件 場所明治大学駿何台校舎大学会館

3 各餐員会報告 議題・ 1 レクリエーション也会との話し合いに

4.63年度予算について ついて

5 支忽援助金について 2 学会大会の準備状況について

6 第19咽学会大会について 3 第19国学会大会発表鎗文集陀ついて

7. rレク 'Jエ ν.-研究」充掃と叫、て 4 1-レクリエーン 2 ン研究」役稿規定

堕1里里聖童

日時絹和"年8月22日(月) 12:40-13:30 

犠所 函館ハパ ビューホテル

議題字会ニュース~4311:縄歳

皇i盟星空童

日時姻和田年10月8白(土) 16:00-18:00 

場所 明治大学駿河台校舎研究棟第4会議室

畿圏語 学会ニュースf'h431ζ掲議

(改正案 )1とついて

巳その他

l州州l剛山山I川川川川州剛山川刷剛山川l州馴川州酬川州刷川剛山川州酬剛山酬川M酬 l酬州問l川川川川川州川

品&必為自 ・7
・F冨 ーユ一人

日本レクリエーション学会

Japanese Soωety of Leisure and Recreation Stud.es 

N0.45 

Jan.1990 

発行人/国中鎮繕 編集/広報調書員会

事務馬 〒16&東京畿彰並区永福1-9-1

明治大学和泉校舎内

電話回一忽2-3151(内)2222

酬川川l州川川剛山川川川州川川11111州刷州州刷l州問l川川聞川剛山l川l川川川川酬州酬l州附川州川州附州叫剛山川川H

! 即クリエーシヨン学会
第19回大会報告

<編集委員会より>

1 第19回日本レクリエーν ョン掌金大会におりる

槍文発表形式について

学会大会における発表者には.従来フルペーバ

ーによる副文形式をとってその発表円容を提出し

ていただいておりましたが、今回からは簡略化し

た形での鎗文を提出していただ〈乙とになりまし

点之。

詳細陀ついては大会案内と共にお知らせ致しま

すが、主な変更点は 「呈重量圭二重'"ヱ主'-"

4販を B5阪に縮写した色の 2頁に掲織する Jと

いう乙とです.

乙れによって.会員の皆様による一層活発な学

会発表がなされる ζとを紛符闘し上げております。

なお、第四園学金大会発表..込みの手順Kついて

は、以下の予定となっておりますので、御準備い

ただきますようお知らぜ致します.

・大会案内 発表原構提出要領送付 4月上旬

・発表論文原補提出締切り 5月31日

・第四回学金大会〈於福周市 )8月27-28臼

求および論文の投摘は次の窓口宛tζ御連絡下さ

L、。

子 305 つくば市天王台 1-1

筑伎大学体育科学系吉国章気付

Tel. 0298 ( 53) 6 334 (直通)

日本レク 'Jエ←ンヲン学会編集委員会

新入会員紹介

下置の方々が新入会員として彦認されましたので.

概紹介いたします。

(氏名) (所属)

<正会員〉

山 田 龍 一 水面水産試験

下村彰男 東京大字血学部

古 賀 浩 次 郎 武蔵工豪大学

く学生会員>

松 沢 絵 理 子 東海大学

事務局より

第四国学会大会σ発表廟し込み織式が韮主旦ム旦

2 rレクリエーション研究』鍋11'・文の募集につ 主呈主主主主・発表論文集原潤記餓要領に沿って各

いて 会員からの多数の発表を期待しております.

編集委員会では、現在第2Q舎の刊間作業を進め また、『レクリエーショシ研究Jへの!e般論文も

ております.それと共に役積規定の盤備・改定を 亜里呈且~乙とになりますので重ねて御投情くだ

行も¥会員の管縫陀とってより 属視しみと価値 さいます乙とをお願いいたします。

のある研究働関誌とするぺ〈努力を数しておりま

す。

新役積規定陀ついては‘第2Q号陀掲蔵して御案

内さぜていただ〈予定ですが、そ乙で吐年2闘の

刊行を予定し、重主の投摘は随時受付けておりま

主・日本レクリエーシーン学会の活性化と発展の

ためにも、どうか積極的に御投摘下さいますよ5
御案内申し上げます。

なお第20"号の刊討すκ先立ち、新投稿規定の御請

第四回日本レクリエーション学会発表演題
(大会プログラム)

~A 会場=

9 凹〈座長原因宗彦〉

A-1 自然意舗について

O塚本珪 〈日本余嶺文化鐙興会)

A-I0 キャンプ左健康(第 1緩)

~中高年老人のキャソプ~

0)11村協平(山梨大学教育学部)

14:00<座長梅著書適子>

A-2 環痩教育の復点を持つ野外レクりェ A-ll 中高年齢者とダンスの適合性に関する研

γョγ プログラムの開発に関する研究 究

(1) 0山下昭子(神奈川大学〕

~プPグラム開発の意畿を中心として A-12 社交ダンスの運動強度に問寸ろ研究

O伊藤順子(日本体育大学 般中高年者につい~

A-3 山岳性リゾ トにおける総合化の分析 C竹内正雄(星薬科大学)

~長野県八方尾線、岩岳、栂池高原ス

第四回日 本 レ ク リ エ ー シ ョ ン 学 会 大会 。総合テーマ キー場の事例研究 ~8 会場=
f魅力あるレクリエーション行動に向けて o井坂保子(鹿屋体育文学大学院 9:00<座長 西野仁>

1 主催 日本レクリ£ーション学会 。基調揚演 10:00く座長師縄 文男> 8-1 学校レクりエ ゾョンの研究

2 主管 日本レクリエー γ 霊 Y学会第四回大 「人間にとって遊びとは何か、そして今 A-4 地媛住民側からみたリゾ ト開発 (1) その内容と推穆について~

会実行委員会 ~比敏生活文化の視点から旅行型レνャー活動実纏者のリゾ ト O留中一行〔兵庫県立西宮今津高等学伎)

3 日時 平成元年8月27日(日).28日間 原子令三氏明治大学教授(人類学) イメ ク B-2 児童生徒の生活時間に関する国際比較

4 場所 セントヲルホテル フタオカ 。シンポンウム O川西正志(鹿屋体育大学) 研究

〒810福岡市中央区渡辺通り 4丁目 「人聞にとって遊ぴとは何か A-5 地織住民側からみたリゾ ト開発(ll) 0長ヶ原誠(鹿屋体育大学大学院〉

lの2 宮日92-712-1212 ・地援金活文化の立場から ~リゾート法の認知状況とリゾ トイ 8-3 子ども会におけるスポ フ活動の現状と

5 日程 S晃27日(日} 同鴛定一郎氏東洋開発様式会社 メジについて~ 課題~特に、鎌銭大会を中心に~

14:00 受付 取締役企画部長 C菊池秀夫(鹿屋体育大学 c仲野隆土(中京大学)

基調講演 ・企業レクリェー γ 翠ンの立場から A-6 西暦2加O年の設が箇レシ+一施策の方向 10:00く座長鈴木秀鯵>

、ノンポジウム 石 川 文 雄 氏 自本アイ ビー エム ~デルファイ調査の結果より B-4 コミュエテ 4 モラールとコ、ュエティ

17:00 線式会社人事厚生次長 O西野 仁〈東海大学) 活動の関連性に関する研究

18:00 ・ディベロッパーの立場から 11:00く座長飯図 怠 >地域スポ γ集団を中心に~

懇規会 11 賢ー氏福岡地所様式会社 A-7 民間スボーアクヲプの将来予測に関する O金子守男〔中京大学)

(セ γ トラルホテル) 常渇取締役営業部長 研究 B-5 地続スボーア指導者におけるキャリア

20:00 ・司 会 O富山捨三(大阪YMCA社会体育専門学 パターンの分析

s月羽田伺) 秩音嘉範氏・福岡教育大学a授 校 o岳轟史泰(鹿屋体育大学大学錠)

8:30 受付 (日本レタリエ ション学会監事 A-8 スポ ツクラブ会員のプログラムa参加に B-6 レクリエーション指導者養成 E頬課程認

9:00 E彰.を及ぼす要因に関する研究 定校の就磯マーケットに関する研究

研究発表 ~特にクラプ内の仲間の影膏につLて特にリゾ ト関連企業のマーケヲトに

11:40 011本車也〈鹿屋体育大学大学院) ついて~

12:00 理事会 12:00 理事会 O野村一路(日本体育大学)

13曲総会 13 加総会 11:00<室長守能信次〉

14:00 14:00<座長塚本霊堂> 8-7 スポツ レクリエ ション指導者のド

研究発表 A-9 登佼矩杏中学高後生に対する冒険キャ ロップアウトに関する要因論的研究

16叩 柊 了 ソプめ効果 (1) --."指事活動にともなう生活支障と

01<図 捻(筑滋大学) のめり込み度との関連を中心に~

-191-



01公尾曽矢(福岡大学)

B~8 スポーツイベソトにおけるボラ yテ 4 プ

活動の継続意欲に関する研究

L
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14:00く 座長 山口 泰緯 〉

B~9 オ ープンスペスでの体育スポ ツ的

活動につして

O膏沼噌美(勤労青少年指導者大学講座〉

B-iO復覚障害者のレタリエ ソョンに関する

研究

O永怯襲得(福岡県立久留米農芸高校)

B-ll 精符薄弱者のレクリエーション活動にお

ける心拍散の変化につLて

C御代図成人〈棺模原市けやき体育館)

IS:OCく腹長松尾雷矢〉

B-12 ユーザーからみた海洋スポ ッの需要に

関寸る研究(fう
C酒井智皇位(鹿屋体育大学)

8-13 水辺レクリニ忌ーゾョン活動における水鍵

事故の統計的推移

0真竹昭宏(筑波大学)

。今回の学会大会では始めて 2日間にわたる大会プ

ログラムが組まれ、総合テーマは「魅力ある νタリ

エ ν ョン行動に向けてj とし、基調誘演では「人

間にとって遊びとは何か.そして今J、またゾソボ

ジウムも総合テーマを深めてい〈観4まから実った視

座での提言があり、 140客も参加を得て 成功裡に

開催されたー

各会暑での発表も活発に進められ、会員組互の交

流をはかることができた学会でもあったといえる.

第 5回理事 会

日時平成元年8月28日間 12:10--13:20

会場 セントラルホテルフタオカ(ルピの問)

出席者浅図.111村、前野.問中、大谷、秩吉、中村

黒田、寺島、飯国鈴木健久、松浦、西野、毛

緑、訟木、関侮津

〈幹事芳賀、 4星野師岡)

議題

ン研究j第19号・第21号の発送

141 学会案内の発行

(日 第 191回日本レクリェーシ皇ン学会大会の準備

実行委員会の形成連絡

(61 その他

〔 編集委員会]

(I) Iレクリエーション研究」第四号(函館大会

号)の発刊

渇"論文致 問題(フルペーパ一様式によ

る)

l開問主事 8月10日付発行印刷部数1.0凹部

(2) rレクリエーション研究」第21号(福岡大会

号)の発刊

掲観論文教 25題〔抄録型式による)

1錨9年 8月 1日付発行印刷録数1，000部

四 「レク，)エーション研究J第四号(研究論文

集)の発刊1(進行中)

縄"論文教 3厨(ただし、研究資料として

3題)

i関g年9月10日付発行〈予定)

印刷部数1.000都

(4) 役橋規定の改正

(j)Cレタリエ ンョン研究j(学会大会号〉佐橋

規定の改正

フルペーパー様式から抄録型式 (2頁)にし

た.

(j)rレクリエ シ， /研究J(研究論文集)役補

規定の改正

研究諭文としての投稿儀式を整備した.

1 語長および議事録署名人選出について

議長は中村要氏、議事録署名人は金鯖良三氏

梅田婿三朗氏にお願いする事になった.

Z 昭和田年度事業報告

各委員会1からの纏告

3 昭和田年度会計鎌告および監査緩告

決算報告は再度検討して.式変更することに

な勺た.

4 平成元年度事築家について

5 平成元年度予算案につLて

予算案は会員散の会費納入による予算案で、実

質納入予算と相違がみられる.ゆえに、予算のた

て方.会計の処理のしかた等につLて膏検討する

ことになった.

6 手成2年度以降における役員選出に関する規定

案につL て

役員選出に関する内規(案)

1 会則第12条の規定により、役員の選出は、会

則に定められているほか.この内規に基づして

行なうものとする.

2 会長は原則として、副会長であることが望ま

しレ.

3 顧問は、会長経験者をもってるてる.

4 理事は選出方法により、 111支部書出理事、(お

改選前の理事会によって選出される理事、 (3)会

長選出理事の 3つに分け、理事数回名程度とす

る.

(J) 支部連出理事は、各支部量小 1名とし、支

織の会員数に比例して、理事11¥を決める.当

分の聞東海近鍵九州の各支部は2名、

関東抱区4名、関東地区以外の支部来所属者

l名とする.

(2) 改車前の理事会によって置印される理事は、

専門領蟻抱恥研究機関、団体.及11-事着

運営等を考慮して書出する理事は5名.

(3) 会長量出理事は.会長俊置後、副会長と也

語のうえ彊幽する.理事は4名程度.

会長、副会長および監事候補は.前記4

c1l聞によ勺て軍出された理事会において選

出する.

理事長、及び常任理事は、改選後、初理事

会で選出する園役員の兼任は認めなし.

役員選出は、総会承認事項であるため、役

{ 文 献 委 員 会 ]

昭和田年度報告

山文献収集のための調査用紙内容の倹討

平成元年度計画

山 日本レタリエ ション学会会員を対象に調査

予定

L財 薦 委 員 会 ]

昭和田年度報告

111 財政強化のための会費獲得

41名の新人会員を獲得

聞広告収入の獲得

平成元年度計画

山続入会員の獲得

新しい分野の会員の発掘

(21 広告収入事業収入の強化

常任理事会報告
(第6固までは学会ユュ スにて既報)

第 7閏

日時平成元年 3月 3日圃14 曲 -17 凹

易所 明治大学和泉校舎第2会議室

議題 1 学会ーユース44号発行発送の件

2 第四国学会大会開催要項について

第 8固

日時平成元年4月15日 14:00......17 田

鍋所 明治大学和泉校舎体育会議室

議題 l 学会大会につLて(基調講演 シンポ

γ ウムの内容と演者を中心に〉

2 レク研究zo号の原摘の集まり状況と発

閉 そ の他 行予定につして

独立した編集委員会の開催が物理的に不可能 第 9困

であったため、全ての事業を理事会に諮りなが 日時平成元年 5月四日 18:00......却 00

ら事業を推進した. 場所 明治大学研究調第6会蔵室

19号編集段惜進中からの引継ぎであったため、 議題 l 第四国学金大会について

当初の事業に多少の混乱をきたしたが、今後は 大谷理事〈現地実行委員会〉より報告

研究論文集の充実に事業の主体を置〈方針であ a γγポジウムの演者の交渉について

る 大会運営について その他

基調講演、 νンポジウムの司会者の決

[出版委員会〕 定(秋音監事)

平成元年度計画

(日 「女たちのレタ学」発行に肉付て

悶 レクリエー γ ョン文献の索引作成

2 学会大会の議事につLて

第羽田

日時平成元年6月17日 14 凹-17 凹

寝所明治大学研究棟第2会趨窒

員選出の理事会は、学会大会前の適当な時期

に開催する.

7 日本レタリエーショ γ学会会則の 部改定につ

いて

11条.17条は異議なし 12条〈役員の盛期は 2

年とする.8:綱は原則として l期とし、 2/J!を再

径の限度とする.役員軍出につレての規則は別に

定める.Jについて説明がなされたが.現条文で

実施してみてはどうか、 2年ごとの改選では事濁

局運営が圏簸である等の意見がるり、原案を総会

において諭議する事になった.

8 その他

(j) 事務局移転につLて

現在の明治大学から、平成 2年 4月 1"より

青山学院大学に移転の予定 それに伴い徳久球

雄氏(青山学院大学)が会長推薦の理事として

承認された.

(お 20園学金大会につして

開催地は東京、期日は秋期であることが確認

きれた

平 成 元 年 度 総 会 開 催

a 略 平 成 元 年8月28日 午 後 : 時-2時

場所セントラルホテルフタオカ

(ダイヤモソドホ ル)

く総会議事〉

開 会 挨 拶

l 会長撲拶

2 議長および議事録署名人軍出

3 昭和田年度事業報告

4 昭和田年度会計報告

5 平成元年度事業案審議

6 平成元年度予算案審議

7 平成2年度以降における役員選出規定案につい

て

8 日本レタリエー γ ョゾ学会会闘のー務改訂

〈察)について

9 その他(第20回大会開催地 東京、老夫)

10 事事局移伝について

閉会銀拶

《昭和田年度事業報告》

議捜~ 1 学会大会の基調講演者(原子令三氏〉

とシンポジウムの演者(岡鏡、藤、石

川の三氏)の確定

2 研究発表の順序と座長の決定

3 役員選出に関する内規の検討委員会の

選出秋音、毛塚、鈴木(秀)、寺島、

深山師岡、(オプザパ 回中理事

長)

第111司

日時平成元年7月28日 16:00--18:00

鋼所明治大学研究棟第3会厳重

1111 1 基調識横・シンポの噂備状況について、

をk吉氏より報告

2 役員選出に関する内規の検討委員会の

報告、了承園

3 第20回学会犬舎について

第 12回

日時平成元年8月""(日)18:00......18:30

場所セ γ トラルホテルフクオカ〈ルピの問)

出席者浅田、網野、回中、秩音、黒図寺島、

fi図鈴木(秀)、絵浦、侮津、

事惨事〈芳賀、舗岡、星野〉

議U題 1 事費局移転の件

現在の明治大学から、平成 2年 4月 1

日より青山学院大学に移転それに伴

い徳久家経氏(青山学院大学〉が、会

長推麗の理事として承認された.

2 総会議事の件

議長は中村要民(同志社大学)

議事録署名人ほ金管良三氏(九州大

学)、侮図綱三郎氏〈西日本工業大学〕

に依顧することになった.

第13悶

日時平成元年10月 9日沼田-19 羽

窃所青山学瞳大学総合研究所 7F12会議室

出席者浅田、闘中、秋脊、黒園、鈴木〈秀)松

浦

l 維告事項

(リ学会大会につLて

団事務局の移転について

(3) その他

2 議題

(J)規約検討委員会の設置について

叩第四国学会大会について

-192 

1 事業

(1) 第18回学会大会開催

昭和国年 8月22日

函館前ハバーピューホテル

問機 関誌

[レグリェーシ aン研究jの発行

第四号は平成元年にずれこむ

(司会報

f学会ニ a スj発行 tu4Z......44

(4) 学会案内の作成

間組織の充実・砿充

会員の獲得 41名

支部における研究会一東海支部など

(閉その他

Z 会議

(11 総会開催 8月28日

間理事会開催

(31 常任理事会開催 11回開催

第 1固-6固までは学会ニュースにて報告

第 7回-11団までは別紙にて

3 各委員会報告

〔総会委員会広報委員会〕

は)理事会、常任理事会の開催

第 1固-4副理事会、第 1回-6回常任理事

会はニ A ースで既緩

第 7固-12回常任理事会において審議された

事項は下記の通り〈別掲報告参照〕

く主なる議題〉

1 第四国白本νタリヰ シzソ学会大会開

催地の件

νタリエ ション研究J充実のための

諸方策

3 レタリエ シ重ン学会大会活性化のため

の諸方策

4 νタリョιーγ ョγ学会犬会主日本νクり

エー γaン協会主催の研究大会との関係に

ついて

5 第四回日本レグリエ ション学会大会の

内容について

間 日本レタリェーシ E ン学会と日本レタリエー

ンョソ包易会の関係について日本レク')エーンョ

γ協会 音図専務理事と懇談

回中理事長、寺島常任理事

(3) 学会ニ sース(ぬ41......44)，rレクリエ ショ

(お徳久理事の常任理事への推薦について

(4) その他

第14回

日時平成元年10月28日国18:30......20:00

場所明治大学厳河台校舎第4会議室

出席者浅田、回中、黒図、寺島鈴木〔秀〕佳

浦、梅津、鉾事(星野〕

欠席者前野.吉田、飯困幹事(師同芳賀)

1 報告事項

111 学会大会の会計報告について

番参加者数140名

学会本郷支払

講師謝礼 04万〉 交通費 00万)、宿泊費

0.4万)

*大会開催地大会号編集の問題学会大会

の予算化等が今後の課題とされた.

2 悔議事項

(1) 学会会則につレて

常怪理事会で学会会則につLて倹討した結

果 不備な点が確認されたため、再度、規

約検討委員会をつ〈り検討することになっ

た.

規約検討委員会のメンハ は下記の通りで

ある.

鈴木祐一氏、徳久球雄氏鈴木秀雄氏、寺

島善一氏、毛穆宏氏、師岡文男氏、深山千

穂子氏

(2) 第四回孝会大会について

会場明治大学駿荷台校舎

期日 平成2年 11月10日W11日(日)の予定

く平成元年度事集計画〉

(11 各種妥員会の開催

(の理事会常任理事会の開催

問研究例会の開催

(4) 会員名簿の作成

(町第19回日本レタ，エーシ重ン学会大会の開催

(6) rレクリエ シzン研究」

σ) 学会ニ，~ス(1tL4S......49) の発行

fνクリエー γ ョン研究jNo.20'Kl.22の発行

(8) 第四回日本νクリエ ション学会大会開催準

備

(9) 学会会則と役員選出に関する規約の見なおし

岬その他



第 7回常任理事会以降の
新入会員

四宮重信、 実戸郎、鐘ケ江淳一下村孝ら丘畿大

学九州短期大学〕、長ヶ原誠、綿祐二、岳藤史泰、藤

本淳也、天野利宏、五十嵐秀司、井家保子、小山公

彦永怯昌樹(鹿屋体育大学大学院〉、千足耕 、遠

藤浩 真竹昭宏、中西純司、渡辺一喜〔筑波大学大

学院〉、安田恭子輯ロイヤルアスレチッ夕、菊地秀

夫、貴多野乃武次(阪急電鉄)、菊幸 (九州大学健

康科学センター)、締緩和幸(職業訓練大学佼)、鎌

崎剛(沼津郵便局)、梶浦英善(仏教大学〉、色周修正

雄〔聖徳学園短大)、菅原成臣(東京YMCA)、村

松正之(第保育短大〕、何回隆(聖徳掌園短大〉

「レクリエーション研究J
への投稿を!

編集委員会では「レタリエ ンョン研究」への投

稿を常時受付けてLますのて研究ノ 人論説等

お寄せくださ"，

事 務局より

。各種委員会の開催と共に研究会の開催など学会と

しての役劃を果たすべ〈活性化へ向けての努力を

重ねていかなければと縛感してLます.

。第四回学会大会も 1990年 II月 10百回、 II日(同の両

日 明治大学駿河台校舎での開催が決定されまし

た.会員の皆様には研究成果の発表につきまして、

御準備Lただきたいとおもっています.

。総会の議題ともなりました学会会則の一部改訂左、

役員選出規定の検討は、規約検討委員会が設置き

れ 第 14回常任理事会でその委員が選出されまし

たが、会員の皆緩からの御意見もお待ちしており

ますので事務局へお寄せ下さい図

。平成2年 4月 1日より事筋局が現在の明治大学和

泉綬舎より青山学院大学に移転いたしますが、ス

ム ズな事務局運営をめざし 新年より事務の

部移転をすすめ 会議の開催も両大学を利用させ

てし!ただLてします

。会員のニ 1 ース性に富む活動状況などについては

広報委員長鈴木秀雄宛にお寄せ t だき~'. (総

務寺島)

!第20回学会大会決定!I 
日時平成2年 11月10日(土).11日〔日〕

場所明治大学駿河台校舎

1990年8月10日
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学会会長に就任して

会長洩図隆夫

去る e月3固め学会総会 ももろん、届醗酎な研究受船三より外畠の柵暢加入手も

で会長をお引受けするこk 必要です治、現在のところ、前究の寅・量を高めてL くこ

になりましt.:.oこのた栄に とが先決"と恩Lます。

思えるため レタリ品 J かoて.わたくしは会員の皆さんの心からの錫力を得て

，γ研究Bまもちろん.現在 曹這瑚な研究鏑援を「歴史・仮泊Jr意蝿と行動Jr若島

写会S鳴えている諸周題解 とプe円 .J rザピスと還省曹司ur費標と空間」

決に向すて微力を尽し、学 『政策と遭働」の6・R媛とし、この観域主tに学会犬舎や

舎をよりーー層種展きぜてい 月例研究会のテ←マを計画."定L，後年かけて舗網間な

きたL と考えていますーと ζで滑図司臣、考えておりますい 研究討議を進めか〈して、会員の皆さんの努力の笛品と

く勺ゆ具備制なことがらにつLて述べきぜてE聞きまサa して「νタ，. ショ Y学の方法」を上縛すること，でき

掌釦丸、うまでもなし会員，...，栂拘社会的書留に ましたb、このようなプaゾ墨n"な取り値みをしてL

応えて会員相互の途絶・値噂のため会合する絵自の佳織 くこと治 学舎の一つのまと婁ヲた研究温度としても，.，要

体て戸す払従来、本学会は役立の... "維縄・日本ν夕日 でLl ~o 1:!-に このような傷舗自りな践みの中で内外の情

エ νョy学会 f体育の併学J_38._3号""'隼S月】 報費科の阪第も可艇になるし、費制もまた生きるのでは

187-191買.lJ:Ilもあり、第"園大会まで自本レタヲz ないでしεうか.

ション飽舎と共催とLう形で掌会大会を行って移りまし また、約'"名とL う本学舎の金偏監からすれま 学会

f.:.o •貸手前S 私学舎は魯自で学金大会を開催できなL も 犬舎における個人老衰は初ー".. ま欲しLところて寸。

のかと取り組んできま L回、指〈篇'"自大会からこの希 もちろん.研究。埴て杖刷、貨の品引睡です払より齢、

a，.自で学金大会を防自医するこhま歪緩叢然のこと〉脅か 貨の益支を志掬するなら支侵略動もさると kなS弘梼究

なえられるこ之になりまし久〕この意僚で一つの慨しL 慣様"の話勧譜唖んになる必要があります(発足当智静ら

‘現Rを迎えたともLえまし孟うa すれJ:!窓年で"年もの，.史を竃ねてLるのですから、 ζ

L うまでもなく レタリエー J ・y研究(レタリ S ン こでこれまでの歩みを反省してみることも大切なことで

ョンとは何かを絶えず反省自のに思考しな8ら〉は、停に し:~ ).。

生活文化の広観温度とかかわる研究ですからそれぞれの事 要するに.現代では、 ν ，リ""-，，~ '/分勤ま盟民生

門分野の研究者8・、個人で研究することもさるζ となS 弘 揺の必須事項になりましたし また.国民の日常生活で占

むしろ 冊究・'"とに集室ョてそれそれテマを霞定 める生稽需要の多徹也2愈速に進んできたにも絢らず問

」情人め耳障門詮を生かしながら共同で研究してH プ IItt <'J(1，これに応えるレタリヨ~-/. '/研兜の対1陸・方

ゾ墨グト鈎僻究をf慣行していくことa 契り多L 成果をb 法も、また、 uもそれらに迫e，""すず、研究成果もaれ

げるニとができるので陪なe" と厚Lます司それには 本 aちなこ，て「れしたがヲて さきのプ，シ.タト間"，取

学会の寝争責諮ら、もろもろの噂門分野の方々により多〈加 り鑑みカ必要にた"すし 公訟の企費調'"や働力をも考

入して頂き、これらの会員の方々治事.0の"るプ.νzタ えねばなりまぜん。・わくば会員の皆さんの無意と悔η

トを:11画し、共聞の成果をあげられるようにすることが留 によって、これらの研究上の諸問問初隅換されますよう.

まれます。 切にあ'臥する次第です。

1990-1991年度新役員きまる
会 長 現田隆夫(自由学園短大〕 理 事 坦 智 三 王 ( 東 海 大 学 }

副会長 前野博{郎 (樹スベースヨンサル， y ト) 石井充(立教大学}

木下茂槽(日本大学) 西野 仁(東海大学)

青木奪三 永嶋正信 (東京量葉大学〉. 石橋 保(福岡教育大学) 川口 光男 (名古屋経酔大学)

理事長 田中輝雄{日本大学) 守 能 信 次 ( 中 京 大 学1

顧問 庄揖慎固郎(中京大学) 永吉宏英(大阪体育大学}

監事 秩吉書簡{福岡教育大学) 梅田情次郎 (西日本工業大学}

聾本裕次郎 (日本体育大学〉 幹事 車井和I男(青山学院大学)

E量 徳久鵬(青山学院大学〉 師 岡 文 男 ( 上 智 大 学 )

飴 木 祐 ー (東京女子偉育大学〉 芳賀健治 (東京家政学院大学)

黒田信寛(明拍大学〉 星野偉男〔明治大学)

鈴 木 捧 睡 (関東学院大学】 下 村 膨 男 ( 東 京 大 学 )

吉田 章(筑技大掌}

松田義幸(班控大学} 曜日本レ Fリzーンョン学会本部・事蹟渇

彰尾邦江 (プレック研究所) 干 150 横谷区渋谷 4-4-25

松浦三代子 (東京女子体育大学} 膏山学院大学2号館 2002研究室気付

梅樺迫子 (女子聖学院短大} 昔日3(409)8111内238503(498)6939 直通

理 事 寺島善一(明治大学) FAX 797-6870 置営研究所帯久宛

北陸明実 (国際武道大学)

|1990年度第一面議室|

総会に先だち午前 10時より「生鍾学習とレタリ 1989年度事業纏告

zーションjと題して文需省生護学習局社会教育官

の瀕沼兎彰民と低下倶子廷の持"'"演が行われたゐ 1 事業

日時 19901f6月3日(鴎午後2碍

会喝 青山学院大学総合研究所ぜル 11"

場i9金書室主

川甥i9国学金大会の開催

《絡会議事B

稲岡 セソトラルホテル7タオカ

'21 機関誌

「レタリ zーショ γ研究J2I号の定行

{副会報

「学会エ込 スj必"の発行

I4) 積三者会 月例発表会

「事....文発表j 1990年 3月I6B圃

舗繍会

「人生80年時代の労憐と余暖J

'"万時間乃人間化へむけて

'"図義傘氏〈筑波大学〉

l 会長撲"

2 議長および.".署名人遺幽

3 1989年度事業報告

4 1989年度会計鰻告および監査報告

5.1990年度役員選出について

6.1990年度事業案審議

7.1990年度予算案審袋

8 その他

{印字会案内の作成

附組織の充実

斬入会員の痩揚 13名

-193一



Z 会議

'1>総会開催 6月3日(凶

12) 理.会開雄

1" 常任理事会

広報委員会繍告lW計画

〈報告〉

学会ユ晶ス必 .. 

第 "固"月"日出までは「学会ユ 学会ユュス必"

a スム必"に報告 〈計画〉

-本年度は学会大会も第20聞になるので.学会

ユ畠ース(必46-必<8)の鐙刊にとどまらず.

研究会や月例会等の括性化にむけて広報として総務委員会

〈緩告〉

1 理事会、常任理事会の開催

11>理事会

t8月z8日開催

121 常任理事会

t第"固鱗14回は学会=晶 スにて既報

c>第15@-第"回は居間縄

Z 学会ニ a ス(必<s)

「レタリヱ 〆ョ γ研究JM21号の発行

， ，.点り倹討委員会の形成

4 役員選考〈総会にむずての〉餐員会の形成

s 第四回日本レタリエーゾョ γ学会大会の.備

6 卒論発表会研究会の開催

1990年 度 事 業 計 眉 寮

の情報獲供をすすめたい。

-広報としての課題である支部組織とのネァトワ

ータづくりをすすめ、会員の意見も反映できる

学会ヱ aースを発刊した"，

〈鈴木秀雄〉

文献委員会

文献収集について

レタリェーシ aン文献の佐賀上、広範囲にわたる

関釜"監理が必要であるが‘まず学会員の文献につ

いて現状の調査を進める.

. ..査耳院を学会員に送付a

Z 文獄6こ対する記入を個人にお願いする。

〈個人の寮温度肝価集になる心..は9→登録伍ワ〉

3 調査内容につLては 自己申請性をとるものの

盤理可艇なヨード化を行う a

会側第4粂に筆づき次の司巨費院を行う1>) 氏名〈学会名簿では登録番号を用いていなレ

l 学金大会の開催 が文僚を理の上でナ"・リングはどうか?) 

"月 10，11日 俊 明治大学 121 著述鑑別(単著から分但執筆を含めその他の

2 研究会.，町会 項で区分け)

各支..及び東京におして年数回行い その資 ，" タイトル〈テ-.)

料を受検する。 141 文献鍾jlJ(.第、脆文、記・.調査、その他〉

3 機関誌の発行及び情織活動 (5) 研究対象'8領域の区分けを用、る〉

〈νタリエ ノ 2 ン研究〉の発行 (この時領繊の後叫)を用意し、そこに次の

〈会報〉の発行 額峨釘区分を用意すべきか.

4 研究の助成 例ー〈理論】ーレタり、 νゾ事←、プレイ

各研究会の研究成果の公表を促進するよう助 スポーツ、銀楽.など

成する。 ド6， 文搬出所

5 関重団"との連絡 問刻鰍牢月日

日本レタリェーソ zγ也会 日本観光学会そ 18， 主たる内容の説明

の他と連絡を取り情種交換を行う包 '" キ ヴ←ド 最大三語で重要と思われる厳に。

6 会員相互の規陸 調査棄の形懇

7 会則 規拘内法正おこっL て検討委員会を発足 i 必要に応じて記入ずべき個人がヨヒーできる周

8 組織の充実、資料その他の整備を行う. 紙とするヵ

9 その他 z 文献記入を 1件.，.の主うにするか.

〈智久 球筆 ヨンビ品ーター利周による司監理をとうするか

E 特別会計

111レクリエ ンヨ J 研究関係

収入

>が確認された，

3 常任理事の事務分掌について

総務 。徳久、鈴木祐、梅志(会級 会計、

研究会渉外側係〉

研究 0怯国義、杉尾、絵禰(文獄、出版、

研究会】

編集 0吉国鈴木秀〈研究詑、大会号)

大会 0黒図寺島(学会大会関係)

。印は責任者としも各部の計画予定に即して他

支出

1.500.000 I の理事にお願いナる。

4 常任理事会のスゲゾュールにつLて

回大会関係

原則左して設立採算として 実行蚕員会の責

任におLて行も、一録会計よりは大会運営費補

助の形とする.但し、年度により大会開催を主

催する側の事情によりこの額は変動カあると考

えられるa

L主主全旦豆里」
B 時 1990年6月四回国午後6時ー8時"分

割動所膏山学院大学総合研究所 9階第"会議室

出席者漫圏、前E号、圏中、鈴木循徳久、黒岡、

吉図怯棚、街棒(敬称略〉

鶴議事項

l 会長推麗軍事について

理事は怯禰三代子.低回袋号事 纏智三主、

石井忠寺島善一、来構正信氏

幹事は赤弁利男師岡文男、芳賀健治氏が推

a隠され承認された。

進土五十八理事は総会で承認されたが勤務の

関係で今期は静還され後任に杉尾邦江氏(武

歳工業大学工学誌〉を彼自Eし承認された。

2 理事、幹事の委託について

会長推薦理事および'惨事〈従来は口頭)の各

氏に餐託願いと承諾書を事窃局から送付するこ

基念的には隔月に関恨予定とする園但し今回

は君主会大会の.備，各委員会の与制計画案等に

つLての検討課題があるため7月に開催される

ζ とになった.

5.20国学会大会につもて

今期は犬舎を別枠とし 係から大会の運営方

法等につもて次回の理事会に提案してL ただく

ことeこ t， 勺 t~。

なお‘各要員会の今後の計画案につL ても同

織に次回の理事会に提出してしただき検討する

ことにな勺た.

6 新入会員承認について

会員名所 属錐11者
サンシイ y・"門学縫

木村清司社会晶祉冨吾轟即時

大飛車宜 星陵女子短期大学 馬場信一郷

覆辺本立 山村女子短期大学 捜困隆夫

犬塚正美亙餌亙大学 生公休喜郎

季 真中京大学江橋慎一郎

副島村久治 山形女子短期大学 小川克博

村総正之第保育短期大学 寺島善一

菅原成置東京 Y M C A 北俊明美

山名 勇 神奈川鴨キャ γプ協会 師岡支男

石循 保福岡象育大学大谷箸縛

柿本因子 比治山女子短期大学 寺島善

北図明子 稼蔭女子短期大学 寺島普

山筒科央ヒ ー プル..久諌鎗

(525常任理事会〉

彰穂 泰"..大学大学院 飯田 .. 

獲本商事降 旗波大学修育センター m 

黒lfI道子 回際武道大学助手 高倉正治

編口泰武 日本大学理工学部助手 m 

(6.30理事会}

霊理の形讐

1 氏名ーキーワードにわたる内容のどこを最優

先として文献目録を作成するか.

2 会員でなL個Aが共同{共著〉の場合<区分。 収 入

文献収集の.也、毘的

S 学会員の研究情線交換

2 研究め内容、領属動向調査

1989年度会計報告

" 入 総 額 3.256，713門

支出総額 2.615.466門

残金総額 638.247円

収入の鶴

1990年度予算

[ 徹会計

支出

項 自 1予算額|決算額| 内 容"一士一ーァマ合目 “ = 
!項 g 予算額摘 要

録錨金 l'相弱，11.611.9611 |片三て二づ」三斗」こでて←一手
|印 凪 費 ωeωri I "'-~-人名簿、ヨピ一代

朝間酷費 12お0.0∞11.043醐|のぺ292名! 1叩・ R い 一一十一¥

大会帥費 l割削同∞01 名 I1通信費 抑剛弘一人名簿制他

縁 取 入 | 問 。 司 箔2，2昭i騒誌日 11事務用品 ωω 文具その他

入 会 金| 且醐i舗剛名 11事務局運営費 3 醐 F修理事局員手当"瓜臨"

| 計 15醐醐13，'凪7J3! 1 1 117レ イト他

支出の君臨

項 目 l予算額|庵庫領|差し引き

事蹟 .! 30以ぬ 5.9621 24.038 

会歳費 200.0∞ 7市3541 124.646 

通信費 ωo∞o 凶13.5211 は6.47噂

支部緩助金 14.51.醐 1150，剛リ

噂門委麺会費 1 ，曲。∞

会議費 1200.0∞

特別会計 111.000.0∞|研究線告印刷

特別会計 lll2肌醐|大会運蛍

印刷費 12国蜘 11，131.13011 1.3阻四 11雑 費|剛∞|予酬を含む

研究会費 1200酬 120.0ω >80，醐 11繰越金|別問

大会費|肌剛|刷叫 208.770 

総会後1"醐l'∞醐i勾九醐

輔欄時|醐醐 1 "刷1 2眠 醐

専門委員会費 1 5OO，C∞ 1100.0001 皿剛

予備費 450.0ω5122581 - 62.25S 

総計 s∞。。∞ 2.;>18.4“ 2.381.534

会計監査 秋吉 1隆司包

長谷川純三

計 13尉 9.247

i広告吋をと山ものは刷会問理し

一般会計は原則と Lて会費収入によるものとする。

~亘互亘 亙豆盃亙E
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選出委員会につLて

2 総会日程につて

3 月例発表舎につLて

4 レタ研究誌の.集について

巴学会名弥の変更につLて

第"回

H 時 1990年 4月23日{周

午後7時勾 8障害30分

会場青山学院大学総合研究所 7階第 .2会

.室

舗 周 1 総会日程につして

2 篇 20聞学金大会にって

第"宿

日時 1990隼 S月"自制

午後7時句 9崎

会場青山学現大学総合研究所?階現"会

議室

議題 1 新入会員の件'>3名〉

Z 講演者一日銀変更につLて

3 次銀役員遅出ζ ついて

4 総会につLて

第"回

目崎 3拍"手'.3日(同

午前9時->0時

会鋤脊山学院犬学総合研究所"緒第"

会議室

a・ L 1990年度予事案巴ついて

2 1990年度事業案について

3 その他

194 

2) 1988年度決算報告

3) 1989年度事業計画

，)役員選出

5) 理司区の役書割分担

めその他

21989・90年度役員

会長川村美男

副会長属鹿欄兼男 (中京大学〉

川 口 光 雄 〈名古島経済大学)

理事長中島隻雄 〈名古屋大学)

理事池国隆二〈中部大学)

彫山 健 (愛知設育大学)

木 村 吉 次 (中京大学}

庄司節子 (市部学園短期大学〉

西署完彦 (愛知県立芸術大学〉

循口隆生 〈名古屋YNCA)

篭抱和夫 (敏... を跨大学〉

.図医筒 (三重大学)

三 宅 邦 夫 (中日子ども会)

守'"信次 〈中京大学)

山本 ，建設 (日本酒"大学〉

八割e好表 (名古屋YMCA)

監事大内股畿 (中京大学)

寺沢 星 (重量橋銭科大学)

幹事圃友宏捗 〈名古屋文理短期大学〉

仲野 日量土 〈中京大学〉

3 研究報告

今年度の研究会の趣旨は、外置のレタリェ シ

ョン事情及びその研究活動を報告していくことが

総会において決定され 以下に示す研究報告カな

された.



なお、今写度の事業Z十薗左してレタリエ ゾョノ

協会との合同のゾンポンウムを予定したが‘実錨

できず次年度に改めて検討することになラたa

〈第1回〉

日時 1989年6月'"目嗣

午後 7時-8時 30分

場所名古屋大学総合保健体育科学センタ

2階会議室

報告 看 守 能 信 次 氏 〈 中 京 大 学 )

テーマ 「カナダのレタリエ ン冨ン範設」

一ーその自然と子どもたち

内容 拘ナダのケヘッダ大学留学中(，年間)

に氏が篠軍惨された多くのスライドを中心

に、カナダにおける年聞のレクりエーシ

• y活動の実襟身概者や子ともの利用

も配慮した野外活動施設の状況 目本で

は見られなし大人も子どもも交じってフ

レーきれるアイスホッケ の様子などが

報告された。

〈第 2回〉

日待 1989年9月'"日嗣

午後6時 30分-8時

場所 名古屋文学総合保健体育科学センター

2階会議室

報告者榎本鐘司氏〈南心大学)

テーマ 「イギリスのレタりエーゾ.Y事情J

内 容演者カ留学されたイギリスにおけるスボ

ツ・レクリエ ゾョ γの実轟状況民の

専円である剣道を 7 <ルタ として捉え

たイギリス人のスポーツ観などが報告さ

れた。

〈第3固〉

日時 1990年 1月258同

午後 5時 30分自 7時 30分

場所名古屋大掌総合保健体育科学セ γタ

2糟会議室

報告者川西正志氏(鹿屋体育大掌】

テ マ f高齢者スポ ツの現状と課題」

内容氏が留学されたカナダめウオ タール大

き乏におして収集きれた資料並びにデータ

を寡に、カナダにおける高齢者のスポ

y ・レグリエ 〆ヨノ活動の状況などを

我が固との比較を過して発表されその

現状及び課題1こついて考察きれ記。

4 学金二品 ス発庁

期日 1989年 8月

発行省略数 60"$ 

「東"レタリエーゾョン必 3J

E 東海支部事務局

住 所 〒4;0-03 愛知県豊困市貝津町床立'"

中京大学社会体育研究室

TEL 0565-45-0971 (内線 )566

惨事仲野隆士〈中京大学)

4月， 8より、学会事務局がうつりましたe

御連絡等おまちがえのないよう宜しくお頼、

LたLます。研究室ですので、常時事務局が

L るわけではないので御迷懇をお治けする事

もあるかと思L ますカ、その時は留守番電話

を御利用、ただきますようお聞いL たしますa

〒<50 東京都校谷区渋谷 4~4~25

青山学院大学 2号館 2002号室気付

目本レクリエ ション学会事務局

Tel 03-498-6939 (直〉

03-409-8111 

内 2385

〈留守電は直通のみ)

今回より学会ニ aースの編集が総務委員

会・事萄局で担当することになりました.い

ろいろなニ a スを多くして、情報を金田こ

お伝えしたしと思いますa

総 務 委 員 会

鎗木循一(東京女子体育大〉

: 侮僻一一一痔日………麹肘昨一子引吋一(叶女

割徳恵久球縫(青山学院犬)

赤芥刺男

1990年四月四日

学ゐ一会ーユース 日本レクリエーシヨン学会
発 行 人 田 中 鎮 雄 編 集 総 務 委 員 会

事務局 〒1田富古都渋谷区渋谷 4-4-25

NO.47 一内 青山学院大学2号館羽田号室気付

December 1990 電話 03 叫 8-6939

郵便振脅東京 4-33963

剛 l制剛山山川町間柵剛山l剛 l剛 山l山川剛山川町川町剛山剛山剛l剛山川伽

第 20回大会を終えて

!l!20回大会実行委員長

明治大学黒田信置

第四回 大会は、 11月 10日(土入 11日 (6)、明拍大学大学会館で開催の予定に

なっておりましたが、天皇即位の礼に対する反対斗争の過d量化により、神田地区は

厳唆態勢地区となり、当局より大学に対し大学施設を慣用する集会、催し物等の自

粛、禁止の通達がありました。大学当局からレクリエ ション学会第 20回大会の

会 場 の 変更、もしくは期日の延期等の申し入れが11月 2日にありました晶、大学に

再考をお願いしましたが、大学だけの判断では相何ともしがたいとのこと。やむな

< 11月 6目 、急量常任理事会を開き明拍大学附属中野高等学校に会場を変更する

ことに決定しました。学会出席予定 の全員の皆様には、会場費更の通知、連絡をい

たしましたが、地棋によっては壷踏 の届かなかった所もあったと存じます。上記の

ような理由を調製酌申うえ掴容謝いた X きたいと思います。

急な会場変更にか h わらず、全国 各 地 か ら 100量 十 名 の 全 員 の 皆 樺 が 参 加 さ れ 、

基調講商、シンポシウーム、総会、研究発査等、活発な質疑応答や意見の吏後があ

り、 盛会 のうちに第 20回大会を無事終了することが出来ました。

最 桂 に 突然の会暢変更で会員の皆縫に、多々醐迷惑、御不恒をお掛けしたことを

深〈お詫 びするとともに、多忙にもか Lわらず学金大会開催にあたり、醐協力、醐

支撞をし て下きいま Lた附属中野高位の校長先生はじめ教織員の皆様方に感謝と醐

礼を申し 上げます。
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1990年 度 第 2回総会

日時 1開。年11月 12日午後1時

場所 明治大学附属中野高校

総会議事

1 会長候拶 浅田会長風邪のため前野副会長が

代って挨拶きれた。

2 議長選出 白藤瀬兼男氏(中京大学}

3 役員紹介 学会ニュ ス必 46に基づして紹

介、なお九州支部推薦の金崎良三氏が

印刷ミスで税けており、陳謝して紹介

きれた。

4 各委員会報告 学会ユ込 F ス必 46に基つい

て録舎が行われた。

5 境 2'回大会 来年度は東海支部が担当で行

われることを承認。

6 その他

・今回大会が急に会湯が変更になったことに

ついて.実行委員長より説明された。

・学会名称について会員にアンケートをとる

ことを了承した0

・学会規約について倹討中との報告があった。

常任理事会

.. 1冨

a 時 199。年7月 10日出)午後6時 -8時'"分

会場 青山学院大学総合研究所7階第(4会議室

。会長後拶

0理事長挨拶

。議事録承認の件

1 報告事項

総 務 会員の犯担、会計管理、学会ニュ

ースの発行、会員名簿の墜理

研究委員会 月例研究会の内容と方法について

専門都会

① レジャ「・レクリエ ション環境部会

都市工学‘リゾ トパ 夕、建築関係、

造園 ete. 

@ レシャー・レクリエーション理論

大学関係

③ レジ+ー・レクリェ γ ョンカウンセリソグ

企業内レタ指導者、社会体育指毒者の養

成プログラムを発展したもの

研究主教育民間

(事 レγ+ーー・レタリエ ション行政

公共の立場から

⑨白tDoorLife 

⑦ レνゃ ・レクリエ ゾョンとクオリティライフ

生涯学習時代に向けて以上のような内務でスター

トすることが報告きれた。

2 協議事項

1)学会のテーマについて

「生涯学習時代のレシキ ・レクリ~ ションj

に決定

基調1.1演は'j、復節氏

シンポシウムは稲墨良典氏、峰山紘一氏、野

中ともよ氏とし交渉は松田義幸氏が但当する

ことが確認きれた。

第 2園

日時 19901'手9月四日出午後6時 -8時刻分

会場 青山学院大学総合研究所 3楢第11会議室

1 報告事実

，)学会大会講演者の交渉結果につレて

2) 学会大会の申込状況につ て

2 協議事項

。基調講演会の司会は徳久氏、ゾ γポゾウムの

司会は松困氏が担当する。

2) 第 21回大会の会場につLて

東梅地区(名古屋)案が提案きれ軍事長が安

渉することにな勺た。

3) 研究例会につLて

原則として毎月第 1土曜日とし、以下の様に

実施することが確認された。

12月 1日 学会の内容をうけた内容に

1月 12日 する。

2月 2日

3月 2日

4月 6目

的新入会員について

lIJ ;回

日時 1990年 11月6日出午後6時 -8時

会場 青山学院大学総合研究所7階第 14会議室

1 報告事項

。学会大会会場変更の件

11月2日明大中野高校に会場を変更すること

申レジ+ー・レクリエーション産業 が報告された。



それに伴い変更通句のハガキ、地図を700枚 3月2日曲第4固 うな考え方のもとになきれているか。

印刷し.各理事逮も郵送のための手伝Lをする 東京家政学院大学三番町キ+ンパス会議室 図これからレジゃー レタリエーションの概

ことにな勺た。 4月6自国第s個 念をどのようにとらえて、バランスのとれた

司会費徴収について 東京家政学院大学三香町キャン ρ ス会議室 研究と毅育を進めていくべきか.

2 協議事項 時間午後3時屯 5時濁分 回生涯空学習の社会に肉付て、教育・学習宜緩

1)総会について ・ 2/2のみ日大会館、あとは寝京家政学髭 γステムはどのような理念に沿って開発・整

2) 新入会員について 大学三番町キャ Y パス会議室です。毎月研 偏されるべきか.

3) 月例僻究会の第1囲は12月I5日国に変隻寸る。 究会のお知らせは致しませんのでよ〈ごち について.資料をもとに意見を交換した。

第 4 図

日時 1990年 12月15日出午後5時.，分-8崎

会場 私学会館

1 報告事項

1) 20回大会の会計報告(残金は研究主主発市費用

の部と す る )

2) 月例研究会第1回の報告

2 I!!議事項

1)総務の役割分但について次回に提おすること

が確認された。

会則規約検討委員会

12月 17日(月) 午後6崎俊青山学院大学

出席国中、鈴木{衡に鈴木(秀弘徳久

現会則の 10条、 12条を中心に他学会の会則

等も怠照し、できるだけ簡潔に表現するようにし

て、次期常任理事会に原案を鍵出することとした.

1理事人数も明記するようにし、また会賓の米ドル

表示は必要ないという意見もあった。

研究月例会のおさそい

1. 1990年四月から月例研究会を開，、会員聞の

研究受流t視維をはかつてい〈ことになりました。

2 研究会の進め方としては、会員の共通テ マと

専門領織を組み合わせたプログラムにレたLますa

当初、この織な形式で研究会をすすめ、いずれ専

門領戚の月例都会がスタートすることが出来るよ

うにしたし、と思います。

第 1回は 12月15日に開かれましたが(別燭)

当面の研究会のH時を次のように予定しておりま

す。

3 期日

1991年 1月四日出
東京家政学院大学三番町キャンバス会議室

1991年2月2日{士j第 3田 市ヶ谷日大会館

んになってお出かけ Fきい。

4 場 1閏‘第2回をフォーラム、ト グインのス

タイルにします。

共通テーマ

レシ十 ・レクリエーションの昨日・今日・明日

.レタリエージョン研究とは何か。

・レタリエ ション僻ヲセが直面してLる現在の

課題

・将来に向けてレグりエ ゾョン研究はLかに

あるべきか。

-レシゃ 研究とは何か。

-レジゃ 研究はも、かにあるべきか.

次の領緩があげられていますが、この領嫌につい

ても(設定〉管さんと話し合っていきたいと思い

ます.

専門領織

・レ νゃ ・レタリ Z ゾaンの環境

・レシゃー・レクリエ ションの理強

・レジ.ー・レタリエー γ ョンカウYセリング

・レゾゃ ・レクリェーションの産業

・レシゃ ・レタリ=-"/重ンの行政

第 1回月例研曳会

テマ レシ+ー・レクリェ-'/3ン研究

一昨日・今a・明日

期日 1990年12月15日午後3時勾 s時

場所 東京・市ヶ谷日大会館201号室

会年度の掌会の揚演、ゾ Yポジウム.発衰の成果

を受けて、フォーラム形式による「レシャー・レタ

リ=-'lョン研究の昨日.今日，明日jの話し合い

がもたれた。

全体の構成は 3部からな句.

国各大学のレタリ =-'/3'/講座が、現在どのよ

提案している。こうした動向を踏まえながらの意 的芳賀健治 東洋的8t!;1I!・人間観と野外ス

見受換を行った. ポ ツ

3) 禰図書賢二 心を自由にする野外活動プログ

PART 3 ラム

わが国において.今回、学習社会 (L柑 ming 4) 川村協平 野外活動と個性づ〈り

Soclcty)，Vゾート開発そデルとしてのAspen 5)佐藤初雄 フロの野外教育指募者を"

Resort (U.S.A)に関心が寄せられてLるが. ーゼネヲルマネ一二ノキー的視点

このコンセプ人プログラムを開発した γ カコ大 を育てようー

学のR.M. ~ッチンス. M. J ア下ラの業自質 的下村彰男 レクリェ νョン活動の復台化

はあまり知られていなL、。そこで.1930年代か について

ら生涯学習a動として展開してきたアメリカの 7)星野敏男 野外教育の定義について

Great Books プロンェクトの基本理念を、 この他、参加予定者中島 郎.師岡文男

レシャーとしての自由学芸教育

M.J.アドヲーを中心としての考祭

l レシゃーとしての自幽学芸教育

2 アメリカの自由学芸教育運動

3 ヒューマュテ 4の危検克服に向けて

と砲し、 DlscussionP依""をつく旬報告を行

った。

この報告に対する参加者の関心は高いものであっ

たが、討論、意見交換が 3:00-5:00とLろ時間制

約のために十分行うことがてeきなかった。

そこで、浅間会長、困中理事長から.この問題は

上記の通り実施予定です。

'"期大会について

1991年Il月に聞開予定の第21回大

会は、東海支部を中心として名古屋で開

PART 1 

ここではイギリスのLeisureStudies 

A問。ciationの研究トレンドをみながら、こ

れまでのp，北 and Recreation中心の研究

領駿が、 Leisure and Cultureにまで広が

ってきていることを、みんなで読みとっ丈ゐ

こうした変化は.わが留の大学のレタリェ-

M ョン講座はすでに読みとっており，レタリ

エーシ窪ン譜座の名称で実際にはレシャー・

レクリ忌}γ ョンの授業を行っているところ

が多いtいうこともわか勺た。また レクリ

エーνョン鏡監からレジャ 講座ヘリノヘー

ションをはかっている大学も出てきていると

の報告があった。←しかし.現実の教育委員会、

企業向教育の現場におレては、まだ「レタリ

ェ-Y"， ンjの概念.組織、運営がなされて

おり.この現実に対する教育的配慮をとりな

がら.リフォーミソグをはかる必要があると

の意見も幽された。

PARTl の資料のー爺

イギリスのLeisure Studies Association 

の研究トレγ ド

1. Sport am Leisure in Contemporary 

Society 

2. Leisure and Public Po1icy 

3. Forccasti噌 L町四reFutures 

4. Leisure and The Community 

5. T四 rism-AToolfor Regional 

Dml甲田nl

6. Lei・llrl!! and UrもanSociety 

7. Community Leisure創叫 Culture

Arts/Sporta Provisios 

8. Social and EcollOmic Costs atd 

Benefits of Lei側関

9. Leisure and Fami ly Diveui ty 

tIi 孝一 奈良女子大学

63ο 奈良市東紀寺町 1-60-112

雪量 0742-23-4131 

仲 芳則

454 名古屋市中川区豊即町 1

豊成団地 3-413

包 052-351-6381

高松昌宏 金沢大学教養学部

821 金沢市平和町 ]-3-6平和帽舎凶2-24

ft 0762-41-1312 

岩弁友 .. 

819 福岡市青区鎗六町 4-39-10

をl 092-883-5402 

詳しL 日程等につきましては東海支偲

で予定が決まり次第.お知らせ、たしま

催されることが決定しました。 1 佐 編 曲 美

藤山台ハイツ 302

す。

旬、ひき続き意見受換を行うべきであるとのコメン

トをいただき‘第2回月例僻究会に待、込むことに

した。(共通問題意見交換として)

わが闘の教育のあ句方、レγ ャー・レグリェ γ ョ 新入会員

人文化のあり方の基本にかかわる重要な費料であ 氏 名 所 属 推薦者

会員動静

|第 2回月例研蛤のおきそ~
日時 1991年1月12日出 午後3時-5時

会場 東京家政学院大学三番町キャンパス会議室

千代田区三番町 22

電話 03-362-2251 

市ヶ谷駅徒歩8分靖国神社方面出口

麹町要事便局裏

単旗門駅徒歩8分 大委学院方面出口

大委学院隣

司会 赤井手j男 芳貿健治

アーマ

。赤井利男 野外スボ ツとマナーについて
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住所変更

jt 川宗忠 大阪成暖女子短期大学

務 滋賀県野洲郡野洲町行畑 122-6

定量 0775-86-1612 

斉 摩 美 奈 子 福島大学研究生

960 循島市7宮町4-31

C 0245-22-4623 

奈良県北事竣廓香芝町峰山 1

中西純可

雪05 i権iI・Rつ〈ば市立を木2-112-102

定t 0298-52-0266 

佐竹!lL嫡 専修大学

町田市旭町1-2ト."ミナール複本203

霊t 0427-24-5952 

鴨井啓

広島県佐伯鹿大野町高島口 3-7-18目 302

山 国 彰 一

992 朱沢市泉町 1-4-2山形県水面水産総験場

倉 0238-38-3214

住所不明者について

下記の方は住所が不明で、事務局で偶勺てお句ま

す。御存知の方があ句奮したら事務局まで御一線下

さい.また住所変更の方がおりましたら、至急御連

絡下さい。名簿を近日中に発行の予定です。

196 

10. Leisure and Rural Society 

11. Leisure m the 8Os:Alternative 

Futures 

12. Prospects for Leisure and Work 

13 Leisure Research: Current Findings 

and Future Challenge 

14. Leisure am! Learning 

15. Work組 dLel剖 re;Unemployment. 

Technology and Lifestyles 

16 Lei回 re and the Media 

J7. Leisure and Youth 

18 The SOClolo即時1Study 01 S凹 '1

19. Leisure and Socull Contro1 

20 Leisure and Popular Cultura1 Fonns 

21 Explorations in Football Culture 

22. Politics. Planning and People 

23 Work. Non-work and Lelsure 

24 Th同 Polities01 Leisure 

25. Leisure and Social Relations 

26 The Media am! Cul tura1 Forms 

27. Policy and Planning. Part 1 

28 Poliey曲 d Planning. Part 2 

29. No longer dlstributed 

PART 2 

現場の方も 「レタリエ ソョンからレシャー・

レタリェー γ ヲンヘJの変化を読みとってL ると

ころが出てきており、例えば‘東京都符男職員研

修所、ま「研修のひろば」の機関誌で..

砂人生 80年時代のライフデザイ y

砂人生80年 70万時間の人間化ーレジャ

一・レタリェーションの意舞

惨さ学習社会に向けて

を特集し、現実に研修も行ってレる。このような

研修会は神奈川県、鯵陶県，山形県をはじめとし

て、自治体の重要なプロジ三グトになりつつある.

経済企画庁も園民生活審議会余殿・生活文化委

員会に2年聞にわたり検討してもらい、平成2年

5月に rl豊かな時の創造をめざして」の報告・を

とりまとめた。この中でも、休息・休養・係費量を中

むとしたレタリ zーショ Y概念のように.自己実

現、自己表現.自己開発につながるレシ+ ・生

活文化・文化概念を重ねた施策の推進の重要性を

レウ掌金住所不明者 〈日/18現在〉

青木芳江 足立邦子 協同再審念

石 井茂 夫 石川光盤 石塚由美子

井村 仁 大野智子 片岡 E繁

河野 順栗原愛弓 黒木 求

腰 線政 明 古畑 智子 後藤君、紀子

佐藤奈緒息 佐野 公雄 鈴木唾三

鈴木喜一 鈴木 総子 閏線 伝文

高岡智光 戸村光宏 富 山捨 三

中田総ー邸 中村崎宙開 長友 敏

恨岸智也 早野忠昭 藤 俊智 子

本多真寿美 宮岡 E照 宮牟図孝一

柳田 優 山口 栄三 山口芳ー

山邸調貫一郎

退会着

粂野 豊 天理大学

会費納入について

学会では会費の未納の方が多いた

め.運営に支障を来している状況で

す。至急御納入下さい。納入決況不

明の方もと勿あえず今年度分を御嗣

入下さい。詳細につしては墜理の上

御連絡もたします。傷朝入は郵便優

嘗(東京4-33963)を原則と

いたしますが.会社.学校等で銀行

を御利用の方は

『富士銀行青山支広

智通預金 205550 

口座名 日本レクリエーシ，~学会』

を御利用下さL、。

よろし〈お腰、 Lたします。



B本学術会議だより .Mi.l9 

「創薬基礎科学研究の推進に
ついて(勧告)Jを採択

平成2年日月 日本学術会議広報委員会

日本掌術会議は 去る 10月17目カら 19Bまで 第 110図総会を開催しました.今固め目本学術会議だよリでは その総会

で紙'"き"た勧告等を中心に，同総会の議事内容等について~知均せしますe

日本当排術会圏第110回輯会報告

日本学術会自民第 110回総会(雛M期 第6閲)1:，平成

2~IO月 17-19目の 3 目間開催きれた.
1 総会第 1日自の冒頭に，先に遜去された!時永淑会員

{第3部)及v'大沓茂盛会員(第5郁)を追縛して県帽を

織'"た.餓いて 会長命らの経過報舎各"委民会機管

の後 内規改E 勧告。付外報告の3案件の催案説明が行

われた E これ句の寮件につ、ては。同日の午後の各卸会で

の審議を経允上で 第2目目の午前中に審線録制限された。

2 今回総会で採択ぎれた事項は次のとおりである.

<II日本す術会織の運営の細R刷二関する内鍵の 部改正

本件" ①来年春の第14鰍最後の総会が5月{通常は 4
月)周催4なったこtに伴い。副会長世話位当研究連絡

委員会の運営に関する絡会決定」の遺周期間を。 1カ月間

延長するとともに @!l14期限りの緒置tして!地正義国

生物園調際副司僻究計画(JGBP)のフtローア fア組織とし

て，地理学研究連絡委員会に rlGBP専門委員会」を設置す

るために 関係各郎等の研究連絡委員会委員定数について

必要な処理を行ったものである.

(2)創簸... 科学碕ヲ患の推進について(勧告)

本件".姦科学糸の3術究進路委員会と集理学研究退椅

委員会が従来からの峨討結果を勧告署長として取りま ξめ。

第7榔建築として 今回総会に付制限したものである(この

勧告の詳舗は 別禍参照Lニの勧告は.同日午後直ちに内

問総理大臣に鍾飽きれI 関係省庁に送付されたe

(3)M6常草委員会維告 外国人研究者 大学院留学生受

入れに帰する問竃点と改善の方債についてー

本件1:，116常置袋員会が，今期の.要震竃の つ左し

て審議を重ねてきた結果を r対外報告，>して取りまとめ

たものを。外郎に発表することについて象認したものであ

る(この報告の詳細川 別掲参想L
3 以上の諸鎌倉及び提案審議のほかに 特に 近轟会長

カら 前回健全で肘蔵された南アフリカ集相国科学者の我

が園入国をめくる諸問直については.その後，外務省と桁

衝した結果、ビザ提総手続きの合理化槽置が.ヒられi 国

際学術連合会織(ICSU)の理解刊恥れたとの線告があっ

た.また 健案事項認決後行われた自由討・では，大学等

高等級育関係予震鉱究開竃 a伝子機作に関する接続期問

題等について意見交換が行われた.

. ""日目午後に1;1.， r特別委員会審・眠状椛磁告に基づ
〈意見交換J 炉開催きれた(この意見交検の欝舗は，別掲

.1'It)0また。 "38~の午前中にU各特別委買会が。午後
には各常置委員会がそれぞれ篤催きれf:..

舗軍基礎科掌研究的措通じ

ついて{勧告)

(勧告家支}

慣れた医援の創製すなわち'Jl集め研究" 牽前の老齢化

社会を目前にして 健やかな長寿を目指す健康社会実現の

ため! き句には国際的立鳴から地表象上の全人寝援の緬祉に貢

献するため。我ヵ咽にとって大きな産略取を待つものである.

特に 多〈の成人病，老年痢I また~イズゃいわゆる健痢等

についての的帽令予防謙治療薬の創製が待望きれている

しH なが句 これ均の疾患に対する慣れた医誕の制御は

世界的にみて医薬創製のよりどころとなるべき基礎理届省、

続受維術の発展が十万でないヌめ遅々として進んでいないe

とりわけ我カ司は先進固め一角を占めているとはいえ

大学企業。公的研究機関共にI ひとつの疾患の予防 治

療に蛮箪をもた句し得るほどの画期的医薬創製の実織に乏

し〈 園の内外泊句研究態"の遅れカι指摘きれてL る.左

t率、え Ah'iめハイオサイエンス分野の急遣な展開と?我

カ制科学者のこの方面での活躍の実械をみるならば学際

的な創藁基礎科学研究の推進を図札これによって入額の

緬祉向上に貢献するニ'" 現下の我カ恒にとって緊要の

禄・である
このため.早急仁創u.医科学研究め推進組織を設け

これを篠とした強力かっ広縫な研究態努の確立を図るべき

である。これに当たっては?医薬の銅製における倫理の.

重を釜本理念とし 全体織働及び痢懸の解析研究左ぞれに

基づいた独創的 画期的署長業の銅製を指向する分子設計並

びに薬効安全性評価の.・理省の樹立，き句に薬効安

全性の測定筏術 ヒトの痢慰めy ミュレ ンヨン筏術等。

各種の新線術の開発研究を特に甑偶すべきである.

この研究推iJ，maの段置には 関係省庁が関与すると共

にI 地方自治体.大学及び民聞の参画を可能とし また

関連科学各分野の学際的なネァトワークを...するなど多

次元的公働力と実施による研究の推進を図るため。格段の

効果的指置を縁じ得る形態とすべきである.

日本学術金.." 創薬基礎科学概突の維進を留るた除，

上記の優旨に基づいて必要な鳩債を速やかに織するよヲ酌

舎する.

1111111酬鵬l酬刷l酬 州側聞1刷l酬 l川 1酬 1111州 側 剛1011馴 1011'"11酬 l酬 l肌l酬酬酬酬州l川酬刷叫111111111酬川l附l刷l州剛山酬"
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第21田学会大会開催

日 時 1991年11月9日出・ 10日(目)

会場 名古屋市朝日会館

11月9日出

11月10日(日)

*総会議題

基調講演

シンポジウム

懇親 会

研 究 発 表

理事会・総会権

研 究 発 表

1 中間会計報告について

2目学会名称変更について

3.規約改正について

4 その他

〈研究発表申込みについて〉

O本号ニュー ス 4ページを御覧くだきい。

1116常置署員会報告一外圃人研究者・

大学院留学生受入れに闘する問題点と

改普白方策について (要旨)

(平成2年間月 18日 第110凶総会*認)

外凶人術究者 大学院留学生の受入れを也選するうえで

言鱈 研究環境。外国人研究者の住用!人」学院悩号ドーもの学

位外国人研究者 大学院留学生の選勾が問題になる，

日4ド語能力俗研究の対象とする学問分野や研究繰闘左の

網係が留意きれねば含勺ない.分野によってiム日本碕能

力は日常生活に必要なもので足り，研究のためには英語の

能力が必須である。研究者の受入れに当たリ ルの併究i

耐え得る日本語又は英語の能力を備えているかを十分に寄

金しておくことか 研究を実リあるものとするために必要

である園
貧弱な研究設備のまま，また寸分な僻究慨を待たないま

まで外国人研究者を受け入れる4匹以受けへれた外国人研究

者を失望きせるだけでな〈 日本人研究者の研究を臨書す

る.また劣悪な層住環境や。 4匹務局等の対応銅製亀の弓倫も

外国人冊究者の研究活動を~げる.国は!研究環鳴を隼備
するこ左に対して十分な子旗措置を議ずべきである.

我が国の大学における外国人研究者の任閣は その道庁

関カれている左はいえ. .だ十分でない.外国人研究者の

任期に関して広〈情報を健保する機関の設置 あるいは文

学等に釘いて外国人研究者を 定数受けへれる体制の確立

か宅重ま"る.
大学院協学生の縛士学伎の取得".槽国緩め処遇ξ関係

して問題とな勺ている.受入れ大学院において。悔t学位

の取得促進につき一層の改善努力カ払われることが期待き

れる
外国人研究者の選考についてU 受入れ働が研究者の議

質をよく理解し。公正な基準によ勺て行ヲニとが大切であ

る.大学院留学生については。議貨の多械化左学生a設の意

地に伴い多〈の問題が生じてH')，その選考方法に対し抜

本的崎善が要望される.

解剖学研究適錨署員会組昔 日本じおげる

解曹の敏曹と研究(現状回考車と将来へ

骨量望)一(要旨)

〈工事成，.平 9!'I:Ha 第7Ss留選営審議会承認1
自然科学の怠虐な発展に伴ぃ 医学郁医科大学に必け

る敏育研究鯵療のすべての分野に 大きな変化が生じ

たa すなわち研究手法の開発研究樋器の発丞により。既

存の学問領域の進歩に加えて。新Fな学問分野カ分化し

殺育内容は多様化すると共に著しく増大した.き句に人口

の増加と高齢化。経摘の成長など穐々の社会的要因の変化

も健合されて，医学における教育と研究め重.と目練にも

変化が生じた.それらは。ニれまて涯学の"・を形成して

来た伝統到な....にI と'1わけ強い膨審を与え。その&り

方について検射し，改善をはかる必要性を生じきせた.

本報告は，このよヮな状況を踏まえ。我が固に釘ける解

剖学の敏育と研究について 現淑を考第L 今後の夜り方

に関する指針をまとめたものである...告ではt 解剖学の

定義と使命。医学教育と研究における解倒学I 解剖学教室

の編成解剖学者の養成。医学部他敏肇及u'社会との関係

などの 現状と聞・，¥'1.について織針し，医学の変般に対処

すべき改嘗め方途を明らかにするど共1':，将米に向けての

展望が示唆きれた.

輯会中由r特別轟員会審岨状理報告に

基づ〈章見宜換』

今凶総会の第'"自の午後に 1:， 1略。句 4時間にわた

って 特別委副会審蛾A"åt鰍併に~づく怠見交換J 力行わ
れたc 従来この時間帯には その時々の苧術 1の量笹縁砲

を取，，'げて.会民による「向山討議」が行れれてきたー

今Mは これに代わリ 忽，.期も"守余を傍過し 余す左

ニろ 9か11Ji'，ず Eなκ たこの機会に 今期の当初に決屯

された第14則前動計官において 「緊急に調企審議を行っ

て第14矧呼Iに適切な形で報告 提言を取リまとめるべき .. 

題」ニ左に設置された各特別委員会均均 今までの奮議状

，"を雑侍しても句い それに急いて会員聞の意見交換を行
って。各特別表員会の今後の審議内参考に供することにし

たものである

1 まず般初に， ~タ標枝術と社会lニ関する持制..民会の水
館A愛民長(第""か句 [51蚤員会における「脳死をめ

くる問姐Jに関する審議め終泊を取りまとめた「中閉まと

め"ついて線告がむきれた後 '"ト人の[.，民刊に似ぎ

した比の慨念との関わり，. '民器修輸を必要とする患者と

民器提供者の需給聞係の閉l!I). '此の認定基.のあり h
r前矧6門学術会議にあける脳死問闘に関する審議机批との

附係」等iついて意見交換が行われた.

2 ;J.:に 農業農村問題特別委員会の水間盟委民長'"

6部}かり 同委員会が今後肢 '1まとめることを予定Lて

いる T農業 廃材のもそ今目的恵袋とa阻'(k晒1，の慨要

6ついて報告か令されたl&:， r他の先進4者側め農集との比

般の必要性，. '凶内外の政diとの測わり，. '世界の食稲問

胞に対する日本農業の果すべき役楓他産業を絡めた農

業 農村の自民興策」寄与について意見交候か行われたe

3 散後に 入閣活動と地総環境l関寸る特別委嗣会の1，

tm敏.民髭，~.部)か句.同委民会が現イL取りまとめ
を行っている「人間活動と地域環境に関する臼本学術会識

の見解(案"について報告カなき2日後。地球，.境教育

の重受性凶際学術協力.."宅事国際的対応のあ')}jJ.'B医
学保健開局企の鴨わり地球環境保全と経済成長との

聞係南端問題との関わり J 事4ついて意見交検が行わ

れた.

215期日古学術会FM出的ための
量挙葡体由揖

本会議では 現在第15期{平成3与 7~122 日~平成 6 年
7月21日)会員〔定員 210人〕選mのための手続きが進め

勺れているが，先般6月末日を綜切期限として 学術研究

団体か句の登録寧舗が受け付け句れた.その後日本学術会

議会員推薦管理会で蓄食カ行わtc.結果は次のとおリてあ

今 f~.
学働研究団体の登録申A備の奮を結果

申請凶体数 一 95釘目体

畳録団体".凶体
様日本学術I会議会員推鋼管理会カ茸録Lた915団体名は

日本学輪会議月縄平成2年12月号に働総きれるので 御

参照噺いたい

御..見お問、合わせ等が"1ました句 下記ま

でお寄せ〈だきいa

〒10.東京総港区六本木1-22-34
日4ド学.，会議広報委賞金電話03(403)6291

6月定例研究会

特別フォーラム

一一一一人生80年時代のレジャーとスポーツ一一一一

ねらい

現在 わが国の大学は、大学環境の急激な変化 の聞出者が多いといヲこともあって一度この間

に畳Jちするために、現行の大学ンステムをいカに 属を取りあげ全員討論参加のフ有一ラムを開催

リフォーミングするかに強い聞心を寄せて、ます. することになりました.みなさまお誘い合わせの

この大きな変化の流れの中で、教差課程の大学体 上多数ご参加下さいますよう 案内申し上げますe

脊を、いかにリフ方ーミノグするか、こ再問題も

関係者の聞で‘真剣に議論きれておηます。日本

197 

レクリエーンヨン学会のメンバ には、大学体育

フォーラム構成

田基調講演 教養としてのスポーツ

一 一 大 学 体 育 に 期 待 さ れ て い る こ と ← 一

宮丸凱史 筑波大学教授

~PARTI 大学体育のリフォーミングとイノベーションの現状

問題提起者 師岡文男 上智大学

@lPARTII 大学スポーツの価値

一一大学体育・体育舎・岡野舎の未来

問題提起者 黒田 i言苓 明治大学教授

固PARTIII 寺島善一 明治大学教授

生涯学習時代に向けてのスポーツ・サービス

-ーーハードウェアとソフトウェアのデザイン一一一

国 期 日
~場所

回懇談会

圏参加費用

園申込方，去

問題提起者 村越 真 静岡大学助教授

1991年 6月29日出午後1・30-6 :00 
日本大学文理学部会議室
(京王様下高井戸下車、急行の場合は篠上水下車)

フォーラム終了後会員相互の親睦をはかるためにパーティを聞

きます回
資料代;パーティ代の実費 (3，000円を予定)を当日いただきま

晶またはハガキで日本レクリエーンヨン学会事務局へ

ft 03 (3498) 6 9 3 9 (直通)



常任理事会報告

〈第 5圃〉

日 時 1991年 1月25日出午後6時-8時30分

会場青山学院大学総合研究所

議題

l 新入会員め件

2 21回学会大会の牛

・日時 19ゆ1年11月9日出 10日岡

・会場 朝日会館(朝日新聞社後綬)の予定

・学会のテ マ基調講演、ン/ポジウム

講師等こついて近畿支舗の実行委員会で提

案し 常任理事会で検討する.

・犬会申込は本錦、発表申込者に原稿を送付

するコ

・大会号の掃業は 編集委員会の吉函(つ〈

ぱ大学)が担当@

3 規約検討委員会の件

第10条については会後の検討課題とする.

4 月例研究会の件

〈第6固〉

日開 1991年2月2日出午後6時-，時

会 場 市ヶ谷田大会館

議題

1 ~仔t研究会の件

2 入金者の件

3 退会者の件

〈第 7閏〉

日時 1991年3月2日出午後5時-7時

会場東京家政大学三番町キャンパス

〈会員動静〉
・新入会員

所

筑波大学研究生

北海道東北大学

報告事項

1 退会者の確認

2 入金者の件

3 月例研究会の件

協組.項

1 学金大会のテ マについて

2 学会名称変更について

各支部で検討し、その結果を本部に報告、

学金大会の総会て官定する.

3 次回月例研究会の内容について

〈第 8固〉

日 時 1991年 4月6日出午後6時-8時

会場東京家政大学三番町キャンパス

報告事項

1 入金者の件

2 返金者の件

3 学会名称について(各支部の報告)

大阪支部

レンヤー レクリエ ンヨンがよい。

九州支部

レジみ レクリエ ンヨンカよい。

現状でよい。

どち句でもよい。

4 九州支部事務局長の変更

佐々木康氏(西日本工業大学)に変更

5 日本レクリエ ンヨンセンター開催記念パ

ティについて出席は浅国会長

6 フ， ラムについて

1991年6月29日 会場は日大文理文部

属氏名

長 繍 仁

小河幸次

内田岳夫

竹議康彦

二宮浩膨

米村恵子

佐々木鷹

山崎郁雄

北海道大学院環境科学研究衿

四国学院大学

推薦者

星野敏男

三 濡 裕

徳久球雄

茅野宏明

菊池秀夫

宅金図義幸

梅園靖次郎

徳久球雄

・連会者

村山幸子

秦 芳 江

大 石 進

八神好宏

鹿屋体育大学大学院

余暇開発センタ

西日本工学大学

秋図大学医療技術短大

百本女子体育短大

同志社女子大学

神奈川県立上溝高等学校

名古屋YMCA
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学dゐ齢-一-ス 日帥本レWクリ山工一→シヨUン学蛤会
Jl:-.J. 発行人田中制融広報委員会

事務局 〒362矯二五県上尾市戸崎1-1

学。聖学

No.49 電話 附河1凹31

OCl 1991 FAX 048-726-四日

東京5-602353
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第 21 回学会大会

日 時 1991年11月9日出・ 10日(日)
会場 朝日会館

千460 名古屋市中区栄1-3-3

大会テーマ『人生ω年時代の
レジャー・レクリエーションJ

11月9日出

13 : 30 受付

14: 00 基調講演 I豊かな時を創る為にー70万時間の人間化-J

15: 00 

18: 00 

講師加藤雅氏(経済企画庁国民生活局局長)

シンポジウム

テ マ『現代レジャー・レクリエーションの直面する課題J
1.村おこし・町おこし

講師山崎充氏(静岡県立大学教綬)

2. リゾ ト開発

講師辻醇氏 (株・名鉄総合企業取締役)

講師 下村彰夫氏(東京大学農学部助手)

3.福祉・教育

講師大国弘子氏(生命保険文化セン舎一・研究員)

懇親会

第21回学会大会研究発表申込について

研究発表申込は各自ハガキに繍題、発表者名 所属、住所電話番号を記入

して下記宛に送付して下きい.

宛先〒3田茨域県つ〈ぱ市天王台 1の 1

筑波大学体育科学系吉国章

大 学 0298-53-6334

FAX 0298--53-6507 

〆切日 19911f- 7月10日

第11圃日本レクリエーシヨノ学金大会尭賓請文集

原稿提出要領

1 印刷・製本

発表論文は 提出された原稿をそのまま縮

写し、論文ー題につき B5版見聞き 2頁にオ

フセ yト印刷きれ レクリエ ンョン研究(大

会発表鎗文集)として製本される@

2 原稿用紙

提出原稿は指定の原稿用紙 (A'版) 2 

枚に限る，なII予備を含め合計4枚め原稿用

紙が同封きれている。

3 文字

本文文字は、邦文タイプ(.号活字)また

はワ}ドプロセッサ (12ポイント 24ドット

以上)を用いて、積書き印字したものに限る。

4 演題氏名等

①漬婦は、原稿用紙上部第1行と 2行を用

い、削'置がある渇合4こは行を改めて配議する.

②積層には 本文より大きな活字または倍

角文字を用いるニと.

③氏名iム識者と共同研究者について行を

改めて区別し、演者には氏名のすく前にO
印を付けること.

④所属機関名は、氏名に続いて( )内に記

入する.また複数の共同研究者カ同 の機

関に所属する場合には、まとめて( )内に

記入する.

5 キーワード

論文の内容を適確に表現するよつなキ ワ

ドを第6行自に 2-5語由度記載すること.

6 本文

①本文は呂的方法結果考察結論

など できるだけ分かりやすくまとめ、研

究論文と Lて完結していること e

②本文各段は、最初め一字分をあけて書き

始めること。

③ 原稿用紙の字数は、40字X40字の1，600字

となっている。

④図表なとを使吊する場合にも、必ず本文

枠内に収めること.

7 送付要領

① 開封の厚紙にはさみ、原稿とそのコピー

2$を同封のこと.

② 同室付の銀出用封筒を使用し、書留郷便(簡

易書留可)で郵送のこと.

③提出要領が守られていない場合には、原

稿を受付けない湯合がある.

8 縁切期日

平成3年 9月H削封当日消印有効

9 送付先

干305つくば市天王台 1-1

筑波大学体育科学系吉国章気付

日本レクリエ ンヨノ学会編集委員会宛

TE L.0298-53-6334 

FAX.0298-53-6507 

第21回日本レクリエ ション学会発表演題
=A会場=

9 凹 〈座長松a..)
A-} r我が国古典文学に見る“余暇生活文化"

能力の評価」

-r源氏物語』を中心に~

米村 恵子 (財・余.展開発セノタ ) 

A-2 r社会体育専攻学生の友人関係における話題

c契機についての調査研究j

~とくにその生きがU感とのかかわりか勺-

.個倫子 (余康問題研究所)

A-3 r現伏女子大生のスポ ツ曹読の動旬」

大学聞の比較~

松浦三代子 (東京女子体育大学)

10 聞く直長。野川春夫〉

A-4 r女性の余暇活動に影響を及ぽす要因に関す

る研究 (I)J

~妻の余暇活動に対する夫婦の意認識査かめ~

野村一路 (日本体育大学)

A-5 r女性の余暇活動に影響を及iます要因に関す

る研究 12)J 

~妻の余蝦活動参!o川タ ンの分析かり

三宅 基子 (酎・日本レクリエ→ンヨJ也会)

A-6 r余暇行動の実態に関する日 鵠比鮫研究J
経済的発展と内在 外在的要週との関わ円か勺~

伊光鉱 {中京大学大学院)

11 田〈座長山口容厳〉

A-Hレクリエーション運動の展開に聞する 考察」

ー個に視点をあてたプログラムの試み~

宮下俊治 (順天堂大学)

A-srレクリエ ンヨン運動の展開に聞する考察」

個に観点をあてた余暇情報提供ンヲテムの

開発について~

戸国宮信 (船繍市自遜人也会)

A-9rレクリエ ンヨノ運動の展開に聞する 考察」

ー市民の意議変化に対応した実践例か勺一

木村博人 (東京水産大学習年常動議師}

12 冊-13 帥理事会

13 回-14 冊絡会

1.回〈座長官下種治〉

A-lor公共体育館の利用とその誘因に関する研究llIJ
~事l問者の居住分街との関係

国原 ，寧子 (中京大学)

A-ll r公共体育館の利用とその誘因に関する研到llIJ
利用者の活動内容と施t世満足度との聞係~

佐麗醤 (中京大学大学院)

A-lZfスボ ヅ組理のプログラム評価に関する研究j

~特にプログラム ライフサイクル分析につい

て~

原因 尚孝 (大板体育大学特別研究生)

15 曲〈座長草原健固〉

A-13rスポーツイベン卜への号制面に関する比総研究j

ホノルルマラソ n ，指宿草のIEマラゾ/

野 川春 夫 (鹿屋体育大学)

A-14 rトライアスロン参加有の荷足要凶の分析」

太閤繁 (聖徳大学短期大学都)

A-15 r日常的ライフスタイル国 fとパヶーンヨ

y ライフスタイル」

北村 尚浩 (鹿屋体育大学大学院)

A-16 r幼少年期のレジャ 行動と庁年期のチヤノ

ピオノスポ ツ志向j

回 辺美 夫 (日本大学)
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=8会場=

9 闇〈盛長守能信士〉

8-} r商業スポーツクラプ指導者の職務満足に関

する研究J

~二要因理論を適用して~

岳麗 史事 (大阪YMCA祉会体育.，門学校)

8-21レク，)エー γョン上級指導者に関する研期IIJ

一指導者の活動実態についてー

永松昌樹 (中京大学大学院)

8-3 rレクリエ ンヨ〆I級指導者に聞する謁査

研究llIJ
~指導及び資格に対する意識をゆむに~

仲野隆士 (中京大学)

10 曲〈座長鈴木秀雄〉

8-4 r社会福祉分野における“レクリエ ンヨン

指導"阻主の変遷と展望I

主として高齢者福祉分野を中也、として~

千葉 和夫 (日本祉会司区葉大学)

8-5 1障害児キヤ J プ指導者のポラノティア活動

の継続に関する研究j

ーボランティア活動に対する価値意議と役割

意議についてー

錦繍二 (東京都立大学)

8-6 r重度障害宥を対象とした関わり方に聞する

一考察j

~重佐川L、身障言者の余暇生活支媛を促進する

茅野安明 (武庫川女子大学)

11 曲〈座長千葉和夫〉

B-7 rプラ 4ンドスキー参加者の意議」

ーア/ケ ト調査の結果か勺~

道辺宜治 (神奈川県総合

リハビ')テ ンヨノセノター)

8-8 1熟年名の余暇活動に関する研究J
.本海也 (大幅体育大学

スポー Y産業特軍IliIIllO

8-9 r高齢符のスボ ツに関する凋貸研究j

グラウンド ゴルフ愛好者を対象として~

佐縄 由美 (機蔭女子短綱大学)

12 冊-13 田理司修会

13曲-14:曲絡会

14 曲〈座長。星野徹男〉

8-}0 r高齢者のスボ ツイベJ 卜参加における意

識と行動J
山口事厳 {神戸大学)

B-11 rキヤノフに対する高船参加者の意議 (2)J

事前事後における不安の変化を中心として~

中島ー郎 (国際武道大学)

8-12 rキャンプと健康(第2報)J

~キャンプにおける高齢者の加速度脈波およ

び血圧の変化~

川村協平 (山梨大学教膏学部)(スライド)

15 冊〈座長松浦三代子〉

8-13 rダンスパティ 中のι抽反応についてj

竹 内 正 鍾 (星藁料大学)(スライド)

8-14 rレクリエ ンヨンダノスにおける attrac

Ilveな動きの研究J
上肢について

井上 九美 (機隆女子短期大学)

8-15 r環境教育の観点を持つ野外レクリエ γ ョ

ンプログラムの開発に関する研究sJ
~環境教育プログラム・ネイチャーゲームの

分析~

大島 踊子 (日本体育大学)(スライ的

16:曲〈座長 e 下村事現〉

8-16 r都市近郊の歩く道“京都トレール"の思考

と設定方法j

標 本 建 一 (大阪薫美女子短期大学)

8-17 r関東地方におけるゴルフコースの立地特性

についてI

油井正昭 (千葉大学園芸学部]

主事 1 6 [Jヨ宇言f壬 E聖王喜壬主主毒義王事量黍

日時 19 9 1年 12月 24日{大)午後6時 25分~
場 所 鍋 茶屋新宿区歌舞伎町
出席者浅岡田中経田軒尾松浦吉田梅樟深山

1 学金大会の反省

ー基調講演加藤局長へ由公文書(実行委員会長)発迭を車った件につき、実行委員会田

依頼により 11月 19日田中氏、松田氏が謝罪に伺った.

ー全国理事告を前回目午前中にしてはどうか。

常任理事会で整理された議題を全国理事会にかける。

全国理事会では採決で議案を決定してはどうか.

学金大告の開催システム壱確立するとよい。

ー学会運営の合理化をはかるため、外注もとりいれてはどうか.

・大綱は本部、その他を支部にまかせてはどうか.

実行委員が理事会に出席してはどうか.今回は名古屋から 2園、東京から I画。

秋吉氏が90年度目監査をしたことにより、徳久氏が事務局運営を続けられた.

.本部の役員が実行委員に加わる.

会長自補佐がより必要ではないか.

-役員が少屯く、峰能失調だったのでは.

.発表者に学会費未納者が多かった。

2 次回大会

・立教大学地袋校舎、 11月 14、 15目前後。

学金大会会長を立教大学学長にお願いしてはどうか.

地方で由開催は当分無理な町で、暫くは本部で企画 開催する方向で 1年間検討.

.シンポジウムは全員で行ってはと'うか。

3.研究会

日大士理学部本館 l階会議室

. 2月 29日(土)辛論発表とシンポジウム「学校の週5日 制J
4月 4目、 6月 6日、 9月 5目、 12月 5日に開催回予定.

4.学会ニュス

次聞は l月発行.

5.その他

ー国際レジャー学会に加入する.

ー徳久氏からの詫び状を理事にコピーして送る.

ー名簿は3月中に発行予定.あいうえお聞臣、県別.

会費未納者については、再入金と同額四年度まで遡って請求する.

西国に支部をという要望がある.

・大会町会計報告を援出してもらう.

・通称 rJ LR学会j とし、マークを公事する.

コ〈規約改正(案)に伴う参考資料)1
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下記の通り盟約改正検討垂員会(8月30日 於日本大学文理学部)および常

任理事会 (9月28日 於日本大学文理学部)において討議・検討された規約の

改正および問題点を報告致します。学金大会総会において、規泊改正も議題と

伝っておりますので会員のみなさまかりの事前のご意見を文書にて事務局にお

寄せください。

一 現行 ー

日本レクリエーショ J学会幸男11

《第，.総回目〉
事i粂本会を同本レクリエ ノヨン学会(英語名 J.p'O"，.So<削げ

，，!L.，，""，剛山町 S'ud，..)という.
."島本会刀目的 t レク"ヱ J ヨノに周ずる調金研究を民避し し
タリエーノョンの発贋に寄与する

'事3条桔の事書簡!J:， -':liõ:ej!'HHKI-~-25 即日2号館

笠盟主塞t置〈

〈第"健司院第〉
司..条司区舎は繍，.の目的を虚成するRめ次の聖寮を"ワ

l 学蝕会の剛
， .融制舗の開催
， .岡範の先行盆らびにその情.楢働
4 研究の助成
5 酬の間体との速い連絡と即時
6 会員相互の蝿
7 その他本会の醐に貸付H

議時特大会仏師』剛土剛し嗣時四愛する

《第3章会員〉
司臨時拍岨金買の他学生会員縛桝会員開会員開会飼
および名誉会員を置〈ことがてきる
1 正金保'"陣2粂の目的に貨開υ 正会員の種薦，よぴ理・会の手
Eを得て規定の入会金および会費を納入した宥と守る

一現行ー

5 融会員"枯の棚誌を闘刊嗣附俸とする
6 名智寄金貝".，ド会に将男科歯似.. 島今t宥で ..会の..・を経て総
会て柑されt者と刊。

0;，長会員比率帥醐酷刊聞記帳t寄の酬を受'"はの
曾む，嚢1:11加するーとができる

自開 8条 会員にして会.の納入を怠った有および会の名侍，察衛し"r;
【幕開制躍を経て胡としての費削停止さ"..，.:.tn'i>{.

調慌時会員"酬として L哨帥舗に所属するものとする。

〈第4章役員〉
'"粂..;:'を屋台寸る"11":，1'-:;，にわいて叶2:11川か a伐の酬を
週}

豊盟主工.f，会提l名刷会侵"lt"舟事長官名 尾事計十名監・
2抗

司'"粂幅広輔Mと刷刊の産相対して酬 '..Lτ助τ笹川

闘しい…L，;:俸を総括する
届脳会長は会長を献し公明に柑川崎ニれを代行する
建.長".喝事会是総訴Lη JII!'IIIJ会舞金航行する
H".輔舗と"抑制暗"1".0.0

事"条例抑制U2lf.tt~ 盟盟思位且旦ι」盟主主
且旦.M♀'oι
酬の事1111こパて岬則'"剛刷る

一改正(寮)ー

日本と三工二・レクリ工ーション学会会員11

〈車 1章輯則〉

第 1条本会を日本レジャ レク')エ シヨノ

学会(英語名担巴!!Society of Lelsure 

and RecreatlOn Studies)という。

第 2条本会<JJ目的は，レジャー レクリエンヨン

に関する調査研究を促進し，レジャー レ

クリエーシヨ Jの畳旦発展に寄与する。

第 3条本会の事務局は，崎正県上尾小lT'崎1ーI

聖学院大学1女子砂掌碇短期大学内に置く。

〈第 2章事草〉

第4条 (現行どおり)

第 5条 (現行どおη)

〈車 3章会員〉

第6条本会U正会員の低か賛助会員績を売会

主主止立主主主且を炭〈ことができる。

1 正会員は(現行どおり)

i旦iιと設監L

2 賛助会員は(現行とおり)

一改正(司，)-

3 購読会員は(現行どおり)

4 名誉会員は(現行どおη)

第 7条 (現行どおり)

第 8条

第9条(タ)

〈草4章控員〉

第10条 本会を運営するためにI 総会において正

会員の中から次の役員を選ぶ。里竪E圭
以上30名以内(うち会長 1名 副会長若

干名 および理事長 l名).監事2名

第11条会長以本会を代表し，会務を総括する。

2 面会長は，会長を補佐し，会長に事

故あるとき又は会長が欠けたときは.会

長が予め指名した順序によη聡務を代1干
する。

3 理事長は，理事会を総指し。理事は

会務を執府する。

4 監事は 会計および会務の執行状況

丘三と王呈主主主ι
第四条 役員の任期は 2年とする。且と亘呈主主

主主立主とι役員の選出についての規則

は別に定める B

第13条 本会に名誉会長および顧問をを置くこと

ができる。

2 名誉会長は理事会の推薦により会長

主主里主主ι
3顧問<1.本会の会長文は面会長であっ

た者および本会に功労のあった者のうち

から理事会の推薦により会長が委唱す

主ι



現行一

〈鎮"医会鴎〉
."条本会の会種u 総会および理事会とする

鏡花条豆重信金降 毎年1掴働植し皐且旦皇些しあよひ本舎の運営5陶

する帽輔をH 雌する
健会"会長が召集し 掛軸'智正会員.;， t->c嗣 "0
帥 (金附Eを除"" 出席者め過半量""て師Jきれる

事..条理事会が必要戸留め1場合l もし〈は正会慢の1/311tの開催訓

業があっt舗合臨降.舎を開"とができる.

第"条 理司陪山理事長府間し会粛を処理する

明会Iム開閉帆制かるえめ，担任明会および牌1'ilr，f:
置"とができる眠

<.6J・支舗および専門分科会〉
期"条桔の"を糊する1:.，1 支."句山市円分科会を置〈、

とがで舎る.

支修"ηぴに.円分斜会tついτの鰻則"別に定める。

'.7・会齢〉
第'"隆 志金の鍾." 金..寄付金ゐよびその憎め暇 λをも勺τ支弁す. 
司同軸軸の 措 岨 喝 の と す る

】 λ抽 1叩

2 正会員叩 5叫

3 主主主旦・ 2田和時間噛"

‘盟主旦 φ ~米ドル， .励会員 @ 却叫Uよ

6 師会員 o ，醐円，~米川

《鴨》， ， 

1. .!!!旦 削険}

期'"長 4民会の会計年度以毎表彰4局に始まり 翌年'"に終わる。

付則

1 本会の会則ム齢において出席正会員削叫)持た蜘ょη

変更することができるE

一理正(軍)ー

〈草5'健全議〉

第14条 (現行どおり)

第J5条総会は，年 1回開催し主主2車掌!三里
する重要事項を審議決定する。

総会は会長が召集し，当日の出席正会

員をもって構成する。(現行どおり)

議事(会則改正を除<1は。出i席者の過半

数をもって決定される。( φ ) 

第J6条 (現行どおη)

第17条

〈聾6'量支部および耳門骨科書〉

第四条 (現行どおり)

〈車 71障会計〉

第四条 (現行どおり)

第四条 会員の会費は次の通ηとする。

l 入会金 10∞C円

2 正会員年度額 5，000円

3 賛助会員 。 20，0田円以上

4 餓読会員 。 丸田Of1J
第ZI条 (現行どおり)

付則

L(現行とおη)

尚、規約検討委員は鈴木秀峰(委員長)、鈴木給一、寺島善一、毛剤思宏、師同宜男、

深山手・子梅津麹子の各Eです。

$役員置出方迭についてU、常任理事会において規約改正機酎委員長{鈴木秀雄)

の縄告を得て審臨することになっています固

.入会者

氏 名

大橋理恵

佐 藤 馨

田原淳子

徐 相 王

金恵昇

祭 守 浦

西村髭美子

西岡英則

績本和秀

薦団倫子

萩 由美子

太 田 繁

太田あや子

神吉賢一

鈴 木 明

-温会者

坂本忍

久保田康夫

窪田恭子

議躍澄子

里美悦郎

〈会員動静〉

所

聖徳大学

中京大学

中京大学

中京大学

中京大学

属

中京大学

聖ヨハネ銭町病院

株余暇問題研究所

総余暇問題研究所

株余暇問題研究所

鹿屋体育大学

聖徳大学短期大学部

国際武道大学

神戸大学

聖学院大学

〈研究臆踊文募集〉

推薦者

野川春夫

イ中野隆+

{中野隆寸

藤原健闘

守能信次

守能信次

会長

高橋和敏

高橋和敏

高橋和敏

野川春夫

野川春夫

野 111 春夫

山 11 泰雄

梅津組子

レクリエーション研究 第24号の論文を募集しています。

〆切は12月末目。

事務局が以下の通りに変更になりました

女子聖学院短期大学
聖学 院 大 学
〒362 埼玉県上尾市戸崎1番1号
電 話 (048)781-0031(代)

FAX (048)726-2962 

郵便鑑替東京 5-602353

担 当梅津深山

常任理事会報告

〈篤9固〉

日略J9咽I年 5月JJ日出午後6時-8i寺

会温臼本大学文理学部

出席者浅田、回中、前野鈴木佑黒出松出

松浦侮津師岡

腫睡 l 学会ニュ スについて

2 学会大会の内容について

発表者の申し込み学会テマ シンポン

ウム、基調講演

東海支部との連絡方法等

3.6月のフォーラムについて

「大学スボ ツピンヨン 大学にとっての

スポーツの価値」

6月29日(土)午後 l時30分-6時

基調講演 宮丸凱史氏 PART1 師例

文男氏 PARTU 寺偽善氏、 PART

田中田裕久氏

《鱗10固〉臨時

日 時 1991年 6月 1刊十j午後6時-8時

会渇私学会館(アルカデイア市ヶ鈴)

出 席 者 浅 油l 問中、松田、松浦梅津

論題 l 学会テ マ ンノポジウムについて

東海支部かりの提案を報告 検討

大会テマ I人生80年時代のレジャー レ

クリエ ンヨノ」ン yボジウム基調講演'70

万時代の人間化」加藤雅氏(案)

i 村おこし町おこし

2 リ/ ト開発と環境

3 福l!tと教育(大同氏家)

講演者は訟田氏が純当交渉する。

〈第11園〉

日 時 1991年 6MZ9日{り守後6梼?OH-&時

金喝日本大学文理学部

出席者浅間問中前野黒問、松田杉尾侮

津師岡芳賀赤井

樋量 i 学会テーマ ンンポンウムの轟恥ごつし、て

①村おこし 町おこし 時!!Il絡久氏か勺山

崎先氏に変史。交捗は松¥1¥j1(.が怒号叶句。

@リゾート開発 削野氏とド村氏で相談

しt 近鉄 名鉄阪出の会社内でぷ"ilすの

-200 

人選にあたる。

@福祉教育大田也子氏松田氏が交渉

する。

2 学会大会の発表申し込み締め切りを 8月

10日に延長するロ

<1'12圃〉

日時 1991年 7~8 日付坪後 6 時-8i寺

会場私学会館(アルカデイア市ヶ谷)

出席者浅岡田中前野黒図訟回、杉尾、松

f甫梅津

蟻置 l 事務局の現状について

現在の事務局運営に問題が生じ、同時に徳

久氏から辞任の申し入れもあることかり

事務局移転について検討。

2 研究フォーラムについて

7月 8月は中止 9月から開始する。

次回は9月28日(回二後3鰐一日本大学文理学部

「ゆとりフロジヱクト研究についてj

講師米村恵子氏の予定

〈鎮1311>
日 時 19例年8月19日(月再後1時-3時

会喝明治大学和泉校舎

出席者浅油田中前野、黒田、藤本総濡梅綿

棒薗 l 事務局移転と号l継ぎについて

1991年 7月13白けj午稲日降、女子聖学院短

期大学において学長 (W.Gクレ ラ ) 

と浅間会長が事務局受理の承諾書を取り交

わしたD

前事務局との引継ぎは藤本氏と星野氏(秋

吉氏の代理)が会計監査をし 理事長が立

ち会う。

〈徳川園〉

日 時 1991年 9月28日(り午後6時-8時

会場日本大学文理学部

出席者浅司、問中綿野鈴木祐黒田杉田松

!日松浦侮「壁、深山師同木村梅津

!II/II 1 会員の退会人会者

2 規約改正について

3 大会ニュ スについて

4 総会の内容字について

5 編集委員会について



1992年1月
川川川酬附 剛1111酬酬酬'"剛酬酬酬細川酬酬l川酬酬1111酬酬酬'"捌剛剛剛川"刷剛酬糊111m剛醐i酬 l酬醐'"酬欄剛捕1111
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事務局 〒お2 埼玉県上尾市戸崎 1-1 
女子聖学院短期大学・聖学院大学No.50 
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州州刷酬11111酬純l崎川H制山'"川州1111制州側'"酬111111川111111刷州'"附'"剛刷'"州側川剛酬細川棚附111111側'"酬111111川111111附1111刷川柵l価刷1111111剛 "

年頭所感
会長浅田隆夫

新し ~dl を迎えてむをありたにし，今勾もまたよ れ垣は。それが断れ伝いように崩れかかっている

い句でありますよっ。会員のみ信さんとともども学 七恒はもう 度概み信おしをし伝ければはりません。

会発桜のfめに勿J，いたしたいと思いますので。何 再構築するには平素かbどこを改造し，み伝おすか

学よろし〈お願い'1'しあげます。 の力を減っておくこと。本来 学会員としては研究

能力の基礎が売成されてい偉いと新しい篠求心も費

1 r申J'事に想う われていきません。

訟にちQ んだ諺はか必りありますが，その殆どは また.<i盟を積んでい〈場合，老若男女それぞれ

人聞のあまりよく伝い行為に対していわれているよ の経験が役に立つよう与しかけも必要でしょう。若

うです。 い者ても絶えず新しい知識を求めて研究に意欲を燃

しかし 私にとって猿のイメ ジは. '"頃，当 やしていえよいと地道に知論争貯えている年長者には

崎小学校の教師をしていた低が話して〈れた「狩人 とても比肩すパきもない穆。能力差が生じてくるも

と鐙の母 子Jo逸話の内界です。 のです。特に。研究のサンエツンヨ μとかヒントの畳

ぞれは r''i深い山奥で，ある日 狩人が I匹の カさについては人文社会科学の分野では顕著位差

母猿を射止め，それをわが家に持ち帰ってす聞に耐 が"'て参ります。とにか<.老若男女貴重信勉験や

しておいた。ところが，どニかり来たのか子猿が 3 知議 独創性をうまく組み合わせてよりよいものへ

匹。代わるがわるやってきて悲しみはがり冷た〈伝 とゐ垣を再構築してい〈ことができればと思いますa

った母磁の体を自分の体で温め，生き返りぜようと

夢中にrるっていた。この様子をみていた狩人は，母 国 f脚下関顧Jということ

を毒事う子猿の愛情に胸をうたれた。ぞれ以後，猟を 不透明伝今日の社会状況下では，白りの行動規箪

止めたJといった内容の誌でし式。 と~る共通の価値観や目械が容易に把纏できず，そ

三の般の母子の愛情，物語りは 以後の私の情緒 のためどこにおいても強固なリーダーンップか発婦で

の発遣に決定的信役割を果たした二とはいうまでも き〈互いといえましょう。ニのようは状況の中では。

ありませんが，この物語り以例かし川「思いやり 「也被知新J 平凡でかつ新し味が毎くても臼常生活

の心」か欠如しているといわれる現代人に 1-~の教 でし往くては伝りないことをまずむをこめてやり抜

訓を与えてくれているように忠いますc くようにしたいものです四つまり。自分の属する世

等専を見渡し，右思左腕することなく，自分の与えら

s r人は石垣jということ れた口常の役割分家を完全に遂行してい〈己ことが期

ふ学会は創設以来.今"で28>1'刊を迎えますれ 待されます。

町lJJより学会開鮮と正どはrrHドレクリエ シヨノ協 結論的には個々人が魅力的になることだともい

会」と共備といフ形でもたれて参りました。 3勾前 えましょう。その人が魅力的に信れば，行動のすべ

かり γ会の独自性を考え 学会人会行事は独自で てが魅力的に伝るわけですB これと同じ〈学会が魅

聞かれるようにタりましたB ひとりたちしてか勺 力的には句より 属?首位仕していくためには。会員

まだけが浅いだけにしっかりした行副を会員の情さ の情さん。わけても学会ω還蛍に当りれる方々の魅

んと構築していきたいと&願しでいます。 力的な弓動が希求されるということです。今年もよ

ろし〈お願い申しあげます。

<第4章役員> く算6章支部および専門分科会>

第10条本会を連常するために，総会において正 第18条本会の事業を推進するために支部位り

会員の中かり次の役員を選ぶ。理事25名以上30 ぴに専門分科会を置くニとかできる。

名以内(うち会長 1名，副会長若干名，および 支部位りぴに専門分料会についての規則は別

理事長 l名)。監事2名 に定める。

第II条 会長は本会を代表し，会務を総括する。

2 副会長は。会長を補佐し。会長に事故ある <第7.会 計>

とき文は会長が欠けたときは，会長が予め指 第四条本会の緩費は会質1 寄付金およびその

名した順序により聡務を代行する。 他の収入をもって支弁する。

3 理事長は，理事会を総錯し。理事は会務を 第四条会員の会費は次の通句とするロ

執 行する。， 入会金 1.冊。円

4 監事は。会計および会務の執行状侃につい 2 正会員年度額S.曲。問

て監査する。 3 賛助会員 。 W.悦治円以上

第12条 役員の任期は"手とする。但し再任をさ 4 講読会員 。 5.0叩円

またげないB 役員の選出についての規則は別に 第21条本会の会計年度は毎年4月に始まり。翌

定める。 年3丹に終わる。

第13条 本会に名賛会長および顧問を置〈ことか

できる。 付則

2 名誉会長は理事会の推薦により会長か委嘱 l 本会の会則は。総会において出席正会員の

する。 2/3以上を得た議決により変更することがで

3 顧問は，本会の会長又は副会畏であった者 きる。

および本会に功労のあった者のうちから理事 2 本会聞は，昭和何年3月21日より 部改訂

会の推薦により会長が委嘱する。 する図

3 本会則は，昭和51年 5月 1日より一読改訂

<第5章会議> する。

第1.条 本会の会議は，総会および理事会とする。. 本会則は，昭如55年5月II日より一部改訂

第15条総会はω 年 1回開催し本会の運営に闘す する。

る重要事項を審議決定する。 5 本会則は，昭嗣56年II月8日より一部改訂

総会は，会長が召集し，当日の出席正会員を する。

もって構成する。 6 本会剛は，昭和田年6月四日ょη一部改訂

議事(会則改正を除く)は，出席者の過半数 する.

をもって決定される。 7 本会則".昭和58年10月30日より一部改訂

第16条理事会か必要と認めた場合，もしくは正 する。

会員の1/3以上の開催請求があった場合，臨時 8 本会問は，昭和田年 6月 98より 部改訂

総会を開くことができる。 する。

第17条理事会は理事長が召集し，会務を処理する。 9 本会則は，昭如臼年10月17日より 部改訂

理事会は，運嘗の円滑化をはかるため，常任 するB

理事会および斡事若干名を置くことができる。 10 本会則は， 1991年II月10より 部改訂する。
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1 )第21回学会大会・総会開催される

第 21困学金大会は. 1991年11月 9日(土) 10日(日)の両日、朝日会館

(名古屋市中区)において開催されました。講演者の都合によりプロクゃラム

由一部変更があ匂ましたが，予定通~シンポジウム及び演題，:\題の研究発表

がfrわれました。

)錨ム報血
事沿'%l; 回

(1)規約改正案(学会ニュースNO.49で既報)か総会において最認されました。

新規約全文を掲献します。

日本レジャー・レクリエーション学会会則

<第1l軍総則> <第3章会員>

第 1条本会を討本レジャ レクリエーンヨン 第6条本会は正会員のほか，賃助会11.A説会

学会(英語名 ]apanSociety of LelslJre and 員，および名誉会員を慣〈乙とができる。

Recreation Sludles)という。 1 正会員は第 2条のIl的に鰐".jし!止合同の

第 2条本会の目的は，レジャ レクリヱ ン 後鳥および。理挙全の局長必を得て，規止の入

ヨンに関する調査研究を促進し，レンヤ レ 会会および会費全納入した者とする。

クリエーンヨ Jの普及。発展に寄与する。 2 賃助会員は，本土の事業に財政的援助を'J

第3条 本会の事務局は，埼玉県上尾市戸崎1-1 した有て，理事会の瓜認を得た有とする。

聖学院大学，女子聖学続短期大学内に置く。 3 講説会員は.本会の機関誌を論説する織隣

-凶体とする。

< 篇2章 事 業> 名誉会員は，本会に特別に貞献のあった街

第4条 本会は第2条の目的を達成するため，次 て，理事会の推薦金経て総会で啄認された布

の事業を行う a とする。

l 学会大会の開催 第 7条会員は，本会の編集刊行する繍関誌

2 研究会，講演会等の開催 (紙)等の配布を受け本会の常む事業に参加す

3 機関誌の発行はりびにその情報活動 ることができる。

4 研究の助成 第8条会員にして会費の納入を怠った者および

5 内外の諸団体との連絡と情報の交換 会の名誉を黍領した者は理事会の議を経て士

6 会員相互の親睦 員としての資格を停止されることかある。

7 その他本会の目的に資する事業 第 9条会員は原良時としていずれカの交部に抗馬

第 5条学会大会".毎年1回以上開催し.研究 属するものとする。

成果を発表する。

3) その他
(1 )学会名称変わる

日本レジャー・レクリ工ーション学会
(Japan Sosiety of Leisure and Recreation Studies) 

(2)理事長報告
学前会議への畳揖手続き不履行については，前事務局長徳久球雄氏(古山学院大

学)の不手際によるものであり 遺憾ながり学術会議畳婦か改期に先送りされる

こととなった旨が理事長より報告があった。

(3) 1991年度会計報告

前 事 務 局 ( 青 山 学 院 大 学 ) に お け る 1991年 3月末迄の報告です。

(監査は秋吉嘉範氏、藤本祐次郎氏)

〔徹会計) t同事俳 刊l

(単位円)

支出の部

繍 要|予算額 1決算額

印 '1 _1 500，0ω ぉ8，81C
i重傷賓 250.0∞ 1日"

.務問品費 ωパ別 部""
夢薦局窪曾費 筑焔!ω01 143，020 
支部後励金 相似渇|

"1'1委員会費 4ω 。ω 。
会種 _1 200似)0 I 151.123 
特9会計，，， 11∞仏ωG 捌 ∞。

将別会治 Ĥ I 1ωω01 200脱却

維 費 scω。“..
縛鍾金 279.247 I 187，299 

合計 3.669.247 I 1，768∞9 

f判事 i勾陵会賓の内.1(



一般会計樟越金

特別会計(])繰越金

特別会計(lli繰越金

187，299円

66，130円

+)ー 9，310円

244，119円

卒業論文発表会及びシンポジウム

日時田 1992年2月29日(土)

発表会 午後 1時より

シンポジウム 午後3時より

「学校の週五日制についてJ(予定)

場所・日本大学文理学部1階会議室

なお、 1992年度の研究会の開催は、 4月4目、

6月6目、 9月5目、12月5日を予定しています。

-λ金者

氏 名

柳敏晴

戸目安信

堀 健荷台

村岡興澄

俺旗信

内川佳克

クリスティナ

.カミレスカ

<会員動静>

所属

鹿屋体育大学

船橋市白遊人協会

愛知教育大学大学院

愛知教育大学

ネイチャーゲーム研究所

松山学園松山福組専門学校

筑 波 大学大学院

<研究誌論文募集>

権薦者

川西正志

宮下経治

影山健

中島壁豊雄

会長

薗悶碩裁

松田義芸評

レジャ ・レクリエーション研究第24号は

3月末発行の予定です。なお、第26号の論

文を募集しています。

(お知り合いの 駒 市 伽 届 カ 吋 は )

事務局まで御連絡ください。

1992年度事業・予算計画

1. 事業・会計(現事務局)

現事務局における1992年 3月這の事韮計画に基づく予葬ですか

総会で承認されました。

(1)槽関誌

「レクリエーンヨン研究J軍24号， 26号

車21回大会論文尭表隼

m会報

「芋会ニュースJN048， N049， N050 

同名簿田作成

(一般会計)

収入の都

科 目|予瓦五1摘 要

前期線鍾金 187.2991 
年度会費 3ω0.0ω 

過年度会安 2ω0.0∞ 
入会金 40.0∞ 
広告費 3∞目附

預金事子 2.0∞ 
合計 5.529. 29~ 

支出の都

5，醐×醐名

5，0∞X4ω名

!，OOOX 40名

正一一司す正副摘 要

印刷 費 5∞o∞lニ斗←ス。名簿

通信費 ぬ0∞01 ニユス，名簿

事務悶品費 50ω01印鑑，フロッピー

事績局運営費 3∞ω01 アルバイト

'門委員会費 4∞ω。
会議費 3ω 。∞
支部複助金 450.000 
特司会計 I 刻。。∞
特別会計 III 300，0∞ 
予備費 429_299

合計 S.529.299

1関，(四X3支部

研究誌

通信，印刷

(単位円)

総合スポーツ

(4洋会案内の作成

(5)月例研究会の開催

(6)操業論文発表会開催

(7)組織の充実・拡充

ヱーコミス水ーツ

-202-

事事事揖輯合印刷事事頭韓

三輪印刷繰式会社
.....・*区海野川 7-9-4〒114
TEL 03-5567-0321聞
FAX 03-5567-0323 
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学会会長に再び推されて

会長に再び緩離されて感淑いたしておりま寸。会

員の皆さんと力をあわせ学会発展のために腐心いた

したいと思いますので 何卒よろしくお願い申しあ

げます。

「学会エユースJNo.46でも述べましたように

本学会も第20回大会から独自で学会大会を開催する

ことがで会るようになりました。それまで，，(日本

レクリエーンヨン協会Jとの共催という形て行年わ

れて参りました。

本年度はそれかり 3年目を迎え 第22回大会は立

教大学にお世話に与るニとに'.りました.

昨年度の第21回大会は東海支部の会員のお力添え

により名古屋で開いて頂きました。ニの名古屋の総

会では重要議題か 2件ありました。

その算1は、学会の従来の名称にレジャ という

周語を冠し「日本レンヤ レクリ~ ション学会j

と認めたことです。このよう信名称については 学

会の発足当初かり「レク')エ ンヨン(以下R"
と略記)の名称をレジャー(以下L，と略記)に改

めでは」との提案が与されたことかあのますa この

提案者は故山崎進氏(当初かり副会長昭62 還ま)

で 氏は「対象限定の極めて歪鎌I~Rec という閑
語は避げて L，という悶語にしてはJとのを更で

し"。

学会では当時 L，を時間椴念(量L Recを行

動椴念(質)として補える傾向が強かったこともあっ

て沙汰止みに必ってしまいました。

またかつて 日本体育学会でも iLe.Jと fRecJ 

の眠念を巡って論争を展開したニとかあります。放

竹之下休蔵氏生どは R"を他の科学の対象と同

様に「没価値」として繍えようとする立湯でしたか

れたくし遣はR，じが人間の行動である限 η 「価償j

的存在として捕えたいと痔えて!、ました。

般に学問研究はlacthndlngと捕え勅ちです

が むしろ fact の奥にひそむreal1j，もの{本官}

を問図にしはければ伝りません。 RecやL，の研

究には特に このことカ重要です。この瑚111に J

(21事業報告

会長浅田隆夫

いて以他の維誌で触れましたので ここでは省かせ

て頂きます，(目本レグリエーション学会J体育の

科学第38巻第 5号 1988191貰)。

また Rec研究に限りす鰻近の研究の多〈は

対象より方法が先行しているように思いま考。例を

観ょうとするのかによって物指しが異はるのですか

り R"やL，の研究にはとりわけ対象限定を厳

密に行なうニとが大切で このために先行研究に力

を注ぐことが望まれます。

その"'は さきにら述べましたように第四回

大会より学会独自のあり方へと脱皮したために

書えていえば 20年の大木(研究会符代を入れると

27年)を移植したために それが f根づく jまで

会員の一層の努力が必要ととまります。『線づくjと

いうニとは細い幌は土中かり養分と水分を吸収し

太い根は大地にしがみついて幹を支え直立させるこ

とができるように与るニとでしょう。

わたくしは このよう伝ことを贈り 昨年度の名

古屋大会では学会の活性化のためにいわば『綬j と

"勺て「緋j を支えるパ〈 生懸命努力して頂いた

理事にはできるたけ役員に止まって預か伝ければ大

木は到底熊づか伝いと思い 前会長のもとで(退

任時に)位された規約改正(役員は半舷上陸で 2-

4年で全員交瞥する)を全国理事会総会に図り

大方の債成そ得て改正前の規約に戻して頂いたわけ

です(どうしても規約改正が必要伝勺新会長のもと

で実臆するのか筋だと脅えていましたしん

したがって それぞれの象務分掌て実績をあげ勺

れた役員には今後ともお力添えを頂き 学会活動を

より推進して頂けたり有種いと思います。

もちろん本学会が他の確予とした仔訓と学問附句集

繍のある学会のよフに姥蝿すれば別ですが それま

でにはまだか与りの;rJJと研究の暢み彊ねか必要と

し、えまし，うつ

それまでは 会員の侍さ人 わけても字会の運営

に 'j.-)れる H々 J陥力と努力そ期待するとともにお

願いする次第て a 

1) W.L.R・A (世界レジャーーレクリエ ション協会)加入

I.F.P.R.A (国際パー ク・アンドーレクリエ ション学会)加入

2)研究誌22号の尭行、名簿作成

。)日本レジャ ・レヲリエー シヨノ学会 1羽2-19ヨ3年産役員

会 長 話集図隆夫 目白学園 常任理事 鈴木秀鋼健 闘策学院大学

副会長 前野 1事，. 繍スペースコ〆サルタノノ e 寒川色夫 早福田大学

多 木下茂徳日本大学 名 師潤文男上智大学

a 膏本泰三 勾 干村修男東京大学

今 高橋相敏東海大学 争 侮津也子女子聖学際短悶大学

争 放曾怠範 福爾敦賀大学 φ 探山千俊子 種学院大学

顧問江絹償四E眠中京大学 史 理 事 石 井 允立教大学

理司匹長 黒図信寛 明白大学 φ 寺島著ー 明治大学

軍事越智三玉.~大学 タ 西 野仁東"大学
a 麗. 裕次郎 日車体育大学 ' 永吉宏英 大阪体育大学

徹任理. 鈴 木 篭 東京女子体育大学 争 中島豊雄 名古屋大学

ゐ 山市 震 梅玉大学 φ 守俊信. .司巨大掌

φ 永・正信東京農業大学 白 木 僻 綬 中 村 字 国 大 学

ゐ 杉尾邦江 蜘フレ Jク研究所 。 矢川徳子 東洋大学

命 松禰三代子 東京女子体育大学 '惨 事 板日正治 東禅大学

~ . iE昭千葉大学 命 野村一路日本体育大学

a 松田 a農家 筑波大学 e 晦湾佳子 細南国際短期大学

第22回学会大会開催要項

日時 1992年11月7日(土)・ 8日(日)

会 場 立教大学 干171 東京都豊島区西池袋3・34-1

大金テ四マ 『レジャー・レクリエーションと環境j

ね ら い

21世紀を前にし 日傘人の価値観 ライフスタイルが 自臨時間の広大を前景に 「そノか勺ニ二ろへ」

そしで f生活の第ーの力点がレy ャ 余暇生活に」と 変化しつつある01960穿代かη提起され続けてき

た「レジャー時代の到来」は 今や国民 人ひとりにとって現実のものに伝ってきたといってよい しかし

国民の側か勺ニのレジャ レクリェーンヨン霜要 (L/RJ爆発に対し 供給側，!O)L!R環嶋，.備U箸し〈立

遅れている，このfめにわか国自主いま犠々伝問題に直面している。あまのに金のかかりすぎるυR生活繍筑

(LlR産業)、健力に乏しいL!R公共サ ピス(L!R行政)， LlR享受能力の低い日本人(L!R教育) 硬直

的fJ生産生活勝間配分制度(タイ弘パンヱ J トの人間化)'Jゾ ト開発と環境破甥(環境保護保全)等々。

そこで本年度の学会大会のンンポンウムは ζ れ勺L/Rの~ã菌する環場盤備問題. 次の 2つの視4でま

とめ 級ってみることにした。

CD L!Rと社会環境霊備 L!Rにとっても望ましい社会環境のあη方を採る。

② LJRと台然環喚笹横一地琢環境 自然環爆との講和あるυRの~町方を採る。
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理事長に推挙されて

会員の皆僚におかれましては 臼復研究活動に

御精勤の事と思います回

さで本年度の第回理事会において 私が理事長

に推挙され浅学非才の身であり ι身共に自信はあ

りませんがこの大役をお引き受けすることに伝りま

した。

昨年度か勺多年懸案にはっていた学会名称も レ

ジャーーレクリエーγ ョン学会と変更されました。

多槽化された現代社会の中で学会が真に新時代の要

1. 1992年度総会開催される

理事長黒田信寛

譜に応え よη 層活性化し銘力的信允実した学会

lごしていかと益ければ伝りはいと与えております。こ

のためには一重に会員皆憾の真筆信研究 努力が塞

鐙とはり 学会の運営にあたりれる役員の皆慢の孝

仕の精神と協力かあってこそ はしめて目的か達成

されるものと思います。私む学会発展のずめに微)1

ではあ ηますが誠心属意努力する心算でおります

ので 何卒よろし〈皆様の御協力を御願い申し上げ

ます。

1992年 6月 7日(日)明治大会和泉校舎において午前中常任理事会理事会、午後 1時かり槻山伍氏

(東京大学教授)の「現代にホインンガの意味するものjと題する講演会終了後 総会が開催されました。

2.総会報告

(1) 1叩1年度会計報告 (1992年3月末迄)

1991年 3月末迄の会計報告は「学会ニユ スJNo.SOに錫載されています。

1991年度決算報告 (1991年4月日より 1992年 3月31日)

一 般 会 計 特別会計 1(研究誌)
収入 収入

科目 予 算 後'軍 事事 目 予 . 成 算

前期損越金 問問 '"却 前期帽趨金 “130 “l初
年哩会費 s駅.ω。 4.J7l， 700 般会計より i醐酬 i拙酬

入会金 '"醐 "醐 櫨収入 "醐
広告費 制醐 。

含 計 L366唱"" l四四
預金利子 2醐 9，516 受出
会 It 5問削 ..詔.，515 印刷賓 i醐醐 制醐

支出 委員会費 iω 醐 。

印刷畏 1.'伺，田畑 通信費 2開制到。

通信寅 間醐 2認。倒7 予臨. {'jo.13u 
事情用品費 "政. 69，831 繰鐘金 802.512 
事務局運営置 醐醐 】印刷 会 計 1.366.130 1，393，330 
専門委員会費 4∞似. 4，112 
会蔵買 醐醐

支部損助金 '"脱却 賦醐
特別会計 I 1，300，脱却 1誕..00)

特別会計 E 300似. 醐!醐
予備費 山醐 醐 l鈎
.. ..金 879，813 

合 It 5. 52U9ゆ '.3制'"
{単位内)

..鍾 879.813周 +802.512河=1.617，32:円

11月7日(土}

10: 00 理事会

12・30 受付

13: 30 シンポジウム

第1シンポジウム
テーマ『レジャー・レヲリエーションにとって望ましい社会環境を探る』

人生80年労働生活とL!R生活をいかに充実して生きるか固いまやL!良は国民一人ひとりにとって重要

伝課題である。わが国政府は豊かさとゆとりある生活の実現といつことで 労働時間短縮の促進に力を入

れているが 自泊時聞の旭大がそのままL!R生活の繭足につ伝がるものでは伝い.

ぞれはL/R生活にとっての重要な条件ではあっても L!R隼活そのものでは伝いからである固わが国の

L!R生活は L!R享受能力の高〈伝いところに加えて お金がかか句すぎる(所得消費約L!R).このため

に 所得的に恵まれてい"い人たちとの聞に しIR享受機会の格差が生じてきている。この格差を是正す

るためには、L!R生活のために あま ηお金のかかりない社会生活環境を盤備す八きである(時間消費約

L!R環境の整備).

このよう律問題意議かり新しい方法論として注目されてきているのが公共鰐門(財政)と民間部門(市

治経済}の協力強鳳を促進する7ィラ rソロ 7， メセナ活動である(文化経演学)。

そこで本学会大会の第一ンンポンウムでは

第←ーに 日本人のライフサイクルかりとりえたL!Rの問題。

第二に 時淘消費的L!R社会環境を盤備する方法。

第三にL!Rにとってのメセナ活動 フイランソロフィの役~).

第四に 70方時間(人生初年¢生誕生活時間)の人間化に向けての社会a

について 参加者全員か勺め意見交換を交えて 討論を行いたい。

'I!Iンノポジウムの震彊とパネリスト

II 第の問題について

(7ヵ冒υR活動選好繍査」かり 日本人のL!R享受能力が低〈 また加働につれて 伝ぜL!Rに消極的に与るのか。

川上和久氏明き学院大学助教侵

2l 第二の問竃について

「勤労者の余慢ニ ズに周する意鎌調査研究J(労働雀)結果を参考にしはがら 日常性のL!R環境軍備の斬しい拠点

を探る.

3' 第三の聞固について

L!R産業の錘力とフイランソロフィ メセナ活動のあη方について.

41 司会と薄四の問題について

第2シンポジウム

嵯峨寿氏余oi摘発センター僻究員

佐々木享氏 トヨタ自動車峨湾業開発部部長

率本裕三氏 日本体育1Ii設運曽駒会長

(通産省産業栂造審織会生涯学習部会委員)

松図義幸氏筑波大学多摩大学客員教綬

テーマI地疎、自揖環墳との聞和晶るレジャー・レヲリエーション由畠り方を探るl
人聞の氷続的生存を目指すピジョンが全入額的規模で求めりれている。ニのことは人類の生存のためには

地障の存続伝しには考えりれαいかりである。このためには符続的ぽ生態的ピ γョン 則ち個々人がエコ

マイ J ドを持つことが必要である.入額"今 地球規模での環境を共有貧離として毘議することが必妻であ

るa 従って 環均値保全と自然保護有限的自然資源の持続的活周の方法諭を開発レ これを実行することか

人頬にとって際立つた今目的課圃であるといえる。

この人聞の生存というピγヨJが求めηれる現在 プレイ レジャ レクサエ ンヨ〆についてこれま

での鍵念変化が求めりれ信ければ信勺伝い.

これか勺のレジャー レクリエ γ ョンといった温度びの鍵念に 地疎 環境 生懸的及ぴこれりの持続可

能とい勺た偏値鰻念を捧入した析しい既念を究明することが望まれるa ニニに 3つの問題点が指摘される固

人頬が釦何に生きるかを問うことは 則ち 我々 は佃何に温度 3かということでもあ η 釦何に人間か環場

と共存して生きるかというニとである.従勺て第二の問題としては レンャ レクリエーシヨノ資宮車場



の形成と纏侠は観自然的 環機保全に効果的伝持続性をもったもので伝〈てほほ勺aぃ.

第三の問題として 以上のことを勉何に普遍的に誘発実行してい〈かという方法益 手法省を見出すこと

である.

第四の問題点としては以ょの3つの点を具体的に検証し 問題点線園痛を明確にし ζれを...する

ことにある.

本学会のンンボンウムでは以上のことを次に記す4つの課掴として 話.提供を行い ニれに対してコメ

J テイタ のコメ y トによって 更に詮譜を深め参組者全員か勺の怠見交換を行勺てワータショップ方式

によ勺て進行し 11後に縫括を行勺て終了さtまることとする.

第 2シ，，，ンウムの..とパネリスト

I) 精錬可能性"からみた地琢環境と調初共存するしジャ レタリエ γヨノの"た.It念を・療

糸賀禦氏筑疲大学大学農環境斜学研究科教授

2) 地環環嶋と調和共存するレジャ レクリエー γョン資源受間 施段の開発盤舗と環境保全

マえ園のリゾート開発の直面する陶窟点と鑑備についてー

西国不三夫氏練式会社プレッタ研究所専務取締役

東京工業大学蹟師環境庁環境基本法験討妥員会委員

3) 都市環境におげる地環環境と調和共存するレジャーレタリエーション活動の屡開と..

井上忠佳氏園嘗昭和記念公園工事事務所長建殴雀現場地方建霞局

，) 環境と膏和共存するレンヤーレクリエ-yヨノ資源空間縄叡のデザイノとその盤備について畿自然的方向を求めて

油弁正樹氏千葉大学園芸学怒透園学椅教漫

5) コメンテイター

6) 総信

1) 司会進 行

永崎正信氏東京展a巨大学教授

下村彫男氏東京大学

進士五+八氏東京農業大学教授

彰尾 邦江氏 (榛)プレ γタ研究所専務取楊役

中でも花ゲリラの話は多くの人に感動を与えた.

16: 00 休憩

16: 30 総括・記念講演『輔・日本人の幸暇j 青木利尭氏(文教大学教授)

元朝日街聞社ヨーロ yパ総局長で20'年前の名遣穂企画 f日本人の余畷」の担当責任者.

18: 00 懇親会(セントポールズ会館)

11月 8日(日)

8 : 30 受付

9 : 30 研究尭表

13: 30 総会

14: 30 研究発表

参 加 費 4.田O円 当 日 い た だ き ま す。

盟親会費 6.加 O円 当日いただきます 。

皆様のご参加をお待ちしております。

常任理事会報告

〈第15園〉

日時 1991$10月21日 lij)午後6時-，崎

場厨明治大学相泉校舎

出席者浅 岡 田 中 鈴 木 佑 黒 回 総 図 杉 尾 松 浦吉田

侮埠梅薄様山

嵐 竃 l 次飽の月例研究釦112月の予定.

2 学会大会研究発表の座長決定.

31991年度事業計画.

4 学会大会総会次第の・~.

〈第階層〉

日時 1991年12月24日(火)

喝所優宿鍋茶屋

出席者浅鹿岡中経由彰尾怯精吉図侮揮羅山

随橿 l 学会大会の反省.

2 I四年度学会大釦日教大学で開催a

32月29日(土)卒諭発表と ~I ポジウム f孝俊の
週5日制j

4 園際レグャー学会に加入する.

<.17園〉

日時 l伺2年2月29日(土)午後S降"分-1時'"分

場所日本大学文理学1$

出席者浅回 前 野 函 中 訟 困 修 尾 訟 満 越 智 梅肩書

深山

富I • 1 19間年度学会大会はII月7.88に開催a

2 研河町会'"月 4日(土)rPLAYかり捉えた表現世

界JPLAY孟記号論文化A類学を背最に置き

'JfJ<勺現代日本人の関心を瞭めている風賢建築

ダンス フォータロア音楽伝どの意味探層を

探り、日本人のこれかりのレンヤーの意味を考え

る.

-入金者氏名 所 属

市河 勉訟山東軍女子大学

山市 孟勾玉大学

事川恒夫阜緬岡大学

制陸峨 樽余眼閣発センタ

白木骨枝中村学園大学

総氷敬子大阪体育大学大学院

上側帯広 大阪体育大学大学院

〈第18園〉

日時 1992~手 3 月m日{士)午後 4 時ー 7 跨'"分
喝所日本大学文理学1$

出席者漫困回中黒田鈴木祐杉尾訟図鈴木秀梅

揮下 村 梅H摩擦山

極 題 l 研究誌忽号 24号共に吉田氏の元で停滞.具体的

対策を議じる.

z 総会は6月7日{日) I時司会渇U未定.

3 吹期役員候補者選考委員会を段置し、理事10名を

11考する.

<1銭~，事第 1 園〉

a 時 1992年4月18日(土)午後2時鉛分-6時四分

場所明治大学和泉按舎

出席者浅園前野田中黒回彰尾."満鈴木秀梅$

侮湾深山

2・ 竃 1 研究誌の件につき吉国氏に原舗の送付を再三要繭

Lf.結果.1瞬く 4月20日に原債を→話して送付す

る旨、当A が釣し t~.

2 次期役員候補者選考委員会かりの鰻告があゥた.

(1鈎2年第2園〉

目 時 1992割削日(土)午後2略-，即附

渇厨明治大学和泉枝舎

出席者浅岡前野田中黒岡鈴木紘杉尾低回訟膚

鈴木秀侮樽下村梅湾深山

穆 踊 1 研究誌22号は6月末か7月に刊行予定。

2 WLRA学会ご入会g

3 1f21回大会会副曙告ー

く全員動静〉

抱 a者 氏名所 属 盤調者

宮本 至 鰍方志郎兵.，拠録と予の島 浅薗隆夫

a図隆夫 安図園0: ..知学泉大学 .原健圃

浅図健夫 繍弗 a眠時中京大学大学院 厳原健園

低図・著書 鈴木樽予.野町綾育，署員会 関節 鍾

候吉 a艦 工....世 7'1ーランスライタ 伝聞侵奪

原因宗彦 鴛 傘筋線プレソタ研究所 修思邦江

原図宗彦

名簿が発行されましたが訂正がありましたら 事務局までご連絡下さい.

く研究誌議主事草〉

レジャ ・レクリエ ンョン 研 究 軍 部 号 白 原 稿 を 募 集 し て い ま す 。

座長峰図書幸

第22回日本レジャー・レクリエーション学会発表演題

=A会場=

，¥-) r幽レタリエ ンヨノ循導ーかηみた高省者福祉サ ピス

の考察j

子調官級失 {日本紙会・11大学}

'¥-2 r中高修労.者における定年過・11余曙活鋤に闘する研

究j

11;1< .. 子 {大恒体育大学大学鍵)

・闘 訓賢明彦 {大阪体育大学}

，¥-] flii蔵省のキャリアと余眼視・労.慢に関する研究j

.徐ニ ("U •. 立大拳}

A-( rtllt，樽害者のレタ'Jエーショ yとボランテ J7の役割I
渥辺文治 (神奈川県総合リハピリテーショ

J センター}

座長崎陶文男

A-5 rネイチャーゲームの普夏と指導者養成に寓する一考察J
民 民 館 ー {ネイチャーゲーム研究所)

大 島 帽 子 {日本惨育大学)

A-6 rs祉の野外生活カウノセラ-w成報告J
.. 伝珪ー (大阪驚美女子短鋼大学}

座長梅湾佳子

A-7 r子どもスキースタール参加者の刷待と轟足についてj

満図憲二 (武蔵丘短期大学)

座長漆山予種子

8-] r女子大学におけるレジャー教育の伺題と今後への期待」

一一短大卒業生か勺みトー

鷺 井 啓 子 (武麗野短期大学)

B-2 r草野理参加ご及lます高佼野重容の~.J

繍# 康情 (中京大学大学樟)

..値圏 (中京大学)

8-3 r台高における早甥レクリエーンヨノに測する研究j

一ー台岡崎市での.閉塞"を事例こ一一

. 宅干潟 {中京大学大学院)

守 儀 信 次 (中京大学)

;1<鎗 .樹 (中京大学大学院)

座長鈴木秀鍾

B-4 rえボーツとしてのゴルフに関する 考案」

一一ニューンーラノドのゴルフを事例として

山本 業種 (日本纏畿大掌)

B-5 rニュ ヌしポ ツ愛野者のFしホ ゾ.Uと四自動参加意欲

についてJ
佐 編 曲 鍵 {栂隆女子短期大学)

B-6 rスポ フタラプユザーの消費者行動研究J
一一性別と婚姻別にみた消費者選好について

二宮浩膨 (中東大挙大挙錠}

菊池秀夫 (中東犬掌)

守 艇 健 次 (中京大学)

永 吉 密 実 (大阪体育大学)

z 各支部報告=

A-8 r学校週五日制の余隈論尚考察j

山傘 滑洋 [庫県島大学}

座長菌野仁

A.9 r女性市民のスボ ツ活動の実範頓度別活動状況とニ

ズに関する研究j

健11 • I中京大学大学院)

図 腰 漕 予 (中京大学)

容能慣次 (中京大学)

A-10 rラ<7コースの筏脅か勺見たスポーツ活動参勘叩ー

Jに関する研究J
.本海也 (大阪体育大学)

原因宗彦 (大語体育大学)

座長訟泊三代子

A-ll r体力と生き甲斐の関連性検証の試みJ
橋本初完 (余眠開E研究務)

栗原拠枝 (余暇問医研究所)

川向妙子 (東海大学)

A】2 rレジャ 行動かりみた身体活動量に関する研究I
一一高校生の得合

酉 図 俊 夫 (浪徳鐘鋼大学)

=8会場=

座長山口泰纏

8-7 r町づくりとしてのスポ ア戦略の検討j

一帯断}.;ji-1健闘白崎古による胡を事例として一

戸図安信 (鍋橋市自選人也会)

宮下健治 {圏実:1:大学)

木村鱒人 {順天堂大学‘託)

8-8 r地機と学校のネットワーク化をめさしたスポ ツ扇動

の実費約'陽電J
一一7ライングヂィスタ 九'"闘を事例として一

宮下健治 (順天堂大学)

木 村 博 人 (順天堂大学・託)

戸図安情 (船柵市自選人也会)

B-9 r長則移動型キヤノフの効果に周する 考察j

組房ま70";1，11ドペJチャ .イJ山Kの事例かり

木 村 情 人 (順天堂大学園託)

宮下種治 (順天堂大学)

戸図安信 (鉛偏甫自選人箇会)

座長下村彪男

B-10 rホ戸僧楽園の開園目的についてJ
永 ・ 正 忽 (東京11鍵大学)

B-Il r.括局県薫温泉の発展過程に関する研究j

油井 E嗣 (千豪大学)

木下 鴫鍵 (千ヨ医大学大学院)

古音・" I千葉大学}

B-12 r遊樋地こ測する研院1符に遊園地の還釈条件について

上勝利広 (大阪体育大学大学健)

原 図 案 彦 (大阪体育大学)

九州支種

活動繍告

C理.会 6FH5日 8月 3白 12月13日 2月 18， 3月16日

C九州レクリエーション学会第四回大会 2月 1日(土) 福岡大学セミナ ハウス

C学会ニュース発行

1991年度洩算報告

l 収 入の'"単位向)
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東海支醤

活動繍告

0総 会 1991年 6月21日(木) 名古屋大学総会保健体育セノタ 議題 1 事業報告 (1990年度) 2 決算

報告 (1990年度) 3 事業纏告 0991年度) 4 役員選出 5 学会大会支部嬰実について 111村葵男先生の講摘

。理事会

C学会大会運営

全一 H1759.915
収入総額159，975ー支出総額348，23凶=時期緑越411.724
平成"李6月'"日 この決算書ほ適正であることを認めますa

会計監査 大内敬哉

1991年度算21回名古屋大会収支報告

収入... 支出総額=←￥"η"6

進・:i:a
扇動報告(未着) 決算報告{未着)

-204 

主出の鏑{単位~)
項目 l 決虜

懇練会費 例 .J22
a師謝金 駁L似沼

会掲貸等 105.3鮒
篠待.，事

アルパイトIU: 86，000 
街自案内郵送費
文具代穿 括団

#匂 ジュース代 ω.2拘略
その他 1..飽l
*会役鍵術向繍助舎 制

大会案内郷送寝 113.440 

合計 7.776



第23回学会大会開催概要

1993年10月16日(土) . 17日(日)

埼玉大学 干 338埼玉県浦和市下大久保225

「自然に遊び、自然に学ぶJ

日時

会場

大会テーマ

1993年4月
川町山川州川昭仙川11111111111111111111111酬 酬 酬111111州剛"'酬酬酬附酬11U!!仙川11111111附111酬 1111酬 1111叩附111側附川制酬1111川1111剛 11111111

字~- ス 日本山一・レヲリヱーシ政学会まーユ一人 (Japan山…帥……凶19S)

発行人黒団信寛 .集広報委員会
事務局 干362 埼玉県上尾市戸僑1

No.52 女子聖学院短期大学霊学院大学
電話 倒 8-781ー0031

April 1993 ~自ら ZLPL;::: 
l剛山川111酬 111川 UIII酬 111酬 1111川酬剛酬'"川111酬 11酬 1111酬山111川"'酬111酬 11酬 l酬酬酬1111州側"'酬。11制酬l酬

， 93年を迎えて

ー←ー「 不易流行」断想一一一

講演者・柴田 敏隆(山刷欄酬融側、三群島自然輔の帽輔}

「自然に学ぶレジャー レヲリヱーション」

野外活動分野

環境分野

-自然憎物分野

ーレジャー産業分野

基慣鵡演:

シンポジウム:
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学会大会研究発表の申し込み
1 発表申し込み方法

各自、ハガキに演題、所属、氏名(共同研究個人研究の区別)、住所、電話

番号をご記入の上、 5月31日迄に、下記のところにお申し込み下さい。所定

の原稿用紙を送付致します。

発表原稿の締切は 8月20日(金)までです。

2. 申し込み先

〒338埼玉県浦和市下大久保 225

埼玉大学教育学部保健体育講座山市孟気付

日本レジャ ・レクリエ ション学会大会事務局

T E L 048 (852) 2111 内線 2693(山市) 2694 (野沢)

FAX 048 (855) 9693 (野沢)

大会誌広告掲載のご協力をお願いします。 協賛金(5千円以上)

行」
第21回大会総会(名古屋)時に学会の名称が霊

わりました(レジャ レクリエ←γョン、以下、

L/Rと累記)，時代の要求とはいえ、学会として以
名称変更せざるを得はかったなら その理由を会員
に理論的に明らかにする必要があるでしょう。従

来、 L/Rの領践は 正統派かり外れた傍系的伝研
究領織でしたが今日では生活文化の必須的研究領

域として重要信関心がもたれるようになりました。
0:一般に、概念を明らかにするためには、(I)~、つ

の時代に どこの闘で 諺が どのよう信状況を説

明する言葉としてその眠志を用いたかの経鱒を辿る
ことが重要でしょう。 (2)ζのようにして明りかにさ
れた眠意を q時晴別岳地様別@個別専門科学
別@カテゴリ 別などに分類墜理した η、ま

た、 (3)L/R概念を今日の日本の生活文化を規定す

る新しい価値観に立つてはがめたり 遭った立舗の
人達が集まってこれらの断片的信意味を再編成した

りするようなことも必要でしょう.
さらに (4)L/Rといった大きは問題領域は諸外

国との比絞を試みたり また (5)普通の鎗文の奮さ

方(序鎗本詣結論)とは逆に最初に結越を書き
これを実証していくというやり方でやってみるのも

よいのではと 思います。
(j)社会や文化は時代と共に変わっていきますが

また 変わりはい側面もあります。特に、生活の背
後にある本質はそう簡単に変わるものでははいで

しょう。 L/Rもまた然のですe

l!近、いずれの科学む実践的伝ものを追い求める
雰囲気が強くは ηましたが これでは政策決定の手
段になり易いのでははいでしょうか。やはり 学問
研究は理論の価値立場が厳として存在しているこ

とが重要だと君、います。 21世紀に向けて、わが国の
L/Rが新しい節目を迎えつつある時 このような
意味の熱気が本学会に生まれることを期待したいと

思います (1月31日配)。

会長浅田隆夫

今年も会員の皆さんとともに学会の充実のために

カを尽したいと存じますロ引き続きよろしくお願い

いたします。

f不S施行」ということ
普から「不易流行jということがいわれています。

「不易Jは詩的生命の永遠性、「旅行Jは時代と共に
変化する流動性をいい「流行性」こそ「不易Jの本

質であるとされていますが この語は元来、驚風
俳譜の宜念の一つで 俳議の特質は新しさにあり、

その新しさを求めて重化を重ねていくところにこ
そ、ものごとの本貨が存在するということ、つまり

「不易流行Jとは変わる部分と壷わりざる部分とが
存在するということのようです。

日本文化の象徴と f不・.行j
新春早々 皇太子殿下ζ領約がマスコミに流れ、

19日公式決定をみました。国民がひとし〈待ち望ん
でいたことだけに、日本中がパット明るく伝ったよ

うに感じました。皇太子霞下はこれから日本の国際
化に向けて皇室外交を築いていかれるのに、小和田
雅子さんという明新信破格のキャリアウ マンを伴

侶に遣はれました。これによって 若い女性はもち
ろん国民すべてが段と夢と希望が湧いてきたので
は低いかと思います。
お妃と信られる雅子さんには やがて皇室の伝統

的祭式への参与という皇室の巌も重要はお勤めが生
じてきますし これが皇室の重要は宮中祭最巴として

義務つけりれてくるでしょう。
日本文化の象徴である皇室は 天皇が世"の変わ

らさる(本質的にI1r閑鎖された静櫨jの)部分と
すれば現皇后は藍わる部分と思料されますから、

今回の皇太子妃は変わる部分として考えりれます
し 己れが開かれた皇室というニとに伝るでしょ

う。
皇太子殿下のご婚約に当たり 日本文化の象徴と

いう重荷を背負わされたご両人に祝福とご多幸を切
にお祈りする次第です。

『レジャー・レクリエーション」の再考と『不畠涜

常任理事会報告

<1114園〉

日時 1992年10月23日(金)午後 6時-10時

場所明治大学和泉校舎

出席者浅田、黒田、油井、松田、松浦、石井、寺島、矢川、野村、梅津、深山

議題 I 学金大会

2 各委員会

3 新入会員

4 その他

常任理事会報告

〈第 1固〉

日時 1992年 6月25日(木)午後 6時-9時

場所明治大学和泉校舎

出席者浅目前野、黒田、鈴木祐、山市、杉尾、油井、永嶋、松浦、寒川、寺島、石

井、矢111、坂口、野村、梅嘩深山

議題 I 学会大会

2 業務分掌

3 新入会員

4 その他

<1115闘〉

日時 1992年11月7日(土)午前9時四分-10時

場所立教大学

出席者浅回、黒田、秋吉、鈴木祐、永嶋、山市、松田、松浦、杉尾、石井、矢川、坂

口、野村、梅津深山

議題 1 学金大会

2 事草案

3 内規

4 予算案

5 第 23回学金大会

6 資料代

く範2固〉

日時 1992年 7月25日(土)午後5時-8時

場所明治大学和泉校舎

出席者浅田前野、黒田、水嶋山市、油井、松田、松浦、下村、石井、坂口矢川、

梅津、深山

議題 l 学会大会

2 その他

<1116園〉

日時 1993年 1月23日(士)

午後5時25分 -8時30分

場所明治大学和泉校舎

出席者浅田、黒田、前野、松岡、永嶋、山市、松浦、油井、杉尾、鈴木(秀)、石井、

矢川、梅沢、梅津、深山

議題 1 学金大会反省

2 次回学金大会

3 学術団体登録

4 委員会報告

5 新入会員

6 その他

205一

く第3回〉

日時 1992年 9月19日(土)午後4時30分-7時四分

場所明治大学和泉校舎

出席者浅田、前野、黒田、山市油井、杉尾永嶋、松田、鈴木秀、下村石井、矢

川、坂口、野村、西野、梅津、深山

議題 1 学金大会

2 各委員会

3 新入会員

4 その他



常任理事会報告

く臨時常任理事会〉

日時 1993年 2月 5日(金)午後 6時15分~

場所明治大学和泉校舎

出席者浅田、黒田、山市、松浦、杉尾、梅津、野村

議題 l 学会大会

2 大会実行委員会組織

3 テ マ 、 基 調 講 演

4 その他

山深津梅沢梅「↑坂村下岡師井油

持

市
4

山

必
失午

野

前一

他
企
口
橋

H
校

高

日

泉

、

会

録

〉

月

和

国

大

童

会

3

学

黒

会

術

事

年

大

学

学

理

問

治

田

任

問

明

浅

1

2

常車

時

所

者

題

緊

席
〈

日

場

出

議

〈第7固〉

日時 1993年 3月27日(土)午後 5時~

場所明治大学和泉校舎

出席者 浅田、黒田、前野、松田、松浦、油井‘梅沢、野村、坂口、梅津、深山

議題 I 学術畳録

Z 学金大会

3 その他

W. L. R. A. (世界レジャー・レクリエーション協会)会議案内

期 日 1993年 12月 5日-10日

開催国インド

メインテ r マ “Leisure， Tourism And Environment : Issues For Human Develop 

ment" 

会議畳録先 WLRASecretariat/Congress 1993 P. 0 Box 309 Sliarbot Lake， Ontar-

io， Canada KOH 2 PO 

詳細については学会事務局にお問い合わせ〈ださし」

日本公園緑地全国大会及び

IFPRAアジア太平洋支部大会

期日 1993年 5月Il日 -15日

場 所。賀城教育会館(Jj日)

水戸プラザホテル(13日一 15日) (玉城県本戸市)

主 催:建設省、査城県、水戸市、

船日本公園緑地協会

側7公園緑地管理財団

!FPRAジヤノ〈ン

申込方法。〒100千代田区内幸町 2-2-1 日本プレスセンタ ピル 4階

日本コノペンションサーピス鮒内 1993 IPPRA大会登録事務局

TEL 03-3508-1213 

会場連絡先 主城教育会館主城県水戸市三の丸 1-1-42 

TEL 0292-31-56Il FAX 0292-25-2497 

水戸プラザホテル 京城県水戸市水府町 986-1 

TEL 0292-31-8111 FAX 0292-31-2385 

月例研究会についてのお知らせ
rZl世紀に向けてのレジャーの価値I

1)学会名を日本レジャ レクリエーション学会 ，)各会の研究プログラム 過去 3年間の月例研究

に改めたことを契機に 定例月例研究会のテー 会研究者の所属領域を直面する課題を考慮に

マを f21世紀に向けてのレジャーの価値Jにお いれ「教育j[環績j[産業j[行政Jの4分野

くことに致しました。このテーーマの研究交流を と 4分野に共通する fレジャ の価値とライ

継続し研究領舗の広がりと、深まりを追求し フスタイルj分野の 5分野(将来は分科会を想

ていきたいと考えております。 定)を、とりあえず設定してみました。各会の

2)年簡を通じての研究会プログラムとスケジュ 研究フログラムは この 5分野との関速でつ

ル等を立てましたので、会員のみなさまにお知 くってあります。

らせ隠し上げます。できるだり多くのみなさん 4)研究会の進め方 各会 プログラムに即した貨

に、こ参加をいただきたいと願っておηますの 料を研究閣で作成配布し、問題提起(会員また

でぜひ、年間計画の中に位置づけていただき はゲスト)資料解説の後に ご参加いただいた

ますようお願いいたします。 会員の皆さん全員とのト クインを考えており

ます。ト クイ/も 2自信ないし 3部構成にし

トピックスマの問題に間違して進めていきま

す。分野の研究テマを 2回あわせて!o回を

予定しています。

5)研究会開催スケジュ ル(レジャー レクリエ ンヨンを L/Rて略)

研究分野 日時テーマ

第1回 L/R-Value&Llfe style レジャ の本質について H5年 1月23日(土)

第2囲 LjR-Value&Llfestyle レジャ の本質について H5年 3月27日(土)

第3回 L/R-Education 世界の L/R教育研究の現状と諜題 H5年 4月10日(土)

次回第4回 LjR-Educahon 日本の L/R教育研究の現状と課題 H5年 5月 8日(土)

第5回 L/R-EnVlronment 日常性L/R環境の課題 H5年 6月 5日(土)

第6回 LI R-Environment 非日常性L/R環境の課題 H5年 7月'"(土)

第7岡 L/R-Industry LjRのマーケティング課圃 H5年 9月 4日(士)

第8回 LJR-Industry LjRの産業政策課題 H5年10月 9臼(士)

第9回 L/R-Policy 時短推進を支える社会経済理論(1) H5年12月 4日(土)

第!o回 L/R-Pot.cy 時短推進を支える社会経済理論山 H6年 l月29日(土)

研究会の開催場所は、『明治大学和泉校舎11井の頭線、京王線 明大前下車)会場の案内は守衛室にあり

ます。
時聞は2 曲 PM.-5:OOP.M 

会員の動静

.入金者 氏名 所属 推薦者

古谷勝目1) 千葉大学 油井正昭

木 下 晴 雄 千葉大学 油井正昭

川 上 和 久 明治学院大学 松 田 義 孝

栗 田 房 繕 朝日新聞 依田義幸

柴田 丈 渇玉県立戸田高等学校 山市 孟

高 橋 敏 夫 側近代マネジメントピユーロー 浅田隆夫

朴 元 任 高麗大学 師 岡 文 男

葉 子 隆 三 冊日鉄テクノス 浅田隆夫

鎗 泰東 千葉大学 由 井 正 昭

吉田 豊 四国学院大学 浅田隆夫

杉 田 文 章 多摩大学 絵 田 義 孝

北 村 靖 治 近畿大学(定年退織のため).選会者

市山縛美

※現会員の方で住所変更等がありましたら事務局宛お知らせください。

学会費納入について

1992年度会費未納町方は至急手続をお願いします。

振込番号東京 5 602353 

〈研究器輸文募集〉

レジャー レクリエーション研究の原稿を募集しています。

{賛助会員募集〉

賛助会員を募集しています。事務局までお問い合わせ下さい。
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日本レジャー・レクリ工ーション学会第23回大会開催要項
期

場

日 1993年10月16日(土)・ 17日(日)

所 埼玉大学(大学会 館、教育学部棟)

干338埼玉県浦和市下大久保255

大会テーマ 「自然に遊び、自然に学ぶj

日程

10月16日(土)

10 ∞理事会

12∞聖付

13叩基調講潰

「生態学的宣明に向けて」

自然に学ぶレジャ ・レクリ工ーションー

講師 柴田敏隆氏(財)目志自然保護協会理事

14: 15 シンポジウム

テーマ f自然教育とレジャー・レクリエーションJ
パキリ去ト

飯 田 槍 E 筑謹大学教授(野持活動骨野)

柴田敏隆氏(財)日本自然保題協会理事(自然情物教育骨野)

頑固憧最民 {酎)自然公園期目前朝団事務理事 l白熊環境鞄膏骨野)

場回弘一民山形県観光物産課観光開発主査(ツーリズム骨野)

司会 油井正昭氏千葉大学

17・30 懇親会(大学会館)

10月17日(日)

9:∞畳付

10 :田研究発費

13:30総会

14: 30 研究尭聾

=8会場=

<10田-11 冊〉 <14: 3O~15: 10> 

B-1 fレクリエーンヨン指樽膏の養成制度をめく 8-7'キャンプと健康(3)J
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8-2rレクリエーンヨン ワークンヨツプが指導

者養成に果たした役割lについて B-8r高綬生のライフスタイルと身体活動賓との

ーその足跡と時代背療とのかかわり 関係」

高橋伸(園標釜留抜大学) ー訴動鮮と非活動群との比鮫

富岡俊失(淑衝短鋼大学)

8-3'地横社会におけるリーダー育成の事例報PiJ

同舗世博(目傘大学理工学修}

<15:10-16:30> 

B-9 rポルル ムダンスの健康意識に関する

<11 佃-12 曲〉 研究j

B-4 r高齢者の生前充足と余暇活動参加に関する 竹内正厳(星調医科大学)

研究J

一愛好スボ ツの性栴と関連して 8-lOr川鎖市在住女性の白山時間行動に関する

佐構由美{繍蔭女子短期大学} 分析J

とくに休日の実態 希望及ぴ目的について一一

B-5r軽度痴呆患者に対する現実見当講説練を川 川向妙子{東海大掌]

いたレクリエーションについてJ

松本"づき (a巻温泉病院 りハピリ B-llr属任意議と地域スボ ア活動の関連作に

テーション科) ついての検討J

大北文生(東海大学}

B-6'盲学校におけるレクリェーション スポ

アについて B-IZr余暇生活相談室利岡宥の分析J

行事体育クラブの椅円 三本職失{八王子レクリヱーション掌

渡辺文治(縛奈川県総合リハビリテー 院}

ションセJ ター)

第23回日本レジャー・レクリエーション学会大会発表演題

=A会場=

<10曲目11: 00> <14:30.....15:10> 

A-}r梅田の国立公園における自然環境保全のた A-7'日本厚生協会の活動に聞する 考察」

めの利用規制についてJ 谷戸一鍾(余積問圃研究所)

圃泰東{千葉大学大学院}

A -8 rRussell L. Durgmに聞する研究」

向」

古谷島則(千葉大学大掌院)

A-Zr鱒国の智異山国立公園の景観特性と利用動 -Russell L. Durglsが果した我国

半谷・'"東京VMCA社会体育専門学

校)

A-3'八構山地繊の景観特性についてJ

泊券正昭門葉大学置芸学'111)

<11咽 -12曲〉

A-4rネイチャ ゲームの普及と指導者養成に関

レクリエーンヨン運動における功績ー

<15:10....16:30> 

A-9rラケットボールの経縛と今後の動向J

石線千畳'"明治大掌)

する 考察 2J A-lOrレジャ 及び生涯スポーツとしての海洋

・2貿信一{日本ネイチャーゲーム儀会) 講座(マ 'Jンプログラム)"

大学におけるヨヅトカリキュラムの検討

A-5rアウトドア e レジャーや自然志向の高まり 上野直包(明星大学)

におけるネイチャーゲームの役割と可能也

大島順子(日本体育大学・日本ネイ A-Ilr周遊型旅行者の旅行形態に関する研究j

チャーゲーム也会) 特に北海道でJ、イクツ リングをしている

旅行者に注目して

A-6rr地図づくりjプログラムについての研究」 永井信(大康体育大掌大学僕)

.本建ー(大阪園美女子短鋼大学)

役員選出内規(案) (新旧対照表)[

A-IZrスポーツに関するコマ←ンヤル

フィ Jレム.'

企業イメージに与える影響に関する研究J

4盛岡雪量高{大阪体育大掌大隼院}

日日規約]

下記の修正案については 学会大会110月17日)の総会の飽議事項になっています.

御意見のある方は文書にて叩丹 8日記に本部事務局までお寄せ下さい.

[斬摺約]

1. ~川叩齢、日制抑制u..~iI'Jに制州い山

~州般に"九てIrlJフ色"と...

刷州としC 醐川崎宵であること.

3 酬 A 酬として会民間4:t...，であて仙札

4…:tI/iIt.に 主 町 一 市 叩 刷 会 理:U刷 会

l指 :1:"伽 .1'1:¥)<1， ""1蜘筑間とずる

岬lIIU\~'11叫 .1<1'11帥 1 れとし ，揮の山般に比例して n ，ifthl1める
句会同. .偽涯.九州防P司昂" それぞれ" 陶磁亀戸

内間同州畑出師肘t批叫.

幡 町 : ， 蜘 刑 " 脅 門 酬 帆 削 剛 山 岬

刷何事金柑して酬叫. "'UI5t. 
~>>選II:IJ..: 同t帥酬加と飾品ω1.... .ilJlllf~. 1'1'11/1 
51，. 

5.:，>>副会隠岐叫'のお候補U 刷会にわいて制する.

6 刑制。制抑制 t岨権問柏で迎。附る

B 削遣:t:<J按~l.~'rl刷であ{，/，..，削，.伽槻拍"判，

公鳩山泊刷、肱l附叫

!t1¥lJ ;::叫"'制作喧蜘鳩山一.

{繍，~ I J厳縦約.'羽.，り(111聴納で".・.，の却郁拠哀史"

r，.~川叫川町、て"畑山刑制

'"細川eゐ条文河合伽'"I-"III<1>""I"'25r，
とeるために'-'}での."をせざる"り伝い.

(1IIi，i! 2]ltmO'Il.'し t 也鮮の嶋"'・b蜘..厳正'"也.. f，J; 
".こめじた時"Ift'"選:1:に.，いζ .Jf咽パきであるとの
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1.(現行どおり)

2. (現府どおη)

4旦 皇1亙旦盟監L
3 理曙は沼山方法により 支部置出理事、改置前

型車会選出理事会長量出理事の3つに分け、

理事数25名以上初名以内とする.

(J)支部選出理纂は6名とし、その候補者の遭

虫旦主主畳主丘主.h.

@車盟主並主主

盈重量主並旦圭

盟主盟主畳主主
(2)関東地区およびその他の地鑓ょ η重出され

る理事は5名とし、その理事量生は以下の通

りとする圃伝お その置出については想車

会の譜を経て f役員政選前年の健会で承里

された委員長を含む，1，の「位属候補者還

考蛾儲悉備会¥(以下「鍾考委員会1という)

によりその候補者を選出する.

皇堕亙盟亘主主
@その他の地緩{東泌、近後九州聞東

型車主民~
(3)改選前理窓会によって還出される理事は 9

名としその選出については専門償援地緩

研究舞団団体およびm務理費等を考慮し

て選考委員会により候補者を重出する。

{引会長鑑曜により量出される理事は5名とし、

その候補者のm出は会長就任後副会長と也

量主ι会呈主童主主主L

.L会長 副会長亙ぴ監穆の各候補は、量主呈旦

会により置考された者の伝かから理事盆におい

互量豊主且主ι
5 理事長丑び常任理事は、{同第6項の現肝どおり)

主ム一役員の兼任は、 {胴第7項の現肝どお旬)

エムー役員候補者遺出の理車会は学会大会前車主とよ旦

学会大会期間中め過当'.時細に開催する.

宜血 この内線は平成5年四月17日より鑑行する.



日本レジャー・レクリエーション学会11日本学術会議に登録されました

大分大学

横浜体育クラブ

福岡大学

渡辺進国設計事務所

秋岡大学医療妓術短大

推薦者

下村彰男

下村彰男

下村彰男

高緩和敏

柳敏晴

武 田 正 司

三 宅 邦 夫

本 音 宏 英

絵 図 義 幸

依田義孝

松浦三代子

松浦三代子

油井正昭

弘

文

郎

雄

緩

富

弘

芳

棟

都

水

根

代

辺

崎

満

開

田

波

山

〈会員の動静〉

氏名所 属

田中伸彦 農綜水産省森林総合研究所

安原加津枝 農林水産省議林総合研究所

香川隆美 農林水産省森林総合研究所

半 谷 謙 寿 東京YMCA社会体育専門学校

谷 健二 鹿屋体育大学海洋スポーアセンタ

広 瀬 智 明 中練津町立丸山4学校

岩田 勉 小学鑑プロダクショノ

田村典子 関圃大学

小池昭啓 大和ハウス工業様式会社

安 光 哲 夫 大和ハウス工業蜘生活研究所

横悶格子 鶴巻温泉病院

石塚千登勢 明治大学

議 重南 千葉大学大学院自然科学研究科

金沢大学医療技術短期大学図書館

池 内 純 衡 松山東東雲短期大学

太 田 隆 信

小 河 孝 次

垣 内 芳 子

賀戸 郎

-λ金者

.過会省

北海道東海大学

日志社会事業大学

近畿大学九州短期大学

ei駐鍾 白須得子(旧姓紋葉)

楽現会員の方で住所変更等がありましたら事務局宛お知らせください。

〈学会員だより原稿募集〉

レジャー・レクリエーション学会員かりのお便りを募集しています。

〈研究髭蹟文募集〉

レジャー・レクリエ ション研究の原稿を募集しています。

〈貸助会員募集〉

賛助会員を募集しています。事務局までお問い合わせ下さい。

〈学会費納λについて〉

1993年度会費未納の方は至急手続きをお願いします。

振込番号東京 5 602353 

上回倫子(旧姓蔦田)

鈴木正子{嗣姓久保)

ヴ7ージニ7州立ラドフォード大学客員研究員

芳賀 檀描 (東京家政学院大学)

朝8時〈勺いに高級住宅街のヤ ドセルに行〈

のがコツです.

この地峨は米国東部ヴ7 ジニア州 アパラチ

ア山脈のゅの高原地帯で、小さ伝町がいくつか散勺

ばっている広大佐田園地暢といったところです。 5

っくりいの町がそれぞれ車で20-30分の距般にあり

ます。(ただし90km/hで走って)。近くのブラック

スパーグという町にはパージニアテック(工科大学)

という学生総数3万人以上の大き伝大学があり、東

洋系のA違がた〈さんいます。日本のものは東洋食

料品匝でほとんど手に入ります。この広大な地慢で

小学生のいる臼本人の家肢は2家篠だけです。

ラドフォ ド大学の臼本入学生の多くは、治安の

良さという要因を重視して、この大学を選択してい

るとのこと。確かに治安は日本よりも良いのですが、

少々退屈は二とも確かです.週末を積極的信レ

ジャー活動岬ために当て信いと 生活に何の変化も

起こらず、本当に退屈しきってしまいます。完全週

休2日制以毎週末のちょっとしたレジャ にマッ

チしていますし ハイウェイ綱の充実とモーテルの

宿泊斜金の安さはレジヤ ライフを本当に身近かな

ものにしています.ハイウェ 4は無斜 モーテルは

家悠4人で栂準的信料金が55-65ドルくりいですー

どこかの国のレジャ ライフと大遭いです.日本で

は どうしてレジャーライフにあん与にたくさん金

がかかるのか不思議でなりまぜん。昨年、伊豆の浜

辺でこん伝会話を耳にしました.rJ年間しっかり

時金してここに家篠掠行に来ているんだから、し勺

かの楽しま信きゃ !Joこのセリフが アメリカに

いると妙に悲しく聞こえてタりませんa

アメリカ人は レクリエーションは基本的な権利

のつであり、身体的にも 精神的にも健康維持に

不可欠のものである(見方を費えると、病気に対し

て予防的、治療的信働きをする}という信急を終っ

ているように思えてとZりません。こうした 遣の信

念が レγャ←ライフの基盤整備に大いに反映され

ているようです固

前略

行本をIII発して平や2か月が過ぎました.セラ

ピュ ティ yク レクリエ ンヨ Mの研究・研修の

11的で旅vちましたが最初の 1か月は とにもか

くにも自分たろの宇治を伝んとか軌道に乗せること

で精ー停でした。研究以前に った伝い英語力で家

さかし 阜の情人 f供たちの学絞の手続き等々に

追われ さりに 2週間〈勺い時差ボケで本調子か出

ずといった共介でした。一方子供連は現地t学校に

すく通比し 毎日が喝しくてたまら伝い様子です。

というのも おやつや小さ伝ペッ卜(カメ伝ど)は

nillに持って来て良いし 20人前後の小人数クラス

で自由に伸び伸び守れるかりのようですa それに

周閥の子供連が本当に親切なのには鴛かされます。

家は大学のす〈隣で!研究宅までs分で行けると

ころです。運良くー戸建ての貸し家が売っかη、し

かも裏庭が広くて 政問坪く勺いはあηそうです.

大家さんの了解を得て家庭菜闘を芝宅の中にっく

り野菜を育てています.この裏庭にリスゃうさぎ

カ ヂ4ナルという実っ赤信烏プルーパ ド伝ど

がたくさんやってきます。先日は この裏庭いっぱ

いにホタルが無散に乱舞し 憶かされました。庭が

広い分芝刈lの、稲本の手入れ伝どは大変位仕事で

すが H本では絶対に経験でき伝い生活体験を大い

に楽しむ積もりでいます.プルペリー プドウ

りんごの収纏を楽しみにしていたのですが 先日の

サノダ スト ムで、裏庭のりんごの大木2本が嵐

で建ぎ倒されてしまいました.自然がいっぱいと

いっても すべてがH本と比較すると強烈です，こ

のサンダスト ムでは親指大の氷が空かり降っ

てきた句 ものすごい突風が吹き荒れ あちこちの

大木が倒されました。陽射しの強さも予想外で、事

を運転するときや外で活動するときはサノグラスが

必術品です。スキ♂周のサノグラスが役にたってい

ます。

家具類は、か伝りのものをヤードセール(ガレー

ジセール)て仕入れました。信じりれはい安い値段

で、中台の家具が家具類が手に入ηますe 土曜日の

学会員だより

4.役員選出内規改正について

「学会ニュースJNo .53に掲載された新規約が承認されま Lた。

5.年度会賛の徴収について

規約第8条に基づき、未納者については、 3年間<1995年まで)の猶予

期闘を置き、サービスを停止する。

〈第4回〉

包 時 1992年9月25日 16:15-19 却

場所明治大学和泉校舎

出席者浅回前野黒図鈴木枯松岡下村

鈴木秀山市坂口梅樟深山

議題 1 学術登録の研究浬絡委員会は、

「体育学」

2 総会へ向けて

3 規約改正

4 その他

〈第5囲}

日時 19刷年2月9日(土)14: 05-15: 55 

場所オリンピック記念青少年総合センター

出席者浅図前野高橋黒田杉尾鈴木秀

下村師閥復口梅埠深山

議題 1 事務局移転

2 臨時総会

3 その他

1993年度常任理事会報告

{第1回〉
日時 199，年4月10臼(土)17: 45-19: 35 

場所明治大学狗泉校舎

出席者浅図前野黒国松崎永崎下村

師岡梅津金子権最農業山

属鹿題 1 学会大会

2 会員動静

3 その他

(第2固}

日時 199，年6月5日(土)18:00-20:05 

犠所明治大学和泉校舎

出席者浅図前野黒国松図松浦楠井

鈴木秀復口野村梅津梅議深山

議題 1 学術畳録

2 学会大会

3 会員動静

4 規約改正

{第3固〉

日時 1993年9月4日(士)18:05-20:45 

繍所明治大学和泉腔舎

出席者浅回前野黒固山市杉尾総浦

油井鈴木秀野村梅津梅海深山

議題 1 学会大会

2 銀U約改正

3 次期大会

4 会員動静

5 その他

-208一
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日本レジャー・レクリエーション学会第 23回大会総会報告

第 23回学会総会は 1993年 10月17日(日)に埼玉大学で開催されま Lた。

1 日本学術会議会員登録について

2. 1992年度事業について
第盟国学会大会開催 1992年 11月7日〈土)8日(日)立教大学後

・機閲覧の発市「レジ+ー レクリエーション研究」第担号、 24号、 26号

・会報「学会ニ A ースJNo50、No51
・学会大会案内の作成

月例研究会の開催「レジ+ の本質J1月、 3月

組織の拡充会員町名僧

会議

臨時総会 1992年6月7日明省大学於

密事会

常任理事会 9囲

網則検討委員会 5回

編集委員会 5田

3. 1992年度決算(1992年4月1日-199，判月 31日)

般会計 (単位向〕 特別会計

| 吸入 I 収 入

| 科 目 | 予 算 ! 決算| 市m噛亙. .瓦玩寸 蕊E

lj  B3 官 巾す号年度会費削刷 I 1細 川 型」ム-旦型 1由民
過年度会R: 200，000 I 鎚5.000I 合 計 2.132.5121 2.118.037I 
入会 金 20.0ω27.000I !ι  ! 

広告.; 細川 え

預金利子 9.0剛 13.446i 即眠. 1.8∞ω01 927刷
合計 3.108.8131 3剛山函つ 』 償費 2印醐 1&4.562

I予・・・ 飽5¥21
支出 I .. ..金-I U)(16.~7市

町型空 .200.0剛 ~60.6~ I 合計! 2.132.5121 2.118.037 i 
送信Iti 300.0附 211.430 I 
事'野周 ~.I 唱醐 14.016 ' 醐金 276.318内叶雌.475阿 =1.2泊四3同

事~.，温営費 ""∞o i 240∞01 

15;議11!l
会...'ゆO.OOO! 119.397 
符別会計1.3団側01 1却0.000
大会a助町 捌刷 l ぉ212
予備 軍 2偲 8131 132.251 
・..金 276.3沼!

し主計 3.1剛山 I 3醐四 1

敬具



第24回学会大会開催について

第24回学会大会は、妬殖大学北海道短期大学(北海道深川市)において、 1994年9月

10日(土)-11日(日)の2日間開催されます。

学会大会事務局は、次のとおりです

〒014 北海道深川市メム 4558
信殖大学北海道短期大学

第24回日本レクャーーレクリエ -Y3ン学会大会事務局

鈴木文明研究室気付

包 01642(3)4111 Fax. 01642 (3) 4411 

研究発表の申込み
1 発表申込み方法

ハガキに演題、所属、氏名(共同研究、個人研究の区別入住所、電話番号をご1，"入の
上、 s月31B (;k.)迄に、下記のところに右取込み下さい。所定の原諸用紙を送付致

します。発表原稿の締切は7月31白[目)です。

2 申込み先{術事事局)

〒 186 東京都国立市青柳谷川上620
東京女子体育大学

松浦三代子レクリエ シヨン研究室気付

TEL 0425(72)4131 

〈臨 時総会〉
月 回 19例年3月21日(日〉

場所明治大学和泉校舎第一会議室

印刷年度月例研究会総括 13時-15時

21世紀に向けてのレジャーの価値

一展望と課題一

総 会 15時 10分-16時 30分

《会員の動静}
入会者

氏名所 属

松本秀夫東海大学海洋学部 、

吉川政夫東海大学体育学部社会体育学科

森本勝則金沢総合科学専門学校

松岡宏高大匝体育大学大学院

永井 信大阪体育大学大学院

倹山一郎京都教育大学

畳間直香鍵巻温泉病院

安 昌圭中京大学体育学研究科

山口和男森林レクリエー γ ョン コンサルタン卜

西原隆一横浜市障害者スポ ツ文化センター

氏名所 属

小泉勇次郎神戸 YMCA学院専門学校

渡会由美(財)余隈聞漣センター

三宅孝聞大匝府立大学

杉本 文

中西 純国際武道大学

古雛建一大分大学教育学部

大平 溢浜松短期大学

南 英樹筑波大学大学院

飯田義明筑波大学大学院
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1994年7月一一 叫ー…
蛍企三「ーヌ 日本レジャー・レクリヱーション学会

回』週、ーーー白晶 ，、 (Japan SoClety of Lelsure and Recrsation Studies) 

発行人鈴木秀雄 傷集広報委員会

，務局 〒186 東京都国立市青柳谷川上田畑
東京女子体育大学レタリエ h シ研究室内

電 話 0425-12-4136 

No.55 ~為管制回一問問唯25-12-4136

刷川川 剛削川山剛叩 閥闘 世抑制問刷附情"闘闘"附U闘 l帥問附 1111111111111 剛剛山剛山閣剛 陥鵬網目則剛叩開 削闘 illllU則"闘 附剛

会長に再び推挙されて

本学会は創設以来、来年で四半世紀、それ以前の

研究会懇談会の時代を加えると 32周年を迎える

ことになりました。

20世紀前半は物理学、後半は生物掌、そして 21
世紀は，C;岨科学の時代といわれていますが、世界は

益々不透明、これに呼応するかのように若者め聞で

は「自分探しH自分育て」といった言葉が飛びかい

乍らも、自己のアイデンティティをみつけることが

出来ない状況にあります。それもそのはず、これを

発見するのは到底「自己jだけでは出来ないので

あ勺て対他〈社会〉闇係の中での体験を還して知る

しか仕方のないものだからです。わたくし遠のLei

，ureやR"陀 atlonのあり方、生き方、考え方もま

さにこれと納を一つにしていると患います。

ふり返って本学会の内実に目を向けますと、現

在、名目会員は 100名近いのに会費納入者は、その

約半数。学会は会費によ勺て賄われている研究者集

団ですから、これでは~障やっていけないことにな
ります。

理事長に推されて

本学会は、前身の研究会時代を含めると本年で担

年目。いよいよ明年は学会として発足してお周年

にあたります。内外共にレジャ レクリエ νョ

ンに対する環境も意描も変化し、例えばレジャ の

三機能の器にどのよう江レクリェーショノが料理

(文化、活動ヘ現象、流行等)として盛り付けられる

のか、また、その器の中にある料理はどう社会や個

人に影響を与え、逆に料理はどう偶人や社会の動向

(曙好)により変化していくのか芯ど e 、時代の涜

れと共にレシ+ーーレクリエーションがかつて経験した

ことのない速度で多様化するはか、学会の果たす役

割もまた多様化せざるを得ないといえるでしょう。

会員のみならず、多方面から期待される学会へと

脱皮すべき時代に、理事長に推され責任の重大きを

会長浅田隆夫

会員の整理をすると共に新会員を募ること、機関

誌や月例会、大会時の発表、プロジ z クト研究等々

により会員の研究活動を活性化し、"カある会員の

ための学会にすることが必要です。それにはまず、

役職者(理事)が率先して膨れた研究業績を機閣誌

に世稿することが望まれます。

また、 つのよいチャンスとして、来年度の学会

25周年を目標に初年聞の「歩みを回顧」し、これを

倹討することによって、 rL/R学会」のさらなる発

展と槍築 (例札IR学の方法Jの出版怠ど〉 を

試みるとい勺た共同労作を世に問うことも考えられ

ます。

とにかく、役員の方は「仕事師人理事会」として

与えられた業費分隼をしっかりや勺て頂くと共に自

己研績を、そして、「従視始」をモット に、職務遂

行に向けて自らそのモデリングをお踊いしたいと思

います。特に、 rL/R研究者」は、それをこそ喜び

とする「喜び上手なA間」になってほしいと思う、

今包この頃です。

鈴木秀雄(関東学院大学教授)

痛感しております。浅学非才の身にと勺て、その責

任の重さに耐え、学会の重要な活動を支えられる力

置があるかを問われるとき、その自置の言葉を探す

ことの努力さえ必要伝状況でもあります。しかし会

員諸民の学会活動への積極的な関わりをえて、諸事

誠意をもって、努力することにより道は聞けて来る

ものと確信しています。

.学会大会の充実嗣と・研究話の質的向上"をすす

め、新たな会員の嫡り起こしを忘れることなく、微

力でありますが全力を投じてその任を果たし、学会

の発展に寄与できましたらと願っております。

会員皆機の御支援と御協力をお厭い申し上げ、普

織の御活躍と御健勝をお祈りしつつ、ご挨拶と致し

ます。

学会員だより

労働の価値を過大評価する社会の危険性
1. Huizinga由 20世紀観を参考にしてー

杉浦 恭 革盛大学大学院博士課程教育学研究科

ライデン大学文学部歴史学科留学中

である。そして、科学後衡が新しいものを生み、

人々の生活を豊かにしてくれると決めつけた。その

ため、人文社会系の分野は軽視され、特に古典など

は価値のないものと判断された。物を待つことと、

新しいものへ執着した社会i弘人聞を主体性のない

ロポットにしてしまったのである。

また、ナチス1<プロテスタンテイズムの労働観を

都合よく利用し、労働=善、遂ぴ=悪としたのであ

る。このような労働の価値を全面に伸しだした社会

の中で、次第に人々は自ら考え、判断することを忘

れてしまゥた。極圏オランダを侵略された Huizi

nga は、こうした状況を目の当たりにした。

遊びとは、気滑らし、繰楽だけでなく、自由な雰囲気

のもとで行程われる全ての精神的活動、身体的活動、

創作活動を含む。それは、読書であり、思想ー哲学を自

由に議論することであり、感情を表現した芸術であ

り、体力を高めるスポーッであったりする。こつした活

動を自由時間の中で遊びとして行なうことが、人々に

創造力を養江わせ、倫理感を身につけさせる。延いて

は社会全体の文化の向上につながる、と彼は考えた。

労働の価値を過大喪価したナチスの作り出した文

化は、結果的に見て貧困であると言わざるを得な

い、と Huizingaは結論した。

また、「文化は遊びの中に生まれる勺と述べ、物

質的利害の及ばない日常生活とは別の空間で、積極

的に避ぴに取り組むことが、文化の形成に重要でお

ると雰えたのである。

この様に Huizingaは、人類"歴史を通じて、遊

びの重要性を説いた。後の亡き今、現状のコンテキ

ストに照らして考えると、遊びはレジャ←の湯で実

援する、ということになろうか。レジャ 活動の中

で、創造力、判断力、教養を身につけるのである。

幸い、レジャ 活動選好の将来について、日本人

は積極的な梅えをもっている九創作活動、けいこご

と、スポーツといづた領域が関心を集めているので

ある。生涯生活時聞の三割にも怠ろうとしている余

暇を、いかに有怠義に、生きがいの時間とLてデザ

インできるかが、これからの課題となるだろう。

rGeniet u van uw vakantie? J 
こんな会話が、乙こオランダの避暑地でよく聞か

れる。「パカンスを楽しんでいますか?Jという意味

らしい。

湖畔を見捜せば、ジョギングをする者、簡易ベッド

で議奮をする者、なにやら集まって歌を歌ゥている

者逮とい勺た具合でそれぞれが、それぞれのスタイル

で余暇を楽しんでいる。これが全てというわけではな

いが、どうもオランダ人のパカンスは、日本人とはち

がう聞象を受けた. 日本人1<，余騒の過ごし方を自

分でデザインすることが、不得意なのではないだろう

か。最も楽しいはずである余暇を、日本人は何敏、自

分でデザインすることができ江いのだろうか。

その理由のひとつは、労働の価値を過大評価する

社会にあると層、う。物質的豊かさへの執着、進歩し

たものがよいものであるという固定観念、働くこと

の価値に対する絶対的な評価いこれらは労働第}主

畿を支えている。

ニつ目に、新しいものが、よいものであるという

考え方は、過去をふり返ろっとし江くなる傾向をも

っ。科学の進歩は、確かに人聞の生活を便利にした。

しかし、進歩の様念を、そのまま人文社会の分野に

あてはめることはできない。 Huizingaも「だいた

いにおいて、進歩という概念は、人文社会において

は、あやふやであるりと途べている。

三つ目に、過信とでも言わざるを得ない、労働に

対する絶対的な評価という問題がある。労働は、人

聞に与えられた天賦の職であり、働くことが、仰の

宜主に報いる手段であるという認識が人々にみられ

る。また、労働は、社会に貢献しているというポジ

ティヴな要素が頭から離れない。それ故、遊びは怠

惰であり、悪であるという考えが生じてしまう。

労働の分業化、細分化が進んだ今、その形態は、

単調化、部分化し、豊け身の性格が強くなった。自

分で計画し、創り上げる喜びを得ることが難しい状

況では、全体を身透す力が低下し、倉造力、判断力

が誠返する可機性が生じる。

労働のみに心を奪われ、受け身の姿勢が強い人

は、余暇の過ごし方を自らデザインする能力が低下

するのではないかという気がする。

以上の内容"，掻端江例ではあるが、ナチスの支

配した社会によく似ている。

1930年代、ナチスは国力増強のため、園長を労働

に専念させた。物質的な豊かさに憧れていた国民

を、労働こそが、 Tohaveにつ江がると洗脳したの

注

III ホイジ yガ「文化史の課題」里見元一郎訳

東海大学出版会

121 ホイジンガ「ホモ ルーデンスj高橋英夫訳

中公文庫

131 松田義幸「現代余曜の社会学」誠文堂新光社

第24回学会大会開催要項

期日 1994年9月10日(土)・ 11(日)

場 所 . 拓殖大学北海道短期大学

大会テーマ

北海道深川市メム 4558 電話 01642-3 -4111 

r21世紀を迎えるレジャー・レクリエーション環境」

一北海道の自然と生活文化に学ぶー

.9月10日(土)

10: 00 全国理事会

12 ∞ 受付開始

13: 00 基調講演

r21世紀に向けてのライフスタイルを展望する」

20世紀白社会を総括して

講師鷲田小南太氏札幌大学教授

14: 15 シンポジウム

テーマ 「北海道の自然・生活文化とレジャー レクリヱーションJ

北海道は我が国でも最も豊かな自然潰墳と活動実績を有したレシャ

レクリエーシヲン巴先進地域である。そこで北海道の自然や歴史 文 化と レ

ジャ ・レクリエ ション活動と四関わりに関する議論を通して、 21世紀

におけるレジャー・レクリエーションの在り方を考える。

話題提供

1)[北梅道の民衆白生活と文化に学ぶ」

森山軍次郎専修大学北海道短期大学教授

2) r北海道の豊かな自然白利用と管理」

生方秀紀北海道教育大学教授

3) [北海道における産業構造の変化とレジャー・レクリエ ション対応J

下川哲央北海道銀行情報調査室

4) [アイヌ白遊び、祭りと北海道の自然」

魚井一由旭川市立博物館職員

司会寺島善一(学会常任理事・明治大学教侵)

17 : 30 懇親会

-2ω 



.9月11日(日)

8 : 30 受付開始

9 : 00 研究発表

13: 15 総 会

14: 30 公開講座・・地域へ情報を提供いたします。学会員の皆織もご参加下さい。

テーマ 「遊びとまちづくり」

1) r豊かな遊びの場づくり」

講師前野淳郎(学会副会長・スベースコンサルタン卜)

2) r棄しみながら、まちづくり」

講師宮下桂治(学会常任理事・順天堂大学教授)

司会永崎正信(学会理事・東京農業大学教授〉

16: 30 終了

口第 24回学会大会参加への連絡

第 24回学会大会開催に当たり、大会及び懇親会参加に関する連絡閣はがきをこの学

会ニュースとともにお届けしま Lたので、大会準備を進めていく都合上できるだけ早く

ご返信下さい。c7月初日必着するようご投函下さい。)

大会へご参加のご連絡を頂いた方には、交通機関・宿泊等に関する資料を送付致しま

す。

口第 24回学会大会開催地略図

日本レジャー・レクリエーション学会 1994"'1995年度役員

役厳正名 所 贋

会長浅田隆夫(目白学園)

副会長 前野淳郎(スペスコンサルタンツ)

M 木下茂徳(日本大学)

M 秋 吉嘉 lii (福岡教育大学)

M 高橋和敏(東海大学)

m 黒田信寛(明治大学)

顧問 E 橋慎四郎

監事 鈴木祐一(東京宜子体育大学}

H 越智三王〈東海大学)

理事長 鈴木秀雄(関東学院大学)

常圧要撃事絵図義言語〈筑故大学)

" 寺島善一{明治大学)
H 鈴木文明(冊大同t同短期時)

M 油井正昭〈千葉大学)

w 下村膨男(東京大学)

H 杉尾邦江{醐プレ γ ク研究所)

N 松浦三代子(東京女子体育大学)

M 苦賀健治〈東京家政学院大学)

n 宮下笹治〈順天堂大学)

H 石 井 允(立教大学)

H 師岡文男(上智大学)

M 坂口正治(東洋大学女子短期大学)

-会員の動向
入会者

飯 回明

松下のぞみ

若村健 一

白井義男

島 健

中山正吉

五十嵐幸一

佐藤朝代

寺蝿文代

退会 者

木下晴 雄

所廃

東京体育専門学校

聖和大学

道都大学

西東京科学大学

上智大学

島媛大学教育学部

いわき明星大学

けやの森学園

北多摩高等学校

千葉大学園芸学SI!

(敬岬略。順不同)

役職正名 所属

盟事守能信次(中京大学}

中島豊雄(名古屋大学)

H 塚本圭 (蕪英女子短期大学〕

H 原国家彦(大阪体育大学)

M 秋吉嘉範(福岡教育大学)

M 白木静枝(中村学園大学)

H 西野 仁〈東海大学〉

H 永崎正信〈東京虚業大学)
w 山市 孟(埼玉大学)

" 梅津jJ!J子〈女子聖学院短期大学)

H 飯図 稔(筑波大学〕

H 深山平穏子(聖学後大学〕

草学事長 大議雅子〈東京女子体育大学7

副幹事長野村一路(日本神育大学}

M 侮樟佳子〈湘南国際短期大学)

幹事 金子和正(東京家政学院大学)

H 西国俊夫〈滋徳短期大学)

H 杉浦俊之(東京体育専門学校)

H 飯自 明〈東京体育専門学校)
w 嵯峨 寿(筑波大学)

H 荒井啓子〈武厳野短鋼大学〉

" 浪鍾 喜(帝京大学)

推薦者

鈴木秀雄

浅田隆夫

志村邦議
今井製

浅田隆夫

平井章

上野直紀
松浦三代子

松浦三代子

(平成 6.3.27示認)

(平成 6・6.11承認)

第 24回日本レジャー・レクリヱーション学会発表演題

l 夜間学生の余曜摩識について

繍 ai台 (名古屋文化学園保育専門学綾〉

2 沖縄におげるリゾート開発の一考察

O小泉轟次郎 {神戸γMCA掌院専門学校}

鈴木由美 〈神戸 YMCA学院専門学綬}

3. r地閣づくりJプログラムについての研究 (2)
塚本建一 (大阪線美女子置期大学〉

4 大学におけるレジ守 教育・生涯スポーッとし

てのヨヅト

O上野直紀 (いわき明星大学)

五十嵐孝一 (いわき明星大学)

鈴木秀緩 (関東学院大学}
5 民間スポーツクラプにおけるプログラムサーピ

スの進化ー特に off-siteプログラムとしての

イベントに注目して

O原由家信審 〈大阪体育大学)

総永敬子 〈スポーツ産業特1I1J.座研究員〉

6. ..ラピs ティックレクリエ←ションの視点か

らみた社会福祉施設支緩
ディホームのプログラムサービスについて

O飯図明 (東京体育専門学校〉

鈴木秀雄 {関東隼院大学)
7 陣害者スポーッ施設喰蝿のレクリエーゾヨン認

識に聞する僻究

野村一路 (日本体育大学)

8 縛同の智異山国立公園における公園政策の変遷

について

O鎗泰東〈千藁大学)

'"井正昭 〈千3医大学)
9. A規模公園における利用状況の調査}j法に闘す

る研究

栗図和弥 〈東京民業大学}

10 国民体育大会の意義と役割に闘する研究

特に沖縄、京都、東四国国体における地域住

民の窓識の比鮫について

0長積仁 (大阪体育大学研究員}

原因宗彦 (大阪体育大学)

鴨居 嘗 (大阪リゾート&スポーツ専門学後)

11 サッカー〈じ導入の功罪に聞する一考察

山飼支男 {大谷女子大学)

12.太学生のレジ+ースポーツ行動の参加動機に聞

する研究
定期的書加者と不定期怠加者との比絞

酋図俊夫 (淑徳短期大学〉

.会計よりお知らせ

1 年度会費[￥5.000)納入の郵便伝書番号が

001団 3一蹴2353に変りました。

2 第24回大会参加者は大会参加費〔￥4.000)、懇

貌会番参加者(￥5.0曲)、 11自のお弁当(￥1凹0)
を注文する人は年度会費納入時に一括して鍍込

まれますようお願いいたします。

-常任理事会報告

〈第 1圃〉
日時 1田4隼4月16日〈土)j4: 00-16 田

嶋所 明治大学狗泉校舎研究練会議室
出席者浅園、鈴木(秀〉、前野、黒田、松図、寺島、

杉尾、芳賀、下村、窓口、松浦、

監事 ・越智

幹事 ・大溝、野村、金子、杉浦、荒井、

審議事項
1 常任理事について

理事の中から常任理事12名が決定した。また、理

事の役割分担により専門委員会の織成が決まり、専

門垂員会委員長逮捕会議を設けた。

2 副会長の担当制について

5名の副会長の役割担当が決定した。

3 斡事の選置について

.事9名とその役割分担が決定した。

4 事業計画について

25周年記念事業特別委員会を設置し、記念事業の

検討を行うζとにな雪た。

5 学会ニsースの発刊について

6 事護局開設日時について

? 郵便振省、電話、 FAX等の変更について

8 第四回学会大会について

-事務局移転

平成6竿4月18から事務局が f東京女子体育大

学レクリエ♂ション研究室内jへ移転いたしまし

た。

住ヨ所、賃話番号、 FAX番号等は下記のとおりで

すので、事事局との違絡にご宙意下さい。郵便振醤

番号も賓更になりましたので「会計よりお知らせ」

の記事をご覧下さい.

13 白山源三郎三隅達郎にみる日本における初期

のレクリエ νョン観岡梨学院大学でのイン

タピ a ー(1980年1月138)を中心に

O鈴木秀雄 (聞東学模大学)

矢川徹子 (東洋大学短期大学)

石井克 (立敏大学)

野間口実敏 (東溜大学}

榎ロ正治 (東浮大学短期大学)

14 高a信者のQOLIこ対する余暇活動参加の影響

佐車事由美 (繍薗女子短期大学)

15 キャンプと健康(第4報)

川村協平 (山製大学敏育学害事)

16.野外前動における子どもの健康状態の評価

正武家重治 {札幌市立上野観東小学綬}

17 幼児の「臼然一臼由あそびjの教例化に閲する
試み 特に教材化とその悩値の決め手の問題を

巡って

佐蔵朝代 {けやの轟学園}

18.キャンプにおけるボランティア指容者の研究

東京 YMCAキャンプリ ダの調賓から

杉内伸生 〈東京YMCA野外敏育研究所)

19 女性の「ライフスタイル」と学習怠識との関係

特に M短火卒業'十についてー

0椙 良子 (予告沼山学院大学}

浅困隆灸 (目白学園)

20. !J.性の学習行動の鍵峨と課題

学押内務の比較から

O策弁啓子 〈武蔵野短期大学)

浅図隆夫 (目白学自慢)

2Lr学習のタイプjからみたk性の'+き}jについて

O総爾三代子 (東京女子体育大学}

浅図隆夫 (目白学園}

22 生w学習の恵識に聞する 考察
「家族の収入jとfライフコ スjを'1'心に

O寺嶋宜代 (郡立北多摩高校)

小西啓子 (竹早綾員養底所}

浅田隆夫 (目白学園)

泊中高年者の日常行動における快不快の産識

0阿部信憾 (日本大学)

湾村旬(日本大学)
24. ESM訟を用いたファミリ レジャ 行動Ilf

突の試み

西野仁(東海大学)

なお、お手数ですが娠省周紙の通信慣に記載

された項目をOでお囲み〈ださい。

3 年度会費の徴収について

規約第8条に基づき、未納者については、 3
2手聞の猶予期間を置き、会員サービスを停止す

る。

〈第2固〉
日時 1994年6月11日〈土)15 叩 -18:00
場所 明治大学和泉校舎第2会議室

出腐者浅図、鈴木(秀)、石井、坂口、下村、杉尾、

寺島、芳賀、松潟、宮下、池井

勝事大君臨、金子、荒井

審議事項

l 第24回学会大会について

学会大会開催に対する組織運営、基調講演、シ

ンポジウム、公開謙虚等に関して検討を行った。

学金大会発表申込演題の 24題が了示された。

学会大会参加費は羽田円と決定した。

2 学会ニユユースの発刊について

学会ニ A ース 55号の発行内容を審議した。

3 会員の入選会について

4 日本レクリエーシ書ン悔会からの悔力依頼につ

いて
第48回全国レクリヱーシ，ン大会開催に当たり

協力依頼があり了承した。

芯お、事務局開設日と開設時間についてもご注意

下さい。

事務局住所 〒 186東京都圏立市膏柳谷川上620
東京女子体育大学レクリエ ション

研究室内

電話・ FAX 0425ト72.4136
事務局閣設日月火木・金

各曜日 13:00-17帥

-210一
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いま、われわれを促すもの

四半世紀の節目に当って

本学会は、研究会時代の6年と研究懇談会時代の

1年を加えると、 32年の歴史をもっ。私は、昭和139
年3月の研究懇談会発足当初よりメンパー (20人〉
の 1人として参画させて頂いたが、まさに「光陰矢

の如く、学成り難し」の感が深い。

本A学会は、いま多くの問題を抱えているが、ここ

では紙面の関係上、履近の二つの出来事と関連し、

かっ、研究トのことに限って触れることにした。

I 今日、世界は冷戦の終結によって国際間も園

内の地域問、また組織(団体)聞においても問題が

多様化し、分裂傾向の強い聞係が創出されつつある。

そして、これらの影響を受けて社会科学ゃ人文科学

における研究内容・方法にも大きな変化がみられ

る。

このような状況に鑑み、地犠を中心に理論の絹築

を計るべきだとする考え方と、否、それよりもこれ

までの考え方を広範囲に聞いなおし、さらに検討す

べきだとする考え方とがある。前者は、いわば「小

さな物語jを、後者は、「大きな物語」を発掘しよ

うとの動きとはる。また、この両者に閤L、をもち

「ミクロjと「マクロjの鎗合を意図しようとの考

え方もある。 LlR研究においてもまた、これと同

会長浅田隆夫

じことがいえる。

E 今回の阪神大震えが、私達に与えたものは、

館日こ、いかに高度に発展した文明の利器も灰織に

帰してしまったあの惨状を、私謹が目の辺りにした

時、文明のはか江さに改めて驚樗させられたこと。

篠山之、私達が f生きる」ということは「助け合い

をする」ということであり、当然、そこにはおのず

から文化が生まれることになるわけだが、このこと

に着目すれば、私達がいま必要伝「もの」こそが文

化といえるものであり、また、生き残った人の生活

のしかたやスタイルこそが文化というべきものであ

るということ、そして、生活に必要のないものは、

むしろ遺産といった方がよいのではないかというこ

と。第31こ、文化の対概念は自然だから、新しい都

市の再建に当っては、自分の住む自然環境のあるべ

き姿を創造し、これを社会システムとして構築すべ

きだといつこと。第4に、 ζのためには下からのポ

ランタリズムに支えられたネットワ F クづくりによ

り新しい文化の再生へ向けて継続的な努力が望まれ

るということ(生協膚動が歳初に起ったのも阪神間

であ勺た) などであった。 LlR文化に対する

あり方や考え方も今回の大震災に学ぶところが多い。

第25回学会大会(記念大会)

平成7年9月四日(七)- 9月24日(日)

関東学院大学法学部(小田原校地〉

住所神奈川県小悶原市荻窪 II臼 2 

交 通 東海道新鈴娘、東海道線、小田急線の小田原駅から徒歩前日分、

タクンー的8分

5月末日締切

6月末日締切

b)実白線告の発表提出要領および大会号の掲載方法について

・研究発表と同じ様式に従う。学会指定の原詩周紙 (40字x40行 1ぺージ.1.600字)にて見開き

1主主主主g 図版 写真等の高官E可雇壱す。

・第25回大会発表論文集は、第一部研究報告、第-'$実践報告の願に掲貌する。
c)発表の時間待

'1日目 (9/23、1曜日・祝日〉、 2日付 (9/24、日曜日)両日にわたり研究発表と実践報告を
並行して行っ。

d)発表内容

-レ γ ャー・レクリヱーションtこ間速した内容の中で、特に実践と関わる内容の事項。実厳に至る経

線、実践者の意見、現状と課題、活動向容の目的、特破、参加者への影曹包ど、幅広い領域の実践

例を報告する湯を設ける。内容については、発表者の裁量に委ねる。

・なるべく、スライド、ビデオ、回目販江どの資料を使用すること。

・発表の方法について不慣れt.発表者については、備々の発表内容に応じて円滑に発表できるよう、

編集委員会がパックアップする。

e)発表までの日程

研究発表、実践報告とも下記の日程で作業を進めます。

5月末日 研究発表、実蟻報告申し込み締切。

6月末日 研究発表、実践報告完成原稿提出締切。
f)実践報告の傾犠

下記は、実践報告の発表内容の領域の参考

例です。下記以外の傾場でも、レジャー・レ

クリエーゾヨンに関わる内容ならば受け付け

ます。

1 実施機関別

T)大学における実睦例

・学外実習の最近の傾向

・大学設置基準大綱化に伴った太守改革

がそ学外実現へ与える影響について

・特色のある学外/学内のレク・プログ
ラム，tc

イ)専門学佼における実践例

・資格について

・学内外の実習の実施状況について""
ウ)地域における実践例

・特色のある活動内容等

・まちづくり実践におけるレク・プログ
ラム

・地犠活動におけるレク企画の実践

.地犠におけるレク組織の運営

・イベントにおける広報等の特色ある集

客方法

・イベントにおけるポラ yティアの活用

について，tc

エ〉医療・福祖機関における実践例

・高働社会に対応したレクリエーゾヨ J

の実践例

・老人ホーム、特別養護老人ホーム伝ど

における実践例

・介護福他士、ソシアルワーカ の実践

例

・リハビリセンタ におけるレクの実睦

例，tc

オ)小・中学佼・高校におげる実臨例

・各学校における野外教育・野外活動

・特色おる学校行事の実践例，tι

カ)民間および公共のレク・スポーツ・健

康施設における実筏

・大都市における事例

・農山村地績における事例"，

・自治体のレクリエ ション諌の事例

キ)環境、緑地、造園関係の実践、施工例

・特色あるレジャ ・レクリヱ← Y ヨン

空聞の事例

・環績教育の実践例

・今後のレクリエーゾヨン空間づくりの

トレンド"，

ク)実技指導発表(発表会場体育館)

・ゲ ム、ソ y グ、ダンスの実銭指導

・新しいレクリヱーションプログラムの

指導例 etc

.理事会報告

日時 1994年9月108(土)11:00-12 凹

場所拓殖大学北海道短期大学

出席者浅田、鈴木(秀)、秋吉、黒田、前野、

石井、坂口、下村、鈴木〈文}、寺島、

松浦、松田、宮下、師岡、塚本、中島、

永嶋、西野、原因〈宗〉

監事 鍵智

事惨事 大蔵、飯図(明)、金子、杉浦、

西閥、野村、荒井

I 報告事項

1)役員選出の結果について

第25回学会大会のプログラムと発表方法

三三研究と実践の融合化をめざす学会に三三

.大会プログラム
車 1日 9月23日(土)

午前中 研究尭表、実践報告、理事会等(尭表題敢により時間決定)

13，00 己昔講演浅田陸夫学会長

14，00 基調講演

15: 00 '/;/ポジウム

18，00 懇 親 会

第 28 月24日(日)

午前・午後ともに研究尭表、実践報告

園第25回学会大会開催地略図
(関東学院大学小回原校舎)

季開 ，JR.J岡崎 3両者像叙妻買司胃
網"

《変温情欄〉

-大会発表の方法
本年度の学会大会は、第四回記念大会という趣旨から従来の研究発表に実践報告を加えで研究と実臨の

融合化をはかり、さらに幅広く学会員の研究交流を促進する。

111 発表匙式 1 研究発表

2 実践報告(新規〉

間研究発表の視要

a)従来週りの原論提出要領に従う。発表者は学会会員に綴定する。

学会指定の原稿用紙 (40字x40行.1ページ.1，600字)にて見開き 2枚または 4枚とする。これ

を亘函l"to事吾註編集委員会の了解を得てください。

(31 実殴報告の相要

a)発表者

・発表者は原則として学会会員に限定するカヘ特に常任理事会が認めた揖合にはこの限りではない。

.圭旦旦ェ亜主主主主主堕望豊旦.1.2旦霊童空主主主£

印刷-95年度役員が報告された。

2)1田3年度事業報告について

19ゆ3年度事業報告が了承された。

3) 1993年度決算報告について

1田旧年度決算報告及び、魁智監事より会計監

査報告が行われ了承された。

4)第25回学会大会開催地 日程について

第25回学会大会は、 1995年 9月23日(土)・

24日〈日)に関東学院大学法学部小関原校舎に

おいて開催することが報告され、記念大会とす

ることが了承された。

5)郵便振替番号の変更について

学会の郵便振替番号が、 00150-3-602353
に変更された報告があった。

6)その他

事新入会員の報告

市特別委員会設置の報告

各委員会委員長を中心に掌会の機々な課題を

検討する特湾委員会設置の報告があった。委員

長は鈴木理事長、副委員長は寺島常任理事があ

たる。

*名誉会員の三隅達郎氏が6月5日に逝去され

た報告があった。

事九州支部からの活動報告があった。

E 審櫨，項

1) 199叫年度事業計画(案}について

19倒年度事業計画案を審議した。

2)1994年度予算(案)について

これまでの「特別会計jを「般会計jに組

み込んで立案した予算(案)を審議した。

3)役員候補者選考委員会設置について

内線により役員候補者選考委員会め設置を審

議し、 7名の委員を選ぴ、委員長を黒田副会長

とする原案を決定した。

4)第24回総会の次第について

第24回総会次第を審議し決定した。

日本レジャー・レクリエーション学会

第24回総会
日時 1994年9月118(日)13時15分-14時15分
場所妬殖大学北海道短期大学

I 会長 按拶

E 議長および議事録署名メ選出

孤報告事項

1)役員選出の結果について

2)1993年度事業報告について

3)1993年度決算報告について

亀〉郵便複轡口座変更について

5)各委員会活動報告

6)第四回学会大会開催地・日程について

内
〆
u

7 ) そ の 他

府審議事項

1)1994年度事業計画(案)

2)19担年度予算(寮)

3)役員候補者選考委員会設置について

41そ の 他

• 1993年度事業報告
I 事業

j)第四国学会大会開催

期日 1993年10月16日〈十)・ 17日(日)

場所埼玉大学

2)機聞誌の発行

「レジャー・レクリエ ショ〆研究J27号、

28号(大会号〉

3)会報

「学会ニ.-スjの発行 Nn52、Nn53、No.54
4)学会大会案内の作成

5)月例研究会の開催

「世界のLlR教育・研究の現状と課題」

19934.10 
「我が国のLlR教育・研究の現状と課題1

1993.5.8 
f日常性LlR環境の課題 1993.6.5
「非日常性L/R環境の謀麺 19田 13
rr生活j重視の産業構造への転換」

199394 
「レジャー産業と企業経営 1993.10.9
「時短推進を支える社会経済理論(IlJ

1993.12.4 
「時短推進を支える社会経済理論叩」

1国3.1.29
6)組織の拡充

会員の鉱充34名
E 会議

軍事会 (2回)1993.10.17 (学会大会)

1994.3.26 (臨時理事会

明治大学和泉校舎)

常任理事会 (9回)

総 会 (2困)1993.10.17 (学会大会)

1抽 4.3.26(臨時総会

明治大学和泉校舎〉

• 1993年度決算監査報告
日本レジャー・レクリェーシーン学会の、rI9ゆ3

年度収支決算書」について監査を行ゥた鎗果、正

確・畢当であることを認めます。

1悼 4年T月16日
監事越智三王

監事鈴木箱



• 1993年度決算報告
19回年4月1日-1開4年3月31日

• 1994年度事業計画(案)
I 事業
1)第24回学会大会の開催

期日 1994年9月10日(土)11日(日)
場所拓殖大学北海道短期大学

2)機聞紙 fレジ+ー・レクリエ νョンの研実日
29号、 30号

3)r学会ニ a スjの発行
4l日本レジャー・レクリエ ション学会入会案

内の作成
5)組織の充実・学会員の拡充
6)その他

E 会議
1)学会総会の開催
2)理事会
3)常任理事会
4lその他

.・・項
1_ 1994年度事業計画〈案〉について

第四回総会で審議する事業計画(案)を決定し
たロ

2 凶担年度予算(案)について

第24回総会で審議する予算(案)を決定した。
3 役員候補者選考委員会設置について

黒岡信寛副会長を委員長とする全7名の委員を
渥ぴ、委員会設置を決めた。

4 第24回総会の次第について

5 会員の入会について

2名の入会を承認した。

く第6園〉

日時 1994年12月21A(水)14:00-17:30 
勾所国立オリン 1::0~ク記念青少年総合センター

第2会議室

出席者浅岡、鈴木(秀〉、前野、石井、坂口、
芳賀、絵浦、宮下

幹事 大森、複起、西田、荒井
縄告事 項

1 第24回学会大会報告

2 特別委員会報告

第1回惜別委員会が1994年11月初日、明治大学

制泉校舎で開催された。第四回学会^会会場、同

^会の会計管理、学会ニュース第56号発行予定江
どを検討した。

3 学会事務局の住所変更

住居表ボの変更に伴い学会事務局の住所が変更
に芯勺た。

新住市 〒186 東京都圏立市富士見台 4-30-}...項
1 第25回学会大会について

第25回学会大会を記念大会とする企画を検討し
た。

2 学会二品ースの発行について

学会ニニ.-ス第56号の発行予定を審議した。
3 会員の入会について

6名の入会を承認した。

く第7園〉

臼時 1995年 1月9日〈月)18: 30-21: 30 
場所国立オリンピ γ ク記念青少年総合.. '"ター

出席者浅図、前野、秋吉、黒問、鈴木(委〉、

石井、坂口、杉尾、芳賀、総浦、俗図、
宮下、師岡

幹事 西図、浪越、荒井...項
1 第四回学会大会について

第25圃学会大会の発表方法等を審議した。

(j) 発表者は原則として学会員に限定する。

特に常任理事会で認めた場合は学会員外も可

• 1994年度会計収支予算(案)
1鈎4到~Hll 目白山 l鈍品年3 月3i臼

白本レジャー・レヲリエーション学会

第24団総会議事録概要
日時 1994年9月11日(日)13: 15-14 15 
渇所結構大学北海道短期大学

1 会長銀拶浅田隆夫会長

E 議長および議事揖署名人選出

議長に藤滋兼男会員(中京大学入議事録署名

人に野村路会員、矢川俸子会員を選出した。

E 報告事項

1)役員選出の結果について

1994・1995年度役員の選出結果の説明・報告

が承認された〈役員は学会ユユース55号に鍋載

祷)。加えて、専門委員会の設置が報告された。
各専門委員会の担当副会長と委員長は下衰のと

おり。

委員会 銅当副会長 担当常任理事

総 務 高橋和敏副会長 坂口正治常費理事

財 務 木下茂徳'"下健治 M

温 集 黒国債lt" 松函儀容砂

研究企画 歓吉事iIl" 寺島善-" 
広纏・捗外 前野埠郎 H 油井 E昭 M

2) 1993年度事業報告について

1993年度事業報告があり承認された。

3)1四3年度決算報告について

1四3年度決算報告があり承認された。

とする。

也記念講演、基調講演を開催する。
2 学会ユュ スの発行について

学金二 a ース第56号を 2月中に発行できるよう
に作業を進めることを決めた。

3 会員の入会について

1名の入会を承認した。

く第8個>
日時 1995年1月四日〈土)13:30-16:00 
場所国立オリンピック記念青少年総合センター

出席者浅田、前野、黒図、鈴木(秀〉、石井、

宮下、油井、坂口、芳賀、松浦

斡事 西図、嵯銭、野村.・g項
1 役員選挙組定作成について

役員選挙規定検討委員会をs名程度で設置する

ζとを決定した。委員会の詳細は次回常任理事会
で検討する。

2 第25同学会大会について

記念講演、基調講演、シンポシウムについて検

討した。テ マ、講演者、話題提供内容などにつ

いては編集・研究企画委員会で具体案を作成する
こととした。

3 学会ニ a スの発行について

学会ニュース第56母の掲載内容を審議した。
4 会員の入会について

3名の入会を承認した。

戸時五4bEL丙51
1 平成 町月 山尭 生し た兵 庫 1 

県南部地揮は、大都市直下型地震と

て大被害となりま Lた。敏提地に

i お住居またはご勤務の学会員皆様にi いからお見障い申し上げます。

生活のたてなお Lに日々ご苦労さi … と 存
皆樟の檀蝿をお折り致Lます。

i 平成 7年 1月

i 岳民掴隆夫

日本レジャー・レクリエーション学金

また、鍾智監事から監査報告が行われ承認さ

れた。

.)郵便振讐口座変更について

学会の郵便娠替口座番号が変更にはった。新

番号は冊1回一3-6023目。
5)各委員会活動報告

各委員会の活動が報告された。

6)第25回学会大会開催地・日涯について

第四回学会大会は、 1田5年9月23日(土〉・

24日旧)に聞東学院大学法学部小国原校舎に

おいて開催し、記じ念大会とすることが承認され

た。
7)名誉会員のコ隅達郎民が19剖年5月5日逝去

された報告が行われた。

E 審議事項
1) 1994年度事業計画について

19制年度事業計画が承認された。

李総務委員会
入会案内書を作成し会員の地強をはかる。

本財務委員会

学会の活性化・財源確保の方策を検討す

る。

権編集・研究企画委員会

絹集委員会と研究企画委員会が合同で月例

研究会を開催する。学会誌上で研究会報告を

行う。各支部における研究会の開催を検討す

る。
キ広報・渉外委員会

学会ニュ スを年2回発行する。

2)1開4年度予算〈案)について

199.年度予算が承認された。

3)役員候楠者逮考委員会設置について

次期の役員候補者逮考委員会の設置が提案さ

れ 黒団信寛副会長を委員長とする 7名の委員

が承認された。

.常任理事会報告
く篇3恩〉
日時 1田崎年7月16日(土)15:00-17 30 
織 所 明 治 大 学 和 泉 校 舎 第2会議室

出席者浅図、鈴木(秀)、黒田、前野、石井、

杉尾、寺島、芳賀、松浦、絵図、宮下

監事 館智

幹事 大海、嵯峨、西岡、荒井

容略事項

1 第24回学会大会の遷宮について

第24回学会大会の大会要項、研究発表会場数、

研究発表座長、発表周器材の準備、総会での審議

事項、 111会次第怨どを討議し決定した。

.会員の動向
入金者所 属

平野貴也横浜YMCA 平副 7・1創陣〉

スポ ツ・海洋科学専門学校

横山 鋳フシノ造景研究所 得...・..，暗掛

正武家賃治 札幌市立上野幌東小学後

粟国和弥東京虚業大学

橋場 光働シー・アィ"ス計画研究所 w 

鈴木由美 神戸YMCA学僕等甲号学佼 〈平...・ 9・1岬濯}

富困層彰彦 11績設計研究所 w 

高日尾都茂子 押...・12'21承鋤
信夫隆司 武蔵野短期大学

-ー原昌樹 川村学園女子大学
滝口 奥西九州大学

山下層-" 神戸YMCA学院専門学校 u 

.岡 崎.境庁自然保護局 m 

川闘.開 園土館大学 〈字威1'¥'9示'"
多図 聡 脅山学院大学 (平感7・1・路示'"
井上孝之 宮域教育大学附昆費養学校 m 

加車敏信 文京社会編組専門学校 m 

退会者

.原健園野沢 峰村岡真澄青木泰三

立崎栄 司川英生川名 明尾鷲 誠

木下静子 日比野朔郎

2 第25回学会大会の開催地について

第四回学会大会の開催候繍地を関東学院大学小

田原校舎とし、平成7年9月23日-24日に大会開

催ができるよう大学の審議を受けることを決定し

3 役員候繍者選考委員会設置について
4 会員の入会について

1名の入会を承認した。

<第4圃>
日時 1994年8月四日(士)13:30-16:30 
場 所 明 治 大 学 和 泉 校 舎 第 1会議室

出席者浅困、鈴木(秀)、黒田、高橋、前野、

寺島、労賀、松浦、宮下、油井

幹事 大森、飯回、西図、野村、荒井

報告司区項
1 各委員会報告

総理努委員会 入会案内の作成一
財務委員会財源確保の検討状況。

編集及び研究企画委員会 レシャー・レクリエー

シヨン研究21号、 30号〈大会号)発行、月例研究

会の検討状況。

2 第剖回学会大会参加者数

学会大会の参加予定者数が報告された。

審蟻事項

l 第24回学会大会総会について

1993年度事業報告、 1993年度決算報告、印刷年

度事業計画案、 1田4年度予算案など総会での議事

事項を審議した。

2 第25回学会大会について

第25回学会大会は、関東学院大学法学部〈小田

原校舎)で嗣催することが大学側から承認され、

施設借用等の事務手続が進行中。審議の結果同闘

で開催することを決めた。
3 会員の入金について

3名の入会を承認した。

<第5固に〉

日時 1994年9月10日(土)10 OO-ll:OO 
場所妬殖大学北梅道短期大掌

出席者浅田、鈴木(秀〉、秋吉、黒図、前野、

石井、坂口、下村、鈴木(文)、寺島、

松浦、松田、宮札価岡

監事 極智

事学事 大森、飯図 (BJI)、金子、杉浦、

西国、野村、荒井

.管事項

1. 19間年度事業報告〈案)

2.19間年度決算報告(案〉

3 第25回学会大会開催地と日程

4 特別委員会の設置

.事務局からお知らせ
1 事務局住所の町名地番がどkのように変更になり

ました。
〒186 東京都国立市富士見台4-30-1 

東京女子体育大学

レクリヱ ション研究室内

電 話 .FAX 0425-72-4136 
事務局開設日 月、火、木、金

各曜日13:00-17:00

2 年度会費の徴収について

年度会賞未納者は、 1995年3月10日までに納入

をお願いいたします。なお、 3年間未納の場合、

規約第8条iニ基づき、会員サービスを停止させて

いただきます。

郵便振智番号 00150-3 帥2353

3 面所不明のお知らせ

今井修、徐箱王、麓本いく代、藤本湾也、

若林恭子、宮川新子、鴨井啓
以上の会員が住所不明となっております。ご存

じの方は事務局までご一報をお願いいたします。

|月例研究会のお知らせ|

平成6年度月例研究会は、研究誌21号にてお知

らせいたしました通り、『自然とレジャー・レク

リエーゾ:1....Jを年間テ マに四月より開始し、

自然額念や彼祭、管理はどの問題について活発に

議論を進めてまいりました。当初お知らせしたス

ケグ> ルに若干の変更もありますので、あらた

く内容および日程>

編集・研究企画委員会

めて今後{平成7年3月以降)のスケジュ ルを

"知らせいたします。
多くの会員の皆様にご参加いただき、さらに議

輸が深まっていくことを期待しております。お誘

い合わせの上ご参加くださいますようお願いいた

します。

B 程 小テマ 話鳳提供 会 場

平成7年3月4日 自然と教育

4月8日

5月13日

6月3日

τ見6a

自然と遊び プログラム

自然と教育環境教育

自 然 と 芸 術

自然と生活文化

氏

民

民

一

治

子

定

信

健

禎

旗

賀

野

未

降

芳

高

時間怯原則として14時-17時.

212-

東京家政学院

(市ヶ谷駅下車・麹町易便局裏)

東京家致学院大学市ヶ谷校舎

明治大学和泉校舎
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事務局 〒 186東京都国立市富士見台4ー却ー1
東京女子体育大学レクリヱション研究室内

電話 0425-12-4136 
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日本レジャー・レヴリエーシ ョン学会

第25回記念大会の開催によせて

今日のわが国の社会状況は、円高の遂行と産業の

空洞 k泊三深菱化しつつあり、このままでは雇用不安

と失業率の増大を来たし、経済位会は資本主義を崩

犠させる方向に進んでいるように思われます。

周知のように、近代資本主義は、地琢を鋸り起こ

し環境を悪化させ、より多くの「モノ」と金・土地

を求める「モア・アンド・モアJの続争の恩忽でし

た。このために、私選は、従来、わが国の争士会を支

えてきたキャ yチア yプ型の仕組みを自らのA'I造性

によるパイオニア型の新しい仕組みへと構造転後せ

ざるを得なく江りました。これはまた、供給サイド

(企業)の経済から需要サイド〈生活者)の経済シ

ステムへの変革でもあります。しかし、両者聞の相

魁とその動向は不透明なまま推移しています。

このように、今日の社会は、いわば、学会草創期

の四年前とはまるで違ったハラダイムへとゾプトせ

ざるを得ない状況にあります。

まさに、 21世紀は、人間¢特性(創造性}を溶か

して「愉しみながら共に生きるj といった世界の創

造にあり、その原理は f自然との共育・調和Jにあ

るといえましょう。そして、これを見分けるめやす

は、その現象が自然の錠にかなっているか、それに

よって「ものJが蘇生するか、また、それは鑓墳に

会長浅田隆夫

格け込んでいるか といったようなところにあり、

それこそが「ふものjの生活だと思います。「本も

の」の生活は、体験的に肌で感得するしか伝いもの

でしょう。

LlR生活もまた、これと同じことだと思います。

「本もの」のLlRがどのようなかたちで日頃の生

活文化の中tこ入り込んでいるのか、また、LlRを

愉しんでいる人達の生活技術は、向己矛盾を生まな

い自己完結型のものなのか といつことです。し

たがって、できるだけ早く、 ζのような「本もの」

のLlR生活の内容や方法、仕組みを個人から仲間

へとネットワ クにより徐々に普及・拡大していく

こと、また、そのためのボランティアの活動に大き

"期待が寄せられてもいます。

'90年代後半は、このような意味を持つ生活文化

としての「本もの」のLlRの創造へ志向し得るか

否かの分水嶺にさしかかっているといっても過言で

は低いでしょう。

本大会では、多くの会員の参加を得て、 21世紀の

新しい生活文化としてのL/Rのあり方・考え方、

それに基づく実践を踏まえたアプローチなどについ

て熱心な対話のうまれることを願って止みません。

「一一一一一一一ー第 25周記念大会開催 一一一一一一「

| 期 日 平成7年9月畑出-9月24日佃 i l 会 場 関東学院大学法学部(小田原校舎

住所神奈川県小限原市荻窪 1162-2 i 交通東海道問、東海道線_'1叩の叩叫 i 
徒歩約17分、タクゾー的8分 i 

L一一一一一一一一ー一一一一一一一一一一一一一一一一一一」

仁三コ第25回記念大会

大会プログラム

臼程第1日 9月23日(土)

.大会テ マ 『新しい時代の創造的余恒』

口受付 1200-

日記念穆演 13 00-13:40 

121世紀への鍵言

仁二コ第25固記念大会

第25自記念大会の凋催にあたって
理事長 鈴木秀雄

(聞東γ院人今々は学部教綬)

本学会は、多くの先人のζ努力により、前身である、想談会、研究会、レクリヱ νョン学会から、 11ぶ
レシゃー・レクリエ ション学会へと時代と共にその名称や果たすべき役割も変化さ世つつ現。に全勺てい

るのですが、本年は第25回記念大会であることから、“研究発表と支睦報告に伴う研究と実践の融合による

実践家と研究者の制E交流の活性化"を計画いたしましたところ、多岐にわたる演題の発表を得て開催する

ことと怒りました。この融合とJ活性化のためにさらに I末し、活動 支障を伴う分野・領域を扱う学会とし

ての使命を果たし、市民活動への彫響力も増してい〈学会へと発展するための大会にしたいと願っております。

会長による記念講演、そして基調講演、 γ ンポ νウム、と多くの企画を川悲しております。また、学会25
周年の楓有から、学会開催と共に学会の歴史的伝まとめとして rn4-レ J ャ ・レクリヱ シヨン学会の歩

み“ 1田4-199S"Jの刊行も計画いた Lております。学会そのものの存符や内作をぷ細につかみ、会員の持

さんそれぞれが今後の方向性を積極的に見いだしていただけましたらと思っております。

“新しい粛は新しい皮袋に盛れ n の例えのごとく、第25同記念人会を聞催するキャンハスと似る聞東干阪;

大学法学部も、聞学111年目と江る宇品の伝統の中で、ノト年が設す 5年liにあたる新しい学部であります。

小高い丘に鐙ち、梅と山を 望できる臼然環境豊かな会場で、新しいレシャ ・レク 'Jエ ゾヨンを僻敵し、

その方向性をお考えいただけましたら幸いです。会員持機の多数のご参加をι、かりお待ちしています。

謝辞

日本レジャ ・レクリエ γ ョン学会第251寸学会大会を、関東学段λ子炉法γ部(小川原校合)で聞僻するに

当たり、大学関係者の方々にホ変お世話になった。特に、伊杏輸恒男学長先生、加藤良 法γ'$長先生には、

絡別のご配意を頂離した。厚く御礼申し}げます。

平成7年 8月

.第25回学会大会開催地略図 (関東学院太学小田原校舎)

会長浅田降夫

二ゴ仁三コ第 25回記念大会(

これからのレジャ ・レタリエーションのあり方を鍵る

若者のレジャーライフを中心に一一J

浅田隆夫 学会会長

ロ.同信潰 14 00-15:00 

ポランテ 4アに毘る創造的余暇

福永 佳樟下 海外生活カウンセラ

ロ シンポジゥム 15 20-17:20 

パネリスト

テーマ 積しいレンャー・レクリヱーνョン時代の生き方

コーディネータ

芳 賀 健 治 家政学院大学助教授・学会常任理事

111 グローパル時代のレジャー・レクリヱーション

原因宗彦 大阪体育大学教授・学会理事

121 生涯学習社会の到来と新しい時代の余暇のあり方

総 国 義 幸 実践女子大学教侵・学会常任理事

131 ボランティアに見る新しい時代の方向性とネットワークづくり

宮 下 経 治 順天堂大学教授・学会常任理事

口!I観会 1800-19 田

日程第2日 9月24日(図)

口受付 9 凹~

口研究発表 9 : 30-12 10、14:30-15:50

口実蹟報告 9 :30-12 30、14:30-16: 10 

口組会 13 却-14:30

.大金書加費 4，000円 -懇親会費 5，000円

一一一一一一一一大会実行委員会から一一一一一一一…

軍25宿学金大会を開催する関東学院大学法学部(小田原校舎)の周辺には，昼食をとる童堂等が

有りません。弁当を持書するか、または、弁当0，000円)の注文を受付けますのでご利用下さい。

- 研費量量 A会場

第25回記金全全車空空塁・一塁堕量豊

口座長杉浦恭 9 30-10:30 
A-Ol 過去3年聞の NRPAシンポシウム抄録に

みられるレジャ ・レクリエ シヲンの研

究動向 1992-1田4年
O栗原邦歓(余電開園研究所}

a婚和敏〈余暇問題研究所)

A-02 J社におけるリラクセーゾヨン研修の試み

とその自覚効果について

~その研修内容と遺跡調査の結果から~

O本回実次{日本鉱!I!橡式会社)

山崎律子{余履問題研究所)

川向妙子[東海大学}

A-03 リハピリテ ション・トレ ユングにおけ

る質的指導重視の事例研究

~頚椎後綴字靭帯骨化症患者の爆合~

O若稼恭子(日本航空練式会社)

III漏良一(日本航!l!l!1<式会社)

飛鳥図-.(日本航空様式会社)

口座 長梅沢佳子 10 30-1l:30 
A-旧小中学生の野外活動に聞する謀認と方向性

について

~特にプログラム展開を中心に~

01毎 孝咽(繊浜市立菊名小孝枝)

鈴木秀雄〈関東学院大学)

A-Q5 大学生におけるレシャー活動の満足度に閤

する比粧研究

~日本〈東海大学〉縛国(ギ aンヒ大学〉

アメリカ〈アリゾナ州立大学〉の学生を対

象として~
0周 延鎗(‘固レタリエーンョン也会)

高舗網敏{余隈問題研究所)

A-06 フィットネス指導と健康に閲する一孝察

~ホリスティッタ・ 7プロ チから~

0・原武志(スポーツ・ヱデュケーショ

ン・アカデミー)

・ i:史(スポツ・エデ2ケショ

ン・アカデミー)
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A-08 アメリカの国立公園利用におけるベットの

規制について

O古谷勝則〈予葉大学〉

論井 E昭〈千葉大学)
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A-lO 公共と民れ司の体育・スポ -';J施設における

棲み分けと鶴合に関する 考察

0経;f<敬子〈一宮女子短期大学)

原因宗彦(大阪体育大学}

池園 鶴(大阪体育大学)

口座 長敏日正治 15:10-15:50 
A-ll 商業スポーソ施設における会員の講足度に

聞する研究

~荷足空間モデル6こおける揚足度の変化に

ついて~
。原因 尚幸(中京大学大学院}

原図案~(大阪体育大学)
池困 勝(大阪体育大学)

守能信次〈中京大学)

A-12 レジゃ 経験における主鎖的要素の分析法

に関する検討

~白川によるデータ収集と主要伝構成

績念に控目して~
0佐.dI美{樽麓女子短期大学}

. 研究聖嚢 B会場
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口座 長 寺 嶋 善 一 14:30-15:30 
A-10 学外コースにおけるマリンプログラムとし

てのヨット授業の実臨

。よ野直紀(いわき明星大学〉

鈴木秀雄(関東学波大学)

五十嵐幸ー(いわき明星大学}

A-11 神戸YMCA学院専門学校社会体育学科・

海洋スポ ツ学科におけるレジャ ・レク

リエ ション実習実臨報告

。小泉勇治郎(縛戸YMCA学院専門学校)

山下陽郎・片岡崩事理(同上)

A-12 東京家政学院大学におけるカヌ 実習につ

いて

O芳賀健治(東京家数学院大学)

口座 長西回俊夫 15:30-16:10 
A-13 オーストラリア・クイ yズランド州ヌ

サでのホ ムステイ・白然活動を通しての

レジャ ・レタリェーシ書ン

0上村都貴絵(貞静学園)

石井 允(立敬虫学)

矢川律子 (CulturalExchang問 Holldays

オーストラリア理事)

鈴木秀雄(関東学院大学)

源口 正治(東洋大学短期大学)

加車恵子(立教大学研実生)

A-14 オ ジ スポーッ・プログラムと受講生の

反応について

-s専門学校の場合~
。下回 白書〈スポーツ・ヱデュケーν弓

ン・アカデミー)

国代みよこ(周上)

・実践報告日会場

口座 長宮下佐治 9 30-10 30 
B--01 高値給化・福祉化社会の新しい生涯スポ ツ

(パンゴルア)(BAHN GOLF) 

~臼本パ ンゴルフ協会の設立と今後の方

向性~

。酉図俊夫(淑徳短期大学)

荒井ルリ子(日本パーンゴルフ協会)

8-02 市町村レタ協会における生涯学習事業の可

能性を擦る

~八王子レクリエ ション協会の実韓紹介

~縦覧揮害者のスキー、プラインドスキ ~ 
O治図 良ニ(神奈川県総合リハビリテー

ションセンタ 七沢ライト

ホーム)

間嶋和子(神奈川県復寛陣容鑓助赤十

字率仕団)

末図摘則・護辺文治夫

(神奈川県総合υハビリテ-

::"3;.1センター七沢ライト

ホーム)

A-05 神割けにおける視覚捕害者のレクリエー γ ョ

ンの展闘51
~スポーッ以外のレクリエ ションについ

て~
O末園 峨貝'I(神奈川県総合リハビリテー

ションセンタ 七沢ライト

ホーム)

漢辺文，台・丸山智雄(同上)

間嶋 和子(神奈川県視覧障害鑓勘赤十

字書屡仕困)

古畑英雄(光友会蕗沢障害者自立生活

援助セ"ター〉

A-06 知的障害者纏設におけるレクリエ ゾヨン

の実践

~楽しく、豊か江生活をおくるには~

口大匂 伸(東京都千護福紐ホーム)

口座長野村路 11 30-12 却

A-07 高紛障害者を対象としたグル プレクリエー

シヲンの選択

~能力に合わせたレクリエ ゾヨ Yゲ「ム

について~

。松本あづさ(健巻温泉病院)

A 同高働者レク活動の視点からみたエルグーホ

ステル活動について

~北米インカ ネ ゾョ y ・キャンプの事

例から~
。広国治久(余暇問題研究所)

山崎律子(余暇問題研究所)

川向妙子(東海大学)

A-09 第臼田 NESRA年次大会にみられる磁場

レクリエ シヨンの動向

O浅宮佐知子(余暇悶鑓研究所)

橋本和秀(余曙問題研究所)

山崎律子(余暇間層研安所)

第25回記念大会しこコ
口座 長金子和止 14 30-15 30 
B-叩 キャンプの教材ftとその価値の決め子の問

題を巡って(第2報)

0佐藤朝代(ljやの議学園〉

B -10 1950年代における野外活動の傾向に聞する

研究

O中村正男(東横学園女子短期大学)

8-11 救急法 量産生法カリキュラム指導の検討

。杉浦俊之(東京体育専門学綬)

鈴木秀雄(聞東学最大学)

. 実践報告 A会場

口 F事 長師同文男 9 30-10 30 
A-Ol 神 割11における被賞持増荷のレクリエ←νョ

ンの展開111
~神奈川の現状とサポート体制~

0古畑 英雄(光友会議沢障害者自立生活

援助センタ ) 

君主辺文，台・塩沢哲夫・*'図靖則

t神奈川県総合リハビリテー

ションセンタ 七沢ライト

ホーム)

A-02 仰奈川における視覚鱒宵者のレクリコ£ ショ

ンの展開凹

~盲人卓球~

。謹辺文治(神奈川県総合リハビリテー

"司ンセ y ター七沢ライト

ホム)

塩沢哲夫未回峨則(聞上)

古畑 英雄(光友会蕗沢陣審者自立生活

健助センター)

A-03 神奈川における悦覚障害者のレクリエ ショ

y の展「謝31
~フロアパレーボール(盲人パレ ボール)-

O塩沢 哲夫〈神議川県総合リハビリテー

ンヨンセンタ 七沢ライト

ホーム)

遺辺文，台・末図嶋則(同上)

合偲英雄(光友会藤沢障害者自立生活

複助センター〉

口康 長 芳 賀 健 治 叩 30-11 30 
A-04 柿奈川における観賞事時者のレクリエ ゾヨ

ンの展開141

般的傾向~

口小西啓子(竹早教員養成所)

浅図隆夫〈筑波大学)

B-02 女f高校生の大γ選択理由 (5固f)とそ

の受験意識との関係

~高群と低群の比較を中心に~

。問中美智子(飯岡女子短期大学)

浅図隆夫(筑波大学)

8--03 大学受験とそのあり方に聞する研究・母観

の入学教育観

~女 f高生のi色、望・持続の年齢・ fどもの

数との関係かり~

。寺嶋文代(都立北多摩高校)

浅図種夫(筑波大学)

口座 長手塚麻実 10 30-11 10 
s-04 家飯間眠からみた女子高生の大学受験愈識

O角図亨子(神奈川大学)

浅田隆夫(筑渡大学)

B-05 女 f高生の大学受験意識と母線の大学教台

に対する期待観との関係

~特に文系と理系の比鮫~

0漂泊嘉子〈山形女子短期大学)

漫悶隆夫(筑波大学)

口隊 長太森雅子 11: 10-12 10 
8-06 同際父流で知る地峻づくりの視点

~オ ストラリア・クイ ンズラ y ド州ヌ

サでのホ ムステイ .R然活動を通して~

O板口 正治(東洋大学短期大学)

石井 允(立教大学〕

矢川得子(CulturalExchange Holldays 

才 ストラリァ理事)

鈴木秀雄(関東学院大学〉

8-07 学外コースにおける PhysトcalRecreation 

“ヨット"を通してのレジャー教育

~ヨ 2 卜実践プログラムからの満足度の研

究~
。上野 直紀(いわき目月星大学)

鈴木秀雄(関東学院大学)

五十嵐幸一(いわき明星大学)

8-013 ファ、リーレクリエ ション活動の実態調室

~観の運動部経験による比較かり~

。梅原俊子(あさひな幼稚周)

仁二ゴ第25回記念大会 l

ょう審議を行うこととした。

4 阪神大獲災の被災学会員に対する措置について

関西支部に所属する学会員を対象に、被提見舞

いとともに、被見者の1995年度学会費免除措置に

ついて通知する。学会員が事務局に申し出た場合、

199凶年学会費を免蝉することを決定した。

')9ゆ4年度は、第9回が最終の常任理事会である。

.常任理事会報告

く19四年度第 1回〉

日 時 1朗5年4月17日(月)18 却 -20:30
場所国立オリンピッ刊誌官少年総合センタ

出席者浅田、前野、鈴木〈秀)、石井、坂"、

下村、杉尾、芳賀、宮ト、師岡、油井、

松浦

幹事 大様、西国

報告療項

1 各委員会報告

財務委員会 学会費の自民収方法に閲する検討経

過の報告。

編集委員会学会誌'9号の発行予定の報告。

研究企画委員会第25回大会の記念講演、基調

講演、 νンポシウムの計画進捗状況。革調講演を

福永佳津子に依頼することがf承された。

広報・渉外委員会学会ニュース恥56を発行し

たことを報告。

2 役員還挙規定検討委員会

1995年3月13日に委員会を開催し検討した。今後

さらに検討を重ねていく。選挙実施には、会員名

簿の整備、確認が不可欠であることが指橋された。

審強事項

l 第田回学会大会について

1)学会大会に伴う理事の選任が行われ、幹事の

西国俊夫氏が選出された。

2)学会大会を開催する実行組緒臨置を決定した。

組機構成の具体は次回常任理事会に理事長から

提案することを決めた。

3)昨年度開催した第24回学会大会理事を務めた

鈴木文明理事に会長及び理事長から謝意を送る

ことを決めた。

2 記念誌の発行について

第25回学会大会を期に学会の歩みを葱理した記

念誌を発行する。

[)名称は「臼本レジ b ・レクリエ :/:3/学

会の歩みJ(仮題)とする。

2)発行時期は学会誌の第25同学会A会号と同時

発行を予定する。

3)内容は研究懇談会、研究会、学会の成立経線

と歩みの記録を中心とする。

4)編集は鈴木理事長と事務局とで進める。

役員選挙規定検討委員会の設置を決めた。委員

会は5名構成とし、委員長に前野副会長、副委員

長に油井常任理事、委員に坂口、寓下、師岡の 3

常任理事の計5名を選出した。

検討委員会は、常任理事会と連絡を取りながら

規程の検討を進めることとした。

2 第25回学会大会について

第25回学会大会の記念講演、基調講演、シンポ

νウム等について審議した。

① シンボ νウムのテーマは.r新しいレジャー・

レクリエーをJョy時代の生き方ムコーディネ

ターに苦賀健治、シンポジストに原因宗彦、松

回義季、宮下健治の各氏を決めた。

② 慕調書億粛は、第 1候補に福永佳津子氏を選ぴ

交渉を行うことを決めた。

3，1995年度年間計画について

1995年年間予定表を審議した。

第25回学会大会に合わせて常任理事会を開催し、

この時までに第26回学会大会開催地を決定できる

。戸岡安信(船橋市自遊人也会)

宮下桂t台(順天堂大学)

杉本晴夫(船橋市白道人協会)

口座長丸山正 11 30-12:10 
B -06 消化不良鍋塾・横須賀市レクリエ シB ン

指導研究会

~オーパナイト・ウォ ク実践皆勤報告~

O岸 正晴(横須賀市レクリヱー ν ョy

術導研究会)

8-07 フライング ディスク・ゴルフによる「楽

しさ」を導きi討す授業の実践

~生涯スポ-';;の視点から~

O宮下笹，台(順天堂大学)

杉本晴夫(船橋市自護人飽会)

戸国安信(船橋市自選人箇会)

仁二ゴ第同記念大会仁二二二三

を通して~

O丸山 正(八王子レクリヱション也会)

R-03 レクリエーションダンス教育課程構築への

実践報告

O浦江手書房 (BLUETHREE レクダン

ス研究会事務局)

口俸 長総鴻代子 10 30-11 30 
8-04 レク指導荷が地域スポ ツにはたす役割

~制度ボランティ 7の閏わりかり~

0杉本晴夫〈船橋市自遊人協会)

宮下径，台(順天堂大学)

戸図 安信(船橋市自滋人協会J

8-05 地峡余暇情報提供の実民活動

~ベルクソンの発行から~
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第 25回記念大会実行組織

員

員

員

員

員

員

員

員

員

員

員

委

委

委

委

委

委

委

委

委

委

委

学会会長

常任理事

常任理事

理事

常任理事

常任理事

常任理事

常任理事

常任理拳

常任委軍事

常任理事

浅田降夫

油 井 if 昭

石 井 允

西問俊夫

抜口<E治

ト村彰男

杉尾邦江

寺嶋善-

Jj 貿健治

怯祷二代子

絵田義幸

.大会会長

.大会実行委員会

A会実行委員長

副委員長

事務局長

会討

委員

委員

委員

委員

委員

委員
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を広報委員会に送達した。

広報委員会学会ニュースNo.56を3月1日に発

行予定である。

2 第24聞学会人会会計報告

1994年9月に拓殖大学北海道短期大学で開催し

た、第24回学会大会委員長の永嶋理事から大会報

告があり、事務局から同大会会計決算が報告され

た。また!緩智監事から会計監査の結果、会計は

適正であったことが報告された。

なお、第四回学会大会の剰余金129，337円は、

普通会計に繰入れることが決定した。

.穂事項

1 役員選挙溺定検討委員会について

.常任理事会報告

<19同年度 第9固>

日時 1994年 2月28口(火)14 30-16 30 
場所国立オリンピ y ク記念清少年総合センタ

出席者前野、黒田、鈴木(秀〉、石対、坂口、

寺島、芳賀、P.F、松浦

監事 越智

理事 永崎(第24回学会大会委員長)

幹事 大袋、西問、荒井

報告事項

1 各委員会報告

総務委員会学会ニュース恥56周の事務局原稿



8 阪神大震災羅貰学会員の会費免除についτ
阪神大震災被英学会員6名の1995年度学会費免

除が承認された。

4 会員の入会について

5名の入会を承認した。

<第2図〉

日時 199E年6月6日(月)18:30-22 00 
場所同守オリンピック詑念青少特韓合センター

IH席名浅間、前野、黒田、鈴木(秀)、石井、

坂11、Ji賀、宮下、油井、総浦

幹事 大森、杉浦、西冊、荒井

報 告 事 項

1 各委員会報告

財務委員会学会事務局の合理化及び省力化を

間るために学会費等の集金システムを提案。具体

的には、日本信販掬による集金代行システムが提

案され、 n4-信販側の組、句者かり取引条件の説明

を受けた。これに築ついて、今後財務委員会で検

討を進めることがr"'-された。また、入会荷は入

会金と初年度会費は事務局に直接納入し、次年度

かり舗反省にするなどす続きが繁雑に江らないルー

ルづくりを検討することになった。

編集委員会学会誌29りを 6J-l20円過ぎι発行

する。

研究企画委員会 今後の研究企画の内符につい

て検討を進めているο

広報・渉外委員会学会ニュ スNll57の発行準

備を進めている。

2 第25同学会人会発表申込状況

発表刷込数は46題である。

発表者は、 1994年度第7岡常任理事会で決定L
たとおり、「発表名i草原則として学会員に限定す

るが、特に常托理事会が認めた場合その限りでは

ないjことを再確認した。この規定により、発表

申込者に共同研究者も含め非会員がいる場合、入

会を呼びかけることとした。ただし、入会を希望

しむい場合は、 L記規定の「特にj以下を今岡に

限り適用することが承認された。

3 日本レクリエ ソョン協会評議員の交代

日本レクリエ シヨン協会評議員を黒田信覧副

会長から鈴木秀雄理事長に交代する。
審議事項

1 第25同学会大会について

1)学会大会実行組織について

学会大会実行組織の構成について鈴木理事長

から提案があり原案どおり承認されたc7頁の

第25回記念大会実行組織を参照)。

2)広告錫載依頼について

第25@l記念大会発表論文集と、第25回学会記

念誌f日本レジ+ー・レクリエーション学会の歩

みjへの11;告掲載依頼を出すことが承認された。

f，お、広告掲載及び寄付申込刻限怯1骨5年7
月8目、版ト締切りは同15日に決定した。

2.1抽 4年度決算報告及び1995年度予算案について

1994年度決算報告案と1同5年度会計収支予算案

を審議した。

3 会員入会について

6名の入会を琢認した。

〈第3包>
日時 1995年 7月10日〔月)10 帥-21:30
持議 所 国在オリンピ y ク詰念局少作首合セ y タ

出席書浅倒、前野、黒問、秋吉、鈴木(秀)、

石井、油井、杉尾、ト村、坂11、松浦

監察 超智

幹事 大森

報告事項

1 各委員会報1lj

役員候繍選考委員会 1996-19咽7年度の役員候

補者の選考経過が黒問委員長から報告された。

総務委員会 q第25同らよ念大会の1IPl!:開設を行う
た。 11庫は円ノトレ γ ャー・レクリエ ションγ会

第25同記念大会実行委員会、代表坂Lltl治、横浜

銀行小田原主的、 1291489、<%学会大会開催に対

し地π刷 11原巾民への協力依頼の準備を行ってい

る。喧会員名簿の整理、作成を千j¥、たい。

編集委員会 学会誌第四むを発行した。

研究企画委員会 月例研究会の今後の進め方を

検討中である。

審機事項

1 第25同学会大会について

1)学会大会日程、プログラム、研究発表と実践

報特の会場割吋て等の詳細を審議し決定した。

2)掌会大会の予算を審議し決定した。謝金i本、

原則として基調講演、ゾンポジウムのパネリス

トが当学会員でおる場合は支仏わないこととす

る。今回は基調講演を会員外に依頼しており予

算に盛り込むことを決定した。

2.19刷年度会計決算報特について

19刷年度会計決算報告案に対して、監事の鍾智

'T氏かり決算報告書は適正であることが報告さ

れ、承認した。

3.19附5年度会計予算〈案)について

事務局案の説明があ勺た。

4 第四回学会大会開催地について

浅田会長から経過説明があり、今後の交捗を会

長に一任した。

5 会員の入会について

II名の入金を承認した。

6 その他

大会予算の広告料の取り扱い方法の改善を今後

検討することを決めた。

.会員の動向

入会者所 属

待谷明宏 子どもの域全園連絡樋議会 (車吸7-4"17承認J

高橋良寿 横浜1i野外活動講座

深瀬嘉子 山形女f短期大学

服部伸 赤穂市立尾崎小学校

金 宝腹 千葉大学厨芸学部間全線生

凶中美智子 飯田女子宮註期大学 悼喰1・s・S承彬

梅原俊子 あさひは幼稚園

黒周次郎 FlAド体育大学

議 孝昭積浜市立菊名小学後

』村部貨絵 貞俗学園

加藤恵子 立教入学(研究生〉

猪本原孝一 倉般芸術料学大掌 (干成 7'7' 同政~)

大綱 伸 東京都千葉福佐ホーム

小野寺治三 東北福祉入学

片掴麻望 椅1可YMCA学旋専門学佼

古畑英雄 縄南希望の郷ケアセンター

極沢哲夫 神刻"りハ七沢ライトホム

末凶靖則 神奈川りハ七訳ライトホム

砂川憲彦 東京健康科学専門学校

坂内寿子 新潟中央短期入学

単倒良 費梅野赤vr病院

丸山 正東京YMCA奥門学綬

-事務局からお知らせ

第25回学会大会に合せ、下記の日時に常仔理事会、

型事会を開催します。常任理事、理事の各位には通

知を別途お届け致します。

常任理事会 9月22日 17時-19時
聞東学院大学法学部〈小包原校舎)

理事会 9月29臼 10時-12特

関東学院大学法学部(小田原絞舎)

2 学会貨の納入について

ぷ年度の学会費か未納になっている会員は、ト

記の郵便振替語りを利則して納入をお願いいた L

ますo

手成6年度以前の会費未納会員は、早急に納入

してトさい。なお、 3年閉会費本納の場合は、規

制第8条に基っき会員サービスを停止させていた

だくことになります。

郵便霊長管嘉勺 00150-:<'-¥302353 

-編集後ac.・
盛夏の季節になり、海も山もレシャ ・レクリエー

ションを楽しむ人々で賑わっている。近作は、こと

もも大人も新しいタイプのレソャ ・レク 'Jエ ショ

ン活動を盛んに行う。従来は利附していなかコた 1
地に新しいレνャ 空聞が誕生し、け新しい施止や

レレ〆ヤ 用品が開発される。指導者の餐成も欠かせ

ない社会的要請であるD 情界の長寿4司であるわが同

は、これから 崩高齢化社会が進むので、命働者の

ためのレJャ ・レクリエ ンヨン問題は、今11以
iに考えていく必要がある。 21世紀といづ新しい時

代のレシャー レクリェー γ ョンはどのような展開

になるのだろうか。

第四回という節Hの学会大会のテ マは、「新し

い時代の創造的余暇jである。多数の会員か参加し、

討議が行われることそ期待Lたい。この第25同記念

大会は、従来からの研究発表に実践報竹を加え、研

究と実践の融合化をはかり、幅広く学会員の研究交

流を促進するという H的を設定している。研究発表

は29題、実践報告は21題、合計44遁が発衣される。

学会ニュース57可は、こうした状説を五まえ、学

会A会関係の記事に多くのスベースを吋てた。

なお、学会の運賃状況を学会二ュ スを通じて周

知できるよう、常任理事会報告を紙耐の去す限り細

かく報告した。 (M Y) 

研究論文・実践報告の投稿募集

第25回学金大会で尭表Lた研究、実践報告を学会誌「レジャー・レクリエ ション研究」

に投稿して下さい。

軍部回学金大会を契機に、学会の一層の尭展に向けて、学会誌の充実をはかる必要があ

ります。

既刊の学会誌「レジャー・レクリエーション研究」に掲載されている投稿規定によって、

多数の投稿を期待しています。

編集委員会

-215一




